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はじめに 

Cypress製品につきまして、平素より格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

本ファミリをご利用になる前に、本書およびご使用の製品の『データシート』をご一読ください。 

本書の目的と対象読者 

本書は、実際に本ファミリを使用して製品を開発される技術者を対象に、本ファミリの機能や動作, 使い方に

ついて解説しています。アナログマクロ, タイマ, 通信マクロに関する記述は、別冊のペリフェラルマニュア

ルを参照してください。 

＜注意事項＞ 

− 本マニュアルは周辺機能の構成および動作を説明するものであり、各デバイスの仕様を説明するもの

ではありません。デバイス仕様の詳細については、それぞれのデータシートを参照してください。 

− 周辺機能の搭載有無については各々のデバイスにより異なります。搭載有無については各デバイスの

データシートを参照ください。 

サンプルプログラムおよび開発環境 

FM0+ファミリの周辺機能を動作させるためのサンプルプログラムを無償で提供しております。また、本シリ

ーズで使用する開発環境も掲載しています。当社マイコンの動作仕様や使用方法の確認などにお役立てくださ

い。 

マイコンサポート情報 

https://community.cypress.com/community/MCU 

＜注意事項＞ 

− サンプルプログラムは、予告なしに変更することがあります。また、サンプルプログラムは標準的な

動作や使い方を示したものですので、お客様のシステム上でご使用の際は十分評価された上でご使用

ください。 

また、サンプルプログラムの使用に起因し生じた損害については、当社は一切その責任を負いません。 

本書の全体構成 

ペリフェラルマニュアルは、以下に示す章および APPENDIXESから構成されています。 

CHAPTER 1: システム概要 

CHAPTER 2-1: クロック 

CHAPTER 2-2: 周辺クロック停止機能 

CHAPTER 2-3: 高速 CRトリミング 

CHAPTER 2-4: 低速 CRプリスケーラ 

CHAPTER 3: クロック監視機能 

CHAPTER 4: リセット 

CHAPTER 5-1: 低電圧検出概要 

CHAPTER 5-2: 低電圧検出(TYPE1) 

CHAPTER 5-3: 低電圧検出(TYPE2) 

CHAPTER 5-4: 低電圧検出(TYPE3) 

CHAPTER 6-1: 低消費電力モード 

CHAPTER 6-2: Vbatドメイン 

CHAPTER 7-1: 割込みの概要 

CHAPTER 7-2: 割込み構成(TYPE1) 
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CHAPTER 7-3: 割込み(TYPE1-A) 

CHAPTER 7-4: 割込み(TYPE1-B) 

CHAPTER 7-5: 割込み構成(TYPE2) 

CHAPTER 7-6: 割込み(TYPE2-A) 

CHAPTER 7-7: 割込み(TYPE2-B) 

CHAPTER 7-8: 割込み(TYPE3) 

CHAPTER 8: 外部割込み・NMI制御部 

CHAPTER 9: DMAC 

CHAPTER 10-1:I/Oポート 

CHAPTER 10-2:Fast GPIO 

CHAPTER 11: CRC (Cyclic Redundancy Check) 

CHAPTER 12: デバッグインタフェース 

CHAPTER 13: Micro Trace Buffer Data Watchpoint and Trace 

CHAPTER 14: フラッシュメモリ 

CHAPTER 15: ユニーク IDレジスタ 

CHAPTER 16: DSTC 

APPENDIXES 
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関連マニュアル 

FM0+ ファミリに関連するマニュアルを示します。状況に応じて必要なマニュアルを参照してください。 

本書に記載したマニュアルの内容は予告なく変更することがあります。最新版をお問い合わせください。 

 

ペリフェラルマニュアル 

 FM0+ ファミリ ペリフェラルマニュアル  (本書) 

(以降、『ペリフェラルマニュアル』とよびます。) 

 FM0+ ファミリ ペリフェラルマニュアル タイマ編 

(以降、『タイマ編』とよびます。) 

 FM0+ ファミリ ペリフェラルマニュアル アナログマクロ編 

(以降、『アナログマクロ編』とよびます。) 

 FM0+ ファミリ ペリフェラルマニュアル 通信マクロ編 

(以降、『通信マクロ編』とよびます。) 

 

データシート 

デバイス仕様, 電気的特性, 外形寸法, オーダ型格などの詳細は以下を参照してください。 

 32ビット FM0+ファミリ DATA SHEET 

 

＜注意事項＞ 

− データシートはシリーズごとに用意されています。 

お使いのシリーズ用のデータシートを参照してください。 

 

CPU プログラミングマニュアル 

Arm Cortex-M0+コアの詳細は http://www.arm.com/ から入手できる以下を参照してください。 

 Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル 

 Armv6-M アーキテクチャ アプリケーション レベル リファレンス マニュアル 

 

フラッシュプログラミングマニュアル 

内蔵されているフラッシュメモリの機能や動作の詳細は以下を参照してください。 

 FM0+ フラッシュプログラミングマニュアル 

 

＜注意事項＞ 

− 本マニュアルはシリーズごとに用意されています。 

お使いのシリーズ用のマニュアルを参照してください。 
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本書の使い方 

機能の探し方 

本書では次の方法で、使いたい機能の説明を探すことができます。 

 目次から探す 

本書の内容を記載順に示します。 

 レジスタから探す 

本文中では各レジスタの配置アドレスを記載しておりません。各レジスタのアドレスを確認するときは

『APPENDIXES』の『A.レジスタマップ』を参照してください。 

章について 

本書では、アナログマクロについて説明しています。 

 

用語について 

本書で使用している用語について示します。 

用語 説明 

ワード 32ビット単位でのアクセスを指します。 

ハーフワード 16ビット単位でのアクセスを指します。 

バイト 8ビット単位でのアクセスを指します。 

 

表記について 

 本書のレジスタ説明中のビット構成図では以下のように表記しています。 

− bit : ビット番号 

− Field : ビットフィールド名 

− 属性 : 各ビットのリード、ライト属性 

− R : リードオンリ 

− W : ライトオンリ 

− R/W : リード・ライト可能 

− - : 未定義 

− 初期値 : リセット直後のレジスタ初期値 

− 0 : 初期値"0" 

− 1 : 初期値"1" 

− X : 初期値不定 

 

 本書では、複数のビットを以下のように表記しています。 

例 : bit7から bit0の場合は bit7:0 

 

 本書では、アドレスなどの数値を以下のように表記しています。 

− 16進数 : プレフィックス(接頭辞)として"0x"を付けて表記しています(例 : 0xFFFF)。 

− 2進数 : プレフィックス(接頭辞)として"0b"を付けて表記しています(例 : 0b1111)。 

− 10進数 : 数値だけで表記しています(例 : 1000)。 
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本マニュアルにおける対象製品 

 本書では、各製品を以下の分類に分け、それぞれの分類ごとに以下のように表記しています。 

本書内の"TYPE1-M0+","TYPE2-M0+","TYPE3-M0+"などの表記は、以下の一覧の FM0+ファミリ製品に置き

換えてお読みください。 

 

Table 1 FM0+ファミリの TYPE1 型格一覧 

TYPE フラッシュメモリサイズ 

56K bytes 88K bytes 

TYPE1-M0+ S6E1A11B 

S6E1A11C 

S6E1A12B 

S6E1A12C 

 

Table 2 FM0+ファミリの TYPE2 型格一覧 

TYPE フラッシュメモリサイズ 

304K bytes 560K bytes 

TYPE2-M0+ S6E1B84E 

S6E1B84F 

S6E1B84G 

S6E1B34E 

S6E1B34F 

S6E1B34G 

S6E1B86E 

S6E1B86F 

S6E1B86G 

S6E1B36E 

S6E1B36F 

S6E1B36G 

 

Table 3 FM0+ファミリの TYPE3 型格一覧 

TYPE フラッシュメモリサイズ 

64K bytes 128K bytes 

TYPE3-M0+ S6E1C31B 

S6E1C31C 

S6E1C31D 

S6E1C11B 

S6E1C11C 

S6E1C11D 

S6E1C32B 

S6E1C32C 

S6E1C32D 

S6E1C12B 

S6E1C12C 

S6E1C12D 
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CHAPTER 1: システム概要 

 

本ファミリのシステム概要について説明します。 

 

 

1. バス構成 

2. Cortex-M0+の構成 

3. モード 
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1. バス構成 

本ファミリのバス構成について説明します。 

本ファミリのバスは、AHB バスマトリクス回路によりマルチレイヤーバスを実現しています。 

マスタ, スレーブの構成を以下に示します。 

 マスタ 

− Cortex-M0+ CPU (AHB-Lite) 

− DMAC 

− DSTC 

 スレーブ 

− オンチップフラッシュメモリ 

− オンチップ SRAM (MTB SRAMと共用可能) 

− AHB-AHBバスブリッジ 

− AHB-APBバスブリッジ (APB0, APB1) 

− USB ch.0/ch.1 

 

バス構成図については、Figure 1-1を参照してください。 

特長 

 RAM構成 

ユーザ SRAM 領域はMTB SRAM領域と共用できます。両領域はユーザ設定に従って分割されます。 

 APB拡張バスについて 

APB1ペリフェラルバスは、AMBA3.0を元に以下の機能を独自に追加した拡張 APBバスです(APB0 は含まれ

ません)。 

− ハーフワード(16ビット), バイト(8ビット)アクセス対応 

対応するレジスタについては、ハーフワードアクセス, バイトアクセスが可能となります。 

対応するレジスタについては、『APPENDIXES』の「A. レジスタマップ」を参照してください。 

− リードモディファイライト(RMW)信号追加 

ビットバンド操作時の HMASTLOCK信号を使って生成しています。 

RMW信号は、ビットバンド操作のリードモディファイライト処理時に誤って関係のないフラグがク

リアされることを防ぐために追加した信号です。 

対応するフラグは、リードモディファイライト処理中のリード時は"1"を読み出し、また、"1"のライ

トを無視するように設計されています。 

こうすることで「リード→モディファイ→ライト」シーケンスのリード直後にフラグがセットされた

場合、次の書込み時に誤ってクリアされることを防ぎます。 

対応するフラグ, レジスタは「"リードモディファイライト"時はビット値にかかわらず"1"が読めます」

のように記述されています。 

＜注意事項＞ 

− RMWを禁止しているレジスタに対しては、ビットバンド操作禁止です。 

− ビットバンド操作を行わずにソフトウェア中でリードモディファイライト処理を行う場合には RMW

信号は出力されません。 

よって、この場合には RMW対応のレジスタであっても読出し時はフラグの値が読み出せるため、書

込み時に誤って関係のないフラグをクリアされないようにしてください。 
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− Cortex-M3+ビットバンド操作と互換性があります。詳細については『Cortex-M3テクニカルリファレ

ンスマニュアル』を参照してください。 

 優先順位について 

バス権の優先度はラウンドロビン方式で決定されます。 

 エンディアンについて 

本ファミリのエンディアン(バイトオーダ)はリトルエンディアンです。 
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1.1 バス構成図 

Figure 1-1に本ファミリのバス構成図を示します。 

Figure 1-1 バス構成図 
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＜注意事項＞ 

− 一部 DMA転送が行えない領域があります。詳細は「0 メモリマップ」の注意事項と Table 1-1の「DMA

転送」欄を参照してください。 
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1.2 メモリ構成 

本ファミリのメモリ構成を示します。 

本ファミリには 4Gバイトのアドレス空間があります。 

最大 1Mバイトのフラッシュメモリ, 最大 512Kバイトの SRAM領域が定義されています。 

ここでは、「0 メモリマップ」でメモリマップ、「1.3 ペリフェラル・アドレスマップ」でペリフェラル・アド

レスマップについて説明します。 

 

Figure 1-2に記載されている Cortex-M0+プライベートペリフェラル領域の詳細については、『Cortex-M0+テク

ニカルリファレンスマニュアル』を参照してください。 
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メモリマップ 

Figure 1-2に本ファミリのメモリマップを示します。 

Figure 1-2 メモリマップ 
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＜注意事項＞ 

− 予約領域へのアクセスは禁止です。 

− フラッシュメモリの詳細については、ご使用の製品の『フラッシュプログラミングマニュアル』を参

照してください。 

− 下記の領域への DMA転送は禁止です。 

− ビッドバンドエイリアス領域 

− Fast GPIO 

− VIR 

− ROM table 

− MTB_DWT 

− MTB registers(SFR) 

− Cortex-M0+ Private Peripherals 
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1.3 ペリフェラル・アドレスマップ 

Table 1-1に本ファミリのペリフェラル・アドレスマップを示します。 

Table 1-1 ペリフェラル・アドレスマップ 

スタート 

アドレス 

エンド 

アドレス 
バス 

DMA 

転送 
ペリフェラル 

レジスタ 

マップ 
詳細 

0x4000_0000 0x4000_0FFF 
AHB 不可 

FLASH IF レジスタ/ 

ユニーク IDレジスタ 

『FLASH_IF』 

『Unique ID』 

* 

『第 15章』 

0x4000_1000 0x4000_FFFF 予約 - - 

0x4001_0000 0x4001_0FFF 

APB0 不可 

クロック・リセット制御 
『Clock/ 

Reset』 

『第 2-1章』 

『第 3章』 

『第 4章』 

0x4001_1000 0x4001_1FFF ハードウェアウォッチドッグタイマ 『HWWDT』 タイマ編 

『第 1章』 0x4001_2000 0x4001_2FFF ソフトウェアウォッチドッグタイマ 『SWWDT』 

0x4001_3000 0x4001_4FFF 予約 - - 

0x4001_5000 0x4001_5FFF デュアルタイマ 
『Dual_ 

Timer』 

タイマ編 

『第 2章』 

0x4001_6000 0x4001_FFFF 予約 - - 

0x4002_0000 0x4002_0FFF 

APB1 可 

多機能タイマ unit 0 『MFT』 
タイマ編 

『第 6章』 
0x4002_1000 0x4002_1FFF 多機能タイマ unit 1 『MFT』 

0x4002_2000 0x4002_2FFF 多機能タイマ unit 2 『MFT』 

0x4002_3000 0x4002_3FFF 予約 - - 

0x4002_4000 0x4002_4FFF PPG 『PPG』 

タイマ編 

『第 7-1章』 

『第 7-2章』 

『第 7-3章』 

0x4002_5000 0x4002_5FFF ベースタイマ 

『Base Timer』 

『Base Timer 

Selector』 

タイマ編 

『第 5-1章』 

『第 5-2章』 

0x4002_6000 0x4002_6FFF クアッドカウンタ 『QPRC』 

タイマ編 

『第 8-1章』 

『第 8-2章』 

0x4002_7000 0x4002_7FFF A/Dコンバータ 『A/DC』 

アナログ 

マクロ編 

『第 1章』 

0x4002_8000 0x4002_8FFF D/Aコンバータ 『D/AC』 

アナログ 

マクロ編 

『第 2章』 

0x4002_9000 0x4002_DFFF 予約 - - 

0x4002_E000 0x4002_EFFF 高速 CR トリミング 『CR Trim』 『第 2-3章』 

0x4002_F000 0x4002_FFFF 予約 - - 
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スタート 

アドレス 

エンド 

アドレス 
バス 

DMA 

転送 
ペリフェラル 

レジスタ 

マップ 
詳細 

0x4003_0000 0x4003_0FFF 

APB1 可 

外部割込み 『EXTI』 『第 8章』 

0x4003_1000 0x4003_1FFF 割込み要因確認レジスタ 
『INT-Req  

READ』 
『第 7章』 

0x4003_2000 0x4003_2FFF LCDC 『LCDC』 

アナログ 

マクロ編 

『第 3章』 

0x4003_3000 0x4003_3FFF GPIO 『GPIO』 『第 10章』 

0x4003_4000 0x4003_4FFF HDMI-CEC/リモコン受信 『HDMI-CEC』 

通信 

マクロ編 

『第 3章』 

0x4003_5000 0x4003_50FF 低電圧検出 『LVD』 『第 5章』 

0x4003_5100 0x4003_5FFF ディープスタンバイ制御部 『DS_ Mode』 『第 6章』 

0x4003_6000 0x4003_6FFF USB クロック生成 USB Clock 

通信 

マクロ編 

『第 4章』 

0x4003_7800 0x4003_79FF I2C SLAVE 『I2C Slave』 

通信 

マクロ編 

『第 7章』 

0x4003_7A00 0x4003_7FFF 予約 - - 

0x4003_8000 0x4003_8FFF 
マルチファンクション 

シリアル 
『MFS』 

通信 

マクロ編 

『第 1-2章』 

『第 1-3章』 

『第 1-4章』 

『第 1-5章』 

0x4003_9000 0x4003_9FFF CRC 『CRC』 『第 11章』 

0x4003_A000 0x4003_AFFF 時計カウンタ 『Watch Counter』 
タイマ編 

『第 3章』 

0x4003_B000 0x4003_BFFF リアルタイムクロック 『RTC』 
タイマ編 

『第 4章』 

0x4003_C000 0x4003_C1FF 
クロック停止 

低速 CR プリスケーラ 

『Peripheral 

Clock Gating』 

『第 2-2章』 

『第 2-4章』 

0x4003_C200 0x4003_C8FF 予約 - - 

0x4003_C900 0x4003_C9FF スマートカードインタフェース 『Smart Card I/F』 

通信 

マクロ編 

『第 6章』 

0x4003_CA00 0x4003_CAFF MFS-I2S 『MFS-I2S ctrl』 

通信 

マクロ編 

『第 1-6章』 

0x4003_CB00 0x4003_FFFF 予約 - - 
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スタート 

アドレス 

エンド 

アドレス 
バス 

DMA 

転送 
ペリフェラル 

レジスタ 

マップ 
詳細 

0x4004_0000 0x4005_FFFF 

AHB 可 

USB ch.0/ch.1 『USB』 

通信 

マクロ編 

『第 5章』 

0x4006_0000 0x4006_0FFF DMACレジスタ 『DMAC』 『第 9章』 

0x4006_1000 0x4006_1FFF DSTCレジスタ 『DSTC』 『第 16章』 

0x4006_4000 0x41FF_FFFF 予約 - - 

*: 「FLASH IFレジスタ」の詳細については、『フラッシュプログラミングマニュアル』を参照してください。 
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2. Cortex-M0+の構成 

本ファミリに搭載されているコアの構成について説明します。 

本ファミリに搭載されている Cortex-M0+コアブロックの構成*は、以下になります。 

 Cortex-M0+コア 

 NVIC 

 Data watchpoint unit 

 BPU 

 MTB 

 SW-DP 

 ROMテーブル 

 Single-cycle I/O port 

 

*: 構成は製品により異なります。詳細は 2.1オプション構成を参照してください。 

Cortex-M0+コア 

本ファミリは低消費電力の 32ビットプロセッサコア(Arm社製 Cortex-M0+コア)を搭載しています。 

本ペリフェラルマニュアルでは Cortex-M0+コアの詳細については記載していません。 

詳細については『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』を参照してください。 

 Cortex-M0+コアのバージョンについて 

Cortex-M0+コアのバージョンについてはご使用の製品の『データシート』を参照してください。 

 

NVIC(ネスト型ベクタ割込みコントローラ) 

本ファミリは 1個の NMI(ノンマスカブル割込み)と最大 32個の周辺割込み(IRQ0～IRQ31)*1 が利用できます。 

また、割込み優先度レジスタ(0xE000E400～)は 2ビットで構成されており、4つの割込み優先度レベルを設定

できます。 

周辺割込みの詳細については、『割込み構成』にて使用されている製品を確認し、対象の『割込み』の章を、

NMIの動作については、別章『外部割込み・NMI制御部』もあわせて参照してください。 

NMI端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設定されて

おり、NMI入力はマスクされています。 

NMI機能を使用する場合は、ポートの設定にて NMIを許可してください。 

詳細は別章『I/Oポート』を参照してください。 

*1 :「Cortex-M0+テクニカルリファレンスマニュアル」では例外タイプ : IRQを外部割込み 

と定義しています。 

本ペリフェラルマニュアルでは、外部端子による割込み「外部割込み・NMI制御部」 

と区別するため、例外タイプ : IRQを周辺割込みと表現します。 

優先度の高い他の割り込み処理がある時、NVICへ通知する各ペリフェラルからの割り込み要求は、NVIC内

部で保留されます。NVIC内部で保留された割り込み要求をキャンセルする時は、各ペリフェラルからの割り

込み要求をクリアし、NVIC にある割り込み保留クリアレジスタ(アドレス：0xE000E280)によって、NVIC内

に保留された割り込みをクリアします。 
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 SysTick タイマ 

SysTick タイマは、NVICに統合された、OS タスク管理用のシステムタイマです。 

本ファミリでは、STCLKを HCLKの 8分周で生成し、SysTick較正レジスタ (アドレス: 0xE000E01C)の値を

以下のように設定しています。 

bit31 : NOREF = 0 

bit30 : SKEW = 1 

bit23:0 : TENMS = 0x00C350 (50000)*1 

 

*1 : TENMSの値については、HCLKの 1/8クロックを STCLK に入力し HCLKが 40MHz 時 

(1/8で 5MHz)に 10msとなる値に設定しています。 

HCLKはクロック制御部にてほかの周波数に変更可能ですが、TENMSの値が必ず 10msを示すわけでは

ありません。よって HCLK の周波数にあわせて適切な割込みタイミングの計算をしてください。 

 

DWT(データウォッチポイント&トレースユニット) 

本ファミリでは、デバッグ機能として DWT を搭載しています。 

DWT は 4つのコンパレータを持ち、各コンパレータをハードウェア・ウォッチポイントに設定できます。 

 

BPU(ブレークポイント) 

BPUは命令フェッチに対するブレークポイント機能をサポートします。 

 

MTB(マイクロトレース バッファ) 

本ファミリでは、Cortex-M0+のオプションコンポーネントである、MTBを搭載しており、命令トレースをサ

ポートします。 

MTB_DWTは、トレースの開始/停止を制御します。 

 

SW-DP 

本ファミリでは、SW-DPを搭載しシリアルワイヤープロトコルをサポートします。 

 

ROMテーブル 

ROMテーブルは、外部のデバッグツールにデバッグコンポーネントのアドレス情報を提供します。 

 

Single-cycle I/O port 

本ファミリでは、密結合されたペリフェラルへ非常に高速なアクセス可能なシングルサイクル I/Oポートを搭

載しています。 
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2.1 オプション構成 

Table 2-1にCortex-M0+コアのオプション構成を示します。 

Table 2-1 オプション構成 

項目 

TYPE1-M0+ 

TYPE2-M0+ 

TYPE3-M0+ 

Interrupts 32 

Data endianness Little-endian 

SysTick timer Present 

Number of watchpoint comparators 2 

Number of breakpoint comparators 4 

Halting debug support Present 

Multiplier Fast 

Single-cycle I/O port Present 

Wake-up interrupt controller Not present 

Vector Table Offset Register Present 

Unprivileged/Privileged support Not present 

Memory Protection Unit Not present 

Reset all registers Present 

Instruction fetch width 32-bit 

MTB Present 

Debug port Serial wire (SW-DP) only 

Serial wire multi drop support Not present 
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3. モード 

動作モードの機能について説明します。 

本ファミリは、以下の動作モードを使用できます。 

 ユーザモード 

内部 ROM(Flash)起動: CPUはリセットベクタを内蔵されているフラッシュメモリから取得し、動作を開始

します。 

 シリアルライタモード 

内蔵されているフラッシュメモリに、シリアル書込みが可能になります。 

*:本モードの詳細はご使用の製品の『フラッシュプログラミングマニュアル』を参照してください。 

動作モードは、電源投入リセット、低電圧検出リセット、INITX端子入力リセットの解除後に決定されま

す。 

*:消費電力制御モードやクロック選択モードについては、別章『低消費電力モード』および『クロック』

を参照してください。 

動作モード設定方法 

動作モードは、MD端子(MD0)入力により設定します。 

TYPE1－M0+ 製品 

MD端子 
動作モード 

MD0 

0 ユーザモード 内部 ROM(Flash)起動 

1 シリアルライタモード 

 

TYPE1－M0+ 以外の製品 

MD Pins 
Operating Mode 

MD1 MD0 

- 0 ユーザモード 内部 ROM(Flash)起動 

0 1 シリアルライタモード 

1 1 設定禁止 

 

起動シーケンス 

起動シーケンスにおける動作モードを決定するプロセスを以下に示します。 

1. MD端子のサンプリング 

2. 動作モードの決定とモードデータの保持 

 

以下に、これらのプロセスを説明します。 

1. MD端子のサンプリング 

動作モードは、MD端子入力(MD0/MD1)により設定されます。これを電源投入リセット、低電圧検出

リセット、INITX端子入力リセットによりサンプリングします。 

サンプリング要因である各リセットが解除されるまでは、MD0/MD1 端子入力を確定してください。 
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2. 動作モードの決定とモードデータの保持 

各リセットによってサンプリングされたMD0 MD1は、再び各リセットが入力されるまで保持されま

す。 

保持されたMD0 MD1から動作モードを決定します。よって、リセット解除後に MD0 MD1が変化し

ても、動作モードに影響しません。 
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CHAPTER 2-1: クロック 

 

動作クロックについて説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成 

3. 動作説明 

4. クロック設定手順例 

5. レジスタ 

6. 使用上の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AFCLOCK-J03.0 
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1. 概要 

クロック生成部の概要を説明します。 

クロック生成部はMCUを動作させるための様々なクロックを生成します。 

ソースクロックとは、本MCUの外部/内蔵発振クロックの総称です。 

以下に示す 5 種類のクロックです。 

− メインクロック(CLKMO) 

− サブクロック(CLKSO) 

− 高速 CRクロック(CLKHC) 

− 低速 CRクロック(CLKLC) 

− メイン PLLクロック(CLKPLL) 

 

ソースクロックから 1つを選択してください。本章では、選択されたクロックをマスタクロックとよびます。

本MCUを動作させるために使用する、内部バスクロックの生成元になるクロックです。 

マスタクロックを分周することにより、ベースクロックが生成されます。また、ベースクロックを分周するこ

とにより、各バスクロックが生成されます。 

本章では、ベースクロックおよび各バスクロックを内部バスクロックとよびます。内部バスクロックは、以下

に示す 3種類のクロックです。 

− ベースクロック(HCLK/ FCLK) 

− APB0バスクロック(PCLK0) 

− APB1バスクロック(PCLK1) 

 

ソースクロック, マスタクロック, 内部バスクロック以外のクロックとして、以下のクロックがあります。 

− USB 用 PLLOUTクロック（TYPE3-M0+） 

− USBクロック（TYPE2-M0+, TYPE3-M0+） 

− ソフトウェアウォッチドッグタイマカウントクロック 

 

クロック生成部の特長を以下に示します。 

− メインクロック(CLKMO)の発振安定待ち時間を設定できます。 

− メインクロック(CLKMO)の発振安定待ち時間完了割込みを設定できます。 

− サブクロック(CLKSO)の発振安定待ち時間を設定できます。 

− サブクロック(CLKSO)の発振安定待ち時間完了割込みを設定できます。 

− メイン PLLクロック(CLKPLL)の発振安定待ち時間を設定できます。 

− メイン PLLクロック(CLKPLL)の発振安定待ち時間完了割込みを設定できます。 

− PLL逓倍率を設定できます。 

− マスタクロックを選択できます。 

− 各内部バスクロックの分周比を設定できます。 

− APB1バスクロックの動作/停止を選択できます。 
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− ソフトウェアウォッチドッグタイマのカウントクロック分周比を設定できます。 

− ソフトウェアウォッチドッグタイマのカウントクロックの動作/停止を設定できます。 

− デバッグ時のウォッチドッグタイマのカウント動作を設定できます。 

− クロック関連の割込みイネーブル, 割込みステータス確認, 割込み要因クリアの各レジスタを持ちます。 
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2. 構成 

クロック生成部の構成を説明します。 

 

ソースクロック 

ソースクロックとは本MCU の外部/内蔵発振クロックの総称です。以下に示す 5種類があります。 

 メインクロック(CLKMO) 

CLKMOは、メインクロック発振端子(X0, X1)に水晶振動子などを接続して生成させるか、外部クロックを入

力したクロックです。 

 サブクロック(CLKSO) 

CLKSOは、サブクロック発振端子(X0A, X1A)に水晶振動子などを接続して生成させるか、外部クロックを入

力したクロックです。 

 高速 CRクロック(CLKHC) 

CLKHCは、内蔵高速 CR発振器の出力クロックです。 

 低速 CRクロック(CLKLC) 

CLKLCは、内蔵低速 CR発振器の出力クロックです。 

(注意事項) TYPE1-M0+製品、TYPE2-M0+製品の場合、低速 CRクロックは低速 CRクロックプリスケーラ後

のクロックです。低速 CR クロックプリスケーラの詳細については『低速 CRクロックプリスケ

ーラ』を参照してください。 

 TYPE3-M0+製品の場合、低速 CRクロックは、内臓低速 CR発振器の出力クロックが直接接続さ

れています。 

 メイン PLLクロック(CLKPLL) 

発振クロック、もしくは高速 CRクロックを PLLクロック逓倍回路(PLL発振回路)によって逓倍したクロック

です。 

 

マスタクロック 

ソースクロックから選択された信号をマスタクロックとよびます。マスタクロックは、すべてのバスクロック

の元になるクロックです。 

マスタクロックの値は『データシート』の「交流規格」の「内部動作クロック周波数: Fcc (ベースクロック

(HCLK/FCLK))」の最大値を超えないでください。 

 (注意事項)下記のクロックをマスタクロックに使用する場合は『APPENDIXES』の『E. 注意事項一覧』の『1. 

高速 CRをマスタクロックに使用する場合の注意事項』を参照してください。 

− 高速 CRクロック 

− メイン PLLクロック(PLLの入力クロックに高速 CRクロックを選択した場合) 
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内部バスクロック 

以下の信号は内部生成されたバスクロックです。 

 ベースクロック(HCLK/FCLK) 

HCLK/FCLKを合わせてベースクロックとよびます。HCLK/FCLK両方が CPUに供給されます。HCLKは AHB

バスに接続されているマクロ用のクロックです。 

マスタクロックの 1～16分周を設定できます。 

このクロックは、タイマモードおよび RTC モード, ストップモード, ディープスタンバイ RTCモード, ディ

ープスタンバイストップモードで停止します。 

また、CPUはスリープモード時に HCLK のみ供給を停止します。FCLKは供給し続けます。 

 APB0バスクロック(PCLK0) 

PCLK0は、APB0バスに接続された周辺マクロ用クロックです。 

ベースクロックの 1～8分周を設定できます。 

このクロックは、タイマモードおよび RTC モード, ストップモード, ディープスタンバイ RTCモード, ディ

ープスタンバイストップモードで停止します。 

 APB1バスクロック(PCLK1) 

PCLK1は、APB1バスに接続された周辺マクロ用クロックです。 

ベースクロックの 1～8分周を設定できます。 

このクロックは、タイマモードおよび RTC モード, ストップモード, ディープスタンバイ RTCモード, ディ

ープスタンバイストップモードで停止します。 

また、レジスタでクロック供給を停止することも可能です。 

 

ソースクロック, 内部バスクロック以外のクロック 

 USB 用 PLLOUTクロック(TYPE3-M0+) 

メイン PLLブロックの内部でこのクロックを使用することに加えて、TYPE3-M0+製品の USBは、USBクロ

ックのソースとして、PLLOUTクロックを使用することができます。詳細については、『通信マクロ編』の『USB

クロック生成』を参照してください。 

 USBクロック（TYPE2-M0+, TYPE3-M0+） 

USBが通信で使用する 48MHzのクロックを生成します。USBクロックの動作設定は『通信マクロ編』の『USB

クロック生成』を参照してください。 

 ソフトウェアウォッチドッグタイマ カウントクロック(SWDOGCLK) 

SWDOGCLK は、APB0バスに接続されたソフトウェアウォッチドッグタイマ用クロックです。 

APB0バスクロックの 1～8分周を設定できます。 

このクロックは、タイマモードおよび RTC モード, ストップモード, ディープスタンバイ RTC 

モード, ディープスタンバイストップモードで停止します。 

ソフトウェアウォッチドッグタイマの動作設定は、『タイマ編』の『ウォッチドッグタイマ』を参照してくだ

さい。 
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ブロックダイヤグラム 

Figure 2-1にクロック生成部のブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-1 クロック生成部 ブロックダイヤグラム 
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*1: PSW_TMR:PINC (PLL 入力クロック選択ビット) 

*2: SCM_CTL:RCS (マスタクロック切換え制御ビット) 

*3: マスタクロック周波数は、ベースクロック(HCLK/FCLK)周波数の最大値を超えないでください。ベースク

ロック(HCLK/FCLK)周波数の最大値については、ご使用の製品の『データシート』の「交流規格」を参照

してください。 
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*4: TYPE2-M0+製品では、サブ発振回路は別の独立したパワードメインにあります。詳細については『VBAT

ドメイン』を参照してください。 

*5: TYPE3-M0+製品では、PLLOUTクロックは USBクロックのソースクロックとして使用できます。 
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3. 動作説明 

クロック生成部について説明します。 

3.1 クロックモード選択 

クロックモード定義(マスタクロック選択) 

MCUのクロックモードはシステムクロックモード制御レジスタで選択されたソースクロックで定義されます。

クロックモードには、メインクロックモード, サブクロックモード, 高速 CRクロックモード, 低速 CRクロッ

クモード, メイン PLLクロックモードの 5 種類があります。 

 メインクロックモード 

メインクロックモードでは、メインクロック(CLKMO)がマスタクロックとして使用されます。CPUを動作さ

せるバスクロックと大部分の周辺機能を動作させます。 

メイン PLLクロック(CLKPLL)はシステムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の PLLEビットの設定によ

って、サブクロック(CLKSO)はシステムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の SOSCE ビットの設定によ

って、高速 CRクロック(CLKHC)はシステムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の HCREビットの設定

によって、状態を決定できます。ただし、CSV制御レジスタ(CSV_CTL)のMCSVE/FCSDEビットの設定によ

り、高速 CRクロック(CLKHC)は動作します。低速 CRクロック(CLKLC)はユーザプログラムで停止できませ

ん。 

 サブクロックモード 

サブクロックモードでは、サブクロック(CLKSO)がマスタクロックとして使用されます。CPUを動作させる

バスクロックと大部分の周辺機能を動作させます。 

メインクロック(CLKMO), 高速 CRクロック(CLKHC), メイン PLLクロック(CLKPLL)はハードウェアで停止

します。低速 CRクロック(CLKLC)はユーザプログラムで停止できません。 

 高速 CRクロックモード 

高速 CRクロックモードでは、高速 CRクロック(CLKHC)がマスタクロックとして使用されます。CPUを動作

させるバスクロックと大部分の周辺機能を動作させます。 

メインクロック(CLKMO), メイン PLLクロック(CLKPLL), サブクロック(CLKSO)は、システムクロックモー

ド制御レジスタ(SCM_CTL)のMOSCE, PLLE, SOSCEビットの設定によって状態を決定できます。高速 CRク

ロック(CLKHC), 低速 CRクロック(CLKLC)はユーザプログラムで停止できません。 

 低速 CRクロックモード 

低速 CRクロックモードでは、低速 CRクロック(CLKLC)がマスタクロックとして使用されます。CPUを動作

させるバスクロックと大部分の周辺機能を動作させます。 

また、低速 CR クロックモード時、メインクロック(CLKMO), 高速 CR クロック(CLKHC), メイン PLL クロッ

ク(CLKPLL)はハードウェアで停止します。サブクロック(CLKSO)は、システムクロックモード制御レジスタ

(SCM_CTL)の SOSCEビットの設定によって状態を決定できます。 

 メイン PLLクロックモード 

メイン PLLクロックモードでは、メイン PLL クロック(CLKPLL)がマスタクロックとして使用されます。CPU

を動作させるバスクロックと大部分の周辺機能を動作させます。 

サブクロック(CLKSO)は、システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の SOSCE ビットの設定によって

状態を決定できます。高速 CRクロック(CLKHC)は、レジスタ設定により状態を決定できます。詳細は別章『低

消費電力モード』を参照してください。メインクロック(CLKMO)は PLLクロック安定待ち時間設定レジスタ
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(PSW_TMR)の PINCビットとシステムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)のMOSCE ビットによって状

態を決定できます。低速 CRクロック(CLKLC)はユーザプログラムで停止できません。 
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3.2 内部バスクロック分周制御 

内部バスクロック分周について説明します。 

内部バスクロックは、それぞれ独立してベースクロックからの分周比を設定できます。 

この機能により、各回路に最適な動作周波数を設定できます。 

内部バスクロック周波数の最大値については、製品ごとに異なります。詳細はご使用の製品の『データシート』

を参照してください。 

内部バスクロックの分周比は、ベースクロックプリスケーラレジスタ(BSC_PSR), APB0プリスケーラレジスタ

(APBC0_PSR), APB1プリスケーラレジスタ(APBC1_PSR)にて設定します。各レジスタの詳細は「5. レジスタ」

を参照してください。 

バスクロック分周設定 

− 分周設定比はソフトウェアリセットではクリアされず、ソフトウェアリセット発生前の設定が保持され

ています。 

− ソフトウェアリセット以外のリセット発生によって初期化されます。 

初期状態からマスタクロックを、より高速なソースクロックに変更する前に、必ず分周比を設定してく

ださい。 

− マスタクロックの選択, PLLの逓倍率の設定, 分周比の設定の組合せで、各内部バスの最大動作周波数を

超える設定をした場合、動作は保証されません。 
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3.3 PLL クロック制御 

PLLクロック制御を説明します。 

PLLクロック制御回路は、メインクロックまたは高速 CRからのメイン PLLクロック生成に使用されます。

PLL発振回路について、動作(発振)許可・禁止, 入力クロック選択, 安定待ち時間設定および逓倍設定を行う

ことが可能です。 

PLL 動作説明 

以下に、メイン PLLクロック動作について説明します。 

− PLLクロック発振安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR)により、以下の設定を行います。 

− PLLの入力クロック選択 

− メイン PLLクロックの安定待ち時間の設定 

− システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の PLL発振許可ビット(PLLE)を"1"にセットすること

で、PLL回路が発振を開始します。 

− PLLクロック安定待ち時間経過後、システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の「PLL発振安定

ビット」が安定状態を示すことでメイン PLL クロックモードへの遷移準備が完了します。 

− システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)のマスタクロック切換え制御ビット(RCS[2:0])をメイ

ン PLLクロックモード(RCS[2:0]=010)に設定することで、メイン PLL クロックモードへと遷移します。 

メイン PLL クロックの発振安定待ち時間の設定 

「5.8 PLLクロック安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR)」を参照してください。 

＜注意事項＞ 

− PLL クロック制御回路のブロックダイヤグラムは「2. 構成」を参照してください。 

− 各内部バスクロックの分周設定手順については、「4. クロック設定手順例」を参照してください。 

− 発振安定待ち時間については「3.4 発振安定待ち時間」を参照してください。 

− PLL の入力クロックに高速 CR を選択する場合は『APPENDIXES』の『E. 注意事項一覧』の『1. 高

速 CR をマスタクロックに使用する場合の注意事項』を参照してください。 

 

 



CHAPTER 2-1: クロック  

 

 

50 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

メイン PLL クロック生成のための逓倍率設定 

PLL制御レジスタ 1(PLL_CTL1)および PLL 制御レジスタ 2(PLL_CTL2)にて、PLL逓倍回路における各分周ク

ロックです。Table 3-1と Table 3-2に分周設定例を示します。 

Table 3-1 PLL 逓倍率設定例 (TYPE1-M0+, TYPE2-M0+) 

入力クロック K PLLin N PLLout M CLKPLL 

4MHz 1 4MHz 2 80MHz 10 8MHz 

4MHz 1 4MHz 4 80MHz 5 16MHz 

4MHz 1 4MHz 5 80MHz 4 20MHz 

4MHz 1 4MHz 6 120MHz 5 24MHz 

4MHz 1 4MHz 9 108MHz 3 36MHz 

4MHz 1 4MHz 10 80MHz 2 40MHz 

8MHz 1 8MHz 5 80MHz 2 40MHz 

8MHz  2 4MHz  10 80MHz 2 40MHz 

12MHz 3 4MHz 10 80MHz 2 40MHz 

16MHz 2 8MHz 5 80MHz 2 40MHz 

16MHz 4 4MHz 10 80MHz 2 40MHz 

24MHz 3 8MHz 5 80MHz 2 40MHz 

 

Table 3-2 PLL 逓倍率設定例 (TYPE3-M0+) 

入力クロック K PLLin N PLLout M CLKPLL 

8 MHz  1 8 MHz  2 80 MHz 5 16 MHz 

8 MHz 1 8 MHz 3 96 MHz 4 24 MHz 

8 MHz 1 8 MHz 4 96 MHz 3 32 MHz 

8 MHz 1 8 MHz 5 80 MHz 2 40 MHz 

12 MHz 1 12 MHz 3 144 MHz 4 36 MHz 

16 MHz 2 8 MHz 5 80 MHz 2 40 MHz 

24 MHz 3 8 MHz 5 80 MHz 2 40 MHz 

48MHz 6 8MHz 5 80MHz 2 40MHz 

 

＜注意事項＞ 

− PLL の特性はご使用の製品の『データシート』を参照してください。 

− PLLin は『データシート』の「PLL 入力クロック周波数 : fPLLI」の範囲内にしてください。 

− 「M×N」の値が PLLin に対する逓倍率になります。この値が『データシート』の「PLL 逓倍率」の

範囲内にしてください。 

− PLLin が「M×N」逓倍された周波数が PLLout になります。この値が『データシート』の「PLL マク

ロ発振クロック周波数 : fPLLO」の範囲内にしてください。 

− PLLout が「M」分周された値が CLKPLL になります。 

− PLL と分周器の構成は Figure 2-1 を参照してください。 

− マスタクロック/ CLKPLL の値は『データシート』の「交流規格」の「内部動作クロック周波数: Fcc (ベ

ースクロック(HCLK/FCLK))」の最大値を超えないでください。 

− TYPE3-M0+製品では、PLLout クロックを USB クロック生成のクロックソースとして使用できます。

『通信マクロ編』の『USB クロック生成部』を参照してください。 
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3.4 発振安定待ち時間 

発振安定待ち時間を説明します。 

ソースクロックが安定動作状態になっていない場合、発振安定待ち時間が必要です。発振安定待ち時間中は、

内部および外部のクロック供給は停止し、内蔵タイムカウンタのみが動作して、クロック安定待ち時間レジス

タ(CSW_TMR)、または PLL クロック発振安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR)にて設定された安定待ち時

間の経過を待ちます。発振安定待ち時間が経過すると、対応する発振器の準備は完了し、クロックをマスタク

ロックとして使用できます。 

 

発振安定待ち時間のカウント方式 

− メイン/サブクロック(CLKMO/CLKSO)の発振安定待ち時間をカウントする方式は 2 種類あります。 

1. メイン/サブクロック(CLKMO/CLKSO)の発振安定待ち時間を内蔵 CR クロック(CLKHC/CLKLC)によっ

てカウントします。発振安定待ち時間が経過すると、メイン/サブクロック(CLKMO/CLKSO)は安定状態

となります。 

2. メイン/サブクロック(CLKMO/CLKSO)の発振安定待ち時間をメイン/サブクロック(CLKMO/CLKSO)自

身の立上りエッジによってカウントします。 

− 各カウント方式で発振安定するために必要な時間の設定を行います。 

 

− 下図は発振安定待ち時間のカウント方式の例です。 

Figure 3-1 発振安定待ち時間カウント方式 

発振安定待ち時間カウント (方式 #1) 

発振起動  発振安定待ちエッジカウント(方式 #2) 

 

メイン/サブ
クロック

(CLKMO/CLKSO) 

 
 

 

− 発振安定待ち時間のカウント方式はクロック監視機能が有効か無効かによって選択されます。 

CSV_CTL.FCSDE=0 かつ CSV_CTL.MCSVE=0 時 : CLKMCの立上りエッジカウント方式 2 が選択

されます。 

CSV_CTL.FCSDE=1 または CSV_CTL.MCSVE=1 時 : CLKHCによるカウント方式 1が選択されます。 

CSV_CTL.SCSVE=0時 : CLKSCの立上りエッジカウント方式 2が選択されます。 

CSV_CTL.SCSVE=1時 : CLKLC によるカウント方式 1が選択されます。 
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発振安定待ち時間の優先順位 

いくつかのクロックがモード移行によって発振を開始すると、クロック制御部は、優先度の指定された順序に

応じてクロックのそれぞれの発振安定待ち時間をカウントします。 

 メインクロックモードへの移行 

− MCSVもしくは FCS がイネーブルの時 

低速 CR ⇒ サブ OSC ⇒ 高速 CR ⇒ PLL(高速 CR 入力) ⇒ メイン OSC ⇒ PLL（メイン OSC 入力） 

− MCSVと FCS がディネーブルの時 

低速 CR ⇒ サブ OSC ⇒ メイン OSC ⇒ PLL(メイン OSC 入力) ⇒ 高速 CR ⇒ PLL（高速 CR 入力） 

 サブクロックモードへの移行 

低速 CR ⇒ サブ OSC 

 高速 CRクロックモードへの移行 

低速 CR ⇒ サブ OSC ⇒ 高速 CR ⇒ PLL（高速 CR入力）⇒ メイン OSC ⇒ PLL（メイン OSC入力） 

 低速 CRクロックモードへの移行 

低速 CR ⇒ サブ OSC 

 メインクロック PLLモードへの移行 

− MCSVもしくは FCS がイネーブルの時 

低速 CR ⇒ サブ OSC ⇒ 高速 CR ⇒ メイン OSC ⇒ PLL（メイン OSC入力） 

− MCSVと FCS がディネーブルの時 

低速 CR ⇒ サブ OSC ⇒ メイン OSC ⇒ PLL（メイン OSC入力）⇒ 高速 CR 

 高速クロック PLL モードへの移行 

低速 CR ⇒ サブ OSC ⇒ 高速 CR ⇒ PLL（高速 CR入力）⇒ メイン OSC 

 

発振安定待ち時間の設定 

 メインクロック(CLKMO) 

クロック安定待ち時間レジスタ(CSW_TMR)にて、メインクロックの安定待ち時間を設定してください。設定

した安定待ち時間は CLKHC(クロック監視機能許可時)/CLKMO(メインクロック監視機能禁止時)にてカウン

トされます。 

 サブクロック(CLKSO) 

クロック安定待ち時間レジスタ(CSW_TMR)にて、サブクロックの安定待ち時間を設定してください。設定し

た安定待ち時間は CLKLC(サブ CSV機能許可時)/CLKSO(サブ CSV機能禁止時)にてカウントされます。 

 メイン PLLクロック 

PLLクロック発振安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR)により、以下の設定をしてください。設定した安定

待ち時間は CLKPLLにてカウントされます。 

− PLLの入力クロック選択 

− メイン PLLクロックの安定待ち時間の設定 

 

発振安定待ち発生要因 

 ソフトウェアでの発振許可後 

システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の PLL発振許可ビット(PLLE), サブクロック発振許可ビッ

ト(SOSCE), メインクロック発振許可ビット(MOSCE)と高速CR発振許可ビット (HCRE)を"1"に設定すること

で、各発振器は発振安定待ち時間を待ちます。 
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 RTCモードからの時計カウンタ割込み, RTC 割込み, 外部割込み復帰時 

時計カウンタ割込み, RTC 割込み, 外部割込みにて RTCモード前のクロックモードに復帰します。RTCモード

時はハードウェアが自動で発振安定待ち時間を待ちます。 

 ストップモードからの外部割込み復帰時 

外部割込みにてストップモード前のクロックモードに復帰します。ストップモード時はすべてのソースクロッ

クが停止しているため、ハードウェアが自動で発振安定待ち時間を待ちます。 

 PLL動作許可後 

PLL動作許可後、PLL発振安定待ち時間を待ちます。 

＜注意事項＞ 

− 各発振安定待ち時間の設定値変更は、クロック許可前に行ってください。 

− ソフトウェアリセット後は発振安定待ち時間を待ちません。 

− クロック安定待ち時間設定分のカウント終了にて、発振安定待ち完了フラグが立ちますので、各発振

器の状態とは独立しています。そのため、発振安定待ち時間の設定が短すぎる場合、発振器の発振安

定前に、発振安定待ち時間が完了してしまうことがあります。 

− メインクロック発振器とサブクロック発振器の安定待ち時間は、発振子の種類(水晶, セラミックな

ど)によって異なるため、使用する発振子に対して適切な発振安定待ち時間を選択してください。 

− PLL 発振安定待ち時間はご使用の製品の『データシート』の「電気的特性：PLL クロック」の LOCKUP

時間」を参照の上、設定してください。 
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3.5 割込み要因 

クロック関係の割込み要因について説明します。 

クロック生成部は以下の割込み要因を持ちます。 

割込み要因 

クロック生成部は以下の 4 種類の割込み要因があります。 

 FCS(異常周波数検出)割込み 

FCS(異常周波数検出)機能を有効にし、メインクロックの異常周波数を検出した際に割込みが発生

します。 

 メイン PLLクロック発振安定待ち完了割込み 

メイン PLLクロック発振安定待ち完了により、割込みが発生します。 

 サブクロック発振安定待ち完了割込み 

サブクロック発振安定待ち完了により、割込みが発生します。 

 メインクロック発振安定待ち完了割込み 

メインクロック発振安定待ち完了により、割込みが発生します。 

 

レジスタ 

各割込み要因について以下の 3種類のレジスタがあります。 

 割込みイネーブルレジスタ (INT_ENR) 

各割込みのイネーブル設定を行います。 

 割込み状態レジスタ (INT_STR) 

各割込みの状態を示します。このレジスタはリードオンリです。 

 割込み要因クリアレジスタ (INT_CLR) 

各割込み要因のクリアを行います。このレジスタはライトオンリです。 
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4. クロック設定手順例 

4.1 設定手順例（TYPE1-M0+, TYPE3-M0+） 

TYPE1-M0+, TYPE3-M0+製品のクロック設定手順例を示します。 

Figure 4-1 クロック設定手順例 (電源投入→高速 CR ランモード→希望するクロックモード)  

 

  

Access the Clock Stabilization Wait Time Register 
(CSW_TMR). Set the main clock oscillation 

stabilization wait time. 
Access the Interrupt Enable Register (INT_ENR). 
Set the oscillation stabilization wait interrupt. 

Enable the main clock oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:MOSCE=1). 

Yes 

No 

High-speed CR oscillation stabilization wait completed. 
High-speed CR runs as a master clock. 

 

Use the main clock? 

With SCM:STR:RCM=SCM_CTL:RCS, changing. 

the mode to the selected clock mode. 

Access each bus prescaler register. 
BSC_PSR: Base Clock Prescaler 
APBC0_PSR: APB0 Prescaler 
APBC1_PSR: APB1 Prescaler 
Set bus clock frequency division. 

 

Access the Clock Stabilization Wait Time Register 
(CSW_TMR). Set the sub clock oscillation stabilization 
wait time. 
Access the Interrupt Enable Register (INT_ENR). 
Set the oscillation stabilization wait interrupt. 

Enable the bus clock oscillation in the System Clock 

Mode Control Register (SCM_CTL:SOSCE=1). 

Yes 
No 

Access the PLL Clock Stabilization Wait Time 
Register (PSW_TMR). Set the PLL oscillation 
stabilization wait time and PLL input clock. 
Access the Interrupt Enable Register (INT_ENR). 
Set the oscillation stabilization wait interrupt. 
Access the PLL control register1, 2 (PLL_CTL1, 
PLL_CTL2). Set the PLL multiplication ratio. 

Enable the PLL oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:PLLE=1). 

No 

Access the Interrupt Clear Register (INT_CLR). 
Clear the oscillation stabilization wait interrupt factor. 

Yes 
Use the PLL clock? 

Use the sub clock? 

* Only low-speed CR run 
mode is selectable. 

Check main clock oscillation stable bit of the System 

Clock Mode Status Register (SCM_STR:MORDY=1). 

Check sub clock oscillation stable bit of the System 

Clock Mode Status Register (SCM_STR:SORDY=1). 

Complete waiting for 

Waiting for low-speed CR oscillation stabilization 

Set the master clock switch control bit in the System Clock Mode Control 

Register (SCM_CTL:RCS) to desired clock mode. 

Use the PLL clock? 

No 

Yes 

* Use high-speed CR clock 

 
for the PLL input clock. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Check PLL oscillation stable bit of the System 
Clock Mode Status Register (SCM_STR:PLRDY=1). 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

oscillation stability. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Low-speed CR oscillation stabilization wait completed. 
Waiting for High-speed CR oscillation stabilization. 
 

Power-on 
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Figure 4-2 クロック設定手順例 (低速 CR ランモード→希望するクロックのランモード)  

 

 

N o 

with SCM_STR:RCM=SCM_CTL:RCS, changing 
the mode to the selected clock mode. 

Y e s 

N o 

Set the master clock switch control bit of the 

Y e s 

Y e s 

N o 

Low-speed CR run mode 

Select the main clock mode? 

Main clock mode or PLL run mode 

Enable the PLL oscillation in the System Clock 
Mode Control Regsister (SCM_CTL:PLLE=1). 

S e l e c t t he h i gh - s pee d 
CR r un m ode ? 

Select the sub run mode? 

Enable the main clock oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:MOSCE=1). 

PLL oscillation stable bit of the System Clock Mode 

Status Register (SCM_STR:PLRDY=1). 

Main clock oscillation stable bit of the System Clock 

Mode Status Register (SCM_STR:MORDY=1). 

Set the master clock switch control bit of the 
System Clock Mode Control Register (SCM_CTL:RCS) 

to a desired clock mode. 

Enable the sub clock oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:SOSCE=1). 

Check sub clock oscillation stable bit of the System 
Clock Mode Status Register (SCM_CTL:SORDY=1). 

Set the master clock c l o ck switch control bit of the 
System Clock Mode Control Register (SCM_CTL:RCS) 
to a desired clock mode. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

System Clock Mode Control Register (SCM_CTL:RCS) 
to a desired clock mode. 

Main clock oscillation stable bit of the System Clock 

Mode Status Register (SCM_STR:MORDY=1). 
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＜注意事項＞ 

 

− Figure 4-2では各クロックの発振安定待ち時間の設定, 割込みの設定, PLL逓倍設定およびバスクロッ

クの分周設定は既に、設定済みであるものとして省略しています。 

− サブクロックモード, 低速 CR クロックモード時は、メインクロック(CLKMO), 高速 CR クロック

(CLKHC), メイン PLL クロック(CLKPLL)はハードウェアで停止しているため、CLKMO, CLKHC, 

CLKPLL は各発振許可設定ビット=1 だけでは発振は開始しません。各発振許可設定ビット=1 かつ、

SCM_CTL:RCS を変更することにより、発振が開始します。 

− メインクロック/サブクロック発振安定待ち時間の設定が短く、各発振器の安定前に発振安定待ち時間

が完了した場合、クロック監視機能によりリセットされることがあります。 
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4.2 設定手順例（TYPE2-M0+） 

TYPE2-M0+製品のクロック設定手順例を示します。 

Figure 4-3 クロック設定手順例 (電源投入→高速 CR ランモード→希望するクロックモード)  

 

  

Access the Clock Stabilization Wait Time Register 
(CSW_TMR). Set the main clock oscillation 
stabilization wait time. 
Access the Interrupt Enable Register (INT_ENR). 
Set the oscillation stabilization wait interrupt. 

Enable the main clock oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:MOSCE=1). 

Yes 

No 

High-speed CR oscillation stabilization wait completed. 
High-speed CR runs as a master clock. 

 

Use the main clock? 

With SCM:STR:RCM=SCM_CTL:RCS, changing. 
the mode to the selected clock mode. 

Access each bus prescaler register. 

BSC_PSR: Base Clock Prescaler 
APBC0_PSR: APB0 Prescaler 
APBC1_PSR: APB1 Prescaler 
Set bus clock frequency division. 

 

Access the Clock Stabilization Wait Time Register 
(CSW_TMR). Set the sub clock oscillation stabilization 
wait time. 
Access the Interrupt Enable Register (INT_ENR). 
Set the oscillation stabilization wait interrupt. 

Enable the bus clock oscillation in the System Clock 

Mode Control Register (SCM_CTL:SOSCE=1). 

Yes 

No 

Access the PLL Clock Stabilization Wait Time 
Register (PSW_TMR). Set the PLL oscillation 
stabilization wait time and PLL input clock. 
Access the Interrupt Enable Register (INT_ENR). 
Set the oscillation stabilization wait interrupt. 
Access the PLL control register1, 2 (PLL_CTL1, 
PLL_CTL2). Set the PLL multiplication ratio. 

Enable the PLL oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:PLLE=1). 

No 

Access the Interrupt Clear Register (INT_CLR). 
Clear the oscillation stabilization wait interrupt factor. 

Yes 
Use the PLL clock? 

Use the sub clock? 

* Only low-speed CR run 
mode is selectable. 

Check main clock oscillation stable bit of the System 
Clock Mode Status Register (SCM_STR:MORDY=1). 

Enable SubOSC oscillation 
See  Figure 4-5 

Complete waiting for 

Waiting for low-speed CR oscillation stabilization 

Set the master clock switch control bit in the System Clock Mode Control 

Register (SCM_CTL:RCS) to desired clock mode. 

Use the PLL clock? 

No 

Yes 

* U s e high-speed CR clock 
for the PLL input clock. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Check PLL oscillation stable bit of the System 

Clock Mode Status Register (SCM_STR:PLRDY=1). 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

oscillation stability. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Low-speed CR oscillation stabilization wait completed. 
Waiting for High-speed CR oscillation stabilization. 
 

Power-on 
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Figure 4-4 クロック設定手順例 (低速 CR ランモード→希望するクロックのランモード)  

    

 

N o 

with SCM_STR:RCM=SCM_CTL:RCS, changing 
the mode to the selected clock mode. 

Y e s 

N o 

Set the master clock switch control bit of the 

Y e s 

Y e s 

N o 

Low-speed CR run mode 

Select the main clock mode? 

Main clock mode or PLL run mode 

Enable the PLL oscillation in the System Clock 
Mode Control Regsister (SCM_CTL:PLLE=1). 

S e l e c t t he h i gh - s pee d 
CR r un m ode ? 

Select the sub run mode? 

Enable the main clock oscillation in the System Clock 
Mode Control Register (SCM_CTL:MOSCE=1). 

PLL oscillation stable bit of the System Clock Mode 
Status Register (SCM_STR:PLRDY=1). 

Main clock oscillation stable bit of the System Clock 
Mode Status Register (SCM_STR:MORDY=1). 

Set the master clock switch control bit of the 
System Clock Mode Control Register (SCM_CTL:RCS) 
to a desired clock mode. 

Enable the sub clock oscillation 

See Figure 4-5 

Check sub clock oscillation stable bit of the System 
Clock Mode Status Register (SCM_CTL:SORDY=1). 

Set the master clock c l o ck switch control bit of the 
System Clock Mode Control Register (SCM_CTL:RCS) 
to a desired clock mode. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Start waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

Complete waiting for 
oscillation stability. 

System Clock Mode Control Register (SCM_CTL:RCS) 
to a desired clock mode. 

Main clock oscillation stable bit of the System Clock 
Mode Status Register (SCM_STR:MORDY=1). 



CHAPTER 2-1: クロック  

 

 

60 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

− ＜注意事項＞ 

 

− Figure 4-2では各クロックの発振安定待ち時間の設定, 割込みの設定, PLL逓倍設定およびバスクロッ

クの分周設定は既に、設定済みであるものとして省略しています。 

− サブクロックモード, 低速 CR クロックモード時は、メインクロック(CLKMO), 高速 CR クロック

(CLKHC), メイン PLL クロック(CLKPLL)はハードウェアで停止しているため、CLKMO, CLKHC, 

CLKPLL は各発振許可設定ビット=1 だけでは発振は開始しません。各発振許可設定ビット=1 かつ、

SCM_CTL:RCS を変更することにより、発振が開始します。 

− メインクロック/サブクロック発振安定待ち時間の設定が短く、各発振器の安定前に発振安定待ち時間

が完了した場合、クロック監視機能によりリセットされることがあります。 
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Figure 4-5 サブ発振の設定手順例 

Complete the oscillation stabilization wait. 

VBAT register (WTOSCCNT[1:0]=0b00 Set 

32k oscillation clock control connection disabled 

Turn off VCC 
power supply?

Start the sub oscillation enabling

Access VBAT RTC LVD detection register (VDET). 

Release PONR of VBAT domain 

Set VBAT register (VBPFR.VPFR[5:4]=0b01) 

Set 32k oscillation 

Access VBAT register (CCB, CCS). 

Set 32k oscillation circuit and oscillation current value.  

Set 32k oscillation boost time and transfer clock division 

to VBAT register (BOOST.BOOST[1:0]) and VBAT 

register (VB_CLKDIV). 

VBAT register (WTOSCCNT[1:0]=0b10) 

Set 32k oscillation clock control connection enabled. 

Set 32k oscillation enabled. 

Access the clock stabilization wait time register (CSW_TMR). Set the sub 

clock oscillation stabilization wait time. Access the interrupt enable 

register(INT_ENR). Set the oscillation stabilization wait interrupt. 

Enable the sub clock oscillation of the system clock 

mode control register. (SCM_CTL.SOSCE=1) 

Confirm the sub clock oscillation stabilization bit of the system clock 

mode status register.(SCM_STR.SORDY=1) 

Start the sub oscillation enabling

Yes

No

Start the oscillation stabilaization wait. 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− VBAT RTC 32k 発振ブースト設定時間（BOOST:BOOST[1:0]）よりも長いサブクロック発振安定待ち

時間（SCM_CTL.SOWT）をセットします。 

− 以下の設定の組み合わせは禁止されています。  

− VBAT レジスタの 32k 発振クロック制御リンクがディセーブル（WTOSCCNT.SOSCNTL=0）か

つ、32k 発振がディセーブル(WTOSCCNT.SOSCEX=1)の時、システムクロックモード制御レジ

スタのサブクロックモード発信設定の組み合わせがイネーブル（SCM_CTL.SOSCE=1）かつ、

CSV制御レジスタのサブCSV機能がイネーブル（CSV_CTL.SVSVE=1）となる設定は禁止です。 

− 『VBAT RTC』の詳細は、『VBAT ドメイン』の章を参照してください。 
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5. レジスタ 

クロック生成部のレジスタについて説明します。 

クロック生成部のレジスタ一覧 

Table 5-1 クロック生成部のレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

SCM_CTL システムクロックモード制御レジスタ 5.1 

SCM_STR システムクロックモード状態レジスタ 5.2 

BSC_PSR ベースクロックプリスケーラレジスタ 5.3 

APBC0_PSR APB0 プリスケーラレジスタ 5.4 

APBC1_PSR APB1 プリスケーラレジスタ 5.5 

SWC_PSR ソフトウェアウォッチドッグクロックプリスケーラレジスタ 5.6 

CSW_TMR クロック安定待ち時間レジスタ 5.7 

PSW_TMR PLLクロック安定待ち時間設定レジスタ 5.8 

PLL_CTL1 PLL制御レジスタ 1 5.9 

PLL_CTL2 PLL制御レジスタ 2 5.10 

DBWDT_CTL デバッグブレークウォッチドッグタイマ制御レジスタ 5.11 

INT_ENR 割込みイネーブルレジスタ 5.12 

INT_STR 割込み状態レジスタ 5.13 

INT_CLR 割込みクリアレジスタ 5.14 
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5.1 システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL) 

システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)はマスタクロックの選択およびクロックの発振許可を設定

します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field RCS[2:0] PLLE SOSCE 予約 MOSCE HCRE 

属性  R/W  R/W R/W - R/W R/W 

初期値  000  0 0 - 0 1 

レジスタ機能 

[bit7:5] RCS2～RCS0 : マスタクロック切換え制御ビット 

bit7 bit6 bit5 説明 

0 0 0 高速 CR クロック[初期値] 

0 0 1 メインクロック 

0 1 0 メイン PLLクロック 

0 1 1 設定禁止 

1 0 0 低速 CR クロック 

1 0 1 サブクロック 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 設定禁止 

 

[bit4] PLLE : PLL 発振許可ビット 

bit 説明 

0 PLL発振禁止[初期値] 

1 PLL発振許可 

 

[bit3] SOSCE : サブクロック発振許可ビット 

bit 説明 

0 サブクロック発振禁止[初期値] 

1 サブクロック発振許可 

 

[bit2] 予約 : 予約ビット 

読出し値は不定です。書き込みは動作に影響しません。 

 

[bit1] MOSCE : メインクロック発振許可ビット 

bit 説明 

0 メインクロック発振禁止[初期値] 

1 メインクロック発振許可 
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[bit0] HCRE : 高速 CR クロック発振許可ビット 

bit 説明 

0 高速 CR クロック発振禁止 

1 高速 CR クロック発振許可[初期値] 

 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 

− クロックモードを変更する場合、遷移先のクロックの発振許可を設定してから、クロック切換え制御

ビット(SCM_CTL:RCS[2:0])を変更してください。 

− RTC モード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCE ビットが"1"の時、SOSCE ビット, SORDY ビットの値

に関わらずサブクロック発振許可状態になります。 

− PMD_CTL:RTCE ビットへの"1"書込みは、SORDY ビットが"1"の時のみ有効です。 

− RTC モード, ディープスタンバイ RTC モードを搭載していない製品には PMD_CTL:RTCE ビットが

ありません。『低消費電力モード』の章の Table 1-1 を参照してください。 

− CSV 制御レジスタ(CSV_CTL)の FCSDE ビットが”1”の時、もしくは MCSVE ビットが”1”の時、HCRE

ビットの値に関わらず高速 CR クロック発振許可状態になります。 

− TYPE2-M0+製品では、最初に電源が投入された後、サブクロック発振を動作させるために VBAT RTC

のレジスタを設定する必要があります。サブクロック発振動作については、Figure 4-5 を参照してく

ださい。 

− いずれかのクロックが安定待ち状態の時に、それ以外のクロックを発振許可にすることは禁止です。 
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5.2 システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR) 

システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)はマスタクロックの選択状態およびクロックの発振安定待

ち状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field RCM[2:0] PLRDY SORDY 予約 MORDY HCRDY 

属性  R  R R - R R 

初期値  000  0 0 - 0 1 

レジスタ機能 

[bit7:5] RCM2～RCM0 : マスタクロックの選択状態ビット 

bit7 bit6 bit5 説明 

0 0 0 高速 CR クロック[初期値] 

0 0 1 メインクロック 

0 1 0 メイン PLLクロック 

0 1 1 設定禁止 

1 0 0 低速 CR クロック 

1 0 1 サブクロック 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 設定禁止 

 

[bit4] PLRDY : PLL 発振安定ビット 

bit 説明 

0 安定待ちまたは発振停止状態[初期値] 

1 安定状態 

 

[bit3] SORDY : サブクロック発振安定ビット 

bit 説明 

0 安定待ちまたは発振停止状態[初期値] 

1 安定状態 

 

[bit2] 予約 : 予約ビット 

読出し値は不定です。書き込みは動作に影響しません。 

 

[bit1] MORDY : メインクロック発振安定ビット 

bit 説明 

0 安定待ちまたは発振停止状態[初期値] 

1 安定状態 
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[bit0] HCRDY : 高速 CR クロック発振安定ビット 

bit 説明 

0 安定待ちまたは発振停止状態 

1 安定状態[初期値] 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 

− RTC モード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCE ビットが"1"の時、SOSCE ビット, SORDY ビットの値

に関わらずサブクロック発振許可状態になります。 

− PMD_CTL:RTCE ビットへの"1"書込みは、SORDY ビットが"1"の時のみ有効です。 
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5.3 ベースクロックプリスケーラレジスタ(BSC_PSR) 

ベースクロックプリスケーラレジスタ(BSC_PSR)はベースクロックの分周比を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 BSR 

属性   -    R/W  

初期値   -    000  

レジスタ機能 

[bit7:3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00000"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00000"を設定してください。 

 

[bit2:0] BSR : ベースクロック分周比設定ビット 

bit2 bit1 bit0 説明 

0 0 0 1/1[初期値] 

0 0 1 1/2 

0 1 0 1/3 

0 1 1 1/4 

1 0 0 1/6 

1 0 1 1/8 

1 1 0 1/16 

1 1 1 設定禁止 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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5.4 APB0 プリスケーラレジスタ(APBC0_PSR) 

APB0プリスケーラレジスタ(APBC0_PSR)は APB0バスクロックの分周を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 APBC0 

属性 - R/W 

初期値 - 00 

レジスタ機能 

[bit7:2] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b000000"が読み出されます。書込みの場合には、"0b000000"を設定してください。 

 

[bit1:0] APBC0 : APB0 バスクロック分周設定ビット 

bit1 bit0 説明 

0 0 1/1[初期値] 

0 1 1/2 

1 0 1/4 

1 1 1/8 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 

 

 



 CHAPTER 2-1: クロック 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 69 

5.5 APB1 プリスケーラレジスタ(APBC1_PSR) 

APB1プリスケーラレジスタ(APBC1_PSR)は APB1バスクロックの分周を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field APBC1EN 予約 APBC1RST 予約 APBC1 

属性 R/W - R/W - R/W 

初期値 1 - 0 - 00 

レジスタ機能 

[bit7] APBC1EN : APB1 クロックイネーブルビット 

bit 説明 

0 PCLK1 出力禁止 

1 PCLK1 出力許可[初期値] 

 

[bit6:5] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit4] APBC1RST : APB1 バスリセット制御ビット 

bit 説明 

0 APB1 バスリセット 非アクティブ [初期値] 

1 APB1 バスリセット アクティブ 

 

[bit3:2] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit1:0] APBC1 : APB1 バスクロック分周設定ビット 

bit1 bit0 説明 

0 0 1/1[初期値] 

0 1 1/2 

1 0 1/4 

1 1 1/8 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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5.6 ソフトウェアウォッチドッグクロックプリスケーラレジスタ(SWC_PSR) 

ソフトウェアウォッチドッグクロックプリスケーラレジスタ(SWC_PSR)はソフトウェアウォッチドッグクロ

ックの分周および出力イネーブルを設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field TESTB 予約 SWDS 

属性 R/W - R/W 

初期値 X  - 00 

レジスタ機能 

[bit7] TESTB : TEST ビット 

bit 説明 

0 設定禁止 

1 常に"1"を書き込んでください。 

* 本ビットの読出し値は不定です。 

 

[bit6:2] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00000"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00000"を設定してください。 

 

[bit1:0] SWDS : ソフトウェアウォッチドッグクロック分周比設定ビット 

bit1 bit0 説明 

0 0 APB0 バスクロック(PCLK0)の 1 分周に設定されます。[初期値] 

0 1 APB0 バスクロック(PCLK0)の 2 分周に設定されます。 

1 0 APB0 バスクロック(PCLK0)の 4 分周に設定されます。 

1 1 APB0 バスクロック(PCLK0)の 8 分周に設定されます。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 

− 本レジスタに値を書き込むとき、TESTB ビットには必ず"1"を書き込んでください。 
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5.7 クロック安定待ち時間レジスタ(CSW_TMR) 

クロック安定待ち時間レジスタ(CSW_TMR)はメイン/サブクロック安定待ち時間を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SOWT MOWT 

属性 R/W R/W 

初期値 0000 0000 

レジスタ機能 

[bit7:4] SOWT : サブクロックの安定待ち時間設定ビット 

安定待ち時間は CLKLCまたは CLKSOによってカウントされます。 

bit7 bit6 bit5 bit4 説明 
計算例 1 

CLKLC = 100KHz 

計算例 2 

CLKSO = 32.768kHz 

0 0 0 0 210 cycles [初期値] 約 10.3ms 約 31.3ms 

0 0 0 1 211 cycles 約 20.5ms 約 62.5ms 

0 0 1 0 212 cycles 約 41ms 約 125ms 

0 0 1 1 213 cycles 約 82ms 約 250ms 

0 1 0 0 214 cycles 約 164ms 約 500ms 

0 1 0 1 215 cycles 約 327ms 約 1.00s 

0 1 1 0 216 cycles 約 655ms 約 2.00s 

0 1 1 1 217 cycles 約 1.31s 約 4.00s 

1 0 0 0 218 cycles 約 2.62s 約 8.00s 

1 0 0 1 219 cycles 約 5.24s 約 16.0s 

1 0 1 0 220 cycles 約 10.49s 約 32.0s 

1 0 1 1 221 cycles 約 20.97s 約 64.0s 

1 1 0 0 21 cycles 約 0.02ms 約 0.06ms 

1 1 0 1 22 cycles 約 0.04ms 約 0.12ms 

1 1 1 0 23 cycles 約 0.08ms 約 0.24ms 

1 1 1 1 24 cycles 約 0.16ms 約 0.49ms 
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[bit3:0] MOWT : メインクロックの安定待ち時間設定ビット 

安定待ち時間は CLKHCまたは CLKMO によってカウントされます。 

bit3 bit2 bit1 bit0 説明 

計算例 

CLKHC=4MHz 

または 

CLKMO=4MHz 

CLKHC=8MHz 

または 

CLKMO=8MHz 

CLKMO=40MHz 

0 0 0 0 21 cycles [初期値] 約 500ns 約 250ns 約 50ns 

0 0 0 1 25 cycles 約 8s 約 4s 約 0.8s 

0 0 1 0 26 cycles 約 16s  約 8s  約 1.6s 

0 0 1 1 27 cycles 約 32s 約 16s 約 3.2s 

0 1 0 0 28 cycles 約 64s 約 32s 約 6.4s 

0 1 0 1 29 cycles 約 128s 約 64s 約 12.8s 

0 1 1 0 210 cycles 約 256s 約 128s 約 25.6s 

0 1 1 1 211 cycles 約 512s 約 256s 約 51.2s 

1 0 0 0 212 cycles 約 1.0ms 約 512s 約 0.1ms 

1 0 0 1 213 cycles 約 2.0ms 約 1.0ms 約 0.2ms 

1 0 1 0 214 cycles 約 4.1ms 約 2.0ms 約 0.4ms 

1 0 1 1 215 cycles 約 8.2ms 約 4.1ms 約 0.8ms 

1 1 0 0 217 cycles 約 33.0ms 約 16.4ms 約 3.3ms 

1 1 0 1 219 cycles 約 131ms 約 655.5ms 約 13.1ms 

1 1 1 0 221 cycles 約 524ms 約 262ms 約 52.4ms 

1 1 1 1 223 cycles 約 2.0s 約 1.0s 約 0.2s 

 

＜注意事項＞ 

− 各発振安定待ち時間設定は、SCM_CTL レジスタの各発振許可ビット(SOSCE, MOSCE)を有効にする

前に行ってください。 

各発振器の発振安定待ち中に、MOWT, SOWT ビットを変更すると各発振安定待ち時間は保証されま

せん。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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5.8 PLL クロック安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR) 

PLLクロック安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR)はメイン PLLクロック安定待ち時間を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 PINC 予約 POWT 

属性 - R/W - R/W 

初期値 - 0 - 000 

レジスタ機能 

[bit7:5] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b000"が読み出されます。書込みの場合には、"0b000"を設定してください。 

 

[bit4] PINC : PLL 入力クロック選択ビット 

bit 説明 

0 CLKMO(メインクロック発振)を選択[初期値] 

1 CLKHC(高速 CR クロック)を選択 

(注意事項) 本ビットを "1" に設定する場合はいくつかの制限があります。 

『APPENDIXES』の『E. 注意事項一覧』の「1. 高速 CRをマスタクロックに使用する場合の注意事項」を必

ず参照してください。 

 

[bit3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit2:0] POWT : メイン PLL クロックの安定待ち時間設定ビット 

bit2 bit1 bit0 説明 
計算例 1 

CLKPLL=20MHz 

計算例 2 

CLKPLL=40MHz 

0 0 0 29 cycles [初期値] 約 25.6s 約 12.8s 

0 0 1 210 cycles 約 51.2s 約 25.6s 

0 1 0 211 cycles 約 102.4s 約 51.2s 

0 1 1 212 cycles 約 204.8s 約 102.4s 

1 0 0 213 cycles 約 409.6s 約 204.8s 

1 0 1 214 cycles 約 819.2s 約 409.6s 

1 1 0 215 cycles 約 1638.4s 約 819.2s 

1 1 1 216 cycles 約 3276.8s 約 1638.4s 
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＜注意事項＞ 

− 各発振安定待ち時間設定は、SCM_CTL レジスタの PLL 発振許可ビット(PLLE)を有効にする前に行っ

てください。 

PLL 発振器の発振安定待ち中に、POWT ビットを変更すると発振安定待ち時間は保証されません。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 

− メイン PLL クロックモードでは、PINC ビットが”1”の時、SCM_CTL レジスタの HCRE ビットの値に

関わらず高速 CR クロック発振許可状態になります。PINC ビットが”0”の時は HCRE ビット、

CSV_CTL レジスタの FCSDE ビット、MCSVE ビットの状態により高速 CR クロックの状態が決まり

ます。 

− メイン PLL クロックモードでは、PINC ビットが”1”の時、SCM_CTL レジスタの MOSCE ビットの値

によりメインクロック発振の状態が決まります。PINC ビットが”0”の時は MOSCE ビットの値にかか

わらずメインクロック発振許可状態になります。 
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5.9 PLL 制御レジスタ 1 (PLL_CTL1) 

PLL制御レジスタ 1 (PLL_CTL1)は PLLの分周比を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field PLLK PLLM 

属性 R/W R/W 

初期値 0000 0000 

レジスタ機能 

[bit7:4] PLLK : PLL 入力クロック分周比設定ビット 

bit7:4 説明 

0000 

(PLLKの値+1)分周になります。(設定範囲:1 分周～16分周) 

例 : PLLKの値(0000)+1 ⇒ 1 分周[初期値] 

0001 

・ 

・ 

1111 

 

[bit3:0] PLLM : PLL の VCO クロックの分周比設定ビット 

bit3:0 説明 

0000 

(PLLMの値+1)分周になります。(設定範囲:1 分周～16分周) 

例 : PLLMの値(0000)+1 ⇒ 1分周[初期値] 

0001 

・ 

・ 

1111 

 

＜注意事項＞ 

− 各分周比設定は、SCM_CTL レジスタの PLL 発振許可ビット(PLLE)を有効にする前に行ってください。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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5.10 PLL 制御レジスタ 2 (PLL_CTL2) 

PLL制御レジスタ 2 (PLL_CTL2)は PLLの分周比を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 PLLN 

属性 - R/W 

初期値 - 000000 

レジスタ機能 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit5:0] PLLN : PLL のフィードバック分周比設定ビット 

bit5:0 説明 

000000 

(PLLNの値+1)分周になります。(設定範囲:1 分周～50分周) 

例 : PLLNの値(000000)+1 ⇒ 1分周[初期値] 

000001 

・ 

・ 

110001 

110010 

設定禁止 ・ 

111111 

 

＜注意事項＞ 

− 分周比設定は、SCM_CTL レジスタの PLL 発振許可ビット(PLLE)を有効にする前に行ってください。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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5.11 デバッグブレークウォッチドッグタイマ制御レジスタ(DBWDT_CTL) 

デバッグブレークウォッチドッグタイマ制御レジスタ(DBWDT_CTL)はデバッグの際のツールブレーク時の

ウォッチドッグタイマのカウント動作を設定します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field DPHWBE 予約 DPSWBE 予約 

属性 R/W - R/W - 

初期値 0 - 0 - 

レジスタ機能 

[bit7] DPHWBE : HW-WDG デバッグモード ブレークビット 

bit 説明 

0 
ツールブレーク時、ハードウェアウォッチドッグはカウントを停止する 

[初期値] 

1 ツールブレーク時、ハードウェアウォッチドッグはカウントを継続する 

 

[bit6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit5] DPSWBE : SW-WDG デバッグモード ブレークビット 

bit 説明 

0 
ツールブレーク時、ソフトウェアウォッチドッグはカウントを停止する 

[初期値] 

1 ツールブレーク時、ソフトウェアウォッチドッグはカウントを継続する 

 

[bit4:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00000"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00000"を設定してください。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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5.12 割込みイネーブルレジスタ(INT_ENR) 

割込みイネーブルレジスタ(INT_ENR)は割込みのイネーブル設定を行います。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 FCSE 予約 PCSE SCSE MCSE 

属性 - R/W - R/W R/W R/W 

初期値 - 0 - 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit5] FCSE : 異常周波数検出割込みイネーブルビット 

bit 説明 

0 FCS 割込み禁止 

1 FCS 割込み許可 

 

[bit4:3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit2] PCSE : PLL 発振安定待ち完了割込みイネーブルビット 

bit 説明 

0 PLL発振安定待ち完了割込み禁止 

1 PLL発振安定待ち完了割込み許可 

 

[bit1] SCSE : サブクロック発振安定待ち完了割込みイネーブルビット 

bit 説明 

0 サブクロック発振安定待ち完了割込み禁止 

1 サブクロック発振安定待ち完了割込み許可 

 

[bit0] MCSE : メインクロック発振安定待ち完了割込みイネーブルビット 

bit 説明 

0 メインクロック発振安定待ち完了割込み禁止 

1 メインクロック発振安定待ち完了割込み許可 

 

＜注意事項＞ 

− 「異常周波数検出」については、別章『クロック監視機能』を参照してください。 
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5.13 割込み状態レジスタ(INT_STR) 

割込み状態レジスタ(INT_STR)は割込みの状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 FCSI 予約 PCSI SCSI MCSI 

属性 - R - R R R 

初期値 - 0 - 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit5] FCSI : 異常周波数検出割込み状態ビット 

bit 説明 

0 FCS 割込みはアサートされていない。 

1 FCS 割込みはアサートされた。 

 

[bit4:3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit2] PCSI : PLL 発振安定待ち完了割込み状態ビット 

bit 説明 

0 PLL発振安定待ち完了割込みはアサートされていない。 

1 PLL発振安定待ち完了割込みはアサートされた。 

 

[bit1] SCSI : サブクロック発振安定待ち完了割込み状態ビット  

bit 説明 

0 サブクロック発振安定待ち完了割込みはアサートされていない。 

1 サブクロック発振安定待ち完了割込みはアサートされた。 

 

[bit0] MCSI : メインクロック発振安定待ち完了割込み状態ビット  

bit 説明 

0 メインクロック発振安定待ち完了割込みはアサートされていない。 

1 メインクロック発振安定待ち完了割込みはアサートされた。 
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5.14 割込みクリアレジスタ(INT_CLR) 

割込みクリアレジスタ(INT_CLR)は割込み要因をクリアします。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 FCSC 予約 PCSC SCSC MCSC 

属性 - W - W W W 

初期値 - 0 - 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit5] FCSC : 異常周波数検出割込み要因クリアビット 

bit 説明 

書込み時 
0 FCS 割込み要因は書込みに影響されません。 

1 FCS 割込み要因クリアを行う。 

読出し時 常に"0"が読み出されます。 

 

[bit4:3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit2] PCSC : PLL 発振安定待ち完了割込み要因クリアビット 

bit 説明 

書込み時  
0 PLL発振安定待ち完了割込み要因は書込みに影響されません。 

1 PLL発振安定待ち完了割込み要因クリアを行う。 

読出し時 常に"0"が読み出されます。 

 

[bit1] SCSC : サブクロック発振安定待ち完了割込み要因クリアビット  

bit 説明 

書込み時  
0 サブクロック発振安定待ち完了割込み要因は書込みに影響されません。 

1 サブクロック発振安定待ち完了割込み要因クリアを行う。 

読出し時 常に"0"が読み出されます。 
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[bit0] MCSC : メインクロック発振安定待ち完了割込み要因クリアビット  

bit 説明 

書込み時  
0 メインクロック発振安定待ち完了割込み要因は書込みに影響されません。 

1 メインクロック発振安定待ち完了割込み要因クリアを行う。 

読出し時 常に"0"が読み出されます。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタをクリアすることで、INT_STR レジスタの各割込み状態ビット(FCSI, PCSI, SCSI, MCSI)

も"0"にクリアされます。 
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6. 使用上の注意点 

クロック生成部の使用上の注意点を説明します。 

 メインクロック発振器とサブクロック発振器の発振安定待ち時間 

メインクロック発振器とサブクロック発振器の安定待ち時間は、発振子の種類(水晶, セラミックなど)によっ

て異なるため、使用する発振子に対して適切な発振安定待ち時間を選択してください。 

 PLL発振安定後の分周設定変更 

PLL発振が安定してから PLL の分周比を変更する場合は、いったん PLL 発振を停止し、分周比の変更後、再

度 PLL発振許可を行ってください。 

 クロック生成部によるクロック制御から独立したペリフェラル群について 

以下のペリフェラルは、クロック生成部によるクロック制御から独立して動作します。 

各動作クロックの取り扱いについては、以下の章を参照してください。 

− USBクロック生成部 :   『通信マクロ編』の『USB クロック生成部』を参照してください。 

− クロック監視機能 : 別章『クロック監視機能』を参照してください。 

− ウォッチドッグタイマ : 『タイマ編』の『ウォッチドッグタイマ』を参照してください。 

− 時計カウンタ :  『タイマ編』の『時計カウンタ』を参照してください。 

− リアルタイムクロック : 『タイマ編』の『リアルタイムクロック』を参照してください。 

 発振安定待ち時間の設定 

メインクロック発振器, サブクロック発振器, PLL 発振器の各発振安定待ち時間設定レジスタにて発振安定待

ち時間を設定してから、各発振器を有効にしてください。 

また、発振安定待ち中に、発振安定待ち時間を変更しないでください。 

 メイン PLLクロック使用時のメインクロック発振確認 

PLL発振を使用中にメインクロック発振を停止することを禁止します。 

 クロックモードの切換え 

クロックモードの切換えは SCM_CTL レジスタの RCS[2:0]ビットを変更することにより行われます。 

クロックモードの切換えは以下の手順で行ってください。 

1. 各発振器の発振安定待ち時間を設定する。 

2. 使用するクロックの発振許可ビット(SCM_CTL:xxxE) を"1"に設定する。 

3. 使用するクロックの発振安定ビット(SCM_STR:xxxRDY)が 1になったことを確認する。 

4. SCM_CTL:RCS[2:0]を切り換える。 

5. SCM_STR:RCM[2:0]=SCM_CTL:RCS[2:0]となるまで待つ。 

 クロックモードの切換えと発振安定ビットの関係 

以下のクロックモード切換えの場合、発振安定ビット(SCM_STR:xxxRDY)=1になるタイミングが異なります。 

− 高速 CRラン・メインラン・PLLランから別クロックモードに切り換える場合 

SCM_CTL:xxxE=1にすることで、発振安定待ちは開始されます。発振安定待ち時間経過後、

SCM_STR:xxxRDY=1 を確認することが可能です。 

− 低速 CRラン・サブランから、高速 CR ラン・メインラン・PLLランに切り換える場合 

SCM_CTL:MOSCE = 1(PLLE=1)にしても、メインクロックの発振は開始されません。 

SCM_CTL:MOSCE = 1 (PLLE=1)にした後、SCM_CTL:RCS[2:0]を切り換えることで、メインクロック

発振安定待ち(または、高速 CR発振安定待ち・PLL発振安定待ち)が開始されます。発振安定待ち時

間経過後、SCM_STR:xxxRDY=1 を確認することが可能です。 
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− 割込みによりスタンバイモードが解除されると、SCM_CTL レジスタの RCS[2:0]ビットに示されている

クロックモードで再開します。 

− マスタクロックはソフトウェアリセット以外のリセット要因が発生すると、高速 CRクロック(CLKHC)

に設定されます。クロックモードも高速 CRクロックモードに設定されます。 

− ソフトウェアリセット以外のリセットが行われた後、メインクロック発振器, サブクロック発振器, PLL

発振は停止します。リセット後、再度これらの発振を使用したい場合、SCM_CTL レジスタによって発

振器を有効にしてください。 

− 各クロックモードと発振器の発振/停止の関係は、別章『低消費電力モード』を参照してください。 

− チップの電源をオフにして、VBAT ドメインのみを操作するには、WTOSCCNT.SOSCNTL=0 を設定した

後に、チップの電源をオフにしてください。 
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CHAPTER 2-2: 周辺クロック停止機能 

 

周辺クロック停止機能について説明します。 

 

1. 周辺クロック停止機能の概要 

2. 周辺クロック停止機能の構成 

3. 周辺クロック停止機能の制御 

4. 周辺クロック停止機能のレジスタ 

5. 周辺クロック停止機能 使用時の注意 
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1. 周辺クロック停止機能の概要 

周辺クロック停止機能は、周辺機能の動作クロックを個別に停止する機能ブロックです。本機能により、シス

テム動作で使用しない周辺機能はその動作クロックを停止させることで、システム全体の消費電流を低減しま

す。 

 

周辺クロック停止機能の概要 

− システム動作で使用しない周辺機能について、個別に動作クロックを停止します。 

− 周辺クロック停止機能の対象と設定単位は、『■周辺機能クロックの停止単位と初期状態』を参照して

ください。 

− クロック停止時または、クロック再供給前に周辺機能の内部状態をリセットできます。 

 

上記の周辺クロック停止およびリセット制御は APB1 バスに接続されているレジスタの設定で行います。 

 

  



 CHAPTER 2-2: 周辺クロック停止機能 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 87 

クロック・リセット接続概要 

クロック生成部・リセット生成部と周辺クロック停止機能の接続を Figure 1-1に示します。周辺クロック停止

機能は、クロック生成部・リセット生成部と周辺機能の間にあり、周辺機能単位のクロック停止およびリセッ

ト制御を行います。クロック制御部からの内部バスクロック供給が停止している状態においては、クロック制

御部の設定が優先となり、周辺機能への動作クロック供給も停止します。周辺クロック停止機能を使用する場

合、必ず APB1 バスクロック(PCLK1)をクロック生成部側で出力許可に設定した状態で制御を実行してくださ

い。 

Figure 1-1 周辺クロック停止機能に関するクロック・リセット接続 

クロック生成部*3

リセット生成部*4

ベースクロック(HCLK)

HCLK動作

周辺機能(01)Gating
*1

Reset
*2

周辺機能(02)Gating
*1

Reset
*2

PCLK1動作

周辺機能(11)Gating
*1

Reset
*2

周辺機能(12)Gating
*1

Reset
*2

HRESET

PRESET1

PCLK1

周辺クロック停止制御部

動作クロック

設定リセット

クロック停止信号*1

リセット制御信号*2

AHB Bus

APB1 Bus

 

*1 : 周辺機能単位のクロック停止(内部バスクロックのゲーティング) 

*2 : 周辺機能単位のリセット制御またはバスリセット(別章『リセット』を参照)で 

強制リセット 

 *3 : 詳細は別章『クロック』の章を参照してください。 

 *4 : 詳細は別章『リセット』の章を参照してください。 
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周辺機能クロックの停止単位と初期状態 

周辺クロック停止機能の制御単位と初期状態を Table 1-1に示します。 

Table 1-1 周辺クロック停止機能の制御単位と初期状態 

周辺機能 クロック停止単位 初期状態 備考 

マルチファンクション 

シリアルインタフェース 
1 チャネル クロック供給  

ベースタイマ 4 チャネル クロック供給 

"ch.0～ch.3", "ch.4～ch.7", 

"ch.8～ch.11", "ch12～ch.15"

の 4 チャネル単位でクロッ

ク停止を制御できます。 

多機能タイマ 1 ユニット クロック供給  

PPG 8 チャネル クロック供給 

"ch.0～ch.7”,”ch.8～ch.15", 

"ch.16～ch.23”, “ch.24～

ch.32"の 8 チャネル単位で

クロック停止を制御できま

す。 

クアッドカウンタ 1 ユニット クロック供給  

DMAC 1 ユニット クロック供給  

A/Dコンバータ 1 ユニット クロック供給  

I/Oポート 全ポート クロック供給 

クロック停止時の制限事項

は『5. 周辺クロック停止機

能 使用時の注意』を参照

してください。 

DSTC 1 ユニット クロック供給  

スマートカードインタフェース 1 チャネル クロック供給  

MFS-I2S 1 チャネル クロック供給  

LCDコントローラ 1 ユニット クロック供給  

HDMI-CEC/リモコン受信 1 ユニット クロック供給  

Programmable-CRC 1 ユニット クロック供給  

USB（ファンクション/ホスト） 1 チャネル クロック停止  

 

<注意事項> 

− 搭載されている周辺機能および搭載されている数は、ご使用する製品の『データシート』を参照して

ください。 

− PPG のクロック制御は多機能タイマと同じ設定ビットを共有しています。詳細は、『4.3 周辺クロッ

ク制御レジスタ 1(CKEN1) 』を参照してください。 

− DSTC のクロック制御は、DSTC 内の 5．DSTC レジスタで行います。 
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2. 周辺クロック停止機能の構成 

周辺クロック停止機能の構成を説明します。 

ブロックダイヤグラム 

Figure 2-1に周辺クロック停止機能に関するシステム構成を示します。 

Figure 2-1 周辺クロック停止機能のブロックダイヤグラム 

クロック生成部/
リセット生成部

ベースクロック(HCLK)

周辺クロック停止制御部

周辺機能(01)
クロック

リセット*3

周辺機能(0n)
クロック

リセット*3

HRESET

G01

R01

R0n

周辺機能(11)
クロック

リセット*3

周辺機能(1n)
クロック

リセット*3

R11

R1n

PRESET1

PCLK1

G0n

G11

G1n

G01

G0n

G11

G1n

R01

R0n

R11

R1n

HCLK動作

PCLK1動作

動作クロック
設定リセット

クロック制御出力

0b0 : クロック停止

1b1 : クロック供給

リセット制御出力

0b0 : リセット解除

1b1 : リセット有効

*1

*1

*1

*1

*2

*2

*2

*2

 

 

*1 : 周辺機能の動作クロック停止 

*2 : 周辺機能のリセット制御 

*3 : Hレベル入力時: リセット有効,  L レベル入力時: リセット解除 
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ブロックダイヤグラムの説明 

 周辺クロック停止制御部 

APB1バス経由でレジスタの設定値を変更することで、周辺機能単位のクロック制御または、リセット制御を

実行します。本レジスタの書換えは、必ずクロック制御部のAPB1プリスケーラレジスタ(APBC1_PSR)のAPB1

クロックイネーブルビット(APBC1EN)を出力許可に設定し、PCLK1を出力許可した状態で実行してください。 

周辺機能ごとのクロック制御は、対象のビットに"0"を設定するとクロックが停止します。"1"に設定するとク

ロックが供給されます。レジスタの初期値は、周辺機能ごとに異なります。詳細は、Table 1-1を参照してく

ださい。 

周辺機能ごとのリセット制御は、対象のビットに"1"を設定するとリセットが発行されます。"0"を設定すると

リセットが解除されます。レジスタの初期状態はいずれもリセット解除の"0"設定になります。 

 周辺クロック停止論理 

周辺クロック停止制御部からのクロック停止信号に従い、内部バスクロック(HCLK, PCLK1)を特定の周辺機能

単位で供給・停止します。 

 周辺リセット制御論理 

周辺クロック停止制御部からのリセット制御信号に従い、周辺機能単位でリセット制御を実行します。リセッ

ト制御単位は、周辺クロック制御と同じです。ただし、I/Oポートについてのみ、例外で本リセット制御用の

ビットを持ちません。 
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3. 周辺クロック停止機能の制御 

周辺クロック停止機能の制御について説明します。 

周辺クロック停止機能のレジスタは、バスリセット(PRESET1)*により初期状態になります。バスリセット

(PRESET1)はすべてのリセット要因により発生するため、バスリセット直後は周辺クロック停止機能のレジス

タを設定し直してください。 

*: バスリセット(PRESET1)の発生条件については、別章『リセット』を参照してください。 
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3.1 周辺クロックの制御手順 

周辺クロックの供給・停止に関する制御手順について説明します。 

クロック供給手順 

バスリセット解除直後は、周辺クロックの設定が初期値になるため、初期状態でクロックの停止している周辺

機能は、Figure 3-1の手順でクロック供給の設定をしてください。 

Figure 3-1 クロック供給手順 

バスリセット解除

周辺クロックの供給設定

(CKEN*レジスタの設定変更)

CKEN*リード値=書込み値 ?
No

Yes

対象マクロへのアクセス可能

バスクロック設定

*: CKEN0, CKEN1, CKEN2 を示す

 

1. バスクロックの設定 

バスクロックの設定が初期化されるリセットが発生した場合は、各バスクロックの設定はクロック生

成部のレジスタで行ってください。 

詳細な設定については、別章の『クロック』を参照してください。 

 

2. 周辺クロックの供給設定 

周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1, CKEN2)について、初期状態のクロック停止からクロック

を供給したい周辺機能に該当するビットの設定を変更してください。 

バスクロックが停止している周辺機能のビットは、その設定値を変更することができません。 
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3. 周辺クロック制御レジスタの設定値の確認 

周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1, CKEN2)は設定を変更した周辺機能へのクロック供給が

開始された段階で、そのレジスタ値を書込み値に更新します。 

クロック停止中の周辺機能へのアクセスは無効のため、必ず上記 2 の設定変更後に、同レジスタを読

み出し、書込み値と一致していることを確認した後に周辺機能へのアクセスを開始してください。 

クロック停止・再供給手順 

周辺機能のクロック停止および周辺機能へクロック供給を再開する手順を Figure 3-2で説明します。 

Figure 3-2 システム動作中のクロック停止・再供給手順 

周辺機能の動作停止

周辺クロックの停止設定

(CKEN*
1レジスタ設定変更)

周辺クロックを停止した

周辺機能へのリセット制御

リセット有効(MRST*
2
: 0b0 -> 0b1)

リセット解除(MRST*
2
: 0b1 -> 0b0)

周辺機能のクロック停止完了

周辺機能のクロック停止 周辺機能へのクロック供給を再開

周辺機能へのクロック供給を再開する

周辺機能へのリセット制御

リセット有効(MRST*
2
: 0b0 -> 0b1)

リセット解除(MRST*
2
: 0b1 -> 0b0)

周辺クロックの供給設定

(CKEN*
1レジスタの設定変更)

CKEN*
1リード値=書込み値 ?

No

Yes

周辺機能の動作再開
(対象マクロへのアクセス可能)*1: CKEN0, CKEN1, CKEN2を示す。

*2: MRST0, MRST1, MRST2を示す。

 

 



CHAPTER 2-2: 周辺クロック停止機能  

 

 

94 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

 

 周辺機能のクロック停止 

1. 周辺クロックの停止設定 

周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1, CKEN2)について、クロック供給を停止したい周辺機能に

該当するビットを"0"に変更してください。 

周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1, CKEN2)はクロック停止を指示した周辺機能へのクロッ

クが停止した後、そのレジスタ値を書込み値に更新します。 

 

2. 周辺クロックを停止した周辺機能へのリセット制御 

周辺クロックを停止した周辺機能に対して、内部状態をリセットするため、以下の手順で周辺機能単

位のリセット制御を実行してください。 

 

リセット有効 : 

周辺機能リセット制御レジスタ(MRST0, MRST1, MRST2)の該当ビットへ"1"を書き込んでください。 

リセット解除 :  

周辺機能リセット制御レジスタ(MRST0, MRST1, MRST2)の該当ビットへ"0"を書き込んでください。 

 周辺機能へのクロック供給を再開 

1. 周辺クロックを再供給する周辺機能へのリセット制御 

周辺クロックを停止している周辺機能に対して、動作を再開する前に周辺機能リセット制御レジスタ

(MRST0, MRST1, MRST2)を使用して、周辺機能単位のリセット制御を実行してください。手順は、上

記の周辺クロック停止直後のリセット制御と同じです。 

 

2. 周辺クロックの供給設定 

周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1, CKEN2)に対して、クロック供給を再開したい周辺機能に

該当するビットの設定を変更してください。 

このとき、周辺機能が搭載されていない、またはバスクロックが停止している周辺機能のビットを初

期値以外に設定しないでください。理由は、下記 3のレジスタ設定値確認において、書込み値との一

致が取れなくなり、処理ループを抜けられなくなる状態が発生するためです。 

 

3. 周辺クロック制御レジスタの設定値確認 

周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1, CKEN2)は設定を変更した周辺機能へのクロック設定変

更が反映された段階で、そのレジスタ値を書込み値に更新します。 

クロック停止中の周辺機能へのアクセスは無効のため、必ず上記 2 の設定変更後に、同レジスタを読

み出し、書込み値と一致していることを確認した後に周辺機能へのアクセスを開始してください。 
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4. 周辺クロック停止機能のレジスタ一覧 

周辺クロック停止機能の各レジスタ機能を説明します。 

Table 4-1に周辺クロック停止機能のレジスタ一覧を示します。 

Table 4-1 周辺クロック停止機能のレジスタ一覧 

略称 レジスタ名 参照先 

CKEN0 周辺クロック制御レジスタ 0 4.1 

MRST0 周辺リセット制御レジスタ 0 4.2 

CKEN1 周辺クロック制御レジスタ 1 4.3 

MRST1 周辺リセット制御レジスタ 1 4.4 

CKEN2 周辺クロック制御レジスタ 2 4.5 

MRST2 周辺リセット制御レジスタ 2 4.6 
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4.1 周辺クロック制御レジスタ 0(CKEN0) 

周辺クロック制御レジスタ 0(CKEN0)について説明します。 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 GIOCK 予約 DSTCCK DMACK 

属性 - R/W - RW R/W 

初期値 - 1 - 1 1 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 ADCCK[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 1111 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field MFSCK[15:8] 

属性 R/W 

初期値 0xFF 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field MFSCK[7:0] 

属性 R/W 

初期値 0xFF 

 

[bit31:29] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit28] GIOCK : GPIO/Fast GPIO 機能の動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、I/Oポート機能への動作クロック供給および停止を制御します。本ビットは、すべての I/Oポー

ト機能に対しての動作クロックを一括して制御します。 

本ビットに"1"を設定すると、I/Oポート機能ブロックにバスクロックが供給され、I/Oポート機能を使用でき

ます。 

本ビットに"0"を設定すると、I/Oポート機能ブロックへのバスクロック入力が停止します。バスクロック停止

中は I/O ポート機能のレジスタ設定を変更できません。詳細は、『5. 周辺クロック停止機能 使用時の注意』

を参照してください。 

bit 説明 

0 I/Oポート機能ブロックへのバスクロック入力を停止します。 

1 
I/Oポート機能ブロックにバスクロックを供給します。(初期値) 

I/Oポート機能を使用する場合は、必ず"1"を設定してください。 

 

[bit27:26] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 
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[bit25] DSTCCK : DSTC 機能のソフトウェアクロックコントロール 

本ビットは、DSTC機能への動作クロック供給および停止を制御します。本ビットに”1”に設定すると、DSTC

ブロックにバスクロックが供給され、DSTC機能を使用できます。 

本ビットを”0”に設定すると、DSTCブロックへのバスクロック入力が停止します。バスクロック停止中は

DSTC機能のレジスタ設定を変更できません。 

 

bit 説明 

0 DSTC機能ブロックへのバスクロック入力を停止します。 

1 
DSTC機能ブロックにバスクロックを供給します。(初期値) 

DSTC機能を使用する場合は、必ず"1"を設定してください。 

注：TYPE3-M0+製品では、本ビットは無効です。DSTCのスタンバイコントロールレジスタが、DSTCクロッ

クを停止させることができます。 

 

 [bit24] DMACK : DMAC の動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、DMAC機能への動作クロック供給および停止を制御します。本ビットに"1"を設定すると、DMAC

ブロックにバスクロックが供給され、DMAC機能を使用できます。 

本ビットに"0"を設定すると、DMACブロックへのバスクロック入力が停止します。バスクロック入力停止中

は、DMACの機能を使用できません。 

 

bit 説明 

0 DMACへのバスクロック入力を停止します。 

1 DMACにバスクロックを供給します。(初期値) 

 [bit23:20] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit19:16] ADCCK[3:0] : A/D コンバータの動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、A/Dコンバータへの動作クロック供給および停止を制御します。各ビットと A/Dコンバータユ

ニットの対応を以下に示します。 

 

bit16 - ADCCK0 : A/Dコンバータユニット 0 

bit17 - ADCCK1 : A/Dコンバータユニット 1 

bit18 - ADCCK2 : A/Dコンバータユニット 2 

bit19 - ADCCK3 : A/Dコンバータユニット 3 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する A/Dコンバータのユニットにバスクロックが供給され、A/Dコンバ

ータ機能を使用できます。該当する A/D コンバータユニットが搭載されていない製品では、該当するビット

を初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応する A/Dコンバータユニットへのバスクロック入力が停止します。バス

クロック入力停止中は、該当するユニットの A/Dコンバータ機能は使用できません。 
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bit 説明 

0 当該ビットに対応する A/Dコンバータユニットへのバスクロック入力を停止します。 

1 
当該ビットに対応する A/Dコンバータユニットにバスクロックを供給します。 

(初期値) 

 

[bit15:0] MFSCK [15:0]: マルチファンクションシリアルインタフェースの動作クロック供給・停

止設定 

本ビットは、マルチファンクションシリアルインタフェースへの動作クロック供給および停止を制御します。

各ビットとチャネルの対応を以下に示します。 

 

bit0 - MFSCK0 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 0 

bit1 - MFSCK1 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 1 

bit2 - MFSCK2 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 2 

bit3 - MFSCK3 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 3 

bit4 - MFSCK4 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 4 

bit5 - MFSCK5 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 5 

bit6 - MFSCK6 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 6 

bit7 - MFSCK7 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 7 

bit8 - MFSCK8 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 8 

bit9 - MFSCK9 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 9 

bit10 - MFSCK10 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 10 

bit11 - MFSCK11 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 11 

bit12 - MFSCK12 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 12 

bit13 - MFSCK13 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 13 

bit14 - MFSCK14 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 14 

bit15 - MFSCK15 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 15 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するマルチファンクションシリアルインタフェースのチャネルにバスク

ロックが供給され、マルチファンクションシリアルインタフェースの機能を使用できます。該当するマルチフ

ァンクションシリアルインタフェースのチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初期値から

変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応するマルチファンクションシリアルインタフェースのチャネルへのバス

クロック入力が停止します。バスクロック入力停止中は、該当するチャネルのマルチファンクションシリアル

インタフェース機能は使用できません。 

bit 説明 

0 
当該ビットに対応するマルチファンクションシリアルインタフェース・チャネルへのバスクロック入

力を停止します。 

1 
当該ビットに対応するマルチファンクションシリアルインタフェース・チャネルにバスクロックを供

給します。(初期値) 
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4.2 周辺リセット制御レジスタ 0(MRST0) 

周辺リセット制御レジスタ 0(MRST0)について説明します。 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 DSTCRST DMARST 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 0 0 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 ADCRST[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field MFSRST [15:8] 

属性 R/W 

初期値 0x00 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field MFSRST [7:0] 

属性 R/W 

初期値 0x00 

 

[bit31:26] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit25] DSTCRST : DSTC のリセット制御 

本ビットは、DSTC単体のリセットを制御します。本ビットに"1"を設定すると、DSTCがリセット状態となり、

DSTCの DMA 転送動作が停止し、レジスタはすべて初期化されます。リセット状態を解除するため、必ず本

ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 DSTCのリセットを解除します。(初期値) 

1 DSTCへリセットを発行します。 

注：TYPE3-M0+製品では、本ビットは無効です。 

 

 [bit24] DMARST : DMAC のリセット制御 

本ビットは、DMAC単体のリセットを制御します。本ビットに"1"を設定すると、DMACがリセット状態とな

り、DMA転送動作が停止し、レジスタはすべて初期化されます。リセット状態を解除するため、必ず本ビッ

トに"0"を設定し直してください。 
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bit 説明 

0 DMAC のリセットを解除します。(初期値) 

1 DMACへリセットを発行します。 

 

[bit23:20] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit19:16] ADCRST : A/D コンバータのリセット制御 

本ビットは、A/Dコンバータのユニット単位のリセットを制御します。各ビットと A/Dコンバータユニット

の対応を以下に示します。 

 

bit16 - ADCRST 0 : A/Dコンバータユニット 0 

bit17 - ADCRST 1 : A/Dコンバータユニット 1 

bit18 - ADCRST 2 : A/Dコンバータユニット 2 

bit19 - ADCRST 3 : A/Dコンバータユニット 3 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する A/Dコンバータのユニットがリセット状態となり、A/D変換動作が

停止し、レジスタは初期化されます。該当する A/Dコンバータユニットが搭載されていない製品では、該当

するビットを初期値から変更しないでください。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設定し

直してください。 

 

bit 説明 

0 当該ビットに対応する A/Dコンバータユニットのリセットを解除します。(初期値) 

1 当該ビットに対応する A/Dコンバータユニットへリセットを発行します。 

 

[bit15:0] MFSRST[15:0] : マルチファンクションシリアルインタフェースのリセット制御 

本ビットは、マルチファンクションシリアルインタフェースのチャネル単位のリセットを制御します。各ビッ

トとチャネルの対応を以下に示します。 

 

bit0 - MFSRST0 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 0 

bit1 - MFSRST1 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 1 

bit2 - MFSRST2 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 2 

bit3 - MFSRST3 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 3 

bit4 - MFSRST4 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 4 

bit5 - MFSRST5 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 5 

bit6 - MFSRST6 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 6 

bit7 - MFSRST7 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 7 

bit8 - MFSRST8 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 8 

bit9 - MFSRST9 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 9 

bit10 - MFSRST10 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 10 

bit11 - MFSRST11 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 11 

bit12 - MFSRST12 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 12 
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bit13 - MFSRST13 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 13 

bit14 - MFSRST14 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 14 

bit15 - MFSRST15 : マルチファンクションシリアルインタフェース チャネル 15 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するマルチファンクションシリアルインタフェースのチャネルがリセッ

ト状態となり、シリアル通信が停止し、レジスタは初期化されます。該当するマルチファンクションシリアル

インタフェースのチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットに"1"を設定することは禁止です。

リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 
当該ビットに対応するマルチファンクションシリアルインタフェース・チャネルのリセットを解除し

ます。(初期値) 

1 
当該ビットに対応するマルチファンクションシリアルインタフェース・チャネルへリセットを発行し

ます。 
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4.3 周辺クロック制御レジスタ 1(CKEN1) 

周辺クロック制御レジスタ 1(CKEN1)について説明します。 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 QDUCK[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 1111 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 MFTCK[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 1111 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 BTMCK[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 1111 

 

[bit31:20] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit19:16] QDUCK[3:0] : クアッドカウンタの動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、クアッドカウンタへの動作クロック供給および停止を制御します。各ビットとクアッドカウンタ

ユニットの対応を以下に示します。 

 

bit16 - QDUCK0 : クアッドカウンタユニット 0 

bit17 - QDUCK1 : クアッドカウンタユニット 1 

bit18 - QDUCK2 : クアッドカウンタユニット 2 

bit19 - QDUCK3 : クアッドカウンタユニット 3 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するクアッドカウンタのユニットにバスクロックが供給され、クアッド

カウンタ機能を使用できます。該当するクアッドカウンタユニットが搭載されていない製品では、該当するビ

ットを初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応するクアッドカウンタユニットへのバスクロック入力が停止します。バ

スクロック入力停止中は、該当するユニットのクアッドカウンタ機能は使用できません。 
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bit 説明 

0 当該ビットに対応するクアッドカウンタユニットへのバスクロック入力を停止します。 

1 
当該ビットに対応するクアッドカウンタユニットにバスクロックを供給します。 

(初期値) 

[bit15:12] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

 [bit11:8] MFTCK[3:0]: 多機能タイマと PPG の動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、多機能タイマと PPGへの動作クロック供給および停止を制御します。各ビットと多機能タイマ

ユニットと PPGチャネルの対応を以下に示します。 

 

bit8 - MFTCK0 : 多機能タイマユニット 0・PPG ch.0, ch.2, ch.4, ch.6 

bit9 - MFTCK1 : 多機能タイマユニット 1・PPG ch.8, ch.10, ch.12, ch.14 

bit10 - MFTCK2 : 多機能タイマユニット 2・PPG ch.16, ch.18, ch.20, ch.22 

bit11 - MFTCK3 : 多機能タイマユニット 3・PPG ch.24, ch.26, ch.28, ch.30 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する多機能タイマユニットと PPG チャネルにバスクロックが供給され、

多機能タイマと PPG機能を使用できます。該当する多機能タイマユニットと PPG チャネルが搭載されていな

い製品では、該当するビットを初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応する多機能タイマユニットと PPGチャネルへのバスクロック入力が停止

します。バスクロック入力停止中は、該当する多機能タイマおよび PPG機能は使用できません。 

bit 説明 

0 当該ビットに対応する多機能タイマユニットと PPGチャネルへのバスクロック入力を停止します。 

1 当該ビットに対応する多機能タイマユニットと PPGチャネルにバスクロックを供給します。(初期値) 

 

[bit7:4] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit3:0] BTMCK[3:0] : ベースタイマの動作クロック供給・停止設定 

これらのビットは、ベースタイマへの動作クロック供給および停止を制御します。各ビットとベースタイマチ

ャネルの対応を以下に示します。 

 

bit0 - BTMCK0 : ベースタイマチャネル 0～3 

bit1 - BTMCK1 : ベースタイマチャネル 4～7 

bit2 - BTMCK2 : ベースタイマチャネル 8～11 

bit3 - BTMCK3 : ベースタイマチャネル 12～15 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するベースタイマチャネルにバスクロックが供給され、ベースタイマ機

能を使用できます。該当するベースタイマチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初期値か

ら変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応するベースタイマチャネルへのバスクロック入力が停止します。バスク

ロック入力停止中は、該当するチャネルのベースタイマ機能は使用できません。 
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bit 説明 

0 当該ビットに対応するベースタイマチャネルへのバスクロック入力を停止します。 

1 
当該ビットに対応するベースタイマチャネルにバスクロックを供給します。 

(初期値) 
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4.4 周辺リセット制御レジスタ 1(MRST1) 

周辺リセット制御レジスタ 1(MRST1)について説明します。 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 QDURST[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 MFTRST[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 0000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 BTMRST[3:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 0000 

 

[bit31:20] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit19:16] QDURST[3:0] :クアッドカウンタのリセット制御 

本ビットは、クアッドカウンタのユニット単位のリセットを制御します。各ビットとクアッドカウンタユニッ

トの対応を以下に示します。 

 

bit16 - QDURST0 : クアッドカウンタユニット 0 

bit17 - QDURST1 : クアッドカウンタユニット 1 

bit18 - QDURST2 : クアッドカウンタユニット 2 

bit19 - QDURST3 : クアッドカウンタユニット 3 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するクアッドカウンタのユニットがリセット状態となり、クアッドカウ

ンタ動作が停止し、レジスタは初期化されます。該当するクアッドカウンタユニットが搭載されていない製品

では、該当するビットを初期値から変更しないでください。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"

を設定し直してください。 
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bit 説明 

0 
当該ビットに対応するクアッドカウンタユニットのリセットを解除します。 

(初期値) 

1 当該ビットに対応するクアッドカウンタユニットへリセットを発行します。 

 

[bit15:12] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit11:8] MFTRST[3:0] :多機能タイマと PPG のリセット制御 

本ビットは、ユニット単位の多機能タイマリセットと 4チャネル単位の PPGリセットを制御します。各ビッ

トとクアッドカウンタユニットと PPGチャネルの対応を以下に示します。 

 

bit8 - MFTRST0 : 多機能タイマユニット 0・PPG ch.0, ch.2, ch.4, ch.6 

bit9 - MFTRST1 : 多機能タイマユニット 1・PPG ch.8, ch.10, ch.12, ch.14 

bit10 - MFTRST2 : 多機能タイマユニット 2・PPG ch.16, ch.18, ch.20, ch.22 

bit11 - MFTRST3 : 多機能タイマユニット 3・PPG ch.24, ch.26, ch.28, ch.30 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する多機能タイマユニットと PPGチャネルがリセット状態となり、多機

能タイマ動作が停止し、レジスタは初期化されます。該当する多機能タイマユニットと PPGチャネルが搭載

されていない製品では、該当するビットを初期値から変更しないでください。リセット状態を解除するため、

必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 当該ビットに対応する多機能タイマユニットと PPGチャネルのリセットを解除します。(初期値) 

1 当該ビットに対応する多機能タイマユニットと PPGチャネルへリセットを発行します。 

 

[bit7:4] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit3:0] BTMRST[3:0] : ベースタイマのリセット制御 

本ビットは、ベースタイマの 4単位でリセットを制御します。各ビットとベースタイマチャネルの対応を以下

に示します。 

 

bit0 - BTMRST0 : ベースタイマチャネル 0～3 

bit1 - BTMRST1 : ベースタイマチャネル 4～7 

bit2 - BTMRST2 : ベースタイマチャネル 8～11 

bit3 - BTMRST3 : ベースタイマチャネル 12～15 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するベースタイマチャネルのユニットがリセット状態となり、ベースタ

イマ動作が停止し、レジスタは初期化されます。該当するベースタイマチャネルが搭載されていない製品では、

該当するビットを初期値から変更しないでください。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設

定し直してください。 
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bit 説明 

0 
当該ビットに対応するベースタイマチャネルのリセットを解除します。 

(初期値) 

1 当該ビットに対応するベースタイマチャネルへリセットを発行します。 
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4.5 周辺クロック制御レジスタ 2(CKEN2) 

周辺クロック制御レジスタ 2(CKEN2)について説明します。 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 PCRCCK 予約 CECCK 予約 LCDCCK 

属性 - R/W - R/W - R/W 

初期値 - 1 - 1 - 1 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field I2SCCK[1:0] ICCCK[1:0] 予約 予約 

属性 R/W R/W - - 

初期値 11 11 - - 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 USBCK[1:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 00 

 

 

[bit31:21] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit20] PCRCCK : プログラマブル CRC の動作クロック供給・停止 

本ビットは、プログラマブル CRCへのバスクロック供給および停止を制御します。 

本ビットに"1"を設定すると、プログラマブル CRCブロックへバスクロックが供給され、プログラマブル CRC

機能を使用できます。プログラマブル CRCブロックが搭載されていない製品では、本ビットを初期値から変

更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、プログラマブル CRCブロックへのバスクロック入力が停止します。バスクロ

ック入力停止中は、プログラマブル CRC 機能は使用できません。 

bit 説明 

0 プログラマブル CRC ブロックへのバスクロック入力を停止します。 

1 プログラマブル CRC ブロックにバスクロックを供給します。(初期値:) 

[bit19] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 
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[bit18] CECCK : HDMI-CEC/リモコン受信の動作クロック供給・停止 

本ビットは、HDMI-CEC/リモコン受信ブロックへのバスクロック供給および停止を制御します。 

本ビットに"1"を設定すると、HDMI-CEC/リモコン受信ブロックへバスクロックが供給され、HDMI-CEC/リモ

コン受信機能を使用できます。HDMI-CEC/リモコン受信ブロックが搭載されていない製品では、本ビットを

初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、HDMI-CEC/リモコン受信ブロックへのバスクロック入力が停止します。バス

クロック入力停止中は、HDMI-CEC/リモコン受信機能は使用できません。 

 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信ブロックへのバスクロック入力を停止します。 

1 HDMI-CEC/リモコン受信ブロックにバスクロックを供給します。(初期値:) 

 

[bit17] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit16] LCDCCK : LCD コントローラの動作クロック供給・停止 

本ビットは、LCDコントローラへのバスクロック供給および停止を制御します。 

本ビットに"1"を設定すると、LCDコントローラへバスクロックが供給され、LCDコントローラ機能を使用で

きます。LCDコントローラが搭載されていない製品では、本ビットを初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、LCDコントローラへのバスクロック入力が停止します。バスクロック入力停

止中は、LCDコントローラ機能は使用できません。 

 

bit 説明 

0 LCDコントローラへのバスクロック入力を停止します。 

1 LCDコントローラにバスクロックを供給します。(初期値:) 

 

[bit15:14] I2SCCK[1:0] : MFS-I2S の動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、MFS-I2Sへのバスクロック供給および停止を制御します。各ビットとMFS-I2Sチャネルの対応

を以下に示します。 

 

[TYPE2-M0+製品] 

bit14 - I2SCCK 0 : MFS-I2Sインタフェースチャネル 5 

bit15 - I2SCCK 1 : MFS-I2Sインタフェースチャネル 6 

 

[TYPE3-M0+製品] 

bit14 - I2SCCK 0 : MFS-I2Sインタフェースチャネル 4 

bit15 - I2SCCK 1 : MFS-I2Sインタフェースチャネル 6 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する MFS-I2Sチャネルにバスクロックが供給され、MFS-I2S機能を使用

できます。該当するMFS-I2Sチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初期値から変更しな

いでください。 
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当該ビットに"0"を設定すると、対応する MFS-I2Sチャネルへのバスクロック入力が停止します。バスクロッ

ク入力停止中は、該当するチャネルのMFS-I2S機能は使用できません。 

bit 説明 

0 当該ビットに対応する MFS-I2S チャネルへのバスクロック入力を停止します。 

1 
当該ビットに対応する MFS-I2S チャネルにバスクロックを供給します。 

(初期値) 

 

[bit13:12] ICCCK[1:0] : スマートカードインタフェースの動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、スマートカードインタフェースへのバスクロック供給および停止を制御します。各ビットとスマ

ートカードインタフェースチャネルの対応を以下に示します。 

 

bit12 - ICCCK0 : スマートカードインタフェースチャネル 0 

bit13 - ICCCK1 : スマートカードインタフェースチャネル 1 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するスマートカードインタフェースチャネルにバスクロックが供給され、

スマートカードインタフェース機能を使用できます。該当するスマートカードインタフェースチャネルが搭載

されていない製品では、該当するビットを初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応するスマートカードインタフェースチャネルへのバスクロック入力が停

止します。バスクロック入力停止中は、該当するチャネルのスマートカードインタフェース機能は使用できま

せん。 

bit 説明 

0 当該ビットに対応するスマートカードインタフェースチャネルへのバスクロック入力を停止します。 

1 
当該ビットに対応するスマートカードインタフェースチャネルにバスクロックを供給します。 

(初期値) 

[bit11:2] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit1:0] USBCK[1:0] : USB（ファンクション/ホスト）の動作クロック供給・停止設定 

本ビットは、USB(ファンクション/ホスト)へのバスクロック供給および停止を制御します。各ビットと USB

チャネルの対応を以下に示します。 

 

bit0 - USB CK0 : USBチャネル 0 

bit1 - USB CK1 : USBチャネル 1 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する USBチャネルにバスクロックが供給され、USB機能を使用できます。

該当する USB チャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初期値から変更しないでください。 

当該ビットに"0"を設定すると、対応する USBチャネルへのバスクロック入力が停止します。バスクロック入

力停止中は、該当するチャネルの USB機能は使用できません。 

bit 説明 

0 当該ビットに対応する USB チャネルへのバスクロック入力を停止します。(初期値) 

1 当該ビットに対応する USB チャネルにバスクロックを供給します。 
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4.6 周辺リセット制御レジスタ 2(MRST2) 

周辺リセット制御レジスタ 2(MRST2)について説明します。 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 PCRCRST 予約 CECRST 予約 LCDCRST 

属性 - R/W - R/W - R/W 

初期値 - 0 - 0 - 0 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field I2SCRST [1:0] ICCRST [1:0] 予約 予約 

属性 R/W R/W - - 

初期値 00 00 - - 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 USBRST [1:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 00 

 

[bit31:21] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit20] PCRCRST[1:0] :プログラマブル CRC のリセット制御 

本ビットは、プログラマブル CRCブロックのリセットを制御します。本ビットに"1"を設定すると、プログラ

マブル CRCがリセット状態となり、プログラマブル CRC動作が停止し、レジスタは初期化されます。プログ

ラマブル CRC ブロックが搭載されていない製品では、初期値から変更しないでください。リセット状態を解

除するため、必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 プログラマブル CRC ブロックのリセットを解除します。(初期値) 

1 プログラマブル CRC ブロックへリセットを発行します。 

[bit19] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit18] CECRST[1:0] : HDMI-CEC/リモコン受信のリセット制御 

本ビットは、HDMI-CEC/リモコン受信ブロックのリセットを制御します。本ビットに"1"を設定すると、

HDMI-CEC/リモコン受信部がリセット状態となり、HDMI-CEC/リモコン受信動作が停止し、レジスタは初期

化されます。HDMI-CEC/リモコン受信ブロックが搭載されていない製品では、初期値から変更しないでくだ
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さい。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信ブロックのリセットを解除します。(初期値) 

1 HDMI-CEC/リモコン受信ブロックへリセットを発行します。 

 

[bit17] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

[bit16] LCRCRST[1:0] : LCD コントローラのリセット制御 

本ビットは、LCDコントローラのリセットを制御します。本ビットに"1"を設定すると、LCDコントローラが

リセット状態となり、LCDコントローラ動作が停止し、レジスタは初期化されます。LCDコントローラが搭

載されていない製品では、初期値から変更しないでください。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに

"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 LCDコントローラのリセットを解除します。(初期値) 

1 LCDコントローラへリセットを発行します。 

 

[bit15:14] I2SCRST[1:0] :MFS-I2S のリセット制御 

本ビットは、MFS-I2Sのチャネル単位でリセットを制御します。各ビットとMFS-I2Sチャネルの対応を以下

に示します。 

 

[TYPE2-M0+製品] 

bit14 – I2SCRST0 : MFS-I2S チャネル 5 

bit15 – I2SCRST1 : MFS-I2S チャネル 6 

[TYPE3-M0+製品] 

bit14 – I2SCRST0 : MFS-I2S チャネル 4 

bit15 – I2SCRST1 : MFS-I2S チャネル 6 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するMFS-I2Sのチャネルがリセット状態となり、MFS-I2S動作が停止し、

レジスタは初期化されます。該当するMFS-I2Sチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初

期値から変更しないでください。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 当該ビットに対応する MFS-I2S チャネルのリセットを解除します。(初期値) 

1 当該ビットに対応する MFS-I2S チャネルへリセットを発行します。 

 

[bit13:12] ICCRST[1:0] :スマートカードインタフェースのリセット制御 

本ビットは、スマートカードインタフェースのチャネル単位でリセットを制御します。各ビットとスマートカ

ードインタフェースチャネルの対応を以下に示します。 
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bit12 - ICCRST0 : スマートカードインタフェースチャネル 0 

bit13 - ICCRST1 : スマートカードインタフェースチャネル 1 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応するスマートカードインタフェースのチャネルがリセット状態となり、

スマートカードインタフェース動作が停止し、レジスタは初期化されます。該当するスマートカードインタフ

ェースチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初期値から変更しないでください。リセット

状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 
当該ビットに対応するスマートカードインタフェースチャネルのリセットを解除します。 

(初期値) 

1 当該ビットに対応するスマートカードインタフェースチャネルへリセットを発行します。 

[bit11:2] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit1:0] USBRST[1:0] :USB（ファンクション/ホスト）のリセット制御 

本ビットは、USB（ファンクション/ホスト）のチャネル単位でリセットを制御します。各ビットと USBチャ

ネルの対応を以下に示します。 

 

bit0 - USBRST0 : USBチャネル 0 

bit1 - USBRST1 : USBチャネル 1 

 

当該ビットに"1"を設定すると、対応する USBのチャネルがリセット状態となり、USB動作が停止し、レジス

タは初期化されます。該当する USBチャネルが搭載されていない製品では、該当するビットを初期値から変

更しないでください。リセット状態を解除するため、必ず本ビットに"0"を設定し直してください。 

 

bit 説明 

0 
当該ビットに対応する USB チャネルのリセットを解除します。 

(初期値) 

1 当該ビットに対応する USB チャネルへリセットを発行します。 
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5. 周辺クロック停止機能 使用時の注意 

周辺クロック停止機能を使用する際の注意点について、周辺機能毎に説明します。 

全般 

 クロック供給を停止している周辺機能の制御 

クロック供給を停止している周辺機能へのレジスタアクセスはリード・ライト共に動作を保証しません。読出

し値は不定、書込みは禁止です。 

周辺クロック停止中に、周辺リセット制御レジスタ 0～2(MRST0, MRST1, MRST2)の制御で内部状態をリセッ

トすることはできます。 

 周辺クロック設定の組み合わせ 

複数の周辺機能を組み合わせで動作する機能は、必ず対象の周辺機能すべてを周辺クロック制御レジスタ 0～

2 (CKEN0, CKEN1, CKEN2)でクロック供給側に設定してください。 

例えば、A/D コンバータのタイマトリガ選択でベースタイマを使用する場合は、使用する A/D コンバータの

該当ユニットとベースタイマの該当チャネルを周辺クロック制御レジスタ(CKEN0, CKEN1)でそれぞれ設定

してください。 

 周辺クロック設定の初期化条件 

周辺クロック停止機能は以下のリセットで初期状態になります。以下のリセット発生後は必ず、周辺クロック

停止機能の再設定を実施してください。 

以下のリセットの詳細は、『リセット』の章を参照してください。 

− 電源投入リセット(PONR) 

− 低電圧検出リセット(LVDH) 

− INITX端子入力(INITX) 

− ソフトウェア・ウォッチドッグリセット(SWDGR) 

− ハードウェア・ウォッチドッグリセット(HWDGR) 

− クロック故障検出リセット(CSVR) 

− 異常周波数検出リセット(FCSR) 

− ソフトウェアリセット(SRST) 

− APB1バスリセット(APBC1_PSR) 

− ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 

マルチファンクションシリアルインタフェース 

 LIN Sync field 検出 : LSYN 

LIN バスインタフェースモードでインプットキャプチャ(ICU)を使用する場合は、マルチファンクションシリ

アルインタフェースの周辺クロック設定と合せて、対応する多機能タイマ(インプットキャプチャ)への動作ク

ロック供給を行う設定を別途実施してください。マルチファンクションシリアルインタフェースとインプット

キャプチャの接続は、『I/O ポート』の章の拡張機能端子設定レジスタ(EPFR)を参照してください。 

 MFS I2S インタフェース 

クロック同期シリアルインタフェース(CSIO)モードで I2Sを使用する場合は、マルチファンクションシリアル

インタフェースの周辺クロック設定と合わせて、対応するMFS I2Sインタフェースへの動作クロック供給を行

う設定を別途実施してください。 
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ベースタイマ 

 ベースタイマのクロック設定単位 

ベースタイマの周辺クロック制御は、Table 5-1に示す 4チャネル単位でクロックの停止・供給の制御を行い

ます。 

Table 5-1 周辺クロック停止設定とベースタイマチャネルの対応 

周辺クロック制御レジスタ 

(CKEN1)の設定ビット 
対象チャネル 

bit0 ベースタイマ ch.3, ch.2, ch.1, ch.0 

bit1 ベースタイマ ch.7, ch.6, ch.5, ch.4 

bit2 ベースタイマ ch.11, ch.10, ch.9, ch.8 

bit3 ベースタイマ ch.15, ch.14, ch.13, ch.12 

 

多機能タイマ 

 FRT選択レジスタ 

以下の FRT選択機能を使用する場合は、接続元の FRT が搭載されている多機能タイマユニットの動作クロッ

クは供給側に設定してください。 

− OCU 接続 FRT 選択レジスタ(OCFS) 

− ICU 接続 FRT 選択レジスタ(ICFS) 

− ADC 起動コンペア接続 FRT 選択レジスタ(ADCMP) 

 

PPG 

 PPGのクロック制御 

PPGへの入力クロック制御は、多機能タイマへの入力クロック設定と連動しています。Table 5-2に PPGのチ

ャネル番号と多機能タイマのユニット番号を示します。 

Table 5-2 多機能タイマと PPG の入力クロック制御 

多機能タイマのユニット番号 PPG のチャネル番号 

ユニット 0 チャネル 0～チャネル 7 

ユニット 1 チャネル 8～チャネル 15 

ユニット 2 チャネル 16～チャネル 23 

ユニット 3 チャネル 24～チャネル 31 

 

USB（ファンクション/ホスト） 

 クロック制御対象 

USB通信用のクロック供給・停止は周辺クロック制御レジスタ 2(CKEN2)の USBCKビットで制御することは

出来ません。USBクロック制御レジスタ(UCCR)の UCEN ビットによって、USB通信用のクロック制御を実施

します。詳細は、FM0+ファミリペリフェラルマニュアル『マクロ通信編』の『USBクロック生成』を参照し

てください。 

A/D コンバータ 

 A/D タイマトリガ選択 



CHAPTER 2-2: 周辺クロック停止機能  

 

 

116 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

A/D コンバータの起動要因としてベースタイマを使用する場合は、選択するベースタイマチャネルの動作ク

ロックは供給側に設定してください。 

 

GPIO/Fast GPIO 

 バスクロック停止時の制限 

GPIO/Fast GPIOのバスクロック停止中は、Table 5-3に示すように I/O ポートに関する機能を一部使用できませ

ん。必ず使用条件を確認して、I/Oポートのバスクロック制御を実施してください。I/Oポート機能の詳細は、

『I/Oポート』と『Fast GPIO』の章を参照してください。 

 

Table 5-3 GPIO/Fast GPIO クロック停止時の制限 

制御内容 
バスクロックの状態 

供給時* 停止時* 

I/Oポート機能の入力レベル読出し 

(PDIR/FPDIR/M_FPDIR レジスタのリード) 
○ × 

I/Oポート機能の出力レベル切換えと状態確認 

(PDOR/FPDOR/M_FPDOR レジスタの読出し・書込み) 
○ × 

I/Oポートのモード変更 

(PFR・PCR・DDR・ADE・SPSR・EPFR・PZR・FPOERレジスタの

設定変更) 

○ × 

周辺機能動作(信号入力および信号出力) ○ ○ 

外部割込み・NMI制御 ○ ○ 

リセット入力(INITX) ○ ○ 

ディープスタンバイモードからの復帰 

(WKUP端子入力) 
○ ○ 

*: ○は使用可能、×は使用禁止を示す。 

 

HDMI-CEC/リモコン受信 

 クロック制御対象 

HDMI-CEC/リモコン受信用のサブクロック供給・停止は周辺クロック制御レジスタ 2(CKEN2)の CECCKビッ

トで制御することができません。サブクロック制御レジスタ(RCK_CTL)の CECCKEビットによって、

HDMI-CEC/リモコン受信用のサブクロックのクロック制御を実施します。詳細は、低消費電力モードの章を

参照してください。 
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CHAPTER 2-3: 高速 CRトリミング 

 

高速 CR トリミング機能について説明します。 

 

 

1. 高速 CRトリミング機能 概要 

2. 高速 CRトリミング機能 構成・ブロックダイヤグラム 

3. 高速 CRトリミング機能 動作説明 

4. 高速 CRトリミング機能 設定手順例 

5. 高速 CRトリミング機能 レジスタ一覧 

6. 高速 CRトリミング機能 使用上の注意点 
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1. 高速 CR トリミング機能 概要 

高速 CR発振器の周波数トリミング機能を説明します。 

本デバイスの高速 CR発振器は、プロセスばらつきにより、周波数精度に変動幅を持ちます。トリミング機能

を設定することで、周波数のオフセット調整および温度による周波数の変動を抑えることができます。 

高速 CRトリミング機能は、周波数トリミング設定部と温度トリミング設定部から構成されます。 

周波数トリミング設定部は以下の機能を持ちます。 

− 周波数トリミングレジスタ(MCR_FTRM)にトリミング値を書き込むことにより、高速 CRの周波数オフ

セット調整が可能 

− ベースタイマの ch.0を使用することにより、一定期間内のカウント値から、周波数トリミングレジスタ

への設定値を算出することが可能 

 

 

温度トリミング設定部は以下の機能を持ちます。 

温度トリミングレジスタ(MCR_TTRM)にトリミング値を書き込むことにより、高速 CRの温度補正が

可能 

 

 

高速 CR発振器の周波数精度はご使用する製品の『データシート』の電気的特性を参照してください。 
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2. 高速 CR トリミング機能 構成・ブロックダイヤグラム 

高速 CR発振器の周波数トリミング機能の構成・ブロックダイヤグラムを説明します。 

Figure 2-1に高速 CR発振器の周波数トリミング機能のブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-1 高速 CR 発振器 タイミング回路のブロックダイヤグラム 

 

CLKHC_div
CLKHC

TRD/TRT

高速CR発振器
高速CRトリミング

制御回路/レジスタ部
ベースタイマ ch.0

APB-Bus

 

 

構成 

 高速 CR発振器 

高速 CR発振器です。CLKHC(高速 CRクロック)を出力します。 

また、高速 CR発振 周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM)の TRDビット、高速 CR発振 温度トリミ

ング設定レジスタ(MCR_TTRM)の TRTビットにより、トリミングを行えます。 

 高速 CRトリミング制御回路・レジスタ部 

高速 CRクロックのトリミング設定を行うための制御回路, レジスタを持ちます。 

また、高速 CR発振 分周設定レジスタ(MCR_PSR)の CSRビットで設定した分周比で分周した高速 CRクロッ

ク(CLKHC_div)をベースタイマ ch.0に出力します。 

 ベースタイマ 

高速 CRクロックの周波数トリミングデータを算出するため、周波数をカウントできます。 

＜注意事項＞ 

− クロック定義については、別章『クロック』を参照してください。 
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3. 高速 CR トリミング機能 動作説明 

高速 CR発振器の周波数トリミング機能の動作説明をします。 

高速 CR 発振 周波数トリミング機能 動作説明 

 周波数トリミング設定 

周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM)にトリミングデータ値を書き込むことにより、プロセスばらつ

きによる高速 CRクロックの誤差を補正できます。 

 温度トリミング設定 

温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM)にトリミングデータ値を書き込むことにより、温度変動による高

速 CRクロックの誤差を補正できます。 

 レジスタ Lock機能 

周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM)/温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM)には書込み保護機

能があります。 

これはシステム暴走時などに不正にレジスタを書き換えられないようにするためです。 

 トリミングデータ取得 

周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM)に書込むデータ取得方法は以下の 3つがあります。 

− 工場出荷時のフラッシュメモリの「CRトリミング」領域に保存されている値を用いる。 

リセット発行後は、フラッシュメモリに保持されている CRトリミング値が CRトリミング値のミラー

レジスタ（CRTRMM）に保持されます。周波数トリミング設定レジスタ（MCR_FTRM）に書き込むト

リミング値は、CRトリミング値のミラーレジスタ（CRTRMM）の TRMMビットの値を使用してくだ

さい。 

− ユーザ自身がベースタイマを使用することにより、一定期間内のカウント値から、周波数トリミング設

定レジスタへの設定値を算出する。 

− 高速 CRクロックを外部端子に出力し、波形モニタを行い、周波数トリミング設定レジスタへの設定値

を算出する。 

 

温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM)に書込むデータは、工場出荷時のフラッシュメモリの「CRトリミ

ング」領域に保存されている値を用いてください。リセット発行後は、フラッシュメモリに保持されている

CRトリミング値が CRトリミング値のミラーレジスタ（CRTRMM）に保持されます。温度トリミング設定レ

ジスタ（MCR_TTRM）に書き込むトリミング値は、CRトリミング値のミラーレジスタ（CRTRMM）の TTMM

ビットの値を使用してください。 

 

＜注意事項＞ 

− フラッシュメモリを消去する場合、「CR トリミング」領域も同時に消去されます。「CR トリミング」

領域の値を使用する場合、フラッシュメモリを消去する前に「CR トリミング」領域のデータを別領

域(RAM など)に保存してください。 

または、「CR トリミング」領域以外のセクタを消去してください。 

− 「CR トリミング」領域のアドレスについては、ご使用する製品の『フラッシュプログラミングマニ

ュアル』を参照してください。 
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4. 高速 CR トリミング機能 設定手順例 

高速 CR発振器のトリミング機能の設定手順例を説明します。 

トリミング機能設定 

Figure 4-1に示す手順で設定してください。 

 

1. 高速 CR発振 レジスタ書込み保護レジスタ(MCR_RLR)の TRMLCK[31:0]ビットに「0x1ACCE554」を書

込み、周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM) / 温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM)のロッ

クを解除する。 

2. 温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM)の TRTビットにトリミングデータを設定する。 

3. 周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM)の TRDビットを設定する。 

4. 高速 CR発振 レジスタ書込み保護レジスタ(MCR_RLR)の TRMLCK[31:0]ビットに「0x1ACCE554以外」

の値を書込み、周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM)/温度トリミング設定レジスタ

(MCR_TTRM)にロックをかける。 

 

Figure 4-1 周波数/温度トリミングデータ設定 

 

 
 

 

  

設定開始

レジスタロック解除
MCR_RLR.TRMLCK[31:0]=0x1ACC_E554

 周波数トリミング設定レジスタ設定
MCR_FTRM.TRD

レジスタロック
MCR_RLR.TRMLCK[31:0]=0x0000_0000

設定完了

 温度トリミング設定レジスタ設定
MCR_TTRM.TRT

※ 0x1ACC_E554以外を書込む
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周波数トリミングデータ 取得例 

フラッシュメモリの「CRトリミング」領域から取得する場合 

フラッシュメモリの「CRトリミング」領域を読み出し、取得した値を周波数トリミングレジスタ

(MCR_FTRM)の TRDビットに書き込んでください。 

 

周波数トリミングデータ算出方法 

以下に高速 CR発振器のトリミングデータ算出方法を説明します。 

 

1. ターゲット発振周波数 Ftgt[MHz]とし、その周期を Ttgt[ns]とします。そのときの高速 CR発振 周波数

トリミング設定レジスタの TRD[9:5]ビットの値を Xtrm_coarse、TRD[4:0]ビットの値を Xtrm_fineとし、

TRD[9:0]ビットのの値を Xtrmとします。 

2. TRD[4:0]ビットに 0b00000を設定します 

3. TRD[9:5]ビットに 0b00000を設定したときの値を Xtrmmin_coarseとします。そのときの周期を

Tmax_coarse[sec]とします。 

4. TRD[9:5]ビットに 0b11111を設定したときの値を Xtrmmax_coarseとします。そのときの周期を

Tmin_coarse [sec]とします。 

5. 以下の式より、ターゲット発振周期 Ttgt以上となる TRD[9:5]設定値 Xtrm_coarseを算出します。 

 

31

max_min_

max_
31

min_max_

_
coarseTcoarseT

coarseT
corseTcoarseT

Ttgt

coarseXtrm








 

※小数点以下は切り捨て 

 

6. 求めた Xtrm_coarseを TRD[9:5]ビットに設定します。 

7. TRDビットを設定した後の高速 CRクロック FCRHが Ftgt以下となっているか確認します。Ftgtを超えて

いる場合は、Xtrm_coarseから 1を減算し、手順 6.に戻ります。Ftgt以下となっている場合は、手順 8.

に進みます。 

8. TRD[4:0]ビットに 0b00000を設定したときの値を Xtrmmin_fineとします。そのときの周期を

Tmax_fine[sec]とします。 

9. TRD[4:0]ビットに 0b11111を設定したときの値を Xtrmmax_fineとします。そのときの周期を Tmin_fine 

[sec]とします。また、 

10. 以下の式より、ターゲット発振周期 Ttgtとなる TRD[4:0]設定値 Xtrm_fineを算出します。 

 

31

max_min_

max_
31

min_max_

_
fineTfineT

fineT
fineTfineT

Ttgt

fineXtrm








 

※小数点以下は切り上げ 

11. 求めた Xtrm_fineを TRD[4:0]ビットに設定します。 

12. TRDビットを設定した後の高速CRクロック FCRHが Ftgt以上かつ高速CRクロックの発振周波数の規格

内となっているか確認します。FCRHが規格を超えている場合は、Xtrm_fineから 1を減算し、手順 11.に
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戻ります。また、FCRHが Ftgt未満の場合、Xtrm_fineに 1を加算し、手順 11.に戻ります。規格内の場合、

トリミングデータの算出は完了です。 

 

＜注意事項＞ 

− 高速 CR クロックの発振周波数の規格値については、ご使用する製品の『データシート』を参照して

ください。 

 

 

Figure 4-2 高速 CR クロックのトリミング方法 

TRD

T[sec]

Tmax_coarse

Tmin_coarse

Tmin_fine

Tmax_fine

Xtrmmin_coarse Xtrmmax_coarse
Xtrmmin_fine Xtrmmax_fine

Ttgt

Xtrm

 

 

＜注意事項＞ 

− Tmin_coarse/fine,Tmax_coarse/fine の測定方法については「ベースタイマを用いたトリミングデータ

取得例」を参照してください。 
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ベースタイマを用いたトリミングデータ取得例 

高速 CR発振 トリミング方法のタイムチャートを Figure 4-3に示します。 

Figure 4-3 ベースタイマを使用した高速 CR クロックのトリミング方法のタイムチャート 

 

 

メインクロック(CLKMO)をマスタクロック(測定基準クロック)としてベースタイマを動作させます。 

Xtrmminおよび Xtrmmax設定に対して、分周した高速 CRクロック(CLKHC_div)の立上りでトリガをかけ、そ

のときのベースタイマのタイマ値を読み出して下記を計算します。 

Tmax = (TIMER1×PCLK) / DIV 

Tmin = (TIMER2×PCLK) / DIV 

− TIMER1, TIMER2 : ベースタイマ(PWC)のカウント値 

− PCLK   : APB1バスクロック 

− DIV   : 分周設定レジスタ(MCR_PSR)の CSRビットで設定された分周比 

 

(例) PCLK = 40 MHz (25 ns), 分周比 1/8, TIMER1 = 100 のとき、 

Tmax = (100 × 25 ns) / 8 = 312.5 ns 

＜注意事項＞ 

− トリミングに使用できるベースタイマは、ch.0 になります。 

Figure 4-3 の PCLK は APB1 バスクロックになります。 

このときの PCLK はメインクロックをマスタクロックにしてください。 

 

 

CLKHC

CLKHC_div

PCLK

TRD[9:0] Xtrmmin Xtrmmax

安定化時間 安定化時間

DTBF(TIMER1) DTBF(TIMER2)

PWC
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周波数トリミング手順例 

Figure 4-4に高速 CR発振のトリミング手順例を示します。 

Figure 4-4 高速 CR 発振のトリミング手順例 

 

Xtrm 算出手順例（4MHz 発振の場合） 

Figure 4-5に 4MHz発振時の Xtrm算出手順例を示します。粗調整および微調整の 2段階での周波数トリミン

グを行ってください。 

Figure 4-5 Xtrm 算出手順例 （4MHz） 

 

設定開始

SCM_CTLレジスタにより、

マスタクロックをメインクロックに設定

MCR_FTRMレジスタのロック解除

MCR_RLRレジスタに0x1ACC_E554書込み

MCR_PSRレジスタにより、
ベースタイマに入力する

高速CRクロックの分周比を設定

拡張機能端子設定レジスタ(EPFR04)により、

ベースタイマへの入力を

CR分周クロックに設定

Xtrm算出

(Xtrm算出手順例参照)

算出されたXtrmを

MCR_FTRMに設定

MCR_FTRMレジスタロック

MCR_RLRレジスタに0x0000_0000書込み

(※0x1ACC_E554以外の値を書込み)

エンド

 温度トリミング設定レジスタ設定
MCR_TTRM.TRT
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Xtrm_coarse= 

No 

Yes 

Xtrm_fine= 

Yes 
End 

Calculate the coarse adjustment 
(TRD[9:5]) bit (Xtrm_coarse) 

Set an Xtrmmin_coarse value as the MCR_FTRM 
(TRD=0b0000000000) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Set a trigger for base timer on the rising of 
the divided high-speed CR clock 

Read TIMER1 value 

Set an Xtrmmax_coarse value as the MCR_FTRM 
(TRD=0b1111100000) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER2 value 

Calculate Tmin_coarse and Tmax_coarse, 
based on measured TIMER1 and TIMER2 values: 

Tmin_coarse = (TIMER1×PCLK)/DIV 
Tmax_coarse = (TIMER2×PCLK)/DIV 

Calculate Xtrm_coarse (TRD set value at Ttgt): 

 {Ttgt - (Tmax_coarse-Tmin_coarse) / 31- 
Tmax_coarse} /{(Tmin_coarse-Tmax_coarse) / 31} 

F CRH  <= 4MHz ? 

Set an Xtrmmax_coarse value as TRD[9:5] 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER value 

Set Xtrm_coarse - 1 as TRD[9:5] 

Calculate the fine adjustment 
(TRD[4:0]) bit (Xtrm_fine) 

Set an Xtrm_coarse value as the MCR_FTRM 
(TRD[9:5]=Xtrm_coarse) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER1 value 

Set an Xtrmmax_fine value as the MCR_FTRM 
(TRD[4:0]=0b11111) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER2 value 

Calculate Tmin_fine and Tmax_fine, 
based on measured TIMER1 and TIMER2 values: 

Tmin_fine = (TIMER1×PCLK)/DIV 
Tmax_fine = (TIMER2×PCLK)/DIV 

Calculate Xtrm_fine (TRD set value at Ttgt): 

 {Ttgt - (Tmax_fine-Tmin_fine) / 31- 
Tmax_fine} /{(Tmin_fine-Tmax_fine) / 31} 

Set an Xtrm_fine value as TRD[4:0] 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER value 

Set an Xtrmmin_fine value as the MCR_FTRM 
(TRD[4:0]=0b00000) 

4MHz <= F CRH  <= 4.008MHz ? 

Set F CRH  < 4MHz: Xtrm_fine + 1 as TRD[4:0] 

Set F CRH  > 4.008MHz: Xtrm_fine - 1 as TRD[4:0] 

No 

Start 
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Xtrm 算出手順例（8MHz 発振の場合） 

Figure 4-6に 8MHz発振時の Xtrm算出手順例を示します。粗調整および微調整の 2段階での周波数トリミン

グを行ってください。 
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Figure 4-6 Xtrm 算出手順例 （8MHz） 

 

 

Xtrm_coarse= 

No 

Yes 

Xtrm_fine= 

Yes 
End 

Calculate the coarse adjustment 
(TRD[9:5]) bit (Xtrm_coarse) 

Set an Xtrmmin_coarse value as the MCR_FTRM 
(TRD=0b0000000000) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Set a trigger for base timer on the rising of 
the divided high-speed CR clock 

Read TIMER1 value 

Set an Xtrmmax_coarse value as the MCR_FTRM 
(TRD=0b1111100000) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER2 value 

Calculate Tmin_coarse and Tmax_coarse, 
based on measured TIMER1 and TIMER2 values: 

Tmin_coarse = (TIMER1×PCLK)/DIV 
Tmax_coarse = (TIMER2×PCLK)/DIV 

Calculate Xtrm_coarse (TRD set value at Ttgt): 

 {Ttgt - (Tmax_coarse-Tmin_coarse) / 31- 
Tmax_coarse} /{(Tmin_coarse-Tmax_coarse) / 31} 

F CRH  <= 8MHz ? 

Set an Xtrmmax_coarse value as TRD[9:5] 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER value 

Set Xtrm_coarse - 1 as TRD[9:5] 

Calculate the fine adjustment 
(TRD[4:0]) bit (Xtrm_fine) 

Set an Xtrm_coarse value as the MCR_FTRM 
(TRD[9:5]=Xtrm_coarse) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER1 value 

Set an Xtrmmax_fine value as the MCR_FTRM 
(TRD[4:0]=0b11111) 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER2 value 

Calculate Tmin_fine and Tmax_fine, 
based on measured TIMER1 and TIMER2 values: 

Tmin_fine = (TIMER1×PCLK)/DIV 
Tmax_fine = (TIMER2×PCLK)/DIV 

Calculate Xtrm_fine (TRD set value at Ttgt): 

 {Ttgt - (Tmax_fine-Tmin_fine) / 31- 
Tmax_fine} /{(Tmin_fine-Tmax_fine) / 31} 

Set an Xtrm_fine value as TRD[4:0] 

Base timer ch.0 
PWC timer operation 

Read TIMER value 

Set an Xtrmmin_fine value as the MCR_FTRM 
(TRD[4:0]=0b00000) 

8MHz <= F CRH  <= 8.016MHz ? 

Set F CRH  < 8MHz: Xtrm_fine + 1 as TRD[4:0] 

Set F CRH  > 8.016MHz: Xtrm_fine - 1 as TRD[4:0] 

No 

Start 
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フラッシュメモリ内部の CR トリミング領域保存データの使用手順例 

以下にフラッシュメモリの CRトリミング領域に保存されているトリミングデータを読み出して周波数トリ

ミング設定レジスタ, 温度トリミング設定レジスタに設定する手順例を Figure 4-7に示します。 

Figure 4-7 CR トリミング領域保存データの使用手順例 

 

 

設定開始

レジスタロック解除
MCR_RLR.TRMLCK[31:0]=0x1ACC_E554

MCR_FTRM.TRDに

読出した周波数トリミングデータ(TRMM)を設定

レジスタロック
MCR_RLR.TRMLCK[31:0]=0x0000_0000

設定完了

MCR_TTRM.TRTに

読出した温度トリミングデータ(TTRM)を設定

※ 0x1ACC_E554以外を書込む

フラッシュメモリの

CRトリミング領域読み出し

 

 

 

＜注意事項＞ 

− CR トリミング領域のアドレスについては、ご使用する製品の『フラッシュプログラミングマニュア

ル』を参照してください。 
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5. 高速 CR トリミング機能 レジスタ一覧 

 

高速 CR発振器の周波数トリミング機能のレジスタ一覧を説明します。 

Table 5-1にレジスタ一覧を示します。 

Table 5-1 レジスタ一覧表 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

MCR_PSR 高速 CR発振 分周設定レジスタ 5.1 

MCR_FTRM 高速 CR発振 周波数トリミング設定レジスタ 5.2 

MCR_TTRM 高速 CR発振 温度トリミング設定レジスタ 5.3 

MCR_RLR 高速 CR発振 レジスタ書込み保護レジスタ 5.4 

 



 CHAPTER 2-3: 高速 CRトリミング 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 131 

5.1 高速 CR 発振 分周設定レジスタ(MCR_PSR) 

MCR_PSRレジスタは、高速 CR発振の分周比を設定します。 

分周されたクロックはベースタイマに入力できます。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 CSR 

属性 - R/W 

初期値 - 001 

レジスタ機能 

[bit7:3] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、"0b00000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00000"を設定してください。 

[bit2:0] CSR : 高速 CR 発振分周比設定ビット 

bit2 bit1 bit0 説明 

0 0 0 1/4 

0 0 1 1/8[初期値] 

0 1 0 1/16 

0 1 1 1/32 

1 0 0 1/64 

1 0 1 1/128 

1 1 0 1/256 

1 1 1 1/512 
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5.2 高速 CR 発振 周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM) 

MCR_FTRMレジスタは、周波数トリミング値を設定します。 

レジスタ構成 

bit 31               16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

bit 15     10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TRD[9:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 
01111 01111 (TYPE1-M0+, TYPE2-M0+) 

10000 00110 (TYPE3-M0+) 

レジスタ機能 

[bit31:10] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、常に"0"が読み出されます。 

書込みは動作に影響しません。 

[bit9:0] TRD[9:0] : 周波数トリミング設定ビット 

bit9:5 説明 

書込み時 

高速 CR発振器の出力周波数の粗調整を行うビットです。 

設定する値は周波数トリミング機能動作説明のトリミングデータ取得を参照してください。 

±1の設定を行うごとに以下の周波数ステップで変動します。 

約 1.0％（TYPE1-M0+製品） 

約 3.3％（TYPE2-M0+製品） 

約 1.8％（TYPE3-M0+製品） 

読出し時 

設定された値が読み出されます。 

初期値は以下の値が読みだされます。 

0b01111（TYPE1-M0+、TYPE2-M0+の時） 

0b10000（TYPE3-M0+の時） 

 

bit4:0 説明 

書込み時 

高速 CR発振器の出力周波数の微調整を行うビットです。 

設定する値は周波数トリミング機能動作説明のトリミングデータ取得を参照してください。 

±1の設定を行うごとに以下の周波数ステップで変動します。 

約 0.2％（TYPE1-M0+製品） 

約 0.3％（TYPE2-M0+製品） 

約 0.1％（TYPE3-M0+製品） 

読出し時 

設定された値が読み出されます。 

初期値は以下の値が読みだされます。 

0b01111（TYPE1-M0+、TYPE2-M0+の時） 

0b10000（TYPE3-M0+の時） 
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＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセット時には初期化されません。 

− TRD ビットに設定する値は周波数トリミング機能動作説明のトリミングデータ取得を参照してくだ

さい。 
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5.3 高速 CR 発振 温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM) 

MCR_TTRMレジスタは、温度トリミング値を設定します。 

本レジスタは、製品タイプ（TYPE1-M0+／TYPE2-M0+／TYPE3-M0+）によって、それぞれ異なる仕様になっ

ています。 

 

5.3.1 MCR_TTRM (TYPE1-M0+) 
 

レジスタ構成 

bit 31               16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

 

bit 15          5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TRT[4:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 10000 

 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、常に"0"が読み出されます。 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit4:0] TRT[4:0] : 温度トリミング設定ビット 

bit4:0 説明 

書込み時 

温度による周波数変動の補正を行うビットです。 

フラッシュメモリの温度トリミングビット保存領域を読み出した値を書き込んでください。 

温度トリミングビット保存領域については、ご使用する製品の『フラッシュプログラミング

マニュアル』を参照してください。 

読出し時 
設定された値が読み出されます。 

初期値は 0b10000が読み出されます。 

 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセット時には初期化されません。 

− 周波数トリミングデータを取得する際は、必ず先に本レジスタの設定を行ってください。 
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5.3.2 MCR_TTRM (TYPE2-M0+) 
 

レジスタ構成 

bit 31               16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

 

bit 15        7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TRT[6:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 0111111 

 

レジスタ機能 

[bit31:7] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、常に"0"が読み出されます。 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit6:0] TRT[6:0] : 温度トリミング設定ビット 

bit4:0 説明 

書込み時 

温度による周波数変動の補正を行うビットです。 

フラッシュメモリの温度トリミングビット保存領域を読み出した値を書き込んでください。 

温度トリミングビット保存領域については、ご使用する製品の『フラッシュプログラミング

マニュアル』を参照してください。 

読出し時 
設定された値が読み出されます。 

初期値は 0b0111111が読み出されます。 

 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセット時には初期化されません。 

− 周波数トリミングデータを取得する際は、必ず先に本レジスタの設定を行ってください。 
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5.3.3 MCR_TTRM (TYPE3-M0+) 
 

レジスタ構成 

bit 31               16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

 

bit 15        7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TRT[6:0] 

属性 - R/W 

初期値 - 1111111 

 

レジスタ機能 

[bit31:7] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、常に"0"が読み出されます。 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit6:0] TRT[6:0] : 温度トリミング設定ビット 

bit4:0 説明 

書込み時 

温度による周波数変動の補正を行うビットです。 

フラッシュメモリの温度トリミングビット保存領域を読み出した値を書き込んでください。 

温度トリミングビット保存領域については、ご使用する製品の『フラッシュプログラミング

マニュアル』を参照してください。 

読出し時 
設定された値が読み出されます。 

初期値は 0b1111111が読み出されます。 

 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセット時には初期化されません。 

− 周波数トリミングデータを取得する際は、必ず先に本レジスタの設定を行ってください。 
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5.4 高速 CR 発振 レジスタ書込み保護レジスタ(MCR_RLR) 

MCR_RLRレジスタは、周波数トリミング設定レジスタ(MCR_FTRM),高速 CR発振 温度トリミング設定レジ

スタ(MCR_TTRM)に対する書込み保護を制御します。 

レジスタ構成 

bit 31       16 

Field TRMLCK[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

         

bit 15       0 

Field TRMLCK[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0001 

レジスタ機能 

[bit31:0] TRMLCK[31:0] : レジスタ書込み保護ビット 

bit31:0 説明 

読出し時 

読出し値が 0x00000000 :  

MCR_FTRM/MCR_TTRMレジスタはロック解除状態 

読出し値が 0x00000001 :  

MCR_FTRM/MCR_TTRMレジスタはロック状態 

0x1ACCE554以外 

書込み時 
MCR_FTRM/MCR_TTRMレジスタはロックされます。 

0x1ACCE554 

書込み時 
MCR_FTRM/MCR_TTRMレジスタがロック解除されます。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセット時には初期化されません。 
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6. 高速 CR トリミング機能 使用上の注意点 

高速 CRトリミング機能の使用上の注意点を説明します。 

 低速 CR発振器について 

本トリミング機能は高速 CR発振器にのみ有効です。 

低速 CR発振器には適用できません。  

 「CRトリミング」領域に保存されているデータについて 

「CRトリミング」領域には、工場出荷時に設定した周波数/温度トリミングデータが保存されています。「CR

トリミング」領域のアドレスについては、ご使用する製品の『フラッシュプログラミングマニュアル』を参照

してください。 

フラッシュメモリを一括消去する場合、「CRトリミング」領域も同時に消去されます。「CRトリミング」領

域の値を使用する場合、フラッシュメモリを消去する前に「CRトリミング」領域のデータを別領域(RAMな

ど)に保存してください。 

または、「CRトリミング」領域以外のセクタのデータを消去してください。 

 

 高速 CR発振器 発振周波数精度について 

高速 CR発振 温度トリミング設定レジスタ(MCR_TTRM)と高速 CR発振 周波数トリミング設定レジスタ

(MCR_FTRM)の設定を行わない場合、『データシート』に記載されている高速 CR発振器の精度を保証できな

いため、必ず設定を行ってください。 

 

 ベースタイマの使用方法について 

ベースの使用方法は、『タイマ編』の『ベースタイマ』および『I/Oポート』の章を参照してください。 

 FCS(異常周波数検出機能) について 

FCS機能(異常周波数検出機能)については、『クロック監視機能』の章を参照してください。また、FCS機能

有効後には CRトリミングは禁止です。 
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CHAPTER 2-4: 低速 CR プリスケーラ 

 

低速 CR プリスケーラの機能と動作について説明します。 

 

 

1. 低速 CRプリスケーラの概要 

2. 低速 CRプリスケーラの構成 

3. 低速 CRプリスケーラの動作説明と設定手順例 

4. 低速 CRプリスケーラのレジスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード : 9BFLCPC-FM0-J03.0 
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1. 低速 CR プリスケーラの概要 

低速 CRプリスケーラの概要を示します。 

 

低速 CR プリスケーラ 

低速 CRプリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD)を設定することで低速 CRを分周し、低速 CR分周クロッ

ク(CLKLC)を生成します。 

本マクロを使用することで、低速 CRの精度を補正することが可能です。補正の仕方については、「3.低速 CR

プリスケーラの動作説明と設定手順例」の「低速 CRの補正例」を参照してください。 

 

2. 低速 CR プリスケーラの構成 

低速 CRプリスケーラのブロックダイヤグラムを示します。 

 

低速 CR プリスケーラのブロックダイヤグラム 

低速 CRスケーラのブロックダイヤグラムを Figure 2-1に示します。 

 

Figure 2-1 低速 CR プリスケーラのブロックダイヤグラム 

 

 

 低速 CRプリスケーラリロードレジスタ (LCR_PRSLD) 

低速 CRプリスケーラの分周比(リロード値)を設定します。 

BUS 

低速 CR 
Clock 

低速 CR プリスケーラ 

bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 

低速 CR リロード 
カウンタ 

CLKLC 

アンダフロー 
＞ 

リロードレジスタ(LCR_PRSLD) 



 CHAPTER 2-4: 低速 CR プリスケーラ 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 141 

 低速 CRリロードカウンタ 

低速 CR分周クロック(CLKLC)を生成するダウンカウンタです。 
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3. 低速 CR プリスケーラの動作説明と設定手順例 

低速 CRプリスケーラの動作について説明します。また、設定手順についても示します。 

3.1 低速 CR プリスケーラの設定手順 

低速 CRと周辺クロック(PCLK)は非同期です。 

低速 CRプリスケーラリロードレジスタの書込みは周辺クロック(PCLK)を利用しています。そのため、低速 CR

プリスケーラリロードレジスタ設定変更とリロードカウンタのリロードが同時に発生した場合に、リロードカ

ウンタにリロードされる値を保証できません。 

よって、低速 CRプリスケーラリロードレジスタの書換えは以下の手順にて行ってください。 

 

分周クロックを切り換える場合 

低速 CRプリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD)の初期値は"0"です。 

そのため、初期値から設定を変更する場合は、本手順は不要です。 

 

1. 低速 CRプリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD)に"0"を設定します。 

2. リロードカウンタに低速CRプリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD)の値がロードされるまで待ちま

す。 

待ち時間は、低速 CR周期 (50 kHz : 20 µs)×「1.で"0"に書き換える前の設定値」です。 

3. 低速 CRプリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD)に新しい設定値を書き込みます。 

 

設定変更時の待ち時間を Table 3-1に示します。 

 

Table 3-1 設定待ち時間 

設定前 

リロード値 
設定値 待ち時間 

0 0 なし 

1 0 20 µs (20 µs×1) 

2 0 40 µs (20 µs×2) 

3 0 60 µs (20 µs×3) 

: : : 

60 0 1200 µs (20 µs×60) 

61 0 1220 µs (20 µs×61) 

62 0 1240 µs (20 µs×62) 

63 0 1260 µs (20 µs×63) 

 

＜注意事項＞ 

− 分周クロックを停止することはできません。 

− 低速 CRプリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD)の設定は低速 CRリロードカウンタのアンダフ

ロー時に行われます。 



 CHAPTER 2-4: 低速 CR プリスケーラ 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 143 

3.2 低速 CR プリスケーラの動作 

低速 CRプリスケーラの動作を Figure 3-1に示します。 

 

Figure 3-1 低速 CR プリスケーラの動作説明図 

 

 

1. 周辺クロック(PCLK)に同期して、低速 CRプリスケーラロードレジスタ(LCR_PRSLD)をセットします。 

2. 低速 CRリロードカウンタが 0のタイミングで、低速 CRプリスケーラロードレジスタ(LCR_PRSLD)の値

を取り込みます。 

3. 低速 CRリロードカウンタアンダフローのタイミングで、低速 CR(CLKLC)を出力します。 

 

 

Peripheral Clock (PCLK) 

Low-speed CR Prescaler 

Reload Register 

Low-speed CR 

Underflow  

CLKLC 

Low-speed CR Reload Counter 0 5 4 3 2 1 0 

0 2 5 0 

5 4 3 2 1  0 2 1 0 2 1 0 2 1 
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3.3 低速 CR の補正例 

低速 CRの補正例を Figure 3-2に示します。 

Figure 3-2 低速 CR の補正例 

 

タイマ起動 

時計カウンタプリスケーラ設定 

クロックソースを低速 CR に設定 

(SEL_IN[1:0] = “11”) 

出力クロックを 2^4～2^1 に設定 

(SEL_OUT[2:0] = “010”) 

分周クロックを有効に設定 

(CLK_EN = “1”) 

時計カウンタ設定 

時計カウンタリロード値を 64 分周に設定 

(RLC[4:0] = “00000”) 

WCCK0 を選択 

(CS[1:0] = “00”) 

割込みを設定 

(WCIE) 

デュアルタイマ測定カウント値取得 

デュアルタイマ測定カウント値から 

低速 CR プリスケーラリロード値計算 

 

低速 CR プリスケーラリロード値設定 

時計カウンタ割込み 

デュアルタイマ設定 *1 

32 ビットカウンタ、フリーランモードを設定 

 (TimerMode= “0”, TimerSize=”1”) 

ロードレジスタを設定 

(TimerXLoad[31:0] = “0xFFFFFFFF”) 

時計カウンタリロード値を 64 分周に設定 

(TimerEn=”1”, WCEN=”1”) 

デュアルタイマ停止 (TimerEn=”0” ) 
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4. 低速 CR プリスケーラのレジスタ 

低速 CRプリスケーラのレジスタ一覧を示します。 

 

低速 CR プリスケーラのレジスタ 

Table 4-1 低速 CR プリスケーラのレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

LCR_PRSLD 低速 CRプリスケーラリロードレジスタ 4.1 
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4.1 低速 CR プリスケーラリロードレジスタ(LCR_PRSLD) 

低速 CRプリスケーラリロードレジスタは、低速 CRの分周比を設定するレジスタです。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 LCR_PRSLD[5:0] 

属性 - R/W 

初期値 00 000000 

 

 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"となります。 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit5:0] LCR_PRSLD : 低速 CR プリスケーラリロード 

書込み時は低速 CRプリスケーラの分周比(リロードカウンタのリロード値)を設定します。 

読出し時は設定値が読み出されます。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットで初期化されません。 
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CHAPTER 3: クロック監視機能 

 

クロック監視機能について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成・ブロックダイヤグラム 

3. 動作説明 

4. 設定手順例 

5. 動作例 

6. レジスタ一覧 

7. 使用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9BFCSV-FM0-J03.0 
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1. 概要 

クロック監視機能の概要を説明します。 

クロック監視機能には以下の 2種類の機能があります。 

クロック故障検出機能(CSV : Clock failure detection by clock Supervisor) 

クロック故障検出機能は、メインクロックとサブクロックを監視します。一定期間監視対象のクロック立上り

エッジが検出されなかった場合は、発振器が故障したと判断しシステムリセット要求を出力します。 

異常周波数検出機能(FCS : anomalous Frequency detection by Clock Supervisor) 

異常周波数検出機能は、メインクロックの周波数を監視します。高速 CRの分周クロックのエッジから次のエ

ッジまでの一定期間、メインクロックにより、内部のカウンタがカウントアップします。カウント値が、設定

したウィンドウの範囲外になった場合、メインクロックの周波数が異常であると判断し、CPU への割込み要

求、またはシステムリセット要求を出力します。 

 

2. 構成・ブロックダイヤグラム 

クロック監視機能のブロックダイヤグラムを説明します。 

2.1 クロック故障検出機能 

Figure 2-1にクロック故障検出機能のブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-1 クロック故障検出機能のブロックダイヤグラム 

 

 

 

 

クロック故障検出機能は、以下の 3種類のブロックから構成されます。 

メインクロック
カウンタ部

制御回路
レジスタ部

サブクロック
カウンタ部

メインクロック

サブクロック

CSV_RESET

高速CR

低速CR
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 制御回路・レジスタ部 

− クロック故障検出機能の制御回路を持ちます。 

− 設定レジスタを持ち、クロック故障検出機能の有効/無効を設定します。 

 メインクロックカウンタ部 

メインクロックを高速 CR クロックで監視しているカウンタ部です。 

 サブクロックカウンタ部 

サブクロックを低速 CRクロックで監視しているカウンタ部です。 

 

2.2 異常周波数検出機能 

Figure 2-2に異常周波数検出機能のブロックダイヤグラムを示します。 

 

Figure 2-2 異常周波数検出機能のブロックダイヤグラム 

 

 

 

 

異常周波数検出機能は、以下の 3種類のブロックから構成されます。 

 制御回路・レジスタ部・ウィンドウレジスタ部 

− 異常周波数検出機能の制御回路を持ちます。 

− 設定レジスタを持ち、異常周波数検出機能の有効/無効を設定します。 

− 測定の際、周波数範囲を定めるウィンドウレジスタを持ちます。 

 周波数カウンタ部 

メインクロックによるカウンタ部です。 

 分周器・エッジ検出部 

− 高速 CRを分周します。 

− 高速 CRの分周クロックの立上りエッジを検出します。 

周波数

カウンタ部

制御回路
レジスタ部

ウィンドウレジスタ部

エッジ検出分周器

FCS_RESET

FCS_INT

メインクロック

高速C R
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3. 動作説明 

クロック監視機能の動作を説明します。 

クロック故障検出機能 

クロック故障検出機能は、メインクロックとサブクロックを監視します。一定期間、監視対象のクロック立上

りエッジが検出されなかった場合、発振器が故障したと判断し、システムリセット要求を出力します。 

− このリセット要求を CSVリセット要求とよびます。 

− CSV機能では、メインクロックとサブクロックを独立して監視します。 

− メイン発振器・サブ発振器が発振停止したとき、監視を停止します。 

− 発振安定待ち時間中は監視を停止します。 

− CSV機能は、メイン・サブ発振器の発振安定待ち完了から自動的に有効になります。 

 

＜注意事項＞ 

− CSV制御レジスタ(CSV_CTL)により、メインクロック故障検出機能, サブクロック故障検出機能をそ

れぞれ独立して有効/無効が設定できます。 

− メインクロックは高速 CRクロック、サブクロックは低速 CRクロックで監視されており、それぞれ、

メインクロックは高速 CR  32クロックの間、サブクロックは低速 CR  32クロックの間に立上りエ

ッジが検出されない場合、発振器が故障したと判断します。 

 

異常周波数検出機能 

異常周波数検出機能は、メインクロックを監視します。 

高速 CRの分周クロックの立上りエッジから次の立上りエッジまでの期間、メインクロックにより、内部のカ

ウンタがカウントアップします。カウント値が、設定したウィンドウの範囲外になった場合、メインクロック

の周波数が異常であると判断し、CPUへの割込み要求、またはシステムリセット要求を出力します。 

− この割込み要求を FCS割込み要求, リセット要求を FCS リセット要求とよびます。 

− FCS機能では、メインクロックの周波数のみを監視します。 

− メイン発振器が発振停止したとき、監視を停止します。 

− 発振安定待ち時間中は監視を停止します。 

− FCS機能は、ユーザプログラムにより、ソフトウェアで起動されます。 

 

＜注意事項＞ 

− FCSリセット許可をしている場合 

カウンタ値が設定ウィンドウから外れた場合、1回目は割込み要求が発生します。割込み要求がクリ

アされないまま、カウンタ値が設定ウィンドウ外に外れた場合、システムリセット要求を出力します。 

FCSリセット許可されていない場合は、リセット要求はマスクされます。 

− カウンタ値は設定したウィンドウ外に外れたときに、周波数検出カウンタレジスタ(FCSWD_ CTL) 

に保存します。 
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4. 設定手順例 

クロック監視機能の設定手順例を説明します。 

クロック故障検出機能 設定手順例 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− VBATのレジスタの 32k発振クロック制御連携を有効→無効(WTOSCCNT.SOSCNTL="1"→"0")にす

る場合は、サブクロック発振安定待ち完了後にレジスタ値を書き換えてください。 

− CHIP側の電源を切断(OFF)し VBATドメインのみ動作させる場合、WTOSCCNT.SOSCNTL="0"に設

定してから CHIP側の電源を切断(OFF)してください。また、CHIP側の電源を切断(OFF)した後には

サブクロック監視機能は働きません。 

− VBATレジスタの詳細については別章『VBATドメイン』を参照してください。 

 

監視停止? 

メインクロック, サブクロック 

発振安定待ち完了 

Yes 

No 

エンド 

CSV_CTLレジスタにアクセス 

許可ビットを禁止 

メインクロック, サブクロック 

クロック故障検出動作開始 

故障検出? 

 
Yes 

No 

CSVリセット発生 

メインクロック, サブクロック 

発振器有効設定 

設定開始 
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異常周波数検出機能 設定手順例 

 

 

 

 

CSV_CTLにアクセス 

FCSリセット許可/禁止設定 

FCSWL_CTL にアクセス 

周波数ウィンドウ下位 設定 

INT_CLRにアクセス 

FCS割込み要因クリア 

エンド 

CSV_CTLにアクセス 

FCD(カウントエッジ分周比)設定 

FCSWH_CTL にアクセス 

周波数ウィンドウ上位 設定 

カウント値はウィンドウ外か? 

Yes 

No 

割込みフラグは有効(“1”)か? 

FCS割込み発生 

割込み処理・FCS機能再開 

FCSリセット発生 

No 

Yes 

FCSリセットは許可されているか？ 

Yes 

No 

CSV_CTLにアクセス 

FCS機能 ON 

INT_ENRにアクセス 

FCS割込み許可/禁止設定 

設定開始 
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5. 動作例 

クロック監視機能の動作例を説明します。 

5.1 クロック故障検出 

Figure 5-1にクロック故障検出の動作例を示します。 

Figure 5-1 クロック故障検出動作例 

 

メインクロック

高速CRクロック

メインクロック消失期間
32 x CR クロック

CSVリセット

リセット発生
 

 

1. メインクロックが故障により停止します。 

2. 高速 CRクロックによるカウントアップします。 

3. 高速 CR 32クロック期間、メインクロックが停止していた場合、クロック故障と認識し、CSV リセット

を発行します。 

<注意事項> 

− サブクロック監視の場合、低速 CR 32クロック期間サブクロックが停止していた場合、クロック故障

と判断します。 

Figure 5-2にストップモード時のクロック故障検出の動作例を示します。 

Figure 5-2 ストップモード時のクロック故障検出動作例 

 

メインクロック
（サブクロック）

高速CRクロック
(低速CRクロック)

STOPモード期間

メイン（サブ）クロック停止

高速CRクロック停止
(低速CRクロック停止)

RUN STOP 発振安定待ち RUN

発振安定待ち期間

クロック監視期間 クロック監視停止期間 クロック監視期間

 

 



CHAPTER 3: クロック監視機能  

 

 

154 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

1. ストップモード時、メインクロックおよび高速 CRクロックが停止します。 

その間、クロック監視機能も停止します。 

2. ストップモード解除により、メインクロックおよび高速 CRクロックの発振が再開され、発振安定待ち

時間を取ります。その間、クロック監視機能は停止を継続します。 

3. 発振安定待ち時間完了により、クロック監視を再開します。 

 

5.2 異常周波数検出 

Figure 5-3に異常周波数検出機能の動作例を示します。 

Figure 5-3 異常周波数検出機能 動作例 

メインクロック

高速CR分周クロック

カウントアップ期間

 

 

1. 高速 CRの分周クロックの立上りエッジを検出します。 

2. エッジ検出から、メインクロックによりカウントアップします。 

3. 再度高速 CRの分周クロックの立上りエッジを検出するまで、カウントアップを継続します。 

4. メインクロックによるカウント値=αとします。 

ウィンドウ下限設定値=A, ウィンドウ上限値=B のとき、カウント値αとウィンドウ値を比較し、 

  A ≦ α ≦ B 

の範囲内にαがある場合、周波数は問題ないと判断します。 

カウント値αがウィンドウの範囲外 

  α＜A、もしくは、B＜α 

となった場合、周波数が異常になっていると判断し、割込みを発生します。 

設定により、割込み発生後割込みフラグがクリアされずに再度異常周波数を検出した場合、リセットを発生しま

す。 
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5.3 異常周波数検出機能のウィンドウ設定例 

高速 CRの分周クロックのエッジ間でカウントを行います。測定間隔は CRの精度にも影響を受けます。ウィ

ンドウレジスタ値を設定する際は CRの精度も考慮した値を設定してください。 

CR発振器の周波数精度についてはデータシートにて確認してください。 

算出方法 

CR精度の影響を加味したカウント値の範囲の算出後、ウィンドウレジスタ値を設定します。カウント値の範

囲は以下の計算式にて算出します。 

 

例 :  

周波数 K[Hz]で±Z%精度の CR発振器を Y 分周したクロックを用いて、周波数 L[Hz]のメインクロックのカウ

ント値を算出します。 

カウント値 A(CRの周波数精度プラス側) = 1 / [ (K/Y) × (1 + Z/100)] × L 

カウント値 B(CRの周波数精度マイナス側)=  1 / [ (K/Y) × (1 - Z/100)] × L 

この計算式より、内蔵 CR 精度の影響を加味したカウント値は A~B の範囲になります。 

ウィンドウ下限はカウント値 Aよりも小さい値を、ウィンドウ上限はカウント値 Bよりも大きい値を設定し

てください。 

ウィンドウの設定はユーザのメイン発振の周波数変動の許容値によります。 

 

算出例 

周波数 4MHz で±5%精度の CR発振器を 1024分周したクロックを用いて、周波数 4MHz のメインクロックの

カウント値を算出します。 

カウント値 A(CRの周波数精度プラス側) 

1

x
5

1　＋
100

( )
4x 106xカウント値 A = 4x106

1024

975≒

 

カウント値 B(CRの周波数精度マイナス側) 

1

x
5

1　-
100

( )
4x 106xカウント値 B = 4x106

1024

1078≒

 

これにより、高速 CR誤差を含むカウント値の範囲は 975～1078になります。ウィンドウ設定値を仮にカウン

ト範囲の±5%としたとき、ウィンドウ設定値は以下のようになります。 

1

CRの分周クロック周波数 x
CR精度

1　±
100

( )
メインクロック周波数xカウント値 =
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ウィンドウ下限 = 975×0.95(-5%)  = 926.25 ≒ 3.43 MHz 

ウィンドウ上限 = 1078×1.05(+5%) = 1131.9 ≒ 4.64 MHz 

これにより、メインクロックの周波数が 3.4 MHz～4.6 MHzの範囲を外れたとき、異常周波数であると確認で

きます。Table 5-1にウィンドウ設定例を示します。 

Table 5-1 ウィンドウ設定例 

高速 CR 

分周クロック 

メイン 

クロック 

高速 

CR誤差 

高速 CR誤差を含む 

カウント値 

ウィンドウ 

設定値下限 

ウィンドウ 

設定値上限 

CR:4MHzの 1024 分周 4 MHz ±5% 
975(≒3.61 MHz) 

～1078(≒4.42 MHz) 

926 

(≒3.43 MHz) 

1131 

(≒4.64 MHz) 
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6. レジスタ一覧 

クロック監視機能のレジスタ一覧を説明します。 

レジスタ一覧 

レジスタ一覧を Table 6-1に示します。 

Table 6-1 レジスタ一覧表 

略称 レジスタ名 参照先 

CSV_CTL CSV 制御レジスタ 6.1 

CSV_STR CSV 状態レジスタ 6.2 

FCSWH_CTL 周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(上位) 6.3 

FCSWL_CTL 周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(下位) 6.4 

FCSWD_CTL 周波数検出カウンタレジスタ 6.5 
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6.1 CSV制御レジスタ(CSV_CTL) 

CSV_CTLレジスタは CSV機能を制御する設定を行います。 

6.1.1 レジスタ構成 
bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 FCD 予約 FCSRE FCSDE 

属性 - R/W - R/W R/W 

初期値 0 111 00 0 0 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SCSVE MCSVE 

属性 - R/W R/W 

初期値 000000 1 1 

6.1.2 レジスタ機能 

[bit15] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit14:12] FCD : FCSカウント期間設定ビット 

bit14:12 説明 

書込み時 

000 

設定禁止 

001 

010 

011 

100 

101 高速 CR 発振の 256 分周 

110 高速 CR 発振の 512 分周 

111 高速 CR 発振の 1024 分周 [初期値] 

読出し時 レジスタの値が読み出されます。 

 

[bit11:10] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit9] FCSRE : FCSリセット出力許可ビット 

bit 説明 

書込み時 
0 FCS リセットは禁止されます。 [初期値] 

1 FCS リセットは許可されます。 

読出し時 レジスタの値が読み出されます。 
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[bit8] FCSDE : FCS機能許可ビット 

bit 説明 

書込み時 
0 FCS 機能は禁止されます。[初期値] 

1 FCS 機能は許可されます。 

読出し時 レジスタの値が読み出されます。 

 

 

[bit7:2] 予約ビット 

本ビットからは、"0b000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b000000"を設定してください。 

 

[bit1] SCSVE : サブ CSV機能許可ビット 

bit 説明 

書込み時 
0 サブ CSV 機能は禁止されます。 

1 サブ CSV 機能は許可されます。[初期値] 

読出し時 レジスタの値が読み出されます 

 

[bit0] MCSVE : メイン CSV機能許可ビット 

bit 説明 

書込み時 
0 メイン CSV 機能は禁止されます。  

1 メイン CSV 機能は許可されます。[初期値] 

読出し時 レジスタの値が読み出されます 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 

− サブクロック監視機能を有効にするためには、システムクロックモード制御レジスタのサブクロック

発振許可設定(SCM_CTL.SOSCE)=1とし、システムクロックモード状態レジスタのサブクロック発

振安定ビットの発振安定(SCM_STR.SORDY=1)を待つ必要があります。 

− VBATのレジスタの 32k発振イネーブル設定(WTOSCCNT.SOSCEX=0)を行っただけではサブク 

ロック監視機能は働きません。 

− VBATのレジスタの 32k発振クロック制御連携 無効設定(WTOSCCNT.SOSCNTL=0)および VBAT

のレジスタの 32k発振ディスエーブル設定(WTOSCCNT.SOSCEX=1)の時に、システムクロック 

モード制御レジスタのサブクロック発振許可設定(SCM_CTL.SOSCE)=1，CSV制御レジスタのサブ

CSV機能許可(CSV_CTL.SCSVE)=1とする設定組み合わせは禁止です。 

− VBAT RTCの詳細については『VBATドメイン』を参照してください。 
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6.2 CSV状態レジスタ(CSV_STR) 

CSV_STRレジスタは CSV機能の状態を示します。 

6.2.1 レジスタ構成 
bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SCMF MCMF 

属性 - R R 

初期値 000000 0 0 

6.2.2 レジスタ機能 

[bit7:2] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b000000"を設定してください。 

 

[bit1] SCMF : サブクロック故障検出フラグ 

bit 説明 

書込み時 動作に影響しません 

読出し時 
0 サブクロック故障は検出されていない[初期値] 

1 サブクロック故障が検出された 

 

[bit0] MCMF : メインクロック故障検出フラグ 

bit 説明 

書込み時 動作に影響しません 

読出し時 
0 メインクロック故障は検出されていない[初期値] 

1 メインクロック故障が検出された 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは読出しでクリアされます。 
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6.3 周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(上位)(FCSWH_CTL) 

FCSWH_CTL レジスタは周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(上位)を設定します。 

6.3.1 レジスタ構成 
bit 15       0 

Field FWH 

属性 R/W 

初期値 0xFFFF 

6.3.2 レジスタ機能 

[bit15:0] FWH : 周波数検出ウィンドウ設定ビット(上位) 

bit15:0 説明 

書込み時 任意の値の書込みが可能です。 

読出し時 レジスタの値が読み出されます。 

 

＜注意事項＞ 

− FCSWL_CTL(周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(下位))よりも大きな値を設定してください。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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6.4 周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(下位)(FCSWL_CTL) 

FCSWL_CTL レジスタは周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(下位)を設定します。 

6.4.1 レジスタ構成 
bit 15       0 

Field FWL 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

6.4.2 レジスタ機能 

[bit15:0] FWL : 周波数検出ウィンドウ設定ビット(下位) 

bit15:0 説明 

書込み時 任意の値の書込みが可能です。 

読出し時 レジスタの値が読み出されます。 

 

＜注意事項＞ 

− FCSWH_CTL(周波数検出ウィンドウ設定レジスタ(上位))よりも小さな値を設定してください。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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6.5 周波数検出カウンタレジスタ(FCSWD_CTL) 

FCSWD_CTL レジスタは周波数検出のメインクロックによるカウンタ値を示します。 

6.5.1 レジスタ構成 
bit 15       0 

Field FWD 

属性 R 

初期値 0x0000 

6.5.2 レジスタ機能 

[bit15:0] FWD : 周波数検出カウントデータ 

bit15:0 説明 

書込み時 動作に影響しません。 

読出し時 カウント値が読み出されます。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは異常検出したときのみカウント値を保持します。 

− 本レジスタはソフトウェアリセットでは初期化されません。 
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7. 使用上の注意 

クロック監視機能の使用上の注意を説明します。 

 周波数検出の割込み要因のイネーブル, クリアについては、別章『クロック』を参照してください。 

 

 クロック故障検出および異常周波数検出のリセット要因については、別章『リセット』を参照してください。 

 

 リセット発生後の動作について 

クロック故障検出によるリセット発生後、クロックモードは高速 CRに戻ります。 

故障したクロックを再度選択しないでください。 

 周波数検出機能を使う際の高速 CRクロックについて 

周波数故障検出機能は高速 CR自身の周波数精度に影響されます。 

周波数ウィンドウを設定する際は、高速 CRの精度を考慮した値を設定してください。また、異常周

波数検出機能を有効にした後は、高速 CRクロックのトリミングを行わないでください。 

 異常周波数検出機能を使う際の設定順序について 

FCSを有効(FCSDE=1)にする前に、カウント期間設定(FCD), リセット許可(FCSRE), 周波数ウィンド

ウ設定(FWH/FWL)を設定してください。 

また、FCSを有効にした後、FCD/FCSRE/FWH/FWL の変更をする場合は、いったん FCS機能を停止

し、設定変更を行ってください。FCS有効時に設定変更は行わないでください。 

 異常周波数検出機能を使う際のイネーブル設定について 

CSV制御レジスタ(CSV_CTL)のFCSREビットの設定により、異常周波数検出時の動作が変わります。

Table 7-1に FCS機能と FCSREビットの設定一覧を示します。 

Table 7-1 FCS機能と FCSREビットの設定一覧 

 FCSRE=0 FCSRE=1 

FCSDE=0 FCS 機能停止 FCS 機能停止 

FCSDE=1 
FCS 機能有効 

異常検出で割込み発生 

FCS 機能有効 

1 回目の異常検出で割込みを発生 

2 回目の異常検出でリセットを発生 

 

 周波数検出機能の割込み設定とメインタイマモード 

クロックモードがメインタイマモード時には、内部バスクロックが停止しているため、FCSRE=0のと

きは異常を検出しても割込みは発生しません。 

メインタイマモード時は FCSRE=0 と設定しないでください。FCSRE=1の場合は 1回目の異常検出で

割り込みは発生しません。2回目の異常検出でリセットが発生します。 

 CSV OFF設定と外部リセットについて 

CSV機能を OFFにした場合、クロック故障が発生しても CSVリセットが発生しなくなります。クロ

ック故障が発生すると外部リセット(INITX)も受け付けなくなるため、特別な理由がない場合、CSV

機能は OFFにしないことを推奨します。 
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CHAPTER 4: リセット 

 

リセットの機能と動作について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成 

3. 動作説明 

4. レジスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AFRESET-FM0-J03.1 
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1. 概要 

本ファミリは以下のリセット要因を持ち、各要因の受付けによりデバイス内部の初期化のためのリセットを発

行します。 

− 電源投入リセット 

− INITX端子入力 

− 外部電源・低電圧検出リセット 

− ソフトウェアウォッチドッグリセット 

− ハードウェアウォッチドッグリセット 

− クロック故障検出リセット 

− 異常周波数検出リセット 

− ソフトウェアリセット 

− ディープスタンバイ遷移リセット 

 

VBATドメインは、本章で説明するリセット要因では初期化されません。 

VBATドメインのリセットについては、「VBATドメイン」の章をご参照ください。 
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2. 構成 

リセット回路の構成を説明します。 

リセットのブロックダイヤグラム 

Figure 2-1 リセットのブロックダイヤグラム 

RESET生成部

SW-WDG

HW-WDG

CSV

INITX

LVDH

PONR

PORESETn

SYSRESETn

DBGRESETn

SW-WDGリセット

HW-WDGリセット

クロック故障検出リセット

異常周波数検出リセット

HRESET

SYSRESETREQ

Cortex-M0+

SYSRESETREQ

SYSRESETn

PRESET0

PRESET1
Reg

ディープ
スタンバイ
制御部

DSTR

 
 

PONR :  電源投入リセット 

INITX :  INITX端子入力リセット 

LVDH :  低電圧検出リセット 

HRESET :  AHBバスリセット(全リセット要因で発行されるバスリセット) 

PRESET0, 1 : APB0, 1バスリセット(全リセット要因で発行されるバスリセット) 

SW-WDGリセット : ソフトウェアウォッチドッグリセット 

HW-WDGリセット : ハードウェアウォッチドッグリセット 

CSVリセット : クロック故障検出リセット 

FCSリセット : 異常周波数検出リセット 
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PORESETn : Cortex-M0+に入力されるパワーオンリセット 

SYSRESETn : Cortex-M0+に入力されるシステムリセット 

SYSRESETREQ : Cortex-M0+内部リセット制御レジスタ「SYSRESETREQビット」信号 

DBGRESETn : SW-DPリセット 

DSTR :   ディープスタンバイ遷移リセット 

 

3. 動作説明 

本ファミリのリセットの各動作について説明します。 

3.1 リセット要因 

3.2 デバイス内部のリセット 

3.3 リセットシーケンス 

3.4 リセット解除後の動作 
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3.1 リセット要因 

各リセット要因について説明します。 

電源投入リセット(PONR) 

電源投入後に発生する電源投入リセットです。 

発生要因 電源の立上りを検出することにより発生 

解除要因 リセット発行後、自動的に解除 

初期化対象 すべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit0(PONR)=1 

 

INITX 端子入力リセット(INITX) 

デバイス外部から入力されるリセットです。 

発生要因 INITX端子へ"L"レベルを入力することにより発生 

解除要因 INITX端子へ"H"レベルを入力することにより解除 

初期化対象 

デバッグ回路とディープスタンバイ制御部と RTC回路（一部のレジスタ）以外のすべての

レジスタの設定, ハードウェアを初期化 

(注意事項) 以下のレジスタは初期化されません。 

− リセット要因レジスタ (RST_STR) 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL)の bit15:8  

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2 (WRFSR, WIFSR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ(DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16 (BUR01~16) 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit1(INITX)=1 

* INITX端子から非同期にリセットが入力されてもオンチップ SRAMの内容は保持されます。 

 

低電圧検出リセット 外部電圧監視(LVDH) 

外部電圧の低下を検出した場合に低電圧検出回路から入力されるリセットです。 

発生要因 外部電圧が、規定の電圧レベル以下になることにより発生 

解除要因 外部電圧が、規定の電圧レベル以上になることにより解除 

初期化対象 すべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit0(PONR)=1 
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ソフトウェアウォッチドッグリセット(SWDGR) 

ソフトウェアウォッチドッグタイマから入力されるリセットです。 

発生要因 ソフトウェアウォッチドッグタイマがアンダフローすることにより発生 

解除要因 リセット発行後、自動的に解除 

初期化対象 

デバッグ回路とハードウェアウォッチドッグタイマ(制御レジスタ含む)とディープスタンバ

イ制御部以外のすべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

(注意事項) 以下のレジスタは初期化されません。 

− リセット要因レジスタ (RST_STR) 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL)の bit15:8 

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2 (WRFSR, WIFSR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ (DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16 (BUR01~16) 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit4(SWDT)=1 

 

ハードウェアウォッチドッグリセット(HWDGR) 

ハードウェアウォッチドッグタイマから入力されるリセットです。 

発生要因 ハードウェアウォッチドッグタイマがアンダフローすることにより発生 

解除要因 リセット発行後、自動的に解除 

初期化対象 

デバッグ回路とディープスタンバイ制御部と RTC回路（一部のレジスタ）以外のすべての

レジスタの設定, ハードウェアを初期化 

(注意事項) 以下のレジスタは初期化されません。 

− リセット要因レジスタ (RST_STR) 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL)の bit15:8 

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2 (WRFSR, WIFSR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ (DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16 (BUR01~16) 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit5(HWDT)=1 
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クロック故障検出リセット(CSVR) 

監視中のメインまたはサブ水晶発振の故障により入力されるリセットです。 

発生要因 メイン水晶・サブ水晶のクロック故障を検出することにより発生 

解除要因 リセット発行後、自動的に解除 

初期化対象 

デバッグ回路とクロック故障検出回路(一部のレジスタ)とディープスタンバイ制御部と RTC

回路（一部のレジスタ）以外のすべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

(注意事項) 以下のレジスタは初期化されません。 

− リセット要因レジスタ (RST_STR) 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL)の bit15:8 

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2 (WRFSR, WIFSR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ (DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16  (BUR01~16) 

対応フラグ 

リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit6(CSVR)=1 

CSV状態レジスタ(CSV_STR)の bit1(SCMF)=1または bit0(MCMF)=1 

(注意事項) CSV_STRの詳細は『クロック監視機能』の章を参照してください。 

 

異常周波数検出リセット(FCSR) 

メイン水晶発振の異常周波数を検出することにより入力されるリセットです。 

発生要因 メイン水晶発振の周波数が任意の設定値から外れた場合に発生 

解除要因 リセット発行後、自動的に解除 

初期化対象 

デバッグ回路と異常周波数検出(一部のレジスタ)とディープスタンバイ制御部と RTC回路

（一部のレジスタ）以外のすべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

(注意事項) 以下のレジスタは初期化されません。 

− リセット要因レジスタ (RST_STR) 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL)の bit15:8 

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2 (WRFSR, WIFSR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ (DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16 (BUR01~16) 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit7(FCSR)=1 
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ソフトウェアリセット(SRST) 

リセット制御レジスタへのアクセスにより発生するソフトウェアリセットです。 

発生要因 Cortex-M0+内部リセット制御レジスタ(SYSRESETREQビット)への書込みにより発生 

解除要因 リセット発行後、自動的に解除 

初期化対象 

下記以外のすべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

ソフトウェアリセットで初期化されない機能とレジスタ 

− デバッグ回路 

− ディープスタンバイ制御部 

− RTCの一部のレジスタ 

− クロック制御に関わるレジスタ（周辺クロック停止機能レジスタは初期化されます。） 

− ソフトウェア/ハードウェアウォッチドッグタイマの一部のレジスタ 

− クロック故障検出回路の一部のレジスタ 

− 異常周波数検出の一部のレジスタ 

− CRトリミング機能の一部のレジスタ 

− リセット要因レジスタ (RST_STR) 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL)の bit15:8 

− RTCモード制御レジスタ (PMD_CTL) 

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2 (WRFSR, WIFSR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ (DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16 (BUR01~16) 

対応フラグ リセット要因レジスタ(RST_STR)の bit8(SRST)=1 

 

ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 

ディープスタンバイモードへの遷移時に発生するリセットです。 

発生要因 ディープスタンバイモードに遷移することにより発生 

解除要因 ディープスタンバイモードから復帰することにより解除 

初期化対象 

下記以外のすべてのレジスタの設定, ハードウェアを初期化 

ディープスタンバイ遷移リセットで初期化されない機能とレジスタ 

− ディープスタンバイ制御部 

− RTCの一部のレジスタ 

− HDMI-CEC/リモコン受信 

− GPIOの一部のレジスタ 

− 低電圧検出回路のレジスタ 

− RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL) 

− ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1, 2(WRFSR,WIFSR) 

− ディープスタンバイ復帰許可レジスタ(WIER) 

− WKUP端子入力レベルレジスタ(WILVR) 

− ディープスタンバイ RAM保持レジスタ(DSRAMR) 

− バックアップレジスタ 01～16(BUR01~16) 

対応フラグ 
ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1,2のいずれかのビットが"1" 

(注意事項) 復帰要因により"1"になるビットは異なります。 
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＜注意事項＞ 

− ソフトウェアリセットを制御している「リセット制御レジスタ(SYSRESETREQ)」については、

『Armv6-M アーキテクチャリファレンスマニュアル』の「CHAPTER B3 システムアドレマップ」を

参照してください。 

− 各リセット要因の発生状態を確認できるリセット要因レジスタは、電源投入リセットでのみ初期化さ

れます。 
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3.2 デバイス内部のリセット 

デバイスの内部リセット信号について説明します。 

デバイスの内部へ接続されるリセットは、Cortex-M0+コアへ入力されるリセットと、周辺回

路へ入力されるリセットに分けられます。 

 

3.2.1 Cortex-M0+へのリセット 

3.2.2 周辺回路へのリセット 
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3.2.1 Cortex-M0+へのリセット 
Cortex-M0+へ入力されるリセットは PORESETn, SYSRESETn, DBGRESETnの 3種類です。 

以下に 3種類のリセットのリセット要因を示します。 

 

パワーオンリセット PORESETn 

リセット要因 

− 電源投入リセット(PONR) 

− 低電圧検出リセット(LVDH) 

− ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 

 

システムリセット SYSRESETn 

リセット要因 

− 電源投入リセット(PONR) 

− 低電圧検出リセット(LVDH) 

− INITX端子入力(INITX) 

− ソフトウェアウォッチドッグリセット(SWDGR) 

− ハードウェアウォッチドッグリセット(HWDGR) 

− クロック故障検出リセット(CSVR) 

− 異常周波数検出リセット(FCSR) 

− ソフトウェアリセット(SRST) 

− ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 

 

SW-DP リセット DBGRESETn 

リセット要因 

− 電源投入リセット(PONR) 

− 低電圧検出リセット(LVDH) 

− ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 
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3.2.2 周辺回路へのリセット 
周辺回路へ入力されるバスリセット(HRESET, PRESET0～PRESET1)は、基本的にすべてのリセット要因によ

り発生します。また、PRESET1についてはレジスタ設定にてリセット制御が可能です。 

以下にバスリセットのリセット要因を示します。 

周辺回路リセット 

 HRESET, PRESET0 

リセット要因 

− 電源投入リセット(PONR) 

− 低電圧検出リセット(LVDH) 

− INITX端子入力(INITX) 

− ソフトウェアウォッチドッグリセット(SWDGR) 

− ハードウェアウォッチドッグリセット(HWDGR) 

− クロック故障検出リセット(CSVR) 

− 異常周波数検出リセット(FCSR) 

− ソフトウェアリセット(SRST) 

− ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 

 PRESET1 

リセット要因 

− 電源投入リセット(PONR) 

− 低電圧検出リセット(LVDH) 

− INITX端子入力(INITX) 

− ソフトウェアウォッチドッグリセット(SWDGR) 

− ハードウェアウォッチドッグリセット(HWDGR) 

− クロック故障検出リセット(CSVR) 

− 異常周波数検出リセット(FCSR) 

− ソフトウェアリセット(SRST) 

− APBバスリセット(APBC1_PSR) 

− ディープスタンバイ遷移リセット(DSTR) 

 

＜注意事項＞ 

− 周辺回路は、基本的にすべてのリセット要因により初期化されますが、周辺回路の仕様によっては特

定の要因のみで初期化されるレジスタが存在します。各レジスタの初期化条件については各章のレジ

スタ初期化条件を参照してください。 

− APB バスリセット(APBC1_PSR)の詳細は、別章『クロック』を参照してください。 
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3.3 リセットシーケンス 

リセット要因の解除により、本ファミリは初期状態からプログラムおよびハードウェア動作を開始します。 

このリセットから動作開始までの一連の動作をリセットシーケンスとよびます。 

以下、リセットシーケンスについて説明します。 

リセット状態遷移図 

リセット状態の遷移を下図に示します。詳細動作については「3.4. リセット解除後の動作」を

参照してください。 

 

電源投入

リセット要因発生
PONR

デバイス内部リセット発行

リセット要因解除
PONR

ランモード

リセット要因発生
INITX, LVDH

リセット要因解除
INITX, LVDH

リセット要因発生
SWDGR, HWDGR, 

CSVR, FCSR,
DSTR

リセット要因解除
SWDGR, HWDGR, 

CSVR, FCSR,
DSTR

動作モード確定

リセットベクタフェッチ

プログラム開始

リセット要因発生
SRST

高速CR発振安定待ち時間など

全回路初期化 各リセット要因の
リセット範囲を初期化

各リセット要因の
リセット範囲を初期化

リセット要因の
リセット範囲を初期化

リセット要因解除
SRST

デバイス内部リセット解除
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1. リセット要因の取込み 

発生したリセット要因が取り込まれ、リセットがデバイス内部に発行されるまで保持され

ます。 

2. リセットの発行 

リセット発行準備が完了すると、デバイス内部へのリセットが発行されます。 

3. リセットの解除 

リセット要因が解除されると、高速 CRの発振安定待ち時間など解除に必要な時間分、デバイス内部

リセットが延長されます。延長時間が終了するとリセットが解除されます。 

4. 動作モード確定 

PONR, LVDH, INITX解除と同時に動作モードが決定し、各ハードウェアに通知します。ほかのリセッ

ト要因では動作モードは変化しません。 

5. リセットベクタフェッチ 

デバイス内部リセットの解除後に、CPUがリセットベクタの取込みを開始します。CPUは取得したリ

セットベクタをプログラムカウンタに取り込んで、プログラム動作を開始します。 
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3.4 リセット解除後の動作 

PONR, LVDH, INITX, HWDGR, SWDGR, CSVR, FCSR, DSTR 

INITX端子入力リセットの要因解除後の動作波形例を Figure 3-1に示します。 

Figure 3-1 INITX 端子入力リセット解除後の動作波形例 

INITX

内部リセット

低速CR発振

高速CR発振安定待ち時間

高速CR発振

数十サイクル

動作開始

要因解除

 

SRST 

ソフトウェアリセット解除後の動作波形例を Figure 3-2に示します。 

Figure 3-2 ソフトウェアリセット解除後の動作波形例 

SRST

内部リセット

HCLK

数十サイクル

動作開始

要因解除
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4. レジスタ 

レジスタの構成と機能について説明します。 

レジスタ一覧 

 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

RST_STR リセット要因レジスタ 4.1 
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4.1 リセット要因レジスタ(RST_STR) 

リセット要因レジスタ（RST_STR）は直前までに発生した各種リセット要因を表示します。RST_STRの全て

のビットは、パワーオンリセット、低電圧検出リセット、ディープスタンバイリセットにより値が初期化され

ます。その他のリセットでは、初期化されません。RST_STRの全てのビットは、このレジスタの読み出しに

より、0にクリアされます。初期化後、読み出すまでの間に発生したリセット要因をすべて格納します。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約  SRST 

属性    -    R 

初期値    -    0 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field FCSR CSVR HWDT SWDT 予約 INITX PONR 

属性 R R R R - R R 

初期値 0 0 0 0 - 0 1 

＜注意事項＞ 

 初期値は、パワーオンリセット、低電圧検出リセット、ディープスタンバイリセットにより

初期化される値を示しています。 

レジスタ機能 

 [bit15:9] 予約 : 予約ビット 

読出し値は不定です。 

書込みは動作に影響しません。 

[bit8] SRST : ソフトウェアリセットフラグ 

Cortex-M0+内部リセット制御レジスタのSYSRESETREQビットへの"1"書込みにより発生する

リセットを示します。 

ソフトウェアリセットが発生すると、SRST=1となります。このビットは、読み出しにより 0

にクリアされます。 

bit 説明 

0 ソフトウェアリセットは発行されていません。 

1 ソフトウェアリセットが発行されました。 

[bit7] FCSR : 異常周波数検出リセットフラグ 

メイン発振の異常周波数を検出した場合のリセットを示します。 

メイン発振の周波数が設定値から外れた場合に、リセットが発行され FCSR=1となります。

このビットは、読み出しにより 0にクリアされます。 

bit 説明 

0 異常周波数検出リセットは発行されていません。 

1 異常周波数検出リセットが発行されました。 
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[bit6] CSVR : クロック故障検出リセットフラグ 

メイン・サブ発振の故障を検出した場合のリセットを示します。 

停止を検出した場合、リセットが発行され CSVR=1となります。このビットは、読み出しに

より 0にクリアされます。 

bit 説明 

0 クロック故障検出リセットは発行されていません。 

1 クロック故障検出リセットが発行されました。 

(注意事項) メイン発振とサブ発振のどちらが故障したか判断する方法については、別章『クロック監視機能』

を参照してください。 

[bit5] HWDT : ハードウェアウォッチドッグリセットフラグ 

ハードウェアウォッチドッグタイマからのリセットを示します。 

タイマがアンダフローした場合、リセットが発行され HWDT=1となります。このビットは、

読み出しにより 0にクリアされます。 

bit 説明 

0 ハードウェアウォッチドッグリセットは発行されていません。 

1 ハードウェアウォッチドッグリセットが発行されました。 

 

[bit4] SWDT : ソフトウェアウォッチドッグリセットフラグ 

ソフトウェアウォッチドッグタイマからのリセットを示します。 

タイマがオーバフローした場合、リセットが発行され SWDT=1となります。このビットは、

読み出しにより 0にクリアされます。 

bit 説明 

0 ソフトウェアウォッチドッグリセットは発行されていません。 

1 ソフトウェアウォッチドッグリセットが発行されました。 

 

[bit3:2] 予約 : 予約ビット 

読出し値は不定です。 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit1] INITX : INITX 端子入力リセットフラグ 

外部から入力されるリセットを示します。 

外部からリセットが入力された場合、INITX=1となります。このビットは、読み出しにより 0

にクリアされます。 

bit 説明 

0 INITX端子入力リセットは発行されていません。 

1 INITX端子入力リセットが発行されました。 
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 [bit0] PONR : 電源投入リセット・低電圧検出リセットフラグ 

パワーオンリセット、低電圧検出リセット、ディープスタンバイリセットを示します。 

電源の立上り、低電圧、ディープスタンバイへの遷移を検出した場合、リセットが発行され

PONR=1となります。このビットは、読み出しにより 0にクリアされます。 

bit 説明 

0 
パワーオンリセット、低電圧検出リセット、ディープスタンバイリセットは発行されていま

せん。 

1 パワーオンリセット、低電圧検出リセット、ディープスタンバイリセットが発行されました。 

 

 ＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイモードからの復帰かどうかの判断は、ディープスタンバイ復帰要因レジスタ

1,2(WRFSR, WIFSR)で行ってください。詳細は、『低消費電力モード』の『8.5. ディープスタンバイ

復帰要因レジスタ 1(WRFSR)』および『8.6. ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 2(WIFSR)』を参

照してください。 
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CHAPTER 5-1: 低電圧検出概要 

 

低電圧検出回路の機能と動作について示します。 

 

 

1. 概要 
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1. 概要 

低電圧検出回路は、電源電圧を監視し、検出電圧よりも電源電圧が低下したときにリセット信号および割込み

信号を発生させる回路です。 

低電圧検出回路の概要 

 低電圧リセット回路の動作 

− 電源電圧(VCC)を監視し、設定された電圧よりも電源電圧が低下したときにリセット信号を発生させま

す。 

− 動作許可または停止を選択できます。初期状態は動作しています。 

− 検出電圧の設定が可能です(LVDのタイプによる)。ただし、低電圧検出リセットが掛かると設定値は初

期化されます。そのため解除電圧は初期値になり、電源電圧が解除電圧よりも高い場合、リセットは解

除されます。 

− スタンバイモード時、ディープスタンバイモード時も電源電圧を監視します。 

− スタンバイモード時、ディープスタンバイモード時に電源電圧低下を検出すると、リセット信号を発生

させます。 

 低電圧割込み回路の動作 

− 電源電圧(VCC)を監視し、設定された電圧よりも電源電圧が低下したときに割込み信号を発生させます。 

− 動作の許可または停止を選択できます。初期状態は停止しています。 

− 検出電圧の設定が可能です。 

− スタンバイモード時、ディープスタンバイモード時も電源電圧を監視できます。 

− スタンバイモード時、ディープスタンバイモード時に電源電圧低下を検出すると、スタンバイモード, デ

ィープスタンバイモードから復帰します。 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出割込みの許可をしたときおよび低電圧検出割込みの検出電圧設定を行った場合は、低電圧

検出回路の安定待ち期間経過後に VCC電圧監視を開始します。 

低電圧検出回路の安定待ち期間については、ご使用する製品の『データシート』を参照してください。 

− 低電圧検出回路の安定待ち期間中にタイマモード, RTCモード, ストップモード, ディープスタンバ

イ RTCモード, ディープスタンバイストップモードおよび APB1プリスケーラレジスタ

(APBC1_PSR)により PCLK1の停止を行うと、電源電圧の監視が行われません。状態フラグの読出し

を行い、安定待ち期間が完了したのち遷移させてください。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、誤書込み防止のため、書込み保護されております。書込

み保護を解除する場合は、低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553を書き込んでく

ださい。 
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 低電圧検出(LVD)のタイプ 

プロダクトタイプにより３種類の LVDが搭載されています。それぞれの設定方法の詳細については Table 1-1

に示されている Chapterを参照下さい。 

 

Table 1-1 LVDの対応テーブル 

Product TYPE Reference 

TYPE1-M0+ 低電圧検出(TYPE1)" 

TYPE2-M0+ 低電圧検出(TYPE2)" 

TYPE3-M0+ 低電圧検出(TYPE3)" 
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CHAPTER 5-2: 低電圧検出 (TYPE1) 

 

低電圧検出回路の機能と動作について示します。 

 

 

1. 構成 

2. 動作説明 

3. 設定手順例 

4. レジスタ 

5. 使用上の注意 
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1. 構成 

低電圧検出回路のブロックダイヤグラムを示します。 

低電圧検出回路のブロックダイヤグラム 

低電圧検出電圧
設定レジスタ

－
＋

Vref

VCC

リセット信号

－
＋

Vref

LVDIE

：
：

：
：

SVHI[3:0]

低電圧検出割込
み要因レジスタ

低電圧検出割込み
要因クリアレジスタ

LVDCL

低電圧検出電圧
保護レジスタ

レジスタロック

割込み信号

VSS

VSS

VSS

VSS

低電圧検出回路
状態レジスタ

LVDRE

SVHR[3:0]

 
 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL) 

低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの電源電圧監視の許可制御, 低電圧検出リセットと低電圧検出割込

みの検出電圧設定を行うレジスタです。 

 低電圧検出電圧保護レジスタ (LVD_RLR) 

低電圧検出電圧設定レジスタの書込み保護を行うレジスタです。 

 低電圧検出割込み要因レジスタ (LVD_STR) 

低電圧検出割込みの要因を保持するレジスタです。 

 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ (LVD_CLR) 

低電圧検出割込み要因をクリアするレジスタです。 

 低電圧検出回路状態レジスタ (LVD_STR2) 

低電圧検出割込み回路の動作状態を確認するレジスタです。 
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低電圧検出回路の端子 

低電圧検出回路に使用する端子を以下に示します。 

− VCC端子 

低電圧検出回路は本端子の電源電圧を監視します。 

 

− VSS端子 

電源検出の基準となる GND端子です。 
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2. 動作説明 

低電圧検出リセット回路の動作および低電圧検出割込み回路の動作について説明します。 

低電圧検出リセット回路の動作 

 回路動作説明 

低電圧検出リセット回路は、電源投入後から常に監視状態になります。電源電圧(VCC)が設定された検出電圧

よりも低下したときにリセット信号を発生させます。解除電圧よりも電源電圧が高くなると、リセットを解除

します。 

低電圧検出電圧設定レジスタの LVDREビットが"1"のときにリセット動作は有効です。低電圧検出電圧設定

レジスタ(LVD_CTL)の SVHRビットによりリセットの検出電圧の設定ができます。ただし、低電圧検出リセ

ットにより SVHRビットは初期化されます。それにより解除電圧は初期値になり、電源電圧が解除電圧より

高い場合リセットは解除されます。リセット許可およびリセット検出電圧の設定を行ったときは、低電圧検出

回路の安定待ち期間経過後に低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2)の低電圧検出リセット状態フラグ

(LVDRRDY)が"1"となり電源電圧監視を開始します。 

スタンバイモード(スリープモード, タイマモード, RTCモード, ストップモード)、ディープスタンバイモード

(ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモード)でも動作可能です。 

 

 

検出電圧(設定変更値)

電源電圧(VCC)

検出/解除電圧(初期値)

A：低電圧検出遅延時間(TLVDDL)

B：低電圧検出回路安定待ち時間(TLVDW)

低電圧検出リセット

許可信号(LVDRE)

低電圧検出回路

動作状態 電源投入 監視 監視停止
リセ

ット

リセ

ット
監視

安定待ち

(監視停止)
監視

BA A

低電圧検出回路

リセット信号

(Lアクティブ)
A

低電圧検出リセット

設定電圧(SVHR)
初期値 設定電圧(設定変更値) 初期値

リセ

ット

A A

監視
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低電圧検出割込み回路の動作 

 回路動作説明 

低電圧検出割込み回路は、電源電圧(VCC)を監視し、設定された電圧よりも電源電圧が低下したときに割込み

信号を発生させます。 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)のLVDIEビットが"1"のときに割込み要求が許可され有効になります。

初期値は許可されていません。低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL) の SVHIビットにより割込みの検出

電圧の設定ができます。割込み要求許可および割込み検出電圧の設定を行ったときは、低電圧検出回路の安定

待ち期間経過後に低電圧検出回路状態レジスタ (LVD_STR2) の低電圧検出割込み状態フラグ(LVDIRDY)が

"1"となり電源電圧監視を開始します。 

スタンバイモード(スリープモード, タイマモード, RTCモード,ストップモード), ディープスタンバイモード

(ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモード)でも動作可能です。また、スタンバイ

モード, ディープスタンバイモードからの復帰に使用できます。 

 低電圧検出割込み要求 

低電圧検出割込みが有効かつ電源電圧 VCCが設定された電圧よりも低下したときに、低電圧検出割込み要因

レジスタ (LVD_STR)の LVDIRビットが"1"になり、割込み要求信号を発生させます。 

LVDIRビットを読み出すことで、割込み要求を確認できます。  

 低電圧検出割込み要求の取下げ 

低電圧検出割込み検出要求を取り下げるには、低電圧検出割込み要因クリアレジスタ (LVD_CLR)の LVDCL

ビットに"0"を書き込んでください。これにより低電圧検出割込み要因がクリアされ、低電圧検出割込み要求

が取り下げられます。 

また、電源電圧が設定された検出電圧よりも低下している間に、LVDCLビットに"0"書込みを行った場合も、

割込み要求が取り下げられます。 
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検出/解除電圧(設定変更値)

電源電圧(VCC)

検出/解除電圧(初期値)

A：低電圧検出遅延時間(TLVDDL)

B：低電圧検出回路安定待ち時間(TLVDW)

低電圧検出割込み　

許可信号(LVDIE)

低電圧検出回路

動作状態 電源投入 監視停止
安定待ち

(監視停止)
監視

低電圧検出割込み

要求信号

低電圧検出割込み　

設定電圧(SVHI)
初期値 設定電圧(設定変更値)

A

B
低電圧検出割込み

状態フラグ
(LVDIRDY)

安定待ち

(監視停止)
監視停止

B

LVDCLビットに

'0'を書き込み  

 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出回路の安定待ち期間中にタイマモード, RTC モード, ストップモード, ディープスタンバ

イ RTC モード, ディープスタンバイストップモードおよび APB1 プリスケーラレジスタ

(APBC1_PSR)により PCLK1 の停止を行うと、電源電圧の監視が行われません。低電圧検出回路状態

レジスタ(LVD_STR2)の低電圧検出割込み状態フラグ(LVDIRDY)が"1"になっていることを確認後、遷

移させてください。 

 

 



 CHAPTER 5-2: 低電圧検出 (TYPE1) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 195 

3. 設定手順例 

低電圧検出回路の設定手順例を説明します。 

Figure 3-1 低電圧検出リセット設定手順例 

LVD_CTL レジスタに 

動作停止設定書込み。 

設定開始 

LVD_CTL レジスタの書込み保護解除 

LVD_CTL レジスタに検出リセット 

電圧設定(SVHR), 動作許可設定書込み。 

LVD_CTL レジスタの書込み保護 

エンド 

LVD_RLR レジスタに 0x00000000 書込

み。 

(0x1ACCE553 以外の値を書込み) 

No 
LVDRRDY=1 ? 

Yes 

LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 書

込み。 
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Figure 3-2 低電圧検出割込み設定手順例 

 
 

LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 書

込み。 

設定開始 

LVD_CTL レジスタの書込み保護解除 

低電圧検出割込み要因クリア。 

LVD_CTL レジスタに検出割込み 

電圧設定(SVHI), 動作許可設定書込み。 

LVD_CTL レジスタの書込み保護 

エンド 

LVD_RLR レジスタに 0x00000000 書込

み。 

(0x1ACCE553 以外の値を書込み) 

No 
LVDIRDY=1 ? 

Yes 
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4. レジスタ 

低電圧検出回路で使用するレジスタの構成と機能について説明します。 

低電圧検出回路のレジスタ一覧 

Table 4-1 低電圧検出回路のレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

LVD_CTL 低電圧検出電圧設定レジスタ 4.1 

LVD_STR 低電圧検出割込み要因レジスタ 4.2 

LVD_CLR 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ 4.3 

LVD_RLR 低電圧検出電圧保護レジスタ 4.4 

LVD_STR2 低電圧検出回路状態レジスタ 4.5 

 



CHAPTER 5-2: 低電圧検出 (TYPE1)  

 

 

198 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

4.1 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL) 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの電源電圧監視の許可

制御, 低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの検出電圧設定を行うレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field LVDRE SVHR 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 1 00000 00 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIE SVHI 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 0 00011 00 

レジスタ機能 

[bit15] LVDRE : 低電圧検出リセット動作許可ビット 

本ビットは、低電圧検出リセットの電源電圧監視の動作許可を行います。許可しない場合は、低電圧検出リセ

ット回路は動作停止します。 

bit 説明 

0 低電圧検出リセットの発生を許可しません。 

1 低電圧検出リセットの発生を許可します。[初期値] 

 

[bit14:10] SVHR : 低電圧検出リセット電圧設定ビット 

本ビットは、低電圧検出リセットの検出電圧設定を行います。 

bit14:10 説明 

00000 低電圧検出リセットの検出電圧を 2.45V中心に設定します。[初期値] 

00001 低電圧検出リセットの検出電圧を 2.60V中心に設定します。 

00010 低電圧検出リセットの検出電圧を 2.70V中心に設定します。 

00011 低電圧検出リセットの検出電圧を 2.80V中心に設定します。 

00100 低電圧検出リセットの検出電圧を 3.00V中心に設定します。 

00101 低電圧検出リセットの検出電圧を 3.20V中心に設定します。 

00110 低電圧検出リセットの検出電圧を 3.60V中心に設定します。 

00111 低電圧検出リセットの検出電圧を 3.70V中心に設定します。 

01000 低電圧検出リセットの検出電圧を 4.00V中心に設定します。 

01001 低電圧検出リセットの検出電圧を 4.10V中心に設定します。 

01010 低電圧検出リセットの検出電圧を 4.20V中心に設定します。 

上記以外 設定禁止 
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[bit9:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

[bit7] LVDIE : 低電圧検出割込み動作許可ビット 

本ビットは、低電圧検出割込みの電源電圧監視の動作許可を行います。許可しない場合は、低電圧検出割込み

回路は動作停止します。 

bit 説明 

0 低電圧検出割込みの発生を許可しません。[初期値] 

1 低電圧検出割込みの発生を許可します。 

 

[bit6:2] SVHI : 低電圧検出割込み電圧設定ビット 

本ビットは、低電圧検出割込みの検出電圧設定を行います。 

bit6:2 説明 

00011 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.80V中心に設定します。[初期値] 

00100 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.00V中心に設定します。 

00101 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.20V中心に設定します。 

00110 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.60V中心に設定します。 

00111 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.70V中心に設定します。 

01000 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 4.00V中心に設定します。 

01001 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 4.10V中心に設定します。 

01010 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 4.20V中心に設定します。 

上記以外 設定禁止 

 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出割込み動作許可ビット(LVDIE)は、必ず低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR)

の LVDCL ビットに"0"を書き込み、低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)をクリアしてから許可して

ください。 

− 低電圧検出割込み動作許可ビット(LVDIE)を許可しない場合は、低電圧割込み検出用の低電圧検出回

路は停止します。そのため、低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)のセットは行いません。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は初期状態で書込み保護されており、保護を解除しない限り

書込みは無効になります。低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)に書込みを行う場合は、低電圧検

出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553 を書き込み、書込み保護を解除してください。 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。 

− 低電圧検出リセット検出電圧の設定値を変更後、低電圧検出リセットにより設定値が初期化されるた

め、解除電圧は初期値になります。その時の電源電圧が解除電圧よりも高い場合、リセットが解除さ

れます。検出電圧/解除電圧の初期値はデータシートを参照してください。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.2 低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR) 

低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR)は低電圧検出割込みの要因を保持するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIR 予約 

属性 R - 

初期値 0 0000000 

レジスタ機能 

[bit7] LVDIR : 低電圧検出割込み要因ビット 

bit 説明 

0 低電圧検出割込み要求は検出されていません。[初期値] 

1 低電圧検出割込み要求が検出されました。 

 

[bit6:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

 

 



 CHAPTER 5-2: 低電圧検出 (TYPE1) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 201 

4.3 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR) 

低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR)は低電圧検出割込み要因をクリアするレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDCL 予約 

属性 R/W - 

初期値 1 0000000 

レジスタ機能 

[bit7] LVDCL : 低電圧検出割込み要因クリアビット 

bit 説明 

0 
低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR)の低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)を"0"にク

リアします。 

1 書込みは動作に影響しません。[初期値] 

 

読出しは常に"1"が読み出されます。 

 

[bit6:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.4 低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR) 

低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)は低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)を書込み保護するレジス

タです。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field LVDLCK[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDLCK[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0001 

レジスタ機能 

[bit31:0] LVDLCK[31:0] : 低電圧検出電圧設定レジスタ保護ビット 

− 0x1ACCE553を書き込むことにより、低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の書込みが可能となりま

す(書込み保護解除)。 

− 0x1ACCE553以外の値を書き込むと、低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の書込みが無効になりま

す(書込み保護)。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の保護が解除されているときは、0x00000000が読み出されます。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)が保護されているときは、0x00000001が読み出されます。 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、初期状態で書込み保護されております。LVD_CTL レジ

スタに書込みを行う場合は、低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553 を書き込み、

書込み保護を解除してください。 

− LVD_CTL レジスタの書込み保護を有効にしたい場合は、LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 以外の

値を書き込んでください。 

− LVD_CTL レジスタの書込み保護を解除した場合は、LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 以外の値を

書き込むまで保護が解除されたままになります。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.5 低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2) 

低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2)は低電圧検出割込みの動作状態を確認するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIRDY LVDRRDY 予約 

属性 R R - 

初期値 0 1 000000 

 

レジスタ機能 

[bit7] LVDIRDY : 低電圧検出割込み状態フラグ 

bit 説明 

0 安定待ち状態または監視停止状態[初期値] 

1 監視状態 

 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit6] LVDRRDY : 低電圧検出リセット状態フラグ 

bit 説明 

0 安定待ち状態または監視停止状態 

1 監視状態[初期値] 

 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit5:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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5. 使用上の注意 

低電圧検出回路の使用上の注意点を説明します。 

 STOPモード遷移時の低電圧検出割込み要因ビットについて 

低電圧検出割込み要因ビット(LVD_STR:LVDIR)クリア後、電源電圧がそのまま検出電圧以下であっても、い

ったん解除電圧を上回らない限り、再度割込み要因が発生することはありません。 

しかし、LVDIRクリア後、検出電圧以下にいる時に STOPモード遷移を行った際には必ず低電圧検出回路が

電圧比較を行います。 

そのため、STOPモード遷移により、再度低電圧検出割込み要因がセットされ、割込みルーチンに遷移する可

能性があります。 

例えば、低電圧検出の割込み処理ルーチン内で STOPモード遷移するような場合、割込み要因をクリアして割

込み処理ルーチンを抜けても、すぐに再度割込み要因ビットが立ち、割込み処理ルーチンを繰り返す可能性が

あります。 

 

低電圧割込み検出後も電源電圧が検出電圧以下となっている場合に、繰り返し割込みが発生する現象を抑える

には、低電圧検出割込み許可ビット(LVDIE)を禁止にしてから割込みルーチンを抜けてください。 

 

 低電圧検出リセットの検出電圧設定について 

低電圧検出リセット電圧の検出電圧設定後、低電圧検出リセットが発生すると、検出電圧設定値が初期化され

ます。ゆっくり電源電圧が低下していく時のように、電源電圧が設定初期値よりも高い場合、リセットが解除

されます。しかし、リセットによりプログラムは先頭に戻るため再度検出電圧を設定しなおします。すでに電

源電圧が検出電圧設定値よりも低いため、再度低電圧検出リセットが発生します。 

すなわち、電源電圧の変化とプログラム記述によっては、 

検出電圧変更 → リセット → 初期化(プログラム先頭) → 検出電圧変更 → リセット 

を繰り返すループになる可能性があります。 

 

電源電圧が検出電圧以下の場合の低電圧検出リセットのループを避けるには、以下の方法があります。 

− 低電圧検出リセット設定値は初期値のみを使用する。 

− 低電圧検出割込みを低電圧検出リセットよりも先に設定し、プログラムの先頭で割込みフラグが立って

いるかを確認し、それにより低電圧リセットの検出電圧の設定値を変更する。 
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CHAPTER 5-3: 低電圧検出 (TYPE2) 

 

低電圧検出回路の機能と動作について示します。 

 

 

1. 構成 

2. 動作説明 

3. 設定手順例 

4. レジスタ 

5. 使用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AFLVD-FM0T2-J01.0 
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1. 構成 

低電圧検出回路のブロックダイヤグラムを示します。 

低電圧検出回路のブロックダイヤグラム 

-
+

Vref

VC C

VSS

VS S

LVDRE

Voltage Protection Register

Low- voltage Detection

Register Lock

Reset signal

-
+

Vref

LVDIE

:
:

:
:

VS S

VS S

SVHI[3:0] / SVHRLI[3:0]

Factor Register

Factor Clear Register

LVDCL

Low- voltage

Detection Interrupt

Low- voltage
Detection Interrupt

Interrupt
signal

-
+

Vref

LVD2IE

:
:

:
:

VS S

VS S

Low-voltage 

Detection 2 Circuit 

Status Register

SVH2I[3:0] / SVH2RLI[3:0]

SELVDH2

VDH2 for LVD2

Analog input

Low- voltage Detection Voltage 

Control Register (LVD_CTL)

Low- voltage Detection 2 Voltage 

Control Register2 (LVD2_CTL)

Low-voltage 

Detection Circuit 

Status Register

LVDR

LVD

LVD2

 



 CHAPTER 5-3: 低電圧検出 (TYPE2) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 207 

 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL) 

低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの電源電圧監視の許可制御, 低電圧検出リセットと低電圧検出割込

みの検出電圧設定を行うレジスタです。 

 低電圧検出 2 電圧制御レジスタ(LVD2_CTL) 

このレジスタは、電源の電圧を監視して低電圧検出割込みを発生する動作を有効にするかを制御し、低電圧検

出割込みを発生する検出電圧を指定します。 

 低電圧検出電圧保護レジスタ (LVD_RLR) 

低電圧検出電圧設定レジスタの書込み保護を行うレジスタです。 

 低電圧検出割込み要因レジスタ (LVD_STR) 

低電圧検出割込みの要因を保持するレジスタです。 

 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ (LVD_CLR) 

低電圧検出割込み要因をクリアするレジスタです。 

 低電圧検出回路状態レジスタ (LVD_STR2) 

低電圧検出割込み回路の動作状態を確認するレジスタです。 

 Vref較正制御レジスタ(CAL_CTL) 

このレジスタは、Vref較正を制御します。 

 Vref較正値セットレジスタ(CAL_SET) 

このレジスタは、Vref較正値を保持します。 

 Vref較正セキュリティキーレジスタ(CAL_KEY) 

 

低電圧検出回路の端子 

低電圧検出回路に使用する端子を以下に示します。 

− VCC端子 

低電圧検出回路は本端子の電源電圧を監視します。 

 

− VDH2端子 

低電圧検出回路は、このピンの外部電圧を監視します。 

 

− VSS端子 

電源検出の基準となる GND 端子です。 
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2. 動作説明 

低電圧検出リセット回路の動作および低電圧検出割込み回路の動作について説明します。 

低電圧検出リセット回路の動作 

 回路動作説明 

低電圧検出リセット回路は、電源投入後から常に監視状態になります。電源電圧(VCC)が設定された検出電圧

よりも低下したときにリセット信号を発生させます。解除電圧よりも電源電圧が高くなると、リセットを解除

します。 

低電圧検出電圧設定レジスタの LVDREビットが"1"のときにリセット動作は有効です。低電圧検出リセット

の検出電圧は固定値が設定されており、この値を変更することはできません。また、電源電圧が解除電圧より

高い場合リセットは解除されます。リセット許可の設定を行ったときは、低電圧検出回路の安定待ち期間経過

後に低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2)の低電圧検出リセット状態フラグ(LVDRRDY)が"1"となり電源

電圧監視を開始します。 

スタンバイモード(スリープモード, タイマモード, RTCモード, ストップモード)、ディープスタンバイモード

(ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモード)でも動作可能です。 

 

 

電源電圧(VCC)

検出/解除電圧(固定値)

A：低電圧検出遅延時間 (TLVDDL)

B：低電圧検出回路安定待ち時間 (TLVDW)

低電圧検出リセット
許可信号
 (LVDRE)

低電圧検出回路
動作状態 Power-on     Monitoring

Monitoring 

stop
Reset Reset     Monitoring

Stabilization
 wait 

(Monitoring

stopped)

BA A

低電圧検出回路
リセット信号

(L アクティブ)
A

Reset

A A

    Monitoring    Monitoring
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低電圧検出割込み回路の動作 

 回路動作説明 

低電圧検出割込み回路は、電源電圧(VCC)を監視し、設定された電圧よりも電源電圧が低下したときに割込み

信号を発生させます。 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)のLVDIEビットが"1"のときに割込み要求が許可され有効になります。

初期値は許可されていません。低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL) の SVHIビットにより割込みの検出

電圧の設定ができます。リリース電圧は、低電圧検出リリース電圧制御レジスタ(LVD_CTL2)の SVHRLIビッ

トにより設定できます。割込み要求許可および割込み検出/リリース電圧の設定を行ったときは、低電圧検出

回路の安定待ち期間経過後に低電圧検出回路状態レジスタ (LVD_STR2) の低電圧検出割込み状態フラグ

(LVDIRDY)が"1"となり電源電圧監視を開始します。 

スタンバイモード(スリープモード, タイマモード, RTCモード,ストップモード), ディープスタンバイモード

(ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモード)でも動作可能です。また、スタンバイ

モード, ディープスタンバイモードからの復帰に使用できます。 

 低電圧検出割込み要求 

低電圧検出割込みが有効かつ電源電圧 VCCが設定された電圧よりも低下したときに、低電圧検出割込み要因

レジスタ (LVD_STR)の LVDIRビットが"1"になり、割込み要求信号を発生させます。 

LVDIRビットを読み出すことで、割込み要求を確認できます。  

 低電圧検出割込み要求の取下げ 

低電圧検出割込み検出要求を取り下げるには、低電圧検出割込み要因クリアレジスタ (LVD_CLR)の LVDCL

ビットに"0"を書き込んでください。これにより低電圧検出割込み要因がクリアされ、低電圧検出割込み要求

が取り下げられます。 

また、電源電圧が設定された検出電圧よりも低下している間に、LVDCL ビットに"0"書込みを行った場合も、

割込み要求が取り下げられます。 
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Detection voltage (Setting change value)

Power supply 

voltage (VCC)

Detection or release voltage(Initial value)

A：Low-voltage detection delay time (TLVDDL)

B：Low Voltage Detection Circuit stabilization wait time (TLVDW)

Low-voltage detection 

interrupt enable signal 

(LVDIE)

Operation state of 

the Low-voltage 

Detection Circuit
Power-on

Stabilization
 wait 

(Monitoring

stopped)

    Monitoring

Low-voltage 

detection interrupt 

request signal

Detection/Release 

voltage setting 

(SVHI/SVHRLI)

Initial value Setting voltage(Setting change value)

A

BLow-voltage 

detection interrupt 

status flag 

(LVDIRDY)

Monitoring 

stop

B

Write "0" to the 

LVDCL bit.

Stabilization
 wait 

(Monitoring

stopped)

Monitoring 

stop

Release voltage (Setting change value)

 

 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出回路の安定待ち期間中にタイマモード, RTC モード, ストップモード, ディープスタンバ

イ RTC モード, ディープスタンバイストップモードおよび APB1 プリスケーラレジスタ

(APBC1_PSR)により PCLK1 の停止を行うと、電源電圧の監視が行われません。低電圧検出回路状態

レジスタ(LVD_STR2)の低電圧検出割込み状態フラグ(LVDIRDY)が"1"になっていることを確認後、遷

移させてください。 
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3. 設定手順例 

低電圧検出回路の設定手順例を説明します。 

3.1 低電圧検出リセット 

Figure 3-1 低電圧検出リセット設定手順例 

 

 

 

LVD_CTL レジスタに 

設定(動作許可/停止)を書込み。 

設定開始 

LVD_CTL レジスタの書込み保護解除 

LVD_CTL レジスタの書込み保護 

エンド 

LVD_RLR レジスタに 0x00000000 書込み。 

(0x1ACCE553 以外の値を書込み) 

No 
LVDRRDY=1 ? 

Yes 

LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 書

込み。 
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3.2 低電圧検出割込み (LVDRLIE = 0) 

ここでは低電圧検出回路の設定手順について説明します（リリース電圧の設定をしない場合）。 

Figure 3-2 低電圧検出割込み設定手順例（LVDRLIE = 0） 

 
 

 

LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 書

込み。 

設定開始 

LVD_CTL レジスタの書込み保護解除 

低電圧検出割込み要因クリア。 

LVD_CTL レジスタに検出割込み 

電圧設定(SVHI), 動作許可設定書込み。 

LVD_CTL レジスタの書込み保護 

エンド 

LVD_RLR レジスタに 0x00000000 書込

み。 

(0x1ACCE553 以外の値を書込み) 

No 
LVDIRDY=1 ? 

Yes 
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3.3 低電圧検出割込み (LVDRLIE = 1) 

ここでは低電圧検出回路の設定手順について説明します（検出電圧とリリース電圧を別々に設定をする場合）。 

Figure 3-3 低電圧検出割込み設定手順例（LVDRLIE = 1） 

 

LVD_RLRレジスタへ 0x1ACCE553を書

き込む 

開始 

LVD_CTLレジスタの書込み保護モードをリリースする 

低電圧検出割込み要因をクリアする 

検出割込み電圧(SVHI)を LVD_CTLレジスタに、リリース電圧(SVHRLI)を VD_CTL2

レジスタに設定し、LVDIEを設定して動作状態をイネーブルに設定する 

LVD_CTLレジスタを書込み保護モードに設定する 

終了 

LVD_RLRレジスタへ 0x00000000を書

き込む 

(0x1ACCE553以外の値を書き込む) 

No 
LVDIRDY=1 ? 

Yes 

LVD_CTLレジスタの検出割込みリリース電圧(SVHRLI)を最

大値に設定する 

低電圧検出リリース電圧設定イネーブルビット(SVHRLIE)を

"1"に設定する 
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3.4 Vref 較正の例 

Vref 較正を開始する手順について説明します。 

この製品には 2つの Vref が存在し、1つはバイポーラ Vrefで、大電流において正確です。もう 1つはMOS Vref

で、低電力であり、バイポーラ Vrefにより較正可能です。MOS Vref 較正を行う方法と、選択する方法につい

て説明します。 

 

Figure 3-4 Vref 較正の設定手順の例 

 

 

 

CAL_KEYレジスタへ 0x1ACCE553を書

き込む 

開始 

CAL_CTLおよび CAL_SETをロック解除 

CAL_KEYを読出し、0x0001なら Vref

較正レジスタはロックされている 

終了 

CAL_KEYレジスタへ 0x00000000 を書

き込む 

(0x1ACCE553以外の値を書き込む) 

CAL_CTL.CALDONE=1 ? 

Yes 

CAL_CTLビット(CALSTART)を"1"に設定 

 

Vref 較正を開始 

No 

CAL_CTLおよび CAL_SETをロック 
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4. レジスタ 

低電圧検出回路で使用するレジスタの構成と機能について説明します。 

低電圧検出回路のレジスタ一覧 

Table 4-1 低電圧検出回路のレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

LVD_CTL 低電圧検出電圧設定レジスタ 4.1 

LVD_STR 低電圧検出割込み要因レジスタ 4.5 

LVD_CLR 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ 4.6 

LVD_RLR 低電圧検出電圧保護レジスタ 4.7 

LVD_STR2 低電圧検出回路状態レジスタ 4.8 

LVD_CTL2 低電圧検出リリース電圧制御レジスタ 4.2 

LVD2_CTL 低電圧検出(ch.2)電圧制御レジスタ御レジスタ 4.3 

LVD2_CTL2 低電圧検出(ch.2)リリース電圧制御レジスタ 4.4 

CAL_CTL Vref 較正制御レジスタ 4.9 

CAL_SET Vref 較正値レジスタ 4.10 

CAL_KEY Vref 較正セキュリティキーレジスタ 4.11 
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4.1 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL) 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの電源電圧監視の許可

制御,低電圧検出割込みの検出電圧設定を行うレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field LVDRE 予約 予約 

属性 R/W - - 

初期値 1 00000 00 

    

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIE SVHI 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 0 00011 00 

 

レジスタ機能 

[bit15] LVDRE : 低電圧検出リセット動作許可ビット 

本ビットは、低電圧検出リセットの電源電圧監視の動作許可を行います。許可しない場合は、低電圧検出リセ

ット回路は動作停止します。 

bit 説明 

0 低電圧検出リセットの発生を許可しません。 

1 低電圧検出リセットの発生を許可します。[初期値] 

[bit14:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit7] LVDIE : 低電圧検出割込み動作許可ビット 

本ビットは、低電圧検出割込みの電源電圧監視の動作許可を行います。許可しない場合は、低電圧検出割込み

回路は動作停止します。 

bit 説明 

0 低電圧検出割込みの発生を許可しません。[初期値] 

1 低電圧検出割込みの発生を許可します。 

 

  



 CHAPTER 5-3: 低電圧検出 (TYPE2) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 217 

[bit6:2] SVHI : 低電圧検出割込み電圧設定ビット 

本ビットは、低電圧検出割込みの検出電圧設定を行います。 

bit6:2 説明 

00000 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.50 V. 中心に設定します。 

00001 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.55 V. 中心に設定します。 

00010 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.60 V. 中心に設定します。 

00011 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.65 V. 中心に設定します。[初期値] 

00100 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.70 V. 中心に設定します。 

00101 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.75 V. 中心に設定します。 

00110 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.80 V. 中心に設定します。 

00111 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.85 V. 中心に設定します。 

01000 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.90 V. 中心に設定します。 

01001 低電圧検出割込みの検出電圧を 1.95 V. 中心に設定します。 

01010 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.00 V. 中心に設定します。 

01011 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.05 V. 中心に設定します。 

01100 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.50 V. 中心に設定します。 

01101 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.60 V. 中心に設定します。 

01110 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.70 V. 中心に設定します。 

01111 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.80 V. 中心に設定します。 

10000 低電圧検出割込みの検出電圧を 2.90 V. 中心に設定します。 

10001 低電圧検出割込みの検出電圧を 3.00 V. 中心に設定します。 

10010 低電圧検出割込みの検出電圧を 3.10 V. 中心に設定します。 

10011 低電圧検出割込みの検出電圧を 3.20 V. 中心に設定します。 

上記以外 設定禁止 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出割込み動作許可ビット(LVDIE)は、必ず低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR)

の LVDCL ビットに"0"を書き込み、低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)をクリアしてから許可して

ください。 

− 低電圧検出割込み動作許可ビット(LVDIE)を許可しない場合は、低電圧割込み検出用の低電圧検出回

路は停止します。そのため、低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)のセットは行いません。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は初期状態で書込み保護されており、保護を解除しない限り

書込みは無効になります。低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)に書込みを行う場合は、低電圧検

出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553 を書き込み、書込み保護を解除してください。 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。 

− 低電圧検出リセットの検出電圧は固定値となります。検出電圧の値についてはデータシートを参照し

てください。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.2 低電圧検出リリース電圧制御レジスタ(LVD_CTL2) 

低電圧検出リリース電圧制御レジスタ(LVD_CTL2)は、低電圧検出割込みについて検出電圧とリリース電圧を

別々に設定するかどうかを制御し、低電圧検出割込みのリリース電圧を指定します。さらに、LVDの極性も

設定できます。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 LVDPOL 

属性 - R/W 

初期値 0000000 0 

    

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDRLIE SVHRLI 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 0 00011 00 

レジスタ機能 

[bit15:9] 予約 : 予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 

  

[bit8] LVDPOL : 低電圧検出極性設定ビット 

このビットは、LVDの極性を反転します。 

詳細については、「動作」を参照してください。  

Bit 説明 

0 LVDの極性を反転しません[初期値]。 

1 LVDの極性を反転します。 

 

[bit7] LVDRLIE : 低電圧検出リリース電圧設定イネーブルビット 

このビットは、LVDの検出電圧とリリース電圧を別々に設定できるようにするかを決定します。  

Bit 説明 

0 リリース電圧は設定できません。SVHRLIの値は常に SVHIと同じです[初期値]。 

1 リリース電圧を独立に設定できます。 
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[bit6:2] SVHRLI : 低電圧検出リリース電圧設定ビット 

これらのビットは、低電圧検出割込みの検出電圧を指定します。 

bit6:2 説明 

00000 低電圧検出リリース電圧を 1.55 V中心に設定します。 

00001 低電圧検出リリース電圧を 1.60 V中心に設定します。 

00010 低電圧検出リリース電圧を 1.65 V中心に設定します。 

00011 
低電圧検出リリース電圧を 1.70 V中心に設定します。 

[初期値] 

00100 低電圧検出リリース電圧を 1.75 V中心に設定します。  

00101 低電圧検出リリース電圧を 1.80 V中心に設定します。 

00110 低電圧検出リリース電圧を 1.85 V中心に設定します。 

00111 低電圧検出リリース電圧を 1.90 V中心に設定します。 

01000 低電圧検出リリース電圧を 1.95 V中心に設定します。 

01001 低電圧検出リリース電圧を 2.00 V中心に設定します。 

01010 低電圧検出リリース電圧を 2.05 V中心に設定します。 

01011 低電圧検出リリース電圧を 2.10 V中心に設定します。 

01100 低電圧検出リリース電圧を 2.60 V中心に設定します。 

01101 低電圧検出リリース電圧を 2.70 V中心に設定します。 

01110 低電圧検出リリース電圧を 2.80 V中心に設定します。 

01111 低電圧検出リリース電圧を 2.90 V中心に設定します。 

10000 低電圧検出リリース電圧を 3.00 V中心に設定します。 

10001 低電圧検出リリース電圧を 3.10 V中心に設定します。 

10010 低電圧検出リリース電圧を 3.20 V中心に設定します。 

10011 低電圧検出リリース電圧を 3.30 V中心に設定します。 

その他 他の設定は使用禁止です。 

 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 

  

＜注意事項＞ 

− LVDIE を有効にする前に、低電圧検出割込みリリース電圧設定イネーブルビット(LVDRLIE)を 0 に設

定する必要があります。 

− 低電圧検出電圧制御レジスタ(LVD_CTL2)は初期状態では書込み保護されているため、書込み保護モ

ードを解除しない限り、書込みは無効です。低電圧検出電圧制御レジスタ(LVD_CTL2)へ書き込むに

は、低電圧検出電圧保護レジスタ LVD_RLR)を 0x1ACCE553 に設定し、書込み保護モードを解除し

ます。 

− このレジスタはパワーオンリセット時に初期化され、低電圧検出がリセットされます。これらのリセ

ットを除くリセット要因では初期化されません。 

− LVDRLIE が"0"に設定されているとき、SVHRLI は常に SVHI の値と等しくなります。 

− LVDRLIE=1 のとき、SVHI の値よりも小さな値を SVHRLI へ書き込もうとすると、SVHRLI への書込

みアクセスは拒否されます。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.3 低電圧検出(ch.2)電圧制御レジスタ(LVD2_CTL) 

低電圧検出(ch.2)電圧制御レジスタ(LVD2_CTL)は、電源電圧/外部電圧を監視して低電圧検出時の別の割込み

を有効にするかどうかを制御し、低電圧検出割込みの検出電圧を指定します。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 00000000 

    

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVD2IE SVH2I 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 0 00011 00 

レジスタ機能 

[bit15:8] 予約 :予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 

 

[bit7] LVD2IE : 低電圧検出 2 割込みイネーブルビット 

このビットは、電源電圧/外部電圧を監視して低電圧検出割込み(チャネル 2)を有効にするために使用されます。

電源電圧/外部電圧の監視が有効でないとき、低電圧検出割込み回路は停止します。 

Bit 説明 

0 低電圧検出割込みの生成を無効にします[初期値]。 

1 低電圧検出割込みの生成を有効にします。 
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[bit6:2] SVH2I : 低電圧検出 2 割込み電圧設定ビット 

これらのビットは、低電圧検出割込み(チャネル 2)の検出電圧を指定します。 

bit6:2 説明 

00000 低電圧検出 2割込み電圧を 1.50 V中心に設定します。 

00001 低電圧検出 2割込み電圧を 1.55 V中心に設定します。 

00010 低電圧検出 2割込み電圧を 1.60 V中心に設定します。 

00011 低電圧検出 2割込み電圧を 1.65 V中心に設定します。 [初期値] 

00100 低電圧検出 2割込み電圧を 1.70 V中心に設定します。  

00101 低電圧検出 2割込み電圧を 1.75 V中心に設定します。 

00110 低電圧検出 2割込み電圧を 1.80 V中心に設定します。 

00111 低電圧検出 2割込み電圧を 1.85 V中心に設定します。 

01000 低電圧検出 2割込み電圧を 1.90 V中心に設定します。 

01001 低電圧検出 2割込み電圧を 1.95 V中心に設定します。 

01010 低電圧検出 2割込み電圧を 2.00 V中心に設定します。 

01011 低電圧検出 2割込み電圧を 2.05 V中心に設定します。 

01100 低電圧検出 2割込み電圧を 2.50 V中心に設定します。 

01101 低電圧検出 2割込み電圧を 2.60 V中心に設定します。 

01110 低電圧検出 2割込み電圧を 2.70 V中心に設定します。 

01111 低電圧検出 2割込み電圧を 2.80 V中心に設定します。 

10000 低電圧検出 2割込み電圧を 2.90 V中心に設定します。 

10001 低電圧検出 2割込み電圧を 3.00 V中心に設定します。 

10010 低電圧検出 2割込み電圧を 3.10 V中心に設定します。 

10011 低電圧検出 2割込み電圧を 3.20 V中心に設定します。 

その他 他の設定は使用禁止です。 

 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出 2 割込みイネーブルビット(LVD2IE)を有効にする前に、低電圧検出割込み要因クリアレジ

スタ(LVD_CLR)の LVD2CL ビットに"0"を書込み、低電圧検出割込み要因ビット(LVD2IR)をクリアす

る必要があります。 

− 低電圧検出 2 割込みイネーブルビット(LVD2IE)が有効でないとき、低電圧割込みを検出するための低

電圧検出回路(チャネル 2)は停止します。このため、低電圧検出 2 割込み要因ビット(LVD2IR)はセッ

トされません。 

− 低電圧検出電圧制御レジスタ(LVD2_CTL)は初期状態では書込み保護されているため、書込み保護モ

ードを解除しない限り、書込みは無効です。低電圧検出電圧制御レジスタ(LVD2_CTL)へ書き込むに

は、低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)を 0x1ACCE553 に設定し、書込み保護モードを解除し

ます。 

− このレジスタは、パワーオンリセット、および低電圧検出リセット時に初期化されます。これらのリ

セットを除くリセット要因では初期化されません。  

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.4 低電圧検出(ch.2)リリース電圧制御レジスタ(LVD2_CTL2) 

低電圧検出 2 リリース電圧制御レジスタ(LVD2_CTL2)は、低電圧検出割込み(ch.2)について検出電圧とリリー

ス電圧を別々に設定するかどうかを制御し、低電圧検出割込みのリリース電圧を指定します。さらに、LVD2

の極性も設定できます。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 予約 LVD2POL 

Attribute R/W   -    R/W 

Initial value 0   000000    0 

    

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 
LVD2RLI

E 
SVH2RLI 予約 

Attribute R/W R/W - 

Initial value 0 00011 00 

レジスタ機能 

[bit15:9] 予約 :予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 

 

[bit8] LVDPOL :低電圧検出 2 極性設定ビット 

このビットは、LVD2の極性を反転します。 

 

Bit 説明 

0 LVD2 の極性を反転しません[初期値]。 

1 LVD2 の極性を反転します。 

 

[bit7] LVD2RLIE : 低電圧検出 2 リリース電圧設定イネーブルビット 

このビットは、LVDの検出電圧とリリース電圧を別々に設定できるようにするかどうかを決定します。  

Bit 説明 

0 
リリース電圧は設定できません。SVH2RLIの値は常に SVH2Iと同じです。  

[初期値] 

1 リリース電圧を独立に設定できます。 
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[bit6:2] SVH2RLI : 低電圧検出リリース電圧設定ビット 

これらのビットは、低電圧検出割込みの検出電圧を指定します。 

bit6:2 説明 

00000 低電圧検出 2リリース電圧を 1.55 V中心に設定します。 

00001 低電圧検出 2リリース電圧を 1.60 V中心に設定します。 

00010 低電圧検出 2リリース電圧を 1.65 V中心に設定します。 

00011 
低電圧検出 2リリース電圧を 1.70 V中心に設定します。 

[初期値] 

00100 低電圧検出 2リリース電圧を 1.75 V中心に設定します。  

00101 低電圧検出 2リリース電圧を 1.80 V中心に設定します。 

00110 低電圧検出 2リリース電圧を 1.85 V中心に設定します。 

00111 低電圧検出 2リリース電圧を 1.90 V中心に設定します。 

01000 低電圧検出 2リリース電圧を 1.95 V中心に設定します。 

01001 低電圧検出 2リリース電圧を 2.00 V中心に設定します。 

01010 低電圧検出 2リリース電圧を 2.05 V中心に設定します。 

01011 低電圧検出 2リリース電圧を 2.10 V中心に設定します。 

01100 低電圧検出 2リリース電圧を 2.60 V中心に設定します。 

01101 低電圧検出 2リリース電圧を 2.70 V中心に設定します。 

01110 低電圧検出 2リリース電圧を 2.80 V中心に設定します。 

01111 低電圧検出 2リリース電圧を 2.90 V中心に設定します。 

10000 低電圧検出 2リリース電圧を 3.00 V中心に設定します。 

10001 低電圧検出 2リリース電圧を 3.10 V中心に設定します。 

10010 低電圧検出 2リリース電圧を 3.20 V中心に設定します。 

10011 低電圧検出 2リリース電圧を 3.30 V中心に設定します。 

その他 他の設定は使用禁止です。 

 

[bit1:0] 予約 :予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 

 

＜注意事項＞ 

− LVDIE を有効にする前に、低電圧検出割込みリリース電圧設定イネーブルビット(LVDRLIE)を 0 に設

定する必要があります。 

− LVDRLIE が"0"に設定されているとき、SVHRLI は常に SVHI の値と等しくなります。 

− 低電圧検出電圧制御レジスタ(LVD_CTL2)は初期状態では書込み保護されているため、書込み保護モ

ードを解除しない限り、書込みは無効です。低電圧検出電圧制御レジスタ(LVD_CTL2)へ書き込むに

は、低電圧検出電圧保護レジスタ LVD_RLR)を 0x1ACCE553 に設定し、書込み保護モードを解除し

ます。 

− このレジスタは、パワーオンリセット、および低電圧検出リセット時に初期化されます。これらのリ

セットを除くリセット要因では初期化されません。  

− SVH2I の値よりも小さな値を SVH2RLI へ書き込もうとすると、SVH2RLI への書込みアクセスは拒否

されます。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.5 低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR) 

低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR)は低電圧検出割込みの要因を保持するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field LVD2IR 予約 LVD2HSTR 

属性 R - R 

初期値 0 000000 0 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIR 予約 LVDHSTR 

属性 R - R 

初期値 0 000000 0 

レジスタ機能 

[bit15] LVD2IR :低電圧検出 2 割込み要因ビット 

Bit 説明 

0 低電圧検出 2割込み要求は検出されていません[初期値]。 

1 低電圧検出 2割込み要求が検出されました。 

 

[bit14:9] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit8] LVD2HSTR :   

元の LVD2の出力を示します。このビットは、"LVD2POL"をセットしても影響を受けません。 

Bit 説明 

0 VCC の電圧は SVH2Iの設定を下回っています。 

1 VCC の電圧は SVH2RLIの設定を上回っています[初期値]。 

 

 [bit7] LVDIR : 低電圧検出割込み要因ビット 

bit 説明 

0 低電圧検出割込み要求は検出されていません。[初期値] 

1 低電圧検出割込み要求が検出されました。 

 

[bit6:1] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 
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[bit0] LVDHSTR :  

元の LVDHの出力を示します。このビットは、"LVDPOL"をセットしても影響を受けません。 

Bit 説明 

0 VCC の電圧は SVHIの設定を下回っています。 

1 VCC の電圧は SVHRLIの設定を上回っています[初期値]。 

 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.6 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR) 

低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR)は低電圧検出割込み要因をクリアするレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field LVD2CL Reserved 

属性 R1/W0 - 

初期値 1 0000000 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDCL Reserved 

属性 R1/W0 - 

初期値 1 0000000 

 

レジスタ機能 

[bit15] LVD2CL : 低電圧検出 2 割込み要因クリアビット 

Bit 説明 

0 
低電圧検出 2割込み要因レジスタ(LVD_STR)の低電圧検出 2割込み要因ビット(LVD2IR)を"0"

にクリアします。 

1 書込みモードの動作に影響を及ぼしません[初期値]。 

読出しは常に"1"が読み出されます。 

 

[bit14:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit7] LVDCL : 低電圧検出割込み要因クリアビット 

bit 説明 

0 
低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR)の低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)を"0"にク

リアします。 

1 書込みは動作に影響しません。[初期値] 

読出しは常に"1"が読み出されます。 

 

[bit6:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.7 低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR) 

低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)は低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)を書込み保護するレジス

タです。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field LVDLCK[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDLCK[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0001 

レジスタ機能 

[bit31:0] LVDLCK[31:0] : 低電圧検出電圧設定レジスタ保護ビット 

− 0x1ACCE553 を書き込むことにより、低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の書込みが可能となりま

す(書込み保護解除)。 

− 0x1ACCE553 以外の値を書き込むと、低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の書込みが無効になりま

す(書込み保護)。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の保護が解除されているときは、0x00000000が読み出されます。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)が保護されているときは、0x00000001が読み出されます。 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、初期状態で書込み保護されております。LVD_CTL レジ

スタに書込みを行う場合は、低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553 を書き込み、

書込み保護を解除してください。 

− LVD_CTL レジスタの書込み保護を有効にしたい場合は、LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 以外の

値を書き込んでください。 

− LVD_CTL レジスタの書込み保護を解除した場合は、LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 以外の値を

書き込むまで保護が解除されたままになります。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.8 低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2) 

低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2)は低電圧検出割込みの動作状態を確認するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field LVD2IRDY 予約 

属性 R - 

初期値 0 0000000 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIRDY LVDRRDY 予約 

属性 R R - 

初期値 0 1 000000 

 

レジスタ機能 

[bit15] LVD2IRDY : 低電圧検出 2 割込みステータスフラグ 

Bit 説明 

0 安定化待ち状態または監視停止状態  

1 監視状態[初期値] 

 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit14:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit7] LVDIRDY : 低電圧検出割込み状態フラグ 

bit 説明 

0 安定待ち状態または監視停止状態[初期値] 

1 監視状態 

 

書込みは動作に影響しません。 
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[bit6] LVDRRDY : 低電圧検出リセット状態フラグ 

bit 説明 

0 安定待ち状態または監視停止状態 

1 監視状態[初期値] 

 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit5:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.9 Vref 較正制御レジスタ(CAL_CTL) 

Vref 較正制御レジスタ(CAL_CTL)は、Vref 較正を制御します。 

この製品には 2つの Vref が存在し、1つは双極性 Vref で、大電流において正確です。もう 1つは MOS Vref

で、低電力であり、双極性 Vref により較正可能です。低電力 Vref較正を行う方法と、選択する方法について

説明します。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

00000000 初期値 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 CALDONE BGRSEL 予約 CALSTART 

属性 - 

0000 

R R/W - R/W 

初期値 1 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit3] CALDONE : Vref 較正完了フラグ 

Bit 説明 

0 Vref 較正が進行中、または開始していません[初期値]。 

1 Vref 較正が完了しています。 

 

このビットは、書込みモードの動作に影響を及ぼしません。 

[bit2] BGRSEL : Vref 選択ビット 

Bit 説明 

0 双極性 Vref を選択します[初期値]。 

1 MOS Vref を選択します。Vref 較正が完了すると、MOS Vref が自動的に選択されます。 

 

[bit0] CALSTART : Vref 較正開始ビット 

Bit 説明 

0 Vref 較正が開始していません。[初期値]。 

1 
1 を書き込むと Vref 較正が開始します。較正が完了すると、このビットは自動的に 0 にクリ

アされます。 

[bit15:4][bit1] 予約 : 予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 
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4.10 Vref 較正値レジスタ(CAL_SET) 

Vref 較正値レジスタ(CAL_set)は、Vref の較正値を格納します。 

この較正値は、MOS Vrefが選択されているときのみ有効です。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 00000000 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 DSTB[4:0] 

属性 -   R/W   

初期値 000   10001   

 

 
      

レジスタ機能 

 [bit4:0] DSTB : Vref 較正値 

Bit4:0 説明 

xxxxx 
Vref 較正値[初期値 : 10001、約 1.2000V]。 

DSTB[4:0]は、CAL_CTL.BGRSEL=1 がセットされているとき有効になります。 

[bit15:5] 予約 : 予約ビット 

読出し値は常に"0"です。これらのビットに書込みを行っても、動作に影響を及ぼしません。 
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4.11 Vref 較正セキュリティキーレジスタ(CAL_KEY) 

Vref 較正セキュリティキーは、CAL_CTL および CAL_SET への書込みをロック/ロック解除するために使用さ

れます。 

ロックされているとき、ユーザは CAL_CTL および CAL_SETレジスタを変更できません。 

ワードアクセスのみサポートされます。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field CAL_KEY[31:24] 

属性 R0/W 

初期値 00000000 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field CAL_KEY[23:16] 

属性 R0/W 

初期値 00000000 

 

bit 
15 14 13 12 11 10 9 8 

Field CAL_KEY[15:8] 

属性 R0/W 

初期値 00000000 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CAL_KEY[7:0] 

属性 R0/W 

初期値 00000001 

 

レジスタ機能 

 [bit31:0] CAL_KEY : Vref 較正セキュリティキー値 

Bit31:0 説明 

xxxxxxxx 

Vref 較正セキュリティキー値[初期値 : 0001]。 

レジスタ CAL_CTLおよび CAL_SETをロック解除するには、32'h1ACCE553を書き込みます。 

他の値を書き込むと、これらのレジスタはロックされます。 

読出し値が 0x0001 の場合、これらのレジスタは保護されています。 

読出し値が 0x0000 の場合、これらのレジスタは保護されていません。 
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5. 使用上の注意 

低電圧検出回路の使用上の注意点を説明します。 

 STOPモード遷移時の低電圧検出割込み要因ビットについて 

低電圧検出割込み要因ビット(LVD_STR:LVDIR)クリア後、電源電圧がそのまま検出電圧以下であっても、い

ったん解除電圧を上回らない限り、再度割込み要因が発生することはありません。 

しかし、LVDIRクリア後、検出電圧以下にいる時に STOPモード遷移を行った際には必ず低電圧検出回路が

電圧比較を行います。 

そのため、STOPモード遷移により、再度低電圧検出割込み要因がセットされ、割込みルーチンに遷移する可

能性があります。 

例えば、低電圧検出の割込み処理ルーチン内で STOPモード遷移するような場合、割込み要因をクリアして割

込み処理ルーチンを抜けても、すぐに再度割込み要因ビットが立ち、割込み処理ルーチンを繰り返す可能性が

あります。 

 

低電圧割込み検出後も電源電圧が検出電圧以下となっている場合に、繰り返し割込みが発生する現象を抑える

には、低電圧検出割込み許可ビット(LVDIE)を禁止にしてから割込みルーチンを抜けてください。 

 

 低電圧検出リセットの検出電圧設定について 

低電圧検出リセット電圧の検出電圧設定後、低電圧検出リセットが発生すると、検出電圧設定値が初期化され

ます。ゆっくり電源電圧が低下していく時のように、電源電圧が設定初期値よりも高い場合、リセットが解除

されます。しかし、リセットによりプログラムは先頭に戻るため再度検出電圧を設定しなおします。すでに電

源電圧が検出電圧設定値よりも低いため、再度低電圧検出リセットが発生します。 

すなわち、電源電圧の変化とプログラム記述によっては、 

検出電圧変更 → リセット → 初期化(プログラム先頭) → 検出電圧変更 → リセット 

を繰り返すループになる可能性があります。 

 

電源電圧が検出電圧以下の場合の低電圧検出リセットのループを避けるには、以下の方法があります。 

− 低電圧検出リセット設定値は初期値のみを使用する。 

− 低電圧検出割込みを低電圧検出リセットよりも先に設定し、プログラムの先頭で割込みフラグが立って

いるかを確認し、それにより低電圧リセットの検出電圧の設定値を変更する。 
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CHAPTER 5-4: 低電圧検出 (TYPE3) 

 

低電圧検出回路の機能と動作について示します。 

 

 

1. 構成 

2. 動作説明 

3. 設定手順例 

4. レジスタ 

5. 使用上の注意 
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1. 構成 

低電圧検出回路のブロックダイヤグラムを示します。 

低電圧検出回路のブロックダイヤグラム 

低電圧検出電圧
設定レジスタ

－
＋

Vref

VCC

リセット信号

－
＋

Vref

LVDIE

：

：

：

：

SVHI[3:0]

低電圧検出割込
み要因レジスタ

低電圧検出割込み
要因クリアレジスタ

LVDCL

低電圧検出電圧
保護レジスタ

レジスタロック

割込み信号

VSS

VSS

VSS

VSS

低電圧検出回路
状態レジスタ

LVDRE

 
 低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL) 

低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの電源電圧監視の許可制御,低電圧検出割込みの検出電圧設定を行う

レジスタです。 

 低電圧検出電圧保護レジスタ (LVD_RLR) 

低電圧検出電圧設定レジスタの書込み保護を行うレジスタです。 

 低電圧検出割込み要因レジスタ (LVD_STR) 

低電圧検出割込みの要因を保持するレジスタです。 

 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ (LVD_CLR) 

低電圧検出割込み要因をクリアするレジスタです。 

 低電圧検出回路状態レジスタ (LVD_STR2) 

低電圧検出割込み回路の動作状態を確認するレジスタです。 
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 基準電圧発生回路 (Vref) 

基準電圧を発生させる回路で、バイポーラ基準電圧発生回路とMOS基準電圧発生回路の２種類が搭載されて

います。初期状態ではバイポーラ基準電圧発生回路が基準電圧を発生させ、その基準電圧を定電圧検出回路(リ

セット、割り込み両方)に供給するよう設定されています。 

 

低電圧検出回路の端子 

低電圧検出回路に使用する端子を以下に示します。 

− VCC端子 

低電圧検出回路は本端子の電源電圧を監視します。 

 

− VSS端子 

電源検出の基準となる GND端子です。 
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2. 動作説明 

低電圧検出リセット回路の動作および低電圧検出割込み回路の動作について説明します。 

低電圧検出リセット回路の動作 

 回路動作説明 

低電圧検出リセット回路は、電源投入後から常に監視状態になります。電源電圧(VCC)が設定された検出電圧

よりも低下したときにリセット信号を発生させます。解除電圧よりも電源電圧が高くなると、リセットを解除

します。 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の LVDREビットが"1"のときにリセット動作は有効です。低電圧検

出リセットの検出電圧は固定値が設定されており、この値を変更することはできません。また、電源電圧が解

除電圧より高い場合リセットは解除されます。リセット許可を行ったときは、低電圧検出回路の安定待ち期間

経過後に低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2)の低電圧検出リセット状態フラグ(LVDRRDY)が"1"となり

電源電圧監視を開始します。 

スタンバイモード(スリープモード, タイマモード, RTCモード, ストップモード)、ディープスタンバイモード

(ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモード)でも動作可能です。 

 

 

電源電圧(VCC)

検出/解除電圧(固定値)

A：低電圧検出遅延時間 (TLVDDL)

B：低電圧検出回路安定待ち時間 (TLVDW)

低電圧検出リセット
許可信号
 (LVDRE)

低電圧検出回路
動作状態 Power-on     Monitoring

Monitoring 

stop
Reset Reset     Monitoring

Stabilization
 wait 

(Monitoring

stopped)

BA A

低電圧検出回路
リセット信号

(L アクティブ)
A

Reset

A A

    Monitoring    Monitoring
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低電圧検出割込み回路の動作 

 回路動作説明 

低電圧検出割込み回路は、電源電圧(VCC)を監視し、設定された電圧よりも電源電圧が低下したときに割込み

信号を発生させます。 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)のLVDIEビットが"1"のときに割込み要求が許可され有効になります。

初期値は"0"で許可されていません。低電圧検出電圧設定レジスタ (LVD_CTL) の SVHIビットにより割込み

の検出電圧の設定ができます。割込み要求許可および割込み検出電圧の設定を行ったときは、低電圧検出回路

の安定待ち期間経過後に低電圧検出回路状態レジスタ (LVD_STR2) の低電圧検出割込み状態フラグ

(LVDIRDY)が"1"となり電源電圧監視を開始します。 

スタンバイモード(スリープモード, タイマモード, RTCモード,ストップモード), ディープスタンバイモード

(ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモード)でも動作可能です。また、スタンバイ

モード, ディープスタンバイモードからの復帰に使用できます。 

 低電圧検出割込み要求 

低電圧検出割込みが有効かつ電源電圧 VCCが設定された電圧よりも低下したときに、低電圧検出割込み要因

レジスタ (LVD_STR)の LVDIRビットが"1"になり、割込み要求信号を発生させます。 

LVDIRビットを読み出すことで、割込み要求を確認できます。  

 低電圧検出割込み要求の取下げ 

低電圧検出割込み検出要求を取り下げるには、低電圧検出割込み要因クリアレジスタ (LVD_CLR)の LVDCL

ビットに"0"を書き込んでください。これにより低電圧検出割込み要因がクリアされ、低電圧検出割込み要求

が取り下げられます。 

また、電源電圧が設定された検出電圧よりも低下している間に、LVDCLビットに"0"書込みを行った場合も、

割込み要求が取り下げられます。 
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検出/解除電圧(設定変更値)

電源電圧(VCC)

検出/解除電圧(初期値)

A：低電圧検出遅延時間(TLVDDL)

B：低電圧検出回路安定待ち時間(TLVDW)

低電圧検出割込み　

許可信号(LVDIE)

低電圧検出回路

動作状態 電源投入 監視停止
安定待ち

(監視停止)
監視

低電圧検出割込み

要求信号

低電圧検出割込み　

設定電圧(SVHI)
初期値 設定電圧(設定変更値)

A

B
低電圧検出割込み

状態フラグ
(LVDIRDY)

安定待ち

(監視停止)
監視停止

B

LVDCLビットに

'0'を書き込み  

 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出回路の安定待ち期間中にタイマモード, RTC モード, ストップモード, ディープスタンバ

イ RTC モード, ディープスタンバイストップモードおよび APB1 プリスケーラレジスタ

(APBC1_PSR)により PCLK1 の停止を行うと、電源電圧の監視が行われません。低電圧検出回路状態

レジスタ(LVD_STR2)の低電圧検出割込み状態フラグ(LVDIRDY)が"1"になっていることを確認後、遷

移させてください。 

 

基準電圧キャリブレーションの動作 

 基準電圧キャリブレーションの目的 

LVD(低電圧検出リセット、低電圧検出割込み)を正しく動作させるには正確な基準電圧が必要となります。 

本 LSIには２種類の基準電圧回路を実装しています。一つはバイポーラ基準電圧発生回路で、消費電流は大き

いものの高精度の基準電圧を発生させます。もう一つはMOS基準電圧発生回路で、消費電流が小さく、バイ

ポーラ基準電圧発生回路の出力電圧を基準にキャリブレーションする事で精度の高い基準電圧を発生させる

ことができます。 

通常、消費電力削減の目的で、MOS基準電圧発生回路を使用しますが、この場合事前にキャリブレーション

を実施する必要があります。特に Deep Standbyモードで、消費電力を削減するには、キャリブレーションを

行いMOS基準電圧発生回路に切り替える必要があります。 
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 基準電圧キャリブレーションの開始 

CAL_CTLレジスタのCALSTARTビットに1を書きこむことでキャリブレーションが開始されます。CAL_CTL

レジスタの CALDONE ビットをモニタすることでキャリブレーションが完了したかを判断する事ができます。

また、キャリブレーション完了と同時に LVDで参照される基準電圧回路はバイポーラ基準電圧回路からMOS

基準電圧回路に切り替わります。 

尚、CAL_CTLレジスタの操作するには CAL_KEYレジスタを使って書込み保護機能を解除する必要がありま

す。詳細は設定手順の例を参照下さい。 
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3. 設定手順例 

低電圧検出回路の設定手順例を説明します。 

3.1 低電圧検出リセット 

Figure 3-1 低電圧検出リセット設定手順例 

 

 

 

LVD_CTL レジスタに 

設定(動作許可/停止)を書込み。 

設定開始 

LVD_CTL レジスタの書込み保護解除 

LVD_CTL レジスタの書込み保護 

エンド 

LVD_RLR レジスタに 0x00000000 書込み。 

(0x1ACCE553 以外の値を書込み) 

No 
LVDRRDY=1 ? 

Yes 

LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 書

込み。 



 CHAPTER 5-4: 低電圧検出 (TYPE3) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 243 

3.2 低電圧検出割込み 

 

Figure 3-2 低電圧検出割込み設定手順例 

 
 

 

LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 書

込み。 

設定開始 

LVD_CTL レジスタの書込み保護解除 

低電圧検出割込み要因クリア。 

LVD_CTL レジスタに検出割込み 

電圧設定(SVHI), 動作許可設定書込み。 

LVD_CTL レジスタの書込み保護 

エンド 

LVD_RLR レジスタに 0x00000000 書込

み。 

(0x1ACCE553 以外の値を書込み) 

No 
LVDIRDY=1 ? 

Yes 
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3.3 キャリブレーション 

 

Figure 3-3 キャリブレーション設定手順例 

 
 

 

 

Start

Read CAL_CTL register.

( Check status )

Write 0x1ACCE553 to CAL_KEY register 

(Release write protection)

Read CAL_CTL register.

( Check status )

( Calibration done. )

End

CALDONE=1?

CALSTART=1?

Write 0x0001 to CAL_CTL register 

( Start calibration)

CALDONE=1?

Write 0x00000000 to CAL_KEY register 

(Set write protection)

Yes

No

Yes

No

No

Yes
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4. レジスタ 

低電圧検出回路で使用するレジスタの構成と機能について説明します。 

低電圧検出回路のレジスタ一覧 

Table 4-1 低電圧検出回路のレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

LVD_CTL 低電圧検出電圧設定レジスタ 4.1 

LVD_STR 低電圧検出割込み要因レジスタ 4.2 

LVD_CLR 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ 4.3 

LVD_RLR 低電圧検出電圧保護レジスタ 4.4 

LVD_STR2 低電圧検出回路状態レジスタ 4.5 

CAL_CTL 基準電圧キャリブレーション制御レジスタ 4.6 

CAL_KEY 基準電圧キャリブレーション設定保護レジスタ 4.7 
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4.1 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL) 

低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、低電圧検出リセットと低電圧検出割込みの電源電圧監視の許可

制御, 低電圧検出割込みの検出電圧設定を行うレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field LVDRE 予約 

属性 R/W - 

初期値 1 0000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIE SVHI 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 0 00011 00 

レジスタ機能 

[bit15] LVDRE : 低電圧検出リセット動作許可ビット 

本ビットは、低電圧検出リセットの電源電圧監視の動作許可を行います。許可しない場合は、低電圧検出リセ

ット回路は動作停止します。 

bit 説明 

0 低電圧検出リセットの発生を許可しません。 

1 低電圧検出リセットの発生を許可します。[初期値] 

 [bit14:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込み時は、常に 0を書いてください。 

 

[bit7] LVDIE : 低電圧検出割込み動作許可ビット 

本ビットは、低電圧検出割込みの電源電圧監視の動作許可を行います。許可しない場合は、低電圧検出割込み

回路は動作停止します。 

bit 説明 

0 低電圧検出割込みの発生を許可しません。[初期値] 

1 低電圧検出割込みの発生を許可します。 
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[bit6:2] SVHI : 低電圧検出割込み電圧設定ビット 

本ビットは、低電圧検出割込みの検出電圧設定を行います。 

bit6:2 説明 

00000 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.50 V中心に設定します。 

00001 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.55 V中心に設定します。 

00010 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.60 V中心に設定します。 

00011 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.65 V中心に設定します。[初期値] 

00100 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.70 V中心に設定します。  

00101 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.75 V中心に設定します。 

00110 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.80 V中心に設定します。 

00111 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.85 V中心に設定します。 

01000 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.90 V中心に設定します。 

01001 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 1.95 V中心に設定します。 

01010 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.00 V中心に設定します。 

01011 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.05 V中心に設定します。 

01100 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.50 V中心に設定します。 

01101 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.60 V中心に設定します。 

01110 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.70 V中心に設定します。 

01111 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.80 V中心に設定します。 

10000 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 2.90 V中心に設定します。 

10001 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.00 V中心に設定します。 

10010 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.10 V中心に設定します。 

10011 低電圧検出割込みの検出/解除電圧を 3.20 V中心に設定します。 

上記以外 設定禁止 

 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出割込み動作許可ビット(LVDIE)は、必ず低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR)

の LVDCL ビットに"0"を書き込み、低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)をクリアしてから許可して

ください。 

− 低電圧検出割込み動作許可ビット(LVDIE)を許可しない場合は、低電圧割込み検出用の低電圧検出回

路は停止します。そのため、低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)のセットは行いません。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は初期状態で書込み保護されており、保護を解除しない限り

書込みは無効になります。低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)に書込みを行う場合は、低電圧検

出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553 を書き込み、書込み保護を解除してください。 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。 

− 低電圧検出リセットの検出電圧は固定値となります。検出電圧の値についてはデータシートを参照し

てください。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.2 低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR) 

低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR)は低電圧検出割込みの要因を保持するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 00000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIR 予約 予約 

属性 R - - 

初期値 0 000000 - 

レジスタ機能 

[bit15:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit7] LVDIR : 低電圧検出割込み要因ビット 

bit 説明 

0 低電圧検出割込み要求は検出されていません。[初期値] 

1 低電圧検出割込み要求が検出されました。 

 

[bit6:1] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit0] 予約 : 予約ビット 

読出しは"0"または”1”が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.3 低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR) 

低電圧検出割込み要因クリアレジスタ(LVD_CLR)は低電圧検出割込み要因をクリアするレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 00000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDCL 予約 

属性 R/W - 

初期値 1 0000000 

レジスタ機能 

[bit15:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit7] LVDCL : 低電圧検出割込み要因クリアビット 

bit 説明 

書込み 
0 

低電圧検出割込み要因レジスタ(LVD_STR)の低電圧検出割込み要因ビット(LVDIR)を"0"

にクリアします。 

1 書込みは動作に影響しません。[初期値] 

読み出し 1 常に"1"が読み出されます。 

 

読出しは常に"1"が読み出されます。 

 

[bit6:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.4 低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR) 

低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)は低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)を書込み保護するレジス

タです。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field LVDLCK[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDLCK[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0001 

レジスタ機能 

[bit31:0] LVDLCK[31:0] : 低電圧検出電圧設定レジスタ保護ビット 

− 0x1ACCE553を書き込むことにより、低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の書込みが可能となりま

す(書込み保護解除)。 

− 0x1ACCE553以外の値を書き込むと、低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の書込みが無効になりま

す(書込み保護)。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)の保護が解除されているときは、0x00000000が読み出されます。 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)が保護されているときは、0x00000001が読み出されます。 

＜注意事項＞ 

− 低電圧検出電圧設定レジスタ(LVD_CTL)は、初期状態で書込み保護されております。LVD_CTL レジ

スタに書込みを行う場合は、低電圧検出電圧保護レジスタ(LVD_RLR)に 0x1ACCE553 を書き込み、

書込み保護を解除してください。 

− LVD_CTL レジスタの書込み保護を有効にしたい場合は、LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 以外の

値を書き込んでください。 

− LVD_CTL レジスタの書込み保護を解除した場合は、LVD_RLR レジスタに 0x1ACCE553 以外の値を

書き込むまで保護が解除されたままになります。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

 

 



 CHAPTER 5-4: 低電圧検出 (TYPE3) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 251 

4.5 低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2) 

低電圧検出回路状態レジスタ(LVD_STR2)は低電圧検出割込みの動作状態を確認するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 00000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field LVDIRDY LVDRRDY 予約 

属性 R R - 

初期値 0 1 000000 

 

レジスタ機能 

[bit15:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit7] LVDIRDY : 低電圧検出割込み状態フラグ 

bit 説明 

0 安定待ち状態または監視停止状態[初期値] 

1 監視状態 

 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit6] LVDRRDY : 低電圧検出リセット状態フラグ 

bit 説明 

0 安定待ち状態または監視停止状態 

1 監視状態[初期値] 

 

書込みは動作に影響しません。 

 

[bit5:0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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4.6 基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL) 

基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL)は、基準電圧のキャリブレーションの制御を行います。 

レジスタ構成 

bit 15  14  13  12  11  10  9  8  7  6  5  4 3 2 1 0 

Field 予約 CALDONE 予約 予約 CALSTART 

属性 - R - - R/W 

初期値 000000000000 0 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit15:4] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"です。書込みは動作に影響しません。 

[bit3] CALDONE : キャリブレーション実行フラッグビット 

本ビットは、キャリブレーションが完了しているかどうかを示すビットです。 

本ビットへの書き込み値は無視されます。 

bit 説明 

0読み出し キャリブレーションが完了していない。[初期値] 

1読み出し キャリブレーションが完了している。 

[bit2:1] 予約 : 予約ビット 

読出しは”0”または”1”です。書込み時は”0”を書込んで下さい。”1”書き込みは禁止です。 

[bit0] CALSTART : キャリブレーション開始ビット 

キャリブレーションの開始指示と、キャリブレーション実行状態を表示するビットです。 

Bit 説明 

0 書き込み 0 書き込みは禁止です。 

1 書き込み キャリブレーション開始を指示します。 

0読み出し 
キャリブレーションの実行中でない状態を示します。[初期値] 

（キャリブレーションが開始されていない、もしくは完了） 

1読み出し キャリブレーションを実行中である状態を示します。 

 

＜注意事項＞ 

− キャリブレーション完了後、自動的に MOS 基準電圧発生回路が有効になります。 

− CALDONE レジスタは、ディープスタンバイリセットにより初期化されません。 

− CALSTART への 1 書き込み（キャリブレーションの開始指示）は、CALDONE=0 かつ CALSTART=0

が読み出せる状態でのみ行うことができます。 

− CALDONE=1 または CALSTART=1 が読み出せる状態では、CALSTART への 1 書き込みは禁止です。

開始指示前に必ず、CAL_CTL レジスタの読み出しを行い、状態確認を行ってください。 

− 本レジスタは、ビットバンドエイリアス領域経由のリードモディファイライトアクセスは禁止です。 
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4.7 基準電圧キャリブレーション設定保護レジスタ(CAL_KEY) 

基準電圧キャリブレーション設定保護レジスタ(CAL_KEY)は CAL_CTLレジスタの書き込み保護/書き込み保

護解除を行うレジスタです。本レジスタが書き込み保護されている場合には CAL_CTLレジスタの変更はでき

ません。本レジスタはワークアクセスのみ可能です。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field CAL_KEY[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CAL_KEY[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0001 

レジスタ機能 

[bit31:0] CAL_KEY[31:0] : CAL_CTL レジスタ保護ビット 

− 0x1ACCE553を書き込むことにより、基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL)の書込みが

可能となります(書込み保護解除)。 

− 0x1ACCE553以外の値を書き込むと、基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL)の書込みが

無効になります(書込み保護)。 

− 基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL)の保護が解除されているときは、0x00000000が読

み出されます。 

− 基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL)が保護されているときは、0x00000001が読み出さ

れます。 

＜注意事項＞ 

− 基準電圧キャリブレーション制御レジスタ(CAL_CTL)は、初期状態で書込み保護されております。

CAL_CTL レジスタに書込みを行う場合は、基準電圧キャリブレーション設定保護レジスタ

(CAL_KEY)に 0x1ACCE553 を書き込み、書込み保護を解除してください。 

− CAL_CTL レジスタの書込み保護を有効にしたい場合は、CAL_KEY レジスタに 0x1ACCE553 以外の

値を書き込んでください。 

− CAL_CTL レジスタの書込み保護を解除した場合は、CAL_EKY レジスタに 0x1ACCE553 以外の値を

書き込むまで保護が解除されたままになります。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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5. 使用上の注意 

低電圧検出回路の使用上の注意点を説明します。 

 STOPモード遷移時の低電圧検出割込み要因ビットについて 

低電圧検出割込み要因ビット(LVD_STR:LVDIR)クリア後、電源電圧がそのまま検出電圧以下であっても、い

ったん解除電圧を上回らない限り、再度割込み要因が発生することはありません。 

しかし、LVDIRクリア後、検出電圧以下にいる時に STOPモード遷移を行った際には必ず低電圧検出回路が

電圧比較を行います。 

そのため、STOPモード遷移により、再度低電圧検出割込み要因がセットされ、割込みルーチンに遷移する可

能性があります。 

例えば、低電圧検出の割込み処理ルーチン内で STOPモード遷移するような場合、割込み要因をクリアして割

込み処理ルーチンを抜けても、すぐに再度割込み要因ビットが立ち、割込み処理ルーチンを繰り返す可能性が

あります。 

 

低電圧割込み検出後も電源電圧が検出電圧以下となっている場合に、繰り返し割込みが発生する現象を抑える

には、低電圧検出割込み許可ビット(LVDIE)を禁止にしてから割込みルーチンを抜けてください。 

 

 低電圧検出リセットの検出電圧設定について 

低電圧検出リセット電圧の検出電圧設定後、低電圧検出リセットが発生すると、検出電圧設定値が初期化され

ます。ゆっくり電源電圧が低下していく時のように、電源電圧が設定初期値よりも高い場合、リセットが解除

されます。しかし、リセットによりプログラムは先頭に戻るため再度検出電圧を設定しなおします。すでに電

源電圧が検出電圧設定値よりも低いため、再度低電圧検出リセットが発生します。 

すなわち、電源電圧の変化とプログラム記述によっては、 

検出電圧変更 → リセット → 初期化(プログラム先頭) → 検出電圧変更 → リセット 

を繰り返すループになる可能性があります。 

 

電源電圧が検出電圧以下の場合の低電圧検出リセットのループを避けるには、以下の方法があります。 

− 低電圧検出リセット設定値は初期値のみを使用する。 

− 低電圧検出割込みを低電圧検出リセットよりも先に設定し、プログラムの先頭で割込みフラグが立って

いるかを確認し、それにより低電圧リセットの検出電圧の設定値を変更する。 
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CHAPTER 6-1: 低消費電力モード 

 

低消費電力モードの機能と動作について示します。 

 

 

1. 概要 

2. CPU動作モードの構成 

3. スタンバイモードの動作説明 

4. スタンバイモードの設定手順例 

5. ディープスタンバイモードの動作説明 

6. ディープスタンバイモードの設定手順例 

7. ディープスタンバイ復帰要因判定の手順 

8. レジスタ 

9. 使用上の注意 
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1. 概要 

低消費電力モードとして、消費電力を低減するために、スリープモード, タイマモード, RTCモード, ストッ

プモードのスタンバイモードと、ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードのデ

ィープスタンバイモードを利用できます。 

CPU動作モードの概要 

CPU動作モードにはそれぞれ下記の動作モードがあります。 

 ランモード 

− 高速 CRランモード 

− メインランモード 

− PLLランモード 

− 低速 CRランモード 

− サブランモード 

 

 スタンバイモード 

− スリープモード 

− 高速 CRスリープモード 

− メインスリープモード 

− PLLスリープモード 

− 低速 CRスリープモード 

− サブスリープモード 

 

− タイマモード 

− 高速 CRタイマモード 

− メインタイマモード 

− PLLタイマモード 

− 低速 CRタイマモード 

− サブタイマモード 

 

− RTCモード 

− ストップモード 

 

 ディープスタンバイモード 

− ディープスタンバイ RTCモード 

− ディープスタンバイストップモード 
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製品 TYPE別の低消費電力モード 

 

Table 1-1 低消費電力モード 

低消費電力モード TYPE1-M0+ 
TYPE2-M0+ 

TYPE3-M0+ 

Runモード   

スタンバイモード   

ディープスタンバイモード -  

 

ランモードの概要 

ランモードは、マスタクロックとして選択されたクロックで定義されます。マスタクロックの周波数を分周し

たベースクロックを CPUクロック, AHBバスクロック, APBバスクロックに供給し、 CPU, バスおよび大部

分の周辺機能を動作させます。 

また、ソースクロックの周波数をダイナミックに変更できます。メイン発振, サブ発振を使用しない場合は、

ソースクロックの発振器を停止できます。 

マスタクロックとして選択されたクロックにより、以下のモードに分かれます。 

 高速 CRランモード 

このモードでは、高速 CR発振クロックがマスタクロックとして使用されます。メイン発振, サブ発振を使用

しない場合は、それぞれの発振器を停止できます。PLL 逓倍回路の状態は、PLLEビットの設定によって異な

ります。低速 CR発振器は常に動作状態となります。リセット解除後にこのモードに遷移します。 

 メインランモード 

このモードでは、メイン発振クロックがマスタクロックとして使用されます。高速 CR発振器, PLL 逓倍回路, 

サブ発振器の状態は、それぞれ HCRE, PLLE, SOSCEの設定によって異なります。低速 CR発振器は常に動作

状態となります。 

 PLLランモード 

このモードでは、メイン発振クロックまたは高速 CR発振クロックの逓倍である PLLクロックがマスタクロ

ックとして使用されます。低速 CR発振器は常に動作状態となります。サブ発振器の状態は SOSCEビットの

設定によって異なります。高速 CR発振器の状態またはメイン発振の状態は PSW_TMRレジスタの PINCビッ

トの設定によって異なります。 

 低速 CRランモード 

このモードでは、低速 CR発振クロックがマスタクロックとして使用されます。サブ発振器の状態は、SOSCE

ビットの設定によって異なります。メイン発振器, 高速 CR発振器および PLL逓倍回路は使用できません。 

 サブランモード 

このモードでは、サブ発振クロックがマスタクロックとして使用されます。低速 CR発振器は常に動作状態と

なります。メイン発振器, 高速 CR発振器および PLL逓倍回路は使用できません。 
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スリープモードの概要 

スリープモードはスタンバイモードの 1つに分類されます。スリープモードは、CPUへのクロックを停止し

ます。これにより CPUが停止状態になるため、消費電力が削減されます。AHBバスおよび APBバスクロッ

クに接続されているリソースは動作を継続します。 

スリープモード遷移時のマスタクロックにより、以下のモードに分かれます。 

 高速 CRスリープモード 

高速 CR発振クロックがマスタクロックとして選択されているときに、スリープモードへの遷移要求を行うこ

とで、高速 CRスリープモードに遷移します。このモードでの各発振器の状態は、PLL逓倍回路,メイン発振

器, サブ発振器の状態はそれぞれ PLLE, MOSCE, SOSCEビットの設定によって異なります。低速 CR発振器

は常に動作状態となります。 

 メインスリープモード 

メインクロックがマスタクロックとして選択されているときに、スリープモードへの遷移要求を行うことで、

メインスリープモードに遷移します。このモードでは, 高速 CR発振器, PLL 逓倍回路, サブ発振器の状態は、

それぞれ HCRE, PLLE, SOSCEの設定によって異なります。低速 CR発振器は常に動作状態となります。 

 PLLスリープモード 

PLLクロックがマスタクロックとして選択されているときに、スリープモードへの遷移要求を行うことで、

PLLスリープモードに遷移します。このモードでは、低速 CR発振器は常に動作状態となります。サブ発振器

の状態は SOSCEビットの設定によって異なります。高速 CR発振器の状態またはメイン発振の状態は

PSW_TMRレジスタの PINCビットの設定によって異なります。 

 低速 CRスリープモード 

低速 CRクロックがマスタクロックとして選択されているときに、スリープモードへの遷移要求を行うことで、

低速 CRスリープモードに遷移します。このモードでの各発振器の状態は、サブ発振器は、SOSCEビットの

設定によって異なります。メイン発振器, 高速 CR発振器および PLL逓倍回路は使用できません。 

 サブスリープモード 

サブクロックがマスタクロックとして選択されているときに、スリープモードへの遷移要求を行うことで、サ

ブスリープモードに遷移します。このモードでの各発振器の状態は、低速 CR発振器は常に動作状態となりま

す。メイン発振器, 高速 CR発振器および PLL逓倍回路は使用できません。 
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タイマモードの概要 

タイマモードはスタンバイモードの 1つに分類されます。タイマモードは、ベースクロックの供給を停止しま

す。これにより、CPUクロック, AHBバスクロックおよび、すべての APBバスクロック停止するため、消費

電力がさらに削減されます。この場合は、発振器, PLL, ハードウェアウォッチドッグタイマ, 時計カウンタ, 

RTC, クロック故障検出機能, 低電圧検出回路を除くすべての機能が停止します。 

タイマモード遷移時のマスタクロックにより、以下のモードに分かれます。 

 高速 CRタイマモード 

高速 CR発振クロックがマスタクロックとして選択されているときに、タイマモードへの遷移要求を行うこと

で、高速 CRタイマモードに遷移します。このモードでの各発振器の状態は、PLL逓倍回路, メイン発振器, サ

ブ発振器の状態はそれぞれ PLLE, MOSCE, SOSCEビットの設定によって異なります。低速 CR発振器は常に

動作状態となります。 

 メインタイマモード 

メインクロックがマスタクロックとして選択されているときに、タイマモードへの遷移要求を行うことで、メ

インタイマモードに遷移します。このモードでは, 高速 CR発振器, PLL 逓倍回路, サブ発振器の状態は、そ

れぞれ HCRE, PLLE, SOSCEの設定によって異なります。低速 CR発振器は常に動作状態となります。 

 PLLタイマモード 

PLLクロックがマスタクロックとして選択されているときに、タイマモードへの遷移要求を行うことで、PLL

タイマモードに遷移します。このモードでは, 低速 CR発振器は常に動作状態となります。サブ発振器の状態

は SOSCEビットの設定によって異なります。高速 CR発振器の状態またはメイン発振の状態は PSW_TMRレ

ジスタの PINCビットの設定によって異なります。 

 低速 CRタイマモード 

低速 CRクロックがマスタクロックとして選択されているときに、タイマモードへの遷移要求を行うことで、

低速 CRタイマモードに遷移します。このモードでの各発振器の状態は、サブ発振器は、SOSCEビットの設

定によって異なります。メイン発振器, 高速 CR発振器および PLL逓倍回路は使用できません。 

 サブタイマモード 

サブクロックがマスタクロックとして選択されているときに、タイマモードへの遷移要求を行うことで、サブ

タイマモードに遷移します。このモードでの各発振器の状態は、サブ発振器および低速 CR発振器は常に動作

状態となります。メイン発振器, 高速 CR発振器および PLL逓倍回路は使用できません。 

 

RTCモードの概要 

RTCモードはスタンバイモードの 1つに分類されます。RTCモードは、サブ発振器以外の発振を停止します。

時計カウンタ, RTC, 低電圧検出回路以外のすべての機能が停止状態になります。 

 

ストップモードの概要 

ストップモードはスタンバイモードの 1つに分類されます。ストップモードは、すべての発振を停止します。

低電圧検出回路以外のすべての機能が停止状態になります。 
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ディープスタンバイ RTCモードの概要 

ディープスタンバイRTCモードはディープスタンバイモードの1つに分類されます。ディープスタンバイRTC

モードは、サブ発振器以外の発振を停止します。RTC, 低電圧検出回路以外のすべての機能が停止状態になり

ます。RTC, 低電圧検出回路, GPIO以外の CPU, オンチップフラッシュメモリ, オンチップ SRAM*, 周辺機能

をチップ内部で電源オフします。 

 

ディープスタンバイストップモードの概要 

ディープスタンバイストップモードはディープスタンバイモードの 1つに分類されます。ディープスタンバイ

ストップモードは、すべての発振を停止します。低電圧検出回路以外のすべての機能が停止状態になります。

RTC, 低電圧検出回路, GPIO以外の CPU, オンチップフラッシュメモリ, オンチップ SRAM*, 周辺機能をチッ

プ内部で電源オフします。 

*: オンチップ SRAMの内容は保持可能です。 

オンチップ SRAMの内容を保持設定にした場合は、オンチップ SRAMは電源オンになります。 

 

CPU動作モードと消費電流の関係 

CPU動作モードと消費電流の関係を Figure 1-1に示します。 

Figure 1-1 CPU動作モードと消費電流の関係図 
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スリープモード
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メイン
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サブ
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タイマモード
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ディープ

スタンバイモード
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＜注意事項＞ 

− Figure 1-1では、モードごとの消費電流の大小関係程度しか示していません。実際の消費電流は各モ

ードでの発振器と PLLの起動, 選択された周波数などのクロック構成により変わります。 
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2. CPU動作モードの構成 

CPU動作モードの構成について説明します。 

CPU動作モード遷移図 

CPU動作モードの遷移図を Figure 2-1に示します。 

Figure 2-1 CPU動作モードの遷移図 
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③

④ ⑤
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④メインモード遷移(MOSCE=1、RCS=001)

⑤高速CRモード遷移(RCS=000)

⑥

⑥低速CRモード遷移(RCS=100)

⑤

⑦サブモード遷移(SOSCE=1、RCS=101)

④
⑥

⑦
⑤

⑧PLLモード遷移(PLLE=1、RCS=010)

⑧ ④

⑨ ⑨

⑨リセット（ソフトウェアリセット以外）

④

⑦

⑥⑦

⑧ ⑦

⑧ ⑧
⑤ ⑥

 
 

 

 高速 CRモード 

高速 CR発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

 メインモード 

メイン発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

 低速 CRモード 

低速 CR発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 
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 サブモード 

サブ発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

 PLLモード 

PLL発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 
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高速 CRモード遷移図 

高速 CRモードでは、高速 CR発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

Figure 2-2 高速 CRモード遷移図 
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＜注意事項＞ 
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− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品があり

ます。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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メインモード遷移図 

メインモードでは、メイン発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

Figure 2-3 メインモード遷移図 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品があり

ます。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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低速 CRモード遷移図 

低速 CRモードでは、低速 CR発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

Figure 2-4 低速 CRモード遷移図 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品があり

ます。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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サブモード遷移図 

サブモードでは、サブ発振クロックがマスタクロックとして使用されます。 

Figure 2-5 サブモード遷移図 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品があり

ます。詳細は Table 1-1を参照してください。 
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PLLモード遷移図 

PLLモードでは、PLLクロックがマスタクロックとして使用されます。 

Figure 2-6 PLLモード遷移図 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品があり

ます。詳細は Table 1-1 を参照してください。 

 

MOSCE :  システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)のMOSCEビット 

SOSCE :  システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の SOSCEビット 

PLLE :  システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の PLLEビット 

RCS :  システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の RCSビット 

MORDY :  システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)のMORDYビット 

SORDY :  システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の SORDYビット 

PLRDY :  システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の PLRDYビット 

PINC :  PLLクロック安定待ち時間レジスタ(PSW_TMR)の PINCビット 

*: SCM_CTL, SCM_STR, PSW_TMRレジスタについては、別章『クロック』を参照してください。 

 

＜注意事項＞ 

− 低速 CRタイマモード, サブタイマモード, RTCモード, ストップモード, ディープスタンバイ RTC

モードおよびディープスタンバイストップモードからの復帰時は、内蔵レギュレータの動作モード遷

移のための電圧安定待ち時間(数百s)を自動的に確保します。その後に各ランモードへの復帰動作を

行います。 
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3. スタンバイモードの動作説明 

スタンバイモードの動作について説明します。 

スタンバイモードには、スリープモード(高速 CRスリープ, メインスリープ, PLLスリープ, 低速 CRスリー

プ, サブスリープ), タイマモード(高速 CRタイマ, メインタイマ, PLLタイマ, 低速 CRタイマ, サブタイマ)

および RTCモード, ストップモードがあります。 

スタンバイモード時のクロック動作状態 

スリープモード, タイマモード, RTCモード, ストップモードにある間の発振クロック, CPUクロック, AHBバ

スクロック, APBバスクロックの状態を示します。 

Table 3-1 スリープモード時のクロック動作状態 

 

スリープモード 

高速 CR 

スリープモード 

メイン 

スリープモード 

PLL 

スリープモード 

低速 CR 

スリープモード 

サブ 

スリープモード 

高速 CR 

クロック 
動作 

HCREビット、

MCSVEビット、

FCSDEビットによ

って異なります。 

PINCビット、HCRE

ビット、MCSVEビ

ット、FCSDEビッ

トによって異なり

ます。 

停止 

メイン 

クロック 

MOSCEビットに

よって異なります。 
動作 

PINCビット、

MOSCEビットによ

って異なります。 

停止 

 

メイン PLL 

クロック 
PLLEビットによって異なります。 動作 停止 

低速 CR 

クロック 
動作 

サブ 

クロック 
SOSCEビットによって異なります。 動作 

USB PLL 

クロック 
UPLLENビットによって異なります。 停止 

CPU 

クロック 
停止 

AHBバス 

クロック 

高速 CR 

クロック 

メイン 

クロック 

PLL 

クロック 

低速 CR 

クロック 

サブ 

クロック 

APB0バス 

クロック 

高速 CR 

クロック 

メイン 

クロック 

PLL 

クロック 

低速 CR 

クロック 

サブ 

クロック 

APB1バス 

クロック 

高速 CR 

クロック 

メイン 

クロック 

PLL 

クロック 

低速 CR 

クロック 

サブ 

クロック 

* 動作許可は、APBC1ENビットによって異なります。 
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Table 3-2 タイマモード時のクロック動作状態 

 

タイマモード 

高速 CR 

タイマモード 

メイン 

タイマモード 

PLL 

タイマモード 

低速 CR 

タイマモード 

サブ 

タイマモード 

高速 CR 

クロック 
動作 

HCREビット、

MCSVEビット、

FCSDEビットによ

って異なります。 

PINCビット、HCRE

ビット、MCSVEビ

ット、FCSDEビッ

トによって異なり

ます。 

停止 

メイン 

クロック 

MOSCEビットに

よって異なります。 
動作 

PINCビット、

MOSCEビットによ

って異なります。 

停止 

メイン PLL 

クロック 

PLLEビットによっ

て異なります。 

PLLEビットによっ

て異なります 
動作 停止 

低速 CR 

クロック 
動作 

サブ 

クロック 

SOSCEビットによ

って異なります。 

SOSCEビットによ

って異なります。 

SOSCEビットによ

って異なります。 

SOSCEビットによ

って異なります。 
動作 

USB PLLク

ロック 
停止 

CPU 

クロック 
停止 

AHBバス 

クロック 
停止 

APB0バス 

クロック 
停止 

APB1バス 

クロック 
停止 

 

Table 3-3 RTCモードとストップモード時のクロック動作状態 

 RTCモード ストップモード 

高速 CRクロック 

停止 

停止 

メインクロック 

メイン PLLクロック 

低速 CRクロック 

サブクロック 動作 

USB PLLクロック 

停止 

CPUクロック 

AHBバスクロック 

APB0バスクロック 

APB1バスクロック 

MOSCE : システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)のMOSCEビット 

SOSCE : システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の SOSCEビット 

PLLE : システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の PLLEビット 

HCRE : システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の HCREビット 
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MCSVE : CSV制御レジスタ(CSV_CTL)のMCSVEビット 

FCSDE : CSV制御レジスタ(CSV_CTL)の FCSDEビット 

PINC : PLLクロック安定待ち時間設定レジスタ(PSW_TMR)の PINCビット 

APBC1EN : 周辺バスクロック分周レジスタ(APBC1_PSR)の APBC1ENビット 

 

*: SCM_CTL, APBC1_PSRレジスタについては、別章『クロック』を参照してください。 

 

 

スタンバイモードからの復帰要因 

スリープモード, タイマモード, RTCモード, ストップモードからの復帰要因を Table 3-4に示します。 

Table 3-4 スタンバイモードからの復帰要因 

 スリープモード タイマモード RTCモード ストップモード 

リセット 

復帰要因 

− INITX端子入力 

リセット 

− 低電圧検出リセット 

− ソフトウェアウォッチ

ドッグリセット 

− ハードウェアウォッチ

ドッグリセット 

− クロック故障検出 

リセット 

− 異常周波数検出 

リセット 

− INITX端子入力 

リセット 

− 低電圧検出リセット 

− ハードウェアウォッチ

ドッグリセット 

− クロック故障検出 

リセット 

− 異常周波数検出リセッ

ト（メインタイマモー

ド, PLLタイマモード） 

− INITX端子入力 

リセット 

− 低電圧検出リセット 

− INITX端子入力 

リセット 

− 低電圧検出リセット 

割込み 

復帰要因 

− 各周辺機能からの有効

な割込み 

− NMI割込み 

− 外部割込み 

− I2C Slave割込み 

− ハードウェアウォッチ

ドッグタイマ 

割込み 

− USBウェイクアップ割

込み 

− 時計カウンタ割込み 

− RTC割込み 

− HDMI-CEC/リモコン受

信割込み 

− 低電圧検出割込み 

− NMI割込み 

− 外部割込み 

− I2C Slave割込み 

− USBウェイクアップ割

込み 

− RTC割込み 

− HDMI-CEC/リモコン受

信割込み 

− 低電圧検出割込み 

− NMI割込み 

− 外部割込み 

− I2C Slave割込み 

− USBウェイクアップ割

込み 

− 低電圧検出割込み 
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3.1 スリープモード(高速 CRスリープ, メインスリープ,  

PLLスリープ, 低速 CRスリープ, サブスリープ)の動作 

スリープモードはスタンバイモードの 1つに分類されます。スリープモードは、CPUクロックが停止します。

これにより消費電力が削減されます。 

スリープモード機能 

 CPU, オンチップメモリ 

スリープモードでは、CPUに供給しているクロックが停止します。AHBバスクロックは動作を継続します。

オンチップメモリは動作を行い、データを保持します。 

 周辺機能 

APB0バスクロックはスリープモードでも動作します。APB1バスクロックは APBC1ENビットにより異なり

ます。周辺機能は遷移時の状態で動作します。 

 時計カウンタ, RTC 

時計カウンタ, RTCはスリープモードの影響を受けません。スリープモードに遷移する前の設定に従って動作

を続けます。 

 発振クロック 

それぞれの発振クロックの状態を、Table 3-1に示します。 

 リセットと割込み 

リセットと割込みはスリープモードからの復帰に使用できます。 

 端子の状態 

スリープモードにある間は、すべての端子で設定が保持されます。 

 

スリープモード設定手順 

次の手順を実施するとスリープモードへ遷移します。 

1. Cortex-M0+システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに"0"を設定してください。 

2. WFIまたはWFE命令を実行してください。 

システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM[2:0]ビットに示されている現在のクロックモ

ードに応じて、対応するスリープモードに遷移します。 

 

システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)については、別章『クロック』を参照してください。 
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スリープモードからの復帰 

次のいずれかの場合に CPUがスリープモードから復帰します。 

 リセットによる復帰 

リセット(INITX端子入力リセット, 低電圧検出リセット, ソフトウェアウォッチドッグリセット, ハードウェ

アウォッチドッグリセット, クロックスーパバイザリセット, 周波数異常検出リセット)が発生した場合は、ク

ロックモードに関係なく、高速 CRランモードに切り換わります。 

 割込みによる復帰 

スリープモードにある間に周辺機能から発生した有効な割込みを受け付けると、スリープモードから復帰して、

システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM [2:0]ビットに示されているクロックモードに応じ

たランモードに遷移します。 

Table 3-5 スリープモードからの割込み復帰後の動作モード 

 

スリープモード遷移前のマスタクロック状態 

RCM=000 

(高速 CR発振) 

RCM=001 

(メイン発振)  

RCM=010 

(PLL発振)  

RCM=100 

(低速 CR発振) 

RCM=101 

(サブ発振) 

割込み復帰後の

動作モード 

高速 CR 

ランモード 

メイン 

ランモード 

PLL 

ランモード 

低速 CR 

ランモード 

サブ 

ランモード 

RCM : システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM[2:0]ビット 

 

*: SCM_CTL, SCM_STRレジスタについては、別章『クロック』を参照してください。 

 復帰時の発振安定待ち 

リセットにより復帰をした場合は、高速 CRクロックおよび低速 CRクロックの発振安定待ちを行います。割

込みで復帰した場合は、発振安定待ちはありません。 
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3.2 タイマモード(高速 CRタイマ, メインタイマ, PLLタイマ, 低速 CRタイマ, サ

ブタイマ)の動作 

タイマモードは、ベースクロックの供給を停止します。これにより、CPUクロック, AHBバスクロックおよび、

すべての APBバスクロックが停止するため、消費電力がさらに削減されます。本モードでは、発振器, PLL, ハ

ードウェアウォッチドッグタイマ, 時計カウンタ, RTC,クロック故障検出機能, 低電圧検出回路を除くすべて

の機能が停止します。 

タイマモード機能 

 CPU, オンチップメモリ 

タイマモードでは、CPUに供給している CPUクロック, オンチップメモリや DMAコントローラなどに供給

している AHBバスクロックが停止します。ただし、オンチップメモリの内容は保持されます。また、デバッ

グ機能が停止します。 

 周辺機能 

すべての APBクロックはタイマモードで停止し、ハードウェアウォッチドッグタイマ, 時計カウンタ, RTC, 

クロックスーパバイザ, 低電圧検出回路以外のすべてのリソースは最後の状態のまま停止します。 

 時計カウンタ, RTC 

時計カウンタ, RTCはタイマモードの影響を受けません。タイマモードに遷移する前の設定に従って動作を続

けます。 

 発振クロック 

それぞれの発振クロックの状態を、Table 3-2に示します。 

 リセットと割込み 

リセットと割込みはタイマモードからの復帰に使用できます。 

 外部バス 

外部バスはタイマモードで停止します。 

 端子の状態 

スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の SPLビットにより、外部端子がタイマモードに切り換わる直前

の状態を保持するか、ハイインピーダンス状態にするかを制御できます。 

 

タイマモード設定手順 

次の手順を実施するとタイマモードへ遷移します。 

1. RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットに"0"を設定してください。 

2. スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の KEYビットに"0x1ACC"および DSTMビットに"0"かつ

STMビットに"0b00"を書き込んでください。SPLビットにより、タイマモードでの端子状態を設定して

ください。 

3. Cortex-M0+システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに"1"を設定してください。 

4. WFIまたはWFE命令を実行してください。 

システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM [2:0]ビットに示されている現在のクロックモ

ードに応じて、対応するタイマモードへの遷移が要求されます。 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 

 

タイマモードからの復帰 

次のいずれかの場合に CPUがタイマモードから復帰します。 

 リセットによる復帰 

リセット(INITX端子入力リセット, 低電圧検出リセット, ハードウェアウォッチドッグリセット, クロックス

ーパバイザリセット, 異常周波数検出リセット(メインタイマモード, PLLタイマモード))が発生した場合は、

クロックモードに関係なく、高速 CRランモードに切り換わります。 

ソフトウェアウォッチドッグリセットは動作しないため、復帰できません。 

 割込みによる復帰 

タイマモードにある間に有効なNMI割込み, 外部割込み, ハードウェアウォッチドッグタイマ割込み, 時計カ

ウンタ割込み, RTC割込み, 低電圧検出割込みの要求を受け付けると、タイマモードから復帰して、システム

クロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM[2:0]ビットに示されているクロックモードに応じたランモー

ドに遷移します。 

Table 3-6 タイマモードからの割込み復帰後の動作モード 

 

タイマモード遷移前のマスタクロック状態 

RCM=000 

(高速 CR発振) 

RCM=001 

(メイン発振)  

RCM=010 

(PLL発振)  

RCM=100 

(低速 CR発振) 

RCM=101 

(サブ発振) 

割込み復帰後の

動作モード 

高速 CR 

ランモード 

メイン 

ランモード 

PLL 

ランモード 

低速 CR 

ランモード 

サブ 

ランモード 

 

 復帰時の発振安定待ち 

リセットにより復帰した場合は、高速 CRクロックおよび低速 CRクロックの発振安定待ちを行います。割込

みで復帰した場合は、発振安定待ちはありません。 

 復帰時の内蔵レギュレータ電圧安定待ち 

低速 CRタイマモード, サブタイマモードからのリセットおよび割込みによる復帰時は、内蔵レギュレータの

動作モード遷移のための電圧安定待ち時間(数百s)を自動的に確保します。その後に復帰動作を行います。 

 

＜注意事項＞ 

− 復帰に使用する割込みの優先度設定が CPUを復帰させるレベルに設定されていない場合は、割込み

によりクロックは復帰しますが、CPUは復帰せずに停止した状態を継続します。そのため、必ず割込

み優先度設定は CPUが復帰可能なレベルに設定してください。 

− タイマモードへ遷移する前に必ず Table 3-4のタイマモードからの復帰要因がセットされていないこ

とを確認してください。要因がセットされている場合は、クリアしてください。 

− デバッグ中にタイマモードに遷移した場合は、CPUへのクロックが停止するため、ICEからランモー

ドへの復帰ができません。リセットまたは割込みによる復帰を使用してください。 

− 低速 CRタイマモード, サブタイマモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズム

の動作が終了していることを確認してから遷移してください。 
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3.3 RTCモードの動作 

RTCモードは、サブ発振器以外の発振を停止します。時計カウンタ, RTC, 低電圧検出回路以外のすべての機

能が停止します。 

RTCモード機能 

 CPU, オンチップメモリ 

RTCモードでは、CPUに供給している CPUクロック, オンチップメモリや DMAコントローラなどに供給し

ている AHBバスクロックが停止します。ただし、オンチップメモリの内容は保持されます。またデバッグ機

能が停止します。 

 周辺機能 

すべての APBバスクロックは停止し、時計カウンタ, RTC, 低電圧検出回路以外のすべてのリソースは最後の

状態のまま停止します。 

 時計カウンタ, RTC 

時計カウンタのカウント動作は、RTCモードの影響をうけず、RTCモードに遷移する前の設定に従って動作

を続けますが、時計カウンタ割込みによる RTCモードからの復帰は行えません。 

RTCは RTCモードの影響を受けません。RTCモードに遷移する前の設定に従って動作を続けます。 

 発振クロック 

それぞれの発振クロックの状態を、Table 3-3に示します。 

 リセットと割込み 

リセットと割込みは RTCモードからの復帰に使用できます。 

 外部バス 

外部バスは RTCモードで停止します。 

 端子の状態 

スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の SPLビットにより、外部端子が RTCモードに切り換わる直前の

状態を保持するか、ハイインピーダンス状態にするかを制御します。 

RTCモード設定手順 

次の手順を実施すると RTCモードへ遷移します。 

5. システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の SORDYビットが"1"の状態で、RTCモード制御レ

ジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットに"1"を設定してください。 

6. スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の KEYビットに"0x1ACC"および DSTMビットに"0"かつ

STMビットに"0b10"を書き込んでください。SPLビットにより、RTCモードでの端子状態を設定してく

ださい。 

7. Cortex-M0+システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに"1"を設定してください。 

8. WFIまたはWFE命令を実行してください。 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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RTCモード復帰 

次のいずれかの場合に CPUが RTCモードから復帰します。 

 リセットによる復帰 

リセット(INITX端子入力リセット, 低電圧検出リセット)が発生した場合は、クロックモードに関係なく、高

速 CRランモードに切り換わります。 

ソフトウェアウォッチドッグリセット, ハードウェアウォッチドッグリセット, クロックスーパバイザリセッ

ト, 周波数異常検出リセットは動作しないため、復帰できません。 

 割込みによる復帰 

RTCモードにある間に有効なNMI割込み, 外部割込み, RTC割込み, 低電圧検出割込みの要求を受け付けると、

RTCモードから復帰して、システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM[2:0]ビットに示されてい

るクロックモードに応じたランモードに遷移します。 

Table 3-7 RTCモードからの割込み復帰後の動作モード 

 

RTCモード遷移前のマスタクロック状態 

RCM=000 

(高速 CR発振) 

RCM=001 

(メイン発振)  

RCM=010 

(PLL発振)  

RCM=100 

(低速 CR発振) 

RCM=101 

(サブ発振) 

割込み復帰後の

動作モード 

高速 CR 

ランモード 

メイン 

ランモード 

PLL 

ランモード 

低速 CR 

ランモード 

サブ 

ランモード 

 

 復帰時の発振安定待ち 

リセットにより復帰した場合は、高速 CRクロックおよび低速 CRクロックの発振安定待ちを行います。割込

みで復帰した場合は、RTCモード遷移前のマスタクロックにより、発振安定待ちが変わります。Table 3-8に

示します。 

Table 3-8 RTCモードからの割込み復帰時の発振安定待ち 

 

RTCモード遷移前のマスタクロック状態 

RCM=000 

(高速CR発振) 

RCM=001 

(メイン発振)  

RCM=010 

(PLL発振)  

RCM=100 

(低速CR発振) 

RCM=101 

(サブ発振) 

割
込
み
復
帰
後
の
発
振
安
定
待
ち 

高速 CR 

クロック 
有 

HCR="許可": 有*1 

その他: 無 

PINC="1" または 

HCR="許可": 有*1 

その他: 無 

無 

メイン 

クロック 

MOSCE="0" : 無 

MOSCE="1" : 有 
有 

PINC="0" または 

MOSCE="1": 有 

その他: 無 

無 

メイン PLL 

クロック 

PLLE="0" : 無 

PLLE="1" : 有 

PLLE="0" : 無 

PLLE="1" : 有 
有 無 

低速 CR 

クロック 
有 

サブ 

クロック 
無*2 

*1 : HCRは HCRE ="1" または MCSVE="1" または FCSDE="1"の時に許可と定義します。 

*2 : TYPE1-M0+/TYPE2-M0+/TYPE3-M0+ 製品は発振安定待ち時間をとりますが、実際の発振は継続している

ためクロック安定待ち時間レジスタ(CSW_TMR)の SOWTビット設定を最小の待ち時間設定"1100"にすること

が可能です。 

 



 CHAPTER 6-1: 低消費電力モード 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 283 

 復帰時の内蔵レギュレータ電圧安定待ち 

RTCモードからの復帰時は、内蔵レギュレータの動作モード遷移のための電圧安定待ち時間(数百s)を自動的

に確保します。その後に復帰動作を行います。 

 

＜注意事項＞ 

− 復帰に使用する割込みの優先度設定が CPUを復帰させるレベルに設定されていない場合は、割込み

によりクロックは復帰しますが、CPUは復帰せずに停止した状態を継続します。そのため、必ず割込

み優先度設定は CPUが復帰可能なレベルに設定してください。 

− RTCモードへ遷移する前に必ず Table 3-4のタイマモードからの復帰要因がセットされていないこと

を確認してください。要因がセットされている場合は、クリアしてください。 

− デバッグ中に RTCモードに遷移した場合は、CPUへのクロックが停止するため、ICEからランモー

ドへの復帰ができません。リセットまたは割込みによる復帰を使用してください。 

− RTCモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作が終了していることを確

認してから遷移してください。 
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3.4 ストップモードの動作 

ストップモードは、すべての発振を停止します。低電圧検出回路以外のすべての機能が停止します。 

ストップモード機能 

 CPU, オンチップメモリ 

ストップモードでは、CPUに供給している CPUクロック, オンチップメモリや DMAコントローラなどに供

給している AHBバスクロックが停止します。ただし、オンチップメモリの内容は保持されます。またデバッ

グ機能が停止します。 

 周辺機能 

すべての APBバスクロックは停止し、低電圧検出回路以外のすべてのリソースは最後の状態のまま停止しま

す。 

 発振クロック 

すべて停止します。 

 リセットと割込み 

リセットと割込みはストップモードからの復帰に使用できます。 

 外部バス 

外部バスはストップモードで停止します。 

 端子の状態 

スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の SPLビットにより、外部端子がストップモードに切り換わる直

前の状態を保持するか、ハイインピーダンス状態にするかを制御します。 

ストップモード設定手順 

次の手順を実施するとストップモードへ遷移します。 

9. RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットに"0"を設定してください。 

10. スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の KEYビットに"0x1ACC"および DSTMビットに"0"かつ

STMビットに"0b10"を書き込んでください。SPLビットにより、ストップモードでの端子状態を設定し

てください。 

11. Cortex-M0+システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに"1"を設定してください。 

12. WFIまたはWFE命令を実行してください。 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 

 

ストップモード復帰 

次のいずれかの場合に CPUがストップモードから復帰します。 

 リセットによる復帰 

リセット(INITX端子入力リセット, 低電圧検出リセット)が発生した場合は、クロックモードに関係なく、高

速 CRランモードに切り換わります。 

ソフトウェアウォッチドッグリセット, ハードウェアウォッチドッグリセット, クロックスーパバイザリセッ

ト, 周波数異常検出リセットは動作しないため、復帰できません。 
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 割込みによる復帰 

ストップモードにある間に有効な NMI割込み, 外部割込み, 低電圧検出割込みの要求を受け付けると、ストッ

プモードから復帰して、システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の RCM[2:0]ビットに示されている

クロックモードに応じたランモードに遷移します。 

Table 3-9 ストップモードからの割込み復帰後の動作モード 

 

ストップモード遷移前のマスタクロック状態 

RCM=000 

(高速 CR発振) 

RCM=001 

(メイン発振)  

RCM=010 

(PLL発振)  

RCM=100 

(低速 CR発振) 

RCM=101 

(サブ発振) 

割込み復帰後の

動作モード 

高速 CR 

ランモード 

メイン 

ランモード 

PLL 

ランモード 

低速 CR 

ランモード 

サブ 

ランモード 

 

 復帰時の発振安定待ち 

リセットにより復帰した場合は、高速 CRクロックおよび低速 CRクロックの発振安定待ちを行います。割込

みで復帰した場合は、ストップモード遷移前のマスタクロックにより、発振安定待ちが変わります。Table 3-10

に示します。 

Table 3-10 ストップモードからの割込み復帰時の発振安定待ち 

 

ストップモード遷移前のマスタクロック状態 

RCM=000 

(高速CR発振) 

RCM=001 

(メイン発振)  

RCM=010 

(PLL発振)  

RCM=100 

(低速CR発振) 

RCM=101 

(サブ発振) 

割
込
み
復
帰
後
の
発
振
安
定
待
ち 

高速 CR 

クロック 
有 

HCR="許可": 有

* 

その他: 無 

PINC="1" また

は HCR="許可": 

有* 

その他: 無 

無 

メイン 

クロック 

MOSCE="0" : 無 

MOSCE="1" : 有 
有 

PINC="0" また

は MOSCE="1": 

有 

その他: 無 

無 

メイン PLL 

クロック 

PLLE="0" : 無 

PLLE="1" : 有 

PLLE="0" : 無 

PLLE="1" : 有 
有 無 

低速 CR 

クロック 
有 

サブ 

クロック 

SOSCE="0" : 無 

SOSCE="1" : 有 
有 

* : HCRは HCRE ="1" または MCSVE="1" または FCSDE="1"の時に許可と定義します。 

 

 復帰時の内蔵レギュレータ電圧安定待ち 

ストップモードからの復帰時は、内蔵レギュレータの動作モード遷移のための電圧安定待ち時間(数百s)を自

動的に確保します。その後に復帰動作を行います。 

 

＜注意事項＞ 

− 復帰に使用する割込みの優先度設定が CPUを復帰させるレベルに設定されていない場合は、割込み

によりクロックは復帰しますが、CPUは復帰せずに停止した状態を継続します。そのため、必ず割込

み優先度設定は CPUが復帰可能なレベルに設定してください。 
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− ストップモードへ遷移する前に必ず Table 3-4のタイマモードからの復帰要因がセットされていない

ことを確認してください。要因がセットされている場合は、クリアしてください。 

− デバッグ中にストップモードに遷移した場合は、CPUへのクロックが停止するため、ICEからランモ

ードへの復帰ができません。リセットまたは割込みによる復帰を使用してください。 

− ストップモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作が終了していること

を確認してから遷移してください。 
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4. スタンバイモードの設定手順例 

各スタンバイモードの設定手順例を説明します。 

Figure 4-1 メインタイマモード設定手順例 

STB_CTLレジスタに KEY=0x1ACC,  

DSTM=0, STM=0b00同時に書込み 

SLEEPDEEP=1設定 

エンド 

設定開始 

WFIまたはWFE命令実行 

No 
USB使用 ? 

Yes 

UDCIEレジスタに SUSPIE=0 

UDCCレジスタに USTP=1 

UCCRレジスタに UCEN=0 

を書込み 

メインタイマモード遷移 

No 
UCEN=0 ? 

Yes 

CTRLRレジスタに Init=1を書込み 

PMD_CTLレジスタに RTCE=0 

を書込み 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品があり

ます。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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Figure 4-2 RTCモード設定手順例(マスタクロックはメインクロックを選択) 

 

STB_CTLレジスタに KEY=0x1ACC,  

DSTM=0, STM=0b10同時に書込み 

SLEEPDEEP=1設定 

エンド 

設定開始 

WFIまたはWFE命令実行 

No 
USB使用 ? 

Yes 

UDCIEレジスタに SUSPIE=0 

UDCCレジスタに USTP=1 

UCCRレジスタに UCEN=0 

を書込み 

RTCモード遷移 

No 
UCEN=0 ? 

Yes 

PMD_CTLレジスタに RTCE=1 

を書込み 

E-11 

CTRLRレジスタに Init=1を書込み 
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＜注意事項＞ 

− RTCモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作が終了していることを確

認してから遷移してください。 

− RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットへの"1"書込みは、システムクロックモード状態

レジスタ(SCM_STR)の SORDYビットが"1"のときのみ有効です。 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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Figure 4-3 ストップモード設定手順例(マスタクロックはメインクロックを選択) 

 

PMD_CTLレジスタに RTCE=0 

を書込み 

STB_CTLレジスタに KEY=0x1ACC,  

DSTM=0, STM=0b10同時に書込み 

SLEEPDEEP=1設定 

エンド 

設定開始 

WFIまたはWFE命令実行 

No 
USB使用 ? 

Yes 

UDCIEレジスタに SUSPIE=0 

UDCCレジスタに USTP=1 

UCCRレジスタに UCEN=0 

を書込み 

ストップモード遷移 

No 
UCEN=0 ? 

Yes 

CTRLRレジスタに Init=1を書込み 
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＜注意事項＞ 

− ストップモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作が終了していること

を確認してから遷移してください。 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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5. ディープスタンバイモードの動作説明 

ディープスタンバイモードの動作について説明します。 

ディープスタンバイモードには、ディープスタンバイ RTCモードおよびディープスタンバイストップモード

があります。 

5.1 ディープスタンバイモードの動作 

ディープスタンバイモード時のクロック動作状態 

ディープスタンバイRTCモード, ディープスタンバイストップモードにある間の発振クロック, CPUクロック, 

AHBバスクロック, APBバスクロックの状態を示します。 

Table 5-1 ディープスタンバイモード時のクロック動作状態 

 
ディープスタンバイ 

RTCモード 

ディープスタンバイ 

ストップモード 

高速 CRクロック 

停止 

停止 

メインクロック 

メイン PLLクロック 

低速 CRクロック 

サブクロック 動作 

USB PLLクロック 

停止 

CPUクロック 

AHBバスクロック 

APB0バスクロック 

APB1バスクロック 

 

ディープスタンバイモードからの復帰要因 

ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードからの復帰要因を示します。 

Table 5-2 ディープスタンバイスタンバイモードからの復帰要因 

 
ディープスタンバイ 

RTCモード 

ディープスタンバイ 

ストップモード 

ディープスタンバイ 

復帰要因 

− INITX端子入力リセット 

− 低電圧検出リセット 

− INITX端子入力リセット 

− 低電圧検出リセット 

− 低電圧検出割込み 

− RTC割込み 

− HDMI-CEC/リモコン受信割込み 

− 低電圧検出割込み 

− WKUP端子入力 − WKUP端子入力 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイモードからの復帰後、各割込み要因は保持されています。しかし、ディープスタ

ンバイ遷移リセットで NVICが初期化されているため、割込み処理は行われません。 
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ディープスタンバイモード時の内部電源状態とリセット状態 

ディープスタンバイモード時の各機能の電源状態と、ディープスタンバイ遷移リセットでの初期化状態を示し

ます。 

Table 5-3 ディープスタンバイモード時の内部電源状態と初期化状態 

 Product TYPE 電源状態 リセット状態 

CPU 

TYPE2-M0+ 

オフ 初期化する 

オンチップフラッシュ オフ *1 

オンチップ SRAM オフ *2 *3 

RTC オン 初期化しない 

HDMI-CEC/リモコン受信 オン 初期化しない 

低電圧検出回路 オン 初期化しない 

GPIO オン 一部初期化する *4 

ディープスタンバイ制御部 オン 初期化しない 

上記以外の周辺機能 オフ 初期化する 

CPU 

TYPE3-M0+ 

オフ 初期化する 

オンチップフラッシュ オフ *1 

オンチップ SRAM オフ *2*5 *3 

RTC オン 初期化しない 

HDMI-CEC/リモコン受信 オン 初期化しない 

低電圧検出回路 オン 初期化しない 

GPIO オフ 初期化する 

ディープスタンバイ制御部 オン 初期化しない 

上記以外の周辺機能 オフ 初期化する 

*1: オンチップフラッシュの内容は保持されます。 

*2: オンチップ SRAMの内容を保持可能です。 

オンチップ SRAMの内容を保持する設定の時は、オンチップ SRAMは電源オンになります。 

*3: 電源状態がオフの時は、オンチップ SRAMの内容は保持されません。 

オンチップ SRAMの内容を保持する設定の時は、オンチップ SRAMの内容は保持されます。 

*4: PFR0の bit4:0及び CECを除く PFRxレジスタが初期化され、ほかは初期化されません。 

*5: SRAMの内容を保持する設定の時は、0x2000_3000~0x2000_3FFFのアドレス領域の内容が保持されます。 
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5.2 ディープスタンバイ RTCモードの動作 

ディープスタンバイ RTCモードは、サブ発振器以外の発振を停止します。RTC, HDMI-CEC/リモコン受信, 低

電圧検出回路以外のすべての機能が停止します。RTC, HDMI-CEC/リモコン受信, 低電圧検出回路, GPIO以外

の CPU, オンチップフラッシュ, オンチップ SRAM*, 周辺機能をチップ内部で電源オフします。 

ディープスタンバイ RTCモード機能 

 CPU, オンチップメモリ 

ディープスタンバイ RTCモードでは、CPUに供給している CPUクロック, オンチップメモリや DMAコント

ローラなどに供給している AHBバスクロックが停止し、CPU, オンチップフラッシュ, オンチップ SRAM*を

電源オフします。CPUのレジスタの内容とオンチップ SRAMの内容は保持されません*。オンチップフラッシ

ュメモリの内容は保持されます。また、デバッグ機能が停止し、電源オフします。 

*: オンチップ SRAMの内容を保持可能です。 

オンチップ SRAMの内容を保持する設定の時は、オンチップ SRAMは電源オンになります。 

 周辺機能 

すべての APBバスクロックは停止し、RTC, HDMI-CEC/リモコン受信, 低電圧検出回路, GPIO以外のすべての

リソースの電源をオフします。 

 RTC, HDMI-CEC/リモコン受信 

RTC, HDMI-CEC/リモコン受信はディープスタンバイ RTCモードの影響を受けません。ディープスタンバイ

RTCモードに遷移する前の設定に従って動作を続けます。 

 発振クロック 

それぞれの発振クロックの状態を、Table 5-1 に示します。 

 リセットと割込みとWKUP端子入力 

リセットと割込みとWKUP端子入力はディープスタンバイ RTCモードからの復帰に使用できます。 

 端子の状態 

スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の SPLビットにより、外部端子がディープスタンバイ RTCモード

時に GPIOに切り換わるか、ハイインピーダンス状態にするかを制御します。 

ディープスタンバイ RTCモードの設定手順 

次の手順を実施するとディープスタンバイ RTCモードへ遷移します。 

13. システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の SORDYビットが"1"の状態で、RTCモード制御レ

ジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットに"1"を設定してください。 

14. スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の KEYビットに"0x1ACC"および DSTMビットに"1"かつ

STMビットに"0b10"を書き込んでください。SPLビットにより、ディープスタンバイ RTCモードでの

端子状態を設定してください。 

15. Cortex-M0+システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに"1"を設定してください。 

16. WFIまたはWFE命令を実行してください。 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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ディープスタンバイ RTCモード復帰 

次のいずれかの場合に CPUがディープスタンバイ RTCモードから復帰します。 

 リセットと割込みとWKUP端子入力による復帰 

リセット(INITX端子入力リセット, 低電圧検出リセット)の発生またはディープスタンバイRTCモードにある

間に有効な RTC割込み, HDMI-CEC/リモコン受信割込み, 低電圧検出割込み, WKUP端子入力の要求を受け付

けると、ディープスタンバイ RTCモードから復帰して、クロックモードに関係なく、ディープスタンバイ遷

移リセット発生により高速 CRランモードに切り換わります。 

ソフトウェアウォッチドッグリセット, ハードウェアウォッチドッグリセット, クロックスーパバイザリセッ

ト, 周波数異常検出リセットは動作しないため、復帰できません。 

 復帰時の発振安定待ち 

復帰要因に関わらず、高速 CRクロックおよび低速 CRクロックの発振安定待ちを行います。 

 復帰時の内蔵レギュレータ電圧安定待ち 

ディープスタンバイ RTCモードからの復帰時は、内蔵レギュレータの動作モード遷移のための電圧安定待ち

時間(数百s)を自動的に確保します。その後に復帰動作を行います。 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモードへ遷移する前に必ず Table 5-2のディープスタンバイ RTCモードか

らの復帰要因がセットされていないことを確認してください。要因がセットされている場合は、クリ

アしてください。 

− デバッグ中にディープスタンバイ RTCモードに遷移した場合は、デバッグ機能の電源がオフするた

め、ICEからランモードへの復帰ができません。リセット, 割込みまたはWKUP端子入力による復帰

を使用してください。 

− ディープスタンバイ RTCモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作が

終了していることを確認してから遷移してください。 
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5.3 ディープスタンバイストップモードの動作 

ディープスタンバイストップモードは、すべての発振を停止します。低電圧検出回路以外のすべての機能が停

止します。RTC, HDMI-CEC/リモコン受信, 低電圧検出回路, GPIO以外の CPU, オンチップフラッシュ, オン

チップ SRAM*, 周辺機能をチップ内部で電源オフします。 

ディープスタンバイストップモード機能 

 CPU, オンチップメモリ 

ディープスタンバイストップモードでは、CPUに供給している CPUクロック, オンチップメモリや DMAコ

ントローラなどに供給している AHBバスクロックが停止し、CPU, オンチップフラッシュ, オンチップ

SRAM*を電源オフします。CPUのレジスタの内容とオンチップ SRAMの内容は保持されません*。オンチッ

プフラッシュメモリの内容は保持されます。また、デバッグ機能が停止し、電源オフします。 

*: オンチップ SRAMの内容を保持可能です。 

オンチップ SRAMの内容を保持する設定の時は、オンチップ SRAMは電源オンになります。 

 

 周辺機能 

すべての APBバスクロックは停止し、RTC, HDMI-CEC/リモコン受信, 低電圧検出回路, GPIO以外のすべての

リソースの電源をオフします。 

 発振クロック 

すべて停止します。 

 リセットとWKUP端子入力 

リセットとWKUP端子入力はディープスタンバイストップモードからの復帰に使用できます。 

 端子の状態 

スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の SPLビットにより、外部端子がディープスタンバイストップモ

ード時に GPIOに切り換わるか、ハイインピーダンス状態にするかを制御します。 

ディープスタンバイストップモードの設定手順 

以下の手順を実施するとディープスタンバイストップモードへ遷移します。 

17. RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットに"0"を設定してください。 

18. スタンバイモード制御レジスタ(STB_CTL)の KEYビットに"0x1ACC"および DSTMビットに"1"かつ

STMビットに"0b10"を書き込んでください。SPLビットにより、ディープスタンバイストップモードで

の端子状態を設定してください。 

19. Cortex-M0+システムコントロールレジスタの SLEEPDEEPビットに"1"を設定してください。 

20. WFIまたはWFE命令を実行してください。 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードを搭載していない製品には

DSTMビットがありません。詳細は Table 1-1 を参照してください。 
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ディープスタンバイストップモード復帰 

以下のいずれかの場合に CPUがディープスタンバイストップモードから復帰します。 

 リセットと割込みとWKUP端子入力による復帰 

リセット(INITX端子入力リセット, 低電圧検出リセット)の発生またはディープスタンバイストップモードに

ある間に有効な低電圧検出割込み, WKUP端子入力の要求を受け付けると、ディープスタンバイストップモー

ドから復帰して、クロックモードに関係なく、ディープスタンバイ遷移リセットにより高速 CRランモードに

切り換わります。 

ソフトウェアウォッチドッグリセット, ハードウェアウォッチドッグリセット, クロックスーパバイザリセッ

ト, 周波数異常検出リセットは動作しないため、復帰できません。 

 復帰時の発振安定待ち 

復帰要因に関わらず、高速 CRクロックおよび低速 CRクロックの発振安定待ちを行います。 

 復帰時の内蔵レギュレータ電圧安定待ち 

ディープスタンバイストップモードからの復帰時は、内蔵レギュレータの動作モード遷移のための電圧安定待

ち時間(数百s)を自動的に確保します。その後に復帰動作を行います。 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイストップモードへ遷移する前に必ず Table 5-2のディープスタンバイRTCモード

からの復帰要因がセットされていないことを確認してください。要因がセットされている場合は、ク

リアしてください。 

− デバッグ中にディープスタンバイストップモードに遷移した場合は、デバッグ機能の電源がオフする

ため、ICEからランモードへの復帰ができません。リセット, 割込みまたはWKUP端子入力による復

帰を使用してください。 

− ディープスタンバイストップモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作

が終了していることを確認してから遷移してください。 
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6. ディープスタンバイモードの設定手順例 

ディープスタンバイモードの設定手順例を説明します。 

Figure 6-1 ディープスタンバイ RTCモードの設定手順例 

 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイ RTCモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作が

終了していることを確認してから遷移してください。 

− RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットへの"1"書込みは、システムクロックモード状態

レジスタ(SCM_STR)の SORDYビットが"1"のときのみ有効です。 

 

 

 

 

 

 

STB_CTLレジスタに KEY=0x1ACC, 

DSTM=1, STM=0b10同時に書込み 
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Figure 6-2 ディープスタンバイストップモードの設定手順例 

 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイストップモードへ遷移する場合は、フラッシュメモリの自動アルゴリズムの動作

が終了していることを確認してから遷移してください。 

 

 

STB_CTLレジスタに KEY=0x1ACC, 

DSTM=1, STM=0b10同時に書込み 

SLEEPDEEP=1設定 
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7. ディープスタンバイ復帰要因判定の手順 

ディープスタンバイモードからの復帰を判定する手順例を Figure 7-1に示します。 

Figure 7-1 ディープスタンバイ復帰要因判定の手順例 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイモードへの遷移時、ディープスタンバイ遷移リセット後に CPUの電源がオフさ

れます。そのためディープスタンバイモードからの復帰時、リセット要因レジスタ(RST_STR)の値は

無効です。 
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リセット解除 

No 
ディープスタンバイ復帰

要因レジスタ 1,2 
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リセット要因レジスタ

(RST_STR)の判定 
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8. レジスタ 

低消費電力モードで使用するレジスタについて説明します。 

低消費電力モードのレジスタ一覧 

Table 8-1 低消費電力モードのレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

STB_CTL スタンバイモードコントロールレジスタ 8.1 

 

 ディープスタンバイ制御部のレジスタ一覧 

Table 8-2 ディープスタンバイ制御部のレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

REG_CTL サブ発振回路電源制御レジスタ 8.2 

RCK_CTL サブクロック供給制御レジスタ 8.3 

PMD_CTL RTCモード制御レジスタ 8.4 

WRFSR ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1 8.5 

WIFSR ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 2 8.6 

WIER ディープスタンバイ復帰許可レジスタ 8.7 

WILVR WKUP端子入力レベルレジスタ 8.8 

DSRAMR ディープスタンバイ RAM保持レジスタ 8.9 

BUR01~16 バックアップレジスタ 01~16 8.10 

MOSC_CTL メイン発振水晶タイプ選択制御レジスタ 8.11 

WIOLC_CTL IO状態保持制御レジスタ 8.12 

SUBOSC_CTL サブ発振 IO制御レジスタ 8.13 

CEC_CTL CEC入出力制御レジスタ 8.14 

DEBUG_SW_CTL シリアルワイヤデバッグ制御レジスタ 8.15 
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 各タイプで使用可能なレジスタ一覧 

Table 8-3 各タイプで使用可能なレジスタ一覧 

レジスタ略称 TYPE1-M0+ TYPE2-M0+ TYPE3-M0+ 

STB_CTL    

REG_CTL  -  

RCK_CTL    

PMD_CTL    

WRFSR -   

WIFSR -   

WIER -   

WILVR    

DSRAMR -   

BUR01 to 16 -   

MOSC_CTL -   

WIOLC_CTL - -  

SUBOSC_CTL - -  

CEC_CTL - -  

DEBUG_SW_CTL - -  

 

＜注意事項＞ 

− システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の詳細は、別章『クロック』を参照してください。 

ディープスタンバイ制御部のレジスタは、ディープスタンバイモード時に電源オフしません。 
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8.1 スタンバイモードコントロールレジスタ(STB_CTL) 

スタンバイモードコントロールレジスタ(STB_CTL)はスタンバイモード, ディープスタンバイモードを制御

するレジスタです。SPLビット, DSTMビット, STMビットの書込みは、KEYビットの値に 0x1ACCが同時に

書き込まれたときのみ、値が有効となります。 

レジスタ構成 

bit 31    16 15  8 

Field KEY 予約 

属性 R/W - 

初期値 0x0000 0x00 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SPL 予約 DSTM STM 

属性 - R/W - R/W R/W 

初期値 000 0 0 0 00 

レジスタ機能 

[bit31:16] KEY : スタンバイモードコントロール書込み制御ビット 

本ビットは SPLビット, DSTMビット, STMビットの書込み制御を解除します。 

− 0x1ACCを書き込んだときのみ、SPLビット, DSTMビットおよび STMビットへの書込みが有効になり

ます。 

− 0x1ACC以外の値を書き込んだときは SPLビット, DSTMビットおよび STMビットへの書込みは無効で

す。 

− 読出しは常に 0x0000が読み出されます。 

 

[bit15:5] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit4] SPL : スタンバイ端子レベル設定ビット 

本ビットは、タイマモード, RTCモード, ストップモード, ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタン

バイストップモード時の端子の状態を設定します。 

bit 説明 

0 
タイマモード, RTCモード, ストップモード時に各端子の状態を保持し、ディープスタンバイ

RTCモード, ディープスタンバイストップモード時に GPIOに切り換えます。[初期値] 

1 
タイマモード, RTCモード, ストップモード, ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタ

ンバイストップモード時に各端子の状態をハイインピーダンスにします。 

 

[bit3] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 
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[bit2] DSTM : ディープスタンバイモード選択ビット 

本ビットは、スタンバイモードかディープスタンバイモードのどちらに遷移するかを選択します。 

 

[bit1:0] STM : スタンバイモード選択ビット 

本ビットは、DSTMビットと RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)の RTCEビットの組合せでタイマモード, 

RTCモード, ストップモード, ディープスタンバイRTCモード, ディープスタンバイストップモードに遷移す

るか選択します。 

DSTM 

STM 

PMD_CTL:RTCE 説明 
bit1 bit0 

0 0 0 0 タイマモード[初期値] 

0 0 0 1 設定禁止 

0 0 1 0 設定禁止 

0 0 1 1 設定禁止 

0 1 0 0 ストップモード 

0 1 0 1 RTCモード 

0 1 1 0 設定禁止 

0 1 1 1 設定禁止 

1 0 0 0 設定禁止 

1 0 0 1 設定禁止 

1 0 1 0 設定禁止 

1 0 1 1 設定禁止 

1 1 0 0 ディープスタンバイストップモード 

1 1 0 1 ディープスタンバイ RTCモード 

1 1 1 0 設定禁止 

1 1 1 1 設定禁止 

 

＜注意事項＞ 

− スタンバイモードコントロールレジスタ(STB_CTL)の SPLビット, DSTMビット, STMビットの書込

みは、KEYビットに 0x1ACCが同時に書き込まれたときのみ値が有効となります。KEYビットにそ

れ以外の値が書き込まれた場合は、SPLビット, DSTMビット, STMビットの書込みは無効となりま

す。 
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8.2 サブ発振回路電源制御レジスタ(REG_CTL) 

サブ発振回路電源制御レジスタ(REG_CTL)はサブ発振回路の電源を制御するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 ISUBSEL 予約 

属性 - R/W - 

初期値 00000 10 0 

レジスタ機能 

[bit7:3] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b00000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit2:1] ISUBSEL : サブ発振回路電流設定ビット 

本ビットは、サブ発振回路への電流を設定します。 

 

bit2 bit1 説明 

0 0 設定禁止 

0 1 設定禁止 

1 0 360nA[初期値] 

1 1 設定禁止 

 

[bit0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットとディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

− TYPE2-M0+製品では使用できません。 
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8.3 サブクロック供給制御レジスタ(RCK_CTL) 

サブクロック供給制御レジスタ(RCK_CTL)は RTC,HDMI-CEC/リモコン受信へのクロックを制御するレジス

タです。 

 使用しないリソースに対してクロックの供給を停止することで、消費電力を削減できます。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 CECCKE RTCCKE 

属性 - R/W R/W 

初期値 000000 0 1 

レジスタ機能 

[bit7:2] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b000000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit1] CECCKE : CECクロック制御ビット 

本ビットは、HDMI-CEC/リモコン受信マクロへのサブクロックを制御します。 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信マクロにサブクロックを供給しません。[初期値] 

1 HDMI-CEC/リモコン受信マクロにサブクロックを供給します。 

 

[bit0] RTCCKE : RTCクロック制御ビット 

本ビットは、RTCマクロへのサブクロックを制御します。 

bit 説明 

0 RTCマクロにサブクロックを供給しません。 

1 RTCマクロにサブクロックを供給します。[初期値] 
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8.4 RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL) 

RTCモード制御レジスタ(PMD_CTL)はRTCモードまたはストップモード, ディープスタンバイRTCモードま

たはディープスタンバイストップモードを制御するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 RTCE 

属性 - R/W 

初期値 0000000 0 

レジスタ機能 

[bit7:1] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b0000000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit0] RTCE : RTCモード制御ビット 

本ビットは、ストップモード, ディープスタンバイストップモードまたは、RTCモード, ディープスタンバイ

RTCモードに遷移するかを選択します。 

bit 説明 

0 ストップモード, ディープスタンバイストップモード[初期値] 

1 RTCモード, ディープスタンバイ RTCモード 

 

DSTM=0の時スタンバイモード、DSTM=1の時ディープスタンバイモードに選択されます。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタはソフトウェアリセットとディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

− RTCEビットへの"1"書込みは、システムクロックモード状態レジスタ(SCM_STR)の SORDYビット

が"1"のときのみ有効です。 

− システムクロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の SOSCEビットとシステムクロックモード状態

レジスタ(SCM_STR)の SORDYビットの値に関わらず、RTCE=1の時、サブ発振は許可状態です。 
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8.5 ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1 (WRFSR) 

ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 1 (WRFSR)はディープスタンバイモード中に発生した低電圧検出リセ

ットと INITX端子入力リセットによる復帰要因を示すレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 WLVDH WINITX 

属性 - R R 

初期値 000000 0 0 

レジスタ機能 

[bit7:2] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b000000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit1] WLVHD : 低電圧検出リセット復帰ビット 

低電圧検出リセットでディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 低電圧検出リセットで復帰していません。[初期値] 

1 低電圧検出リセットで復帰しました。 

 

[bit0] WINITX : INITX端子入力リセット復帰ビット 

INITX端子入力リセットでディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 INITX端子入力リセットで復帰していません。[初期値] 

1 INITX端子入力リセットで復帰しました。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。また、本レジスタは読出しにより全ビットがクリアされます。 

− ディープスタンバイモードへ遷移する前に必ず復帰要因がセットされていないことを確認してくだ

さい。要因がセットされている場合は、クリアしてください。 

− 本レジスタはディープスタンバイモード中のみセットされます。 
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8.6 ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 2 (WIFSR) 

ディープスタンバイ復帰要因レジスタ 2 (WIFSR)はディープスタンバイモード中に発生したWKUPx端子入力, 

低電圧検出割込みと RTC割込み, HDMI-CEC/リモコン受信割込みによる復帰要因を示すレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field WUI11 WUI10 WUI9 WUI8 WUI7 WUI6 WCEC1I WCEC0I 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field WUI5 WUI4 WUI3 WUI2 WUI1 WUI0 WLVDI WRTCI 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit15:10] WUI11～WUI6 : WKUPx端子入力復帰ビット 

WKUPx端子入力でディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 WKUPx端子入力で復帰していません。[初期値] 

1 WKUPx端子入力で復帰しました。 

 

[bit9] WCEC1I: CEC ch.1割込み復帰ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込みでディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込みで復帰していません。[初期値] 

1 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込みで復帰しました。 

 

[bit8] WCEC0I: CEC ch.0割込み復帰ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込みでディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込みで復帰していません。[初期値] 

1 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込みで復帰しました。 
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[bit7:2] WUI5~WUI0 : WKUPx端子入力復帰ビット 

WKUPx端子入力でディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 WKUPx端子入力で復帰していません。[初期値] 

1 WKUPx端子入力で復帰しました。 

 

[bit1] WLVDI : LVD割込み復帰ビット 

LVD割込みでディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 LVD割込みで復帰していません。[初期値] 

1 LVD割込みで復帰しました。 

 

[bit0] WRTCI : RTC割込み復帰ビット 

RTC割込みでディープスタンバイモードから復帰したことを示します。 

bit 説明 

0 RTC割込みで復帰していません。[初期値] 

1 RTC割込みで復帰しました。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。また、本レジスタは読出しにより全ビットがクリアされます。 

− ディープスタンバイモードへ遷移する前に必ず復帰要因がセットされていないことを確認してくだ

さい。要因がセットされている場合は、クリアしてください。 

− 本レジスタはディープスタンバイモード中のみセットされます。 
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8.7 ディープスタンバイ復帰許可レジスタ(WIER) 

ディープスタンバイ復帰許可レジスタ(WIER)はディープスタンバイモード中に発生したWKUPx端子入力, 

低電圧検出割込みと RTC割込み, HDMI-CEC/リモコン受信割込みによる復帰を許可するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field WUI11E WUI10E WUI9E WUI8E WUI7E WUI6E WCEC1E WCEC0E 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field WUI5E WUI4E WUI3E WUI2E WUI1E 予約 WLVDE WRTCE 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W - R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit15:10] WUI11E~WUI6E : WKUPx端子入力復帰許可ビット 

WKUPx端子入力によるディープスタンバイモードからの復帰を禁止/許可します。 

bit 説明 

0 WKUPx端子入力による復帰を禁止します。[初期値] 

1 WKUPx端子入力による復帰を許可します。 

 

[bit9] WCEC1E : HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込み復帰許可ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込みによるディープスタンバイモードからの復帰を禁止/許可します。 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込みによる復帰を禁止します。[初期値] 

1 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1割込みによる復帰を許可します。 

 

[bit8] WCEC0E : HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込み復帰許可ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込みによるディープスタンバイモードからの復帰を禁止/許可します。 

bit 説明 

0 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込みによる復帰を禁止します。[初期値] 

1 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0割込みによる復帰を許可します。 
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[bit7:3] WUI5E~WUI1E : WKUPx端子入力復帰許可ビット 

WKUPx端子入力によるディープスタンバイモードからの復帰を禁止/許可します。 

bit 説明 

0 WKUPx端子入力による復帰を禁止します。[初期値] 

1 WKUPx端子入力による復帰を許可します。 

 

[bit2] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit1] WLVDE : LVD割込み復帰許可ビット 

LVD割込みによるディープスタンバイモードからの復帰を禁止/許可します。 

bit 説明 

0 LVD割込みによる復帰を禁止します。[初期値] 

1 LVD割込みによる復帰を許可します。 

 

[bit0] WRTCE : RTC割込み復帰許可ビット 

RTC割込みによるディープスタンバイモードからの復帰を禁止/許可します。 

bit 説明 

0 RTC割込みによる復帰を禁止します。[初期値] 

1 RTC割込みによる復帰を許可します。 

 

＜注意事項＞ 

− WKUP0端子入力によるディープスタンバイモードからの復帰は常に許可されています。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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8.8 WKUP端子入力レベルレジスタ(WILVR) 

WKUP端子入力レベルレジスタ(WILVR)はディープスタンバイモード中に発生したWKUP1~WKUP5端子入

力の有効レベルを選択するレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 WUI11LV WUI10LV WUI9LV 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 00000 0 0 0 

  

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field WUI8LV WUI7LV WUI6LV WUI5LV WUI4LV WUI3LV WUI2LV WUI1LV 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

       

       

       

レジスタ機能 

[bit15:11] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b00000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit10:0] WUI11LV~WUI1LV : WKUPx端子入力レベル選択ビット 

WKUPx端子入力の有効レベルを選択します。 

bit 説明 

0 WKUPx端子入力が"L"レベルの時に復帰要求します。[初期値] 

1 WKUPx端子入力が"H"レベルの時に復帰要求します。 

 

＜注意事項＞ 

− WKUP0端子入力は常に"L"レベルで復帰要求します。 

例としてWUI1LV=0でWKUP1が"L"レベル入力している時、ディープスタンバイモードに遷移する

とすぐに復帰します。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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8.9 ディープスタンバイ RAM保持レジスタ(DSRAMR) 

ディープスタンバイRAM保持レジスタ(DSRAMR)はディープスタンバイモード時にオンチップSRAMの内容

の保持制御を行うレジスタです。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SRAMR 

属性 - R/W 

初期値 000000 00 

レジスタ機能 

[bit7:2] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b000000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit1:0] SRAMR : オンチップ SRAM保持制御ビット 

本ビットは、ディープスタンバイモード時オンチップ SRAMの内容の保持制御を行います。 

bit1 bit0 説明 

0 0 
ディープスタンバイモード時オンチップ SRAM領域の内容を保持しません。 

[初期値] 

0 1 設定禁止 

1 0 設定禁止 

1 1 ディープスタンバイモード時オンチップ SRAM領域の内容を保持します。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。 
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8.10 バックアップレジスタ 01~16 (BUR01~16) 

バックアップレジスタ 01～16 (BUR01～16)はディープスタンバイモード中に値が保持される汎用レジスタで

す。 

レジスタ構成 

bit 31 24 23 16 15 8 7 0 

Field BUR04 BUR03 BUR02 BUR01 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 0x00 0x00 

 

bit 31 24 23 16 15 8 7 0 

Field BUR08 BUR07 BUR06 BUR05 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 0x00 0x00 

 

bit 31 24 23 16 15 8 7 0 

Field BUR12 BUR11 BUR10 BUR09 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 0x00 0x00 

 

bit 31 24 23 16 15 8 7 0 

Field BUR16 BUR15 BUR14 BUR13 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 0x00 0x00 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは電源投入リセットと低電圧検出リセットで初期化されます。それ以外のリセット要因で

は初期化されません。 
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8.11 メイン発振水晶タイプ選択制御レジスタ (MOSC_CTL) 

メイン発振水晶タイプ選択制御レジスタ(MOSC_CTL)は外部水晶のタイプを選択するのに使用します。推奨の

タイプを適切に合わせることで消費電力の低減が可能になります。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 IMAINSEL 予約 

属性 - R/W - 

初期値 00000 10 0 

レジスタ機能 

[bit7:3] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b00000"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit2:1] IMAINSEL: メイン発振回路電流設定ビット 

メイン発振回路への電流を設定します。 

TYPE2-M0+: 

bit1 bit0 説明 

0 0 小電力消費(4MHz水晶のみサポート) 

0 1 中電力消費(4MHz/8MHz水晶サポート) 

1 0 高電力消費(4MHz/8MHz/16MHz水晶サポート) [初期値] 

1 1 最大電力消費(48MHz水晶サポート) 

TYPE3-M0+: 

bit1 bit0 説明 

0 0 設定禁止 

0 1 中電力消費(8MHz水晶サポート) 

1 0 高電力消費(8MHz/16MHz水晶サポート) [初期値] 

1 1 最大電力消費(48MHz水晶サポート) 

 

[bit0] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0b0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− このレジスタはソフトウェアリセット及びディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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8.12 IO状態保持制御レジスタ(WIOLC_CTL) 

IO状態保持制御レジスタ(WIOCL_CTL)はディープスタンバイ時の IO状態の保持機能を設定します。また、

ディープスタンバイから復帰後、保持された IOの状態を解除します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 予約 

属性 - - 

初期値 0000000 0 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 LHX_ST 

属性 - R 

初期値 0000000 1 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 CONTX 

属性 - R/W 

初期値 0000000 0 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 LH_CL 

属性 - R/W 

初期値 0000000 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:25] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0x00"が読み出されます。書込み時は”0x00”を書込んで下さい。 

 

[bit24] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0x0"が読み出されます。書込み時は”0x0”を書込んで下さい。 

[bit23:17] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0x00"が読み出されます。書込み時は”0x00”を書込んで下さい。  

 

[bit16] LHX_ST : IO状態ビット 

IOの状態が保持されているか解除されていかを表します。 

Bit16 説明 

読み出し 
0 IO状態は保持されています。 

1 IO状態は解除(スルー)されています。 
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[bit15:9] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0x00"が読み出されます。書込み時は”0x00”を書込んで下さい。  

 

[bit8] CONTX : IO状態保持機能有効ビット 

IO状態保持機能を有効にします。 

Bit8 説明 

読出し レジスタの値を読み出します。 

書込み 
0 IO状態保持機能を有効にする。 

1 IO状態保持機能を無効にする。 

 

[bit7:1] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0x00"が読み出されます。書込み時は”0x00”を書込んで下さい。  

 

[bit0] LH_CL : IO状態保持解除ビット 

IOの状態保持を解除します。本ビットへの書き込み時は高速 CRクロックが動作している必要があります。 

Bit0 説明 

読出し 常に’0’が読み出されます。 

書込み 
0 IO状態は影響されません。 

1 IO状態は解除されます(Runモード)。 
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8.13 サブ発振 IO制御レジスタ(SUBOSC_CTL) 

サブ発振 IO制御レジスタ( SUBOSC_CTL)はピンをサブクロック(発振)として使用するよう設定する事ができ

ます。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SUBXC 

属性 - R/W 

初期値 - 01 

 

レジスタ機能 

[bit7:2] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込み時は”0”を書込んで下さい。 

[bit1:0] SUBXC: サブクロック(発振)ピン設定ビット 

サブクロック(発振)ピンの使用方法を設定します。 

bit1:0 説明 

読出し レジスタの値が読み出されます 

書込み 

00 ディジタル入出力ピンとして使用する(X0A/X1Aをサブクロック(発振)ピンとし使用しない)。 

01 
X0A/X1Aをサブクロック(発振)ピンとし使用する。[初期値] 

 (I/Oセルは、入力状態、入力 Cut-off状態、及び Pull-up抵抗未接続状態になります) 

10 設定禁止 

11 

ディープスタンバイモード時: 

    設定禁止 

他の動作モード時: 

    X0Aは外部クロック入力ピンとして使用。 

    X1Aはディジタル入出力ピンとして使用。 

 

＜注意事項＞ 

− SUBXCビットに”01”を書き込むだけではサブクロックは発振しません。発振を開始させるには、

SUBXCビットに”01”を書き込んだ後、SCM_CTLレジスタの SOSCEビットで発信を有効にさせて下

さい。詳細は”Clock”の章を参照下さい。 

− 外部クロックを使用する場合には、各製品のデータシートの”取デバイス使用上の注意”の”外部クロッ

ク使用時の注意”を参照下さい。 

− このレジスタはディープスタンバイ遷移リセットでは初期化されません。 
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8.14 CEC入出力制御レジスタ(CEC_CTL) 

CEC入出力制御レジスタ(CEC_CTL) は HDMI-CEC/リモコン受信の入出力選択を行います。 

このレジスタは TYPE3-M0+のみ有効です。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 WS_CECR1B WS_CECR0B 

属性  R/W R/W 

初期値 0000 00 00 

レジスタ機能 

[bit7:4] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit3:2] WS_CECR1B: CEC1入出力選択ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1 入出力端子 CEC1の入出力選択を行います。 

Bit3:2 説明 

読出し レジスタの値を読み出します。 

書込み 

00 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1の入出力を行いません。[初期値] 

01 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1の入出力端子に CEC1_0を使用します。 

10 設定禁止 

11 設定禁止 

 

[bit1:0] WS_CECR0B: CEC0入出力選択ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0 入出力端子 CEC0の入出力選択を行います。 

Bit1:0 説明 

読出し レジスタの値を読み出します。 

書込み 

00 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0の入出力を行いません。[初期値] 

01 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0の入出力端子に CEC0_0を使用します。 

10 設定禁止 

11 設定禁止 

 

Notes: 

− TYPE3-M0+製品では、EPFR18レジスタの CECR1B/CECR0Bではなく、本レジスタの設定が有効に

なります。EPFR18 レジスタの CECR1B/CECR0B に書き込む最は、常に０を書き込んでください。 

− WS_CECR1B/WS_CECR0Bに”01”を設定した場合、PCRの設定値によらず CECの Pul 

− l-up抵抗が遮断されます。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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8.15 シリアルワイヤデバッグ制御レジスタ (DEBUG_SW_CTL) 

シリアルワイヤデバッグ制御レジスタ(DEBUG_SW_CTL)はシリアルワイヤデバッグを行う際の端子の設定を

行います。 

レジスタ構成 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 DBG_EN 

属性 R/W R/W 

初期値 0000000 1 

レジスタ機能 

[bit7:1] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0"が読み出されます。書込みは動作に影響しません。 

 

[bit0] DBG_EN: SWD許可ビット 

SWDを許可する。 

Bit0 説明 

読出し レジスタの値を読み出します。 

書込み 
0 GPIOを使用する。 

1 シリアルワイヤデバッグポートを使用する。 

 

Notes: 

− SWDを有効にするには、DBG_ENに加えて EPFR00の SWDENビットを 1に設定する必要があり

ます。 

− シリアルワイヤデバッグポートを GPIOとして使用する場合には、本レジスタを 0に設定してくださ

い。 

− 本レジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 
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9. 使用上の注意 

低消費電力モードを使用する際は、以下の点を注意してください。 

アナログ入力とWKUPが兼用されている端子では、WKUPx端子入力による復帰が許可されている場合でも

対応するアナログ入力設定レジスタ(ADE)の ADEビットが"1"に設定されている時はWKUPx端子入力が遮断

されます。WKUPx端子入力による復帰を使用する場合は、ディープスタンバイモードに遷移する前に対応す

るアナログ入力設定レジスタ(ADE)の ADEビットを"0"に設定してください。 
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CHAPTER 6-2: VBATドメイン 

 

 

VBATパワードメインの機能と動作について示します。 

 

1. VBATドメインの概要 

2. VBATドメインの構成 

3. チップの電源制御 

4. ハイバネーション制御 

5. 32 kHzクロックの設定手順 

6. VBAT I/Oポートの設定手順 

7. レジスタ一覧 

8. 使用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9BFVBATPD-FM0-J03.0 



CHAPTER 6-2: VBATドメイン  

 

 

326 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

1. VBATドメインの概要 

VBAT電源端子「RTC(カレンダ回路)／32 kHz発振回路に独立した電源を供給する端子」を使用して、RTC動作

時の消費電力を低減できます。 

本機能は TYPE2-M0+製品に適応されます。 

電源ドメイン構成 

FM0+ファミリは、以下の 3 種類の電源ドメインから構成されます。 

 CPUドメイン 

本ドメインには以下の回路があります。 

− CPU 

− オンチップフラッシュメモリ 

− オンチップ SRAM 

− 周辺機能 

 

本ドメインは VCC電源端子から電源を供給され、ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストッ

プモードで電源がオフになります。 

 

 Always ONドメイン 

本ドメインには以下の回路があります。 

− オンチップレギュレータ 

− パワー制御回路 

− ポート回路 

− メイン発振回路 + I/Oポート 

− RTC (制御部、タイマ) 

 

本ドメインは VCC電源端子から常時電源を供給されます。 

VCC電源端子にはシステム電源(オンボードレギュレータ)から電力が供給されます。 

 

 VBATドメイン 

本ドメインには以下の回路があります。 

− RTC (カレンダ) 

− 32kHz発振回路 

− パワーオン回路 

− バックアップレジスタ 

− ポート回路 

 

本ドメインは VBAT電源端子から常時電源を供給されます。 

VBAT電源端子には、バックアップ電源(電池など)やシステム電源から電力が供給されます。 
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オンチップパワーゲーティング 

FM0+ファミリをディープスタンバイ RTC モード, ディープスタンバイストップモードにすると、内蔵している

パワースイッチの機能で CPUドメインの電源をオフにします。 

Always ONドメインは、ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードでも電源 

オン状態を維持します。 

ディープスタンバイ RTCモード, ディープスタンバイストップモードについては『低消費電力モード』の章を

参照してください。 

 

オフチップパワーゲーティング 

FM0+ファミリのVCC端子に供給するシステム電源をオフにするとCPUドメインとAlways ONドメインの電源

がオフになります。 

この時、バックアップ電源からの電源供給で VBAT ドメインの電源オン状態を維持できます。 

RTCに設定したアラーム時刻か外部端子からの入力信号でシステム電源を供給するオンボードレギュレータの

オン/オフを制御できます。 

 

 

Figure 1-1 FM0+ファミリの電源構成図 
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2. VBATドメインの構成 

VBATドメインの内部構成について説明します。 

VBATドメインの内部構成 

VBATドメインの内部構成, Always ONドメインとの接続を Figure 2-1に示します。 

Figure 2-1 VBAT ドメインの内部構成、Always ONドメインとの接続図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 RTC (カレンダ) 

周波数補償機能付きのカレンダ回路です。タイマ機能は含みません。 

 32 kHz発振回路 (32K OSC) 

時計用の水晶振動子(32768 Hz)を接続できる発振回路です。 

 パワーオン回路 (PON) 

VBATドメインのパワーオンを検出し、回路初期化信号を生成します。 

 バックアップレジスタ ( Backup register ) 

32バイトのレジスタで、VBAT端子の電源が供給されている間データを保持します。 

 VBAT I/Oポート ( P46-P49, Port Control ) 

VBAT端子からの電源で駆動される入出力ポートです。 

ポートの制御回路が P46-P49以外の I/Oポートとは独立しています。 
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2.1 Always ONドメインとのインタフェース 
VBATドメインと Always ONドメインのインタフェース方法について説明します。 

2.1.1 インタフェースの概要 
VBATドメインは、動作電流を抑制するため 32 kHzや PCLKの分周クロックで駆動されます。 

そのため、内部バスに VBAT ドメインに属するレジスタを直結すると、そのレジスタをアクセスした際に、CPU

などのバスマスタがWaitで待たされます。 

 

FM0+ファミリでは以下の 2 つの対策を行い、アクセスがWaitで待たされることを防止しています。 

− Always ONドメインの中にバッファを設け、内部バスのアクセスはバッファに対して行う。 

− Always ONドメインのバッファと VBAT ドメインのレジスタとの間でデータ転送を行う。 

 

 

Always ONドメインのバッファと VBAT ドメインのレジスタとの間のデータ転送動作を、FM0+ファミリのドキ

ュメントでは以下のようによびます。 

 

− リコール:  VBATドメインのレジスタから Always ONドメインのバッファへの転送  

− セーブ:  Always ONドメインのバッファから VBAT ドメインのレジスタへの転送 

 

バッファに書き込まれたデータは、VCC 電源がオフの期間には消えるため、VCC 電源がオンの間に VBATドメ

インのレジスタに保存してください。 

また、VCC電源が立ち上がった直後や Always ONドメインにリセットが発生した場合、バッファの値は Always 

ONドメイン系のリセット信号で初期化されています。 

バッファから値を読み出す前にリコール動作を行い、VBAT電源(バックアップ電源)で保持していたレジスタの

値をバッファに読み出してください。 

RTCのカレンダ部分のバッファのデータは自動的には更新されません。 

バッファから時刻データを読み出す前に、リコール動作でレジスタの時刻データをバッファに読み出してくだ

さい。 
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2.1.2 インタフェース回路の形式一覧 
 

インタフェース回路の形式は、Table 2-1の 4種類あります。 

 

Table 2-1 インタフェース回路形式一覧 

回路形式 
Always ON 

ドメイン 

VBAT 

ドメイン 
転送クロック 対応図 

形式 1 FF あり FF なし ― Figure 2-2 

形式 2 FF あり FF あり 32kHz Figure 2-3 

形式 3 FF あり FF あり PCLK1(分周) Figure 2-4 

形式 4 FF なし FF あり ― 

Figure 2-5 形式 4

のインタフェー

ス回路構成 

 

Always ONドメインから VBATドメインへの信号は、Always ONドメインのパワーオフ時は Level shifter, Isolator

の機能で VSS にクリップされます。 

本機能により Always ONドメインがパワーオフしている期間も RTC のカレンダ, アラームの動作継続, VBAT 

I/Oポートの端子状態保持, バックアップレジスタのデータ保持ができます。 

 

回路形式 1 

 

Figure 2-2 形式 1のインタフェース回路構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VCCオフの期間は、レジスタが値を保持する必要がない場合にこの回路形式を使っています。 

 

Table 2-2 形式 1のレジスタの動作 

 レジスタの動作 

レジスタ初期化 Always ON ドメインのリセット信号で初期化 

バス・リード 
制御回路(Always ON ドメイン)および周辺回路(VBATドメイン)の状態が直接読み出せ

ます。 
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バス・ライト 
制御回路(Always ON ドメイン)および周辺回路(VBATドメイン)の動作に直接影響しま

す。 

回路形式 2 

 

Figure 2-3 形式 2のインタフェース回路構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VCCオフの期間もレジスタが値を保持する必要がある場合にこの回路形式を使います。 

 

Table 2-3 形式 2のレジスタの動作 

 レジスタ / バッファの動作 

レジスタ初期化 VBATドメインのパワーオン信号で初期化 

バッファ初期化 
Always ON ドメインのリセット信号で初期化 

リセット要因は『RTCカウント部』の章を参照してください 

バス・リード バッファの値がバスに読み出される。 

バス・ライト バスの値がバッファに書き込まれる。 

リコール動作 レジスタの値がバッファに書き込まれる。 

セーブ動作 バッファの値がレジスタに書き込まれる。 

 

回路形式 3 

 

Figure 2-4 形式 3のインタフェース回路構成 
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VCCオフの期間もレジスタが値を保持する必要がある場合にこの回路形式を使います。 

Table 2-4 形式 3のレジスタの動作 

 レジスタ / バッファの動作 

レジスタ初期化 VBATドメインのパワーオン信号で初期化 

バッファ初期化 
Always ON ドメインのリセット信号で初期化 

RTCリセットで初期化 

バス・リード バッファの値がバスに読み出される。 

バス・ライト バスの値がバッファに書き込まれる。 

リコール動作 レジスタの値がバッファに書き込まれる。 

セーブ動作 バッファの値がレジスタに書き込まれる。 

 

回路形式 2との相違は、リコール動作 / セーブ動作のクロックです。 

 

回路形式 4 

 

Figure 2-5 形式 4のインタフェース回路構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VCCオフの期間もレジスタが値を保持する必要がある場合にこの回路形式を使います。 

 

Table 2-5 形式 4のレジスタの動作 

 レジスタ / バッファの動作 

レジスタ初期化 VBATドメインのパワーオン信号で初期化 

バス・リード レジスタの値がバスに読み出される。 

バス・ライト VBATドメインの動作に直接影響します。 

 

回路形式 4はリコール動作 / セーブ動作が不要な回路形式です。 
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2.1.3 インタフェース回路が接続する回路 
 

VBATパワードメインに含まれる回路は、RTC(カレンダ), VBATポート, バックアップレジスタに大別されます。 

そして、それぞれの回路ごとに含まれるバッファ/レジスタを一括してセーブ/リコール動作します。 

(以下の説明のWTCR20の機能の詳細は『タイマ編』の『RTCカウント部』の章の「7.5 制御レジスタ(WTCR20)」

を参照してください。) 

 

CREAD/CWRITE 

RTC回路に含まれる、Table 2-6のレジスタを一括してセーブ/リコール動作を行います。 

Table 2-6 CWRITE/CREAD で転送されるレジスタ一覧 

No. レジスタ名 参照先 No. レジスタ名 参照先 

1 WTSR [RTCCAL] 2 WTMIR [RTCCAL] 

3 WTHR [RTCCAL] 4 WTDR [RTCCAL] 

5 WTDW [RTCCAL] 6 WTMOR [RTCCAL] 

7 WTYR [RTCCAL] 8 ALMIR [RTCCAL] 

9 ALHR [RTCCAL] 10 ALDR [RTCCAL] 

11 ALMOR [RTCCAL] 12 ALYR [RTCCAL] 

13 Reserve ― 14 WTCR11 [RTCCAL] 

15 
WTCR10 

(bit0 のみ) 
[RTCCAL]  

 

各レジスタの機能は[RTCCAL] ⇒『タイマ編』の『RTCカウント部』の章の RTCカウント部を参照してくださ

い。 

 

RTCのレジスタの No.1～No.14のインタフェース回路形式は、"回路形式 2"です。 

No.15 WTCR10レジスタは bitごとに形式が異なり、bit0:STは”回路形式 2”、bit2:RUNは”回路形式 4”になりま

す。それ以外の bit は VBAT ドメインからの信号には影響しない通常のレジスタビットになります。 

 

セーブ動作は制御レジスタ 20(WTCR20)の RTC設定値セーブ動作制御ビット(CWRITE)に 1ライトすると起動さ

れ、”CWRITE 動作”と呼びます。 

リコール動作は制御レジスタ 20(WTCR20)の RTC設定値リコール動作制御ビット(CREAD)に 1ライトすると起

動され、"CREAD動作"と呼びます。 

 

転送クロックは、サブクロックを使用します。 

1転送クロックで 1バイトのデータを転送します。 

1回の CREAD/CWRITE で、Table 2-6 のレジスタを No.1から順番に No.15まで転送します。 

 

RTCのレジスタは 15バイトのためデータ転送は 15転送クロックで終了します。 

 

セーブ動作、リコール動作は注意事項があるため、『タイマ編』の『RTCカウント部』の章の「3. RTC カ 
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ウント部の動作説明と設定手順例」の注意事項を参照してください。 

 

＊CWRITE 動作波形 

 

 

 

 

セーブデータは、転送クロックの立上りでバッファから出力され、転送クロックの立下りで 

レジスタに書き込まれます。 

転送開始の前処理に、3転送クロック、転送終了の後処理に 2転送クロック必要です。 

 

 

 

＊CREAD動作波形 

 

 

 

 

 

リコールデータは、転送クロックの立上りでレジスタから出力され、最後のレジスタ転送が完了したところで、

バッファに反映されます。 

 

転送開始の前処理に、3転送クロック、転送終了の後処理に 2転送クロック必要です。 

 

 

  

転送クロック 

セーブデータ 

転送クロック 

リコールデータ 



 CHAPTER 6-2: VBAT ドメイン 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 335 

PWRITE/PREAD 

VBATポート回路に含まれる、Table 2-7 PWRITE/PREADで転送されるレジスタ一覧のレジスタを一括してセー

ブ/リコール動作を行います。 

Table 2-7 PWRITE/PREAD で転送されるレジスタ一覧 

No. レジスタ名 参照先 No. レジスタ名 参照先 

1 WTCAL0 [RTCCLK] 2 WTCAL1 [RTCCLK] 

3 WTCALPRD [RTCCLK] 4 WTCALEN [RTCCLK] 

5 WTCOSEL [RTCCLK] 6 CCS 2.3. 32 kHz発振回路 

7 Reserve ― 8 WTOSCCNT 2.3. 32 kHz発振回路 

9 VBPFR 2.6. VBAT I/O ポート 10 VBPCR 2.6. VBAT I/Oポート 

11 VBDDR 2.6. VBAT I/O ポート 12 VBPZR 2.6. VBAT I/Oポート 

13 VBDOR 2.6. VBAT I/O ポート  

 

各レジスタの機能は[RTCCLK] ⇒『タイマ編』の『RTCクロック制御部』の章、 

「2.6. VBAT I/Oポート」と「2.3. 32 kHz発振回路」を参照してください。 

 

VBATポート回路のインタフェース回路形式は、レジスタ No.1～No.13が"回路形式 3"です。 

セーブ動作は制御レジスタ 20(WTCR20)の VBAT PORT セーブ動作制御ビット(PWRITE)に 1ライトすると起動

され、"PWRITE動作"と呼びます。 

リコール動作は制御レジスタ 20(WTCR20)のVBAT PORT リコール動作制御ビット(PREAD)に 1ライトすると起

動され、"PREAD動作"と呼びます。 

 

転送クロックは、PCLK1を VB_CLKDIV レジスタに設定した値で分周して作成します。 

1転送クロックで 1バイトのデータを転送します。 

1回の PREAD/PWRITE で、Table 2-7のレジスタを No.1から順番に No.13まで転送します。 

 

VBATポート回路のレジスタは 13バイトのためデータ転送は 13転送クロックで終了します。 

＊PWRITE 動作波形 

 

 

セーブデータは、転送クロックの立下りでバッファから出力され、転送クロックの立上りで 

レジスタに書き込まれます。 

転送開始の前処理に、1転送クロック必要です。 

 

  

転送クロック 

セーブデータ 
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＊PREAD動作波形 

 

リコールデータは、転送クロックの立上りでレジスタから出力され、転送クロックの立下りで 

バッファに読み込まれます。 

転送開始の前処理に、1転送クロック、転送終了の後処理に 1転送クロック必要です。 

 

BWRITE/BREAD 

 

バックアップレジスタは、BREG00から BREG1Fの 32バイトです。 

バックアップレジスタの機能は「2.5. バックアップレジスタ」で説明します。 

 

バックアップレジスタのインタフェース回路形式は"回路形式 3"です。 

 

セーブ動作は制御レジスタ 20(WTCR20)のバックアップレジスタセーブ動作制御ビット(BWRITE)に 1ライトす

ると起動され、"BWRITE 動作"とよびます。 

リコール動作は制御レジスタ 20(WTCR20)のバックアップレジスタリコール動作制御ビット(BREAD)に 1ライ

トすると起動され、"BREAD動作"とよびます。 

 

転送クロックは、PCLK1を VB_CLKDIV レジスタに設定した値で分周して作成します。 

1転送クロックで 1バイトのデータを転送します。 

1回の BREAD/BWRITE で、BREG00から BREG1Fのレジスタを順番に転送します。 

転送は BREG00から開始され、転送クロックごとに転送先/転送元がインクリメントされます。 

FM0+ファミリのバックアップレジスタ容量は 32 バイトのため、データ転送は 32 転送クロックで終了します。 

 

 

＊BWRITE 動作波形 

 

セーブデータは、転送クロックの立下りでバッファから出力され、転送クロックの立上りで 

レジスタに書き込まれます。 

転送開始の前処理に、1転送クロック必要です。 

 

転送クロック 

リコールデータ 

転送クロック 

セーブデータ 
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＊BREAD動作波形 

 

 

リコールデータは、転送クロックの立上りでレジスタから出力され、転送クロックの立下りで 

バッファに読み込まれます。 

転送開始の前処理に、1転送クロック、転送終了の後処理に 1転送クロック必要です。 

 

  

転送クロック 

リコールデータ 
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転送の組み合わせ可否 

 

リコール/セーブ動作は、制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 0である事を確認して起動

しますが、下表の○印の組み合わせは、例外的に可能です。 

 

 CREAD CWRITE PREAD PWRITE BREAD BWRITE 

CREAD  × × × ○ ○ 

CWRITE ×  × × ○ ○ 

PREAD × ×  × ○ ○ 

PWRITE × × ×  ○ ○ 

BREAD ○ ○ ○ ○  × 

BWRITE ○ ○ ○ ○ ×  

○: 転送の組み合わせは同時実行できます。 

×: 転送の組み合わせは同時実行できません。 

 

説明上の注意 

 

FM0+ファミリのペリフェラルマニュアルで、インタフェース形式が"回路形式 2"、"回路形式 3"のレジスタに対

するリード, ライトと説明されている場合、以下に読み替えてください。 

 

レジスタの読出し＝リコール動作してからバッファを読み出す。 

レジスタへの書込み＝リコール動作してバッファを全面更新後、 

該当部分のバッファを書き換えてからセーブ動作する。 

 

使用上の注意 

 

− セーブ動作中, リコール動作中はバッファのアクセスは禁止です。 

正しいデータをセーブしたか、正しいデータをリードしたか判別できません。 

− PCLK1を分周して作成する PREAD/PWRITE、BREAD/BWRITE の転送クロックが 1MHz 以下になるよう

に VB_CLKDIVに値を設定してください。 
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2.2 RTC 
FM0+ファミリの RTCは 32kHzの周波数補償機能付きカレンダ回路です。 

RTCの機能概要 

 

RTCは以下の機能があります。 

− 時計機能 

− アラーム機能 

− タイマ機能 (Always on ドメイン) 

− 周波数補償機能 

 

RTCの構成 

 

RTCの機能については『タイマ編』の『RTCカウント部』および『RTCクロック制御部』の章を参照してくだ

さい。 
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2.3 32 kHz発振回路 
32 kHz発振回路は時計用水晶振動子専用の発振回路で、サブクロックを作成します。 

 

2.3.1 32 kHz発振回路の機能概要 
32 kHz発振回路は以下の機能があります。 

− 発振電流切換え機能 (Always on ドメイン) 

− 発振ブースト機能 (Always on ドメイン) 

− クロック生成部との連携機能 

発振電流切り替え機能 

32kHz発振回路の増幅回路は定電流源で駆動されます。 

定電流源の電流値は CCSレジスタに設定する値で制御できます。 

 

発振ブースト機能 

時計用の水晶振動子の場合、発振周波数が安定するまでの時間が長くかかります。 

発振開始設定後の一定時間のみ増幅回路に供給する電流を増加させることで、発振安定時間を短縮できること

があります。 

定電流源が供給する電流は、発振開始設定から BOOST レジスタに設定したクロックの間だけ CCBに設定した

電流値で、その後 CCSレジスタに設定した電流値に切り換わります。 

CCBレジスタに CCSレジスタより大きい電流値を設定すると発振ブースト機能が有効になります。 

発振ブースト機能を使用しない場合には CCBレジスタに CCSレジスタと同じ値を設定してください。 

 

クロック制御部との連携機能 

CPUドメインに属するクロック生成部と 32kHz発振回路の連携動作の有効/無効をWTOSCCNTレジスタの連携

制御ビット(SOSCNTL)で設定できます。 

有効に設定した場合には、ストップモード, ディープスタンバイストップモードに遷移した場合に 32kHzの発振

が停止します。 

無効に設定した場合には、マイコンの動作モードに依存せず 32kHz の発振が継続します。 

 

＜注意事項＞ 

− VBATドメインの 32 kHz発振回路には発振安定待ち機能, クロック故障検出機能はありません。 

クロック連携機能を有効にして CPUドメインの中のクロック故障検出機能をお使いください。 

− 増幅回路に流す適切な電流値は接続する振動子の特性(ESR)や負荷容量(CL)によって異なります。水晶

振動子とのマッチング評価を行って適切な電流値を選択してください。 

− VCC電源とは別に VBAT用のバックアップ電源を用意して RTCを使用する場合には、 

クロック制御部との連携機能を無効に設定してください。 

− 32 kHzの発振を開始した後は、CCB, CCSレジスタを更新しないでください。 
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2.3.2 32 kHz発振回路の使用方法 
「5. 32 kHzクロックの設定手順」に各種の設定手順を記載しますので参照してください。 

 

2.3.3 32 kHz発振回路で使用するレジスタの説明 
 

  

bit 31 - 24 23 - 16 15 - 8 7 - 0 初期値 属性 

 予約 予約 予約 VB_CLKDIV 0x00000007 R/W 

 予約 予約 予約 WTOSCCNT 0x00000001 R/W 

 予約 予約 予約 CCS 0x000000CE R/W 

 予約 予約 予約 CCB 0x000000CE R/W 

 予約 予約 予約 BOOST 0x00000003 R/W 

 予約 予約 予約 EWKUP 0x00000000 R/W 

 予約 予約 予約 VDET 0x00000080 R/W 

 予約 予約 予約 HIBRST 0x00000000 R/W 

 

これらのレジスタのインタフェース回路形式は"回路形式 1"と"回路形式 3"と”回路形式 4”です。 

セーブ/リコール動作は、PWRITE/PREADです。 
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2.4 パワーオン回路 
FM0+ファミリには、VBATドメインの電源投入を検出する VCC電源端子とは独立したパワーオン回路がありま

す。 

パワーオン回路の機能概要 

 

VBATドメイン用のパワーオン回路は以下の機能があります。 

VBAT電源端子の立上り検出機能 

− パワーオン回路がパワーオン信号を出している間は、VDET レジスタのパワーオンビット(PON)から 1が

読み出せます。 

− パワーオン信号は、VDETレジスタのパワーオンビット(PON)に 0を書き込むまでアサートされ続けます。 

− パワーオン信号と VDET レジスタのパワーオンビット(PON)の値は、VCC電源がオン・オフしても影響を

受けません。 

 

以下のフローで VBATドメインに属する回路を初期化すると、VCC 立上りで周辺機能を初期化する際に、既に

動作している VBATドメインの初期化をスキップし、RTC回路の動作を継続できます。 

 

Figure 2-6 VBAT パワードメインのパワーオン判定および初期化のフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− VBATドメイン用のパワーオン回路には、VBAT電源端子の電圧低下検出機能はありません。 

(FM0+ファミリには VBAT電源の電圧低下検出回路を搭載していません。) 

− パワーオン信号がアサートされている間、VBATドメイン(RTC, 32kHz発振回路, VBAT I/O回路,  

バックアップレジスタ)のレジスタは初期値に固定されます。 

これらの回路の設定を行う前に、VDETレジスタのパワーオンビット(PON) に 0を書き込んで 

パワーオン信号をクリアする必要があります。 

VBAT_Init 

VDET[7] == 1 

Write 0 to VDET[7] 

Yes 

No 

End 

VBAT ドメインの初期化処理 
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2.5 バックアップレジスタ 
FM0+ファミリには、VBAT 電源でデータを保持する 32 バイトのバックアップレジスタがあります。 

バックアップレジスタの機能概要 

バックアップレジスタは VBAT電源端子に電力が供給されている間、書き込まれた値を保持します。 

VBAT電源が立ち上がった直後は、パワーオン回路によってリセットされます。 

VBAT電源の投入は VDET レジスタのパワーオンビット(PON)の値で識別できるため、必要に応じて、 

プログラムでバックアップレジスタの内容を初期化してください。 

バックアップレジスタの構成とアクセス方法 

 

バックアップレジスタのインタフェース回路形式は、"回路形式 3"です。 

詳細は「2.1. Always ONドメインとのインタフェース」を参照ください。 

バッファレジスタとデータ保持レジスタの間のデータ転送は、全領域一括転送です。 

以下の手順でデータの更新を行ってください。 

 

1. VB_CLKDIVレジスタに、転送クロックが 1MHz以下になるように値を設定する。 

 

2. データ保持レジスタからバッファレジスタにデータをリコール(BREAD)する。 

制御レジスタ 20(WTCR20)のバックアップレジスタリコール動作制御ビット(BREAD)に 1ライトするとリ

コール動作がスタートし、制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 1になります。リコ

ール動作(BREAD)が終了すると制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 0になります。 

 

3. バッファレジスタの内容を書き換える。 

バッファレジスタはランダムリードライト可能です。 

 

4. バッファレジスタからデータ保持レジスタにデータをセーブ(BWRITE)する。 

制御レジスタ 20(WTCR20)のバックアップレジスタセーブ動作制御ビット(BWRITE)に 1ライトするとセ

ーブ動作(BWRITE)がスタートし、制御レジスタ10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が1になります。

セーブ動作(BWRITE)が終了すると制御レジスタ10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が0になります。 

 

 

*: Always ONドメインの電源がオフになるとバッファレジスタの内容が失われます。 

保持するデータは、必ずセーブ動作(BWRITE)でデータ保持レジスタに転送してください。 

*: データ転送中( WTCR10[7] = 1)は、バッファレジスタへのアクセスは禁止です。 

*: 転送中に Always ONドメインのリセット発生した場合、VCC電源オフの場合にはデータ保持 

レジスタの内容は保証できません。 
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バックアップレジスタの説明 

 バックアップレジスタ一覧 

 

bit 31 - 24 23 - 16 15 - 8 7 - 0 初期値 属性 

 BREG03 BREG02 BREG01 BREG00 0x00000000 R/W 

 BREG07 BREG06 BREG05 BREG04 0x00000000 R/W 

 BREG0B BREG0A BREG09 BREG08 0x00000000 R/W 

 BREG0F BREG0E BREG0D BREG0C 0x00000000 R/W 

 BREG13 BREG12 BREG11 BREG10 0x00000000 R/W 

 BREG17 BREG16 BREG15 BREG14 0x00000000 R/W 

 BREG1B BREG1A BREG19 BREG18 0x00000000 R/W 

 BREG1F BREG1E BREG1D BREG1C 0x00000000 R/W 

 

 バックアップレジスタのインタフェース回路形式は"回路形式 3"です。 

 セーブ/リコール動作は、BWRITE/BREADです。 

 

  VBAT端子の電源でデータを保持する、バックアップレジスタです。 

  バイト, ハーフワード, ワードでアクセスできます。 
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2.6 VBAT I/Oポート 
FM0+ファミリには VBATドメインに属する I/Oポートが 4本あります。これらの I/Oポート(VBAT I/Oポート)

は VBATドメインの中のポート制御回路(VBATポート制御回路)で制御され、VCC 電源端子がオフの場合でも

動作を継続します。VBAT ポート制御回路は『I/Oポート』の章に記載されているポート制御回路とは独立して

おり、レジスタのアドレスも別領域にマッピングされます。 

VBAT I/Oポートの機能概要 

VBAT I/Oポートは、VBAT 電源がオンの場合、VCC電源端子がオフの場合も動作を継続できます。 

VBAT I/Oポートにはリロケート機能はありません。 

VBAT I/Oポートの構成 

VBATポート制御回路の各レジスタの設定により、入出力方向選択, GPIO/周辺選択を行います。 

VBAT I/Oポートの構成は『I/Oポート』の章の Figure 2-1を参照してください。(同様機能のレジスタは、レジ

スタ名を読み替えてください。) 

Table 2-8にレジスタ一覧および機能説明をします。 

 

Table 2-8 レジスタ一覧および機能説明 

レジスタ名 機能説明 

VBPFR[5:4] 
VBAT I/Oポートを特殊端子(発振)として使用するか、デジタル入出力端子として使用するかを設定する

レジスタです。 

VBPFR[3:0] 
VBAT I/Oポートを GPIO機能の入出力端子として使用するか、周辺機能の入出力端子として使用するか

を設定するレジスタです。 

VBPCR[3:0] 
VBAT I/Oポートをデジタル入力端子, デジタル双方向端子として使用する場合に、VBAT I/Oポートのプ

ルアップ抵抗を接続するか、切断するかを設定するレジスタです。 

VBDDR[3:0] 

VBAT I/Oポートを GPIO機能端子として使用する場合、入力端子で使用するか、出力端子で使用するか

を設定するレジスタです。 

(注意事項) 端子が周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

VBDIR[3:0] 

VBAT I/Oポートのレベル状態を読み出すレジスタです。 

− VBAT I/Oポートをデジタル入力端子として使用する場合、入力レベルを読み出します。 

− VBAT I/Oポートをデジタル出力端子として使用する場合、出力レベルを読み出します。 

− VBAT I/Oポートを特殊端子として使用する場合、常に"0"を読み出します。 

VBDOR[3:0] 

VBAT I/Oポートを GPIO機能の出力端子として使用する場合に、出力レベルを設定するレジスタです。 

− "0"設定時、Lowレベルを出力します。 

− "1"設定時、Highレベルを出力します。 

(注意事項) 端子が GPIO入力、周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

VBPZR[1:0] 

VBAT I/Oポートのオープンドレイン制御を設定するレジスタです。 

− VBAT I/Oポートが Lowレベル出力時、I/Oポートを Low出力にします。 

(PCRの設定値によらず、プルアップ切断します) 

− VBAT I/Oポートが Highレベル出力時、I/Oポートを Hi-Z化し、擬似的にオープンドレイン制御します。(PCRの

設定値によらず、プルアップ切断します) 

− VBAT I/Oポートが入力時、I/Oポートを Hi-Z化し、入力方向にします。 

(PCRの設定値によらず、プルアップ切断します) 
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VBDIRのインタフェースは"回路形式 4"で、残りのレジスタのインタフェースは"回路形式 3"です。 

セーブ/リコール動作は、PWRITE/PREADです。(回路形式 3のレジスタ) 

 

＜注意事項＞ 

− CPUドメインの I/Oポート用制御レジスタ(PFR4[6:9], PCR4[6:9], DDR4[6:9], DIR4[6:9], DOR4[6:9], 

PZR4[6:9])の設定は、VBAT I/Oポートの動作には影響しません。 

 

VBAT I/Oポートの初期設定 

 

Table 2-9に VBAT IOポートの初期状態を示します。 

Table 2-9 VBAT IO ポートの初期状態 

No. 端子 初期選択機能 

1 P46/X0A 
発振端子として使用可能です。(発振は停止しています) 

デジタル入力は遮断されており"0"が入力されています。 

2 P47/X1A 
発振端子として使用可能です。(発振は停止しています) 

デジタル入力は遮断されており"0"が入力されています。 

3 P48/VREGCTL デジタル入力です。出力はオープンドレイン形式です。 

4 P49/VWAKEUP デジタル入力です。出力はオープンドレイン形式です。 

 

VBATパワーオン回路が VBAT ドメインをリセットしている期間は Table 2-9の初期状態を維持します。 

 

VBAT I/Oポートの設定手順 

 32 kHz発振回路を使用する場合 

「5. 32 kHzクロックの設定手順」に各種の設定手順を記載しますので参照してください。 

 ハイバネーション制御を行う場合 

「4. ハイバネーション制御」に I/Oの設定手順も含めて記載しますので参照してください。 

 汎用入出力ポートとして使用する場合 

設定方法は『I/Oポート』の章を参照してください。 

(同様機能のレジスタは、レジスタ名を読み替えてください。) 
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VBAT I/Oポートのレジスタ説明 

 VBAT I/Oポートレジスタ一覧 

 

bit 31 - 24 23 - 16 15 -  8 7 - 0 初期値 属性 

 予約 予約 予約 VBPFR 0x0000001C R/W 

 予約 予約 予約 VBPCR 0x00000000 R/W 

 予約 予約 予約 VBDDR 0x00000000 R/W 

 予約 予約 予約 VBDIR 0x000000XX R 

 予約 予約 予約 VBDOR 0x0000000F R/W 

 予約 予約 予約 VBPZR 0x00000003 R/W 

 

 

VBAT I/Oポートのレジスタの構成とアクセス方法 

 

VBAT I/Oポートレジスタのインタフェース回路形式は、"回路形式 3"です。 

詳細は「2.1. Always ONドメインとのインタフェース」を参照してください。 

 

バッファレジスタと VBAT I/Oポートレジスタの間のデータ転送は、全領域一括転送です。 

以下の手順でデータの更新を行ってください。 

 

1. VB_CLKDIVレジスタに、転送クロックが 1MHz以下になるように値を設定する。 

 

2. VBAT I/Oポートレジスタからバッファレジスタにデータをリコールする。 

制御レジスタ 20(WTCR20)の VBAT PORT リコール動作制御ビット(PREAD)に 1ライトすると 

リコール動作がスタートし、制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 1になります。リ

コール動作が終了すると制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 0になります。 

 

3. バッファレジスタの内容を書き換える。 

バッファレジスタはランダムリードライト可能です。 

 

4. バッファレジスタから VBAT I/O ポートレジスタにデータをセーブする。 

制御レジスタ 20(WTCR20)の VBAT PORTセーブ動作制御ビット(PWRITE)に 1ライトするとセーブ動作が

スタートし、制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 1になります。セーブ動作が終了

すると制御レジスタ 10(WTCR10)の転送フラグビット(TRANS)が 0になります。 

 

*: バッファレジスタを書き換えただけでは VBAT I/Oポートの端子状態は変化しません。 

レジスタ値(端子の状態)を変更するために、セーブ動作でバッファレジスタから VBAT I/O ポートレジスタに

転送してください。 

*: データ転送中(転送フラグビット(TRANS)が”1”の間)は、バッファレジスタへのアクセスは禁止です。 
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*: 転送中に Always ONドメインのリセット発生した場合、VCC電源オフの場合にはデータ保持 

レジスタの内容が保証できません。 
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3. チップの電源制御 

チップの電源投入・切断について説明します。 

VCC電源、VBAT電源の組み合わせ表 

VCC電源端子と VBAT 電源端子の状態は、Table 3-1のとおりです。 

 

Table 3-1 VCC/VBAT の電源状態組み合わせ 

 VBAT電源 オン VBAT電源 オフ 

VCC 電源 オン 通常動作 この状態は禁止 

VCC 電源 オフ VBATドメインのみ動作継続 動作停止 

 

VBAT電源を VCCと同一電源で駆動する場合 

 電源状態の遷移 

 

VBAT電源と VCC電源を同一電源で駆動する場合には、チップ電源状態は Table 3-1の"通常動作"と 

"動作停止"の 2 種類の状態のみです。 

この VBATドメインも VCC 電源投入の際に毎回初期化が必要です。 

 

Figure 3-1 VBAT 電源を VCC電源で駆動する場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VBAT電源用のバックアップ電源を使わない場合は、チップ外部で VBAT電源端子と VCC電源端子を短絡して

ください。 

VCC端子と VBAT 端子を短絡すると、「VCC電源オン, VBAT電源オフ」という禁止状態を避けられます。 

 

VBAT電源を電池で駆動する場合 

 電源状態の遷移 

 

VBAT電源用に電池を使用する場合の電源状態遷移は Figure 3-2のとおりで、各部分の動作波形は Figure 3-3の

とおりです。 

VBAT 

VBAT Domain 

Always ON 

Domain 

CPU 

Domain 

Power Switch 

On Chip Regulator VCC On Board Regulator 
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1回目のシステム電源オンかどうか VDET レジスタのパワーオンビット(PON)で識別できます。 

1回目のシステム電源オンの場合には VBAT ドメインにある回路の設定を行ってください。 

 

Figure 3-2 VBAT 電源に電池を使用する場合の状態遷移 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3-3 電池使用時の動作波形例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

動作停止 

通常動作 

VBATドメインのみ動作継続 

1 電池取り付け 

2 システム電源オン 

(1回目) 

4 システム電源オン 

(2回目以降) 

3 システム電源オフ 

5 システム電源オフ 

6 電池取り外し 

VBAT 

VCC 

VDET[7] 

VBAT  

Domain 

Always ON / 

CPU Domain 

PON 

 (Always ON) 

LVD  

(Always ON) 

① ⑤ ④ 動作中 ① 動作中 ① 

① ② ③ 動作中 ① 

(B) (D) 

(C) 

(A) 

(E) 

(F) 

(A)：電池取り付け 

(B)：システム電源オン(1回目) 

(C)：システム電源オフ 

(D)：システム電源オン(2回目以降) 

(E)：システム電源オフ 

(F)：電池取り外し 

①：オフ 

②：初期化中 

③：設定 

④：CPUリセットベクタからスタート 

⑤：VBATドメインの設定 

④ 
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 電源構成の例 

 

Figure 3-4 バックアップ電源に一次電池を使用する場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3-5 バックアップ電源に二次電池を使用する場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

破線内のダイオードと抵抗は、二次電池をトリクル充電します。 

使用する二次電池がトリクル充電可能かどうかと、トリクル充電の最大電流値を確認して抵抗値を設定してく

ださい。 

使用する二次電池がトリクル充電できない場合には、一次電池と同様にお使いください。 

 

＜注意事項＞ 

− 電池の取り付けと取り外しは、システム電源がオフの期間に行ってください。 

− バックアップ電源に一次電池を使う場合には、システム電源とバックアップ電源をダイオードで 

接続することは推奨しません。 
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Always ON 
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CPU 
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VBAT 

VBAT Domain 

Always ON 
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CPU 
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On Chip Regulator VCC On Board Regulator 
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4. ハイバネーション制御 

オフチップパワーゲーティングをマイコンから制御する場合の回路構成の例とシーケンスの例を示します。 

ハイバネーション制御の概要 

ハイバネーション制御は、VBATドメインからオンボードレギュレータのスタンバイ機能を制御することで、

VCC電源(Always ONドメイン, CPUドメイン共に)のオン/オフを VBAT ドメインから制御します。 

ハイバネーション制御を行う場合には、VCC電源(システム電源)とは別のバックアップ電源を VBAT端子に供

給してください。 

ハイバネーション状態から復帰する要因は以下の 2つあります。 

− RTCのアラーム割込み 

− P49/VWAKEUP端子へのウェイクアップ要求(立上りエッジで要求発生) 

 

ハイバネーション状態からの復帰に RTC のアラーム割込みを使用する場合には、VCCオフ期間も 32 kHz発振

を継続する必要があります。 

 

FM0+ファミリの外部接続例 

 

Figure 4-1 オンボードレギュレータの入力電圧(VI)が 5.5Vより低い場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くのオンボードレギュレータの"STBY"入力は"L"レベルでスタンバイ動作になります。 

VBAT I/Oポートの P48/VREGCTL 端子は、擬似オープンドレインで 5V トレラントです。 

オンボードレギュレータの"STBY"入力と接続し、オンボードレギュレータの入力電圧(VI)に抵抗でプル 

アップしてください。 

システムのスタンバイ制御信号をオープンコレクタバッファでバッファリングして 

"P48/VREGCTL"とワイヤード ORするとオンボードレギュレータの動作は、Table 4-1になります。 

  

オープンコレクタバッファ 

(例 74LS07)  

VBAT VBAT Domain 

On Chip Regulator VCC 

 

RTC 
P48/VREGCTL 

P49/VWAKEUP 

On Board Regulator 

VO VI 

STBY 

SYS_STBY 
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Table 4-1 オンボードレギュレータの動作 

 VREGCTL = “L” VREGCTL = “H” 

SYS_STBY = "L" スタンバイモード スタンバイモード 

SYS_STBY = "H" スタンバイモード 通常動作モード 

 

 

Figure 4-2 オンボードレギュレータの入力電圧(VI)が 5.5Vより高い場合の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンボードレギュレータの入力電圧が 5.5Vよりも高い場合には、"P48/VREGCTL"端子でオンボード 

レギュレータのスタンバイ端子を直接制御することはできません。 

オンボードレギュレータの入力電圧よりも耐圧が高いオープンコレクタバッファなどでバッファリングしてく

ださい。 

 

 

 

  

オープンコレクタバッファ 

(例 74LS07) 

VBuf 

VBuf：オープンコレクタバッファの電源（5.5V以下） 

VBAT VBAT Domain 

On Chip Regulator VCC 

 

RTC 
P48/VREGCTL 

P49/VWAKEUP 

On Board Regulator 

VO VI 

STBY 

SYS_STBY 
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ハイバネーション制御部のブロック構成 

 

ハイバネーション制御部は RTC回路の一部で、その構成は Figure 4-3のとおりです。 

 

Figure 4-3 ハイバネーション制御部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイバネーション動作のフロー例 

 

ハイバネーションの動作フローは Figure 4-4 のとおりです。 

 

Figure 4-4 ハイバネーション動作のフロー例 
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 ハイバネーション動作の初期設定 

ハイバネーション動作に必要な初期設定は以下のとおりです。 

− RTCのアラーム設定 

アラームの設定の方法は『タイマ編』の『RTC』の章を参照してください。 

− P49/VWAKEUP端子の設定 

ポート機能設定レジスタ(VBPFR)のP49/VWAKEUP端子のポート機能設定ビット(VPFR1)に"1"を書き込む。 

− P48/VREGCTL 端子の設定 

ポート機能設定レジスタ(VBPFR)の P48/VREGCTL 端子のポート機能設定ビット(VPFR0) に"1"を書き込

む。 

 

RTCのアラーム設定, P49/VWAKEUP端子の設定は実施しなくてもハイバネーション状態に遷移できます。 

両方の設定を未実施のままハイバネーション状態に遷移すると、通常動作への復帰ができません。 

 ハイバネーション開始の設定 

RTCのアラーム割込みとウェイクアップ(P49/VWAKEUP端子)の両方がクリアされている状態で HIBRST[0]に

"1"を書き込むと、P48/VREGCTL 端子が"0"になりオンボードレギュレータがスタンバイ状態に遷移して VCC電

源がオフになります。 

 ハイバネーション状態から復帰した際の判定および動作 

RTCのアラーム割込みかウェイクアップ要求が発生すると、P48/VREGCTL 端子が"1"になり、オンボードレギ

ュレータがスタンバイ状態から復帰して VCC電源がオンになります。 

VCC電源がオンになると、CPUコアは通常のパワーオン動作を行います。 

ハイバネーションからの復帰か否かは、以下の 3つを確認することで識別できます。 

− VBATドメインのパワーオンが発生しているかどうか (VDET レジスタのパワーオンビット(PON)) 

− RTCアラーム割込みが発生しているかどうか  (制御レジスタ 12(WTCR12)のアラーム一致フラグ 

ビット(INTALI)) 

− ウェイクアップ要求が発生しているかどうか (EWKUP レジスタのウェイクアップ要求ビット(WUP0)) 

 

＜注意事項＞ 

− HIBRSTレジスタのハイバネーションスタートビット(HIBRST)に"1"を書き込むと、直後に

P48/VREGCTL端子が"0"になります。 

VCC電源のオフ準備をすべて済ませたのち HIBRSTレジスタのハイバネーションスタートビット

(HIBRST)に"1"を書き込んでください。 

− ハイバネーション動作は P48/VREGCTL端子の制御で VCC電源がオフになる前提です。 

デバッグの際にオンボードレギュレータを P48/VREGCTL端子で直接制御しない場合にはマニュアル

操作でいったん VCC電源をオフにしてください。 
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5. 32 kHzクロックの設定手順 

RTCを使用する場合の、32 kHz発振回路周りの推奨設定シーケンスについて説明します。 

VBATドメインに属する 32 kHz発振回路の特長 

 

32 kHz発振回路が VBATドメインに含まれていることで、CPUドメイン、Always ONドメインが 

オフの期間も 32 kHz発振回路の動作を継続し、RTCが時刻をカウントし続けることができます。 

クロック制御回路と連携する場合 

 

VBATドメインの 32 kHz発振回路をクロック制御回路と連携すると、FM3ファミリと互換動作になります。 

また、クロック制御回路と連携させると、VCC電源オフ時、VCC電源オンでストップモード,  

ディープスタンバイストップモードに遷移した時に 32 kHzの発振が自動的に停止します。 

32 kHz発振回路はバックアップ電源の電力で動作します。 

32 kHzクロックをサブランモードのクロックのみの目的で使用する場合には、クロック制御回路と連携するこ

とでバックアップ電源の電力消費を自動的に低減することが可能です。 

 設定手順例 

1. VBAT I/Oポートのレジスタ「32kHz発振回路を使用する場合」の設定にする。 

2. 発振増幅回路に流す適切な電流値を設定する。 

3. 発振ブースト時間を設定する。 

4. クロック制御回路との連携を有効に設定する。 

同時に、発振イネーブルを設定する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32K_Init 

(1) Write "01" to VBPFR[5:4] 

End 

(2) Write "Data" to CCB 

Write "Data" to CCS 

(3) Write "Data" to VB_CLKDIV 

Write "Data" to BOOST 

(4) Write "10" to WTOSCCNT[1:0] 
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 動作の例 

 

− バックアップ電源を使わない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− バックアップ電源を使うが、クロック制御回路と連携する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

VBAT 
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ディープスタンバイストップモード 

発振 Boost期間 発振 Boost期間 

発振 Boost期間 
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クロック制御回路と連携しない場合 

 

バックアップ電源で常に RTCを動作し続ける場合には、クロック制御回路とは連携させない必要があります。 

VBATドメインのみバックアップ電源で動作させ続け、CPUの処理が不要な期間は VCC電源を自らのハイバネ

ーション制御か、外部回路の制御でオフすることで、システム全体の平均消費電力を低減することが可能です。 

 設定手順例 

1. VBAT I/Oポートのレジスタ「32 kHz 発振回路を使用する場合」の設定にする。 

2. 発振増幅回路に流す適切な電流値を設定する。 

3. 発振ブースト時間を設定する。 

4. クロック制御回路との連携を無効に設定する。 

 

同時に、発振イネーブルを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 動作の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32K_Init 

(1) Write "01" to VBPFR[5:4] 

End 

(2) Write "Data" to CCB 

   Write "Data" to CCS 

(3) Write "Data" to VB_CLKDIV 

   Write "Data" to BOOST 

(4) Write "00" to WTOSCCNT[1:0] 

VBAT 

VCC 

32 kHz 

発振 Boost期間 
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クロック制御回路と連携しないが発振安定待ちを行う場合 

 

バックアップ電源で常に RTCを動作し続ける場合には、クロック制御回路とは連携させない必要がありますが、

VBATドメインの 32 kHz発振回路、RTC には発振安定待ちの機能がありません。 

32 kHzクロックを RTCのみで使用する場合には発振安定時間相当のソフトタイマを使うという選択肢がありま

すが、32 kHzクロックをサブランモードでも使用する場合にはクロックの発振安定待ちが必要です。 

その場合には、以下のような手順を踏んで発振開始時のみ発振安定待ち機能を有効にできます。 

 設定手順例 

 

クロック制御回路との連携機能を有効にして発振スタートする。 

発振安定待ち時間経過後、クロック制御回路との連携機能を無効に変更する。 

1. VBAT I/Oポートのレジスタ「32 kHz 発振回路を使用する場合」の設定にする。 

2. 発振増幅回路に流す適切な電流値を設定する。 

3. 発振ブースト時間を設定する。 

4. クロック制御回路との連携を有効に設定する。同時に、発振イネーブルを設定する。 

5. 32 kHzの発振安定待ちを行う。 

6. クロック制御回路との連携を無効に設定変更する。(発振イネーブルは有効の設定のまま。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32K_Init 

(1) Write "01" to VBPFR[5:4] 

End 

(2) Write "Data" to CCB 

   Write "Data" to CCS 

(3) Write "Data" to VB_CLKDIV 

   Write "Data" to BOOST 

(4) Write "10" to WTOSCCNT[1:0] 

(5) 32 kHz発振安定待ち実施 

(6) Write "00" to WTOSCCNT[1:0] 
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6. VBAT I/Oポートの設定手順 

■ VBAT I/O を汎用 I/O入力として、使用する場合 

   

 ・設定手順例 

 P46/P47/P48/P49をすべて汎用 I/O入力として使用する場合の設定例を記載します。 

   

  1. VBAT ドメインの初期化処理を行う (Figure 2-6参照) 

  2. 汎用 IOポートを GPIO端子として使用する設定にする 

  3. プルアップ設定を行う 

  4. ポート出力方向設定を入力方向に設定する 

  5. 設定値を VBATドメインに転送する 

  6. 転送完了を待つ 

(1) VBATドメイン初期化処理

(3) Write  "00_0000" to VBPFR[5:0]

(4) Write  "0000" to VBDDR[3:0]

(5) Write  "Data" to VBPCR[3:0]

(6) Write  "1" to WTCR20[5]

END

(2) WTCR10[7] == 0

Yes

No

(7) WTCR10[7] == 0

Yes

No
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■ VBAT I/O を汎用 I/O出力として、使用する場合 

  

・設定手順例  

P46/P47/P48/P49をすべて汎用 I/O出力として使用する場合の設定例を記載します。 

  

 1. VBAT ドメインの初期化処理を行う (Figure 2-6参照) 

 2. 汎用 IOポートを GPIO端子として使用する設定にする 

 3. ポート出力方向設定を出力方向に設定する 

 4. ポート出力データレジスタを設定する 

 5. ポート擬似オープンドレインレジスタを設定する (P48/P49のみ設定可能) 

 6. 設定値を VBATドメインに転送する 

 7. 転送完了を待つ 

(1) VBATドメイン初期化処理

(3) Write  "00_0000" to VBPFR[5:0]

(4) Write  "1111" to VBDDR[3:0]

(5) Write  "Data" to VBDOR[3:0]

(7) Write  "1" to WTCR20[5]

END

(6) Write "Data" to VBPZR[1:0]

(2) WTCR10[7] == 0

Yes

No

(8) WTCR10[7] == 0

Yes

No
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■ VBAT I/O を周辺機能として、使用する場合 

  

・設定手順例 

P48/P49を周辺機能として使用する場合の設定例を記載します。 

  

 1. VBAT ドメインの初期化処理を行う (Figure 2-6参照) 

 2. 汎用 IOポートを周辺機能として使用する設定にする。 

 3. プルアップ設定を行う 

 4. 擬似オープンドレイン設定をする 

 5. 設定値を VBATドメインに転送する 

 6. 転送完了を待つ 

(1) VBATドメイン初期化処理

(3) Write  "11" to VBPFR[1:0]

(4) Write  "Data" to VBPCR[1:0]

(5) Write  "Data" to VBPZR[1:0]

(6) Write  "1" to WTCR20[5]

END

(2) WTCR10[7] == 0

Yes

No

(8) WTCR10[7] == 0

Yes

No
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7. レジスタ一覧 

VBATドメイン部のレジスタ一覧を説明します。 

Table 7-1にレジスタ一覧を示します。 

Table 7-1 レジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

VB_CLKDIV VB_CLKDIVレジスタ 7.1 

WTOSCCNT WTOSCCNTレジスタ 7.2 

CCS/CCB CCS/CCB レジスタ 7.3 

BOOST BOOSTレジスタ 7.4 

EWKUP EWKUPレジスタ 7.5 

HIBRST HIBRSTレジスタ 7.6 

VDET VEDTレジスタ 7.7 

VBPFR ポート機能設定レジスタ 7.8 

VBPCR プルアップ設定レジスタ 7.9 

VBDDR ポート入出力方向設定レジスタ 7.10 

VBDIR ポート入力データレジスタ 7.11 

VBDOR ポート出力データレジスタ 7.12 

VBPZR ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 7.13 

 

Table 7-1 レジスタ一覧に記載の VBDIR/VDET/EWKUP を除く Always ONドメインのレジスタ、バッファはシス

テム 

リセット、RTCリセットでクリアされます。そのため、リセット後のセーブ動作は値を再設定もしくは、リコ

ール動作後に行なってください。 
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7.1 VB_CLKDIVレジスタ 
VB_CLKDIV レジスタは、バックアップレジスタ, ポートレジスタの一括転送を行う場合の転送クロックの周期

を設定します。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field DIV7 DIV6 DIV5 DIV4 DIV3 DIV2 DIV1 DIV0 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 1 1 1 

 

 本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 1"です。 

 

[bit7:0] DIV[7:0] : PREAD, PWRITE, BREAD, BWRITEの転送クロック設定ビット 

バックアップレジスタ, ポートレジスタの一括転送を行う場合の転送クロックの周期を設定します。 

レジスタ設定値の計算式 : 転送クロック = PCLK / ( VB_CLKDIV + 2 )  

(BREAD/BWRITE, PREAD/PWRITE で使用する転送クロックは、周波数が 1 MHz以下に設定してください。) 
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7.2 WTOSCCNTレジスタ 
WTOSCCNTレジスタは、32 kHz発振回路の動作を設定します。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SOSCNTL SOSCEX 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 0 1 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 3"です。 

 

[bit7:2] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b000000"を設定してください。 

 

[bit1] SOSCNTL：連携制御ビット 

クロック制御部との連携の有無を設定します。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 
0 VBATドメインとして独立して動作します。(初期値) 

1 クロック制御回路と連携動作します。 

 

[bit0] SOSCEX：発振イネーブルビット 

VBATドメインとして独立動作する場合に、発振回路の動作イネーブルを設定します。 

クロック制御回路と連携動作する場合には、本ビットの制御は無効です。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 
0 発振を開始します。 

1 発振を停止します。(初期値) 
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7.3 CCS/CCBレジスタ 
CCSレジスタは、発振を継続しているときの電流値を設定します。 

CCBレジスタは、発振開始時のブースト電流値を設定します。 

TYPE2-M0+製品 

 CCSレジスタ 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CCS 

属性 R/W 

初期値 11001110 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 3"です。 

[bit7:0] CCS：発振維持電流設定ビット 

発振を継続しているときの電流値を設定します。 

 

 CCBレジスタ 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CCB 

属性 R/W 

初期値 11001110 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 1"です。 

 

[bit7:0] CCB：発振ブースト電流設定ビット 

発振開始時のブースト電流値を設定します。 

CCS/CCB共に、ビットとモードの対応は Table 7-3になります。 

Table 7-2 CCS/CCB設定値とモードの対応 

CCS/CCB モード 説明 

00000100 低消費電力 
負荷容量がより小さいタイプの水晶発振子を使用することが

可能となります。 

11001110 標準 (初期値) 

上記以外 未設定 設定禁止 

 

<注意事項> 

− CCSレジスタと CCBレジスタは同じ設定値としてください。 

7.4 BOOSTレジスタ 
BOOSTレジスタは、発振ブーストのクロック数を設定します。 
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bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 BOOST1 BOOST0 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 1 1 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 1"です。 

[bit7:2] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b000000"を設定してください。 

 

[bit1:0] BOOST1 / BOOST0：発振ブースト時間設定ビット 

発振ブーストのクロック数を設定します。 

 

Table 7-3 発振ブースト時間の設定値 

bit1 bit0 発振ブースト時間 

1 1 500 ms (初期値) 

1 0 250 ms 

0 1 125 ms 

0 0 62.5 ms 
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7.5 EWKUPレジスタ 
EWKUPレジスタは、ウェイクアップ要求の状態表示とクリア操作をします。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 WUP0 

属性 - R/W 

初期値 - 0 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 4"です。 

[bit7:1] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b0000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000000"を設定してください。 

 

[bit0] WUP0 ：ウェイクアップ要求ビット 

  

bit 説明 

読出し時 
0 ウェイクアップ要求を受け付けていません。 

1 ウェイクアップ要求を受け付けました。 

書込み時 
0 ウェイクアップ要求をクリアします。 

1 1 書込みは無効です。 

 

ウェイクアップ要求機能は、ポート機能設定レジスタ(VBPFR)の P49/VWAKEUP端子のポート機能設定 

ビット(VPFR1)を 1に設定した場合に有効になります。 

ウェイクアップ要求を有効に設定した場合、P49/VWAKEUP端子の立上りエッジを検出すると 

ウェイクアップ要求を受け付け、割込み制御回路に RTC割込みが要求されます。 

ウェイクアップ要求は、ウェイクアップ要求クリアの PCLK 7サイクル後から受け付けます。 

VBATドメイン内のレジスタをクリアするために PCLK 7サイクル必要です。 

このため、ウェイクアップ要求クリア後、PCLK7サイクルを待たずに外部リセット入力やスタンバイ 

モードに入れると PCLKが停止するため、ウェイクアップ要求を受け付けられません。 
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7.6 HIBRSTレジスタ 
HIBRSTレジスタは、ハイバネーションスタートを設定します。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 HIBRST 

属性 - R/W 

初期値 - 0 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 1"です。 

[bit7:1] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b0000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000000"を設定してください。 

 

[bit0] HIBRST ：ハイバネーションスタートビット 

  

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 
0 0 が書込めます。ただし、ハイバネーションの動作には影響しません。 

1 ハイバネーションをスタートします。 

 

ハイバネーションスタートは、ポート機能設定レジスタ(VBPFR)の P48/VREGCTL 端子のポート機能設定 

ビット(VPFR0)を 1に設定した場合に有効になります。 
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7.7 VDETレジスタ 
VDET レジスタは、パワーオン回路の状態表示とパワーオン信号のクリア操作を行います。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field PON 予約 

属性 R/W - 

初期値 1 - 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 4"です。 

[bit7] PON：パワーオンビット 

パワーオン回路の状態表示と、パワーオン信号のクリア操作を行います。 

bit 説明 

読出し時 
0 パワーオン回路の初期化信号がクリアされています。 

1 パワーオン回路が初期化信号を出力しています。 

書込み時 
0 パワーオン信号をクリアします。 

1 1 書込みは無効です。 

 

[bit6:0] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b0000000"が読み出せます。 

書込みの場合には、"0b0000000"を設定してください。 
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7.8 ポート機能設定レジスタ(VBPFR) 
VBPFRレジスタは、端子の利用方法を選択します。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SPSR1 SPSR0 VPFR3 VPFR2 VPFR1 VPFR0 

属性 - R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 - 0 1 1 1 0 0 

 

 本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 3"です。 

[bit7:6] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

[bit5:4] SPSR1, SPSR0：発振端子の機能設定ビット 

bit5 bit4 機能設定 

0 0 P46, P47 をデジタル(GPIO)端子として使用します。 

0 1 P46, P47 を 32kHz 発振端子として使用します。(初期値) 

1 0 P46, P47 をデジタル(GPIO)端子として使用します。 

1 1 
P46 を外部クロック入力端子として使用します。 

P47 をデジタル(GPIO)端子として使用します。 

 

[bit3] VPFR3： P46/X0A端子のポート機能設定ビット 

[bit2] VPFR2： P47/X1A端子のポート機能設定ビット 

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 
0 当該ビットに対応する端子を GPIO端子として使用します。 

1 当該ビットに対応する端子を周辺機能の入出力端子として使用します。(初期値) 

 

[bit1] VPFR1： P49/VWAKEUP端子のポート機能設定ビット 

[bit0] VPFR0： P48/VREGCTL端子のポート機能設定ビット 

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 
0 当該ビットに対応する端子を GPIO端子として使用します。(初期値) 

1 当該ビットに対応する端子を周辺機能の入出力端子として使用します。 
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VBPFR[5:2]の設定組み合わせは Table 7-4 VBPFR[5:2] の設定組み合わせのとおりです。 

Table 7-4 VBPFR[5:2] の設定組み合わせ 

  VBPFR[5] VBPFR[4] VBPFR[3] VBPFR[2] 

GPIO 0 0 0 0 

32 kHz発振 0 1 - - 

GPIO 1 0 0 0 

P46 外部クロック入力 1 1 1 0 

 

32 kHz発振回路を使用する場合は、VBPFR[5:4]に 0b01 を設定してください。VBPFR[3:2]によらず、 

32 kHz発振回路を使用することができます。 

P46/X0Aを外部クロックとして使用する場合は、VBPFR[5:2]に 0b1110を設定し、P46/X0Aから 

外部クロックを入力してください。この時 P47 は GPIO端子として使用可能です。 
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7.9 プルアップ設定レジスタ(VBPCR) 
VBPCRレジスタは、端子のプルアップを設定します。 

 

TYPE2-M0+製品では、P46/X0A, P47/X1A端子のプルアップ機能がないため、VBPCR[3:2]の設定は無効です。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 VPCR3 VPCR2 VPCR1 VPCR0 

属性 - R/W R/W R/W R/W 

初期値 - 0 0 0 0 

 

 本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 3"です。 

 

[bit7:4] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

 

[bit3] VPCR3： P46/X0A端子のプルアップ設定ビット 

[bit2] VPCR2： P47/X1A端子のプルアップ設定ビット 

[bit1] VPCR1： P49/VWAKEUP端子のプルアップ設定ビット 

[bit0] VPCR0： P48/VREGCTL端子のプルアップ設定ビット 

 

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。(初期値＝0) 

書込み時 

0 当該ビットに対応する端子のプルアップ抵抗を切断します。 

1 

当該ビットに対応する端子が入力状態(GPIO・周辺機能いずれも)の場合にプルアップ

抵抗が接続されます。 

当該ビットに対応する端子が出力状態の場合プルアップ抵抗は切断されます。 
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7.10 ポート入出力方向設定レジスタ(VBDDR) 
VBDDRレジスタは、端子の入出力方向を設定します。 

 

TYPE2-M0+製品では、P46/X0A, P47/X1A端子の GPIO機能は入力専用のため、VBDDR[3:2]の出力方向設定は無

効です。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 VDDR3 VDDR2 VDDR1 VDDR0 

属性 - R/W R/W R/W R/W 

初期値 - 0 0 0 0 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 3"です。 

 

[bit7:4] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

 

[bit3] VDDR3： P46/X0A端子のポート出力方向設定ビット 

[bit2] VDDR2： P47/X1A端子のポート出力方向設定ビット 

[bit1] VDDR1： P49/VWAKEUP端子のポート出力方向設定ビット 

[bit0] VDDR0： P48/VREGCTL端子のポート出力方向設定ビット 

  

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。(初期値＝0) 

書込み時 

0 

GPIOを入力方向で使用します。 

当該ビットに対応する端子が周辺機能の入出力端子として選択されている場合、本設定

値は無効です。 

1 

GPIOを出力方向で使用します。 

当該ビットに対応する端子が周辺機能の入出力端子として選択されている場合、本設定

値は無効です。 
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7.11 ポート入力データレジスタ(VBDIR) 
VBDIRレジスタは、端子の入力データを示します。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 VDIR3 VDIR2 VDIR1 VDIR0 

属性 - R R R R 

初期値 - x x x x 

 

本レジスタのインタフェース方式は"回路形式 4"です。 

 

[bit7:4] 予約：予約ビット 

これらのビットからは"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

 

[bit3] VDIR3： P46/X0A端子のポート入力データビット 

[bit2] VDIR2： P47/X1A端子のポート入力データビット 

[bit1] VDIR1： P49/VWAKEUP端子のポート入力データビット 

[bit0] VDIR0： P48/VREGCTL端子のポート入力データビット 

 

bit 説明 

読出し時 

0 

端子機能の設定(VBPFR[3:0]/VBDDR/VBPDOR)によらず、端子が"L" 

レベル入力状態または、"L"レベル出力状態であることを示します。

VBPFR[5:4](SPSR1,SPSR0)により、特殊端子が選択されている場合は、 

入力遮断されているため常に 0が読み出されます。 

1 
端子機能の設定(VBPFR[3:0]/VBDDR/VBPDOR)によらず、端子が"H" 

レベル入力状態または、"H"レベル出力状態であることを示します。 

書込み時 書込みは動作に影響しません。 
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7.12 ポート出力データレジスタ(VBDOR) 
VBDORレジスタは、端子への出力データを設定します。 

 

TYPE2-M0+製品では、P46/X0A, P47/X1A端子の GPIO機能は入力専用のため、VBDOR[3:2]の設定は無効です。 

 

Bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 VDOR3 VDOR2 VDOR1 VDOR0 

属性 - R/W R/W R/W R/W 

初期値 - 1 1 1 1 

 

本レジスタのインタフェース方式は”回路形式 3”です。 

[bit7:4] 予約：予約ビット 

これらのビットからは”0b0000”が読み出されます。 

書込みの場合には、”0b0000”を設定してください。 

 

[bit3] VDOR3： P46/X0A端子のポート出力データビット 

[bit2] VDOR2： P47/X1A端子のポート出力データビット 

[bit1] VDOR1： P49/VWAKEUP端子のポート出力データビット 

[bit0] VDOR0： P48/VREGCTL端子のポート出力データビット 

 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。(初期値＝1) 

 書込み時 

0 

GPIOに”L”レベルを出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、 

設定値は無効です。 

1 

GPIOに”H”レベルを出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、 

設定値は無効です。 
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7.13 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ(VBPZR) 
VBPZRレジスタは、端子のポート疑似オープンドレインを設定します。 

 

Bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 VPZR1 VPZR0 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 1 1 

 

 本レジスタのインタフェース方式は”回路形式 3”です。 

[bit7:2] 予約：予約ビット 

これらのビットからは”0b000000”が読み出されます。 

書込みの場合には、”0b000000”を設定してください。 

 

[bit1] VPZR1： P49/VWAKEUP端子のポート擬似オープンドレイン設定ビット 

[bit0] VPZR0： P48/VREGCTL端子のポート擬似オープンドレイン設定ビット 

 

bit 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出します。(初期値＝1) 

書込み時 

0 
GPIOまたは周辺マクロによるデジタル High レベル出力時、 

端子を High レベルにします。 

1 
GPIOまたは周辺マクロによるデジタル High レベル出力時、 

端子を Hi-Zにします。プルアップ抵抗を PCRの設定によらず、切断します。 
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8. 使用上の注意 

バックアップ電源を使用する際は、次の点を注意してください。 

 一次電池の充電や、二次電池の過充電は液漏れや発火の危険があります。 

お使いの電池の特性をご確認の上で電池回りの回路構成を決めてください。 

 ハイバネーション制御機能は、オンボードレギュレータにスタンバイ端子がない場合には 

使用できません。ハイバネーション制御を行う場合にはスタンバイ端子があるレギュレータを 

選択ください。 
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CHAPTER 7-1: 割込みの概要 

 

NVIC（ネスト型割込みコントローラ）による周辺機器と Coretex-M0+コアを接続する割込みに

ついて説明します。 

 

 

1 割込み参照章 
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1. 割込み参照章 

割込みの構成は、製品タイプによって異なります。ご利用の製品タイプによって Table 1-1 割込み章対応表に

示す章をご参照ください。 

 

Table 1-1 割込み章対応表 

製品タイプ 参照章 

TYPE1-M0+ 

 "割込み構成(TYPE1)"章 

“割込み(TYPE1-A)”章 

"割込み(TYPE1-B)"章 

TYPE2-M0+ 

"割込み構成(TYPE2)"章 

 “割込み(TYPE2-A)”章 

"割込み(TYPE2-B)"章 

TYPE3-M0+ "割込み(TYPE3)"章 
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CHAPTER 7-2: 割込み構成(TYPE1) 

 

割込みコントローラ(TYPE1)と周辺割込み要求(TYPE1)について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成 
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1. 概要 

割込みコントローラは、割込み要求の優先度を判定して、要求を CPUへ送ります。Cortex-M0+の CPUコアは

コア内部に NVIC(ネスト型ベクタ割込みコントローラ)を搭載しています。周辺からのいくつかの割込み信号

は、NVICの 1つの割込み要因ベクタに集約して入力されます。どの割込み要求が発生しているかは、割込み

要求一括読出しレジスタで確認できます。 

NVIC(ネスト型ベクタ割込みコントローラ)の特長 

− 32個のマスク可能な周辺割込みチャネル(Cortex-M0+の 16個の例外割込みは含みません) 

− プログラム可能な 4の割込み優先度レベル(2ビットの優先割込みを使用) 

− レイテンシが短い例外および割込み処理の実現 

− システム制御レジスタの実装 

− ノンマスカブル割込み(NMI)入力対応 

 

NVICとプロセッサコアのインタフェースとは密接に結びついており、レイテンシの短い割込み処理や、後着

割込みを効率的に処理できるように工夫されています。NVICは割込みのテールチェーンを可能にするため、

ネストされた割込み情報を保持します。 

コアの例外を含むすべての割込みは NVICで管理されます。例外と NVICの詳細については、Arm社

『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』の『第 5章 例外』と『第 8章 ネスト型ベクタ割込みコ

ントローラ』を参照してください。 

＜注意事項＞ 

− 『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』では例外タイプ:IRQをすべて外部割込み入力と

定義しています。本マニュアルでは、例外タイプ:IRQを周辺割込みと表現します。周辺割込みには、

外部端子による割込み「外部割込み・NMI制御部」と LSI内部の周辺リソースからの割込みがありま

す。 

 

割込み要因集約機能 

各周辺リソースからの割込み要求信号を 32要因に集約して、NVICに入力しています。また、NMIX外部端

子の割込み要求信号は、ハードウェアウォッチドッグの割込み信号と論理 ORして NVICに入力しています。 

周辺割込み要求一括読出し機能 

割込み要求一括読出しレジスタは、1つの割込み要求信号に集約された周辺リソースからの割込み要求信号を

一度に読み出せるレジスタです。このレジスタを読み出すことにより、どの割込み要求が発生しているかを確

認できます。ただし、この機能で割込み要求フラグをクリアすることはできません。割込み要求フラグは、各

周辺機能のレジスタでクリアしてください。 
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2. 構成 

割込みコントローラの関連構成を示します。 

割込みコントローラのブロックダイヤグラム 

 

Figure 2-1 割込みコントローラのブロックダイヤグラム 
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 割込み要因集約部(Interrupt aggregation) 

各周辺リソースからの割込み要求信号を 32要因に集約(論理 OR)して、NVICに出力します。 

 周辺割込み要求一括読出しレジスタ部(Interrupt Batch Read Register) 

1つの割込み要求信号に集約された周辺リソースからの割込み要求信号に対し、各周辺リソースのどの割込み

要求信号によって、該当割込みが発生しているかを確認できるレジスタです。 
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 割込み要因ベクタリロケート機能 

IRQCMODEビットの設定により Table 2-2に示す 2種類の割込み要因ベクタアサインを選択できます。

IRQCMODEビットについては『割込み(B)』を参照してください。 

各設定の詳細については Table 2-1の各章を参照ください。 

また、RCINTSEL0, RCINTSEL1レジスタにより任意の割込み要因を選択できます。RCINTSEL0, RCINTSEL1

レジスタの詳細は『割込み(B)』を参照してください。 

 

Table 2-1 割り込み章対応表 

IRQCMODE設定 参照先 

IRQCMODE=0 

リロケート非選択時 
『割込み(A)』の章 

IRQCMODE=1 

リロケート選択時 
『割込み(B)』の章 

 

 

Table 2-2 例外と割込み要因ベクタ一覧 

ベクタ 

No. 

IRQ 

No. 

例外と割込み要因ベクタ 

IRQCMODE=0 IRQCMODE=1 

0 - スタックポインタ初期値 

1 - リセット 

2 - ノンマスカブル割込み(NMI) / ハードウェアウォッチドッグタイマ 

3 - ハードフォルト 

4 - Resserved 

5 - Resserved 

6 - Resserved 

7-10 - Reserved 

11 - SVCall (スーパバイザコール) 

12 - Resserved 

13 - Reserved 

14 - PendSV 

15 - SysTick 

16 0 クロックスーパバイザによる異常周波数検出(FCS) 

17 1 ソフトウェアウォッチドッグタイマ 

18 2 低電圧検出(LVD) 

19 3 
MFT unit 0, unit 1, unit 2 波形ジェネレータ/ 

DTIF(モータ緊急停止) 
RCINTSEL0レジスタで割込み要因選択 

20 4 外部端子割込み ch.0～ch.7 RCINTSEL0レジスタで割込み要因選択 

21 5 外部端子割込み ch.8～ch.31 RCINTSEL0レジスタで割込み要因選択 

22 6 
デュアルタイマ / クアッドカウンタ(QPRC) ch.0, 

ch.1, ch.2 
RCINTSEL0レジスタで割込み要因選択 

23 7 
MFS ch.0の受信割込み / 

MFS ch.8の受信割込み 
RCINTSEL1レジスタで割込み要因選択 
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ベクタ 

No. 

IRQ 

No. 

例外と割込み要因ベクタ 

IRQCMODE=0 IRQCMODE=1 

24 8 
MFS ch.0の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.8の送信、ステータス割込み 
RCINTSEL1レジスタで割込み要因選択 

25 9 
MFS ch.1の受信割込み / 

MFS ch.9の受信割込み 
RCINTSEL1レジスタで割込み要因選択 

26 10 
MFS ch.1の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.9の送信、ステータス割込み 
RCINTSEL1レジスタで割込み要因選択 

27 11 
MFS ch.2の受信割込み / 

MFS ch.10の受信割込み 

MFT unit 0波形ジェネレータ/ DTIF(モータ

緊急停止) / 

MFS ch.8の受信、送信、ステータス割込み 

28 12 
MFS ch.2の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.10の送信、ステータス割込み 
外部端子割込み ch.0～ch.7 

29 13 
MFS ch.3の受信割込み / 

MFS ch.11の受信割込み 
外部端子割込み ch.8～ch.31 

30 14 
MFS ch.3の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.11の送信、ステータス割込み 
デュアルタイマ / QPRC ch.0 

31 15 
MFS ch.4の受信割込み / 

MFS ch.12の受信割込み 

MFS ch.0の受信、送信 、ステータス割込

み 

32 16 
MFS ch.4の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.12の送信、ステータス割込み 
MFS ch.1の受信、送信、ステータス割込み 

33 17 
MFS ch.5の受信割込み / 

MFS ch.13の受信割込み 

MFS ch.2の受信、送信 、ステータス割込

み 

34 18 
MFS ch.5の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.13の送信、ステータス割込み 
MFS ch.3の受信、送信, ステータス割込み 

35 19 
MFS ch.6の受信割込み / 

MFS ch.14の受信割込み 
MFS ch.4の受信割込み 

36 20 
MFS ch.6の送信、ステータス割込み / 

MFS ch.14の送信、ステータス割込み 
MFS ch.4の送信、ステータス割込み 

37 21 
MFS ch.7の受信割込み / 

MFS ch.15の受信割込み 
MFS ch.5の受信割込み 

38 22 
MFS ch.7の送信, ステータス割込み / 

MFS ch.15の送信, ステータス割込み 
MFS ch.5の送信、ステータス割込み 

39 23 PPG ch.0/2/4/8/10/12/16/18/20 

40 24 外部メイン発振 / 外部サブ発振 / メイン PLL /時計カウンタ/リアルタイムカウンタ 

41 25 A/Dコンバータ unit 0 
A/Dコンバータ unit 0 / 

MFS ch.9の受信、送信、ステータス割込み 

42 26 A/Dコンバータ unit 1 

A/Dコンバータ unit 1 / 

MFS ch.10の受信、送信、ステータス割込

み 

43 27 
A/Dコンバータ unit 2 / 

LCDコントローラ 

A/Dコンバータ unit 2 / 

LCDコントローラ / 

MFS ch.11の受信、送信、ステータス割込

み 
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ベクタ 

No. 

IRQ 

No. 

例外と割込み要因ベクタ 

IRQCMODE=0 IRQCMODE=1 

44 28 
MFT unit 0、unit 1、unit 2フリーラン 

タイマ 

MFT unit 0フリーランタイマ、インプットキ

ャプチャ、アウトプットキャプチャ 

45 29 
MFT unit 0、unit 1、unit 2インプット 

キャプチャ 

MFT unit 1フリーランタイマ、インプットキ

ャプチャ、アウトプットキャプチャ 

46 30 
MFT unit 0、unit 1、unit 2アウトプット 

コンペア 

MFT unit 2フリーランタイマ、インプットキ

ャプチャ、アウトプットキャプチャ 

47 31 ベースタイマ ch.0～ch.7/ Flash RDY割り込み/ Flash HANG割込み 
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CHAPTER 7-3: 割込み(TYPE1-A) 

 

IRQCMODE=0時の例外と割り込み要因ベクタ、レジスタについて説明します。(TYPE1) 

 

 

1. 例外と割込み要因ベクタ 

2. レジスタ 

3. 使用上の注意 
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1. 例外と割込み要因ベクタ 

NVICに入力される例外と割込みの要因ベクタ表を示します。 

Table 1-1 例外と割込み要因ベクタ 

ベクタ 

No. 

IRQ 

No. 
例外と割込み要因 

ベクタ 

オフセット 

0 - スタックポインタ初期値 0x00 

1 - リセット 0x04 

2 - ノンマスカブル割込み(NMI) / ハードウェアウォッチドッグタイマ 0x08 

3 - ハードフォルト 0x0C 

4 - Resserved 0x10 

5 - Resserved 0x14 

6 - Resserved 0x18 

7-10 - Reserved 0x1C - 0x2B 

11 - SVCall (スーパバイザコール) 0x2C 

12 - Resserved 0x30 

13 - Reserved 0x34 

14 - PendSV 0x38 

15 - SysTick 0x3C 

16 0 クロックスーパバイザによる異常周波数検出(FCS) 0x40 

17 1 ソフトウェアウォッチドッグタイマ 0x44 

18 2 低電圧検出(LVD) 0x48 

19 3 MFT unit 0、unit 1、unit 2 波形ジェネレータ/ DTIF(モータ緊急停止) 0x4C 

20 4 外部端子割込み要求 ch.0～ch.7 0x50 

21 5 外部端子割込み要求 ch.8～ch.31 0x54 

22 6 デュアルタイマ / QPRC ch.0、ch.1、ch.2 0x58 

23 7 MFS ch.0の受信割込み要求 / MFS ch.8の受信割込み要求 0x5C 

24 8 
MFS ch.0の送信割込み要求、ステータス割込み要求 / 

MFS ch.8の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x60 

25 9 MFS ch.1の受信割込み要求 / MFS ch.9の受信割込み要求 0x64 

26 10 
MFS ch.1の送信割込み要求、ステータス割込み要求 / 

MFS ch.9の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x68 

27 11 MFS ch.2の受信割込み要求 / MFS ch.10の受信割込み要求 0x6C 

28 12 
MFS ch.2の送信割込み要求、ステータス割込み要求 / 

MFS ch.10の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x70 

29 13 MFS ch.3の受信割込み要求 / MFS ch.11の受信割込み要求 0x74 

30 14 
MFS ch.3の送信割込み要求、ステータス割込み要求/ 

MFS ch.11の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x78 

31 15 MFS ch.4の受信割込み要求 / MFS ch.12の受信割込み要求 0x7C 

32 16 
MFS ch.4の送信割込み要求、ステータス割込み要求/ 

MFS ch.12の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x80 

33 17 MFS ch.5の受信割込み要求 / MFS ch.13の受信割込み要求 0x84 

34 18 
MFS ch.5の送信割込み要求、ステータス割込み要求/ 

MFS ch.13の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x88 
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ベクタ 

No. 

IRQ 

No. 
例外と割込み要因 

ベクタ 

オフセット 

35 19 MFS ch.6の受信割込み要求 / MFS ch.14の受信割込み要求 0x8C 

36 20 
MFS ch.6の送信割込み要求、ステータス割込み要求/ 

MFS ch.14の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x90 

37 21 MFS ch.7の受信割込み要求 / MFS ch.15の受信割込み要求 0x94 

38 22 
MFS ch.7の送信割込み要求、ステータス割込み要求/ 

MFS ch.15の送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x98 

39 23 PPG ch.0/2/4/8/10/12/16/18/20 0x9C 

40 24 
外部メイン発振 / 外部サブ発振 / メイン PLL /時計カウンタ/ 

リアルタイムカウンタ 
0xA0 

41 25 A/Dコンバータ unit 0 0xA4 

42 26 A/Dコンバータ unit 1 0xA8 

43 27 A/Dコンバータ unit 2 / LCDコントローラ 0xAC 

44 28 MFT unit 0、unit 1、unit 2フリーランタイマ 0xB0 

45 29 MFT unit 0、unit 1、unit 2インプットキャプチャ 0xB4 

46 30 MFT unit 0、unit 1、unit 2アウトプットコンペア 0xB8 

47 31 
ベースタイマ ch.0～ch.7 / フラッシュメモリ RDY割込み / 

フラッシュメモリ HANG割込み 
0xBC 

 

ベクタ No.4～No.15の例外の優先度は、NVICに実装されたシステムハンドラ優先度レジスタ(System Handlers 

Priority Register、アドレス 0xE000ED18、0xE000ED1C、0xE000ED20)で設定可能です。ベクタ No.16以降の周

辺割込みの優先度は、NVICに実装された割込み優先度レジスタ(IRQ Priority Register、アドレス 0xE000E400

～0xE000E42C)で設定可能です。 

ベクタ No.2、No.16～No.47の割込みは一括読出しレジスタで要因が確認できます。そのほかの例外・割込み

については『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』の『第 5章 ネスト型ベクタ割込みコントロ

ーラ』を参照してください。 

また、ベクタ No.2、No.16～No.47の割込みは、一括読出しされた要因が各周辺マクロ内で複数の割込み要因

が論理 ORされた信号の場合があります。その詳細は、各周辺リソースの割込みについての説明を参照してく

ださい。 
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2. レジスタ 

DMA転送要求選択レジスタと割込み要求一括読出しレジスタについて説明します。 

DMA転送要求選択レジスタと割込み要求一括読出しレジスタ一覧 

Table 2-1 DMA転送要求選択レジスタと割込み要求一括読出しレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

DRQSEL DMA要求選択レジスタ 2.1 

EXC02MON EXC02一括読出しレジスタ 2.2 

IRQ00MON IRQ00一括読出しレジスタ 2.3 

IRQ01MON IRQ01一括読出しレジスタ 2.4 

IRQ02MON IRQ02一括読出しレジスタ 2.5 

IRQ03MON IRQ03一括読出しレジスタ 2.6 

IRQ04MON IRQ04一括読出しレジスタ 2.7 

IRQ05MON IRQ05一括読出しレジスタ 2.8 

IRQ06MON IRQ06一括読出しレジスタ 2.9 

IRQ07MON IRQ07一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ08MON IRQ08一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ09MON IRQ09一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ10MON IRQ10一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ11MON IRQ11一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ12MON IRQ12一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ13MON IRQ13一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ14MON IRQ14一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ15MON IRQ15一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ16MON IRQ16一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ17MON IRQ17一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ18MON IRQ18一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ19MON IRQ19一括読出しレジスタ 2.11 

IRQ20MON IRQ20一括読出しレジスタ 2.13 

IRQ21MON IRQ21一括読出しレジスタ 2.11 

IRQ22MON IRQ22一括読出しレジスタ 2.13 

IRQ23MON IRQ23一括読出しレジスタ 2.14 

IRQ24MON IRQ24一括読出しレジスタ 2.15 

IRQ25MON IRQ25一括読出しレジスタ 2.16 

IRQ26MON IRQ26一括読出しレジスタ 2.16 

IRQ27MON IRQ27一括読出しレジスタ 2.17 

IRQ28MON IRQ28一括読出しレジスタ 2.18 

IRQ29MON IRQ29一括読出しレジスタ 2.19 

IRQ30MON IRQ30一括読出しレジスタ 2.20 

IRQ31MON IRQ31一括読出しレジスタ 2.21 

 

NVIC内のレジスタの詳細は、『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』の『第 5章 ネスト型ベク

タ割込みコントローラ』を参照してください。 



 CHAPTER 7-3: 割込み(TYPE1-A) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 391 

2.1 DMA要求選択レジスタ(DRQSEL) 

DMA要求選択レジスタ(DRQSEL)は、DMA転送可能な割込み信号を CPUへの割込み要求として出力させる

か、DMACへの転送要求として出力させるかを選択します。 

レジスタ構成 

bit 31  5 4 3 2 1 0 

Field 予約 予約 

属性 R/W R 

初期値 000000000000000000000000000 00000 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit4:0] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 
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2.2 EXC02一括読出しレジスタ(EXC02MON) 

EXC02一括読出しレジスタ(EXC02MON)は、割込みベクタ No.2に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

EXC02MONは、ハードウェアウォッチドッグタイマと NMIX外部端子の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 HWINT NMI 

属性 R R R 

初期値 00000000000000 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit1] HWINT: 

bit 説明 

0 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

1 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 

 

[bit0] NMI: 

bit 説明 

0 NMIX外部端子の割込み要求なし 

1 NMIX外部端子の割込み要求あり 
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2.3 IRQ00一括読出しレジスタ(IRQ00MON) 

IRQ00一括読出しレジスタ(IRQ00MON)は、割込みベクタ No.16に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ00MONは、CSVによる異常周波数検出の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 FCSINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] FCSINT: 

bit 説明 

0 CSVによる異常周波数検出の割込み要求なし 

1 CSVによる異常周波数検出の割込み要求あり 
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2.4 IRQ01一括読出しレジスタ(IRQ01MON) 

IRQ01一括読出しレジスタ(IRQ01MON)は、割込みベクタ No.17に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ01MONは、ソフトウェアウォッチドッグタイマの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SWWDTINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] SWWDTINT: 

bit 説明 

0 ソフトウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

1 ソフトウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 
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2.5 IRQ02一括読出しレジスタ(IRQ02MON) 

IRQ02一括読出しレジスタ(IRQ02MON)は、割込みベクタ No.18に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ02MONは、低電圧検出(LVD)の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 LVDINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] LVDINT: 

bit 説明 

0 低電圧検出(LVD)の割込み要求なし 

1 低電圧検出(LVD)の割込み要求あり 
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2.6 IRQ03一括読出しレジスタ(IRQ03MON) 

IRQ03一括読出しレジスタ(IRQ03MON)は、割込みベクタ No.19に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ03MONは、MFT unit 0、MFT unit 1とMFT unit 2の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 WAVE2INT WAVE1INT WAVE0INT 

属性 R R R R 

初期値 0000 0000 0000 0000 

レジスタ機能 

[bit31:12] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit11:8] WAVE2INT: 

bit番号 bit 説明 

11 
0 MFT unit 2のWFGタイマ 54の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のWFGタイマ 54の割込み要求あり 

10 
0 MFT unit 2のWFGタイマ 32の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のWFGタイマ 32の割込み要求あり 

9 
0 MFT unit 2のWFGタイマ 10の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のWFGタイマ 10の割込み要求あり 

8 
0 MFT unit 2の DTIF (モータ緊急停止) の割込み要求なし 

1 MFT unit 2の DTIF (モータ緊急停止) の割込み要求あり 

 

[bit7:4] WAVE1INT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 MFT unit 1のWFGタイマ 54の割込み要求なし 

1 MFT unit 1のWFGタイマ 54の割込み要求あり 

6 
0 MFT unit 1のWFGタイマ 32の割込み要求なし 

1 MFT unit 1のWFGタイマ 32の割込み要求あり 

5 
0 MFT unit 1のWFGタイマ 10の割込み要求なし 

1 MFT unit 1のWFGタイマ 10の割込み要求あり 

4 
0 MFT unit 1の DTIF (モータ緊急停止) の割込み要求なし 

1 MFT unit 1の DTIF (モータ緊急停止) の割込み要求あり 
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[bit3:0] WAVE0INT: 

bit番号 bit 説明 

3 
0 MFT unit 0のWFGタイマ 54の割込み要求なし 

1 MFT unit 0のWFGタイマ 54の割込み要求あり 

2 
0 MFT unit 0のWFGタイマ 32の割込み要求なし 

1 MFT unit 0のWFGタイマ 32の割込み要求あり 

1 
0 MFT unit 0のWFGタイマ 10の割込み要求なし 

1 MFT unit 0のWFGタイマ 10の割込み要求あり 

0 
0 MFT unit 0の DTIF (モータ緊急停止) の割込み要求なし 

1 MFT unit 0の DTIF (モータ緊急停止) の割込み要求あり 
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2.7 IRQ04一括読出しレジスタ(IRQ04MON) 

IRQ04一括読出しレジスタ(IRQ04MON)は、割込みベクタ No.20に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ04MONは、外部割込み ch.0～ch.7の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 EXTINT 

属性 R R 

初期値 0x00 0x00 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit7:0] EXTINT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 外部割込み ch.7の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.7の割込み要求あり 

6 
0 外部割込み ch.6の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.6の割込み要求あり 

5 
0 外部割込み ch.5の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.5の割込み要求あり 

4 
0 外部割込み ch.4の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.4の割込み要求あり 

3 
0 外部割込み ch.3の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.3の割込み要求あり 

2 
0 外部割込み ch.2の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.2の割込み要求あり 

1 
0 外部割込み ch.1の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.1の割込み要求あり 

0 
0 外部割込み ch.0の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.0の割込み要求あり 
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2.8 IRQ05一括読出しレジスタ(IRQ05MON) 

IRQ05一括読出しレジスタ(IRQ05MON)は、割込みベクタ No.21に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ05MONは、外部割込み ch.8～ch.31の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 EXTINT 

属性 R R 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field EXTINT 

属性 R 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:24] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit23:0] EXTINT: 

bit番号 bit 説明 

23 
0 外部割込み ch.31の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.31の割込み要求あり 

22 
0 外部割込み ch.30の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.30の割込み要求あり 

21 
0 外部割込み ch.29の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.29の割込み要求あり 

20 
0 外部割込み ch.28の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.28の割込み要求あり 

19 
0 外部割込み ch.27の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.27の割込み要求あり 

18 
0 外部割込み ch.26の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.26の割込み要求あり 

17 
0 外部割込み ch.25の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.25の割込み要求あり 

16 
0 外部割込み ch.24の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.24の割込み要求あり 

15 
0 外部割込み ch.23の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.23の割込み要求あり 

14 
0 外部割込み ch.22の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.22の割込み要求あり 
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bit番号 bit 説明 

13 
0 外部割込み ch.21の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.21の割込み要求あり 

12 
0 外部割込み ch.20の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.20の割込み要求あり 

11 
0 外部割込み ch.19の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.19の割込み要求あり 

10 
0 外部割込み ch.18の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.18の割込み要求あり 

9 
0 外部割込み ch.17の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.17の割込み要求あり 

8 
0 外部割込み ch.16の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.16の割込み要求あり 

7 
0 外部割込み ch.15の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.15の割込み要求あり 

6 
0 外部割込み ch.14の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.14の割込み要求あり 

5 
0 外部割込み ch.13の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.13の割込み要求あり 

4 
0 外部割込み ch.12の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.12の割込み要求あり 

3 
0 外部割込み ch.11の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.11の割込み要求あり 

2 
0 外部割込み ch.10の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.10の割込み要求あり 

1 
0 外部割込み ch.9の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.9の割込み要求あり 

0 
0 外部割込み ch.8の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.8の割込み要求あり 
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2.9 IRQ06一括読出しレジスタ(IRQ06MON) 

IRQ06一括読出しレジスタ(IRQ06MON)は、割込みベクタ No.22に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ06MONは、QPRCとデュアルタイマの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 QUD2INT 

属性 R R 

初期値 0x000 0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field QUD2INT QUD1INT QUD0INT TIMINT 

属性 R R R R 

初期値 00 000000 000000 00 

レジスタ機能 

[bit31:20] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit19:14] QUD2INT: 

bit番号 bit 説明 

19 
0 QPRC ch.2 PC一致&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.2 PC一致&RC一致の割込み要求あり 

18 
0 QPRC ch.2 RC範囲外検出の割込み要求なし 

1 QPRC ch.2 RC範囲外検出の割込み要求あり 

17 
0 QPRC ch.2 PCカウント反転の割込み要求なし 

1 QPRC ch.2 PCカウント反転の割込み要求あり 

16 

0 
QPRC ch.2 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求なし 

1 
QPRC ch.2 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求あり 

15 
0 QPRC ch.2 PC&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.2 PC&RC一致の割込み要求あり 

14 
0 QPRC ch.2 PC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.2 PC一致の割込み要求あり 
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[bit13:8] QUD1INT: 

bit番号 bit 説明 

13 
0 QPRC ch.1 PC一致&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.1 PC一致&RC一致の割込み要求あり 

12 
0 QPRC ch.1 RC範囲外検出の割込み要求なし 

1 QPRC ch.1 RC範囲外検出の割込み要求あり 

11 
0 QPRC ch.1 PCカウント反転の割込み要求なし 

1 QPRC ch.1 PCカウント反転の割込み要求あり 

10 

0 
QPRC ch.1 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求なし 

1 
QPRC ch.1 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求あり 

9 
0 QPRC ch.1 PC&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.1 PC&RC一致の割込み要求あり 

8 
0 QPRC ch.1 PC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.1 PC一致の割込み要求あり 

 

[bit7:2] QUD0INT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 QPRC ch.0 PC一致&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PC一致&RC一致の割込み要求あり 

6 
0 QPRC ch.0 RC範囲外検出の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 RC範囲外検出の割込み要求あり 

5 
0 QPRC ch.0 PCカウント反転の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PCカウント反転の割込み要求あり 

4 

0 
QPRC ch.0 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求なし 

1 
QPRC ch.0 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求あり 

3 
0 QPRC ch.0 PC&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PC&RC一致の割込み要求あり 

2 
0 QPRC ch.0 PC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PC一致の割込み要求あり 

 

[bit1:0] TIMINT: 

bit番号 bit 説明 

1 
0 デュアルタイマ TIMINT2の割込み要求なし 

1 デュアルタイマ TIMINT2の割込み要求あり 

0 
0 デュアルタイマ TIMINT1の割込み要求なし 

1 デュアルタイマ TIMINT1の割込み要求あり 
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2.10 IRQ07/09/11/13/15/17一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ07一括読出しレジスタ(IRQ07MON)は、割込みベクタ No.23に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ09一括読出しレジスタ(IRQ09MON)は、割込みベクタ No.25に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ11一括読出しレジスタ(IRQ11MON)は、割込みベクタ No.27に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ13一括読出しレジスタ(IRQ13MON)は、割込みベクタ No.29に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ15一括読出しレジスタ(IRQ15MON)は、割込みベクタ No.31に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ17一括読出しレジスタ(IRQ17MON)は、割込みベクタ No.33に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ07MONは、MFS ch.0 / ch.8の受信割込み要求の状態を示します。 

IRQ09MONは、MFS ch.1 / ch.9の受信割込み要求の状態を示します。 

IRQ11MONは、MFS ch.2 / ch.10の受信割込み要求の状態を示します。 

IRQ13MONは、MFS ch.3 / ch.11の受信割込み要求の状態を示します。 

IRQ15MONは、MFS ch.4 / ch.12の受信割込み要求の状態を示します。 

IRQ17MONは、MFS ch.5 / ch.13の受信割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT 

属性 R R 

初期値 00000000000000 00 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit1:0] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

1 
0 MFSの該当するチャネル(ch.8~ch.13)の受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.8~ch.13)の受信割込み要求あり 

0 
0 MFSの該当するチャネル(ch.0~ch.5)の受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.0~ch.5)の受信割込み要求あり 
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2.11 IRQ19/21一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ19一括読出しレジスタ(IRQ19MON)は、割込みベクタ No.35に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ21一括読出しレジスタ(IRQ21MON)は、割込みベクタ No.37に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 予約 予約 MFSINT 

属性 R R R R 

初期値 00000000000 0 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit4] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit3:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit1:0] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

1 
0 MFSの該当するチャネル(ch.14 / ch.15)の受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.14 / ch.15)の受信割込み要求あり 

0 
0 MFSの該当するチャネル(ch.6 / ch.7)の受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.6 / ch.7)の受信割込み要求あり 
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2.12 IRQ08/10/12/14/16/18一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ08一括読出しレジスタ(IRQ08MON)は、割込みベクタ No.24に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ10一括読出しレジスタ(IRQ10MON)は、割込みベクタ No.26に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ12一括読出しレジスタ(IRQ12MON)は、割込みベクタ No.28に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ14一括読出しレジスタ(IRQ14MON)は、割込みベクタ No.30に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ16一括読出しレジスタ(IRQ16MON)は、割込みベクタ No.32に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ18一括読出しレジスタ(IRQ18MON)は、割込みベクタ No.34に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ08MONは、MFS ch.0 / ch.8の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ10MONは、MFS ch.1 / ch.9の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ12MONは、MFS ch.2 / ch.10の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ14MONは、MFS ch.3 / ch.11の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ16MONは、MFS ch.4 / ch.12の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ18MONは、MFS ch.5 / ch.13の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31  16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT 

属性 R R 

初期値 000000000000 0000 

レジスタ機能 

[bit31:4] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 
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[bit3:0] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

3 
0 MFSの該当するチャネル(ch.8~ch.13)のステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.8~ch.13)のステータス割込み要求あり 

2 
0 MFSの該当するチャネル(ch.8~ch.13)の送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.8~ch.13)の送信割込み要求あり 

1 
0 MFSの該当するチャネル(ch.0~ch.5)のステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.0~ch.5)のステータス割込み要求あり 

0 
0 MFSの該当するチャネル(ch.0~ch.5)の送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.0~ch.5)の送信割込み要求あり 
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2.13 IRQ20/22一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ20一括読出しレジスタ(IRQ20MON)は、割込みベクタ No.36に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ22一括読出しレジスタ(IRQ22MON)は、割込みベクタ No.38に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 予約 MFSINT 

属性 R R R 

初期値 00000000000 0 0000 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit4] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit3:0] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

3 
0 MFSの該当するチャネル(ch.14 / ch.15)のステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.14 / ch.15)のステータス割込み要求あり 

2 
0 MFSの該当するチャネル(ch.14 / ch.15)の送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.14 / ch.15)の送信割込み要求あり 

1 
0 MFSの該当するチャネル(ch.6 / ch.7)のステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.6 / ch.7)のステータス割込み要求あり 

0 
0 MFSの該当するチャネル(ch.6 / ch.7)の送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル(ch.6 / ch.7)の送信割込み要求あり 
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2.14 IRQ23一括読出しレジスタ(IRQ23MON) 

IRQ23一括読出しレジスタ(IRQ23MON)は、割込みベクタ No.39に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ23MONは、PPGの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 PPGINT 

属性 R R 

初期値 0000000 000000000 

レジスタ機能 

[bit31:9] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit8:0] PPGINT: 

bit番号 bit 説明 

8 
0 PPG ch.20の割込み要求なし 

1 PPG ch.20の割込み要求あり 

7 
0 PPG ch.18の割込み要求なし 

1 PPG ch.18の割込み要求あり 

6 
0 PPG ch.16の割込み要求なし 

1 PPG ch.16の割込み要求あり 

5 
0 PPG ch.12の割込み要求なし 

1 PPG ch.12の割込み要求あり 

4 
0 PPG ch.10の割込み要求なし 

1 PPG ch.10の割込み要求あり 

3 
0 PPG ch.8の割込み要求なし 

1 PPG ch.8の割込み要求あり 

2 
0 PPG ch.4の割込み要求なし 

1 PPG ch.4の割込み要求あり 

1 
0 PPG ch.2の割込み要求なし 

1 PPG ch.2の割込み要求あり 

0 
0 PPG ch.0の割込み要求なし 

1 PPG ch.0の割込み要求あり 
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2.15 IRQ24一括読出しレジスタ(IRQ24MON) 

IRQ24一括読出しレジスタ(IRQ24MON)は、割込みベクタ No.40に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ24MONは、RTC、時計カウンタ、メイン PLL発振、サブ発振とメインクロック発振の割込み要求の状態

を示します。 

レジスタ構成 

bit 31  8 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 RTCINT WCINT 予約 MPLLINT SOSCINT MOSCINT 

属性 R R R R R R R 

初期値 00 0 0 0 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:6] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit5] RTCINT: 

bit 説明 

0 RTCの割込み要求なし 

1 RTCの割込み要求あり 

 

[bit4] WCINT: 

bit 説明 

0 時計カウンタの割込み要求なし 

1 時計カウンタの割込み要求あり 

 

[bit3] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit2] MPLLINT: 

bit 説明 

0 メイン PLL発振の安定待ち完了割込み要求なし 

1 メイン PLL発振の安定待ち完了割込み要求あり 
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[bit1] SOSCINT: 

bit 説明 

0 サブクロック発振の安定待ち完了割込み要求なし 

1 サブクロック発振の安定待ち完了割込み要求あり 

 

[bit0] MOSCINT: 

bit 説明 

0 メインクロック発振の安定待ち完了割込み要求なし 

1 メインクロック発振の安定待ち完了割込み要求あり 
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2.16 IRQ25/26一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ25一括読出しレジスタ(IRQ25MON)は、割込みベクタ No.41に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ26一括読出しレジスタ(IRQ26MON)は、割込みベクタ No.42に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ25MONは、A/Dコンバータ unit 0の割込み要求の状態を示します。 

IRQ26MONは、A/Dコンバータ unit 1の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 ADCINT 

属性 R R 

初期値 00000000000 00000 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit4:0] ADCINT: 

bit番号 bit 説明 

4 
0 A/Dコンバータの該当する unitの範囲比較結果の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの範囲比較結果の割込み要求あり 

3 
0 A/Dコンバータの該当する unitの変換結果比較の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの変換結果比較の割込み要求あり 

2 
0 A/Dコンバータの該当する unitの FIFOオーバランの割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの FIFOオーバランの割込み要求あり 

1 
0 A/Dコンバータの該当する unitのスキャン変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitのスキャン変換の割込み要求あり 

0 
0 A/Dコンバータの該当する unitの優先変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの優先変換の割込み要求あり 
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2.17 IRQ27一括読出しレジスタ(IRQ27MON) 

IRQ27一括読出しレジスタ(IRQ27MON)は、割込みベクタ No.43に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ27MONは、A/Dコンバータ unit 2と LCDコントローラの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 LCDCINT ADCINT 

属性 R R R 

初期値 0000000000 0 00000 

レジスタ機能 

[bit31:6] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit5] LCDCINT: 

bit 説明 

0 LCDコントローラの割込み要求なし 

1 LCDコントローラの割込み要求あり 

 

[bit4:0] ADCINT: 

bit番号 bit 説明 

4 
0 A/Dコンバータ unit 2の範囲比較結果の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の範囲比較結果の割込み要求あり 

3 
0 A/Dコンバータ unit 2の変換結果比較の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の変換結果比較の割込み要求あり 

2 
0 A/Dコンバータ unit 2の FIFOオーバランの割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の FIFOオーバランの割込み要求あり 

1 
0 A/Dコンバータ unit 2のスキャン変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2のスキャン変換の割込み要求あり 

0 
0 A/Dコンバータ unit 2の優先変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の優先変換の割込み要求あり 
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2.18 IRQ28一括読出しレジスタ(IRQ28MON) 

IRQ28一括読出しレジスタ(IRQ28MON)は、割込みベクタ No.44に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ28MONは、MFT unit 0、MFT unit 1とMFT unit 2の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 FRT2INT 

属性 R R 

初期値 00000000000000 00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field FRT2INT FRT1INT FRT0INT 

属性 R R R 

初期値 0000 000000 000000 

レジスタ機能 

[bit31:18] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit17:12] FRT2INT: 

bit番号 bit 説明 

17 
0 MFT unit 2フリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2フリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求あり 

16 
0 MFT unit 2フリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2フリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求あり 

15 
0 MFT unit 2フリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2フリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求あり 

14 
0 MFT unit 2フリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2フリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求あり 

13 
0 MFT unit 2フリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2フリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求あり 

12 
0 MFT unit 2フリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2フリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求あり 
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[bit11:6] FRT1INT: 

bit番号 bit 説明 

11 
0 MFT unit 1フリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 1フリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求あり 

10 
0 MFT unit 1フリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 1フリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求あり 

9 
0 MFT unit 1フリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 1フリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求あり 

8 
0 MFT unit 1フリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 1フリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求あり 

7 
0 MFT unit 1フリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 1フリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求あり 

6 
0 MFT unit 1フリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 1フリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求あり 

 

[bit5:0] FRT0INT: 

bit番号 bit 説明 

5 
0 MFT unit 0フリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 0フリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求あり 

4 
0 MFT unit 0フリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 0フリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求あり 

3 
0 MFT unit 0フリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 0フリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求あり 

2 
0 MFT unit 0フリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 0フリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求あり 

1 
0 MFT unit 0フリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 0フリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求あり 

0 
0 MFT unit 0フリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 0フリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求あり 
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2.19 IRQ29一括読出しレジスタ(IRQ29MON) 

IRQ29一括読出しレジスタ(IRQ29MON)は、割込みベクタ No.45に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ29MONは、MFT unit 0、MFT unit 1とMFT unit 2の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 ICU2INT ICU1INT ICU0INT 

属性 R R R R 

初期値 0000 0000 0000 0000 

レジスタ機能 

[bit31:12] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit11:8] ICU2INT: 

bit番号 bit 説明 

11 
0 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.3の割込み要求あり 

10 
0 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.2の割込み要求あり 

9 
0 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.1の割込み要求あり 

8 
0 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 2インプットキャプチャ ch.0の割込み要求あり 

 

[bit7:4] ICU1INT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.3の割込み要求あり 

6 
0 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.2の割込み要求あり 

5 
0 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.1の割込み要求あり 

4 
0 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 1インプットキャプチャ ch.0の割込み要求あり 
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[bit3:0] ICU0INT: 

bit番号 bit 説明 

3 
0 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.3の割込み要求あり 

2 
0 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.2の割込み要求あり 

1 
0 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.1の割込み要求あり 

0 
0 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 0インプットキャプチャ ch.0の割込み要求あり 
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2.20 IRQ30一括読出しレジスタ(IRQ30MON) 

IRQ30一括読出しレジスタ(IRQ30MON)は、割込みベクタ No.46に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ30MONは、MFT unit 0、MFT unit 1とMFT unit 2の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 OCU2INT 

属性 R R 

初期値 00000000000000 00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field OCU2INT OCU1INT OCU0INT 

属性 R R R 

初期値 0000 000000 000000 

レジスタ機能 

[bit31:18] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit17:12] OCU2INT: 

bit番号 bit 説明 

17 
0 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.5の割込み要求なし 

1 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.5の割込み要求あり 

16 
0 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.4の割込み要求なし 

1 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.4の割込み要求あり 

15 
0 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.3の割込み要求あり 

14 
0 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.2の割込み要求あり 

13 
0 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.1の割込み要求あり 

12 
0 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 2アウトプットコンペア ch.0の割込み要求あり 
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[bit11:6] OCU1INT: 

bit番号 bit 説明 

11 
0 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.5の割込み要求なし 

1 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.5の割込み要求あり 

10 
0 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.4の割込み要求なし 

1 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.4の割込み要求あり 

9 
0 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.3の割込み要求あり 

8 
0 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.2の割込み要求あり 

7 
0 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.1の割込み要求あり 

6 
0 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 1アウトプットコンペア ch.0の割込み要求あり 

 

[bit5:0] OCU0INT: 

bit番号 bit 説明 

5 
0 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.5の割込み要求なし 

1 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.5の割込み要求あり 

4 
0 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.4の割込み要求なし 

1 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.4の割込み要求あり 

3 
0 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.3の割込み要求あり 

2 
0 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.2の割込み要求あり 

1 
0 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.1の割込み要求あり 

0 
0 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 0アウトプットコンペア ch.0の割込み要求あり 
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2.21 IRQ31一括読出しレジスタ(IRQ31MON) 

IRQ31一括読出しレジスタ(IRQ31MON)は、割込みベクタ No.47に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ31MONは、フラッシュメモリとベースタイマの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 FLASHINT 予約 

属性 R R R 

初期値 0000 0 00000000000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field BTINT 

属性 R 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit27] FLASHINT: 

bit 説明 

0 フラッシュメモリの RDY割込み要求または HANG割込み要求なし 

1 フラッシュメモリの RDY割込み要求または HANG割込み要求あり 

 

[bit26:16] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 
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[bit15:0] BTINT: 

bit番号 bit 説明 

15 
0 ベースタイマ ch.7の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.7の IRQ1割込み要求あり 

14 
0 ベースタイマ ch.7 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.7 の IRQ0割込み要求あり 

13 
0 ベースタイマ ch.6 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.6 の IRQ1割込み要求あり 

12 
0 ベースタイマ ch.6 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.6 の IRQ0割込み要求あり 

11 
0 ベースタイマ ch.5 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.5 の IRQ1割込み要求あり 

10 
0 ベースタイマ ch.5 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.5 の IRQ0割込み要求あり 

9 
0 ベースタイマ ch.4 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.4 の IRQ1割込み要求あり 

8 
0 ベースタイマ ch.4 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.4 の IRQ0割込み要求あり 

7 
0 ベースタイマ ch.3 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.3 の IRQ1割込み要求あり 

6 
0 ベースタイマ ch.3 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.3 の IRQ0割込み要求あり 

5 
0 ベースタイマ ch.2 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.2 の IRQ1割込み要求あり 

4 
0 ベースタイマ ch.2 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.2 の IRQ0割込み要求あり 

3 
0 ベースタイマ ch.1 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.1 の IRQ1割込み要求あり 

2 
0 ベースタイマ ch.1 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.1 の IRQ0割込み要求あり 

1 
0 ベースタイマ ch.0 の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.0 の IRQ1割込み要求あり 

0 
0 ベースタイマ ch.0 の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.0 の IRQ0割込み要求あり 
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Table 2-2に示すようにベースタイマの割込み要因 IRQ0および IRQ1は、使用するベースタイマ機能によって異なります。 
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Table 2-2 ベースタイマの各機能での割込み要因 

機能 割込み要因 IRQ0 割込み要因 IRQ1 

16ビット PWMタイマ 
アンダフロー検出/ 

デューティ一致検出 
タイマ起動トリガ検出 

16ビット PPGタイマ アンダフロー検出 タイマ起動トリガ検出 

16/32ビットリロードタイマ アンダフロー検出 タイマ起動トリガ検出 

16/32ビット PWCタイマ オーバフロー検出 測定終了検出 

 

3. 使用上の注意 

割込みコントローラを使用する際は、次の点を注意してください。 

− 各周辺リソースからの割込み要求信号はレベルで通知されています。割込み処理から復帰する場合には、

必ずその割込み要求をクリアしてください。 

− NMIX端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設定

されており、NMI入力はマスクされています。NMIを使用する場合は、ポートの設定にて NMIを許可

してください。詳細は別章『外部割込み・NMI制御部』を参照してください。 

− 各周辺リソースにおける具体的なイベント検出レジスタと割込み許可レジスタの対応は、各マクロの章

を参照してください。 
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CHAPTER 7-4: 割込み(TYPE1-B) 

 

 

IRQCMODE=1時の例外と割り込み要因ベクタ、レジスタについて説明します。(TYPE1) 

 

 

1. 例外と割込み要因ベクタ 

2. レジスタ 

3. 使用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AFIRQC_T1_B-J03.0 
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1. 例外と割込み要因ベクタ 

NVICに入力される例外と割込みの要因ベクタ表を示します。 

Table 1-1 例外と割込み要因ベクタ 

ベクタ

No. 

IRQ 

No. 
例外と割込み要因 

ベクタ 

オフセット 

0 - スタックポインタ初期値 0x00 

1 - リセット 0x04 

2 - ノンマスカブル割込み(NMI) /ハードウェアウォッチドッグタイマ 0x08 

3 - ハードフォルト 0x0C 

4 - Resserved 0x10 

5 - Resserved 0x14 

6 - Resserved 0x18 

7-10 - Reserved 0x1C - 0x2B 

11 - SVCall (スーパバイザコール) 0x2C 

12 - Resserved 0x30 

13 - Reserved 0x34 

14 - PendSV 0x38 

15 - SysTick 0x3C 

16 0 クロックスーパバイザによる異常周波数検出(FCS) 0x40 

17 1 ソフトウェアウォッチドッグタイマ 0x44 

18 2 低電圧検出(LVD) 0x48 

19 3 RCINTSEL0レジスタの INTSEL0で選択した割込み要因 0x4C 

20 4 RCINTSEL0レジスタの INTSEL1で選択した割込み要因 0x50 

21 5 RCINTSEL0レジスタの INTSEL2で選択した割込み要因 0x54 

22 6 RCINTSEL0レジスタの INTSEL3で選択した割込み要因 0x58 

23 7 RCINTSEL1レジスタの INTSEL4で選択した割込み要因 0x5C 

24 8 RCINTSEL1レジスタの INTSEL5で選択した割込み要因 0x60 

25 9 RCINTSEL1レジスタの INTSEL6で選択した割込み要因 0x64 

26 10 RCINTSEL1レジスタの INTSEL7で選択した割込み要因 0x68 

27 11 
MFT unit 0 波形ジェネレータ/ DTIF(モータ緊急停止) / 

MFS ch.8の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0x6C 

28 12 外部端子割込み要求 ch.0～ch.7 0x70 

29 13 外部端子割込み要求 ch.8～ch.31 0x74 

30 14 デュアルタイマ / QPRC ch.0 0x78 

31 15 MFS ch.0の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 0x7C 

32 16 MFS ch.1の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 0x80 

33 17 MFS ch.2の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 0x84 

34 18 MFS ch.3の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 0x88 

35 19 MFS ch.4の受信割込み要求 0x8C 

36 20 MFS ch.4の送信割込み要求、ステータス割込み要求 0x90 

37 21 MFS ch.5の受信割込み要求 0x94 

38 22 MFS ch.5の送信割込み要求、ステータス割込み要求 0x98 
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ベクタ

No. 

IRQ 

No. 
例外と割込み要因 

ベクタ 

オフセット 

39 23 PPG ch.0/2/4/8/10/12/16/18/20 0x9C 

40 24 
外部メイン発振/外部サブ発振/メイン PLL / 

時計カウンタ/リアルタイムカウンタ 
0xA0 

41 25 
A/Dコンバータ unit 0 / 

MFS ch.9の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0xA4 

42 26 
A/Dコンバータ unit 1 / 

MFS ch.10の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0xA8 

43 27 
A/Dコンバータ unit 2 / LCDコントローラ/ 

MFS ch.11の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求 
0xAC 

44 28 
MFT unit 0フリーランタイマ/インプットキャプチャ/ 

アウトプットコンペア 
0xB0 

45 29 
MFT unit 1フリーランタイマ/インプットキャプチャ/ 

アウトプットコンペア 
0xB4 

46 30 MFT unit 2フリーランタイマ/インプットキャプチャ/ 0xB8 

47 31 
ベースタイマ ch.0～ch.7 / フラッシュメモリ RDY割込み / 

フラッシュメモリ HANG割込み 
0xBC 

 

ベクタ No.4～No.15の例外の優先度は、NVICに実装されたシステムハンドラ優先度レジスタ(System Handlers 

Priority Register、アドレス 0xE000ED18、0xE000ED1C、0xE000ED20)で設定可能です。ベクタ No.16以降の周

辺割込みの優先度は、NVICに実装された割込み優先度レジスタ(IRQ Priority Register、アドレス 0xE000E400

～0xE000E42C)で設定可能です。 

ベクタ No.2、No.16～No.47の割込みは一括読出しレジスタで要因が確認できます。そのほかの例外・割込み

については『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』の『第 5章 ネスト型ベクタ割り込みコント

ローラ』を参照してください。 

また、ベクタ No.2、No.16～No.47の割込みは、一括読出しされた要因が各周辺マクロ内で複数の割込み要因

が論理 ORされた信号の場合があります。その詳細は、各周辺リソースの割込みについての説明を参照してく

ださい。 
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2. レジスタ 

DMA転送要求選択レジスタと割込み要求一括読出しレジスタについて説明します。 

DMA転送要求選択レジスタと割込み要求一括読出しレジスタ一覧 

Table 2-1 DMA転送要求選択レジスタと割込み要求一括読出しレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

DRQSEL DMA要求選択レジスタ 2.1 

EXC02MON EXC02一括読出しレジスタ 2.2 

IRQ00MON IRQ00一括読出しレジスタ 2.3 

IRQ01MON IRQ01一括読出しレジスタ 2.4 

IRQ02MON IRQ02一括読出しレジスタ 2.5 

IRQ03MON IRQ03一括読出しレジスタ 

2.6 

IRQ04MON IRQ04一括読出しレジスタ 

IRQ05MON IRQ05一括読出しレジスタ 

IRQ06MON IRQ06一括読出しレジスタ 

IRQ07MON IRQ07一括読出しレジスタ 

IRQ08MON IRQ08一括読出しレジスタ 

IRQ09MON IRQ09一括読出しレジスタ 

IRQ10MON IRQ10一括読出しレジスタ 

IRQ11MON IRQ11一括読出しレジスタ 2.7 

IRQ12MON IRQ12一括読出しレジスタ 2.8 

IRQ13MON IRQ13一括読出しレジスタ 2.9 

IRQ14MON IRQ14一括読出しレジスタ 2.10 

IRQ15MON IRQ15一括読出しレジスタ 

2.11 
IRQ16MON IRQ16一括読出しレジスタ 

IRQ17MON IRQ17一括読出しレジスタ 

IRQ18MON IRQ18一括読出しレジスタ 

IRQ19MON IRQ19一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ20MON IRQ20一括読出しレジスタ 2.13 

IRQ21MON IRQ21一括読出しレジスタ 2.12 

IRQ22MON IRQ22一括読出しレジスタ 2.13 

IRQ23MON IRQ23一括読出しレジスタ 2.14 

IRQ24MON IRQ24一括読出しレジスタ 2.15 

IRQ25MON IRQ25一括読出しレジスタ 
2.16 

IRQ26MON IRQ26一括読出しレジスタ 

IRQ27MON IRQ27一括読出しレジスタ 2.17 

IRQ28MON IRQ28一括読出しレジスタ 
2.18 

IRQ29MON IRQ29一括読出しレジスタ 

IRQ30MON IRQ30一括読出しレジスタ 2.20 

IRQ31MON IRQ31一括読出しレジスタ 2.20 

IRQCMODE 割込み要因ベクタリロケート設定レジスタ 0 

RCINTSEL0 割込み要因選択レジスタ 0 2.22 

RCINTSEL1 割込み要因選択レジスタ 1 2.23 
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NVIC内のレジスタの詳細は、『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマニュアル』の『第 5章 ネスト型ベク

タ割込みコントローラ』を参照してください。 

 

2.1 DMA要求選択レジスタ(DRQSEL) 

DMA要求選択レジスタ(DRQSEL)は、DMA転送可能な割込み信号を CPUへの割込み要求として出力させる

か、DMACへの転送要求として出力させるかを選択します。 

レジスタ構成 

bit 31  5 4 3 2 1 0 

Field 予約 予約 

属性 R/W R 

初期値 000000000000000000000000000 00000 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約 :予約ビット 

書込みは、"0"を書き込んでください。 

 

[bit4:0] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 
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2.2 EXC02一括読出しレジスタ(EXC02MON) 

EXC02一括読出しレジスタ(EXC02MON)は、割込みベクタ No.2に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

EXC02MONは、ハードウェアウォッチドッグタイマと NMIX外部端子の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 HWINT NMI 

属性 R R R 

初期値 00000000000000 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit1] HWINT: 

bit 説明 

0 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

1 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 

 

[bit0] NMI: 

bit 説明 

0 NMIX外部端子の割込み要求なし 

1 NMIX外部端子の割込み要求あり 
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2.3 IRQ00一括読出しレジスタ(IRQ00MON) 

IRQ00一括読出しレジスタ(IRQ00MON)は、割込みベクタ No.16に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ00MONは、CSVによる異常周波数検出の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 FCSINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] FCSINT: 

bit 説明 

0 CSVによる異常周波数検出の割込み要求なし 

1 CSVによる異常周波数検出の割込み要求あり 
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2.4 IRQ01一括読出しレジスタ(IRQ01MON) 

IRQ01一括読出しレジスタ(IRQ01MON)は、割込みベクタ No.17に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ01MONは、ソフトウェアウォッチドッグタイマの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 SWWDTINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] SWWDTINT: 

bit 説明 

0 ソフトウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

1 ソフトウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 
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2.5 IRQ02一括読出しレジスタ(IRQ02MON) 

IRQ02一括読出しレジスタ(IRQ02MON)は、割込みベクタ No.18に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ02MONは、低電圧検出(LVD)の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 LVDINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] LVDINT: 

bit 説明 

0 低電圧検出(LVD)の割込み要求なし 

1 低電圧検出(LVD)の割込み要求あり 
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2.6 IRQ03～IRQ10一括読出しレジスタ(IRQ03MON～IRQ10MON) 

IRQ03一括読出しレジスタ(IRQ03MON)は、割込みベクタ No.19に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ04一括読出しレジスタ(IRQ04MON)は、割込みベクタ No.20に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ05一括読出しレジスタ(IRQ05MON)は、割込みベクタ No.21に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ06一括読出しレジスタ(IRQ06MON)は、割込みベクタ No.22に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ07一括読出しレジスタ(IRQ07MON)は、割込みベクタ No.23に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ08一括読出しレジスタ(IRQ08MON)は、割込みベクタ No.24に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ09一括読出しレジスタ(IRQ09MON)は、割込みベクタ No.25に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ10一括読出しレジスタ(IRQ10MON)は、割込みベクタ No.26に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ03MONは、RCINTSEL0:INTSEL0で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ04MONは、RCINTSEL0:INTSEL1で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ05MONは、RCINTSEL0:INTSEL2で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ06MONは、RCINTSEL0:INTSEL3で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ07MONは、RCINTSEL1:INTSEL4で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ08MONは、RCINTSEL1:INTSEL5で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ09MONは、RCINTSEL1:INTSEL6で選択された割込み要求の状態を示します。 

IRQ10MONは、RCINTSEL1:INTSEL7で選択された割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 RCINT 

属性 R R 

初期値 00000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 
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[bit0] RCINT: 

bit 説明 

0 該当する RCINTSEL0:INTSELx / RCINTSEL1:INTSELxで選択した割込み要求なし 

1 該当する RCINTSEL0:INTSELx / RCINTSEL1:INTSELxで選択した割込み要求あり* 

 

*: 割込み要因にベースタイマを選択した場合は IRQ0/IRQ1のどちらかの要因により"1"に設定されます。 
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2.7 IRQ11一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ11一括読出しレジスタ(IRQ11MON)は、割込みベクタ No.27に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ11MONは、MFT unit 0とMFS ch.8の割込み要求の状態を示します。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT WAVEINT 

属性 R R R 

初期値 000000000 000 0000 

レジスタ機能 

[bit31:7] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit6:4] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

6 
0 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求あり 

5 
0 MFSの該当するチャネルの送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル.の送信割込み要求あり 

4 
0 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求あり 

 

[bit3:0] WAVEINT: 

bit番号 bit 説明 

3 
0 MFTの該当する unitのWFGタイマ 54の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのWFGタイマ 54の割込み要求あり 

2 
0 MFTの該当する unitのWFGタイマ 32の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのWFGタイマ 32の割込み要求あり 

1 
0 MFTの該当する unitのWFGタイマ 10の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのWFGタイマ 10の割込み要求あり 

0 
0 MFTの該当する unitの DTIF(モータ緊急停止)の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitの DTIF(モータ緊急停止)の割込み要求あり 
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2.8 IRQ12一括読出しレジスタ(IRQ12MON) 

IRQ12一括読出しレジスタ(IRQ12MON)は、割込みベクタ No.28に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ12MONは、外部割込み ch.0～ch.7の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 EXTINT 

属性 R R 

初期値 0x00 0x00 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit7:0] EXTINT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 外部割込み ch.7の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.7の割込み要求あり 

6 
0 外部割込み ch.6の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.6の割込み要求あり 

5 
0 外部割込み ch.5の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.5の割込み要求あり 

4 
0 外部割込み ch.4の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.4の割込み要求あり 

3 
0 外部割込み ch.3の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.3の割込み要求あり 

2 
0 外部割込み ch.2の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.2の割込み要求あり 

1 
0 外部割込み ch.1の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.1の割込み要求あり 

0 
0 外部割込み ch.0の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.0の割込み要求あり 
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2.9 IRQ13一括読出しレジスタ(IRQ13MON) 

IRQ13一括読出しレジスタ(IRQ13MON)は、割込みベクタ No.29に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ13MONは、外部割込み ch.8～ch.31の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 EXTINT 

属性 R R 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field EXTINT 

属性 R 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:24] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit23:0] EXTINT: 

bit番号 bit 説明 

23 
0 外部割込み ch.31の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.31の割込み要求あり 

22 
0 外部割込み ch.30の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.30の割込み要求あり 

21 
0 外部割込み ch.29の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.29の割込み要求あり 

20 
0 外部割込み ch.28の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.28の割込み要求あり 

19 
0 外部割込み ch.27の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.27の割込み要求あり 

18 
0 外部割込み ch.26の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.26の割込み要求あり 

17 
0 外部割込み ch.25の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.25の割込み要求あり 

16 
0 外部割込み ch.24の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.24の割込み要求あり 

15 
0 外部割込み ch.23の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.23の割込み要求あり 

14 
0 外部割込み ch.22の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.22の割込み要求あり 
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bit番号 bit 説明 

13 
0 外部割込み ch.21の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.21の割込み要求あり 

12 
0 外部割込み ch.20の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.20の割込み要求あり 

11 
0 外部割込み ch.19の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.19の割込み要求あり 

10 
0 外部割込み ch.18の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.18の割込み要求あり 

9 
0 外部割込み ch.17の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.17の割込み要求あり 

8 
0 外部割込み ch.16の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.16の割込み要求あり 

7 
0 外部割込み ch.15の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.15の割込み要求あり 

6 
0 外部割込み ch.14の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.14の割込み要求あり 

5 
0 外部割込み ch.13の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.13の割込み要求あり 

4 
0 外部割込み ch.12の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.12の割込み要求あり 

3 
0 外部割込み ch.11の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.11の割込み要求あり 

2 
0 外部割込み ch.10の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.10の割込み要求あり 

1 
0 外部割込み ch.9の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.9の割込み要求あり 

0 
0 外部割込み ch.8の割込み要求なし 

1 外部割込み ch.8の割込み要求あり 
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2.10 IRQ14一括読出しレジスタ(IRQ14MON) 

IRQ14一括読出しレジスタ(IRQ14MON)は、割込みベクタ No.30に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ14MONは、QPRCとデュアルタイマの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 QUDINT TIMINT 

属性 R R R 

初期値 0x00 000000 00 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit7:2] QUDINT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 QPRC ch.0 PC一致&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PC一致&RC一致の割込み要求あり 

6 
0 QPRC ch.0 RC範囲外検出の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 RC範囲外検出の割込み要求あり 

5 
0 QPRC ch.0 PCカウント反転の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PCカウント反転の割込み要求あり 

4 

0 
QPRC ch.0 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求なし 

1 
QPRC ch.0 オーバフロー/アンダフロー/ゼロインデックスの 

割込み要求あり 

3 
0 QPRC ch.0 PC&RC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PC&RC一致の割込み要求あり 

2 
0 QPRC ch.0 PC一致の割込み要求なし 

1 QPRC ch.0 PC一致の割込み要求あり 
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[bit1:0] TIMINT: 

bit番号 bit 説明 

1 
0 デュアルタイマ TIMINT2の割込み要求なし 

1 デュアルタイマ TIMINT2の割込み要求あり 

0 
0 デュアルタイマ TIMINT1の割込み要求なし 

1 デュアルタイマ TIMINT1の割込み要求あり 
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2.11 IRQ15～IRQ18一括読出しレジスタ(IRQ15MON～IRQ18MON) 

IRQ15一括読出しレジスタ(IRQ15MON)は、割込みベクタ No.31に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ16一括読出しレジスタ(IRQ16MON)は、割込みベクタ No.32に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ17一括読出しレジスタ(IRQ17MON)は、割込みベクタ No.33に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ18一括読出しレジスタ(IRQ18MON)は、割込みベクタ No.34に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ15MONは、MFS ch.0の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ16MONは、MFS ch.1の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ17MONは、MFS ch.2の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ18MONは、MFS ch.3の受信割込み要求、送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT 

属性 R R 

初期値 0000000000000 000 

レジスタ機能 

[bit31:3] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit2:0] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

2 
0 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求あり 

1 
0 MFSの該当するチャネルの送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル.の送信割込み要求あり 

0 
0 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求あり 
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2.12 IRQ19/21一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ19一括読出しレジスタ(IRQ19MON)は、割込みベクタ No.35に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ21一括読出しレジスタ(IRQ21MON)は、割込みベクタ No.37に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ19MONは、MFS ch.4の受信割込み要求の状態を示します。 

IRQ21MONは、MFS ch.5の受信割込み要求の状態を示します。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT 

属性 R R 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit0] MFSINT: 

bit 説明 

0 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求あり 
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2.13 IRQ20/22一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ20一括読出しレジスタ(IRQ20MON)は、割込みベクタ No.36に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ22一括読出しレジスタ(IRQ22MON)は、割込みベクタ No.38に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

 

IRQ20MONは、MFS ch.4の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

IRQ22MONは、MFS ch.5の送信割込み要求、ステータス割込み要求の状態を示します。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT 

属性 R R 

初期値 00000000000000 00 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit1:0] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

1 
0 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求あり 

0 
0 MFSの該当するチャネルの送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルの送信割込み要求あり 
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2.14 IRQ23一括読出しレジスタ(IRQ23MON) 

IRQ23一括読出しレジスタ(IRQ23MON)は、割込みベクタ No.39に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ23MONは、PPGの割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 PPGINT 

属性 R R 

初期値 0000000 000000000 

レジスタ機能 

[bit31:9] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit8:0] PPGINT: 

bit番号 bit 説明 

8 
0 PPG ch.20の割込み要求なし 

1 PPG ch.20の割込み要求あり 

7 
0 PPG ch.18の割込み要求なし 

1 PPG ch.18の割込み要求あり 

6 
0 PPG ch.16の割込み要求なし 

1 PPG ch.16の割込み要求あり 

5 
0 PPG ch.12の割込み要求なし 

1 PPG ch.12の割込み要求あり 

4 
0 PPG ch.10の割込み要求なし 

1 PPG ch.10の割込み要求あり 

3 
0 PPG ch.8の割込み要求なし 

1 PPG ch.8の割込み要求あり 

2 
0 PPG ch.4の割込み要求なし 

1 PPG ch.4の割込み要求あり 

1 
0 PPG ch.2の割込み要求なし 

1 PPG ch.2の割込み要求あり 

0 
0 PPG ch.0の割込み要求なし 

1 PPG ch.0の割込み要求あり 
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2.15 IRQ24一括読出しレジスタ(IRQ24MON) 

IRQ24一括読出しレジスタ(IRQ24MON)は、割込みベクタ No.40に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ24MONは、RTC, 時計カウンタ, メイン PLL発振, サブ発振とメインクロック発振の割込み要求の状態を

示します。 

レジスタ構成 

bit 31  8 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 RTCINT WCINT 予約 MPLLINT SOSCINT MOSCINT 

属性 R R R - R R R 

初期値 00 0 0 - 0 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:6] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit5] RTCINT: 

bit 説明 

0 RTCの割込み要求なし 

1 RTCの割込み要求あり 

 

[bit4] WCINT: 

bit 説明 

0 時計カウンタの割込み要求なし 

1 時計カウンタの割込み要求あり 

 

[bit3] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit2] MPLLINT: 

bit 説明 

0 メイン PLL発振の安定待ち完了割込み要求なし 

1 メイン PLL発振の安定待ち完了割込み要求あり 
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[bit1] SOSCINT: 

bit 説明 

0 サブクロック発振の安定待ち完了割込み要求なし 

1 サブクロック発振の安定待ち完了割込み要求あり 

 

[bit0] MOSCINT: 

bit 説明 

0 メインクロック発振の安定待ち完了割込み要求なし 

1 メインクロック発振の安定待ち完了割込み要求あり 
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2.16 IRQ25/26一括読出しレジスタ(IRQxxMON) 

IRQ25一括読出しレジスタ(IRQ25MON)は、割込みベクタ No.41に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ26一括読出しレジスタ(IRQ26MON)は、割込みベクタ No.42に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ25MONは、A/Dコンバータ unit 0とMFS ch.9の割込み要求の状態を示します。 

IRQ26MONは、A/Dコンバータ unit 1とMFS ch.10の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT ADCINT 

属性 R R R 

初期値 0x00 000 00000 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit7:5] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

7 
0 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルのステータス割込み要求あり 

6 
0 MFSの該当するチャネルの送信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネル.の送信割込み要求あり 

5 
0 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求なし 

1 MFSの該当するチャネルの受信割込み要求あり 
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[bit4:0] ADCINT: 

bit番号 bit 説明 

4 
0 A/Dコンバータの該当する unitの範囲比較結果の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの範囲比較結果の割込み要求あり 

3 
0 A/Dコンバータの該当する unitの変換結果比較の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの変換結果比較の割込み要求あり 

2 
0 A/Dコンバータの該当する unitの FIFOオーバランの割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの FIFOオーバランの割込み要求あり 

1 
0 A/Dコンバータの該当する unitのスキャン変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitのスキャン変換の割込み要求あり 

0 
0 A/Dコンバータの該当する unitの優先変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータの該当する unitの優先変換の割込み要求あり 
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2.17 IRQ27一括読出しレジスタ(IRQ27MON) 

IRQ27一括読出しレジスタ(IRQ27MON)は、割込みベクタ No.43に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ27MONは、A/Dコンバータ unit 2, LCDコントローラとMFS ch.11の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R  

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 MFSINT LCDCINT ADCINT 

属性 R R R R 

初期値 0000000 000 0 00000 

レジスタ機能 

[bit31:9] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit8:6] MFSINT: 

bit番号 bit 説明 

8 
0 MFS ch.11のステータス割込み要求なし 

1 MFS ch.11のステータス割込み要求あり 

7 
0 MFS ch.11の送信割込み要求なし 

1 MFS ch.11.の送信割込み要求あり 

6 
0 MFS ch.11の受信割込み要求なし 

1 MFS ch.11の受信割込み要求あり 

 

[bit5] LCDCINT: 

bit 説明 

0 LCDコントローラの割込み要求なし 

1 LCDコントローラの割込み要求あり 
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[bit4:0] ADCINT: 

bit番号 bit 説明 

4 
0 A/Dコンバータ unit 2の範囲比較結果の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の範囲比較結果の割込み要求あり 

3 
0 A/Dコンバータ unit 2の変換結果比較の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の変換結果比較の割込み要求あり 

2 
0 A/Dコンバータ unit 2の FIFOオーバランの割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の FIFOオーバランの割込み要求あり 

1 
0 A/Dコンバータ unit 2のスキャン変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2のスキャン変換の割込み要求あり 

0 
0 A/Dコンバータ unit 2の優先変換の割込み要求なし 

1 A/Dコンバータ unit 2の優先変換の割込み要求あり 
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2.18 IRQ28/29一括読出しレジスタ (IRQxxMON) 

IRQ28一括読出しレジスタ(IRQ28MON)は、割込みベクタ No.44に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ29一括読出しレジスタ(IRQ29MON)は、割込みベクタ No.45に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ28MONは、MFT unit 0の割込み要求の状態を示します。 

IRQ29MONは、MFT unit 1の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field OCUINT ICUINT FRTINT 

属性 R R R 

初期値 000000 0000 000000 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit15:10] OCUINT: 

bit番号 bit 説明 

15 
0 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.5の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.5の割込み要求あり 

14 
0 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.4の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.4の割込み要求あり 

13 
0 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.3の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.3の割込み要求あり 

12 
0 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.2の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.2の割込み要求あり 

11 
0 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.1の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.1の割込み要求あり 

10 
0 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.0の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのアウトプットコンペア ch.0の割込み要求あり 
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[bit9:6] ICUINT: 

bit番号 bit 説明 

9 
0 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.3の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.3の割込み要求あり 

8 
0 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.2の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.2の割込み要求あり 

7 
0 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.1の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.1の割込み要求あり 

6 
0 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.0の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのインプットキャプチャ ch.0の割込み要求あり 

 

[bit5:0] FRTINT: 

bit番号 bit 説明 

5 
0 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求あり 

4 
0 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求あり 

3 
0 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求あり 

2 
0 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求あり 

1 
0 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求あり 

0 
0 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFTの該当する unitのフリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求あり 
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2.19 IRQ30一括読出しレジスタ(IRQ30MON) 

IRQ30一括読出しレジスタ(IRQ30MON)は、割込みベクタ No.46に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ30MONは、MFT unit 2の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 予約 

属性 R R 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field OCUINT ICUINT FRTINT 

属性 R R R 

初期値 000000 0000 000000 

レジスタ機能 

[bit31:24] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit23:16] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit15:10] OCUINT: 

bit番号 bit 説明 

15 
0 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.5の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.5の割込み要求あり 

14 
0 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.4の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.4の割込み要求あり 

13 
0 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.3の割込み要求あり 

12 
0 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.2の割込み要求あり 

11 
0 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.1の割込み要求あり 

10 
0 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のアウトプットコンペア ch.0の割込み要求あり 
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[bit9:6] ICUINT: 

bit番号 bit 説明 

9 
0 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.3の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.3の割込み要求あり 

8 
0 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.2の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.2の割込み要求あり 

7 
0 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.1の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.1の割込み要求あり 

6 
0 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.0の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のインプットキャプチャ ch.0の割込み要求あり 

 

[bit5:0] FRTINT: 

bit番号 bit 説明 

5 
0 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.2ゼロ検出の割込み要求あり 

4 
0 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.1ゼロ検出の割込み要求あり 

3 
0 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.0ゼロ検出の割込み要求あり 

2 
0 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.2ピーク値検出の割込み要求あり 

1 
0 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.1ピーク値検出の割込み要求あり 

0 
0 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求なし 

1 MFT unit 2のフリーランタイマ ch.0ピーク値検出の割込み要求あり 
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2.20 IRQ31一括読出しレジスタ(IRQ31MON) 

IRQ31一括読出しレジスタ(IRQ31MON)は、割込みベクタ No.47に割り当てられた割込み要求を一括で読み出

せます。 

IRQ31MONは、フラッシュメモリとベースタイマ ch.0～ch.7の割込み要求の状態を示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 FLASHINT 予約 

属性 R R R 

初期値 0000 0 00000000000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field BTINT 

属性 R 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

 

[bit27] FLASHINT: 

bit 説明 

0 フラッシュメモリの RDY割込み要求または HANG割込み要求なし 

1 フラッシュメモリの RDY割込み要求または HANG割込み要求あり 

 

[bit26:16] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 
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[bit15:0] BTINT: 

bit番号 bit 説明 

15 
0 ベースタイマ ch.7の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.7の IRQ1割込み要求あり 

14 
0 ベースタイマ ch.7の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.7の IRQ0割込み要求あり 

13 
0 ベースタイマ ch.6の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.6の IRQ1割込み要求あり 

12 
0 ベースタイマ ch.6の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.6の IRQ0割込み要求あり 

11 
0 ベースタイマ ch.5の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.5の IRQ1割込み要求あり 

10 
0 ベースタイマ ch.5の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.5の IRQ0割込み要求あり 

9 
0 ベースタイマ ch.4の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.4の IRQ1割込み要求あり 

8 
0 ベースタイマ ch.4の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.4の IRQ0割込み要求あり 

7 
0 ベースタイマ ch.3の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.3の IRQ1割込み要求あり 

6 
0 ベースタイマ ch.3の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.3の IRQ0割込み要求あり 

5 
0 ベースタイマ ch.2の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.2の IRQ1割込み要求あり 

4 
0 ベースタイマ ch.2の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.2の IRQ0割込み要求あり 

3 
0 ベースタイマ ch.1の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.1の IRQ1割込み要求あり 

2 
0 ベースタイマ ch.1の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.1の IRQ0割込み要求あり 

1 
0 ベースタイマ ch.0の IRQ1割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.0の IRQ1割込み要求あり 

0 
0 ベースタイマ ch.0の IRQ0割込み要求なし 

1 ベースタイマ ch.0の IRQ0割込み要求あり 

 

 

Table 2-2に示すようにベースタイマの割込み要因 IRQ0および IRQ1は、使用するベースタイマ機能によって

異なります。 
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Table 2-2 ベースタイマの各機能での割込み要因 

機能 割込み要因 IRQ0 割込み要因 IRQ1 

16ビット PWMタイマ 
アンダフロー検出/ 

デューティ一致検出 
タイマ起動トリガ検出 

16ビット PPGタイマ アンダフロー検出 タイマ起動トリガ検出 

16/32ビットリロードタイマ アンダフロー検出 タイマ起動トリガ検出 

16/32ビット PWCタイマ オーバフロー検出 測定終了検出 
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2.21 割込み要因ベクタリロケート設定レジスタ(IRQCMODE) 

割込み要因ベクタリロケート設定レジスタ(IRQCMODE)は、『割込み(A)』の章にある Table 1-1または本章の

Table 1-1に従って割込み要因ベクタを割り当てるかを選択できます。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 IRQCMODE 

属性 R/W R/W 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"を書き込んでください。"0"が読み出されます。 

 

[bit0] IRQCMODE: 

bit 説明 

0 割込み要因ベクタを『割込み(A)』の Table 1-1の通りに割り当てます。 

1 割込み要因ベクタを本章の Table 1-1の通りに割り当てます。 
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2.22 割込み要因選択レジスタ 0 (RCINTSEL0) 

割込み要因選択レジスタ 0 (RCINTSEL0)は、割込みベクタ No.19～22の割込み要因を選択します。

IRQCMODE=1の場合に有効です。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field INTSEL3 INTSEL2 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field INTSEL1 INTSEL0 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

レジスタ機能 

[bit31:24] INTSEL3 

割込みベクタ No.22の割込み要因を選択*します。 

[bit23:16] INTSEL2 

割込みベクタ No.21の割込み要因を選択*します。 

[bit15:8] INTSEL1 

割込みベクタ No.20の割込み要因を選択*します。 

[bit7:0] INTSEL0 

割込みベクタ No.19の割込み要因を選択*します。 

*: 選択割込み要因は、Table 2-3を参照してください。 

 

＜注意事項＞ 

− RCINTSEL0で選択した割込み要因は IRQ11～IRQ31ではマスクされます。(IRQ11MON～IRQ31MON

レジスタの該当ビットもマスクされます。) 

INTSEL0～INTSEL7ビットで選択する割込み要因は重複しないように設定してください。 
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2.23 割込み要因選択レジスタ 1 (RCINTSEL1) 

割込み要因選択レジスタ 1 (RCINTSEL1)は、割込みベクタ No.23～26の割込み要因を選択します。

IRQCMODE:IRQCMODE=1の場合に有効です。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field INTSEL7 INTSEL6 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field INTSEL5 INTSEL4 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

レジスタ機能 

[bit31:24] INTSEL7 

割込みベクタ No.26の割込み要因を選択*します。 

[bit23:16] INTSEL6 

割込みベクタ No.25の割込み要因を選択*します。 

[bit15:8] INTSEL5 

割込みベクタ No.24の割込み要因を選択*します。 

[bit7:0] INTSEL4 

割込みベクタ No.23の割込み要因を選択*します。 

*: 選択割込み要因は Table 2-3を参照してください。 

 

＜注意事項＞ 

− RCINTSEL1で選択した割込み要因は IRQ11～IRQ31ではマスクされます。(IRQ11MON～IRQ31MON

レジスタの該当ビットもマスクされます。) 

INTSEL0～INTSEL7ビットで選択する割込み要因は重複しないように設定してください。 
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Table 2-3 割込み要因選択 

RCINTSELx:INTSELx設定値 割込み要因 

0x00 割込み要因が選択されません。 

0x01 外部割込み ch.0 

0x02 外部割込み ch.1 

0x03 外部割込み ch.2 

0x04 外部割込み ch.3 

0x05 外部割込み ch.4 

0x06 外部割込み ch.5 

0x07 外部割込み ch.6 

0x08 外部割込み ch.7 

0x09 外部割込み ch.8 

0x0A 外部割込み ch.9 

0x0B 外部割込み ch.10 

0x0C 外部割込み ch.11 

0x0D ベースタイマ ch.0の IRQ0/IRQ1 

0x0E ベースタイマ ch.1の IRQ0/IRQ1 

0x0F ベースタイマ ch.2の IRQ0/IRQ1 

0x10 ベースタイマ ch.3の IRQ0/IRQ1 

0x11 ベースタイマ ch.4の IRQ0/IRQ1 

0x12 ベースタイマ ch.5の IRQ0/IRQ1 

0x13 ベースタイマ ch.6の IRQ0/IRQ1 

0x14 ベースタイマ ch.7の IRQ0/IRQ1 

0x15 MFS ch.0の受信割込み 

0x16 MFS ch.1の受信割込み 

0x17 MFS ch.2の受信割込み 

0x18 MFS ch.3の受信割込み 

0x19 MFT unit 0フリーランタイマ ch.0ゼロ検出割込み 

0x1A MFT unit 1フリーランタイマ ch.0ゼロ検出割込み 

0x1B MFT unit 2フリーランタイマ ch.0ゼロ検出割込み 

0x1C Reserved 

0x1D Reserved 

0x1E Reserved 

0x1F Reserved 

0x20 MFS ch.8の受信割込み 

0x21 MFS ch.9の受信割込み 

0x22 MFS ch.10の受信割込み 

0x23 MFS ch.11の受信割込み 

0x24 MFS ch.12の受信割込み 

0x25 MFS ch.13の受信割込み 

0x26 MFS ch.14の受信割込み 

0x27 MFS ch.15の受信割込み 

0x28 MFS ch.8の送信/ステータス割込み 

0x29 MFS ch.9の送信/ステータス割込み 
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RCINTSELx:INTSELx設定値 割込み要因 

0x2A MFS ch.10の送信/ステータス割込み 

0x2B MFS ch.11の送信/ステータス割込み 

0x2C MFS ch.12の送信/ステータス割込み 

0x2D MFS ch.13の送信/ステータス割込み 

0x2E MFS ch.14の送信/ステータス割込み 

0x2F MFS ch.15の送信/ステータス割込み 

0x30～0xFF Reserved 

3. 使用上の注意 

割込みコントローラを使用する際は、次の点を注意してください。 

− 各周辺リソースからの割込み要求信号はレベルで通知されています。割込み処理から抜ける場合には、

必ずその割込み要求をクリアしてください。 

− NMIX端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設定

されており、NMI入力はマスクされています。NMIを使用する場合は、ポートの設定にて NMIを許可

してください。詳細は別章『外部割込み・NMI制御部』を参照してください。 

− 各周辺リソースにおける具体的なイベント検出レジスタと割込み許可レジスタの対応は、各マクロの章

を参照してください。 
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CHAPTER 7-5: 割込み構成(TYPE2) 

 

割込みコントローラ(TYPE2)と周辺割込み要求(TYPE2)について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AFIRQC_T2_FM0-J03.0 
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1. 概要 

割込 Cortex-M0+ CPU コアには、ネスト型ベクタ割込みコントローラ(NVIC)が内蔵されています。NVIC は予

約済みのシステム例外と 32 の周辺割込みをサポートし、4 つの割込み優先度レベルの優先順位を設定できま

す(内蔵の 2 ビットレジスタを使用します)。マイクロコントローラ(TYPE2)に搭載されている周辺機能からの

割込み信号、および NVIC と割込み信号(TYPE2)との接続について説明します。 
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2. 構成 

ブロックダイアグラム 

 

Figure 2-1 割込み信号（TYPE2）と NVICの接続 
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Figure 2-1 は、NVIC がどのように、周辺機能からの割込み信号入力と DSTC に接続されるかを示したもので

す。接続の詳細について、以下に説明します。 

NVIC 

NVIC は、予約されているシステム例外と 32 個の周辺割込みに対応します。NVIC の詳細については、

『Cortex-M0+テクニカルリファレンスマニュアル』を参照してください。『Cortex-M0+テクニカルリファレン

スマニュアル』では、予約されているシステム例外を除く例外は"外部割込み(IRQ)"として定義されています。

本書では、マイクロコントローラの外部入力端子からの外部割込みと区別するため、外部割込み(IRQ)を周辺

割込みと呼びます。 

NVIC の割込み優先度レジスタは 2 ビットで構成され、4 つの割込み優先レベルを設定可能です。 

予約済みのシステム例外 No.4～15 に対応する優先度は、NVIC に搭載されているシステムハンドラ優先度レ

ジスタ(アドレス : 0xE000ED18, 0xE000ED1C, 0xE000ED20)を使用して設定可能です。 

例外 No.16～47 の周辺割込みに対応する優先度は、NVIC に搭載されている IRQ 優先度レジスタ(アドレス : 

0xE000E400～0xE000E41C)を使用して設定可能です。 

NVIC はノンマスカブル割込み(NMI)入力をサポートしています。 

割込み集約および一括読出しレジスタ 

各周辺機能から入力される割込み信号( Figure 2-1 の Interrupt signals from peripheral units)は、図に示す論理 OR

回路により集約されます。集約された割込み信号は、NVIC に存在する 32 の周辺割込みのいずれか 1 つに接

続されます。NVIC の割込み出力がどの周辺機能に割り当てられるかについては、Table 2-1 を参照してくださ

い。 

割込み信号は論理 OR 回路により集約されるため、NVIC の 1 つの割込みは複数のソースから生成されます。

割込みが生成されたとき、その割込みを引き起こしたソースは、割込み一括読出しレジスタ(Figure 2-1 の

IRQxxMON reg.)を読み出すことで識別できます。割込み一括読出しレジスタ(IRQ00MON から IRQ31MON ま

で)は、NVIC のすべての周辺割込み入力をカバーします。 

IRQxxxMON レジスタの各ビットは各製品で非搭載の場合、予約ビットです。 

外部割込み・NMI 制御部からのノンマスカブル割込み信号(NMI)と、ハードウェアウォッチドッグタイマか

らの割込み信号(HW-Watchdog)は、論理 OR されて、NVIC の例外 2 入力に接続されています。EXC02MON

レジスタを読出して、どちらの要因により割込みが発生しているかを判別できます。 

割込み要因ベクタリロケート機能 

IRQCMODE ビットの設定により Table 2-1 に示す 2 種類の割込み要因ベクタアサインを選択できます。

IRQCMODE ビットについては『割込み(B)』を参照してください。 

各設定の詳細については Table 2-1 の各章を参照ください。 

また、RCINTSEL0, RCINTSEL1 レジスタにより任意の割込み要因を選択できます。RCINTSEL0, RCINTSEL1

レジスタの詳細は『割込み(B)』を参照してください。 
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Table 2-1 割り込み章対応表 

IRQCMODE設定 参照先 

IRQCMODE=0 

リロケート非選択時 
『割込み(TYPE2-A)』の章 

IRQCMODE=1 

リロケート選択時 
『割込み(TYPE2-B)』の章 

 

DSTC転送要求と DSTC転送終了通知の接続選択 

DSTC の DMA 転送を使用する周辺機能には 2 つのタイプがあります。割込みを DSTC への転送要求として使

用するタイプと、割込みと DSTC への転送要求が分かれているタイプがあります。 

割込みを DSTC への転送要求として使用する周辺機能では、割込み信号を、DSTC への DMA 転送要求信号と

して使用できます。DSTC の DREQENB[n]レジスタ設定により、周辺機能からの割込み信号が、DMA 転送要

求として認識されます。 

割込みと DSTC への転送要求が分かれているタイプの周辺機能は、プログラマブル CRC です。この周辺機

能では割込みとは別に DSTC 転送要求信号を持っています。 

機能の相違点を Table 2-2 に示します。 

 

Table 2-2 DSTCを使用する周辺機能の違い 

周辺機能のタイプ 
DREQENB[n]=0のとき DREQENB[n]=1のとき 

回路の状態 IRQxxMON NVICへの通知 回路の状態 IRQxxMON NVICへの通知 

割込みと DSTC への転送 

要求が分かれている周辺 

機能 

(プログラマブル CRC) 

SEL3はGNDを

選択します。 

周辺機能から

の割込みを表

示 

(DSTC からの

転送完了割込

みは発生しな

い)。 

周辺機能から

の割込み 

(DSTC からの

転送完了割込

みは発生しな

い)。 

SEL3 は、周辺

機能から DMA

転送要求を選

択。 

周辺機能から

の割込みと、

DSTC からの転

送完了割込み

を別レジスタ

でそれぞれ表

示 

周辺機能から

の 割 込 み と

DSTC からの割

込みの両方 

割込みを DSTC への転送 

要求として使用する周辺 

機能 

(プログラマブル CRC 以外

のDSTC転送を使用する周

辺機能)。 

SEL2 が、周辺

機能からの割

込みを選択。 

周辺機能から

の割込みを表

示。 

周辺機能から

の割込み 

SEL2 が、DSTC

からの割込み

を選択。 

DSTC からの割

込みを表示 

 

DSTC からの割

込み 

 

周辺機割込みを DSTC への転送要求として使用するタイプの周辺機能の場合、NVIC に入力される割込み信

号はセレクタ回路(図中：SEL2)にて、DSTC から出力される DMA 転送の終了通知信号(図中：HWINT[n] from 

DSTC)と、周辺機能からの割込み信号のいずれが接続されるかが選択されます。SEL2 の切換えは、DSTC 内

の DREQENB[n]レジスタ設定により切換えが行われます。 

DSTC による DMA 転送を選択している場合、周辺からの割込みの代わりに DSTC からの転送終了割込みが

発生します。図のような回路構成であるため、DSTC からの転送終了割込みは、IRQxxMON レジスタの該当 bit 

から読み出すことができます。また、割込みリロケート機能を適用することができます。 
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DSTC が選択されているときに DMA 転送が行われると、DSTC からの転送完了割込みが、周辺からの割込み

の代わりに発生します。図に示されている回路構成により、DSTC からの転送完了割込みは IRQxxxMON レジ

スタの対応ビットから読出し可能です。また、割込みリロケート機能を適用できます。 

割込みと DSTC への転送要求が分かれているタイプの周辺機能の場合、DSTC の DREQENB レジスタ設定

により周辺機能からの DSTC 転送要求を DSTC に接続するかどうかの選択(図中:SEL3)  を行います。また、

この場合セレクタ回路(図中：SEL2)を介さず周辺機能からの割り込みと DSTC からの転送終了割込みがそれぞ

れ NVIC に入力されます。DSTC からの転送終了割込みと周辺機能の割込みは、それぞれ別の IRQxxxMON

レジスタの該当 bit から読み出すことができます。また、割込みリロケート機能を適用することができます。  

各周辺機能からの DSTC 転送要求の詳細については各周辺機能の章を参照してください。 

DMA転送承認信号の接続 

DMA 転送完了後、転送要求信号(割込み信号)のクリアが必要な周辺機能ブロックがあります。これらの周辺

機能に対して、DSTC から転送要求信号のクリア処理がなされます。図中に記載していませんが、SEL2 にて、

DSTC による DMA 転送を選択した場合、DSTC からの DMA 転送承認信号が周辺機能に接続されます。 

DMA転送停止信号の接続 

マルチ・ファンクション・シリアル・ユニット(以下 MFS  と略)からは、DMA  転送停止要求信号が出力さ

れます。図中の記載は省略していますが、SEL2 の選択により、以下の接続が行われます。  

SEL2 にて DSTCとMFSの接続選択を行った場合、転送停止要求信号により DSTCは転送動作を停止します。

MFS からの転送停止要求信号がネゲートされるまで、DSTC は転送動作を行わなくなります。また、MFS か

らの転送停止要求信号は、DSTC の転送終了割込み(HWINT[n]信号)と論理 OR され、割込み信号として NVIC 

に通知されます。 
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CHAPTER 7-6: 割込み(TYPE2-A) 

 

IRQCMODE=0時の例外と割り込み要因ベクタ、レジスタについて説明します。(TYPE2) 

 

1. 割込み一覧 

2. レジスタ 

3. 使用上の注意 
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1. 割込み一覧 

NVICへ入力される例外と割込みの要因、DSTCの DMA転送によって転送可能な割込みの一覧を示します。 

1.1 例外および割込みの一覧 

NVICへ入力される例外および割込みソースの一覧を、Table 1-1に示します。以下は、Table 1-1の各列の詳細

です。 

Exc No  

NVICの例外番号を示します。 

IRQ No 

周辺割込み番号を示します。IRQNo.= Exc No. – 16の値となります。 

Vector offset 

割込みにより参照されるベクタの格納 offset アドレスを示します。 

Bit 

割込み要因が、一括読出しレジスタ(IRQxxxMON, EXC02MON)のどのビット位置で読出せるのかを示します。1 

個の IRQ に対して、複数ビットの記載が存在する場合、それらの要因が論理 OR されていることを示し、各

要因が対応するビット位置から読出せます。1個の IRQ に対して、0の記載のみの場合は、複数割込みの論理 OR 

がないことを示します。記載値が"-"の場合、一括読出しレジスタが存在しないことを示します。  

DSTC 

記載値が数字の場合、割込みをDSTCへの転送要求として使用するタイプの周辺機能で、DSTC による DMA 転

送に対応している割込み信号であることを示します。記載数字は DSTCの DREQENB[n]レジスタのビット番号

を示します。この場合、DSTCの DREQENB[n]レジスタの設定により、接続が切り換わります。DREQENB[n]=0

の場合は、記載されている割込みが NVICに入力されます。DREQENB[n]=1の場合は、DSTCからの転送終了

通知が NVICに入力されます。 

記載値が"*"の場合、割込みと DSTC への転送要求が分かれているタイプの周辺機能で、DSTCによる DMA 転

送終了割り込みのみが入力されていることを示します。周辺機能からの転送要求信号は NVIC に入力されず、

その転送終了により DSTC から発生する転送終了割り込み（HWINT[n]）が、NVIC に入力されます。 

記載値が"-"の場合、DSTC による DMA 転送に対応していないことを示します。 

例外と割込み要因 

例外と割込み要因の名称を記載します。複数存在する場合、各周辺機能内の割込み要因が論理 ORされている

ことを示します。また単独の記載であっても、各周辺機能の内部にて、複数の割込み要因が論理 OR されてい

ることがあります。各周辺機能の説明を参照してください。 
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Table 1-1 例外と割込み要因の一覧 (IRQCMODE=0) 

Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

0 - 0x000 - - (Stack pointer initial value) 

1 - 0x004 - - Reset 

2 - 0x008 
1 - Hardware watchdog timer interrupt 

0 - Non-maskable interrupt (NMI) 

3 - 0x00C - - Hard fault 

4 - 0x010 - - Reserved 

5 - 0x014 - - Reserved 

6 - 0x018 - - Reserved 

7 ~ 10 - 
0x01C 

|  0x02B 
- - Reserved 

11 - 0x02C - - SVCall (supervisor call) 

12 - 0x030 - - Reserved 

13 - 0x034 - - Reserved 

14 - 0x038 - - PendSV 

15 - 0x03C - - SysTick 

16 0 0x040 0 - Anomalous frequency detection interrupt by Clock supervisor (FCS) 

17 1 0x044 0 - Software watchdog timer interrupt 

18 2 0x048 0 - Low-voltage detection (LVD) interrupt 

19 3 0x04C 

3 25 MFT unit 0 WFG timer 54 interrupt 

2 24 MFT unit 0 WFG timer 32 interrupt 

1 23 MFT unit 0 WFG timer 10 interrupt 

0 - MFT unit 0 DTIF (motor emergency stop) interrupt 

20 4 0x050 

7 7 External Pin Interrupt ch.7 

6 6 External Pin Interrupt ch.6 

5 5 External Pin Interrupt ch.5 

4 4 External Pin Interrupt ch.4 

3 3 External Pin Interrupt ch.3 

2 2 External Pin Interrupt ch.2 

1 1 External Pin Interrupt ch.1 

0 0 External Pin Interrupt ch.0 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

21 5 0x054 

15 - External Pin Interrupt ch.23 

14 - External Pin Interrupt ch.22 

13 - External Pin Interrupt ch.21 

12 - External Pin Interrupt ch.20 

11 - External Pin Interrupt ch.19 

10 - External Pin Interrupt ch.18 

9 - External Pin Interrupt ch.17 

8 - External Pin Interrupt ch.16 

7 - External Pin Interrupt ch.15 

6 - External Pin Interrupt ch.14 

5 - External Pin Interrupt ch.13 

4 12 External Pin Interrupt ch.12 

3 11 External Pin Interrupt ch.11 

2 10 External Pin Interrupt ch.10 

1 9 External Pin Interrupt ch.9 

0 8 External Pin Interrupt ch.8 

22 6 0x058 
1 - Dual timer interrupt ch.2 

0 - Dual timer interrupt ch.1 

23 7 0x05C 0 46 Reception Interrupt of MFS ch.0 

24 8 0x060 
1 - Status Interrupt of MFS ch.0 

0 47 Transmit Interrupt of MFS ch.0 

25 9 0x064 0 48 Reception Interrupt of MFS ch.1 

26 10 0x068 
1 - Status Interrupt of MFS ch.1 

0 49 Transmit Interrupt of MFS ch.1 

27 11 0x06C 0 50 Reception Interrupt of MFS ch.2 

28 12 0x070 
1 - Status Interrupt of MFS ch.2 

0 51 Transmit Interrupt of MFS ch.2 

29 13 0x074 0 52 Reception Interrupt of MFS ch.3 

30 14 0x078 
1 - Status Interrupt of MFS ch.3 

0 53 Transmit Interrupt of MFS ch.3 

31 15 0x07C 0 54 Reception Interrupt of MFS ch.4 

32 16 0x080 
1 - Status Interrupt of MFS ch.4 

0 55 Transmit Interrupt of MFS ch.4 

33 17 0x084 0 56 Reception Interrupt of MFS ch.5 

34 18 0x088 
1 - Status Interrupt of MFS ch.5 

0 57 Transmit Interrupt of MFS ch.5 

35 19 0x08C 0 58 Reception Interrupt of MFS ch.6 

36 20 0x090 
1 - Status Interrupt of MFS ch.6 

0 59 Transmit Interrupt of MFS ch.6 

37 21 0x094 0 60 Reception Interrupt of MFS ch.7 

38 22 0x098 
1 - Status Interrupt of MFS ch.7 

0 61 Transmit Interrupt of MFS ch.7 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

39 23 0x09C 

12 - DSTC ERINT interrupt 

11 - DSTC SWINT interrupt 

10 - Smart card (IC card) interrupt ch.0 

9 - HDMI-CEC remote control reception interrupt ch.0 

3-8 - Reserved 

2 44 PPG interrupt ch.4 

1 43 PPG interrupt ch.2 

0 42 PPG interrupt ch.0 

40 24 0x0A0 

10 - Smart card (IC card) interrupt ch.1 

9 - HDMI-CEC remote control reception interrupt ch.1 

8~6 - reserved 

5 - Real timer counter interrupt 

4 45 Watch counter interrupt 

3 - PLL of USB oscillation stabilization wait completion interrupt 

2 - Main PLL oscillation stabilization wait completion interrupt 

1 - Sub clock oscillation stabilization wait completion interrupt 

0 - Main clock oscillation stabilization wait completion interrupt 

41 25 0x0A4 

4 - ADC unit0 Range comparison result interrupt 

3 - ADC unit0 result comparison interrupt 

2 - ADC unit0 FIFO overrun interrupt 

1 62 ADC unit0 Scan conversion interrupt 

0 63 ADC unit0 Priority conversion interrupt 

42 26 0x0A8 

5 - 
USB ch.0 host SOFIRQ interrupt 

USB ch.0 host CMPIRQ interrupt 

4 - 

USB ch.0 host DIRQ interrupt 

USB ch.0 host URIRQ interrupt 

USB ch.0 host RWKIRQ interrupt 

USB ch.0 host CNNIRQ interrupt 

3 - USB ch.0 device SPK interrupt 

2 - 

USB ch.0 device SUSP interrupt 

USB ch.0 device SOF interrupt 

USB ch.0 device BRST interrupt 

USB ch.0 device CONF interrupt 

USB ch.0 device WKUP interrupt 

1 - USB ch.0 device endpoint 0 DRQO interrupt 

0 - USB ch.0 device endpoint 0 DRQI interrupt 

43 27 0x0AC 
5 - LCD controller interrupt 

4~0 - reserved 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

44 28 0x0B0 

5 31 MFT unit 0 Free-run Timer zero detection interrupt ch.2 

4 30 MFT unit 0 Free-run Timer zero detection interrupt ch.1 

3 29 MFT unit 0 Free-run Timer zero detection interrupt ch.0 

2 28 MFT unit 0 Free-run Timer peak detection interrupt ch.2 

1 27 MFT unit 0 Free-run Timer peak detection interrupt ch.1 

0 26 MFT unit 0 Free-run Timer peak detection interrupt ch.0 

45 29 0x0B4 

8 - USB ch.0 device endpoint 5 DRQ interrupt 

7 - USB ch.0 device endpoint 4 DRQ interrupt 

6 - USB ch.0 device endpoint 3 DRQ interrupt 

5 - USB ch.0 device endpoint 2 DRQ interrupt 

4 - USB ch.0 device endpoint 1 DRQ interrupt 

3 35 MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.3 

2 34 MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.2 

1 33 MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.1 

0 32 MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.0 

46 30 0x0B8 

5 41 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.5 

4 40 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.4 

3 39 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.3 

2 38 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.2 

1 37 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.1 

0 36 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.0 

 

47 31 0x0BC 

27 - Flash memory RDY, HANG interrupt 

26~

16 
- reserved 

15 - Base timer ch.7 source 1 (IRQ1) 

14 - Base timer ch.7 source 0 (IRQ0) 

13 - Base timer ch.6 source 1 (IRQ1) 

12 22 Base timer ch.6 source 0 (IRQ0) 

11 - Base timer ch.5 source 1 (IRQ1) 

10 - Base timer ch.5 source 0 (IRQ0) 

9 - Base timer ch.4 source 1 (IRQ1) 

8 21 Base timer ch.4 source 0 (IRQ0) 

7 20 Base timer ch.3 source 1 (IRQ1) 

6 19 Base timer ch.3 source 0 (IRQ0) 

5 18 Base timer ch.2 source 1 (IRQ1) 

4 17 Base timer ch.2 source 0 (IRQ0) 

3 16 Base timer ch.1 source 1 (IRQ1) 

2 15 Base timer ch.1 source 0 (IRQ0) 

1 14 Base timer ch.0 source 1 (IRQ1) 

0 13 Base timer ch.0 source 0 (IRQ0) 
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1.2 DSTCに入力される割込み信号 

Table 1-2に DSTC に転送要求信号として入力される割込み信号を示します。番号は DSTC の DREQENB[n]

レジスタの番号に対応します。 

Table 1-2 DSTCに入力される割込み信号一覧 

番号 割込み信号名 

0 External pin interrupt ch.0 

1 External pin interrupt ch.1 

2 External pin interrupt ch.2 

3 External pin interrupt ch.3 

4 External pin interrupt ch.4 

5 External pin interrupt ch.5 

6 External pin interrupt ch.6 

7 External pin interrupt ch.7 

8 External pin interrupt ch.8 

9 External pin interrupt ch.9 

10 External pin interrupt ch.10 

11 External pin interrupt ch.11 

12 External pin interrupt ch.12 

13 Base timer ch.0 source 0 (IRQ0) interrupt 

14 Base timer ch.0 source 1 (IRQ1) interrupt 

15 Base timer ch.1 source 0 (IRQ0) interrupt 

16 Base timer ch.1 source 1 (IRQ1) interrupt 

17 Base timer ch.2 source 0 (IRQ0) interrupt 

18 Base timer ch.2 source 1 (IRQ1) interrupt 

19 Base timer ch.3 source 0 (IRQ0) interrupt 

20 Base timer ch.3 source 1 (IRQ1) interrupt 

21 Base timer ch.4 source 0 (IRQ0) interrupt 

22 Base timer ch.6 source 0 (IRQ0) interrupt 

23 MFT unit 0 WFG timer 10 interrupt 

24 MFT unit 0 WFG timer 32 interrupt 

25 MFT unit 0 WFG timer 54 interrupt 

26 MFT unit 0 FRT ch.0 peak value detection interrupt 

27 MFT unit 0 FRT ch.1 peak value detection interrupt 

28 MFT unit 0 FRT ch.2 peak value detection interrupt 

29 MFT unit 0 FRT ch.0 zero detection interrupt 

30 MFT unit 0 FRT ch.1 zero detection interrupt 

31 MFT unit 0 FRT ch.2 zero detection interrupt 

32 MFT unit 0 ICU ch.0 input edge detection interrupt 

33 MFT unit 0 ICU ch.1 input edge detection interrupt 

34 MFT unit 0 ICU ch.2 input edge detection interrupt 

35 MFT unit 0 ICU ch.3 input edge detection interrupt 

36 MFT unit 0 OCU ch.0 match detection interrupt 

37 MFT unit 0 OCU ch.1 match detection interrupt 
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番号 割込み信号名 

38 MFT unit 0 OCU ch.2 match detection interrupt 

39 MFT unit 0 OCU ch.3 match detection interrupt 

40 MFT unit 0 OCU ch.4 match detection interrupt 

41 MFT unit 0 OCU ch.5 match detection interrupt 

42 PPG ch.0 interrupt 

43 PPG ch.2 interrupt 

44 PPG ch.4 interrupt 

45 Watch counter interrupt 

46 MFS ch.0 reception interrupt 

47 MFS ch.0 transmission interrupt 

48 MFS ch.1 reception interrupt 

49 MFS ch.1 transmission interrupt 

50 MFS ch.2 reception interrupt 

51 MFS ch.2 transmission interrupt 

52 MFS ch.3 reception interrupt 

53 MFS ch.3 transmission interrupt 

54 MFS ch.4 reception interrupt 

55 MFS ch.4 transmission interrupt 

56 MFS ch.5 reception interrupt 

57 MFS ch.5 transmission interrupt 

58 MFS ch.6 reception interrupt 

59 MFS ch.6 transmission interrupt 

60 MFS ch.7 reception interrupt 

61 MFS ch.7 transmission interrupt 

62 A/D converter unit 0 scan conversion interrupt 

63 A/D converter unit 0 priority conversion interrupt 
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2. レジスタ 

各レジスタ機能について説明します。 

レジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ機能名称 参照先 

EXC02MON EXC02 一括読出しレジスタ 2.1 

IRQ00MON IRQ00 一括読出しレジスタ 

2.2 

IRQ01MON IRQ01 一括読出しレジスタ 

IRQ02MON IRQ02 一括読出しレジスタ 

IRQ03MON IRQ03 一括読出しレジスタ 

IRQ04MON IRQ04 一括読出しレジスタ 

IRQ05MON IRQ05 一括読出しレジスタ 

IRQ06MON IRQ06 一括読出しレジスタ 

IRQ07MON IRQ07 一括読出しレジスタ 

IRQ08MON IRQ08 一括読出しレジスタ 

IRQ09MON IRQ09 一括読出しレジスタ 

IRQ10MON IRQ10 一括読出しレジスタ 

IRQ11MON IRQ11 一括読出しレジスタ 

IRQ12MON IRQ12 一括読出しレジスタ 

IRQ13MON IRQ13 一括読出しレジスタ 

IRQ14MON IRQ14 一括読出しレジスタ 

IRQ15MON IRQ15 一括読出しレジスタ 

IRQ16MON IRQ16 一括読出しレジスタ 

IRQ17MON IRQ17 一括読出しレジスタ 

IRQ18MON IRQ18 一括読出しレジスタ 

IRQ19MON IRQ19 一括読出しレジスタ 

IRQ20MON IRQ20 一括読出しレジスタ 

IRQ21MON IRQ21 一括読出しレジスタ 

IRQ22MON IRQ22 一括読出しレジスタ 

IRQ23MON IRQ23 一括読出しレジスタ 

IRQ24MON IRQ24 一括読出しレジスタ 

IRQ25MON IRQ25 一括読出しレジスタ 

IRQ26MON IRQ26 一括読出しレジスタ 

IRQ27MON IRQ27 一括読出しレジスタ 

IRQ28MON IRQ28 一括読出しレジスタ 

IRQ29MON IRQ29 一括読出しレジスタ 

IRQ30MON IRQ30 一括読出しレジスタ 

IRQ31MON IRQ31 一括読出しレジスタ 
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2.1 EXC02一括読出しレジスタ (EXC02MON) 
EXC02MONは、例外 No.2の割込み(NMI/ハードウェアウォッチドックタイマ割込み)を一括で読み出します。 

レジスタ構成 

bit 31  8 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 HWINT NMI 

属性 R R R 

初期値 000000 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit1] HWINT: 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

読出し 1 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 

[bit0] NMI: 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 NMIX外部端子の割込み要求なし 

読出し 1 NMIX外部端子の割込み要求あり 
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2.2 IRQxx一括読出しレジスタ (IRQxxMON) 
 

IRQxxMONレジスタは、IRQ00～IRQ31割込みに対応し、IRQ00MON～IRQ31MONの 32個が存在します。NVIC

に入力される IRQxx割込み信号で、論理 OR回路で論理 ORされている各割込み信号の状態を表示します。本

レジスタを参照することで、IRQxxに発生している割込み要因を判断できます。IRQxxMONのどのビットに、

どの周辺機能の割込み信号がアサインされているかは、 

 

Table 1-1を参照してださい。 

レジスタ構成 

Bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field INT31 INT30 INT29 INT28 INT27 INT26 INT25 INT24 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

Bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field INT23 INT22 INT21 INT20 INT19 INT18 INT17 INT16 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

Bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field INT15 INT14 INT13 INT12 INT11 INT10 INT09 INT08 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0  

         

Bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field INT07 INT06 INT05 INT04 INT03 INT02 INT01 INT00 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

 

レジスタ機能 

[bit31:0] INT31 – INT00 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 該当レジスタの Bitにアサインされている割込みの発生無し 

読出し 1 該当レジスタの Bitにアサインされている割込みの発生有り 
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3. 使用上の注意 

割込みコントローラを使用する際は、次の点を注意してください。 

− 各周辺リソースからの割込み要求信号はレベルで通知されています。割込み処理から抜ける場合には、必

ずその割込み要求をクリアしてください。 

 

− NVIC に通知された各周辺リソースからの割込み要求は、他の高い優先度の割込みが実行中など直ちに処

理を行うことができない場合、NVIC 内部で保留されます。保留中の割込み要求をキャンセルする場合、

各周辺リソースからの割込み要求をクリアすると共に、NVIC に実装された割込み保留クリアレジスタ

(IRQ Clear-Pending Registers、アドレス 0xE000E280～0xE000E29C)によって保留中の割込みをクリア

してください。 

 

− NMIX 端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設定さ

れており、NMI 入力はマスクされています。NMI を使用する場合は、ポートの設定にて NMI を許可し

てください。詳細は別章『外部割込み・NMI 制御部』を参照してください。 

 

− DSTC による DMA 転送を使用する場合、周辺機能からの割込みの代わりに DSTC からの転送終了割込

み(HWINT[n])が発生します。この構成のため、NVIC の処理は、周辺機能からの割込みと、DSTC の転送

終了割込みが、同じ割込みベクタに Jump します。DREQENB[n]レジスタの値により、どちらの割込み

処理を行うかを選択する必要があります。 

 

− 特定のイベント検出レジスタと、ペリフェラル機能の割込みイネーブルレジスタとの関係については、該

当ペリフェラル機能の章を参照してください。 
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CHAPTER 7-7: 割込み(TYPE2-B) 

 

IRQCMODE=1 時の例外と割り込み要因ベクタ、レジスタについて説明します。(TYPE2)  

 

 

1. 割込み一覧 

2. レジスタ 

3. 使用上の注意 
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1. 割込み一覧 

NVIC へ入力される例外と割込みの要因、DSTC の DMA 転送によって転送可能な割込みの一覧を示します。 

1.1 例外および割込みの一覧 

NVIC へ入力される例外および割込みソースの一覧を、Table 1-1 に示します。以下は、Table 1-1 の各列の詳細

です。 

Exc No  

NVIC の例外番号を示します。 

IRQ No 

周辺割込み番号を示します。IRQNo.= Exc No. – 16 の値となります。 

Vector offset 

割込みにより参照されるベクタの格納 offset アドレスを示します。 

Bit 

割込み要因が、一括読出しレジスタ(IRQxxxMON, EXC02MON)のどのビット位置で読出せるのかを示します。1 

個の IRQ に対して、複数ビットの記載が存在する場合、それらの要因が論理 OR されていることを示し、各

要因が対応するビット位置から読出せます。1 個の IRQ に対して、0 の記載のみの場合は、複数割込みの論理

OR がないことを示します。記載値が"-"の場合、一括読出しレジスタが存在しないことを示します。  

DSTC 

記載値が数字の場合、割込みをDSTCへの転送要求として使用するタイプの周辺機能で、DSTC による DMA 転

送に対応している割込み信号であることを示します。記載数字は DSTC の DREQENB[n]レジスタのビット番号

を示します。この場合、DSTC の DREQENB[n]レジスタの設定により、接続が切り換わります。DREQENB[n]=0

の場合は、記載されている割込みが NVIC に入力されます。DREQENB[n]=1 の場合は、DSTC からの転送終了

通知が NVIC に入力されます。 

記載値が"*"の場合、割込みと DSTC への転送要求が分かれているタイプの周辺機能で、DSTC による DMA 転

送終了割り込みのみが入力されていることを示します。周辺機能からの転送要求信号は NVIC に入力されず、

その転送終了により DSTC から発生する転送終了割り込み（HWINT[n]）が、NVIC に入力されます。 

記載値が"-"の場合、DSTC による DMA 転送に対応していないことを示します。 

例外と割込み要因 

例外と割込み要因の名称を記載します。複数存在する場合、各周辺機能内の割込み要因が論理 OR されている

ことを示します。また単独の記載であっても、各周辺機能の内部にて、複数の割込み要因が論理 OR されてい

ることがあります。各周辺機能の説明を参照してください。 
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Table 1-1 例外と割込み要因の一覧 (IRQCMODE=1) 

Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

0 - 0x000 - - (Stack pointer initial value) 

1 - 0x004 - - Reset 

2 - 0x008 
1 - Hardware watchdog timer interrupt 

0 - Non-maskable interrupt (NMI) 

3 - 0x00C - - Hard fault 

4 - 0x010 - - Reserved 

5 - 0x014 - - Reserved 

6 - 0x018 - - Reserved 

7 ~ 10 - 
0x01C 

|  0x02B 
- - Reserved 

11 - 0x02C - - SVCall (supervisor call) 

12 - 0x030 - - Reserved 

13 - 0x034 - - Reserved 

14 - 0x038 - - PendSV 

15 - 0x03C - - SysTick 

16 0 0x040 0 - Anomalous frequency detection interrupt by Clock supervisor (FCS) 

17 1 0x044 0 - Software watchdog timer interrupt 

18 2 0x048 0 - Low-voltage detection (LVD) interrupt 

19 3 0x04C 0 - 
Relocatable Interrupt 

(This is selected by the INTSEL0:RCINTSEL0 Register.) 

20 4 0x050 0 - 
Relocatable Interrupt 

(This is selected by the INTSEL1:RCINTSEL0 Register.) 

21 5 0x054 0 - 
Relocatable Interrupt 

(This is selected by the INTSEL2:RCINTSEL0 Register.) 

22 6 0x058 0 - 
Relocatable interrupt 

(This is selected by the INTSEL3:RCINTSEL0 Register.) 

23 7 0x05C 0 - 
Relocatable Interrupt  

(This is selected by the INTSEL4:RCINTSEL1 Register.) 

24 8 0x060 0 - 
Relocatable Interrupt  

(This is selected by the INTSEL5:RCINTSEL1 Register.) 

25 9 0x064 0 - 
Relocatable Interrupt  

(This is selected by the INTSEL6:RCINTSEL1 Register.) 

26 10 0x068 0 - 
Relocatable Interrupt  

(This is selected by the INTSEL7:RCINTSEL1 Register.) 

27 11 0x06C 

3 25 MFT unit0 Wave Form Generator 54 

2 24 MFT unit0 Wave Form Generator 32 

1 23 MFT unit0 Wave Form Generator 10 

0 - MFT unit 0 DTIF (motor emergency stop) interrupt 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

28 12 0x070 

7 7 External Pin Interrupt ch.7 

6 6 External Pin Interrupt ch.6 

5 5 External Pin Interrupt ch.5 

4 4 External Pin Interrupt ch.4 

3 3 External Pin Interrupt ch.3 

2 2 External Pin Interrupt ch.2 

1 1 External Pin Interrupt ch.1 

0 0 External Pin Interrupt ch.0 

29 13 0x074 

15 - External Pin Interrupt ch.23 

14 - External Pin Interrupt ch.22 

13 - External Pin Interrupt ch.21 

12 - External Pin Interrupt ch.20 

11 - External Pin Interrupt ch.19 

10 - External Pin Interrupt ch.18 

9 - External Pin Interrupt ch.17 

8 - External Pin Interrupt ch.16 

7 - External Pin Interrupt ch.15 

6 - External Pin Interrupt ch.14 

5 - External Pin Interrupt ch.13 

4 12 External Pin Interrupt ch.12 

3 11 External Pin Interrupt ch.11 

2 10 External Pin Interrupt ch.10 

1 9 External Pin Interrupt ch.9 

0 8 External Pin Interrupt ch.8 

30 14 0x078 
1 - Dual timer interrupt ch.2 

0 - Dual timer interrupt ch.1 

31 15 0x07C 

2 - Status Interrupt of MFS ch.0 

1 47 Transmit Interrupt of MFS ch.0 

0 46 Reception Interrupt of MFS ch.0 

32 16 0x080 

2 - Status Interrupt of MFS ch.1 

1 49 Transmit Interrupt of MFS ch.1 

0 48 Reception Interrupt of MFS ch.1 

33 17 0x084 

2 - Status Interrupt of MFS ch.2 

1 51 Transmit Interrupt of MFS ch.2 

0 50 Reception Interrupt of MFS ch.2 

34 18 0x088 

2 - Status Interrupt of MFS ch.3 

1 53 Transmit Interrupt of MFS ch.3 

0 52 Reception Interrupt of MFS ch.3 

35 19 0x08C 0 54 Reception Interrupt of MFS ch.4 

36 20 0x090 
1 - Status Interrupt of MFS ch.4 

0 55 Transmit Interrupt of MFS ch.4 

37 21 0x094 0 56 Reception Interrupt of MFS ch.5 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

38 22 0x098 
1 - Status Interrupt of MFS ch.5 

0 57 Transmit Interrupt of MFS ch.5 

39 23 0x09C 

12 - DSTC ERINT interrupt 

11 - DSTC SWINT interrupt 

10 - Smart card (IC card) interrupt ch.0 

9 - HDMI-CEC remote control reception interrupt ch.0 

8~3 - reserved 

2 44 PPG interrupt ch.4 

1 43 PPG interrupt ch.2 

0 42 PPG interrupt ch.0 

40 24 0x0A0 

10 - Smart card (IC card) interrupt ch.1 

9 - HDMI-CEC remote control reception interrupt ch.1 

8~6 - reserved 

5 - Real timer counter interrupt 

4 45 Watch counter interrupt 

3 - PLL of USB oscillation stabilization wait completion interrupt 

2 - Main PLL oscillation stabilization wait completion interrupt 

1 - Sub clock oscillation stabilization wait completion interrupt 

0 - Main clock oscillation stabilization wait completion interrupt 

41 25 0x0A4 

4 - ADC unit0 Range comparison result interrupt 

3 - ADC unit0 result comparison interrupt 

2 - ADC unit0 FIFO overrun interrupt 

1 62 ADC unit0 Scan conversion interrupt 

0 63 ADC unit0 Priority conversion interrupt 

42 26 0x0A8 

5 - 
USB ch.0 host SOFIRQ interrupt 

USB ch.0 host CMPIRQ interrupt 

4 - 

USB ch.0 host DIRQ interrupt 

USB ch.0 host URIRQ interrupt 

USB ch.0 host RWKIRQ interrupt 

USB ch.0 host CNNIRQ interrupt 

3 - USB ch.0 device SPK interrupt 

2 - 

USB ch.0 device SUSP interrupt 

USB ch.0 device SOF interrupt 

USB ch.0 device BRST interrupt 

USB ch.0 device CONF interrupt 

USB ch.0 device WKUP interrupt 

1 - USB ch.0 device endpoint 0 DRQO interrupt 

0 - USB ch.0 device endpoint 0 DRQI interrupt 

43 27 0x0AC 
5 - LCD controller interrupt 

4~0 - reserved 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

44 28 0x0B0 

15 41 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.5 

14 40 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.4 

13 39 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.3 

12 38 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.2 

11 37 MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.1 

10  MFT unit 0 OCU match detection interrupt ch.0 

9  MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.3 

8  MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.2 

7  MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.1 

6  MFT unit 0 ICU input edge detection interrupt ch.0 

5 31 MFT unit 0 Free-run Timer zero detection interrupt ch.2 

4 30 MFT unit 0 Free-run Timer zero detection interrupt ch.1 

3 29 MFT unit 0 Free-run Timer zero detection interrupt ch.0 

2 28 MFT unit 0 Free-run Timer peak detection interrupt ch.2 

1 27 MFT unit 0 Free-run Timer peak detection interrupt ch.1 

0 26 MFT unit 0 Free-run Timer peak detection interrupt ch.0 

 

45 29 0x0B4 

8 36 USB ch.0 device endpoint 5 DRQ interrupt 

7 35 USB ch.0 device endpoint 4 DRQ interrupt 

6 34 USB ch.0 device endpoint 3 DRQ interrupt 

5 33 USB ch.0 device endpoint 2 DRQ interrupt 

4 32 USB ch.0 device endpoint 1 DRQ interrupt 

3~0 - reserved 

46 30 0x0B8 
31~

0 
- reserved 
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Exc. No. 
IRQ 

No. 

Vector 

Offset 
Bit DSTC 例外と割込み要因 

47 31 0x0BC 

27 - Flash memory RDY, HANG interrupt 

26~

16 
- reserved 

15 - Base timer ch.7 source 1 (IRQ1) 

14 - Base timer ch.7 source 0 (IRQ0) 

13 - Base timer ch.6 source 1 (IRQ1) 

12 22 Base timer ch.6 source 0 (IRQ0) 

11 - Base timer ch.5 source 1 (IRQ1) 

10 - Base timer ch.5 source 0 (IRQ0) 

9 - Base timer ch.4 source 1 (IRQ1) 

8 21 Base timer ch.4 source 0 (IRQ0) 

7 20 Base timer ch.3 source 1 (IRQ1) 

6 19 Base timer ch.3 source 0 (IRQ0) 

5 18 Base timer ch.2 source 1 (IRQ1) 

4 17 Base timer ch.2 source 0 (IRQ0) 

3 16 Base timer ch.1 source 1 (IRQ1) 

2 15 Base timer ch.1 source 0 (IRQ0) 

1 14 Base timer ch.0 source 1 (IRQ1) 

0 13 Base timer ch.0 source 0 (IRQ0) 
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1.2 DSTC に入力される割込み信号 

Table 1-2 に DSTC に転送要求信号として入力される割込み信号を示します。番号は DSTC の DREQENB[n]

レジスタの番号に対応します。 

 

Table 1-2 DSTC に入力される割込み信号一覧 

番号 割込み信号名 

0 External pin interrupt ch.0 

1 External pin interrupt ch.1 

2 External pin interrupt ch.2 

3 External pin interrupt ch.3 

4 External pin interrupt ch.4 

5 External pin interrupt ch.5 

6 External pin interrupt ch.6 

7 External pin interrupt ch.7 

8 External pin interrupt ch.8 

9 External pin interrupt ch.9 

10 External pin interrupt ch.10 

11 External pin interrupt ch.11 

12 External pin interrupt ch.12 

13 Base timer ch.0 source 0 (IRQ0) interrupt 

14 Base timer ch.0 source 1 (IRQ1) interrupt 

15 Base timer ch.1 source 0 (IRQ0) interrupt 

16 Base timer ch.1 source 1 (IRQ1) interrupt 

17 Base timer ch.2 source 0 (IRQ0) interrupt 

18 Base timer ch.2 source 1 (IRQ1) interrupt 

19 Base timer ch.3 source 0 (IRQ0) interrupt 

20 Base timer ch.3 source 1 (IRQ1) interrupt 

21 Base timer ch.4 source 0 (IRQ0) interrupt 

22 Base timer ch.6 source 0 (IRQ0) interrupt 

23 MFT unit 0 WFG timer 10 interrupt 

24 MFT unit 0 WFG timer 32 interrupt 

25 MFT unit 0 WFG timer 54 interrupt 

26 MFT unit 0 FRT ch.0 peak value detection interrupt 

27 MFT unit 0 FRT ch.1 peak value detection interrupt 

28 MFT unit 0 FRT ch.2 peak value detection interrupt 

29 MFT unit 0 FRT ch.0 zero detection interrupt 

30 MFT unit 0 FRT ch.1 zero detection interrupt 

31 MFT unit 0 FRT ch.2 zero detection interrupt 

32 USB ch.0 device DRQ interrupt of endpoint 1 

33 USB ch.0 device DRQ interrupt of endpoint 2 

34 USB ch.0 device DRQ interrupt of endpoint 3 

35 USB ch.0 device DRQ interrupt of endpoint 4 

36 USB ch.0 device DRQ interrupt of endpoint 5 
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番号 割込み信号名 

37 MFT unit 0 OCU ch.1 match detection interrupt 

38 MFT unit 0 OCU ch.2 match detection interrupt 

39 MFT unit 0 OCU ch.3 match detection interrupt 

40 MFT unit 0 OCU ch.4 match detection interrupt 

41 MFT unit 0 OCU ch.5 match detection interrupt 

42 PPG ch.0 interrupt 

43 PPG ch.2 interrupt 

44 PPG ch.4 interrupt 

45 Watch counter interrupt 

46 MFS ch.0 reception interrupt 

47 MFS ch.0 transmission interrupt 

48 MFS ch.1 reception interrupt 

49 MFS ch.1 transmission interrupt 

50 MFS ch.2 reception interrupt 

51 MFS ch.2 transmission interrupt 

52 MFS ch.3 reception interrupt 

53 MFS ch.3 transmission interrupt 

54 MFS ch.4 reception interrupt 

55 MFS ch.4 transmission interrupt 

56 MFS ch.5 reception interrupt 

57 MFS ch.5 transmission interrupt 

58 - 

59 - 

60 - 

61 - 

62 A/D converter unit 0 scan conversion interrupt 

63 A/D converter unit 0 priority conversion interrupt 
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2. レジスタ 

各レジスタ機能について説明します。 

レジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ機能名称 参照先 

EXC02MON EXC02 一括読出しレジスタ 2.1 

IRQ00MON IRQ00 一括読出しレジスタ 

2.2 

IRQ01MON IRQ01 一括読出しレジスタ 

IRQ02MON IRQ02 一括読出しレジスタ 

IRQ03MON IRQ03 一括読出しレジスタ 

IRQ04MON IRQ04 一括読出しレジスタ 

IRQ05MON IRQ05 一括読出しレジスタ 

IRQ06MON IRQ06 一括読出しレジスタ 

IRQ07MON IRQ07 一括読出しレジスタ 

IRQ08MON IRQ08 一括読出しレジスタ 

IRQ09MON IRQ09 一括読出しレジスタ 

IRQ10MON IRQ10 一括読出しレジスタ 

IRQ11MON IRQ11 一括読出しレジスタ 

IRQ12MON IRQ12 一括読出しレジスタ 

IRQ13MON IRQ13 一括読出しレジスタ 

IRQ14MON IRQ14 一括読出しレジスタ 

IRQ15MON IRQ15 一括読出しレジスタ 

IRQ16MON IRQ16 一括読出しレジスタ 

IRQ17MON IRQ17 一括読出しレジスタ 

IRQ18MON IRQ18 一括読出しレジスタ 

IRQ19MON IRQ19 一括読出しレジスタ 

IRQ20MON IRQ20 一括読出しレジスタ 

IRQ21MON IRQ21 一括読出しレジスタ 

IRQ22MON IRQ22 一括読出しレジスタ 

IRQ23MON IRQ23 一括読出しレジスタ 

IRQ24MON IRQ24 一括読出しレジスタ 

IRQ25MON IRQ25 一括読出しレジスタ 

IRQ26MON IRQ26 一括読出しレジスタ 

IRQ27MON IRQ27 一括読出しレジスタ 

IRQ28MON IRQ28 一括読出しレジスタ 

IRQ29MON IRQ29 一括読出しレジスタ 

IRQ30MON IRQ30 一括読出しレジスタ 

IRQ31MON IRQ31 一括読出しレジスタ 

IRQCMODE 割込み要因ベクタリロケートレジスタ 2.3 

RCINTSEL0 割込み要因選択レジスタ 0 2.4 

RCINTSEL1 割込み要因選択レジスタ 1 2.5 
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2.1 EXC02 一括読出しレジスタ (EXC02MON) 
EXC02MON は、例外 No.2 の割込み(NMI/ハードウェアウォッチドックタイマ割込み)を一括で読み出します。 

レジスタ構成 

bit 31  8 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 HWINT NMI 

属性 R R R 

初期値 000000 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit1] HWINT: 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

読出し 1 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 

[bit0] NMI: 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 NMIX 外部端子の割込み要求なし 

読出し 1 NMIX 外部端子の割込み要求あり 
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2.2 IRQxx 一括読出しレジスタ (IRQxxMON) 
 

IRQxxMONレジスタは、IRQ00～IRQ31割込みに対応し、IRQ00MON～IRQ31MONの 32個が存在します。NVIC

に入力される IRQxx 割込み信号で、論理 OR 回路で論理 OR されている各割込み信号の状態を表示します。本

レジスタを参照することで、IRQxx に発生している割込み要因を判断できます。IRQxxMON のどのビットに、

どの周辺機能の割込み信号がアサインされているかは、Table 1-1 を参照してださい。 

レジスタ構成 

Bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field INT31 INT30 INT29 INT28 INT27 INT26 INT25 INT24 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

Bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field INT23 INT22 INT21 INT20 INT19 INT18 INT17 INT16 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

Bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field INT15 INT14 INT13 INT12 INT11 INT10 INT09 INT08 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0  

         

Bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field INT07 INT06 INT05 INT04 INT03 INT02 INT01 INT00 

属性 R R R R R R R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

         

 

レジスタ機能 

[bit31:0] INT31 – INT00 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 該当レジスタの Bit にアサインされている割込みの発生無し 

読出し 1 該当レジスタの Bit にアサインされている割込みの発生有り 
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2.3 割込み要因ベクタリロケート設定レジスタ(IRQCMODE) 

割込み要因ベクタリロケート設定レジスタ(IRQCMODE)は、『割込み(A)』の章にある Table 1-1 または本章の

Table 1-1 に従って割込み要因ベクタを割り当てるかを選択できます。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 IRQCMODE 

属性 R/W R/W 

初期値 000000000000000 0 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約: 予約ビット 

"0"を書き込んでください。"0"が読み出されます。 

[bit0] IRQCMODE: 

bit 説明 

0 

割込み要因ベクタを『割込み(A)』の Table1-1 の通りに割り当てます。 

1 

割込み要因ベクタを本章の Table 1-1 の通りに割り当てます。 
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2.4 割込み要因選択レジスタ 0 (RCINTSEL0) 

割込み要因選択レジスタ 0 (RCINTSEL0)は、例外 No.19～22（IRQ03~IRQ06）の割込み要因を選択します。

IRQCMODE=1 の場合に有効です。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field INTSEL3 INTSEL2 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field INTSEL1 INTSEL0 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

レジスタ機能 

[bit31:24] INTSEL3 

例外 No.22（IRQ06）の割込み要因を選択*します。 

[bit23:16] INTSEL2 

例外 No.21（IRQ05）の割込み要因を選択*します。 

[bit15:8] INTSEL1 

例外 No.20（IRQ04）の割込み要因を選択*します。 

[bit7:0] INTSEL0 

例外 No.19（IRQ03）の割込み要因を選択*します。 

 

*: 選択される割込み要因は、Table 2-1 を参照してください。 

 

＜注意事項＞ 

− RCINTSEL0で選択した割込み要因は IRQ11～IRQ31ではマスクされます。(IRQ11MON～IRQ31MON

レジスタの該当ビットもマスクされます。) INTSEL0～INTSEL7ビットで選択する割込み要因は重複

しないように設定してください。 
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2.5 割込み要因選択レジスタ 1 (RCINTSEL1) 

割込み要因選択レジスタ 1 (RCINTSEL1)は、例外 No.23～26（IRQ07~IRQ10）の割込み要因を選択します。

IRQCMODE:IRQCMODE=1 の場合に有効です。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field INTSEL7 INTSEL6 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field INTSEL5 INTSEL4 

属性 R/W R/W 

初期値 0x00 0x00 

レジスタ機能 

[bit31:24] INTSEL7 

例外 No.26（IRQ10）の割込み要因を選択*します。 

[bit23:16] INTSEL6 

例外 No.25（IRQ09）の割込み要因を選択*します。 

[bit15:8] INTSEL5 

例外 No.24（IRQ08）の割込み要因を選択*します。 

[bit7:0] INTSEL4 

例外 No.23（IRQ07）の割込み要因を選択*します。 

 

* 選択される割込み要因は、Table 2-1 を参照してください。 

 

＜注意事項＞ 

− RCINTSEL1で選択した割込み要因は IRQ11～IRQ31ではマスクされます。(IRQ11MON～IRQ31MON

レジスタの該当ビットもマスクされます。) 

INTSEL0～INTSEL7ビットで選択する割込み要因は重複しないように設定してください。 

 

  



CHAPTER 7-7: 割込み(TYPE2-B)  

 

 

496 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

 

Table 2-1 割込み要因の選択 

RCINTSELx:INTSELx の設定値 選択される割込み要因 

0x00 割込み要因は選択されません。 

0x01 External interrupt ch.0 

0x02 External interrupt ch.1 

0x03 External interrupt ch.2 

0x04 External interrupt ch.3 

0x05 External interrupt ch.4 

0x06 External interrupt ch.5 

0x07 External interrupt ch.6 

0x08 External interrupt ch.7 

0x09 External interrupt ch.8 

0x0A External interrupt ch.9 

0x0B External interrupt ch.10 

0x0C External interrupt ch.11 

0x0D IRQ0/IRQ1 of base timer ch.0 

0x0E IRQ0/IRQ1 of base timer ch.1 

0x0F IRQ0/IRQ1 of base timer ch.2 

0x10 IRQ0/IRQ1 of base timer ch.3 

0x11 IRQ0/IRQ1 of base timer ch.4 

0x12 IRQ0/IRQ1 of base timer ch.5 

0x13 IRQ0/IRQ1 of base timer ch.6 

0x14 IRQ0/IRQ1 of base timer ch.7 

0x15 Reception interrupt of MFS ch.0 

0x16 Reception interrupt of MFS ch.1 

0x17 Reception interrupt of MFS ch.2 

0x18 Reception interrupt of MFS ch.3 

0x19 Zero detection interrupt of MFT unit 0 free-run timer ch.0 

0x1A to 0xFF Reserved 
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3. 使用上の注意 

割込みコントローラを使用する際は、次の点を注意してください。 

− 各周辺リソースからの割込み要求信号はレベルで通知されています。割込み処理から抜ける場合には、必

ずその割込み要求をクリアしてください。 

 

− NVIC に通知された各周辺リソースからの割込み要求は、他の高い優先度の割込みが実行中など直ちに処

理を行うことができない場合、NVIC 内部で保留されます。保留中の割込み要求をキャンセルする場合、

各周辺リソースからの割込み要求をクリアすると共に、NVIC に実装された割込み保留クリアレジスタ

(IRQ Clear-Pending Registers、アドレス 0xE000E280～0xE000E29C)によって保留中の割込みをクリア

してください。 

 

− NMIX 端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設定さ

れており、NMI 入力はマスクされています。NMI を使用する場合は、ポートの設定にて NMI を許可し

てください。詳細は別章『外部割込み・NMI 制御部』を参照してください。 

 

− DSTC による DMA 転送を使用する場合、周辺機能からの割込みの代わりに DSTC からの転送終了割込

み(HWINT[n])が発生します。この構成のため、NVIC の処理は、周辺機能からの割込みと、DSTC の転送

終了割込みが、同じ割込みベクタに Jump します。DREQENB[n]レジスタの値により、どちらの割込み

処理を行うかを選択する必要があります。 

 

− 特定のイベント検出レジスタと、ペリフェラル機能の割込みイネーブルレジスタとの関係については、該

当ペリフェラル機能の章を参照してください。 
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CHAPTER 7-8: 割込み(TYPE3) 

 

割込みコントローラ(TYPE3)と周辺割込み要求(TYPE3)について説明します。 

 

1. 概要 

2. 構成と機能 

3. 割込み一覧 

4. レジスタ 

5. 使用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9BFIRQC_T3-FM0-J03.0 
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1. 概要 

本製品は、CPUコア内部に NVIC(ネスト型ベクタ割込みコントローラ)を搭載しています。NVICは、予約され

ているシステム例外と 32個の周辺割込みに対応し、4の割込み優先度設定（2bit実装）が可能です。本章では、

マイコンに搭載されている周辺機能からの割込み信号と NVICとの接続、DSTCとの接続構成について説明しま

す。 
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2. 構成と機能 

2.1 接続構成図 
Figure 2-1に周辺機能ブロックから入力される割込み信号と NVICおよび DSTCの接続構成を示します。以下に

説明を行います。 

Figure 2-1 割込み信号と NVIC/DSTCの接続構成 
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2.2 NVIC (ネスト型ベクタ割込みコントローラ) 
Figure 2-1の NVICは、予約されているシステム例外と 32個の周辺割込みに対応します。NVICの詳細について

は、『Cortex-M0+テクニカルリファレンスマニュアル』を参照してください。『Cortex-M0+テクニカルリファレ

ンスマニュアル』では、予約されているシステム例外以外の例外は、外部割込み(IRQ)と定義しています。本マ

ニュアルでは、マイコン外部入力端子からの外部割込みと区別するため、周辺割込みと表現します。 

NVICの割込み優先度レジスタは 2ビットで構成されており、4の割込み優先度レベルを設定できます。 

例外 No.11,14,15の優先度は、NVICに実装されたシステムハンドラ優先度レジスタ(System Handler Priority 

Register、アドレス 0xE000ED1C, 0xE000ED20)で設定可能です。 

例外 No.16～No.47の周辺割込みの優先度は、NVICに実装された割込み優先度レジスタ(Interrupt Priority Register、

アドレス 0xE000E400～0xE000E41C)で設定可能です。ノンマスカブル割込み(NMI)入力に対応しています。 

 

2.3 割込み集約と一括読出しレジスタ 
各周辺機能から入力される割込み信号(Figure 2-1：Interrupt signals from peripheral functions)は、1段目の論理 OR

回路(Figure 2-1：1st step logical OR)と 2段目の論理 OR回路(Figure 2-1：2nd step logical OR)により集約され、NVIC

の 32個の周辺割込みのいずれかに接続されます。NVICの各 IRQ入力に対し、周辺機能のどの割込み信号がア

サインされているかは、Table 3-1, Table 3-2,Table 3-3を参照してださい。 

論理 OR回路による集約のため、NVICの 1個の割込みは、複数の割込み要因により発生します。割込み発生時、

2段目の論理 OR回路により集約されている要因の中のいずれの要因で割込みが発生したかを、割込み一括読出

しレジスタ(Figure 2-1：IRQxxMON)の読出し値で判別できます。割込み一括読出しレジスタは、NVICの割込み

入力毎に存在し、IRQ00MON～IRQ32MONの 32個のレジスタがあります。 

1段目の論理 ORにより集約されている割込み要因の判別は、IRQxxMONレジスタの読出し値で行うことはで

きません。各周辺機能ブロックの割込み要因レジスタのリードを行い、割込み要因の判別を行う必要がありま

す。 

外部割込み・NMI制御部からのノンマスカブル割込み信号(NMI)と、ハードウェアウォッチドッグタイマからの

割込み信号(HW-WDT Interrupt)は、論理 OR回路により集約されて、NVICの例外 2入力に接続されています。

EXC02MON一括読出しレジスタ(Figure 2-1:EXC02MON)を読出して、どちらの要因により割込みが発生してい

るかを判別できます。 

マイコンの NMI 端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設

定されています。また、NMI割込みはマスクされています。NMI機能を使用する場合は、端子機能設定を行い、

NMI を許可する必要があります。「I/O ポート」、「外部割込み・NMI制御部」を参照してください。 

 

2.4 Vector Indicate Register 
割込み発生時、割込み処理を高速に分岐するために、Vector indicate Register （Figure 2-1：VIRxx）を利用する

ことができます。VIRxxは、NVICの IRQ00～IRQ31割込みに対応し、VIR00～VIR31の 32個が存在します。割

込み発生時、VIRxxからは決められたアドレス値が読み出せます。このアドレス値は、2段目の論理 ORに入力

される割込み信号の状態で決定されます。このアドレス領域に、割込みハンドラの先頭アドレス値を配置して

おくことで、割込み処理の分岐を高速に行えます。以下に IRQ00の割込み発生時の VIR00レジスタの使用方法

例を説明します。 

Table 2-1に示すように、アドレス 0x0000 0040 - 0x0000 00BCの範囲に、IRQ割込みの処理プログラム

（InterruptHandler）の先頭アドレス値を配置しておきます。アドレス 0x0000 00C0 - 0x0000 01FCの範囲に、2段

目の論理 ORで集約されている Bit0,1,2に対応する割込み処理プログラム（InterruptHandler）の先頭アドレス値

を配置しておきます。 
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Table 2-1 割込みベクタテーブル 

Address Data 

0x0000 0000 Stack pointer initial value 

0x0000 0004 Exception 1: Reset vector 

0x0000 0008 Exception 2: NMI/HW-WDT Handler top address 

0x0000 000C Exception 3: Hard fault Handler top address 

0x0000 0010 - 0x0000 0028 Reserved 

0x0000 002C Exception 11: SVCal Handler top address 

0x0000 0030 - 0x0000 0034 Reserved 

0x0000 0038 Exception 14:PendSV Handler top address 

0x0000 003C Exception 15:SysTick Handler top address 

0x0000 0040 IRQ00 Handler top address 

0x0000 0044 IRQ01 Handler top address 

.... .... 

0x0000 00B8 IRQ30 Handler top address 

0x0000 00BC IRQ31 Handler top address 

0x0000 00C0 IRQ00 - bit0 Handler top address 

0x0000 00C4 IRQ01 - bit0 Handler top address 

.... .... 

0x0000 0138 IRQ30 - bit0 Handler top address 

0x0000 013C IRQ31 - bit0 Handler top address 

0x0000 0140 IRQ00 - bit1 Handler top address 

0x0000 0144 IRQ01 - bit1 Handler top address 

.... .... 

0x0000 01B8 IRQ30 - bit1 Handler top address 

0x0000 01BC IRQ31 - bit1 Handler top address 

0x0000 01C0 IRQ00 - bit2 Handler top address 

0x0000 01C4 IRQ01 - bit2 Handler top address 

.... .... 

0x0000 01F8 IRQ14 - bit2 Handler top address 

0x0000 01FC IRQ15 - bit2 Handler top address 
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Table 2-2 IRQ00の状態と VIR00リード値 

IRQ00 input signal status 
VIR00 read value 

Bit0 interrupt status Bit1 interrupt status Bit2 interrupt status 

1 Ignored Ignored 0x0000 00C0 + VIR_OFFSET 

0 1 Ignored 0x0000 0140 + VIR_OFFSET 

0 0 1 0x0000 01C0 + VIR_OFFSET 

0 0 0 Undefined value 

 

IRQ00の割込み発生時、IRQ00の割込みハンドラが開始されます。IRQ00の割込みハンドラの中で、VIR00から

アドレス値の読出しを行います。Table 2-2は、VIR00から読み出せるアドレス値を示します。Bit0の割込みが

発生している場合、0x0000 00C0が、Bit1の割込みが発生している場合、0x0000 0140が、Bit2の割込みが発生

している場合、0x0000 01C0が読み出せます。IRQ00による割り込み処理プログラムは、VIR00から読出したア

ドレス領域を再度読出し、そこから読み出したアドレスへ処理を分岐させます。この処理により、割込み処理

の分岐を高速化できます。 

VIRxxから読み出せる値は、Table 3-1, Table 3-2,Table 3-3の”VIR value”に記載しています。VIR00以外のレジス

タについても、Table 2-2と同様の動作となり、同様の処理を行うことができます。以下に VIRxxに関する注意

事項を記載します。 

VIRxxの読出しアクセスは、必ずWordアクセス（32ビットアクセス）で行ってください。VIRxxの読出し値に

より、割り込み分岐を行う場合、割込み優先順位は、Bit0＞Bit1＞Bit2の固定優先順位となります。Bit0、Bit1、

Bit2のいずれの割込みも発生していない場合には、VIRxxからは不定値が読み出せます。このため、VIRxxは必

ず、割込み発生後、割込み処理プログラムの中で、割込み信号をクリアする前に読出しを行ってください。VIRxx

の読出し値からは、割込み発生の有無の判別はできません。割込み信号をクリアした後は、その割込み処理の

中では、再度 VIRxxの読出し値は利用できません。 

VIR_OFFSETレジスタに値を設定することで、VIRxxに共通のオフセット値を設定することができます。VIRxx

は、CM0+の Single Cylcle I/O 領域に存在します。CPUから 1サイクルでアクセスが可能です。 

1段目の論理 ORにより集約されている割込み要因の分岐は、VIRxxの読出し値で行うことはできません。各周

辺機能ブロックの割込み要因レジスタのリードを行い、割込み要因の判別を行う必要があります。 

 

2.5 DSTC転送要求、転送終了通知の接続 
周辺機能からの割込み信号の一部は、DSTCへの DMA転送要求信号として使用できます。DSTCの DREQENB[n]

レジスタの設定により、周辺機能からの割込み信号が、DSTCへの DMA転送要求信号(Figure 2-1：DREQ[n] signal 

to DSTC from peripheral)として認識されます。 

NVICに入力される割込み信号は、セレクタ回路(Figure 2-1：SEL2)にて、DSTCから出力される DMA転送の終

了通知割込み信号(Figure 2-1：HWINT[n] signal to NVIC from DSTC)と、周辺機能からの割込み信号のいずれが接

続されるかが選択されます。SEL2の切換えは、DSTC内の DREQENB[n]レジスタ設定により切換えが行われま

す。 

図のような回路構成であるため、DSTCによる DMA転送を選択している場合、周辺からの割込みの代わりに

DSTCからの転送終了割込みが発生します。DSTCからの転送終了割込みは、IRQxxMONレジスタの該当 bitか

ら読み出すことができます。また、VIRレジスタ機能を適用することができます。 

各周辺機能からの DSTC転送要求の詳細については各周辺機能の章を参照してください。 
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2.6 DMA転送承認信号の接続 
DMA転送完了後、転送要求信号(割込み信号)のクリアが必要な周辺機能ブロックがあります。 

これらの周辺機能に対して、DSTCから転送要求信号のクリア処理がなされます。図中に記載していませんが、

SEL2にて、DSTCによる DMA転送を選択した場合、DMAまたは DSTCからの DMA転送承認信号が周辺機能

に接続されます。 

 

2.7 DMA転送停止信号の接続 
マルチ・ファンクション・シリアル・ユニット(以下MFS と略)からは、DMA 転送停止要求信号が出力されま

す。図中 の記載は省略していますが、 SEL2にて DSTCとMFS の接続選択を行った場合、転送停止要求信号

により DSTC は転送動作を停止します。MFSからの転送停止要求信号がネゲートされるまで、DSTCは転送動

作を行わなくなります。また、MFSからの転送停止要求信号は、DSTCの転送終了割込み(HWINT[n]信号)と論

理 ORされ、割込み信号として NVICに通知されます。 
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3. 割込み一覧 

NVICに入力される例外と割込みの要因の一覧を示します。 

DSTCによる DMA転送が可能な割込みの一覧を示します。 

3.1 例外と割込みアサイン 
Table 3-1, Table 3-2,Table 3-3に、NVICに入力される例外と割込み要因の一覧を示します。表の各欄の記載内容

について、以下に説明します。 

Exception No.  

NVICの例外番号を示します。 

IRQ No. 

周辺割込み番号を示します。( IRQ No. = Exception No.－16の値です。) 

Vector Offset 

割込み発生時、参照される割込みベクタの格納アドレスを示します。表記値+VTOR(NVIC内の Vetor table offset 

register)が参照されます。 

Batch read register – Name 

一括読出しレジスタの名前を示します。”-“の記載の場合、その割り込み要因には、一括読出しレジスタが存在

しないことを示します。 

Batch read register – bit 

割込み要因が、一括読出しレジスタ(IRQxxxMON, EXC02MON)のどのビット位置にアサインされているのかを

示します。”-“の記載の場合、その割り込み要因に対応する一括読出しレジスタが存在しないことを示します。

存在しないビット番号は、予約ビットです。 

VIR value 

割込み発生時、VIRxxより読み出せる値を示します。表記値+VIR_OFFSET値が読み出されます。”-“の記載の場

合、VIRが存在しないことを示します。 

Exception or Interrupt name 

例外と周辺機能からの割込み要因名を示します。 

一括読出しレジスタの一つのビットに対し、複数の割込み要因名の記載がある場合、それらの割込み要因が 1

段目の論理 OR回路で集約されていることを示します。単独の記載であっても、各周辺機能の内部にて、複数の

割込み要因が論理 ORされていることがあります。各周辺機能の説明を参照してください。 

一括読出しレジスタの各ビット値が、2段目の論理 OR回路で集約されて NVICの IRQxx割込み入力信号を生成

します。 

記載している要因名の内、各個の製品においてその周辺機能が非搭載の場合、その割り込み信号は発生しませ

ん。対応する IRQxxMONレジスタ値と NVICへの割込み信号に影響を与えません。 

DSTC 

記載値が数字の場合、DSTCによる DMA転送に対応している割込み信号であることを示します。数字は DSTC

の DREQENB[n]レジスタのビット番号:nを示します。この場合、DSTCの DREQENB[n]レジスタの設定により、

Figure 2-1の SEL2の接続が切り換わります。DREQENB[n]=0の場合、周辺機能からの割込み信号が、NVICに

接続され、DSTCは割込み信号を無視します。DREQENB[n]=1の場合、周辺機能からの割込み信号が、転送要
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求信号として DSTCに接続されます。その DMA転送終了により DSTCから発生する転送終了割り込み

（HWINT[n]）が、NVICに入力されます。 

記載値が"-"の場合、DSTCによる DMA転送に対応していないことを示します。 
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Table 3-1 例外と割込み要因一覧(1/3) 

 

Name bit

0 - 0x000 - - - (Stack pointer initial value) -

1 - 0x004 - - - Reset -

0 - Non-maskable interrupt (NMI) -

1 - Hardware watchdog timer interrupt -

3 - 0x00C - - - Hard fault -

4 - 0x010 - - - Reserved -

5 - 0x014 - - - Reserved -

6 - 0x018 - - - Reserved -

7 - 0x01C - - - Reserved -

8 - 0x020 - - - Reserved -

9 - 0x024 - - - Reserved -

10 - 0x028 - - - Reserved -

11 - 0x02C - - - SVCall(supervisor call) -

12 - 0x030 - - - Reserved -

13 - 0x034 - - - Reserved -

14 - 0x038 - - - PendSV -

15 - 0x03C - - - SysTick -

0 0x0C0 Anomalous frequency detection interrupt by CSV -

1 0x140 Software watchdog timer interrupt -

2 0x1C0 Low-voltage detection (LVD) interrupt -

0 0x0C4 MFS ch.0 reception interrupt 0

1 0x144 MFS ch.0 transmission interrupt 1

2 0x1C4 MFS ch.0 status interrupt -

0 0x0C8 MFS ch.1 reception interrupt 2

1 0x148 MFS ch.1 transmission interrupt 3

2 0x1C8 MFS ch.1 status interrupt -

0 0x0CC Reserved -

1 0x14C Reserved -

2 0x1CC Reserved -

0 0x0D0 MFS ch.3 reception interrupt 6

1 0x150 MFS ch.3 transmission interrupt 7

2 0x1D0 MFS ch.3 status interrupt -

0 0x0D4 MFS ch.4 reception interrupt 8

1 0x154 MFS ch.4 transmission interrupt 9

2 0x1D4 MFS ch.4 status interrupt -

0 0x0D8 Reserved -

1 0x158 Reserved -

2 0x1D8 Reserved -

MFS ch.6 reception interrupt 12

I2CSLAVE reception interrupt 48

MFS ch.6 transmission interrupt 13

I2CSLAVE transmission interrupt 49

MFS ch.6 status interrupt -

I2CSLAVE status interrupt -
2 0x1DC

EXC02MON

0x0DC0

1 0x15C

IRQ05MON

IRQ06MON

IRQ07MON

DSTC
Vector

Offset

16

17

18

19

20

21

22

23

3

4

5

6

0x04C

0x050

0x054

0x058

0x05C

IRQ00MON

IRQ01MON

IRQ02MON

IRQ03MON

IRQ04MON

Exception

No.

VIR

value

0x040

0x044

0x048

0x0082 -

Batch read register

1

2

Exception or Interrupt name
IRQ

No.

7

0
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Table 3-2 例外と割込み要因一覧(2/3) 

 

Name bit

0 0x0E0 MFS ch.7 reception interrupt 14

1 0x160 MFS ch.7 transmission interrupt 15

2 0x1E0 MFS ch.7 status interrupt -

0 0x0E4 A/D converter unit0 priority conversion interrupt 50

1 0x164 A/D converter unit0 scan conversion interrupt 51

A/D converter unit0 FIFO overrun interrupt -

A/D converter unit0 conversion result comparison int. -

A/D converter unit0 range comparison result int. -

0 0x0E8 USB ch.0 device endpoint1 DRQ interrupt 52

1 0x168 USB ch.0 device endpoint2 DRQ interrupt 53

2 0x1E8 USB ch.0 device endpoint3 DRQ interrupt 54

0 0x0EC USB ch.0 device endpoint4 DRQ interrupt 55

1 0x16C USB ch.0 device endpoint5 DRQ interrupt 56

2 0x1EC USB ch.0 device endpoint0 DRQI interrupt -

0 0x0F0 USB ch.0 device endpoint0 DRQO interrupt -

USB ch.0 device SUSP interrupt -

USB ch.0 device SOF interrupt -

USB ch.0 device BRST interrupt -

USB ch.0 device CONF interrupt -

USB ch.0 device WKUP interrupt -

2 0x1F0 USB ch.0 device SPK interrupt -

USB ch.0 host DIRQ interrupt -

USB ch.0 host URIRQ interrupt -

USB ch.0 host RWKIRQ interrupt -

USB ch.0 host CNNIRQ interrupt -

USB ch.0 host SOFIRQ interrupt -

USB ch.0 host CMPIRQ interrupt -

2 0x1F4 Reserved -

Main PLL oscillation stabilization wait completion int. -

Main clock oscillation stabilization wait completion int. -

Sub clock oscillation stabilization wait completion int. -

1 0x178 Reserved -

2 0x1F8 Reserved -

0 0x0FC Watch counter interrupt 57

Real timer counter (RTC) interrupt -

Dual timer ch.1 interrupt -

Dual timer ch.2 interrupt -

2 0x1FC Reserved -

2 0x1E4

0x1701

0x078

0x0608

9

10

11

12

0x07C

0x064

0x068

14

15

13 0x074 IRQ13MON

0x06C

0x070

IRQ11MON

IRQ12MON

30

31

24

25

26

27

28

IRQ14MON

IRQ15MON

IRQ08MON

IRQ09MON

IRQ10MON

0 0x0F8

1 0x17C

Exception

No.

IRQ

No.

Vector

Offset

Batch read register VIR

value
Exception or Interrupt name DSTC

29

0x0F40

1 0x174
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Table 3-3 例外と割込み要因一覧(3/3) 

 

 

  

Name bit

0 0x100 External pin interrupt  ch.0 16

1 0x180 External pin interrupt  ch.1 17

0 0x104 External pin interrupt  ch.2 18

1 0x184 External pin interrupt  ch.3 19

0 0x108 External pin interrupt  ch.4 20

1 0x188 External pin interrupt  ch.5 21

0 0x10C External pin interrupt  ch.6 22

1 0x18C External pin interrupt  ch.7 23

0 0x110 External pin interrupt  ch.8 24

1 0x190 Reserved -

0 0x114 Reserved -

1 0x194 Reserved -

0 0x118 External pin interrupt  ch.12 28

1 0x198 External pin interrupt  ch.13 29

0 0x11C Reserved -

1 0x19C External pin interrupt  ch.15 31

Base timer  ch.0 source0 (IRQ0) interrupt 32

Base timer  ch.0 source1 (IRQ1) interrupt 33

Base timer  ch.4 source0 (IRQ0) interrupt 34

Base timer  ch.4 source1 (IRQ1) interrupt 35

Base timer  ch.1 source0 (IRQ0) interrupt 36

Base timer  ch.1 source1 (IRQ1) interrupt 37

Base timer  ch.5 source0 (IRQ0) interrupt 38

Base timer  ch.5 source1 (IRQ1) interrupt 39

Base timer  ch.2 source0 (IRQ0) interrupt 40

Base timer  ch.2 source1 (IRQ1) interrupt 41

Base timer  ch.6 source0 (IRQ0) interrupt 42

Base timer  ch.6 source1 (IRQ1) interrupt 43

Base timer  ch.3 source0 (IRQ0) interrupt 44

Base timer  ch.3 source1 (IRQ1) interrupt 45

Base timer  ch.7 source0 (IRQ0) interrupt 46

Base timer  ch.7 source1 (IRQ1) interrupt 47

CEC Reception/Remote reception ch.0 interrupt -

CEC Transmission ch.0 interrupt -

CEC Reception/Remote reception ch.1 interrupt -

CEC Transmission ch.1 interrupt -

0 0x134 Smart Card ch.1 interrupt -

1 0x1B4 FLASH memory RDY/HANG interrupt -

0 0x138 DSTC  SW transfer complete interrupt -

1 0x1B8 DSTC  error interrupt -

0 0x13C Reserved -

1 0x1BC Reserved -

0 0x130

1 0x1B0

0x0AC

0x0B0

16

17

18

0x0BC

0x094

0x098

0x09C

0x0A0

0x0A4

0x0A8

0x080

0x084

0x088

0x08C

0x090

IRQ29MON

IRQ30MON

IRQ31MON

IRQ26MON

IRQ23MON

IRQ24MON

IRQ25MON

IRQ27MON

IRQ28MON

IRQ17MON

IRQ18MON

IRQ19MON

IRQ20MON

IRQ21MON

IRQ22MON

31

25

26

27

28

29

30

19

20

21

22

23

24

0x0B4

0x0B8

42

43

44

45

46

47

36

37

38

39

40

41

32

33

34

35

0 0x120

1 0x1A0

IRQ16MON

1 0x1A8

0 0x12C

1 0x1AC

0 0x124

1 0x1A4

0 0x128

Exception

No.

IRQ

No.

Vector

Offset

Batch read register VIR

value
Exception or Interrupt name DSTC
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3.2 DSTC転送要求信号アサイン 
Table 3-4に DSTCに転送要求信号として入力される割込み信号を示します。番号は DSTCの DREQENB[n]レジ

スタの番号に対応します。各 DSTC転送要求信号の詳細については各周辺機能の章を参照してください。 

Table 3-4 DSTCに入力される割込み信号一覧 

No. Source of DSTC transfer request 

 

No. Source of DSTC transfer request 

0 MFS ch.0 reception interrupt  

 

32 Base timer ch.0 source0 (IRQ0) interrupt 

1 MFS ch.0 transmission interrupt 

 

33 Base timer ch.0 source1 (IRQ1) interrupt 

2 MFS ch.1 reception interrupt  

 

34 Base timer ch.4 source0 (IRQ0) interrupt 

3 MFS ch.1 transmission interrupt 

 

35 Base timer ch.4 source1 (IRQ1) interrupt 

4 Reserved 

 

36 Base timer ch.1 source0 (IRQ0) interrupt 

5 Reserved 

 

37 Base timer ch.1 source1 (IRQ1) interrupt 

6 MFS ch.3 reception interrupt  

 

38 Base timer ch.5 source0 (IRQ0) interrupt 

7 MFS ch.3 transmission interrupt 

 

39 Base timer ch.5 source1 (IRQ1) interrupt 

8 MFS ch.4 reception interrupt  

 

40 Base timer ch.2 source0 (IRQ0) interrupt 

9 MFS ch.4 transmission interrupt 

 

41 Base timer ch.2 source1 (IRQ1) interrupt 

10 Reserved 

 

42 Base timer ch.6 source0 (IRQ0) interrupt 

11 Reserved 

 

43 Base timer ch.6 source1 (IRQ1) interrupt 

12 MFS ch.6 reception interrupt  

 

44 Base timer ch.3 source0 (IRQ0) interrupt 

13 MFS ch.6 transmission interrupt  

 

45 Base timer ch.3 source1 (IRQ1) interrupt 

14 MFS ch.7 reception interrupt  

 

46 Base timer ch.7 source0 (IRQ0) interrupt 

15 MFS ch.7 transmission interrupt 

 

47 Base timer ch.7 source1 (IRQ1) interrupt 

16 External pin interrupt ch.0 

 

48 I2CSLAVE reception interrupt 

17 External pin interrupt ch.1 

 

49 I2CSLAVE transmission interrupt 

18 External pin interrupt ch.2 

 

50 A/D converter unit0 priority conversion interrupt 

19 External pin interrupt ch.3 

 

51 A/D converter unit0 scan conversion interrupt 

20 External pin interrupt ch.4 

 

52 USB ch.0 device endpoint1 DRQ interrupt 

21 External pin interrupt ch.5 

 

53 USB ch.0 device endpoint2 DRQ interrupt 

22 External pin interrupt ch.6 

 

54 USB ch.0 device endpoint3 DRQ interrupt 

23 External pin interrupt ch.7 

 

55 USB ch.0 device endpoint4 DRQ interrupt 

24 External pin interrupt ch.8 

 

56 USB ch.0 device endpoint5 DRQ interrupt 

25 Reserved 

 

57 Watch counter interrupt 

26 Reserved 

 

58 Reserved 

27 Reserved 

 

59 Reserved 

28 External pin interrupt ch.12 

 

60 Reserved 

29 External pin interrupt ch.13 

 

61 Reserved 

30 Reserved 

 

62 Reserved 

31 External pin interrupt ch.15 

 

63 Reserved 
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4. レジスタ 

4.1 レジスタ一覧 
本機能ブロックに存在するレジスタ一覧を Table 4-1に記載します。 

Table 4-1 レジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ機能名称 参照先 

EXC02MON EXC02一括読出しレジスタ 4.2 

IRQxxMON 

(xxは 00から 31を指します。) 

IRQxx一括読出しレジスタ 

(xxは 00から 31を指します。) 
4.3 

VIR_OFFSET VIRオフセットレジスタ 4.4 

VIRxx 

(xxは 00から 31を指します。) 

Vector Indicate Register xx 

(xxは 00から 31を指します。) 
4.5 

ODDPKS USB ch.0奇数パケットサイズ DMA許可レジスタ 4.6 
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4.2 EXC02一括読出しレジスタ (EXC02MON) 
EXC02MONは、例外 No.2の割込み(NMI/ハードウェアウォッチドックタイマ割込み)を一括で読み出します。 

レジスタ構成 

bit 31  8 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 HWINT NMI 

属性 R R R 

初期値 000000 0 0 

レジスタ機能 

[bit31:2] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit1] HWINT: 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求なし 

読出し 1 ハードウェアウォッチドッグタイマの割込み要求あり 

[bit0] NMI: 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 NMIX外部端子の割込み要求なし 

読出し 1 NMIX外部端子の割込み要求あり 
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4.3 IRQxx一括読出しレジスタ (IRQxxMON) 
 

IRQxxMONレジスタは、IRQ00～IRQ31割込みに対応し、IRQ00MON～IRQ31MONの 32個が存在します。NVIC

に入力される IRQxx割込み信号で、2段目の論理 OR回路で論理 ORされている各割込み信号の状態を表示しま

す。本レジスタを参照することで、IRQxxに発生している割込み要因を判断できます。IRQxxMONのどのビッ

トに、どの周辺機能の割込み信号がアサインされているかは、Table 3-1, Table 3-2,Table 3-3を参照してださい。 

レジスタ構成 

Bit 31    3 2 1 0 

Field 予約 INT2 INT1 INT0 

属性 R R R R 

初期値 00000000000000000000000000000 0 0 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:3] 予約: 予約ビット 

"0"が読み出されます。 

[bit2] INT2 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 該当レジスタの Bit2にアサインされている割込みの発生無し 

読出し 1 該当レジスタの Bit2にアサインされている割込みの発生有り 

[bit1] INT1 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 該当レジスタの Bit1にアサインされている割込みの発生無し 

読出し 1 該当レジスタの Bit1にアサインされている割込みの発生有り 

[bit0] INT0 

値 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 0 該当レジスタの Bit0にアサインされている割込みの発生無し 

読出し 1 該当レジスタの Bit0にアサインされている割込みの発生有り 

 

注意事項 

− 本レジスタの各ビットは、1段目の論理 OR回路で集約されている割込みのいずれかが発生した場合に

1が読み出せます。本レジスタの読出し値では、1段目の論理 OR回路で集約されている割り込み要因

の判別はできません。各周辺機能部内の割込み要因レジスタを参照し、割込み要因判別を行ってくださ

い。 
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4.4 VIRオフセットレジスタ (VIR_OFFSET) 
VIR_OFFSETレジスタは、VIRxxレジスタ読出し値のオフセット値を指定します。 

レジスタ構成 

bit 31  0 

Field VIR_OFFSET 

属性 R/W 

初期値 0x000000 

レジスタ機能 

[bit31:0] VIR_OFFSET 

処理 説明 

書込み VIRxxレジスタ読出し値の共通のオフセット値を指定します。 

読出し レジスタ値を読み出します。 

 

本レジスタ値は、通常の使用方法では、NVICの VTOR（Vector table offset register）と同じ値を指定します。 

本レジスタの bit[7:0]は、必ず 0x00を指定してください。0x00以外は指定できません。本レジスタの設定は、

システム初期化時に行います。割込みが発生している状態での値の書き換えはできません。割込み発生時、本

レジスタ値と Table 3-1, Table 3-2,Table 3-3の VIR valueの加算結果が、VIRxxレジスタより読み出せます。 
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4.5 Vector Indicate Register xx (VIRxx) 
割込み発生時、割込み処理を高速に分岐するために、Vector indicate Registerを利用することができます。VIRxx

は、NVICの IRQ00～IRQ31割込みに対応し、VIR00～VIR31の 32個が存在します。割込み発生時、VIRxxから

は決められたアドレス値が読み出せます。このアドレス値は、2段目の論理 ORに入力される割込み信号の状態

で決定されます。このアドレス領域に、割込みハンドラの先頭アドレス値を配置しておくことで、割込み処理

の分岐を高速に行えます。 

レジスタ構成 

bit 31  0 

Field VIRxx 

属性 R 

初期値 xxx xxxx xxxx xxxx 

レジスタ機能 

[bit31:0] VIRxx 

処理 説明 

書込み 書込みは無視されます。 

読出し 2段目の論理 ORに入力される割込み信号の状態に応じたアドレス値を読み出せます。 

 

本レジスタの使用方法は、「2.4Vector Indicate Register」を参照してください。VIRxxから読み出せる値を、Table 

3-1, Table 3-2,Table 3-3に記載しています。VIR00レジスタの場合の読出し値例を Table 2-2に記載しています。 

VIRxxの読出しアクセスは、必ずWordアクセス（32ビットアクセス）で行ってください。VIRxxの読出し値に

より、割り込み分岐を行う場合、割込み優先順位は、Bit0＞Bit1＞Bit2の固定優先順位となります。Bit0、Bit1、

Bit2のいずれの割込みも発生していない場合には、VIRxxからは不定値が読み出せます。このため、VIRxxは必

ず、割込み発生後、割込み処理プログラムの中で、割込み信号をクリアする前に読出しを行ってください。VIRxx

の読出し値からは、割込み発生の有無の判別はできません。割込み信号をクリアした後は、その割込み処理の

中では、再度 VIRxxの読出し値は利用できません。 

VIR_OFFSETレジスタに値を設定することで、VIRxxに共通のオフセット値を設定することができます。VIRxx

は、CM0+の Single Cylcle I/O 領域に存在します。CPUから 1サイクルでアクセスが可能です。 

1段目の論理 ORにより集約されている割込み要因の分岐は、VIRxxの読出し値で行うことはできません。各周

辺機能ブロックの割込み要因レジスタのリードを行い、割込み要因の判別を行う必要があります。 

注意事項 

− VIRxレジスタを利用する場合、以下に注意してください。 

MFSの送信割込み、受信割込みなど、割込み発生後、FIFOの容量変化により、CPUから割込みクリア

処理を行わなくても、割込み信号がクリアされる割込みが存在します。このような割込み信号の場合、

割込み処理ハンドラの中で、IRQMONレジスタ値の読み出しを行い、割込みが発生していることを確

認してから、VIRxレジスタを読み出して処理分岐をしてください。 
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4.6 USB ch.0奇数パケットサイズ DMA許可レジスタ (ODDPKS) 
DSTCを利用した USB ch.0自動転送 IN方向転送時、最終パケットの最終データの書込みサイズを強制的に

Byte(8ビット)に変換します。 

レジスタ構成 

Bit 31  8 

Field 予約 

属性 R 

初期値 0x000000 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 ODDPKS 

属性 R R/W 

初期値 000 00000 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約: 予約ビット 

"0"を書き込んでください。"0"が読み出されます。 

[bit4] ODDPKS4: 

処理 説明 

書込み 0 DSTCの DMA転送のビット幅の変換を行いません。 

書込み 1 DSTCの転送先アドレスが USB.EP5DTのとき、最終転送データのビット幅を Byteに変換します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

[bit3] ODDPKS3: 

処理 説明 

書込み 0 DSTCの DMA転送のビット幅の変換を行いません。 

書込み 1 DSTCの転送先アドレスが USB.EP4DTのとき、最終転送データのビット幅を Byteに変換します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

[bit2] ODDPKS2: 

処理 説明 

書込み 0 DSTCの DMA転送のビット幅の変換を行いません。 

書込み 1 DSTCCの転送先アドレスがUSB.EP3DTのとき、最終転送データのビット幅をByteに変換します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

[bit1] ODDPKS1: 

処理 説明 

書込み 0 DSTCの DMA転送のビット幅の変換を行いません。 

書込み 1 DSTCの転送先アドレスが USB.EP2DTのとき、最終転送データのビット幅を Byteに変換します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 
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[bit0] ODDPKS0: 

処理 説明 

書込み 0 DSTCの DMA転送のビット幅の変換を行いません。 

書込み 1 DSTCの転送先アドレスが USB.EP1DTのとき、最終転送データのビット幅を Byteに変換します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは USB ch.0において、DSTCを利用した USBデータ数自動転送モードで IN方向転送時の

み有効です。偶数バイト数を転送する場合は、"1"に設定しないでください。 
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5. 使用上の注意 

割込みコントローラを使用する際は、次の点を注意してください。 

− 各周辺リソースからの割込み要求信号はレベルで通知されています。割込み処理から抜ける場合には、必

ずその割込み要求をクリアしてください。 

 

− NVIC に通知された各周辺リソースからの割込み要求は、他の高い優先度の割込みが実行中など直ちに処

理を行うことができない場合、NVIC 内部で保留されます。保留中の割込み要求をキャンセルする場合、

各周辺リソースからの割込み要求をクリアすると共に、NVIC に実装された割込み保留クリアレジスタ

(IRQ Clear-Pending Registers、アドレス 0xE000E280～0xE000E29C)によって保留中の割込みをクリアして

ください。 

 

− NMIX 端子は汎用ポートと兼用で割り当てられています。リセット解除後の初期値は汎用ポートに設定さ

れており、NMI 入力はマスクされています。NMI を使用する場合は、ポートの設定にて NMI を許可し

てください。詳細は別章『外部割込み・NMI 制御部』を参照してください。 

 

− DSTC による DMA 転送を使用する場合、周辺機能からの割込みの代わりに DSTC からの転送終了割込

み(HWINT[n])が発生します。この構成のため、NVIC の処理は、周辺機能からの割込みと、DSTC の転送

終了割込みが、同じ割込みベクタに Jump します。DREQENB[n]レジスタの値により、どちらの割込み処

理を行うかを選択する必要があります。 

 

− 特定のイベント検出レジスタと、ペリフェラル機能の割込みイネーブルレジスタとの関係については、該

当ペリフェラル機能の章を参照してください。 
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CHAPTER 8: 外部割込み・NMI 制御部 

 

 

外部割込み・NMI 制御部の機能と動作について示します。 

 

1. 概要 

2. ブロックダイヤグラム 

3. 動作説明および設定手順例 

4. レジスタ 
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1. 概要 

外部割込み･NMI 制御部は以下のような特長があります。 

− 外部割込み入力端子を最大 32 本、NMI 入力端子を 1 本搭載しています。 

− 外部割込み入力の検出方法は、以下から選択できます。 

− H レベル 

− L レベル 

− 立上りエッジ 

− 立下りエッジ 

− 立上り/立下りの両エッジ（TYPE3-M0+製品のみ） 

− 外部割込み入力・NMI 入力をスタンバイモードからの復帰に利用できます。 

− NMI 入力の許可・禁止を選択できます。（TYPE3-M0+製品のみ） 
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2. ブロックダイヤグラム 

外部割込み・NMI 制御部のブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-1 外部割込み・NMI 制御部のブロックダイヤグラム(TYPE1-M0+, TYPE2-M0+製品) 
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Figure 2-2 外部割込み・NMI 制御部のブロックダイヤグラム(TYPE3-M0+製品) 
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3. 動作説明および設定手順例 

動作説明および設定手順例を示します。 

 

3.1. 外部割込み制御部の動作 

3.2. NMI 制御部の動作 

3.3. タイマモード、ストップモード、RTC モードからの復帰 
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3.1 外部割込み制御部の動作 
外部割込み制御部の動作を示します。 

外部割込み制御部の動作概要 

外部割込み制御部は、次の順序で割込みコントローラへ外部割込み要求を出力します。 

1. INTxx 端子に入力される信号に対し、外部割込み要求レベルレジスタ(ELVR/ELVR1/ELVR2)で設定した信

号変化を検出します。検出するエッジ/レベルは、次の 5 種類から選択できます。 

H レベル / L レベル / 立上りエッジ / 立下りエッジ / 立上がり・立下り両エッジ 

（立上がり・立下り両エッジ検出は、TYPE3_M0+製品のみサポート） 

2. 検出された割込み入力は、割込み要因 F/F に保持されます。 

これは外部割込み要因レジスタ(EIRR)で読み出せます。 

3.. 外部割込みが外部割込み許可レジスタ(ENIR)で、割込み許可されている場合は、割込みコントローラへ外

部割込み要求(INTIRQxx)がアサートされます。 

4. 外部割込み要因クリアレジスタ(EICL)への 0 書込みで保持された割込み要因をクリアします。また、割込

みコントローラへ外部割込み要求(INTIRQxx)がネゲートされます。 

初期設定手順 

外部割込みは次の手順で初期設定してください。 

1. 外部割込み許可レジスタ(ENIR=0)で外部割込みを禁止する。 

2. 外部割込み要求レベルレジスタ(ELVR/ELVR1/ELVR2)で検出条件(有効エッジ/レベル)を設定する。 

3. 外部割込み要求レベルレジスタ(ELVR/ELVR1/ELVR2 のいずれか)を読み出す。 

4. 外部割込み要因クリアレジスタ(EICL=0)で外部割込み要因をクリアする。 

5. 外部割込み許可レジスタ(ENIR=1)で外部割込みを許可する。 
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Figure 3-1 外部割込みの設定手順 
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外部割込み要因のセットとクリア 

外部割込みが検出されると、割込み要因は外部割込み要因レジスタ(EIRR)に保持されます。Figure 3-2 は、"H"

レベル検出の場合の動作波形を示します。検出条件をレベル検出に設定しているとき、外部割込み要求入力 

(INTxx)がネゲートされても、割込み要因は外部割込み要因レジスタ(EIRR)に保持されており、外部割込み要求

(INTIRQxx)はアサートされたままになります。CPU は、割込み要求の認識後、外部割込み要因クリアレジスタ

(EICL)へ”0”の書込みを行い、外部割込み要因レジスタ(EIRR)を 0 クリアしてください。 

レベル検出に設定しているとき、INTxx 端子がアサートされている間は、外部割込み要因クリアレジスタ(EICL)

で対応ビットをクリア(0 を書込み)しても、外部割込み要因レジスタ(EIRR)の対応ビットは再び 1 に設定されま

す。 

 

Figure 3-2 割込み要因のクリア

 

 

外部割込み要求のクリア手順 

外部割込みは要求をクリアするには次の手順で設定してください。 

1. 外部割込み要因レジスタ(EIRR)を読み出し、割込み要因を確認する。 

2. 外部割込み要因クリアレジスタ(EICL)の対応するビットを"0"を書き込みクリアする。 

3. 外部割込み要因レジスタ(EIRR)を読み出し、割込み要因がクリアされていることを確認する。 

Figure 3-3 外部割込みの要求のクリア手順
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＜注意事項＞ 

− 優先度の高い他の割り込み処理がある時、NVIC へ通知する各ペリフェラルからの割り込み要求は、

NVIC 内部で保留されます。NVIC 内部で保留された割り込み要求をキャンセルする時は、各ペリフェラ

"H" 

割込み要求出力 
INTIRQxx 

割込み要求入力 
INTxx 

"H"レベル検出設定時 

EICL への"0"書込みで取り下げられる 
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ルからの割り込み要求をクリアした後、NVIC にある割り込み保留クリアレジスタ(アドレス：

0xE000E280)によって、NVIC 内に保留された割り込みをクリアします。 
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3.2 NMI 制御部の動作 
NMI 制御部の動作を示します。 

NMI 制御部の概要 

NMI 制御部は、NMI 入力端子(NMIX)に入力された信号から、エッジ/レベルを検出すると、CPU に対し NMI 割

込み要求(NMIIRQ)を出力します。 

検出するエッジ/レベルは、次のとおりです。検出するエッジ/レベルの設定変更はできません。 

− 通常時:    立下りエッジ 

− スリープモード時:   立下りエッジ 

− タイマモード時:   L レベル 

− RTC モード時:    L レベル 

− ストップモード時:   L レベル 

− ディープスタンバイモード時:  NMI 割込み要求不可 

＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイモードからの復帰には NMIX 端子入力による NMI 割込みは使用できません。 

ただし、NMIX 端子は、WKUP 端子と兼用されているため、WKUP 端子入力による復帰を行うことがで

きます。 

詳細は、『CHAPTER 6: 低消費電力モード』の『5. ディープスタンバイモードの動作説明』を参照して

ください。 

NMIENR レジスタ 

TYPE3-M0+製品の場合、NMIENR レジスタの設定により、NMI 割込み要求(NMIIRQ)の発生の許可・禁止を設

定できます。 

NMI 要求の取下げ 

NMI 要求を取下げるには、外部割込み要求と同様に、要因レジスタをクリアする必要があります。 

NMI 割込み要求を取り下げるには次の手順で設定してください。 

1. ノンマスカブル割込み要因レジスタ(NMIRR)を読み出し、割込み要因を確認する。 

2. ノンマスカブル割込み要因クリアレジスタ(NMICL)の対応するビットに"0"を書き込みクリアする。 

3. ノンマスカブル割込み要因レジスタ(NMIRR)を読み出し、割込み要因がクリアされていることを確認する。 
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Figure 3-4 NMI 要求の取下げ手順 
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3.3 タイマモード、ストップモード、RTC モードからの復帰 
タイマモード、RTC モード、ストップモードからの復帰を示します。 

概要 

タイマモード、RTC モード、ストップモードからの復帰に、外部割込み要求・NMI 要求を利用できます。 

これらのモード時に、INTxx/NMIX 端子への最初に入力された信号は非同期で入力され、RUN モードに復帰す

ることが可能です。 

タイマモード、ストップモード、RTC モードに移行する前の設定 

外部割込み要求を利用して、これらのモードから復帰する場合、これらのモードに移行する前に、復帰に利用

する端子の設定、検出する有効レベルの設定をしてください。 

− 復帰に利用する端子:  割込み要求の出力許可 (ENIR = 1) 

− 復帰に利用しない端子:  割込み要求の出力禁止 (ENIR = 0) 

 

NMI 要求を利用する場合、L レベル検出のみを行います。検出レベルの選択はできません。TYPE3-M0+製品の

場合は、NMIENR レジスタの設定により、NMI 割込み要求(NMIIRQ)の発生を許可してください。 

タイマモード、ストップモード、RTC モードからの復帰動作 

外部割込み要求の場合では、これらのモード時に復帰に利用する端子に対して、あらかじめ設定した有効レベ

ルを検出すると、これらのモードから復帰します。 

NMI 要求の場合では、これらのモード時に L レベルを検出すると復帰します。 

タイマモード、ストップモード、RTC モードからの復帰における注意事項 

タイマモード、ストップモード、RTC モード解除から発振安定待ち時間が経過するまでは、ほかの外部割込み

要求を認識できません。(Figure 3-5 の INT01 の外部割込み要求は認識できません。) 

そのため、これらのモード解除後に外部割込み入力を行う場合には、発振安定待ち時間経過後に外部割込み信

号を入力してください。 
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Figure 3-5 復帰動作 
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4. レジスタ 

レジスタ一覧を示します。 

レジスタ一覧 

外部割込み・NMI 制御部のレジスタ一覧です。 

 

Table 4-1 外部割込み/NMI 制御部レジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

ENIR 外部割込み許可レジスタ 4.1 

EIRR 外部割込み要因レジスタ 4.2 

EICL 外部割込み要因クリアレジスタ 4.3 

ELVR 外部割込み要求レベル設定レジスタ 4.4 

ELVR1 外部割込み要求レベル設定レジスタ 1 4.5 

NMIRR ノンマスカブル割込み要因レジスタ 4.6 

NMICL ノンマスカブル割込み要因クリアレジスタ 4.7 

ELVR2 外部割込み要求レベル設定レジスタ 2 4.8 

NMIENR ノンマスカブル割込み有効レジスタ 4.9 
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4.1 外部割込み許可レジスタ(ENIR : ENable Interrupt request Register) 
ENIR レジスタは外部割込み要求出力の許可・禁止設定を行います。 

レジスタ構成 

 

bit 31               16 

Field EN[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15               0 

Field EN[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

レジスタ機能 

[bit31:0] EN31～EN0 : 外部割込み許可ビット 

EN31～EN0 ビットは、それぞれ INT31～INT00 の端子に対応しています。 

製品仕様上存在しない端子に対応するビットは、0 を設定してください。 

bit 説明 

0 書込み時 当該ビットに対応する INTx 端子の外部割込み要求の発生を禁止します。[初期値] 

1 書込み時 当該ビットに対応する INTx 端子の外部割込み要求の発生を許可します。 

読出し時 レジスタ設定値を読出します。 

 

本レジスタの"1"を書き込まれたビットに対応する割込み要求出力が許可され、割込みコントローラに対して割

込み要求信号がアサートされます。0 が書き込まれたビットに対応する端子は割込み要因を保持しますが、割込

みコントローラに対しては割込み要求信号をアサートしません。 
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4.2 外部割込み要因レジスタ(EIRR : External Interrupt Request Register) 
EIRR レジスタは外部割込み要求が検出されたことを示します。 

レジスタ構成 

 

bit 31               16 

Field ER[31:16] 

属性 R 

初期値 0xXXXX 

 

bit 15               0 

Field ER[15:0] 

属性 R 

初期値 0xXXXX 

 

レジスタ機能 

[bit31:0] ER31～ER0 : 外部割込み要求検出ビット 

ER31～ER0 ビットは、それぞれ INT31～INT00 の端子に対応しています。 

製品仕様上存在しない端子に対応するビットは不定です。 

bit 説明 

0 読出し時 当該ビットに対応する INTx 端子の外部割込み要求検出なし 

1 読出し時 当該ビットに対応する INTx 端子の外部割込み要求検出あり 

書込み時 動作に影響しません 

 

＜注意事項＞ 

− ELVR レジスタでレベル検出に設定しているとき、INTxx 端子から有効レベルが入力されている間は、

外部割込み要因クリアレジスタ(EICL)で対応ビットをクリア(0 を書込み)しても、外部割込み要因レジ

スタ(EIRR)の対応ビットは再び 1 に設定されます。 

− 初期設定時、外部割込み要因レジスタ(EIRR)の要因ビットに 1 が設定されていることがあります。I/O

ポート部の外部割込み端子設定と ELVR/ELVR1/ELVR2 の設定後、外部割込み要因レジスタ(EIRR)のク

リアを行ってください。その後外部割込みを許可（ENIR=1）してください。 
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4.3 外部割込み要因クリアレジスタ(EICL: External Interrupt CLear register) 
EICL レジスタは保持された割込み要因をクリアします。 

レジスタ構成 

 

bit 31               16 

Field ECL[31:16] 

属性 W 

初期値 0xFFFF 

 

bit 15               0 

Field ECL[15:0] 

属性 W 

初期値 0xFFFF 

 

レジスタ機能 

[bit31:0] ECL31～ECL0 : 外部割込み要因クリアビット 

ECL31～ECL0 ビットは、それぞれ INT31～INT00 の端子に対応しています。 

製品仕様上存在しない端子に対応するビットへの 0 書込みは禁止です。 

bit 説明 

0 書込み時 当該ビットに対応する INTx 端子の外部割込み要因をクリアします。 

1 書込み時 動作に影響しません。 

読出し時 常に 1 が読み出されます。 
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4.4 外部割込み要求レベルレジスタ(ELVR : External interrupt LeVel Register) 
ELVR は外部割込み要求として検出する信号のレベル/エッジを選択します。 

レジスタ構成 

 

bit 31               16 

Field LB15 LA15 LB14 LA14 LB13 LA13 LB12 LA12 LB11 LA11 LB10 LA10 LB9 LA9 LB8 LA8 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

bit 15               0 

Field LB7 LA7 LB6 LA6 LB5 LA5 LB4 LA4 LB3 LA3 LB2 LA2 LB1 LA1 LB0 LA0 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:0] LA15～LA0/LB15～LB0 : 外部割込み要求検出レベル選択ビット 

LA, LB の 2 ビットごとで、INT15～INT00 の端子に対応しています。 

製品仕様上存在しない端子に対応するビットには、00 を設定してください。 

本ビットで選択された入力信号状態/変化を検出すると外部割込み要求として認識します。 

 LBx LAx 説明 

書込み時 

0 0 L レベルを検出 

0 1 H レベルを検出 

1 0 立上りエッジを検出 

1 1 立下りエッジを検出 

読出し時 - - レジスタ設定値を読出します。 

 

<注意事項> 

− ELVR/ELVR1/ELVR2 の設定を書き換えて外部割込みの検出条件を変更すると、誤った割込み要因が発

生することがあります。誤った割込み要因の発生を避けるため、検出条件を変更する場合には Figure 3-1

の手順を守ってください。 

− ELVR/ELVR1/ELVR2 で設定したエッジ/レベルを検出するには、最低 3T(T:PCLK 周期)のパルス幅が必

要です。このパルス幅に満たない信号が入力された場合は正しく動作しないことがあります。 
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4.5 外部割込み要求レベルレジスタ 1 (ELVR1 : External interrupt LeVel Register 1) 
ELVR は外部割込み要求として検出する信号のレベル/エッジを選択します。 

レジスタ構成 

 

bit 31               16 

Field LB31 LA31 LB30 LA30 LB29 LA29 LB28 LA28 LB27 LA27 LB26 LA26 LB25 LA25 LB24 LA24 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

bit 15               0 

Field LB23 LA23 LB22 LA22 LB21 LA21 LB20 LA20 LB19 LA19 LB18 LA18 LB17 LA17 LB16 LA16 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:0] LA31～LA16/LB31～LB16 : 外部割込み要求検出レベル選択ビット 

LA, LB の 2 ビットごとで、INT31～INT16 の端子に対応しています。 

製品仕様上存在しない端子に対応するビットには、00 を設定してください。 

本ビットで選択された入力信号状態/変化を検出すると外部割込み要求として認識します。 

 LBx LAx 説明 

書込み時 

0 0 L レベルを検出 

0 1 H レベルを検出 

1 0 立上りエッジを検出 

1 1 立下りエッジを検出 

読出し時 - - レジスタ設定値を読出します。 

 

<注意事項> 

− ELVR/ELVR1/ELVR2 の設定を書き換えて外部割込みの検出条件を変更すると、誤った割込み要因が発

生することがあります。誤った割込み要因の発生を避けるため、検出条件を変更する場合には Figure 3-1

の手順を守ってください。 

− ELVR/ELVR1/ELVR2 で設定したエッジ/レベルを検出するには、最低 3T(T:PCLK 周期)のパルス幅が必

要です。このパルス幅に満たない信号が入力された場合は正しく動作しないことがあります。 
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4.6 ノンマスカブル割込み要因レジスタ(NMIRR : Non Maskable Interrupt Request 

Register) 
NMIRR レジスタはノンマスカブル割込み(NMI)要求が検出されたことを示します。 

レジスタ構成 

 

bit 15              1 0 

Field 予約 NR 

属性 - R 

初期値 - 0 

 

レジスタ機能 

[bit15:1] 予約 : 予約ビット 

読出し時は不定です。 

書込み時は動作に影響しません。 

 

[bit0] NR : NMI 割込み要求検出ビット 

NR ビットは、NMIX の端子に対応しています。 

bit 説明 

0 読出し時 NMI 割込み要求検出なし 

1 読出し時 NMI 割込み要求検出あり 

書込み時 動作に影響しません 

 

<注意事項> 

TYPE1-M0+、TYPE2-M0+ の場合 

− NMIX 端子が割り当てられている I/O ポートを、GPIO または他の周辺機能から NMIX 端子に切り替え

る(EPFR00.NMIS=1) 場合は、I/O ポート入力を High レベルの状態で切り替えてください。 

GPIO または他の周辺機能が選択されている場合、内部の NMIX 端子への入力は High レベル固定になっ

ています。そのため、I/O ポートに Low レベル入力されている状態で、GPIO または他の周辺機能から

NMIX 端子に切り替えると、内部の NMIX 端子への入力が High レベルから Low レベルとなり、立下り

エッジが検出され、NMI 割込み要求が出力されます。 

 

TYPE3-M0+の場合 

− NMIX 端子が割り当てられている I/O ポートを、GPIO または他の周辺機能から NMIX 端子に切り替え

る(EPFR00.NMIS=1) 場合は、ノンマスカブル割込み許可レジスタを禁止（NMIENR=0）の状態で、で

切り替えてください。 

端子設定の切り替え後、NMICL レジスタで、割込み要因のクリアを行ってください。その後、ノンマ

スカブル割込み許可レジスタを許可（NMIENR=1）してください。 
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4.7 ノンマスカブル割込み要因クリアレジスタ(NMICL: Non Maskable Interrupt 

CLear register) 
NMICL レジスタは保持された割込み要因をクリアします。 

レジスタ構成 

 

bit 15              1 0 

Field 予約 NCL 

属性 - W 

初期値 - 1 

 

レジスタ機能 

[bit15:1] 予約 : 予約ビット 

読出し時は不定です。 

書込み時は動作に影響しません。 

 

[bit0] NCL : NMI 割込み要因クリアビット 

NCL ビットは、NMIX の端子に対応しています。 

bit 説明 

0 書込み時 NMI 割込み要因をクリアします 

1 書込み時 動作に影響しません 

読出し時 常に 1 が読み出されます 
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4.8 外部割込み要求レベルレジスタ 2 (ELVR2 : External interrupt LeVel Register 2) 
ELVR2 は外部割込み要求の検出方法に、立上り・立下り両エッジを選択します。入力信号変化に立上りエッジ、

立下りエッジのいずれかがある場合に、割込み要求として認識します。 

本レジスタは、TYPE3-M0+製品にのみ搭載されています。TYPE1-M0+、TYPE2-M0+製品は、この検出方法は選

択できません。 

レジスタ構成 

 

bit 31               16 

Field LC31 LC30 LC29 LC28 LC27 LC26 LC25 LC24 LC23 LC22 LC21 LC20 LC19 LC18 LC17 LC16 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

bit 15               0 

Field LC15 LC14 LC13 LC12 LC11 LC10 LC9 LC8 LC7 LC6 LC5 LC4 LC3 LC2 LC1 LC1 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:0] LC31～LC0 : 外部割込み要求検出レベル選択ビット 

LC31～0 のビットは、INT31～INT0 の端子に対応しています。 

製品仕様上存在しない端子に対応するビットは、0 に設定してください。 

本ビットで選択された入力信号状態/変化を検出すると外部割込み要求として認識します。 

 LCx 説明 

書込み時 

0 ELVR/ELVR1 で設定された検出方法で割込み要求を認識します。 

1 
ELVR/ELVR1 の設定値を無視し、立上りエッジまたは立下りエッジでの検出で割込み

要求を認識します。 

読出し時 - レジスタ設定値を読出します。 

 

<注意事項> 

− ELVR/ELVR1/ELVR2 の設定を書き換えて外部割込みの検出条件を変更すると、誤った割込み要因が発

生することがあります。誤った割込み要因の発生を避けるため、検出条件を変更する場合には Figure 3-1

の手順を守ってください。 

− ELVR/ELVR1/ELVR2 で設定したエッジ/レベルを検出するには、最低 3T(T:PCLK 周期)のパルス幅が必

要です。このパルス幅に満たない信号が入力された場合は正しく動作しないことがあります。 
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4.9 ノンマスカブル割込み許可レジスタ (NMIENR:NMI Enable Register ) 
 

ノンマスカブル割込み許可レジスタ（NMIENR）は、NMI 発生の許可・禁止を指定します。 

本レジスタは、TYPE3-M0+製品にのみ搭載されています。 

レジスタ構成 

 

Bit 7              1 0 

Field Reserved NE0 

属性 - R/W 

初期値 - 0 

 

レジスタ機能 

[bit7:1] 予約 : 予約ビット 

読出し時は不定です。 

書込み時は動作に影響しません。 

[bit0] NE0: NMI enable bit 

本ビットは、NMI の許可・禁止を設定します。  

bit 説明 

0 書込み時 ノンマスカブル割込みの発生を禁止します。 [初期値] 

1 書込み時 ノンマスカブル割込みの発生を許可します。 

読出し時 レジスタ設定値を読出します。 

 

＜注意事項＞ 

− NMIENR=1 の設定により、ノンマスカブル割込み（NMI）を許可する前に、NMIRR レジスタで割込み

要因をチェックし、NMICL レジスタでその割込み要因をクリアする必要があります。割込み要因をク

リアしないと、NMI を許可した時に、NMI が発生する可能性があります。 

− このレジスタの初期値は 0 です。NMI は禁止されています。 
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CHAPTER 9: DMAC 

 

 

DMACについて説明します。 
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1. DMACの概要 

DMAC(Direct Memory Access Controller)は、CPUを介さずにデータを高速に転送する機能ブロックです。DMAC

を利用することにより、システム性能を高められます。 

DMACの概要 

− CPUバスとは独立の DMA 専用バスを持ち、CPUバスアクセス時に転送動作が可能な構成です。 

− 最大 8種類の DMA転送を独立して実行できる最大 8チャネル構成です。 

− チャネルごとに、転送先アドレス, 転送元アドレス, 転送データサイズ, 転送要求元, 転送モードの設定が

でき、転送動作開始, 転送強制停止, 転送一時停止の制御が行えます。 

− 全チャネル一括転送動作開始, 一括転送強制停止, 一括転送一時停止の制御が行えます。 

− 複数チャネルが同時動作時のチャネル動作優先順位を、固定方式/ローテート方式から選択できます。 

− Peripheral からの割込み信号を利用したハードウェア DMA転送に対応しています。 

− システムバス(AHB)に準拠した構成で、32ビットのアドレス空間(4 Gバイト)に対応しています。 

各チャネルの機能概要 

− 転送元・転送先アドレスのインクリメント/固定の選択ができます。 

− 転送元・転送先アドレスのリロード機能(転送終了時に開始設定値に戻す機能)が利用できます。 

− 転送するデータサイズを、以下の 3種類の指定から決定できます。 

転送データ幅:  (バイト/ ハーフワード/ワードから選択) 

ブロック数設定:  (1～16から選択) 

転送回数設定:  (1～65536から選択) 

(ブロック数と転送回数の違いは「3 DMACの機能と動作」を参照してください。) 

− 転送正常終了, 転送異常終了をそれぞれ、割込みで通知する/しないを選択できます。 

− 転送モードは以下の 5種類から選択できます。 

ソフトウェア・Block転送 

ソフトウェア・Burst転送 

ハードウェア・Demand転送 

ハードウェア・Block転送 

ハードウェア・Burst転送 

転送モードについて 

ソフトウェア転送は、CPU からの直接指示により、DMACを起動する方式です。 

ハードウェア転送は、Peripheralからの割込み信号を、DMACの転送要求信号として利用するもので、Peripheral

からの転送要求発生時に、直接 DMACを起動する方式です。 

マルチ・ファンクション・シリアル・ユニット, ADCユニットの場合、送受信データ, A/D変換データの転送が

必要になったとき、各ユニットが直接 DMACにデータ転送の起動指示を行います。外部割込みユニット, ベー

スタイマユニットの場合、転送タイミングになったとき、各ユニットが直接 DMACにデータ転送の起動指示を

行います。いずれの場合も、あらかじめ設定をしておくことで、CPUを介さずにデータを転送できます。 

略語表記について 

以降の説明文中に、DE, DS, DH, PR, EB, PB, ST, IS, BC, TC, MS, TW, FS, FD, RC, RS, RD, EI, CI, SS, EMの用語が

ありますが、すべて DMAC の制御レジスタ(DMACR, DMACSA, DMACDA, DMACA, DMACBレジスタ)の各ビ

ットを指しています。「5 DMACのレジスタ」を参照してください。 
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2. DMACの構成 

DMACとシステム構成, DMACの入出力信号について説明します。 

 

2.1. DMACとシステム構成 

2.2. DMACの入出力信号 
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2.1 DMACとシステム構成 
DMACとシステム構成について説明します。 

ブロックダイヤグラム 

Figure 2-1に DMACとシステム構成のブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-1 DMACとシステム構成のブロックダイヤグラム 
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ブロックダイヤグラムの説明 

 DMAC 

DMACは、最大 8チャネル構成です。それぞれのチャネルは独立した転送を行います。優先順位制御部は、各

チャネルの転送動作が競合した場合の制御をします。 

 システムとの接続 

Figure 2-1のシステム構成図は簡略化しています。詳細は『システム概要』の章を参照してください。DMAC は

システムバスを経由して CPU, Flash, RAM, Peripheral と接続されています。CPUバスとは独立した専用バスを持

っており、CPUバスアクセス時に転送動作が可能な構成になっています。各チャネルの転送先アドレス, 転送

元アドレスの指定により、システム上の任意のアドレス領域にアクセスし、メモリおよび Peripheral 間のデータ

転送を行います。一部 DMAC からはアクセスできない領域があります。メモリマップにて確認してください。 

 ハードウェア転送要求信号の接続 

ハードウェア転送に対応している Peripheral からの割込み信号は、割込みコントローラ部(Figure 2-1の DRQSEL)

にて、CPUへの割込み信号として使用するか、DMACへの DMA転送要求信号として使用するかを選択します。 

ハードウェア要求による DMA転送を行う場合は、事前に DRQSEL の設定により、各 Peripheral からの割込み信

号を DMACへの転送要求信号として接続してください。ハードウェア転送に対応していない Peripheral からの

割込み信号は、DMA転送要求信号としては使用できません。また、割込み信号を DMACの転送要求信号とし

て使用する場合、CPUへの割込み信号としては使用できません。『割込み』の章を参照してください。 

DMACに入力される DMA 転送要求信号は、32の信号があります。各信号と Peripheral の対応は、「2.2 DMAC

の入出力信号」の Table 2-1を参照してください。 

搭載していない Peripheralからの割込み信号は選択できません。複数のチャネルおよび複数の割込み要因を持つ

Peripheral の場合、DMA転送に対応している割込みあるいは対応していない割込みが存在するため、注意して

ください。 

ハードウェア転送の場合、DMACの各チャネルは、上記の 32の転送要求信号のうち、1つの転送要求信号を選

択して動作します。ISレジスタにより選択を行います。 

 ハードウェア転送要求クリア信号の接続 

ハードウェア転送に対応している Peripheral のうち、転送完了後、転送要求信号(割込み信号)のクリアが必要な

Peripheral があります。Figure 2-1に記載はありませんが、DRQSELレジスタにて選択を行った場合、これらの

Peripheral に対して、DMAC から転送要求信号のクリア処理がなされます。 

 ハードウェア転送停止要求信号の接続 

マルチ・ファンクション・シリアル・ユニット(以下MFSと略)からは、DMA転送停止要求信号が出力されます。

Figure 2-1に記載がありませんが、DRQSEL レジスタにてマルチファンクションシリアルインタ 

フェース(以降、MFS)の選択を行った場合、MFSの転送停止要求信号が、DMACに接続されます。転送停止要

求信号がアサートされた場合、DMACは転送動作を停止します。また、以降の転送要求信号をマスクする構成

です。 

MFSから転送停止要求信号がアサートされる条件は以下の通りです。 

− 受信割込み許可中(SCR:RIE=”1”)に受信エラーが発生(PEビット、FREビットまたは ORE ビットが”1”) 

− チップセレクトエラー割込み許可中(SACSR:CSEIE="1")にチップセレクトエラー発生(CSEビットが”1”) 

 DMACからの割込み信号 

Figure 2-1には記載がありませんが、各チャネルから、転送終了を通知するための割込み信号が、NVICに接続

されています。チャネルごとに 8本の割込み出力があります。 
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2.2 DMACの入出力信号 
DMACの入出力信号について説明します。 

DMACに入力される転送要求信号 

DMACに入力される転送要求信号と対応する Peripheralからの割込み信号の一覧を Table 2-1に示します。 

Table 2-1 転送要求信号と対応する Peripheralからの割込み信号の一覧 

IDREQ番号 対応する Peripheral割込み信号 

0 Reserved 

1 Reserved 

2 Reserved 

3 Reserved 

4 Reserved 

5 A/Dコンバータ unit0 スキャン変換割込み信号 

6 A/Dコンバータ unit1 スキャン変換割込み信号 

7 A/Dコンバータ unit2 スキャン変換割込み信号 

8 ベースタイマ ch.0 の IRQ0 の割込み信号 

9 ベースタイマ ch.2 の IRQ0 の割込み信号 

10 ベースタイマ ch.4 の IRQ0 の割込み信号 

11 ベースタイマ ch.6 の IRQ0 の割込み信号 

12 MFS ch.0 の受信割込み信号 

13 MFS ch.0 の送信割込み信号 

14 MFS ch.1 の受信割込み信号 

15 MFS ch.1 の送信割込み信号 

16 MFS ch.2 の受信割込み信号 

17 MFS ch.2 の送信割込み信号 

18 MFS ch.3 の受信割込み信号 

19 MFS ch.3 の送信割込み信号 

20 MFS ch.4 の受信割込み信号 

21 MFS ch.4 の送信割込み信号 

22 MFS ch.5 の受信割込み信号 

23 MFS ch.5 の送信割込み信号 

24 MFS ch.6 の受信割込み信号 

25 MFS ch.6 の送信割込み信号 

26 MFS ch.7 の受信割込み信号 

27 MFS ch.7 の送信割込み信号 

28 外部割込みユニット ch.0 割込み信号 

29 外部割込みユニット ch.1 割込み信号 

30 外部割込みユニット ch.2 割込み信号 

31 外部割込みユニット ch.3 割込み信号 
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DMACから出力される割込み信号 

DMACから出力される割込み信号の一覧を Table 2-2に示します。 

Table 2-2 DMACからの割込み信号一覧 

割込み信号名 割込み要因レジスタ 割込み許可レジスタ 割込み種別 

DIRQ0 DMACB0.SS[2:0] 
DMACB0.CI ch.0 転送正常終了割込み 

DMACB0.EI ch.0 転送異常終了割込み 

DIRQ1 DMACB1.SS[2:0] 
DMACB1.CI ch.1 転送正常終了割込み 

DMACB1.EI ch.1 転送異常終了割込み 

DIRQ2 DMACB2.SS[2:0] 
DMACB2.CI ch.2 転送正常終了割込み 

DMACB2.EI ch.2 転送異常終了割込み 

DIRQ3 DMACB3.SS[2:0] 
DMACB3.CI ch.3 転送正常終了割込み 

DMACB3.EI ch.3 転送異常終了割込み 

DIRQ4 DMACB4.SS[2:0] 
DMACB4.CI ch.4 転送正常終了割込み 

DMACB4.EI ch.4 転送異常終了割込み 

DIRQ5 DMACB5.SS[2:0] 
DMACB5.CI ch.5 転送正常終了割込み 

DMACB5.EI ch.5 転送異常終了割込み 

DIRQ6 DMACB6.SS[2:0] 
DMACB6.CI ch.6 転送正常終了割込み 

DMACB6.EI ch.6 転送異常終了割込み 

DIRQ7 DMACB7.SS[2:0] 
DMACB7.CI ch.7 転送正常終了割込み 

DMACB7.EI ch.7 転送異常終了割込み 

 

参考 : 割込みの発生要因, クリアについて(詳細は「4. DMACの制御」を参照してください。) 

各チャネルからの割込みは、以下の要因で発生します。 

− チャネルの転送が正常終了した場合、各チャネルの SS[2:0]に 101がセットされます。CI=1(転送正常終了

割込み許可)時、SS[2:0]に上記の値がセットされると、転送正常終了割込みが発生します。 

− チャネルの転送が異常終了した場合、各チャネルの SS[2:0]に 001, 010, 011, 100 がセットされます。EI=1(転

送異常終了割込み許可)時、SS[2:0]に上記の値がセットされると、転送異常終了割込みが発生します 

− 転送正常終了割込みと転送異常終了割込みは論理 OR されており、いずれかの割込みが発生すると、チャ

ネルからの割込みが発生します。 

 

各チャネルからの割込みは、SS[2:0]に"000"を書き込むことでクリアできます。 
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3. DMACの機能と動作 

各転送モードにおける DMACの動作を説明します。 

 

3.1. ソフトウェア・Block転送 

3.2. ソフトウェア・Burst転送 

3.3. ハードウェア・Demand 転送 

3.4. ハードウェア・Block転送/Burst転送 

3.5. チャネル優先順位制御 
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3.1 ソフトウェア・Block転送 
ソフトウェア・Block転送について説明します。 

Figure 3-1にソフトウェア・Block転送の動作例を示します。Figure 3-1では、以下の設定を行っています。 

− 転送モード:   ソフトウェア要求 Block転送(ST=1, IS[5:0]=000000, MS=00) 

− 転送元開始アドレス:  SA(DMACSA=SA) 

− 転送元アドレス制御:  インクリメント, リロードあり(FS=0, RS=1) 

− 転送先開始アドレス:  DA(DMACDA=DA) 

− 転送先アドレス制御:  インクリメント, リロードなし(FD=0, RD=0) 

− 転送データサイズ:  ハーフワード(16bit), ブロック数 2, 転送回数 3(TW=01, BC=1, TC=2) 

− BC/TCリロード:  リロードあり(RC=1) 
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Figure 3-1 ソフトウェア・Block転送の動作例 
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CPUから転送内容の設定を行った後、転送開始の指示を行うと、DMACは以下の動作を行います。 

− 転送データ幅の指定により、1回の転送はハーフワード(16 bit)で行われます。 

− 転送元, 転送先の開始アドレス値, データ幅, インクリメント/固定の指定に従って、アドレス SAの領域か

らアドレス DAの領域にブロック数(=BC+1)分転送を行います。 

− Block転送の場合、1ブロックの転送終了ごとに、Transfer Gapを発生します。 

− DMACはブロック数(=BC+1)分のデータ転送を転送回数(=TC+1)分行います。CPUからの 1回の転送要求

で転送されるデータのサイズは、データ幅(TW)×ブロック数(BC+1)×転送回数(TC+1)になります。 

− 転送が終了すると、DMAC は CPUに終了通知を行います。 

− 転送終了後、再び転送開始の指示を行った場合、転送元アドレスは、リロードあり指定(RS=1)のため、前

の転送開始アドレス(SA+0)から再度転送を開始します。転送先アドレスは、リロードなし指定(RD=0)のた

め、前の転送終了アドレスの次のアドレス(DA+12)から転送を開始します。また BC・TCのリロードが指

定されるため、次回のブロック数, 転送回数設定は前回の転送と同じ設定値がリロードされます。 

 

Transfer Gapは、DMAC の 1 つのチャネルが、システムバスアクセス権を占有することを避ける目的で挿入され

る転送を行わない時間帯のことを示します。複数のチャネルに転送要求がある場合、DMACは Transfer Gap の

タイミングで、転送動作を行うチャネルを切り換えます。BCと TCの設定値を調節することにより、Transfer Gap

の発生頻度を制御できます。 

また、Transfer Gapのタイミングで、同時に CPUへのバスアクセス権の譲渡も行われます。本シリーズのシス

テムバスは、Multi-layer 構成であり、DMA 専用のシステムバスを持っています。このため、CPU とアクセス先

が競合しない場合、CPU動作と同時に転送動作を行えます。CPUとアクセス先が競合する場合、DMACの転送

が、異なるアドレス領域グループ間(RAMと Peripheral, Flashと RAM など)のとき、CPU動作に対する支障はほ

とんどありません。ただし、転送が同じアドレス領域グループ間(RAMと RAMなど)の場合、ブロック数の設

定によっては、CPUの動作に支障を与え、システム性能に影響が発生することがあるため、注意してください。 

(上記のアドレス領域グループとは、AHB システムバス上で同じバスブリッジにて接続されるアドレス領域グル

ープのことを指しています。) 
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3.2 ソフトウェア・Burst転送 
ソフトウェア・Burst転送について説明します。 

Figure 3-2にソフトウェア・Burst転送の動作例を示します。Figure 3-2では、以下の設定を行っています。 

− 転送モード:   ソフトウェア要求 Burst転送(ST=1, IS[5:0]=000000, MS=01) 

− 転送元開始アドレス:  SA(DMACSA=SA) 

− 転送元アドレス:  固定, リロードあり(FS=1, RS=1) 

− 転送先開始アドレス:  DA(DMACDA=DA) 

− 転送先アドレス:  インクリメント, リロードなし(FD=0, RD=0) 

− 転送データサイズ:  ワード(32 bit), ブロック数 3, 転送回数 2(TW=10, BC=2, TC=1) 

− 転送回数リロード:  転送回数リロードあり(RC=1) 

 

Figure 3-2 ソフトウェア・Burst転送の動作例 
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CPUから転送内容の設定を行った後、転送開始の指示を行うと、DMACは以下の動作を行います。 

− 転送データ幅の指定により、1回の転送はワード(32 bit)で行われます。 

− 転送元, 転送先の開始アドレス値, データ幅, インクリメント/固定の指定に従って、アドレス SAの領域か

らアドレス DAの領域にブロック数(=BC+1)分転送を行います。転送元アドレスは固定が指定されている

ため、転送元開始アドレス(SA+0)のままです。 

− Burst転送の場合、Transfer Gapを発生せずに転送を連続して実行します。 

− DMACはブロック数(=BC+1)分のデータ転送を転送回数(=TC+1)分行います。CPUからの 1回の転送要求

で転送されるデータのサイズは、データ幅(TW)×ブロック数(BC+1)×転送回数(TC+1)になります。 

− 転送が終了すると、DMAC は CPUに終了通知を行います。 

 

Burst転送の場合、Block転送と異なり Transfer Gapを発生しません。制御対象チャネルがシステムバスアクセス

権を占有するため、そのチャネルの転送を優先したいときに利用できます。 
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3.3 ハードウェア・Demand転送 
ハードウェア・Demand転送について説明します。 

MSF, ADC の Peripheral からの転送要求信号にて、DMA転送を行う場合は、ハードウェア・Demand転送を使用

します。 

ハードウェア・Demand転送は、Peripheralからの転送要求信号を信号レベルで受け取る方式です。転送要求信

号が Highレベルのときは転送を実行し、転送要求信号が Lowレベルのときは転送を実行しません。各 Peripheral

からの割込み信号の出力設定を、転送データが存在する場合に High レベル(転送要求あり)、転送データが存在

しない場合に Lowレベル(転送要求なし)となる設定を行って、転送を実行します。 

ハードウェア・Demand転送の場合、ブロック数は常に 1(BC=0)を指定してください。 

Figure 3-3にハードウェア・Demand転送の動作例を示します。Figure 3-3は、以下の設定を行っています。転送

元・転送先アドレス, 転送データ幅に関する設定は省略しています。 

− 転送モード:   ハードウェア・Demand転送(ST=0, IS=転送要求元 Peripheral, MS=10) 

− 転送データサイズ:  ブロック数 1, 転送回数 3(BC=0, TC=2) 

 

Figure 3-3 ハードウェア・Demand転送の動作例 

 

 

 

 

ハードウェア・Demand転送の動作を以下に示します。 

CPUから転送内容の指定を行って、動作開始を指示します。DMACは、Peripheral からの転送要求を待機します。

転送要求を受け取り後、1回の転送を行って、次の転送要求を待機します。待機中、Transfer Gap が発生します。

転送要求のたびに、同様の動作を転送回数(TC+1)分行います。合計(TC+1)回の転送を行います。Peripheral から

の転送要求の回数と DMAC の転送回数(TC+1)を合わせてください。DMACはすべての転送が終了すると、CPU

に終了通知を行います。 
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3.4 ハードウェア・Block転送/Burst転送 
ハードウェア・Block転送/Burst転送について説明します。 

ベースタイマ, 外部割込みの Peripheral からの転送要求信号にて、DMA転送を行う場合は、ハードウェア・Block

転送またはハードウェア・Burst転送を使用します。 

ハードウェア・Block転送およびハードウェア・Burst転送は、Peripheral からの転送要求信号を信号の立上りエ

ッジで受け取る方式です。転送要求信号の立上りエッジが検出された場合に転送を実行します。各 Peripheralか

らの割込み信号の出力にて、DMACの転送開始タイミングを指示できます。 

Figure 3-4にハードウェア・Block転送の動作例を示します。Figure 3-4は、以下の設定を行っています。転送元・

転送先アドレス, 転送データ幅に関する設定は省略しています。 

− 転送モード:   ハードウェア・Block転送(ST=0, IS=転送要求元 Peripheral, MS=00) 

− 転送データサイズ:  ブロック数 4, 転送回数 3(BC=3, TC=2) 

 

Figure 3-4 ハードウェア・Block転送の動作例 

 

 

 

 

ハードウェア・Block転送の動作を以下に示します。 

CPUから転送内容の指定を行って、動作開始を指示します。DMACは、Peripheral からの転送要求を待機します。

転送要求を受け取り後、ブロック数(=BC+1)回の転送を行って、次の転送要求を待機します。待機中、Transfer Gap

が発生します。転送要求のたびに、同様の動作を転送回数(TC+1)分行います。合計(BC+1)×(TC+1)回の転送を行

います。Peripheral からの転送要求の回数と DMACの転送回数(TC+1)を同じにしてください。DMACはすべて

の転送が終了すると、CPU に終了通知を行います。 

Transfer action

TC(reload) 2 1 0

BC(reload) 3

Transfer normal end

Transfer request

1st Transfer request from Peripheral

2

2 1 0 3 2 1 0 3 2 1 0 3
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Figure 3-5にハードウェア・Burst転送の動作例を示します。Figure 3-5は、以下の設定を行っています。転送元・

転送先アドレス, 転送データ幅に関する設定は省略しています。 

− 転送モード:   ハードウェア・Burst転送(ST=0, IS=転送要求元 Peripheral, MS=01) 

− 転送データサイズ:  ブロック数 4, 転送回数 5(BC=3, TC=4) 

 

Figure 3-5 ハードウェア・Burst転送の動作例 

 

 

 

 

ハードウェア・Burst転送の動作を以下に示します。 

CPUから転送内容の指定を行って、動作開始を指示します。DMACは、Peripheral からの転送要求を待機します。

最初の転送要求を受け取り後、(BC+1)×(TC+1)回のすべての転送を行います。ハードウェア・Burst転送中は、

Transfer Gapは発生しません。DMACはすべての転送が終了すると、CPUに終了通知を行います。 

Transfer action

TC(reload) 4 3 2

BC(reload) 3

Transfer normal end

Transfer request

1st Transfer request from Peripheral

1

2 1 0 3 2 1 0 2 1 03

Start request from CPU

3 2 1 0 2 1 03

0 4

3
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3.5 チャネル優先順位制御 
チャネル優先順位制御について説明します。 

優先順位制御について 

複数のチャネルに転送要求がある場合、DMACは各チャネルの Transfer Gapのタイミングで、転送を行う 

チャネルを切り換えます。この際、次に転送を行うチャネルは、優先順位制御に従って決定されます。優先順

位制御は、PR により、優先順位固定/優先順位ローテートのいずれかを選択できます。Figure 3-6は、右軸が時

間軸を示しています。すべてのチャネルから同時に転送要求が発生した場合に、各チャネルが転送動作を行う

タイミングを矢印で示しています。 

優先順位固定の場合の動作(PR=0) 

優先順位固定の場合、転送要求のあるチャネルのうち、小さい番号のチャネルが、優先的に転送動作を行いま

す。 

(優先順位 : ch.0＞ch.1＞ch.2＞ch.3＞ch.4＞ch.5＞ch.6＞ch.7) 

最初に、1番目に優先順位の高いチャネル(Figure 3-6では ch.0)が転送を行います。1番目に優先順位の高いチャ

ネルは、Transfer Gapのタイミングで転送動作を停止するため、次は 2番目に優先順位の高いチャネル(Figure 3-6

では ch.1)が転送動作を行います。このため、1番目と 2 番目の優先順位のチャネルが、交互に転送動作を行い

ます。以降、優先順位の高いチャネルの転送が終了してから、優先順位の低いチャネル(Figure 3-6では ch.3)が

転送動作を開始します。 

優先順位ローテート方式の場合の動作(PR=1) 

優先順位ローテート方式は、すべてのチャネルが平等に転送動作を行います。 

 

Figure 3-6 チャネル優先順位制御の説明図 
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4. DMACの制御 

DMACの制御方法の詳細を説明します。 

 

4.1.  DMAC制御概要 

4.2. ソフトウェア転送時の DMAC動作と制御手順 

4.3. ハードウェア(EM=0)転送時の DMAC 動作と制御手順 

4.4. ハードウェア(EM=1)転送時の DMAC 動作と制御手順 
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4.1 DMAC制御概要 
DMAC制御概要を説明します。 

DMACの各チャネルの制御レジスタには、EB(個別チャネル動作許可ビット), PB(個別チャネル一時停止 

ビット)が存在します。これらのビットを操作することにより、DMA 転送動作の開始(動作許可), 転送動作の強

制停止(動作禁止), 転送動作の一時停止の制御をチャネルごとに制御できます。また、すべてのチャネルの転送

動作を一括して制御するための、DE(全チャネル動作許可ビット), DH(全チャネル一時停止ビット)があり、全チ

ャネルの転送動作を一括して制御できます。 

あらかじめ、各チャネルは動作禁止状態にあり、この状態でチャネルごとに転送内容(転送元アドレス, 転送先

アドレス, 転送データ幅, 転送回数, 転送モードなど)の指定を各チャネルのコンフィギュレーションレジスタ

に指定します。その後、EB, PB, DE, DHへの書込みにより転送動作の開始, 一時停止指示を行って、転送動作を

制御します。 

各チャネルは転送が終了すると、SS(Stop Status)に終了コードをセットし、それぞれのチャネルの終了状態を通

知します。転送終了時に割込みを発生させられます。転送が終了すると、基本的に各チャネルは EB, PBをクリ

アし、動作禁止状態に戻ります。 

「4.2 ソフトウェア転送時の DMAC動作と制御手順」にて、ソフトウェア要求による DMA転送、Peripheral か

らの転送要求によるハードウェア DMA 転送時のそれぞれの動作と制御手順について説明します。 

説明文中に、CPUからの指示として以下の用語が用いられますが、それぞれ、EB, PB, DE, DHビットへの以下

の値の書込み操作を示しています。 

− 個別チャネル動作許可指示(EB=1, PB=0 の書込み) 

− 個別チャネル動作禁止指示(EB=0の書込み) 

− 個別チャネル一時停止指示(EB=1, PB=1 の書込み) 

− 全チャネル動作許可指示(DE=1, DH=0000 の書込み) 

− 全チャネル動作禁止指示(DE=0の書込み) 

− 全チャネル一時停止指示(DE=1, DH!=0000の書込み) 
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4.2 ソフトウェア転送時の DMAC動作と制御手順 
ソフトウェア転送時の DMAC動作と制御手順を以下に説明します。 

Figure 4-1 ソフトウェア DMA転送状態遷移図 
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Figure 4-1にソフトウェア転送時の制御対象チャネルの状態遷移を示します。Figure 4-1の遷移線の番号は、以降

の制御手順の説明の番号に対応しています。実線の遷移線は、CPU からの指示による状態遷移を示します。破

線の遷移線は、DMACの動作による状態遷移を示します。 
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各状態の説明 

 Disable 状態 

制御対象のチャネルの転送が禁止されている状態です。この状態のチャネルは、何も行わず、CPUから

の指示を待っている状態です。システムリセット時は、DE=0, EB=0, DH=0000, PB=0の Disable 状態です。 

 Transfer状態 

制御対象のチャネルの転送が許可されている状態です。この状態のチャネルは、指定された内容の転送

動作を行います。すべての転送動作が終了すると Disable 状態に復帰します。また、CPUからの指示に

より、状態を変化させます。 

 Pause状態 

制御対象のチャネルが、CPUからの一時停止の指示により、転送を一時停止している状態で、CPUから

の指示を待っている状態です。 

制御手順の説明 

1. Disable 状態/転送準備 

CPUから制御対象のチャネルに対する転送内容の指定(DMACSA, DMACDA, DMACA, DMACBの各ビ

ットへ書込み)を行います。転送内容の指定詳細は、「5. DMACのレジスタ」を参照してください。転

送終了時に DMACから割込みを発生させる場合には、EI, CIをセットします。 

ソフトウェア転送の場合、次の制約があります。ST=1, IS[5:0]=000000 を指定します。MSに Demand転

送モードは指定できません。EMは常に"0"を設定します。 

全チャネル動作許可指示と PRの設定を行います。DMACAに対する書込みは、ソフトウェア手順 2.で

同時に行うことも可能です。 

2. Disable 状態=>Transfer状態/転送開始 

CPUから個別チャネル動作許可指示を行います。DE=1, EB=1, DH=0000, PB=0の状態になると、制御対

象のチャネルは、Transfer状態へ遷移します。 

3. Transfer状態 

Transfer状態のチャネルは、システムバスにアクセス可能な状態になると、転送内容に従い転送を行い

ます(他のチャネルの状況により、転送を開始するために時間を要する場合もあります)。Block転送の場

合、TCの更新の都度 Transfer Gap を発生します。Burst転送の場合、Transfer Gap は発生しません。転送

動作中、BC, TC, DMACSA, DMACDAは、その時点での転送回数残量, 転送アドレスを示しています。

CPUから読み出すことで転送状況を確認できます。 

CPUから Transfer状態のチャネルに対し、転送内容の指定変更(DMACSA, DMACDA, DMACA[29:0], 

DMACB[31:1]の各ビットの書換え)を行うことはできません(EB, PB, EMは書換えが可能です)。 

4. Transfer状態=>Disable 状態/転送正常終了 

Transfer状態のチャネルは、(BC+1)×(TC+1)回の転送が正常終了すると、EB, PB, ST をクリアし、Disable

状態に遷移します。SS[2:0]=101をセットし正常終了を通知します。Figure 4-2 Example 1を参照してくだ

さい。CIにより転送正常終了割込みを許可している場合、割込みが発生します。BC, TC, DMACSA, 

DMACDAにリロードが指定されている場合、転送内容指定のリロードを実行します。 
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Figure 4-2 ソフトウェア・Block転送動作例 
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5. Transfer状態=>Disable 状態/転送エラー終了 

Transfer状態のチャネルは、転送動作中に、アドレス・オーバフロー, 転送元アクセスエラー, 転送先ア

クセスエラーが発生した場合、転送処理を中断します。EB, PB, STをクリアし、Disable 状態に遷移しま
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す。SS[2:0]にエラー内容を示す値をセットし、エラー終了を通知します。Figure 4-2 Example 2を参照し

てください。EIにより転送異常終了割込みを許可している場合、割込みが発生します。リロード指定さ

れていない BC, TC, DMACSA, DMACDAは、転送中断時の値の状態です。 

通常、転送エラーは、システムバス上に存在しないアドレス領域や、DMACからアクセスが禁止されて

いるアドレス領域にアクセスを行った場合に発生するものです。一般的な用途の場合には発生しません。 

6. Transfer状態, Pause状態=>Disable 状態/転送強制停止 

Transfer状態・Pause状態のチャネルに対し、CPUから個別チャネル動作禁止指示または全チャネル動作

禁止指示を行うと該当するチャネルの転送動作を強制停止できます 

(Disable 状態のチャネルに動作禁止指示を行った場合の動作は、ソフトウェア手順 11.を参照してくださ

い)。 

CPUから指示を行うと、該当するチャネルは転送処理を中断します。EB, PB, ST をクリアし、Disable

状態に遷移します。SS[2:0]=010をセットし、そのチャネルの転送が強制停止したことを通知します。

EIにより転送異常終了割込みを許可している場合、割込みが発生します。リロード指定されていない

BC, TC, DMACSA, DMACDA は、転送中断時の値のままの状態です。 

Figure 4-2 Example 3に示すように、CPUからの指示後、転送が停止するのは、該当するチャネルが転送

を行っていないタイミング(転送開始前、Transfer Gap)です。Pause状態のチャネルは、直ちに停止しま

す。指示後、停止するまでの間に、時間差(Transition state)があります。BCの設定によっては、時間を要

する場合もあります。この間に、新規の転送設定および新規転送開始はできないため、その際は、必ず

停止の確認後に次の転送設定を行ってください。 

全チャネル動作禁止指示の場合、チャネルによって停止するタイミングは異なります。すべての 

チャネルが停止すると、DS がセットされるため、すべてのチャネルが停止したことを確認できます。 

CPUから指示を行っても、転送モード(Burst/Block/Demand)や、転送状況(転送を行った回数, 動作禁止

指示タイミング)などの要因により、強制終了せず、正常終了する場合があります。また、転送が停止す

る前に転送エラーが発生すれば、転送はエラー終了します。 

7. Disable 状態/転送後処理 

CPUから SSの読出しを行い、転送終了状態を確認します。CPUから SS[2:0]をクリアし、次回の転送に

備えます。割込みを許可している場合、SSのクリアにより DMACからの割込み信号がディアサートさ

れます。 

正常終了の場合、必要に応じて CPUから転送内容の再設定を行います。各リロード指定がされている

場合、BC, TC, DMACSA, DMACDAは、転送開始前の値がリロードされています。各リロード指定がさ

れていない場合、BC, TCは、"0"に初期化されています。DMACSA, DMACDAは、次の転送アドレスを

示しています。 

エラー終了, 強制終了の場合、BC, TC, DMACSA, DMACDAは、中断時の値の場合がありますので、必

ず再設定をしてください。 

全チャネル動作禁止指示により停止している場合、DE=0であるため、次回の転送には、全チャネル動

作許可指示, 個別チャネル動作許可指示が必要です。 

8. Transfer状態/転送一時停止 

Transfer状態のチャネルに対し、CPUから個別チャネルの一時停止指示または全チャネル一時停止指示

を行うと、該当するチャネルの転送動作を一時停止できます(Disable 状態のチャネルに一時停止指示を

行った場合の動作は、ソフトウェア手順 11.を参照してください)。 

CPUから指示を行うと、該当するチャネルは転送処理一時停止します。SS=111をセットし Pause状態で

あることを通知します。この場合に割込みは発生させられません。 

CPUからの指示後、転送が停止するのは、該当するチャネルが転送を行っていないタイミング(転送開

始前、Transfer Gap)です。指示後、停止するまでの間に、時間差(Transition state)があります。BCの設定

によっては、時間を要する場合もあります。Figure 4-3を参照してください。 
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全チャネル一時停止指示の場合、チャネルによって停止するタイミングは異なります。すべての 

チャネルが停止すると、DS がセットされるため、すべてのチャネルが停止したことを確認できます。

Figure 4-3を参照してください。 

CPUから指示を行っても、転送モード(Burst/Block/Demand)や、転送状況(転送を行った回数, 一時停止

指示タイミング)などの要因により、一時停止せず、正常終了する場合があります。また、転送が停止す

る前に転送エラーが発生すれば、転送はエラー終了します。 

Figure 4-3 全チャネル一時停止指示時の動作 

 

 

 

 

9. Pause状態 

CPUから SSの読出しを行い、一時停止を確認します。Pause状態にあるチャネルの SS[2:0]は"111"の値

であり、この状態にある間、CPUからはクリアできません。 

一時停止中であっても、CPUから転送内容の指定変更(DMACSA, DMACDA, DMACA[29:0], 

DMACB[31:1]の各ビットの書換え)はできません。また、Pause状態のチャネルに対する一時停止指示は、

Pause状態を継続します。 

10. Pause状態/転送一時停止解除 
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個別チャネル一時停止指示で Pause 状態になっているチャネルに、個別チャネル動作許可指示を行うと

該当するチャネルは Transfer状態に戻ります。また、全チャネル一時停止指示で Pause状態になってい

るチャネルに、全チャネル動作許可指示を行うと該当するチャネルは Transfer状態に戻ります。両方の

一時停止指示を行っている場合、両方の解除指示をしてください。 

解除の指示後、SS[2:0]は DMACから"000"にクリアされます。 

個別チャネル動作許可指示および全チャネル動作許可指示は、Pause状態で発行された場合は、一時停

止の解除を指示します。しかし、Disable 状態で発行された場合は、新規の転送を開始する指示になる場

合があるため、注意してください。ソフトウェア手順 11を参照してください。 

Figure 4-3に、全チャネル一時停止指示を行った場合の例を示します。Figure 4-3の説明を以下に行いま

す。 

最初の時点では、ch.0～ch.2の 3つのチャネルが Block転送モードでそれぞれ転送動作を行っています。

ch.2は転送を正常終了し、Disable 状態に遷移し SS[2:0]=101をセットしています。その後、ch.0と ch.1

が交互に転送を行っています。 

ここで、CPU から全チャネル一時停止指示を行うと以下の動作となります。ch.0は Transfer Gapのタイ

ミングのため、直ちに Pause 状態に遷移し、SS[2:0]=111となります。ch.1は転送中のため、次の Transfer 

Gapのタイミングまで転送を行い、その後 Pause状態に遷移し、SS[2:0]=111となります。ch.2は Disable

状態のため、Disable 状態のままで SS[2:0]を変化させません。すべてのチャネルが動作停止となった時

点で DSがセットされます。 

次に CPUから全チャネル動作許可指示(一時停止解除の指示)を行うと以下の動作となります。ch.0, ch.1

は Transfer状態に復帰し、SS[2:0]を"000"にクリアします。ch.2は Disable 状態(DE=1, EB=0)のため、動

作開始せずそのままの状態です。全チャネル一時停止解除となると、DSがリセットされます。 

11. Disable 状態での動作 

Disable 状態のチャネルは、DE=1, DH=0000, EB=1, PB=0の条件が成立しない限り、Disable 状態を継続し

ます。ソフトウェア手順 1-2.では、DE=0, EB=0の状態から、DEを先にセットし、次に EBをセットし

ましたが、逆に EBをセットしてから、DEをセットしても問題ありません。転送を行う複数のチャネル

の転送設定をすべて完了してから、最後に DEをセットできます。この場合、転送を行う複数のチャネ

ルに同時に転送開始を指示できます。同時に転送開始指示がなされた場合、DMACは PRの設定に従っ

て転送を開始するチャネルを選択します(PRの設定変更は、全チャネルの動作が禁止されているときの

み行えます)。 

Disable 状態のチャネルに対して個別チャネル動作禁止指示, 個別チャネル一時停止指示, 全チャネル動

作禁止指示, 全チャネル一時停止指示を行った場合、DE, DH, EB, PBのビット設定が変更されるだけで、

DE=1, DH=0000, EB=1, PB=0の条件が成立しないため、該当チャネルは何も行わず、SS[2:0]は変化しま

せん。Figure 4-3の ch.2の動作に示した例のように、CPUからの全チャネル一時停止指示が、Disable 状

態のチャネルに発行された場合、そのチャネルは状態変化せず、その前の転送の終了状態の SS[2:0]を示

したままとなります。 

Disable 状態のチャネルに、個別・全チャネル一時停止指示を行うと、DE=1, EB=1, (DH!=0000 or PB=1)

の Disable 状態になることがあります。この状態のビット値は、Pause状態の DE, EB, DH, PBと同じです

が、SS[2:0]が異なる値のため区別できます。Figure 4-4に例を示します。 
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Figure 4-4 Disable状態で個別チャネル一時停止指示を行った場合の例 

 

 

 

 

あるチャネルにて転送動作を行っています。また、CPUからそのチャネルに対し、個別チャネル一時停

止指示を行っています。その指示は、転送が終了し Disable 状態(DE=1, DH=0000, EB=0, PB=0)になって

から発行されています。転送動作中のチャネルは、CPUの意図しない間に状態を変化させるため、この

ような現象は起こり得ます。この場合、該当チャネルのビット値は、CPUからの指示により、(DE=1, 

DH=0000, EB=1, PB=1)に変化しますが、SS[2:0]は終了時の"101"のままです。一時停止指示で停止してい

れば、SS[2:0]は"111"となるため、一時停止状態なのか、転送が終了した状態なのかを区別できます。

SS[2:0]でチャネルの状態を確認せずに、一時停止解除の指示(動作許可指示と同じ)を行うと、Figure 4-4

に示すように、新規の転送が開始されるため、注意してください。 

 

補足事項 1 

転送終了時、STはクリアされるため、転送終了後の STの読出し値は"0"です。ソフトウェア転送の場合、

STは読出し値にかかわらず、常に"1"を書き込む必要があるため、注意してください。 

補足事項 2 

個別チャネル動作許可指示により、転送開始を指示した後、転送終了が確認できるまでの間は、再度、

個別チャネル動作許可指示を行うことはできません。これは、制御対象チャネルは、CPUの意図しない

間に状態を変化させることがあるため、DMAC が Disable 状態(EB=0)に遷移している場合に新規の転送

開始を指示することになるからです。仮に SS[2:0]の値で制御対象チャネルが Transfer 状態にあることの

確認を行ったとしても、その時点から書込みを行うまでの間に、制御対象チャネルが Disable 状態に変

化することがあります。 

補足事項 3 

DE, DHの値は CPUからのみ書換えが可能で、DMAC側からこのレジスタをクリアすることはありませ

ん。このため、転送動作中に DE=1, DH=00000の書込みを行うことは問題ありません。 

また、全チャネル Pause状態にあるチャネル(DE=1, DH!=0000, EB=1, PB=0)に対して、個別チャネル動作

禁止指示を行った場合、DH はクリアされません。指示後、該当チャネルは、Disable 状態(DE=1, DH!=0000, 

EB=0, PB=0)に遷移します。ここから、該当チャネルの新規転送を開始するためには、DE=1, DH=0000

を書き込んでください。これは、個別チャネルの新規転送開始のために、全チャネルの一時停止解除が

必要になることを示しています。 

DMA status Transfer

Transfer action

Disable

SS 000

Ch.  pause request from CPU

(same as new transfer strat request)

101 (norm al end )

Transfer normal end

Register
DE=1, EB=1

DH=0000, PB=0

Ch.  pause cancel request from CPU

Transfer

DH=0000, PB=0

DE=1, EB=0
DH=0000, PB=0DH=0000, PB=1

DE=1, EB=1 DE=1, EB=1
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補足事項 4 

SS[2:0]の値は、転送終了時に DMACからセットされ、Disable 状態にある間は DMAC から書き換えられ

ることはありません。SS[2:0]の値をクリアしなくても、次の転送を開始できます。ただし、Transfer状

態に遷移すると、SS[2:0]は DMACからクリアされることがあります(クリアされない場合もあります)。

DMACからの割込みを使用している場合、SS[2:0]をクリアせずに Transfer状態に遷移すると、CPU の意

図しないタイミングで割込み信号がディアサートされるため、注意してください。 
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4.3 ハードウェア(EM=0)転送時の DMAC動作と制御手順 
ハードウェア(EM=0)転送時の DMAC動作と制御手順を以下に示します。 

Figure 4-5 ハードウェア(EM=0)転送状態遷移図 
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     13

 

 

 

Figure 4-5にハードウェア(EM=0)転送の場合の制御対象チャネルの状態遷移図を示します。Figure 4-5の遷移線

の番号は、以降の制御手順の説明の番号に対応しています。実線の遷移線は、CPUからの指示による状態遷移

を示します。破線の遷移線は、DMAC/Peripheral の動作による状態遷移を示します。 
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以降の説明で"ソフトウェア転送手順参照してください"との記載がある箇所がありますが、これは、特記のない

事項は、ソフトウェア転送手順と同じ制御になるため説明を省略していることを示しています。本例では、EM=0

の設定を行っている前提で説明を行っています。 

 

各状態の説明 

 Disable 状態 

「4.2 ソフトウェア転送時の DMAC動作と制御手順」の「 制御手順の説明」を参照してください。 

 Wait-1st-trigger 状態 

制御対象のチャネルの転送が許可されている状態です。この状態のチャネルは、Peripheral からの最初の

転送要求がアサートされるまで待機しています。また、CPUから指示により、状態を変化させます。 

 Transfer状態 

制御対象のチャネルが Peripheral からの最初の転送要求を受け取った後の状態です。この状態の 

チャネルは、指定された内容の転送動作を行います。すべての転送動作が終了すると Disable 状態に復

帰します。また、CPUからの指示により、状態を変化させます。 

 Pause状態 

「4.2 ソフトウェア転送時の DMAC動作と制御手順」の「制御手順の説明」を参照してください。 

制御手順の説明 

1. Disable 状態/転送準備 

ソフトウェア転送手順 1.を参照してください。 

ハードウェア転送の場合、次の制約があります。 

事前にどの Peripheralからの割込み信号をDMACに対する転送要求信号として使用するかを割込みコン

トローラ部にて選択してください(『割込み』の章 「4.1DMAC DMA 要求選択レジスタ(DRQSEL)」を

参照してください)。ST=0を設定し、同時に ISにより、転送を行うチャネルでどの Peripheral の転送要

求を処理するかを指定します。複数のチャネルで同じ Peripheral の転送要求は処理できま 

せん。Demand転送モードの場合は、BC=0を設定してください。本節では、EM=0 を設定した場合の動

作説明を行います。 

2. Disable 状態=>Wait-1st-trigger 状態/転送許可 

CPUから個別チャネル動作許可指示を行います。DE=1, EB=1, DH=0000, PB=0の状態になると、制御対

象のチャネルはWait-1st-trigger 状態へ遷移します。 

3. Wait-1st-trigger 状態/転送開始 

Wait-1st-trigger 状態のチャネルは、Peripheralから転送要求信号がアサートされるか、CPUからの指示を

待っている状態です。最初の転送要求信号がアサートされると、Transfer状態に遷移します。 

4. Transfer状態 

ソフトウェア転送手順 3.を参照してください。 

Transfer状態のチャネルは、ハードウェア転送の場合、「3.3. ハードウェア・Demand 転送」,「3.4.  

ハードウェア・Block転送/Burst転送」に示したように Peripheral からの転送要求信号により、転送動作

を行います。それぞれの動作モードで、Peripheral からの転送要求の回数と DMACが必要とする転送要

求回数を合わせてください。それぞれの動作モードで転送要求回数に過不足が生じた場合の動作を以下

に説明します。 
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Figure 4-6に Demand転送の場合を示します。Demand転送の場合、転送を終了するために必要な転送要

求回数は、TC+1回です。転送要求回数に過不足がない場合、特に CPUが介在する必要はありません

(Figure 4-6 Example 1)。 

DMACの転送回数設定より、Peripheral から発生する転送要求回数が多くなった場合、DMACは、所定

の転送を終了後、Disable 状態に遷移します。Disable 状態ではそれ以上の転送は実行しません。また、

超過した転送要求信号は、DMACからはクリアされないため、アサートされた状態が継続されます

(Figure 4-6 Example 2)。 

DMACの転送回数設定より、Peripheral から発生する転送要求回数が少ない場合、DMACは、Transfer

状態で、残りの転送要求を待機します(Figure 4-6 Example 3)。 

Peripheral からの転送要求発生間隔に対して、DMACの転送処理が間に合わない場合が想定されます。

Demand転送の場合は、転送要求信号がアサート状態のため、TC+1回の転送を行えます(Figure 4-6 

Example 4)。 
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Figure 4-6 ハードウェア・Demand転送の動作 
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Figure 4-7に Block転送の場合を示します。Block転送の場合、転送を終了するために必要な転送要求は、TC+1回です。転送要求

回数に過不足がない場合、特に CPUが介在する必要はありません(Figure 4-7 Example 1)。 

Figure 4-7 ハードウェア・Block転送の動作 
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DMACの転送回数設定より、Peripheral から発生する転送要求回数が多い場合、DMACは、所定の転送

を終了後、Disable 状態に遷移します。Disable 状態ではそれ以上の転送は実行しません。また、超過し

た転送要求信号は、DMAC からはクリアされないため、アサートされたままの状態を継続します。この

場合 CPUから転送要求信号をディアサートしてください(Figure 4-7 Example 2)。 

DMACの転送回数設定より、Peripheral から発生する転送要求回数が少ない場合、DMAC は Transfer状

態で、残りの転送要求を待機します(Figure 4-7 Example 3)。 

Peripheral からの転送要求発生間隔に対して、DMACの転送処理が間に合わない場合が想定されます。

Block転送の場合は、Peripheralからの転送要求に対して、DMACの転送処理が遅れた場合、転送動作中

の次の転送要求信号の立上りエッジは無視されます。また、転送動作中にアサートされた転送要求信号

は、DMACからクリアされます。その後、DMACは Transfer状態で、残りの転送要求を待機します(Figure 

4-7 Example 4)。 

Burst転送の場合、最初の転送要求を受け取り後、システムバスにアクセス可能な状態になると、

(BC+1)×(TC+1)回のすべての転送を行います。必要な Peripheral からの転送要求回数は最初の 1回となり

ます。転送要求信号の発生回数に超過が生じた場合は、Block転送と同様にDisable状態で無視されます。 

5. Transfer状態=>Disable 状態/転送正常終了 

ソフトウェア転送手順 4.を参照してください。 

6. Transfer状態=>Disable 状態/転送エラー終了 

ソフトウェア転送手順 5.を参照してください。 

7. Transfer状態=>Disable 状態/Peripheral 停止要求終了 

Transfer状態のチャネルは、Peripheral から転送停止要求信号がアサートされた場合、転送処理を中断し

ます。EB, PB, STをクリアし、Disable 状態に遷移します。SS[2:0]に"010"をセットし、エラー終了を通

知します。EIにより割込みを許可している場合、転送異常終了割込みが発生します。リ 

ロード指定されていない BC, TC, DMACSA, DMACDAは、転送中断時の値の状態です。SS[2:0]の値がソ

フトウェアからの停止要求と同じため、注意してください。 

8. Transfer状態, Pause状態=>Disable 状態/転送強制停止 

ソフトウェア転送手順 6.を参照してください。 

9. Disable 状態/転送後処理 

ソフトウェア転送手順 7.を参照してください。 

通常、Peripheral からの停止要求, ソフトウェアからの強制停止, 転送エラー停止の場合は、Peripheral

からの転送要求回数より、転送処理回数が少なくなるため、転送要求信号がアサートされたままの状態

です。CPUから Peripheral に対して、転送要求信号のディアサートを指示してください。Peripheral から

の停止要求の場合、停止要求信号がアサートされている間は、転送要求信号がマスクされる構成です。

転送停止要求信号もディアサートしてください。 

DMACが所定回数の転送を正常終了した場合であっても、Peripheralの設定によっては転送要求信号が

アサートされたままの状態または再アサートされる場合があります。この場合、次回の転送に支障が発

生することがあるため、注意してください。 

10. Transfer状態・Pause状態/転送一時停止 

ソフトウェア転送手順 8.を参照してください。 

11. Pause状態 

ソフトウェア転送手順 9.を参照してください。 

Pause状態のチャネルは、Peripheral からの転送要求信号がアサートされても、転送を実行しません。ま

た転送要求信号のクリアも行いません。 

12. Pause状態/転送一時停止解除 
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ソフトウェア転送手順 10.を参照してください。 

Pause状態から一時停止解除指示を行うと、Transfer 状態に戻ります。前の Pause状態で転送要求信号の

アサートがあった場合、転送モードにより、以下のように動作が異なります。 

Demand転送モードの場合、Pause状態から転送要求信号がアサート状態のため、DMACが Transfer状態

に戻った時点で、転送が再開され、転送要求信号は通常どおりクリアします。Figure 4-8を参照してく

ださい。 

 

Figure 4-8 Pause状態での Demand転送動作 

 

 

 

 

Block転送モードの場合、Pause状態から転送要求信号がアサートされたままのため、Transfer 状態に戻っても、

転送要求信号の立上りエッジが検出されず、転送を再開しません。このため、Pause中の転送要求は無視されま

す。また DMACから転送要求信号のクリアも行われません。一時停止した転送を再開するためには、DMAC に

対する一時停止解除の指示後、CPUからPeripheralに対して、転送要求信号のディアサートを指示してください。

その後、Peripheral から次の転送要求が発生した時点で、転送が再開されます。この場合、Peripheralが出力する

転送要求回数と DMACが受け取る転送要求回数が異なるため、注意してください。Figure 4-9を参照してくだ

さい。 
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Figure 4-9 Pause状態での Block転送動作 

 

 

 

 

13. Disable 状態・Wait-1st-trigger 状態の動作 

ソフトウェア転送手順 11を参照してください。 

Disable 状態のチャネルは、転送要求信号がアサートされていない場合、転送内容の指定変更(DMACSA, 

DMACDA, DMACA[29:0], DMACBの各レジスタの書換え)を自由に行えます。 

Disable 状態のチャネルは、転送要求信号がアサートされているまたはアサートされる可能性がある場合、

転送内容の指定のうち、IS, ST, MSビットの指定は変更できません。設定変更を行うと、DMAC が予期

せぬ動作をすることがあります。IS, ST, MSの設定変更を行う際は、最初に、CPUから両方の Peripheral(変

更前, 変更後に使用する Peripheral)に対し、転送要求信号のクリアなどを行い、必ず転送要求信号がデ

ィアサートされている状態で、設定変更を行ってください。Figure 4-10を参照してください。 

  

DMA status

Transfer request

Pause

Transfer action

Transfer

PauseTransfer

DE-assert from CPU

Case of no transfer request be asserted during pause state

Case of transfer request be asserted during pause state

DMA status

Transfer request

Transfer action

Transfer

Transfer



 CHAPTER 9: DMAC 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 577 

Figure 4-10 IS,ST,MSの設定変更 

 

 

 

 

Wait-1st-trigger 状態のチャネルに対し、CPUから転送内容の指定の変更はできません。 

Wait-1st-trigger 状態のチャネルは、転送要求信号がアサートされていない場合、CPUから個別・全チャ

ネル動作禁止指示, 個別・全チャネル一時停止指示で、Disable 状態に遷移します。この場合、転送許可

をキャンセルしたことになります。いずれの場合も SS は変化しません。 

Wait-1st-trigger 状態のチャネルは、転送要求信号がアサートされる可能性がある場合、CPUから転送許

可のキャンセルを行おうとしても、DMACが転送を開始しているまたは既に転送を終了していることが

あるため、注意してください。 

Disable 状態では、転送要求信号がアサートされても、DMACは転送を開始せず、転送要求のクリアも

行いません。転送要求信号がアサートされている状態で、CPUの指示により、Wait-1st-trigger 状態に遷

移した場合、以下のような動作を行います(最初に示したように、IS, ST, MSの設定変更を行わない場合

に限ります)。 

Demand転送モードの場合、転送要求信号がアサートされたままのため、DMACは、直ちに Transfer状

態に遷移し転送を開始します。転送要求信号は通常どおり DMACからクリアされます。Figure 4-11を参

照してください。 
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Figure 4-11 Disable状態での Demand転送動作 

 

 

 

 

Block転送モードの場合、転送要求信号がアサートされたままのため、Wait-1st-trigger 状態に遷移しても、

転送要求信号の立上りエッジが検出されず、転送を開始しません。このため、Disable 状態での転送要求

は無視されます。また DMACから転送要求信号のクリアも行われません。転送を開始するためには、

DMACに対して、Wait-1st-trigger状態への遷移の指示後、CPUから Peripheral に対して、転送要求信号

のディアサートを指示してください。その後、Peripheral から次の転送要求が発生した時点で、Transfer

状態に遷移し、転送が開始されます。この場合、Peripheral が出力する転送要求回数と DMACが受け取

る転送要求回数が異なるため、注意してください。Figure 4-12を参照してください。 

Figure 4-12 Disable状態での Block転送動作 
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補足事項 1 

ソフトウェア転送手順 補足事項 1を参照してください。 

ハードウェア転送の場合、STは常に"0"を書き込みます。 

補足事項 2 

ソフトウェア転送手順 補足事項 2を参照してください。 

補足事項 3 

ソフトウェア転送手順 補足事項 3を参照してください。 

補足事項 4 

ソフトウェア転送手順 補足事項 4を参照してください。 

補足事項 5 

Peripheral からの転送要求信号(割込み信号)をディアサートする必要が生じた場合、以下の方法がありま

す。通常、Peripheralの割込み信号は、割込み要因フラグを割込み許可フラグでマスク(論理 AND)した

構成です。どちらかのフラグをリセットすることにより、割込み信号をディアサートできます。割込み

許可フラグをリセットし、その後セットすると、割込み信号に立上りエッジが生じます。この手順によ

り、DMACに対し Block転送の転送要求を再度通知できます。詳細は、各 Peripheralのマニュアルにて

確認してください。 
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4.4 ハードウェア(EM=1)転送時の DMAC動作と制御手順 
ハードウェア(EM=1)転送時の DMAC動作と制御手順を以下に示します。 

Figure 4-13 ハードウェア(EM=1)転送状態遷移図 

 

Hardware (EM=1) DMA operation
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    8

 

 

 

Figure 4-13にハードウェア(EM=1)転送時の制御対象チャネルの状態遷移を示します。Figure 4-13の遷移線の番

号は、以降の制御手順の説明の番号に対応しています。実線の遷移線は、CPUからの指示による状態遷移を示

します。破線の遷移線は、DMAC/Peripheral の動作による状態遷移を示します。 
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EM(Enable bit clear mask)は、制御対象のチャネルの転送終了時、EBクリアをマスクするビットです。EM=1と

することで、CPUから指示することなく、同じ転送処理を繰り返せます。 

 

各状態の説明 

 Disable 状態 

ハードウェア転送(EM=0)手順を参照してください。 

 Wait-1st-trigger 状態 

ハードウェア転送(EM=0)手順を参照してください。 

 Transfer状態 

制御対象のチャネルが Peripheral からの最初の転送要求を受け取った後の状態です。この状態にあるチ

ャネルは、指定された内容の転送動作を行います。EM=1の場合、すべての転送動作が終了すると

Wait-1st-trigger 状態に遷移します。また、CPUからの指示により、状態を変化させます。 

 Pause状態 

ハードウェア転送(EM=0)手順を参照してください。 

制御手順の説明 

1. Disable 状態/転送準備 

ハードウェア転送(EM=0)手順 1.を参照してください。 

EM=1の設定を行う場合、意図しないアドレス領域のデータ転送を防ぐために、転送内容のリロード指

定(RC, RS, RD)は、すべて設定してください。また、DMACから転送正常終了割込みを発生させること

は意味がないため、CIをセットすることは行いません。EIをセットし、DMACからの転送異常終了割

込みを発生するようにします。 

2. Disable 状態=>Wait-1st-trigger 状態/転送許可 

ハードウェア転送(EM=0)手順 2.を参照してください。 

3. Wait-1st-trigger 状態/転送開始 

ハードウェア転送(EM=0)手順 3.を参照してください。 

4. Transfer状態 

ハードウェア転送(EM=0)手順 4.を参照してください。 

5. Transfer状態=>Wait-1st-trigger 状態/転送正常終了 

Transfer状態のチャネルは、(BC+1)×(TC+1)回の転送が正常終了すると、EBはクリアせず、PB, STをク

リアし、Wait-1st-trigger 状態に遷移します。SS[2:0]=101 をセットし正常終了を通知します。CIがセット

されていないため、転送正常終了割込みは発生しません。RC, RS, RDがセットされているため、BC, TC, 

DMACSA, DMACDAの転送内容指定のリロードを実行します。 

6. Transfer状態=> Wait-1st-trigger状態/転送エラー終了 

ハードウェア転送(EM=0)手順 6を参照してください。 

EM=1の場合は、転送がエラー終了しても、EBのクリアをしません。PB, STをクリアし、Wait-1st-trigger

状態に遷移し、次の転送要求を待機します。従って、転送エラーの発生する可能性のあるアドレス領域

には、EM=1の DMA転送は使用しないことを推奨します。 

7. Transfer状態=>Wait-1st-trigger 状態/Peripheral 停止要求終了 

ハードウェア転送(EM=0)手順 7.を参照してください。 
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EM=1の場合は、Peripheralからの停止要求の場合も、EBのクリアをしません。PB, STをクリアし、

Wait-1st-trigger 状態に遷移します。RC, RS, RDがセットされているため、BC, TC, DMACSA, DMACDA

の転送内容指定のリロードを実行します。EIがセットされているため、DMACから転送異常終了割込

みが発生します。 

8. Wait-1st-trigger 状態/転送後処理 

EM=1の場合、転送が終了すると、EBがクリアされないため、(DE=1, EB=1, DH=0000, PB=0)となり、

Wait-1st-trigger 状態に遷移しています。従って、Peripheralから次の転送要求が発生すると、CPUから指

示をしなくても、次の転送が開始されます。 

Peripheral からの停止要求でWait-1st-trigger 状態に遷移した場合、異常終了割込みが発生し、その状態を

認識できます。また、停止要求信号がアサートされている間は、転送要求信号がマスクされる構成です。

Peripheralから次の転送要求信号がアサートされても認識されず、制御対象のチャネルは、Wait-1st-trigger

状態のままで、CPUからの指示待ち状態になります。 

上記の場合、CPUから SS[2:0]の読出しを行い、転送終了状態を確認します。CPUから SS[2:0]をクリア

することで、割込み信号がディアサートされます。CPUから EBのクリアを行い、Disable 状態に戻りま

す(この操作は、ハードウェア転送(EM=1)手順 15.の操作です)。ハードウェア転送(EM=0)手順 7.に示す

ように、Peripheralからの転送要求信号, 停止要求信号をディアサートします。 

9. Transfer状態=>Disable 状態/EM=0による転送終了 

Wait-1st-trigger状態と Transfer状態のループから、CPUから EM=0の書込みにより抜けられます。指示

後の転送が終了したタイミングで、EB, ST, PBがクリアされ、Transfer状態から Disable 状態(DE=1, EB=0, 

DH=0000, PB=0)へ遷移し正常終了します。この場合、CIがセットされていないため、転送正常終了割込

みは発生しません。 

10. Transfer状態, Pause状態=>Disable 状態/転送強制停止 

ハードウェア転送(EM=0)手順 8.を参照してください。 

Wait-1st-trigger 状態と Transfer状態のループから、動作禁止指示で抜けられます。個別チャネル動作禁

止指示の場合、該当チャネルは Disable 状態(DE=1, EB=0, DH=0000, PB=0)に遷移して停止します。全チ

ャネル動作許可指示の場合、Disable 状態(DE=0, EB=1, DH=0000, PB=0)に遷移して停止します。全チャ

ネル動作禁止指示の場合にも、EBがクリアされないため、注意してください。 

Transfer状態から抜けた場合は、強制終了による異常終了のためで、転送異常終了を割込みが発生しま

す。Wait-1st-trigger状態から抜けた場合は転送許可キャンセルとなります(この操作は、ハードウェア転

送(EM=1)手順 15.の操作です)。 

11. Disable 状態/転送後処理 

ハードウェア転送(EM=0)手順 9.を参照してください。 

12. Transfer状態・Pause状態/転送一時停止 

ハードウェア転送(EM=0)手順 10.を参照してください。 

13. Pause状態 

ハードウェア転送(EM=0)手順 11.を参照してください。 

14. Pause状態/転送一時停止解除 

ハードウェア転送(EM=0)手順 12.を参照してください。 

15. Disable 状態・Wait-1st-trigger 状態の動作 

ハードウェア転送(EM=0)手順 13.を参照してください。 
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EM=1の場合、Transfer状態から直接Wait-1st-trigger 状態に遷移します。従って、転送の繰り返し中に転

送内容の指定変更(DMACSA, DMACDA, DMACB[31:1], DMACA[28:0]の各レジスタの書換え)を行うこ

とはできません。 

 

補足事項 1 

ハードウェア転送(EM=0)手順 補足事項 1 を参照してください。 

補足事項 2 

ハードウェア転送(EM=0)手順 補足事項 2 を参照してください。 

EM=1の場合は、転送動作中に EBがクリアされないため、補足事項 2 は該当しません。 

補足事項 3 

ハードウェア転送(EM=0)手順 補足事項 3 を参照してください。 

補足事項 4 

ハードウェア転送(EM=0)手順 補足事項 4 を参照してください。 

EM=1の場合で、DMACから割込みを発生する設定を行った場合の注意事項を説明します。Peripheral

からの停止要求による転送異常終了割込みは、対象チャネルはWait-1st-trigger 状態から遷移しないため、

割込み信号は CPUからクリアするまではディアサートされません。同様に、ソフトウェアからの停止

要求による転送異常終了割込みは、対象チャネルは Disable 状態に遷移するため、割込み信号は CPUか

らクリアするまではディアサートされません。それ以外の転送正常終了割込み, 転送異常終了割込みは、

該当チャネルがTransfer状態に遷移するとCPUの意図しないタイミングでディアサートされることがあ

るため、注意してください。 

補足事項 5 

ハードウェア転送(EM=0)手順 補足事項 5 を参照してください。 
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5. DMACのレジスタ 

DMACの各レジスタ機能を説明します。 

 

5.1. レジスタ一覧 

5.2. DMAC全体コンフィギュレーションレジスタ(DMACR) 

5.3. コンフィギュレーション Aレジスタ(DMACA) 

5.4. コンフィギュレーション Bレジスタ(DMACB) 

5.5. 転送元アドレスレジスタ(DMACSA) 

5.6. 転送先アドレスレジスタ(DMACDA) 
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5.1 レジスタ一覧 
Table 5-1に、DMACの制御レジスタの一覧を示します。 

Table 5-1 DMACの制御レジスタレジスタ一覧 

レジスタ略称 制御対象 Ch. レジスタ名 参照先 

DMACR 全体 DMAC全体コンフィギュレーションレジスタ 5.2 

DMACA0 

ch.0 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB0 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA0 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA0 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA1 

ch.1 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB1 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA1 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA1 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA2 

ch.2 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB2 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA2 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA2 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA3 

ch.3 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB3 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA3 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA3 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA4 

ch.4 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB4 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA4 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA4 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA5 

ch.5 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB5 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA5 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA5 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA6 

ch.6 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB6 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA6 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA6 転送先アドレスレジスタ 5.6 

DMACA7 

ch.7 

コンフィギュレーション Aレジスタ 5.3 

DMACB7 コンフィギュレーション Bレジスタ 5.4 

DMACSA7 転送元アドレスレジスタ 5.5 

DMACDA7 転送先アドレスレジスタ 5.6 
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5.2 DMAC全体コンフィギュレーションレジスタ(DMACR) 
DMAC全体コンフィギュレーションレジスタ(DMACR)について説明します。 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field DE DS 予約 PR DH[3:0] 予約 

属性 R/W R/W - R/W R/W - 

初期値 0 0 - 0 0000 - 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

 

[bit31] DE : DMA Enable (全チャネル動作許可ビット) 

本ビットは、すべてのチャネルの転送動作の許可・禁止の制御を行うビットです。 

本ビットに"1"に設定すると、すべてのチャネルの動作が許可され、各チャネルは、それぞれの設定により動作

します。 

本ビットを"0"に設定すると、すべてのチャネルの動作が禁止され、"1"に設定するまで転送は行われません。ま

た、転送中のチャネルは、転送を強制停止します。 

本ビットは、転送中のすべてのチャネルを強制停止し、コンフィギュレーションレジスタを再設定するために

利用できます。 

bit 機能 

0 すべてのチャネルを動作禁止状態にします。(初期値) 

1 すべてのチャネルを動作許可状態にします。 

 

[bit30] DS : DMA Stop 

本ビットは、すべてのチャネルの転送状態を表すビットです。 

転送中に以下のいずれかの条件が成立した場合、本ビットは DMAC によって"1"に設定されます。 

− DMACR:DEビットに"0"が書き込まれ、その後すべてのチャネルの転送が終了した場合 

− DMACR:DHビットに 0000以外が書き込まれ、その後すべてのチャネルの転送が一時停止した場合 

 

DMACR:DE=1, DMACR:DH=0000となり、全チャネルが動作可能な状態になると、本ビットは DMACに 

よって"0"に設定されます。 

本ビットの属性は、R/Wですが、CPUによる書込みは DMACの動作に影響を与えません。ただし、本ビット状

態に影響を与えることなく、DMACRレジスタを更新するときは、本ビットをいったん読み出し、同じ値を再度

書き直してください。 

bit 機能 

0 
全チャネル動作禁止/全チャネル一時停止設定がクリアされています。 

(初期値) 

1 
全チャネル動作禁止/全チャネル一時停止設定により、すべてのチャネルの転送が停止されま

した。 
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[bit29] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは"0"が読み出されます。 

書込みの場合は、"0"を設定してください。 

 

[bit28] PR : Priority Rotation 

本ビットは、各チャネルの転送優先順位を制御するビットです。 

本ビットを"0"に設定すると、すべてのチャネルの優先順位は、固定です。 

本ビットを"1"に設定すると、すべてのチャネルの優先順位は、ローテート方式で決定されます。 

bit 機能 

0 
優先順位が固定されます。 

(ch.0>ch.1>ch.2>ch.3>ch.4>ch.5>ch.6>ch.7) (初期値) 

1 優先順位は、ローテート方式です。 

 

転送優先順位の選択については、「3.5 チャネル優先順位制御」を参照してください。 

 

[bit27:24] DH : DMA Halt (全チャネル一時停止ビット) 

本ビットは、すべてのチャネルの転送動作の一時停止・解除の制御を行うビットです。 

本ビットを"0000"以外の値に設定すると、転送中のチャネルはすべて一時停止状態になり、"0000"に設定すると

転送を再開します。 

一時停止状態にあるチャネルは、外部/周辺デバイスからの転送要求がアサートされても、その転送要求を無視

します。Block転送, Burst転送の場合、一時停止がクリアされても、該当チャネルは、転送を開始しません。転

送中に一時停止が設定された場合、転送を完了するためには、一時停止解除後、追加の転送要求をしてくださ

い。 

本ビットは、すべてのチャネルのコンフィギュレーションレジスタを再設定しない場合に、転送を一時停止す

るために利用できます。 

bit27:24 機能 

0000 すべてのチャネルの転送の一時停止を解除します。(初期値) 

0000以外 すべてのチャネルの転送を一時停止します。 

 

[bit23:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは"0"が読み出されます。 

書込みの場合は、"0"を設定してください。 
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5.3 コンフィギュレーション Aレジスタ(DMACA) 
コンフィギュレーション A レジスタ(DMACA)について説明します。 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field EB PB ST IS[5:0] 予約 BC[3:0] 

属性 R/W R/W R/W R/W - R/W 

初期値 0 0 0 000000 - 0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field TC[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

[bit31] EB : Enable Bit (個別チャネル動作許可ビット) 

本ビットは、個別チャネルの転送動作の許可・禁止の制御を行うビットです。 

本ビットを"1"に設定すると、該当チャネルは、動作許可状態となり、転送を開始するトリガを待ちます

(DMACR:DE ビットが"1"に設定されている必要があります)。 

EMビット(DMACB[0])が"1"でない場合、転送の終了後、DMACは本ビットを"0"にクリアします。 

本ビットを"0"に設定すると、該当チャネルは、動作禁止状態となり、"1"に設定するまで転送は行われま 

せん。また、転送中である場合、転送を強制停止します。 

本ビットは、転送中の該当チャネルを強制停止し、コンフィギュレーションレジスタを再設定するために利用

できます。 

bit 機能 

0 該当チャネルは動作禁止状態です。(初期値) 

1 該当チャネルは動作許可状態です。 

 

[bit30] PB : Pause Bit (個別チャネル一時停止ビット) 

本ビットは、個別チャネルの転送動作の一時停止・解除の制御を行うビットです。 

本ビットを"1"に設定すると、転送中である場合、該当チャネルは転送を一時停止し、本ビットを"0"にすると、

転送を再開します。 

本ビットは、該当チャネルの転送動作が終了すると、"0"にクリアされます。 

該当チャネルが一時停止状態にある場合、外部/周辺デバイスからの転送要求がアサートされても、その転送要

求は無視します。Block転送, Burst転送の場合、一時停止がクリアされても、該当チャネルは、転送を開始しま

せん。転送中に一時停止が設定された場合、転送を完了するためには、一時停止解除後、追加の転送要求が必

要です。 

本ビットは、該当チャネルのコンフィギュレーションレジスタを再設定しない場合に、転送を一時停止するた

めに利用できます。 

bit 機能 

0 該当チャネルの転送の一時停止を解除します。 

1 該当チャネルの転送を一時停止します。 
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＜注意事項＞ 

− TCビット、BCビットのリロード機能許可中(DMACB.RC=1)に、本ビットにて転送を停止させる場合

は、必ずワードアクセスで書き込みを行い、同時に BCビットと TCビットには、転送開始時に初期設

定した値と同じ値を設定してください。 

 

 [bit29] ST : Software Trigger 

本ビットは、個別チャネルのソフトウェア転送要求を発生させるために使用します。 

本ビットを"1"に設定すると、ソフトウェア転送要求によるトリガになり、該当チャネルの転送が開始されます。

転送の終了後、DMACは本ビットを"0"にクリアします。 

本ビットを転送中に"0"に設定すると、転送が停止します。 

bit 機能 

0 ソフトウェア転送要求なし (初期値) 

1 ソフトウェア転送要求あり 
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[bit28:23] IS[5:0] : Input Select 

本ビットは、転送要求のトリガ選択を行うビットです。 

転送のトリガがソフトウェア要求(ST=1)の場合、本ビットは"000000"に設定してください。 

転送のトリガがハードウェア要求の場合、どの Peripheral からの割込み信号により、転送を起動するかを設定し

ます。すべてのチャネルで、Peripheral を任意に選択できます。 

DMACに接続するハードウェア転送要求信号は、ご使用する製品により異なります。「2.2 DMACの入出力信号」

にて接続する転送要求信号を確認の上、選択設定してください。 

bit28:23 機能 

000000 ソフトウェア (初期値) 

100000 IDREQ[0] 

100001 IDREQ[1] 

100010 IDREQ[2] 

100011 IDREQ[3] 

100100 IDREQ[4] 

100101 IDREQ[5] 

100110 IDREQ[6] 

100111 IDREQ[7] 

101000 IDREQ[8] 

101001 IDREQ[9] 

101010 IDREQ[10] 

101011 IDREQ[11] 

101100 IDREQ[12] 

101101 IDREQ[13] 

101110 IDREQ[14] 

101111 IDREQ[15] 

110000 IDREQ[16] 

110001 IDREQ[17] 

110010 IDREQ[18] 

110011 IDREQ[19] 

110100 IDREQ[20] 

110101 IDREQ[21] 

110110 IDREQ[22] 

110111 IDREQ[23] 

111000 IDREQ[24] 

111001 IDREQ[25] 

111010 IDREQ[26] 

111011 IDREQ[27] 

111100 IDREQ[28] 

111101 IDREQ[29] 

111110 IDREQ[30] 

111111 IDREQ[31] 

上記以外の設定 設定禁止 
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[bit22:20] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは"0"が読み出されます。 

書込みの場合は、"0"を設定してください。 

 

[bit19:16] BC[3:0] : Block Count 

本ビットは、ブロック/バースト転送のブロック数の指定を行います。 

転送モードがデマンド転送の場合、本ビットは"0000"に設定してください。 

BC[3:0]=ブロック数-1の値を設定します。設定可能な最大ブロック数は 16です。 

本ビットは、転送中に読み出せます。通常、1つの転送元アクセスまたは 1つの転送先アクセスが正常に 

完了すると、本ビットの値は 1ずつ減少します。 

DMACB:RC=1 の場合、転送終了時、転送開始時の値がリロードされます。 

DMACB:RC=0 の場合、転送正常終了時、0になります。転送異常終了時、転送中断時の値のままです。 

bit19:16  
機能 

転送ブロック回数 (初期値 : 0x0) 

 

[bit15:0] TC[15:0] : Transfer Count 

本ビットは、ブロック/バースト/デマンド転送の転送回数の指定を行います。 

TC=転送回数-1の値を設定します。設定可能な最大転送回数は 65536 です。 

本ビットは、転送中に読み出せます。通常、1ブロックの転送が終了すると、TCは 1ずつ減少します。 

DMACB:RC =1の場合、転送終了時、転送開始時の値がリロードされます。 

DMACB:RC =0の場合、転送正常終了時、0になります。転送異常終了時、転送中断時の値のままです。 

bit15:0  
機能 

転送回数 (初期値 : 0x0000) 
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5.4 コンフィギュレーション Bレジスタ(DMACB) 
コンフィギュレーション B レジスタ(DMACB)について説明します。 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 MS[1:0] TW[1:0] FS FD RC RS RD EI CI SS[2:0] 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 0 0 0 0 0 0 0 000 

 
bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 EM 

属性 R/W R/W 

初期値 000000000000000 0 

 

[bit31:30] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは"0"が読み出されます。 

書込みの場合は、"0"を設定してください。 

 

[bit29:28] MS[1:0] : Mode Select 

本ビットは、転送モードの選択を行います。 

bit29:28 機能 

00 Block 転送モード (初期値) 

01 Burst転送モード 

10 Demand 転送モード 

11 予約 

 

[bit27:26] TW[1:0] : Transfer Width 

本ビットは、転送データのビット幅の指定を行います。 

bit27:26 機能 

00 バイト(8bit) (初期値) 

01 ハーフワード(16bit) 

10 ワード(32bit) 

11 予約 

 

[bit25] FS : Fixed Source 

本ビットは、転送元アドレスのインクリメント・固定を選択します。 

bit 機能 

0 転送元アドレスが TW[1:0]に従いインクリメントします。(初期値) 

1 転送元アドレスが固定されます。 

 



 CHAPTER 9: DMAC 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 593 

[bit24] FD : Fixed Destination 

本ビットは、転送先アドレスのインクリメント・固定を選択します。 

bit 機能 

0 転送先アドレスが TWに従い、インクリメントします。(初期値) 

1 転送先アドレスは固定されます。 

 

[bit23] RC : Reload Count (BC・TCのリロード) 

本ビットは、BC[3:0]と TC[15:0]のリロード機能を制御します。 

本ビットを"1"に設定すると、転送の終了後、BC[3:0]と TC[15:0]に転送開始時の設定値がリロードされます。 

bit 機能 

0 BC・TC のリロード機能が禁止されます。(初期値) 

1 BC・TC のリロード機能が許可されます。 

 

[bit22] RS : Reload Source 

本ビットは、転送元アドレスのリロード機能を制御します。 

本ビットを"1"に設定すると、転送の終了後、DMACSA に転送開始時の設定値がリロードされます。 

bit 機能 

0 転送元アドレスのリロード機能が禁止されます。(初期値) 

1 転送元アドレスのリロード機能が許可されます。 

 

[bit21] RD : Reload Destination 

本ビットは、転送先アドレスのリロード機能を制御します(DMACDA)。 

本ビットを"1"に設定すると、転送の終了後、DMACDA に転送開始時の設定値がリロードされます。 

bit 機能 

0 転送先アドレスのリロード機能が禁止されます。(初期値) 

1 転送先アドレスのリロード機能が許可されます。 

 

 [bit20] EI :Error Interrupt (転送異常終了割込み許可) 

本ビットは、転送が異常終了した場合の割込み通知を許可・禁止するビットです。 

本ビットを"1"にした場合、転送終了時の SS[2:0]が以下ステータスであると、割込みが発行されます。 

− アドレス・オーバフロー 

− Peripheral からの転送停止要求による停止または EB/DEビットによる転送の禁止 

− 転送元アクセスエラー 

− 転送先アクセスエラー 

 

bit 機能 

0 転送異常終了時の割込みの発行が禁止されます。(初期値) 

1 転送異常終了時の割込みの発行が許可されます。 
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[bit19] CI : Completion Interrupt : (転送正常終了完了割込み許可) 

本ビットは、転送が正常終了した場合の割込み通知を許可・禁止するビットです。 

本ビットを"1"にした場合、転送終了時の SS[2:0]が正常終了であると、割込みが発生します。 

bit 機能 

0 転送正常終了割込みの発行が禁止されます。(初期値) 

1 転送正常終了割込みの発行が許可されます。 

 

[bit18:16] SS[2:0] : Stop Status (停止状態通知) 

本ビットは、転送の停止状態, 終了状態を示すコードです。 

コードは、下表に示すとおりです。 

転送正常終了割込み, 転送異常終了割込みが発行された場合は、本ビットに"000"を書き込むことにより、割込

み信号がディアサートされます。 

bit18:16 内容 

000 初期値 

001 転送エラーによる終了(アドレス・オーバフロー) 

010 
転送停止要求による終了(Peripheralからの転送停止要求による停止または EB/DEビットによ

る転送の禁止) 

011 転送エラーによる終了(転送元アクセスエラー) 

100 転送エラーによる終了(転送先アクセスエラー) 

101 転送正常終了 

110 予約 

111 転送一時停止 

 

各種のエラーが同時に発生した場合、以下の優先度に従って終了コードが表示されます。 

優先度高  

 

リセット 

"000"の書込みによるクリア 

アドレス・オーバフロー 

停止要求 

転送元アクセスエラー 

転送先アクセスエラー 

優先度低  

 

[bit15:1] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは"0"が読み出されます。 

書込みの場合は、"0"を設定してください。 
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[bit0] EM : Enable bit Mask (EBビットクリアのマスク) 

本ビットは、転送の終了後、DMACにより DMACA:EB ビット(bit31)のクリアをマスクするために使用します。 

EM=0の場合、転送の終了後、DMACは DMACA:EBビット(bit31)を"0"にクリアします。 

EM=1の場合、転送の終了後、DMACA:EB ビットをクリアしません。この機能により、CPUから指示を行わな

くても、転送を繰り返し行えます。 

本機能は、ハードウェア転送の場合のみ使用できます。使用の際は、RC, RS, RDビットのリロード機能を有効

にしてください。 

bit 機能 

0 転送終了時の DMACA:EB ビット(bit31)を 0にクリアします。(初期値) 

1 転送終了時の DMACA:EB ビット(bit31)をクリアしません。 
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5.5 転送元アドレスレジスタ(DMACSA) 
転送元アドレスレジスタ(DMACSA)について説明します。 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field DMACSA[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field DMACSA[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

[bit31:0] DMACSA[31:0] : DMAC Source Address 

本ビットは、転送元の転送開始アドレスを指定します。 

TW[1:0]に unalignedな値は指定できません。本ビットは、転送中に読み出せます。 

DMACB:FS=1 の場合 

転送元アドレスは固定値となり、変化しません。 

DMACB:FS=0, DMACB:RS=0 の場合 

転送中は、TW[1:0]に従いインクリメントします。 

転送正常終了時は、転送終了アドレスの次のアドレスです。 

転送異常終了時は、中断時の値です。 

DMACB:FS=0, DMACB:RS=1 の場合 

転送中は、TW[1:0]に従いインクリメントします。 

転送終了時, 転送開始時の設定値がリロードされます。 

bit31:0 
機能 

転送を開始する転送元アドレスを指定します。(初期値: 0x00000000) 
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5.6 転送先アドレスレジスタ(DMACDA) 
転送先アドレスレジスタ(DMACDA)について説明します。 

 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field DMACDA[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field DMACDA[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

[bit31:0] DMACDA[31:0] : DMAC Destination Address 

本ビットは、転送先の転送開始アドレスを指定します。 

TW[1:0]に unalignedな値は指定できません。本ビットは、転送中に読み出せます。 

DMACB:FD=1 の場合 

転送先アドレスは固定値となり、変化しません。 

DMACB:FD=0, DMACB:RD=0 の場合 

転送中は、TW[1:0]に従いインクリメントします。 

転送正常終了時は、転送終了アドレスの次のアドレスです。 

転送異常終了時は、中断時の値です。 

DMACB:FD=0, DMACB:RD=1 の場合 

転送中は、TW[1:0]に従いインクリメントします。 

転送終了時、転送開始時の設定値がリロードされます。 

bit31:0 
機能 

DMA転送を開始する転送先アドレス (初期値: 0x00000000) 
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6. 使用上の注意 

DMAC使用上の注意事項を説明します。 

 

レジスタ設定の注意事項 

DMACレジスタを設定する場合、以下の事項に注意してください。 

 DMACR, DMACA, DMACB, DMACSA, DMACDAレジスタは、バイト, ハーフワードおよびワードサイズでア

クセスできます。 

 DMACSA, DMACDAレジスタ値に、DMAC内のレジスタアドレスは設定できません。 

 DMACRのDEビット, DHビット, DMACAの EBビット, PBビットおよびDMACBの EMビットを除き、DMA

転送中にチャネルの設定レジスタは変更できません。 

 

ストップモード, タイマモード移行時の注意事項 

ストップモード, タイマモードに移行する際は、必ず移行する前に、DMACのすべてのチャネルの動作を停止

してください。DMACの停止は、DSフラグで確認してください。DMACが動作中にストップモード, タイマモ

ードに移行した場合、ランモードに復帰した際に予期せぬ動作をすることがあります。 
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CHAPTER 10-1: I/Oポート 

 

I/Oポートについて説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成・ブロックダイヤグラム・動作説明 

3. 設定手順例 

4. レジスタ一覧 

5. 使用上の注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9BFGPIO-FM0-J03.0 
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1. 概要 

I/O ポートの概要を説明します。 

本ファミリの I/O ポートには、以下の特長があります。 

 本ファミリの I/O ポートは以下の機能が兼用されています。 

− GPIO 

CPU から、入力レベルの読み出し, 出力レベルの設定が可能な汎用入出力ポートです。 

− Fast GPIO 

CPU から、入力レベルの読み出し、出力レベルの設定が 1 サイクルで可能な汎用入出力ポートです。

詳細については「CHAPTER:Fast GPIO」の章を参照してください。 

− 周辺入出力 

周辺機能のデジタル入出力信号ポートです。 

− 特殊 I/O ポート 

− アナログ入力ポート 

A/D コンバータ, LCD コントローラのアナログ入力ポートです。 

− アナログ出力ポート 

D/A コンバータ, LCD コントローラのアナログ出力ポートです。 

− 発振ポート 

 端子ごとに以下の設定が可能です。 

− GPIO として利用するか、周辺機能のデジタル端子として利用するか、特殊端子として使用するかを設

定できます。 

− ポートを入力ポートとして利用するか、出力ポートとして利用するかを設定できます。 

− 内蔵プルアップ抵抗の ON/OFF を設定できます。 

− 周辺機能は同一機能の入出力が複数の I/O ポートに割り振られています。どの I/O ポートに機能を割り

当てるかを設定できます(リロケート機能)。 

− レジスタ設定により、CPU がスタンバイモード中に、I/O ポートを Hi-Z 状態にできます。 
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2. 構成・ブロックダイヤグラム・動作説明 

I/O ポートの構成およびブロックダイヤグラム・動作を説明します。 

2.1 I/Oポートの構成 

I/O ポートの各レジスタの設定により、入出力方向選択, GPIO/周辺選択を行います。 

Figure 2-1 に I/O ポートの構成を示します。 

Figure 2-1 I/Oポートの構成 

特殊端子
LCD出力

周辺出力信号2

出力端子設定が
ない場合、
入力方向

端子

DDR

PFR*

EPFR

周辺出力信号1

外バス出力信号

周辺方向信号2

周辺方向信号1

外バス方向信号

PFR*

EPFR

※1

1

0

1

0

0

1

PDOR

EPFR

PDIR PDIR/FPDIRはデジタル入力選択時常に読み出し可

特殊端子
ADC
発振
LCDC

※2
特殊判定端子

ADE/SPSR/VEx=1のとき
アナログ入力有効

ADE/
SPSR/
DAE/
PICTL/
COMx/
SEGx/
VEx

周辺マクロ

リロケート
端子入力

PCR*

PZR* Hi-Z出力判定

Hi-Z出力判定

ADE/SPSR/DAE/
PICTL/COMx/SEGxx/VEx

ディープスタンバイ遷移リセット

ディープスタンバイ遷移リセット

特殊端子
DAC出力

DAE=1のとき
アナログ出力有効

COMx/SEGxx=1のとき
アナログ出力有効

FPDIR

FPDOR

FPOER

1

0
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※1：以下のいずれかに設定されたとき、I/O ポートは入力方向に設定されます。 

− ADE/SPSR=1 のとき 

− DAE=1 のとき 

− PICTL=0 のとき 

− PICTL=1、かつ COMx/SEGxx=1 のとき 

− VEx=1 のとき 

 

※2：以下のいずれかに設定されたとき、入力値は"0"固定になります。 

 以下以外の設定の場合は、それぞれデジタル入力端子になります。 

− ADE/SPSR=1 のとき 

− DAE=1 のとき 

− PICTL=0 のとき 

− PICTL=1、かつ COMx/SEGxx=1 のとき 

− VEx=1 のとき 

 

＜注意事項＞ 

− 5Vトレラント端子は製品によっては、内蔵プルアップ抵抗がない I/Oも存在します。 

− USB端子にはプルアップ抵抗がありません。 

− 内蔵プルアップ抵抗がない場合、PCRレジスタ設定は無効です。 

− PZRレジスタの機能はある特定の端子にのみ実装されています。 

ご使用する製品の『データシート』の「入出力回路形式」の備考欄に"PZRレジスタ制御可能"と記載

のある端子のみが制御できます。 

− DAEビットの詳細については『アナログマクロ編』の『10ビット D/Aコンバータ』章の「5.1 D/A

コントロールレジスタ(DACR)」を参照してください。 

− PICTL/COMx/SEGxx/VExビットの詳細については『アナログマクロ編』の『LCDコントローラ』の

章の「5.3 LCDC制御レジスタ 3(LCDCC3)」, 「5.5 LCDC COM出力許可レジスタ(LCDC_COMEN)」, 

「5.6 LCDC SEG出力許可レジスタ 1/2(LCDC_SEG1/2)」を参照してください。 

− FPDIR/FPDOR/FPOERはFast GPIOのためのレジスタです。詳細については「CHAPTER:Fast GPIO」

の章を参照してください。 

 

Table 2-1 にレジスタ機能説明を示します。 

− PFR, DDR, PDIR, PDOR, PCR レジスタは、I/O ポートごとに 1 ビットの制御レジスタが存在し、I/O ポー

トの機能選択を行うレジスタです。 

− ADE レジスタは、アナログ入力端子を兼用する I/O ポートごとに 1 ビットの制御レジスタが存在し、I/O

ポートの機能選択を行うレジスタです。 

− SPSR レジスタは、発振端子を兼用する I/O ポートの機能選択を行うレジスタです。 

− EPFR レジスタは、周辺機能の入出力端子ごとに制御レジスタが存在し、周辺機能の入出力端子をどの

I/O ポートにリロケートするかを選択するレジスタです。 

− PZR レジスタは、特定端子の H レベル出力時、I/O ポートを Hi-Z 化し、擬似的にオープンドレイン制御

を設定するレジスタです。 
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Table 2-1 レジスタ機能説明 

レジスタ名 機能説明 

ADE 
I/O ポートを特殊端子(アナログ入力端子)として使用するか、デジタル入出力端子として使用するか

を設定するレジスタです。 

SPSR 
I/O ポートを特殊端子(発振)として使用するか、デジタル入出力端子として使用するかを設定するレ

ジスタです。 

PFR 
I/O ポートを GPIO 機能の入出力端子として使用するか、周辺機能の入出力端子として使用するかを

設定するレジスタです。 

PCR 
I/O ポートをデジタル入力端子, デジタル双方向端子として使用する場合に、I/O ポートの内蔵プルア

ップ抵抗を接続するか、切断するかを設定するレジスタです。 

DDR 

I/O ポートを GPIO 機能端子として使用する場合、入力端子で使用するか、出力端子で使用するかを

設定するレジスタです。 

(注意事項) 端子が周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

PDIR 

I/O ポートのレベル状態を読み出すレジスタです。 

− I/O ポートをデジタル入力端子として使用する場合、入力レベルを読み出します。 

− I/O ポートをデジタル出力端子として使用する場合、出力レベルを読み出します。 

− I/O ポートを特殊端子として使用する場合、常に"0"を読み出します。 

PDOR 

I/O ポートを GPIO 機能の出力端子として使用する場合に、出力レベルを設定するレジスタです。 

− "0"設定時、Low レベルを出力します。 

− "1"設定時、High レベルを出力します。 

(注意事項) 端子が GPIO 入力、周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

EPFR 

周辺機能の入出力端子の機能選択およびリロケート機能を設定するレジスタです。 

− 周辺出力端子設定 

I/O ポートに対して出力 ON/OFF を設定します。また、どの I/O ポートにリロケートするかを、周辺機能の

端子ごとに設定できます。 

− 周辺入力端子設定 

どの I/O ポートにリロケートするかを、周辺機能の端子ごとに設定できます。 

− 周辺双方向端子設定 

どの I/O ポートにリロケートするかを、周辺機能の端子ごとに設定できます。 

PZR 

I/O ポートのオープンドレイン制御を設定するレジスタです。 

− I/O ポートが Low レベル出力時、I/O ポートを Low 出力にします。 

(PCR の設定値によらず、内蔵プルアップ抵抗を切断します) 

− I/O ポートが High レベル出力時、I/O ポートを Hi-Z 化し、擬似的にオープンドレイン制御します。(PCR の

設定値によらず、内蔵プルアップ抵抗を切断します) 

− I/O ポートが入力時、I/O ポートを Hi-Z 化し、入力方向にします。 

(PCR の設定値によらず、内蔵プルアップ抵抗を切断します) 

 

(注意事項) 本機能はある特定の端子にのみ実装されています。 

ご使用する製品の『データシート』の「入出力回路形式」の備考欄に"PZR レジスタ制御可能"と記載

のある端子のみが制御できます。 
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Table 2-2 に選択される I/O ポート機能により、利用可能・利用不可能になる端子機能と、レジスタ設定値との

一覧を示します。 

Table 2-2 I/Oポート機能とレジスタ設定値 

I/Oポート機能 ADE/ 

SPSR/ 

DAE/ 

COMx/SEGxx/

VEx 

PFR DDR PZR PCR EPFR 
利用可能な主機能 利用可能な副機能 

特殊端子 

 (アナログ入力,  

アナログ出力, 

USB,発振) 

なし 1 - - - 切断 *0 

GPIO 機能入力端子 周辺機能入力端子*5 

0 

0 

0 0 有効 

*1 

0 1 切断 

GPIO 機能出力端子 
GPIO 機能入力端子(FB) 

周辺機能入力端子(FB) 

1 0 切断 

1 1 切断 

選択周辺機能の出力端子 
GPIO 機能入力端子(FB) 

周辺機能入力端子(FB) 

1 - 

0 切断 

*2 

1 切断 

選択周辺機能の双方向端子 
GPIO 機能入力端子(FB) 

周辺機能入力端子(FB) 

0 有効 

*3 

1 切断 

周辺機能入力端子 GPIO 機能入力端子 

0 有効 

*4 

1 切断 

凡例 

-: レジスタ設定値が端子機能に影響のないことを示します。 

有効: PCR レジスタの値が 0 の場合、内蔵プルアップ抵抗が切断されることを示します。 

PCR レジスタの値が 1 の場合、内蔵プルアップ抵抗が接続されることを示します。 

切断: PCR レジスタの値によらず、内蔵プルアップ抵抗が切断されることを示します。 

(FB): I/O ポート部の出力信号がフィードバックされて、PDIR から I/O ポートのレベルの読出し可能となる

ことを示し、周辺機能の入力としても使用可能です。 

 

*0: I/O ポートに対し周辺機能の入力端子を選択した場合、設定は無効です。 

I/O ポートに対し周辺機能の出力端子を選択した場合、設定は無効です。 

I/O ポートに対し周辺機能の双方向端子を選択した場合、設定は無効です。 
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*1: I/O ポートに対し周辺機能の入力端子を選択した場合、設定は有効です。 

I/O ポートに対し周辺機能の出力端子を選択した場合、設定は無効です。 

I/O ポートに対し周辺機能の双方向端子を選択した場合、設定は無効です。 

*2: I/O ポートに対し周辺機能の出力端子を選択している場合を示します。 

*3: I/O ポートに対し周辺機能の双方向端子を選択している場合を示します。 

*4: I/O ポートに対し周辺機能の出力端子, 双方向端子のいずれも選択していない場合を示します。 

*5: NMIX 端子使用時は NMIS="1"かつ PFR="1"に設定してください。 



CHAPTER 10-1: I/O ポート  

 

 

606 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

2.2 I/Oポートの初期選択機能 

Table 2-3 に各 I/O ポートのリセット解除後の初期選択機能を示します。 

Table 2-3 各 I/Oポートのリセット解除後の初期選択機能 

No 端子 初期選択機能 

1 SWCLK, SWDIO 
シリアルワイヤデバッグ(SWD)端子が選択されています。内蔵プルアップ

抵抗 ON です。 

2 ANxx 
アナログ入力端子として使用可能です。デジタル入力は遮断されており

"0"が入力されています。 

3 X0, X1, X0A, X1A 
発振端子として使用可能です。デジタル入力は遮断されており"0"が入力

されています。 

4 上記以外のすべての GPIO 端子 デジタル入力です。出力は Hi-Z です。 

(注意事項)  

GPIO 以外の端子(MD 端子, リセット端子)の状態はご使用する製品の『データシート』を参照してく

ださい。 

リセット時の EPFR の出力選択値はすべて「出力しない」です。 
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2.3 リロケート機能について 

− 周辺機能の入出力は、端子が複数準備されているものがあります(リロケート端子)。 

EPFR 設定によりいずれかの端子を 1 つ選択できます。Figure 2-2 にリロケート機能の概略図を示します。 

Figure 2-2 リロケート機能概略図 

 

 

リロケート
選択

 
 

 

リロケート出力端子_0

周辺マクロ 出力選択 リロケート出力端子_1

リロケート出力端子_2

 
 

 

リロケート入力端子A_0

周辺マクロ リロケート入力端子A_1

リロケート入力端子A_2

入力選択

 
 

(注意事項)  

どの周辺機能がどの端子に配置されているかは、製品により異なります。 

ご使用する製品の『データシート』の端子機能一覧表を参照してください。 

 

− 1 つの I/O ポートの入力が複数の周辺機能に接続されていても、EPFR の設定により周辺の入力はすべて

使用できます。例えば、Figure 2-3 にて、「リロケート入力端子 A_2」と、「リロケート入力端子 B_1」を

それぞれ入力選択しておくことで同時に使用することが可能です。これにより、1 つの I/O ポートに兼

用されている外部割込みと、マルチファンクションシリアル入力端子を同時に使用することが可能にな

ります。 
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Figure 2-3 複数の周辺入力 
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− I/O 端子が出力として設定されていても、入力はマスクされないため入力端子としても機能します。例

えば、タイマの出力を兼用している外部割込みの入力とすることが可能です。 
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2.4 EPFRの出力固定優先順位について 

1 つの I/O ポートには、複数ある出力のうち 1 つの出力端子機能しか割り付けられません。 

EPFR レジスタの設定により、出力が重複設定された場合、固定優先順位が適用され出力端子選択が行われま

す。Figure 2-4 に出力端子と固定優先順位を示します。 

 

Figure 2-4 出力端子と固定優先順位 

 

固定優先順位
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EPFR の固定優先順位を Table 2-4 に示します。 

Table 2-4 EPFRの固定優先順位 

優先順位 周辺機能 該当端子 

高 特殊入力 
シリアルワイヤデバッグ入力,  

NMI 入力 

↓ シリアルワイヤデバッグ 入出力端子 

↓ HDMI-CEC 入出力端子 *2 

↓ I2CSLAVE 入出力端子 

↓ USB (HCONX) 出力端子 

↓ マルチファンクションシリアル I2S（MFS-I2S） 出力端子 

↓ マルチファンクションシリアル 出力端子, 入出力端子*1 

↓ ベースタイマ出力 入出力端子 

↓ 多機能タイマ 出力端子 

↓ Smart Card 出力端子 

↓ 内蔵高速 CR 発振クロック出力 出力端子 

↓ RTCCO 出力 出力端子 

低 SUBOUT 出力 出力端子 

(注意事項)  

固定優先順位があるのは、設定機能が「出力」どうしの場合です。「入力」どうしの場合には優先順位

はありません。 

ただし、「特殊入力」については、ほかの「出力」設定よりも優先順位が上になります。「特殊入力」

が選択されているときは、同一ポートに割り付けられている「出力」設定が無効になります。 

*1: TYPE1-M0+製品では SOT(データ出力)>SCS(チップセレクト出力)の優先順位となります。 

*2:TYPE3-M0+製品では、HDMI-CEC 端子は、EPFR レジスタでは制御されません。 

− 優先順位の低位側の出力設定のために EPFR レジスタには"出力しない"設定が必ずあります。 
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− 端子を周辺機能の外部入力端子として使用する場合には、兼用する出力設定をすべて OFF にしてくださ

い。EPFR レジスタで、端子の出力選択がすべて OFF になっている場合に、端子は外部入力端子として

機能します。 
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2.5 ディープスタンバイモード時の動作(TYPE2-M0+) 

ディープスタンバイモード時は GPIO 機能が選択されます。Figure 2-5 にディープスタンバイモード時の I/O

ポート動作を示します。 

 

Figure 2-5 ディープスタンバイモード時の I/Oポート動作 
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＜注意事項＞ 

− ディープスタンバイモード時の各端子の状態は、ご使用する製品の『データシート』の端子状態表を

参照してください。 
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2.6 ディープスタンバイモード時の動作(TYPE3-M0+) 

ディープスタンバイモード移行時、I/O ポートの入出力状態は、GPIO 機能の設定が適用されます。その後、

CHOLDX 信号により、I/O ポートの入出力状態は、I/O ポート回路内のラッチ回路にて保持されます。 

Figure 2-6 に I/O ポート回路内のラッチ回路を示します。 

Figure 2-6 I/Oポート内のラッチ回路 (TYPE3-M0+) 
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Figure 2-7 は、WIOLC_CTL:CONTX=1 の場合のディープスタンバイモード時の I/O ポート動作を示します。こ

の場合、ディープスタンバイモード中は、I/O ポートの入出力状態は、GPIO 機能の設定が適用されます。デ

ィープスタンバイモードから復帰後は、I/O ポートの入出力状態は、Table 2-3 の初期状態に戻ります。 
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Figure 2-7 ディープスタンバイモード時の I/Oポート動作(CONTX=1,TYPE3-M0+) 
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Figure 2-8 は、WIOLC_CTL:CONTX=0 の場合のディープスタンバイモード時の I/O ポート動作を示します。 
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Figure 2-8 ディープスタンバイモード時の I/Oポート動作(CONTX=0,TYPE3-M0+) 
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この場合、ディープスタンバイモード中は、I/O ポートの入出力状態は、GPIO 機能の設定が適用されます。

ディープスタンバイモードから復帰後、ラッチが解放されるまでは、その前の状態を保持します。ディープス

タンバイ遷移リセットにより、GPIO の全ての制御レジスタはリセットされます。CPU はラッチの解放前に

GPIO 制御レジスタの初期設定を行う必要があります。その後ラッチの解放を行います。ラッチの解放は、CPU

から WIOLC_CTL:LH_CL=1 の書込みにより行えます。ラッチの解放前の GPIO 制御レジスタ設定変更は、I/O

ポートの入出力状態に影響を与えません。 

I/O ポートの制御に使用する WIOLC_CTL レジスタについては、「6-1 低消費電力モード」を参照してくださ

い。 

注意事項: 

− GPIO機能が適用されない端子がいくつか存在します。ディープスタンバイモード時の各端子の状態

は、ご使用する製品の『データシート』の端子状態表を参照してください。 

− Fast-GPIO機能を使用していて、ディープスタンバイモード遷移をする場合は、GPIO機能の代わり

に Fast-GPIO機能が適用されます。 

− ディープスタンバイモードを使用する場合、電源投入後、SPSRレジスタのMAINXCビットおよび

SUBXCビットに”00”を書き込んでから、希望の設定に変更してください。”00” を書くと端子状態が

一時的に不定になる場合があります。 
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2.7 ディープスタンバイ遷移リセット 

Table 2-5 に、ディープスタンバイ遷移リセットにより初期化されるレジスタと初期化されないレジスタの一

覧を示します。 

Table 2-5 Deep Standby transition Reset 

Abbreviation TYPE2-M0+ TYPE3-M0+ 

PFRx 初期化される *1 *2 初期化される *3 

PCRx 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

DDRx 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

PDIRx 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

PDORx 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

ADE 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

EPFRx 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

SPSR 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

PZRx 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

LVDIE 初期化されない N/A 

FPDIRx, M_FPDIRx *4 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

FPDORx, M_FPDORx *4 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

FPOERx *4 初期化されない I/O ポートのラッチ後初期化される 

 

*1: PFR0 レジスタの bit[4:0]は、初期化されません。 

*2: 以下のビットは、以下の条件時は初期化されません。 

 PFR0 レジスタの bit11 は、CEC0_1 端子使用時は、初期化されません。 

 PFR6 レジスタの bit0 は、 CEC1_0 端子使用時は、 初期化されません。 

 PFR4 レジスタの bit12 は、CEC0_0 端子使用時は、 初期化されません。 

 PFR5 レジスタの bit6 は、 CEC1_1 端子使用時は、 初期化されません。 

 

*3 PFR0 レジスタの bit[1]と bit[3]は、I/O ポートのラッチ後に初期化されます。 

上記以外の PFRｘレジスタは、I/O ポートのラッチ前に初期化されます。 

*4 これらのレジスタは、「Fast GPIO」の章に説明があります。 
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3. 設定手順例 

I/O ポートの設定手順例を説明します。 

3.1 I/Oポートの設定 

I/O ポートの各レジスタの設定により、入出力方向選択, GPIO/周辺選択を行います。 

Figure 3-1 に設定手順例を示します。 

Figure 3-1 I/Oポート設定手順例 
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3.2 I/O状態保持機能の使用方法（TYPE3-M0+製品） 

Figure 3-2 は、I/O 状態保持機能の使用方法例を示します。この設定は、ディープスタンバイモードに移行す

る前に行います。 

Figure 3-2 I/O状態保持機能の使用方法例 1 (TYPE3-M0+) 
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WIOLC_CTL Register.
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Figure 3-3 は、ディープスタンバイモードから復帰後の I/O 状態保持機能の使用方法例を示します。 
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Figure 3-3 I/O状態保持機能の使用方法例 2 (TYPE3-M0+) 
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*1 : Figure 3-1 を参照ください。 
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4. レジスタ一覧 

I/O ポートのレジスタ一覧を説明します。 

レジスタ一覧を Table 4-1 に示します。 

Table 4-1 I/Oポートレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

PFR0 ポート機能設定レジスタ 0 

4.1 

PFR1 ポート機能設定レジスタ 1 

PFR2 ポート機能設定レジスタ 2 

PFR3 ポート機能設定レジスタ 3 

PFR4 ポート機能設定レジスタ 4 

PFR5 ポート機能設定レジスタ 5 

PFR6 ポート機能設定レジスタ 6 

PFR7 ポート機能設定レジスタ 7 

PFR8 ポート機能設定レジスタ 8 

PFR9 ポート機能設定レジスタ 9 

PFRA ポート機能設定レジスタ A 

PFRB ポート機能設定レジスタ B 

PFRC ポート機能設定レジスタ C 

PFRD ポート機能設定レジスタ D 

PFRE ポート機能設定レジスタ E 

PFRF ポート機能設定レジスタ F 

PCR0 プルアップ設定レジスタ 0 

4.2 

PCR1 プルアップ設定レジスタ 1 

PCR2 プルアップ設定レジスタ 2 

PCR3 プルアップ設定レジスタ 3 

PCR4 プルアップ設定レジスタ 4 

PCR5 プルアップ設定レジスタ 5 

PCR6 プルアップ設定レジスタ 6 

PCR7 プルアップ設定レジスタ 7 

PCR9 プルアップ設定レジスタ 9 

PCRA プルアップ設定レジスタ A 

PCRB プルアップ設定レジスタ B 

PCRC プルアップ設定レジスタ C 

PCRD プルアップ設定レジスタ D 

PCRE プルアップ設定レジスタ E 

PCRF プルアップ設定レジスタ F 
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レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

DDR0 ポート入出力方向設定レジスタ 0 

4.3 

DDR1 ポート入出力方向設定レジスタ 1 

DDR2 ポート入出力方向設定レジスタ 2 

DDR3 ポート入出力方向設定レジスタ 3 

DDR4 ポート入出力方向設定レジスタ 4 

DDR5 ポート入出力方向設定レジスタ 5 

DDR6 ポート入出力方向設定レジスタ 6 

DDR7 ポート入出力方向設定レジスタ 7 

DDR8 ポート入出力方向設定レジスタ 8 

DDR9 ポート入出力方向設定レジスタ 9 

DDRA ポート入出力方向設定レジスタ A 

DDRB ポート入出力方向設定レジスタ B 

DDRC ポート入出力方向設定レジスタ C 

DDRD ポート入出力方向設定レジスタ D 

DDRE ポート入出力方向設定レジスタ E 

DDRF ポート入出力方向設定レジスタ F 

PDIR0 ポート入力データレジスタ 0 

4.4 

PDIR1 ポート入力データレジスタ 1 

PDIR2 ポート入力データレジスタ 2 

PDIR3 ポート入力データレジスタ 3 

PDIR4 ポート入力データレジスタ 4 

PDIR5 ポート入力データレジスタ 5 

PDIR6 ポート入力データレジスタ 6 

PDIR7 ポート入力データレジスタ 7 

PDIR8 ポート入力データレジスタ 8 

PDIR9 ポート入力データレジスタ 9 

PDIRA ポート入力データレジスタ A 

PDIRB ポート入力データレジスタ B 

PDIRC ポート入力データレジスタ C 

PDIRD ポート入力データレジスタ D 

PDIRE ポート入力データレジスタ E 

PDIRF ポート入力データレジスタ F 

PDOR0 ポート出力データレジスタ 0 

4.5 

PDOR1 ポート出力データレジスタ 1 

PDOR2 ポート出力データレジスタ 2 

PDOR3 ポート出力データレジスタ 3 

PDOR4 ポート出力データレジスタ 4 

PDOR5 ポート出力データレジスタ 5 

PDOR6 ポート出力データレジスタ 6 

PDOR7 ポート出力データレジスタ 7 

PDOR8 ポート出力データレジスタ 8 

PDOR9 ポート出力データレジスタ 9 

PDORA ポート出力データレジスタ A 
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レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

PDORB ポート出力データレジスタ B 

PDORC ポート出力データレジスタ C 

PDORD ポート出力データレジスタ D 

PDORE ポート出力データレジスタ E 

PDORF ポート出力データレジスタ F 

ADE アナログ入力設定レジスタ 4.6 

EPFR 拡張機能端子設定レジスタ 4.7 

EPFR00 拡張機能端子設定レジスタ 00 4.8 

EPFR01 拡張機能端子設定レジスタ 01 4.9 

EPFR02 拡張機能端子設定レジスタ 02 4.10 

EPFR03 拡張機能端子設定レジスタ 03 4.11 

EPFR04 拡張機能端子設定レジスタ 04 4.12 

EPFR05 拡張機能端子設定レジスタ 05 4.13 

EPFR06 拡張機能端子設定レジスタ 06 4.14 

EPFR07 拡張機能端子設定レジスタ 07 4.15 

EPFR08 拡張機能端子設定レジスタ 08 4.16 

EPFR09 拡張機能端子設定レジスタ 09 4.17 

EPFR12 拡張機能端子設定レジスタ 12 4.18 

EPFR13 拡張機能端子設定レジスタ 13 4.19 

EPFR14 拡張機能端子設定レジスタ 14 4.20 

EPFR15 拡張機能端子設定レジスタ 15 4.21 

EPFR16 拡張機能端子設定レジスタ 16 4.22 

EPFR17 拡張機能端子設定レジスタ 17 4.23 

EPFR18 拡張機能端子設定レジスタ 18 4.24 

EPFR21 拡張機能端子設定レジスタ 21 4.25 

EPFR22 拡張機能端子設定レジスタ 22 4.26 

EPFR23 拡張機能端子設定レジスタ 23 0 

EPFR31 拡張機能端子設定レジスタ 31 4.28 

EPFR33 拡張機能端子設定レジスタ 33 4.29 

EPFR34 拡張機能端子設定レジスタ 34 4.30 

EPFR37 拡張機能端子設定レジスタ 37 4.31 

EPFR38 拡張機能端子設定レジスタ 38 4.32 

SPSR 特殊ポート設定レジスタ 4.33 

PZR0 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 0 

4.34 

PZR1 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 1 

PZR2 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 2 

PZR3 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 3 

PZR4 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 4 

PZR5 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 5 

PZR6 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 6 

PZR7 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 7 

PZR8 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 8 

PZR9 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ 9 
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レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

PZRA ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ A 

PZRB ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ B 

PZRC ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ C 

PZRD ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ D 

PZRE ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ E 

PZRF ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ F 
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4.1 ポート機能設定レジスタ(PFRx) 

PFRx レジスタは端子の利用方法を選択します。 

PFRのレジスタ構成一覧 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 PFR0 0x000A R/W P0F～P00 

 予約 PFR1 0x0000 R/W P1F～P10 

 予約 PFR2 0x0000 R/W P2F～P20 

 予約 PFR3 0x0000 R/W P3F～P30 

 予約 PFR4 0x0000 R/W P4F～P40 

 予約 PFR5 0x0000 R/W P5F～P50 

 予約 PFR6 0x0000 R/W P6F～P60 

 予約 PFR7 0x0000 R/W P7F～P70 

 予約 PFR8 0x0000 R/W P8F～P80 

 予約 PFR9 0x0000 R/W P9F～P90 

 予約 PFRA 0x0000 R/W PAF～PA0 

 予約 PFRB 0x0000 R/W PBF～PB0 

 予約 PFRC 0x0000 R/W PCF～PC0 

 予約 PFRD 0x0000 R/W PDF～PD0 

 予約 PFRE 0x0000 R/W PEF～PE0 

 予約 PFRF 0x0000 R/W PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 PFRx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] PFRx : ポート機能設定レジスタ x 

端子の利用方法を設定します。 

bit15:0 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 
0 当該ビットに対応する端子を GPIO 端子として使用します。 

1 当該ビットに対応する端子を周辺機能の入出力端子として使用します。 

 

＜注意事項＞ 

− PFRxの"x"記載はワイルドカードです。PFR0, PFR1, PFR2,・・・を示します。 

− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 

− PxF～Px0までの 16本のポート機能設定が可能です。 
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− レジスタの各ビットが個別に各端子を設定します。ビット配置と端子順番は 1対 1に対応します。例

えば、PFR0の bit15は P0Fを、PFR0の bit14が P0Eを、PFR0の bit0が P00を設定します。 

− P01と P03は、シリアルワイヤデバッグ端子が選択されるため、初期値は"1"です。 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 
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4.2 プルアップ設定レジスタ(PCRx) 

PCRx レジスタは端子のプルアップを設定します。 

PCRのレジスタ構成一覧 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 PCR0 0x000A R/W P0F～P00 

 予約 PCR1 0x0000 R/W P1F～P10 

 予約 PCR2 0x0000 R/W P2F～P20 

 予約 PCR3 0x0000 R/W P3F～P30 

 予約 PCR4 0x0000 R/W P4F～P40 

 予約 PCR5 0x0000 R/W P5F～P50 

 予約 PCR6 0x0000 R/W P6F～P60 

 予約 PCR7 0x0000 R/W P7F～P70 

 予約 - - - - 

 予約 PCR9 0x0000 R/W P9F～P90 

 予約 PCRA 0x0000 R/W PAF～PA0 

 予約 PCRB 0x0000 R/W PBF～PB0 

 予約 PCRC 0x0000 R/W PCF～PC0 

 予約 PCRD 0x0000 R/W PDF～PD0 

 予約 PCRE 0x0000 R/W PEF～PE0 

 予約 PCRF 0x0000 R/W PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 PCRx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] PCRx : プルアップ設定レジスタ x 

端子のプルアップを設定します。 

bit15:0 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 

0 当該ビットに対応する端子の内蔵プルアップ抵抗を切断します。 

1 

当該ビットに対応する端子が入力状態(GPIO・周辺機能いずれも)の場合に内蔵プルアップ

抵抗が接続されます。 

当該ビットに対応する端子が出力状態の場合内蔵プルアップ抵抗は切断されます。 

 

＜注意事項＞ 

− PCRxの"x"記載はワイルドカードです。PCR0, PCR1, PCR2,・・・を示します。 

− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や, P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 
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− 1つのレジスタで PxF～Px0までの 16本のプルアップ設定が可能です。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子を設定します。ビット配置と端子順番は 1対 1に対応します。例

えば、PCR0の bit15が P0Fを、PCR0の bit14が P0Eを、PCR0の bit0が P00を設定します。 

− P01と P03は、シリアルワイヤデバッグ端子が選択されるため、初期値="1"になります。 

− I2C使用時は PCRx=0を設定して、外部端子にプルアップ抵抗を接続してください。 

− PCR8はありません。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 

− PE0, PE1にはプルアップ抵抗が存在しません。そのため、レジスタ書込みは無効です。読出し値は、

初期値または書込み値が読み出されます。 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 
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4.3 ポート入出力方向設定レジスタ(DDRx) 

DDRx レジスタは端子の入出力方向を設定します。 

DDRのレジスタ構成一覧 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 DDR0 0x0000 R/W P0F～P00 

 予約 DDR1 0x0000 R/W P1F～P10 

 予約 DDR2 0x0000 R/W P2F～P20 

 予約 DDR3 0x0000 R/W P3F～P30 

 予約 DDR4 0x0000 R/W P4F～P40 

 予約 DDR5 0x0000 R/W P5F～P50 

 予約 DDR6 0x0000 R/W P6F～P60 

 予約 DDR7 0x0000 R/W P7F～P70 

 予約 DDR8 0x0000 R/W P8F～P80 

 予約 DDR9 0x0000 R/W P9F～P90 

 予約 DDRA 0x0000 R/W PAF～PA0 

 予約 DDRB 0x0000 R/W PBF～PB0 

 予約 DDRC 0x0000 R/W PCF～PC0 

 予約 DDRD 0x0000 R/W PDF～PD0 

 予約 DDRE 0x0000 R/W PEF～PE0 

 予約 DDRF 0x0000 R/W PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 DDRx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] DDRx : ポート入出力方向設定レジスタ x 

端子の入出力方向を設定します。 

bit15:0 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出せます。 

書込み時 

0 

GPIO を入力方向で使用します。 

当該ビットに対応する端子が周辺機能の入出力端子として選択されている場合、本設定値

は無効です。 

1 

GPIO を出力方向で使用します。 

当該ビットに対応する端子が周辺機能の入出力端子として選択されている場合、本設定値

は無効です。 

 

＜注意事項＞ 

− DDRxの"x"記載はワイルドカードです。DDR0, DDR1, DDR2,・・・を示します。 
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− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 

− 1つのレジスタで PxF～Px0までの 16本のポート入出力方向設定が可能です。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子を設定します。ビット配置と端子順番は 1対 1に対応します。例

えば、DDR0の bit15が P0Fを、DDR0の bit14が P0Eを、DDR0の bit0が P00を設定します。 

− 多機能タイマの出力 RTOが選択されている場合は、DTTIX信号による緊急停止時、端子状態を DDR

で制御します。詳細は『タイマ編』の『多機能タイマ』の章を参照してください。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 
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4.4 ポート入力データレジスタ(PDIRx) 

PDIRx レジスタは端子の入力データを示します。 

PDIRのレジスタ構成一覧 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 PDIR0 0xXXXX R P0F～P00 

 予約 PDIR1 0xXXXX R P1F～P10 

 予約 PDIR2 0xXXXX R P2F～P20 

 予約 PDIR3 0xXXXX R P3F～P30 

 予約 PDIR4 0xXXXX R P4F～P40 

 予約 PDIR5 0xXXXX R P5F～P50 

 予約 PDIR6 0xXXXX R P6F～P60 

 予約 PDIR7 0xXXXX R P7F～P70 

 予約 PDIR8 0xXXXX R P8F～P80 

 予約 PDIR9 0xXXXX R P9F～P90 

 予約 PDIRA 0xXXXX R PAF～PA0 

 予約 PDIRB 0xXXXX R PBF～PB0 

 予約 PDIRC 0xXXXX R PCF～PC0 

 予約 PDIRD 0xXXXX R PDF～PD0 

 予約 PDIRE 0xXXXX R PEF～PE0 

 予約 PDIRF 0xXXXX R PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 PDIRx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] PDIRx : ポート入力データレジスタ x 

端子の入力データを読み出します。 

bit15:0 説明 

読出し時 

0 

端子機能の設定(PFR/EPFR/DDR/PDOR)によらず、端子が"L"レベル入力状態または、"L"レ

ベル出力状態であることを示します。ADE/SPSR により、特殊端子が選択されている場合

は、入力遮断されているので常に 0 が読み出されます。 

1 
端子機能の設定(PFR/EPFR/DDR/PDOR)によらず、端子が"H"レベル入力状態または、"H"

レベル出力状態であることを示します。 

書込み時 書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− PDIRxの"x"記載はワイルドカードです。PDIR0, PDIR1, PDIR2,・・・を示します。 
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− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 

− 1つのレジスタで PxF～Px0までの 16本のポート入力データの読出しが可能です。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子状態を示します。ビット配置と端子順番は 1 対 1に対応します。

例えば、PDIR0の bit15が P0Fを、PDIR0の bit14が P0Eを、PDIR0の bit0が P00を示します。 

− 製品に存在しない端子のビット値は常に"0"が読み出されます。 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 
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4.5 ポート出力データレジスタ x(PDORx) 

PDORx レジスタは端子への出力データを設定します。 

PDORのレジスタ構成一覧 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 PDOR0 0x0000 R/W P0F～P00 

 予約 PDOR1 0x0000 R/W P1F～P10 

 予約 PDOR2 0x0000 R/W P2F～P20 

 予約 PDOR3 0x0000 R/W P3F～P30 

 予約 PDOR4 0x0000 R/W P4F～P40 

 予約 PDOR5 0x0000 R/W P5F～P50 

 予約 PDOR6 0x0000 R/W P6F～P60 

 予約 PDOR7 0x0000 R/W P7F～P70 

 予約 PDOR8 0x0000 R/W P8F～P80 

 予約 PDOR9 0x0000 R/W P9F～P90 

 予約 PDORA 0x0000 R/W PAF～PA0 

 予約 PDORB 0x0000 R/W PBF～PB0 

 予約 PDORC 0x0000 R/W PCF～PC0 

 予約 PDORD 0x0000 R/W PDF～PD0 

 予約 PDORE 0x0000 R/W PEF～PE0 

 予約 PDORF 0x0000 R/W PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 PDORx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] PDORx : ポート出力データレジスタ x 

端子の出力データを設定します。 

bit15:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

 書込み時 

0 
GPIO に"L"レベルを出力します。 

端子が I/O 入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

1 
GPIO に"H"レベルを出力します。 

端子が I/O 入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

 

＜注意事項＞ 

− PDORxの"x"記載はワイルドカードです。PDOR0, PDOR1, PDOR2,・・・を示します。 

− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 
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− 1つのレジスタで PxF～Px0までの 16本のポート出力データの設定が可能です。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子を設定します。ビット配置と端子順番は 1対 1に対応します。例

えば、PDOR0の bit15が P0Fを、PDOR0の bit14が P0Eを、PDOR0の bit0が P00を設定します。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 
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4.6 アナログ入力設定レジスタ(ADE) 

ADE レジスタは外部端子を ADC のアナログ信号入力端子として設定します。 

レジスタ構成 

bit 31       0 

Field ADE 

属性 R/W 

初期値 0xFFFFFFFF 

レジスタ機能 

[bit31:0] ADE : アナログ入力設定レジスタ 

アナログ信号入力端子として設定します。 

bit31:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

0 外部端子をアナログ入力として使用せず、デジタル入出力として使用します。 

1 
外部端子をアナログ入力として使用します。 

(I/O セルは、入力方向, 入力遮断, 内蔵プルアップ抵抗が切断状態になります。) 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタにより、AN31～AN00までのアナログ入力端子が設定されます。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子を設定します。ビット配置と端子順番は一対一に対応します。例

えば、ADEの bit31が AN31を、ADEの bit14が AN14を、ADEの bit0が AN00を設定します。ANxx

がどのポートに配置されているかは製品により異なります。詳細はご使用する製品の『データシート』

を参照してください。 

− WKUPx端子と ANx端子が兼用されている端子の場合に、両方の端子入力を有効とする設定

(WIER:WUEx=1) & (ADE=1)は禁止です。 
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4.7 拡張機能端子設定レジスタ(EPFRx) 

EPFRx レジスタは、機能が複数ある場合に、端子への機能割当てを設定します。 

EPFRxのレジスタ構成一覧 

bit 31       0 初期値 属性 対応機能 

 EPFR00 0x00010000 R/W システム機能 

 EPFR01 0x00000000 R/W 

多機能タイマ  EPFR02 0x00000000 R/W 

 EPFR03 0x00000000 R/W 

 EPFR04 0x00000000 R/W 
ベースタイマ 

 EPFR05 0x00000000 R/W 

 EPFR06 0x00000000 R/W 外部割込み 

 EPFR07 0x00000000 R/W マルチファンクション 

シリアル  EPFR08 0x00000000 R/W 

 EPFR09 0x00000000 R/W ADC トリガ/QPRC 

 EPFR12 0x00000000 R/W 
ベースタイマ 

 EPFR13 0x00000000 R/W 

 EPFR14 0x00000000 R/W QPRC 

 EPFR15 0x00000000 R/W 外部割込み 

 EPFR16 0x00000000 R/W マルチファンクション 

シリアル  EPFR17 0x00000000 R/W 

 EPFR18 0x00000000 R/W 
HDMI-CEC/ 

リモコン受信 

 EPFR21 0x00000000 R/W QPRC 

 EPFR22 0x00000000 R/W 
マルチファンクション 

シリアル 

 EPFR23 0x00000000 R/W 
マルチファンクション 

シリアル 

 EPFR31 0x00000000 R/W I2CSLAVE―Wakeup 

 EPFR33 0x00000000 R/W Smart-Card 

 EPFR34 0x00000000 R/W 
マルチファンクション 

シリアル フロー制御 

 EPFR37 0x00000000 R/W MFS-I2S 

 EPFR38 0x00000000 R/W MFS-I2S 

製品 TYPE により搭載されている EPFRx レジスタが異なります。 

EPFRx レジスタの有無と製品 TYPE の対応については、Table 4-2 を参照してください。 

 

＜注意事項＞ 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 

 

 

  



 CHAPTER 10-1: I/O ポート 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 635 

Table 4-2 EPFRxレジスタ 製品 TYPE対応表 

 
TYPE1-M0+ TYPE2-M0+ TYPE3-M0+ 

EPFR00   

EPFR01   -

EPFR02 - - - 

EPFR03 - - - 

EPFR04   

EPFR05 -  

EPFR06   

EPFR07   

EPFR08 -  

EPFR09   

EPFR12 - - - 

EPFR13 - - - 

EPFR14 - - - 

EPFR15 -  -

EPFR16 -  -

EPFR17 - - - 

EPFR18 -  -

EPFR21  - - 

EPFR22  -  

EPFR23 -  

EPFR31 - -  

EPFR33 -  

EPFR34 -  -

EPFR37 -  

EPFR38 -  
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4.8 拡張機能端子設定レジスタ 00(EPFR00) 

EPFR00 レジスタは、外部端子に複数の機能がある場合に、端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 SWDEN 

属性 - R/W 

初期値 - 1 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 USBP0E 予約 

属性 -  - 

初期値 -  - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SUBOUTE RTCCOE 予約 CROUTE NMIS 

属性 R/W R/W - R/W R/W 

初期値 00 00 - 00 0 

レジスタ機能 

[bit31:17] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 [bit16] SWDEN : シリアルワイヤデバッグ機能選択ビット 0 

SWCLK, SWDIO 端子の機能選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 

SWCLK, SWDIO の 2 端子を使用しません。 

(兼用する端子が利用可能) 

1 SWCLK, SWDIO の 2 端子を使用します。[初期値] 

 

＜注意事項＞ 

− SWDを有効にするには、SWDENに加えて DEBUG_SW_CTLの DBG_ENビットを 1に設定する必

要があります。 
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[bit15:10] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

[bit9] USBP0E : USB ch.0機能選択ビット 1 

USB ch.0 の機能選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 

USB ch.0, D+抵抗制御信号(HCONTX)の出力を行いません。[初期値] 

(兼用する端子が利用可能) 

1 USB ch.0, D+抵抗制御信号(HCONTX)の出力を行います。 

 

[bit8] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit7:6] SUBOUTE : サブクロック分周出力機能選択ビット 

サブクロック分周出力の選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 サブクロック分周出力を行いません。[初期値] 

01 サブクロック分周出力端子に、SUBOUT_0 端子を使用します。 

10 サブクロック分周出力端子に、SUBOUT_1 端子を使用します。 

11 サブクロック分周出力端子に、SUBOUT_2 端子を使用します。 

 

[bit5:4] RTCCOE : RTCクロック出力選択ビット 

RTC クロック出力の選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 RTC クロックの出力を行いません。[初期値] 

01 RTC クロック出力端子に、RTCCOE_0 端子を使用します。 

10 RTC クロック出力端子に、RTCCOE_1 端子を使用します。 

11 RTC クロック出力端子に、RTCCOE_2 端子を使用します。 

 

[bit3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 
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[bit2:1] CROUTE : 高速 CR発振出力機能選択ビット 

高速 CR 発振出力の選択を行います。 

bit2:1 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 高速 CR 発振出力を行いません。[初期値] 

01 高速 CR 発振出力端子に、CROUT_0 端子を使用します。 

10 高速 CR 発振出力端子に、CROUT_1 端子を使用します。 

11 高速 CR 発振出力端子に、CROUT_2 端子を使用します。 

 

[bit0] NMIS : NMIX機能選択ビット 

NMIX 端子の機能選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 NMIX 端子を使用しません。[初期値] 

1 NMIX 端子を使用します。 

 

＜注意事項＞ 

− NMIX端子使用時は NMIS="1"かつ PFR="1"に設定してください。 

TYPE1-M0+、TYPE2-M0+ の場合 

− NMIX端子が割り当てられている I/Oポートを、GPIOまたは他の周辺機能から NMIX端子に切り替え

る(EPFR00.NMIS=1) 場合は、I/Oポート入力を Highレベルの状態で切り替えてください。 

GPIOまたは他の周辺機能が選択されている場合、内部の NMIX端子への入力は Highレベル固定にな

っています。そのため、I/Oポートに Low レベル入力されている状態で、GPIOまたは他の周辺機能

から NMIX端子に切り替えると、内部の NMIX端子への入力が Highレベルから Low レベルとなり、

立下りエッジが検出され、NMI割込み要求が出力されます。 

 

TYPE3-M0+の場合 

− NMIX端子が割り当てられている I/Oポートを、GPIOまたは他の周辺機能から NMIX端子に切り替え

る(EPFR00.NMIS=1) 場合は、ノンマスカブル割込み許可レジスタを禁止（NMIENR=0）の状態で、

で切り替えてください。 

端子設定の切り替え後、NMICLレジスタで、割込み要因のクリアを行ってください。その後、ノンマ

スカブル割込み許可レジスタを許可（NMIENR=1）してください。外部割込み・NMI制御部の章を参

照してください。 
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4.9 拡張機能端子設定レジスタ 01(EPFR01) 

EPFR01 レジスタは、多機能タイマ Unit0 の端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field IC03S IC02S IC01S 

属性 R/W R/W R/W 

初期値 000 000 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field IC01S IC00S FRCK0S DTTI0S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 000 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 IGTRG0 DTTI0C RTO05E RTO04E 

属性 - R/W R/W R/W R/W 

初期値 - 0 0 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field RTO03E RTO02E RTO01E RTO00E 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:29] IC03S : IC03入力選択ビット 

IC03 の入力選択を行います。 

bit31:29 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC03 の入力端子に IC03_0 を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC03 の入力端子に IC03_1 を使用します。 

011 インプットキャプチャ IC03 の入力端子に IC03_2 を使用します。 

100 インプットキャプチャ IC03 の入力に内部マクロ MFS ch.3 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC03 の入力に内部マクロ MFS ch.7 LSYN を使用します。 

110 設定禁止 

111 インプットキャプチャ IC03 の入力に内部マクロ端子 CRTRIM を使用します。 
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[bit28:26] IC02S : IC02入力選択ビット 

IC02 の入力選択を行います。 

bit28:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC02 の入力端子に IC02_0 を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC02 の入力端子に IC02_1 を使用します。 

011 インプットキャプチャ IC02 の入力端子に IC02_2 を使用します。 

100 インプットキャプチャ IC02 の入力に内部マクロ MFS ch.2 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC02 の入力に内部マクロ MFS ch.6 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 

 

[bit25:23] IC01S : IC01入力選択ビット 

IC01 の入力選択を行います。 

bit25:23 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC01 の入力端子に IC01_0 を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC01 の入力端子に IC01_1 を使用します。 

011 インプットキャプチャ IC01 の入力端子に IC01_2 を使用します。 

100 インプットキャプチャ IC01 の入力に内部マクロ MFS ch.1 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC01 の入力に内部マクロ MFS ch.5 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 

 

[bit22:20] IC00S : IC00入力選択ビット 

IC00 の入力選択を行います。 

bit22:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC00 の入力端子に IC00_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC00 の入力端子に IC00_1 端子を使用します。 

011 インプットキャプチャ IC00 の入力端子に IC00_2 端子を使用します。 

100 インプットキャプチャ IC00 の入力に内部マクロ MFS ch.0 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC00 の入力に内部マクロ MFS ch.4 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 
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[bit19:18] FRCK0S : FRCK0入力選択ビット 

FRCK0 の入力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
フリーランタイマ FRCK0 の入力端子に、FRCK0_0 端子を使用します。 

[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 フリーランタイマ FRCK0 の入力端子に、FRCK0_1 端子を使用します。 

11 フリーランタイマ FRCK0 の入力端子に、FRCK0_2 端子を使用します。 

 

[bit17:16] DTTI0S : DTTI0X入力選択ビット 

DTTI0X の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
波形ジェネレータ DTTI0X の入力端子に、DTTI0X_0 端子を使用します。 

[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 波形ジェネレータ DTTI0X の入力端子に、DTTI0X_1 端子を使用します。 

11 波形ジェネレータ DTTI0X の入力端子に、DTTI0X_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit13] IGTRG0 : IGTRG0入力選択ビット 

IGTRG0 の入力選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 PPG の IGTRG の入力端子に IGTRG0_0 を使用します。[初期値] 

1 PPG の IGTRG の入力端子に IGTRG0_1 を使用します。 

 

[bit12] DTTI0C : DTTI0X機能選択ビット 

DTTI0X の機能選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 RTO00～RTO05 端子の出力に対し、DTTIF0 による GPIO 切換えを行いません。[初期値] 

1 RTO00～RTO05 端子の出力に対し、DTTIF0 による GPIO 切換えを行います。 
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[bit11:10] RTO05E : RTO05出力選択ビット 

RTO05 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO05 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO05 の出力端子に RTO05_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO05 の出力端子に RTO05_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 [bit9:8] RTO04E : RTO04出力選択ビット 

RTO04 の出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO04 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO04 の出力端子に RTO04_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO04 の出力端子に RTO04_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit7:6] RTO03E : RTO03出力選択ビット 

RTO03 の出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO03 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO03 の出力端子に RTO03_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO03 の出力端子に RTO03_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit5:4] RTO02E : RTO02出力選択ビット 

RTO02 の出力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO02 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO02 の出力端子に RTO02_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO02 の出力端子に RTO02_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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[bit3:2] RTO01E : RTO01出力選択ビット 

RTO01 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO01 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO01 の出力端子に RTO01_0 を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO01 の出力端子に RTO01_1 を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit1:0] RTO00E : RTO00出力選択ビット 

RTO00 の出力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO00 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO00 の出力端子に RTO00_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO00 の出力端子に RTO00_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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4.10 拡張機能端子設定レジスタ 02(EPFR02) 

EPFR02 レジスタは、多機能タイマ Unit1 の端子への機能割当てを設定します。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field IC13S IC12S IC11S 

属性 R/W R/W R/W 

初期値 000 000 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field IC11S IC10S FRCK1S DTTI1S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 000 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 DTTI1C RTO15E RTO14E 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 0 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field RTO13E RTO12E RTO11E RTO10E 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:29] IC13S : IC13入力選択ビット 

IC13 の入力選択を行います。 

bit31:29 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC13 の入力端子に IC13_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC13 の入力端子に IC13_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC13 の入力に内部マクロ MFS ch.3 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC13 の入力に内部マクロ MFS ch.7 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 
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[bit28:26] IC12S : IC12入力選択ビット 

IC12 の入力選択を行います。 

bit28:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC12 の入力端子に IC12_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC12 の入力端子に IC12_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC12 の入力に内部マクロ MFS ch.2 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC12 の入力に内部マクロ MFS ch.6 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 

 

[bit25:23] IC11S : IC11入力選択ビット 

IC11 の入力選択を行います。 

bit25:23 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC11 の入力端子に IC11_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC11 の入力端子に IC11_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC11 の入力に内部マクロ MFS ch.1 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC11 の入力に内部マクロ MFS ch.5 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 

 

[bit22:20] IC10S : IC10入力選択ビット 

IC10 の入力選択を行います。 

bit22:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC10 の入力端子に IC10_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC10 の入力端子に IC10_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC10 の入力に内部マクロ MFS ch.0 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC10 の入力に内部マクロ MFS ch.4 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 
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[bit19:18] FRCK1S : FRCK1入力選択ビット 

FRCK1 の入力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
フリーランタイマ FRCK1 の入力端子に、FRCK1_0 端子を使用します。 

[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 フリーランタイマ FRCK1 の入力端子に、FRCK1_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit17:16] DTTI1S : DTTI1X入力選択ビット 

DTTI1X の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
波形ジェネレータ DTTI1X の入力端子に、DTTI1X_0 端子を使用します。 

[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 波形ジェネレータ DTTI1X の入力端子に、DTTI1X_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit15:13] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b000"を設定してください。 

[bit12] DTTI1C : DTTI1X機能選択ビット 

DTTI1X の機能選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 RTO10～RTO15 端子の出力に対し、DTTIF1 による GPIO 切換えを行いません。[初期値] 

1 RTO10～RTO15 端子の出力に対し、DTTIF1 による GPIO 切換えを行います。 

 

[bit11:10] RTO15E : RTO15出力選択ビット 

RTO15 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO15 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO15 の出力端子に RTO15_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO15 の出力端子に RTO15_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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[bit9:8] RTO14E : RTO14出力選択ビット 

RTO14 の出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO14 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO14 の出力端子に RTO14_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO14 の出力端子に RTO14_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit7:6] RTO13E : RTO13出力選択ビット 

RTO13 の出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO13 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO13 の出力端子に RTO13_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO13 の出力端子に RTO13_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit5:4] RTO12E : RTO12出力選択ビット 

RTO12 の出力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO12 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO12 の出力端子に RTO12_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO12 の出力端子に RTO12_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit3:2] RTO11E : RTO11出力選択ビット 

RTO11 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO11 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO11 の出力端子に RTO11_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO11 の出力端子に RTO11_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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[bit1:0] RTO10E : RTO10出力選択ビット 

RTO10 の出力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO10 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO10 の出力端子に RTO10_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO10 の出力端子に RTO10_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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4.11 拡張機能端子設定レジスタ 03(EPFR03) 

EPFR03 レジスタは、多機能タイマ Unit2 の端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field IC23S IC22S IC21S 

属性 R/W R/W R/W 

初期値 000 000 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field IC21S IC20S FRCK2S DTTI2S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 000 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 DTTI2C RTO25E RTO24E 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 0 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field RTO23E RTO22E RTO21E RTO20E 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:29] IC23S : IC23入力選択ビット 

IC23 の入力選択を行います。 

bit31:29 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC23 の入力端子に IC23_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC23 の入力端子に IC23_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC23 の入力に内部マクロ MFS ch.3 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC23 の入力に内部マクロ MFS ch.7 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 
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[bit28:26] IC22S : IC22入力選択ビット 

IC22 の入力選択を行います。 

bit28:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC22 の入力端子に IC22_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC22 の入力端子に IC22_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC22 の入力に内部マクロ MFS ch.2 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC22 の入力に内部マクロ MFS ch.6 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 

 

[bit25:23] IC21S : IC21入力選択ビット 

IC21 の入力選択を行います。 

bit25:23 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC21 の入力端子に IC21_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC21 の入力端子に IC21_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC21 の入力に内部マクロ MFS ch.1 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC21 の入力に内部マクロ MFS ch.5 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 

 

[bit22:20] IC20S : IC20入力選択ビット 

IC20 の入力選択を行います。 

bit22:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 
インプットキャプチャ IC20 の入力端子に IC20_0 端子を使用します。 

[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 インプットキャプチャ IC20 の入力端子に IC20_1 端子を使用します。 

011 設定禁止 

100 インプットキャプチャ IC20 の入力に内部マクロ MFS ch.0 LSYN を使用します。 

101 インプットキャプチャ IC20 の入力に内部マクロ MFS ch.4 LSYN を使用します。 

110 
設定禁止 

111 
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[bit19:18] FRCK2S : FRCK2入力選択ビット 

FRCK2 の入力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 フリーランタイマ FRCK2 の入力端子に、FRCK2_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 フリーランタイマ FRCK2 の入力端子に、FRCK2_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit17:16] DTTI2S : DTTI2X入力選択ビット 

DTTI2X の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ DTTI2X の入力端子に、DTTI2X_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 波形ジェネレータ DTTI2X の入力端子に、DTTI2X_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit15:13] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b000"を設定してください。 

[bit12] DTTI2C : DTTI2X機能選択ビット 

DTTI2X の機能選択を行います。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 
0 RTO20～RTO25 端子の出力に対し、DTTIF2 による GPIO 切換えを行いません。[初期値] 

1 RTO20～RTO25 端子の出力に対し、DTTIF2 による GPIO 切換えを行います。 

 

[bit11:10] RTO25E : RTO25出力選択ビット 

RTO25 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO25 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO25 の出力端子に RTO25_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO25 の出力端子に RTO25_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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[bit9:8] RTO24E : RTO24出力選択ビット 

RTO24 の出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO24 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO24 の出力端子に RTO24_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO24 の出力端子に RTO24_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit7:6] RTO23E : RTO23出力選択ビット 

RTO23 の出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO23 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO23 の出力端子に RTO23_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO23 の出力端子に RTO23_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit5:4] RTO22E : RTO22出力選択ビット 

RTO22 の出力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO22 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO22 の出力端子に RTO22_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO22 の出力端子に RTO22_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 

 

[bit3:2] RTO21E : RTO21出力選択ビット 

RTO21 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO21 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO21 の出力端子に RTO21_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO21 の出力端子に RTO21_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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[bit1:0] RTO20E : RTO20出力選択ビット 

RTO20 の出力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 波形ジェネレータ RTO20 の出力を行いません。[初期値] 

01 波形ジェネレータ RTO20 の出力端子に RTO20_0 端子を使用します。 

10 波形ジェネレータ RTO20 の出力端子に RTO20_1 端子を使用します。 

11 設定禁止 
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4.12 拡張機能端子設定レジスタ 04(EPFR04) 

EPFR04 レジスタは、ベースタイマ ch.0～ch.3 の端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 TIOB3S TIOA3E TIOA3S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 TIOB2S TIOA2E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 TIOB1S TIOA1E TIOA1S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TIOB0S TIOA0E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 000 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:30] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit29:28] TIOB3S : TIOB3入力選択ビット 

TIOB3 の入力選択を行います。 

bit29:28 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.3 TIOB の入力端子に TIOB3_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.3 TIOB の入力端子に TIOB3_1 端子を使用します。 

11 BT ch.3 TIOB の入力端子に TIOB3_2 端子を使用します。 
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[bit27:26] TIOA3E : TIOA3E出力選択ビット 

TIOA3 の出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.3 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.3 TIOA の出力端子に TIOA3_0 端子を使用します。 

10 BT ch.3 TIOA の出力端子に TIOA3_1 端子を使用します。 

11 BT ch.3 TIOA の出力端子に TIOA3_2 端子を使用します。 

 

 [bit25:24] TIOA3S : TIOA3入力選択ビット 

TIOA3 の入力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.3 TIOA の入力端子に TIOA3_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.3 TIOA の入力端子に TIOA3_1 端子を使用します。 

11 BT ch.3 TIOA の入力端子に TIOA3_2 端子を使用します。 

 

[bit23:22] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit21:20] TIOB2S : TIOB2入力選択ビット 

TIOB2 の入力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.2 TIOB の入力端子に TIOB2_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.2 TIOB の入力端子に TIOB2_1 端子を使用します。 

11 BT ch.2 TIOB の入力端子に TIOB2_2 端子を使用します。 

 

[bit19:18] TIOA2E : TIOA2出力選択ビット 

TIOA2 の出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.2 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.2 TIOA の出力端子に TIOA2_0 端子を使用します。 

10 BT ch.2 TIOA の出力端子に TIOA2_1 端子を使用します。 

11 BT ch.2 TIOA の出力端子に TIOA2_2 端子を使用します。 
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[bit17:14] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit13:12] TIOB1S : TIOB1入力選択ビット 

TIOB1 の入力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.1 TIOB の入力端子に TIOB1_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.1 TIOB の入力端子に TIOB1_1 端子を使用します。 

11 BT ch.1 TIOB の入力端子に TIOB1_2 端子を使用します。 

 

[bit11:10] TIOA1E : TIOA1E出力選択ビット 

TIOA1 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.1 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.1 TIOA の出力端子に TIOA1_0 端子を使用します。 

10 BT ch.1 TIOA の出力端子に TIOA1_1 端子を使用します。 

11 BT ch.1 TIOA の出力端子に TIOA1_2 端子を使用します。 

 

[bit9:8] TIOA1S : TIOA1入力選択ビット 

TIOA1 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.1 TIOA の入力端子に TIOA1_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.1 TIOA の入力端子に TIOA1_1 端子を使用します。 

11 BT ch.1 TIOA の入力端子に TIOA1_2 端子を使用します。 

 

[bit7] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 
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[bit6:4] TIOB0S : TIOB0入力選択ビット 

TIOB0 の入力選択を行います。 

bit6:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 BT ch.0 TIOB の入力端子に TIOB0_0 端子を使用します。[初期値] 

001 000 書込み時と同じ 

010 BT ch.0 TIOB の入力端子に TIOB0_1 端子を使用します。 

011 BT ch.0 TIOB の入力端子に TIOB0_2 端子を使用します。 

100 設定禁止 

101 設定禁止 

110 BT ch.0 TIOB の入力に SUBOUT を使用します。*2 

111 高速 CR 分周クロックのトリミング測定用端子に使用します。*1 

 

[bit3:2] TIOA0E : TIOA0出力選択ビット 

TIOA0 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.0 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.0 TIOA の出力端子に TIOA0_0 端子を使用します。 

10 BT ch.0 TIOA の出力端子に TIOA0_1 端子を使用します。 

11 BT ch.0 TIOA の出力端子に TIOA0_2 端子を使用します。 

 

 [bit1:0] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

＜注意事項＞ 

− TIOA 

偶数チャネルは出力のみです。 

奇数チャネルは出力と入力があります。 

− TIOB 

入力のみです。 

− TIOA1, TIOA3, TIOA5, TIOA7(Aの奇数番号)は、双方向端子ではなく、入力端子として使用するか、

出力端子として使用するかのどちらかを選択して使用します。 

TIOAの奇数チャネルで、出力を選択した場合、入力設定は無視されます。 

 

例 1 : TIOA1を出力端子として使用する場合 

 TIOA1を TIOA1_0端子へ出力する場合、EPFR04.TIOA1E = 01を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_1端子へ出力する場合、EPFR04.TIOA1E = 10を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_2端子へ出力する場合、EPFR04.TIOA1E = 11を選択します。 

 EPFR04.TIOA1Sの設定は、無視されます。 

 選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

 選択している端子は、兼用されているほかの周辺機能端子の出力をすべて OFFにする必要が 
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 あります。 

 

例 2 : TIOA1を入力端子として使用する場合 

 EPFR04.TIOA1E = 00を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_0端子から入力する場合、EPFR04.TIOA1S = 00 or 01を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_1端子から入力する場合、EPFR04.TIOA1S = 10を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_2端子から入力する場合、EPFR04.TIOA1S = 11を選択します。 

 選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

 選択している端子は、兼用されているほかの周辺機能端子の出力をすべて OFFにする必要が 

 あります。 

 

* 入力端子の設定の場合、上記以外の設定で、兼用されている端子(GPIO, ほかの周辺機能端子)の 

  出力をベースタイマ側へ Feedback入力することもできます。 
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4.13 拡張機能端子設定レジスタ 05(EPFR05) 

EPFR05 レジスタは、ベースタイマ ch.4～ch.7 の端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 TIOB7S TIOA7E TIOA7S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 TIOB6S TIOA6E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 TIOB5S TIOA5E TIOA5S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TIOB4S TIOA4E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:30] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit29:28] TIOB7S : TIOB7入力選択ビット 

TIOB7 の入力選択を行います。 

bit29:28 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.7 TIOB の入力端子に TIOB7_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.7 TIOB の入力端子に TIOB7_1 を使用します。 

11 BT ch.7 TIOB の入力端子に TIOB7_2 を使用します。 
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[bit27:26] TIOA7E : TIOA7E出力選択ビット 

TIOA7 の出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.7 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.7 TIOA の出力端子に TIOA7_0 を使用します。 

10 BT ch.7 TIOA の出力端子に TIOA7_1 を使用します。 

11 BT ch.7 TIOA の出力端子に TIOA7_2 を使用します。 

 

 

[bit25:24] TIOA7S : TIOA7入力選択ビット 

TIOA7 の入力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.7 TIOA の入力端子に TIOA7_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.7 TIOA の入力端子に TIOA7_1 を使用します。 

11 BT ch.7 TIOA の入力端子に TIOA7_2 を使用します。 

 

[bit23:22] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit21:20] TIOB6S : TIOB6入力選択ビット 

TIOB6 の入力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.6 TIOB の入力端子に TIOB6_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.6 TIOB の入力端子に TIOB6_1 を使用します。 

11 BT ch.6 TIOB の入力端子に TIOB6_2 を使用します。 

 

[bit19:18] TIOA6E : TIOA6出力選択ビット 

TIOA6 の出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.6 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.6 TIOA の出力端子に TIOA6_0 を使用します。 

10 BT ch.6 TIOA の出力端子に TIOA6_1 を使用します。 

11 BT ch.6 TIOA の出力端子に TIOA6_2 を使用します。 
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[bit17:14] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit13:12] TIOB5S : TIOB5入力選択ビット 

TIOB5 の入力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.5 TIOB の入力端子に TIOB5_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.5 TIOB の入力端子に TIOB5_1 を使用します。 

11 BT ch.5 TIOB の入力端子に TIOB5_2 を使用します。 

 

 [bit11:10] TIOA5E : TIOA5E出力選択ビット 

TIOA5 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.5 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.5 TIOA の出力端子に TIOA5_0 を使用します。 

10 BT ch.5 TIOA の出力端子に TIOA5_1 を使用します。 

11 BT ch.5 TIOA の出力端子に TIOA5_2 を使用します。 

 

[bit9:8] TIOA5S : TIOA5入力選択ビット 

TIOA5 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.5 TIOA の入力端子に TIOA5_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.5 TIOA の入力端子に TIOA5_1 を使用します。 

11 BT ch.5 TIOA の入力端子に TIOA5_2 を使用します。 

 

[bit7:6] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 
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[bit5:4] TIOB4S : TIOB4入力選択ビット 

TIOB4 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.4 TIOB の入力端子に TIOB4_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.4 TIOB の入力端子に TIOB4_1 を使用します。 

11 BT ch.4 TIOB の入力端子に TIOB4_2 を使用します。 

 

[bit3:2] TIOA4E : TIOA4出力選択ビット 

TIOA4 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.4 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.4 TIOA の出力端子に TIOA4_0 を使用します。 

10 BT ch.4 TIOA の出力端子に TIOA4_1 を使用します。 

11 BT ch.4 TIOA の出力端子に TIOA4_2 を使用します。 

 

[bit1:0] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

＜注意事項＞ 

− TIOA 

偶数チャネルは出力のみです。 

奇数チャネルは出力と入力があります。 

− TIOB 

入力のみです。 

TIOA1, TIOA3, TIOA5, TIOA7(Aの奇数番号)は、双方向端子ではなく、入力端子として使用するか、

出力端子として使用するかのどちらかを選択して使用します。 

TIOAの奇数チャネルで、出力を選択した場合、入力設定は無視されます。 

 

例 1 : TIOA1を出力端子として使用する場合 

 TIOA1を TIOA1_0端子へ出力する場合、EPFR04.TIOA1E = 01を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_1端子へ出力する場合、EPFR04.TIOA1E = 10を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_2端子へ出力する場合、EPFR04.TIOA1E = 11を選択します。 

 EPFR04.TIOA1Sの設定は、無視されます。 

 選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

 選択している端子は、兼用されているほかの周辺機能端子の出力をすべて OFFにする必要が 

 あります。 

 

例 2 : TIOA1を入力端子として使用する場合 

 EPFR04.TIOA1E = 00を選択します。 
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 TIOA1を TIOA1_0端子から入力する場合、EPFR04.TIOA1S = 00 or 01を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_1端子から入力する場合、EPFR04.TIOA1S = 10を選択します。 

 TIOA1を TIOA1_2端子から入力する場合、EPFR04.TIOA1S = 11を選択します。 

 選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

 選択している端子は、兼用されているほかの周辺機能端子の出力をすべて OFFにする必要が 

 あります。 

* 入力端子の設定の場合、上記以外の設定で、兼用されている端子(GPIO, ほかの周辺機能端子)の 

  出力をベースタイマ側へ Feedback入力することもできます。 
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4.14 拡張機能端子設定レジスタ 06(EPFR06) 

EPFR06 レジスタは、外部割込みの端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field EINT15S EINT14S EINT13S EINT12S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field EINT11S EINT10S EINT09S EINT08S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field EINT07S EINT06S EINT05S EINT04S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field EINT03S EINT02S EINT01S EINT00S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:30] EINT15S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT15 の入力選択を行います。 

bit31:30 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.15 の入力端子に INT15_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.15 の入力端子に INT15_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.15 の入力端子に INT15_2 端子を使用します。 

 

[bit29:28] EINT14S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT14 の入力選択を行います。 

bit29:28 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.14 の入力端子に INT14_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.14 の入力端子に INT14_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.14 の入力端子に INT14_2 端子を使用します。 
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[bit27:26] EINT13S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT13 の入力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.13 の入力端子に INT13_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.13 の入力端子に INT13_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.13 の入力端子に INT13_2 端子を使用します。 

 

[bit25:24] EINT12S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT12 の入力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.12 の入力端子に INT12_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.12 の入力端子に INT12_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.12 の入力端子に INT12_2 端子を使用します。 

 

[bit23:22] EINT11S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT11 の入力選択を行います。 

bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.11 の入力端子に INT11_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.11 の入力端子に INT11_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.11 の入力端子に INT11_2 端子を使用します。 

 

[bit21:20] EINT10S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT10 の入力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.10 の入力端子に INT10_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.10 の入力端子に INT10_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.10 の入力端子に INT10_2 端子を使用します。 
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[bit19:18] EINT09S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT09 の入力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.9 の入力端子に INT09_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.9 の入力端子に INT09_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.9 の入力端子に INT09_2 端子を使用します。 

 [bit17:16] EINT08S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT08 の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.8 の入力端子に INT08_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.8 の入力端子に INT08_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.8 の入力端子に INT08_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] EINT07S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT07 の入力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.7 の入力端子に INT07_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.7 の入力端子に INT07_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.7 の入力端子に INT07_2 端子を使用します。 

 

[bit13:12] EINT06S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT06 の入力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.6 の入力端子に INT06_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.6 の入力端子に INT06_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.6 の入力端子に INT06_2 端子を使用します。 
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[bit11:10] EINT05S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT05 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.5 の入力端子に INT05_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.5 の入力端子に INT05_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.5 の入力端子に INT05_2 端子を使用します。 

 

[bit9:8] EINT04S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT04 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.4 の入力端子に INT04_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.4 の入力端子に INT04_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.4 の入力端子に INT04_2 端子を使用します。 

 [bit7:6] EINT03S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT03 の入力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.3 の入力端子に INT03_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.3 の入力端子に INT03_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.3 の入力端子に INT03_2 端子を使用します。 

 

[bit5:4] EINT02S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT02 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.2 の入力端子に INT02_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.2 の入力端子に INT02_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.2 の入力端子に INT02_2 端子を使用します。 
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[bit3:2] EINT01S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT01 の入力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.1 の入力端子に INT01_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.1 の入力端子に INT01_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.1 の入力端子に INT01_2 端子を使用します。 

 

[bit1:0] EINT00S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT00 の入力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.0 の入力端子に INT00_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.0 の入力端子に INT00_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.0 の入力端子に INT00_2 端子を使用します。 
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4.15 拡張機能端子設定レジスタ 07(EPFR07) 

EPFR07 レジスタは、マルチファンクションシリアルの ch.0～ch.3 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 SCK3B SOT3B 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field SIN3S SCK2B SOT2B SIN2S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field SCK1B SOT1B SIN1S SCK0B 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SOT0B SIN0S 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit27:26] SCK3B : SCK3入出力選択ビット 

SCK3 の入出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.3 SCK の入力端子に SCK3_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.3 SCK の入力端子に SCK3_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK3_0 を使用します。 

10 
MFS ch.3 SCK の入力端子に SCK3_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK3_1 を使用します。 

11 
MFS ch.3 SCK の入力端子に SCK3_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK3_2 を使用します。 
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[bit25:24] SOT3B : SOT3入出力選択ビット 

SOT3 の入出力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.3 SOT の入力端子に SOT3_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.3 SOT の入力端子に SOT3_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT3_0 を使用します。 

10 
MFS ch.3 SOT の入力端子に SOT3_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT3_1 を使用します。 

11 
MFS ch.3 SOT の入力端子に SOT3_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT3_2 を使用します。 

 

[bit23:22] SIN3S : SIN3入力選択ビット 

SIN3 の入力選択を行います。 

bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.3 SIN の入力端子に SIN3_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.3 SIN の入力端子に SIN3_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.3 SIN の入力端子に SIN3_2 端子を使用します。 

 

[bit21:20] SCK2B : SCK2入出力選択ビット 

SCK2 の入出力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.2 SCK の入力端子に SCK2_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.2 SCK の入力端子に SCK2_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK2_0 を使用します。 

10 
MFS ch.2 SCK の入力端子に SCK2_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK2_1 を使用します。 

11 
MFS ch.2 SCK の入力端子に SCK2_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK2_2 を使用します。 
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[bit19:18] SOT2B : SOT2入出力選択ビット 

SOT2 の入出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.2 SOT の入力端子に SOT2_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.2 SOT の入力端子に SOT2_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT2_0 を使用します。 

10 
MFS ch.2 SOT の入力端子に SOT2_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT2_1 を使用します。 

11 
MFS ch.2 SOT の入力端子に SOT2_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT2_2 を使用します。 

 

[bit17:16] SIN2S : SIN2入力選択ビット 

SIN2 の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.2 SIN の入力端子に SIN2_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.2 SIN の入力端子に SIN2_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.2 SIN の入力端子に SIN2_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] SCK1B : SCK1入出力選択ビット 

SCK1 の入出力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.1 SCK の入力端子に SCK1_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.1 SCK の入力端子に SCK1_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK1_0 を使用します。 

10 
MFS ch.1 SCK の入力端子に SCK1_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK1_1 を使用します。 

11 
MFS ch.1 SCK の入力端子に SCK1_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK1_2 を使用します。 
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[bit13:12] SOT1B : SOT1入出力選択ビット 

SOT1 の入出力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.1 SOT の入力端子に SOT1_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.1 SOT の入力端子に SOT1_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT1_0 を使用します。 

10 
MFS ch.1 SOT の入力端子に SOT1_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT1_1 を使用します。 

11 
MFS ch.1 SOT の入力端子に SOT1_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT1_2 を使用します。 

 

[bit11:10] SIN1S : SIN1入力選択ビット 

SIN1 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.1 SIN の入力端子に SIN1_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.1 SIN の入力端子に SIN1_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.1 SIN の入力端子に SIN1_2 端子を使用します。 

 

 [bit9:8] SCK0B : SCK0入出力選択ビット 

SCK0 の入出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.0 SCK の入力端子に SCK0_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.0 SCK の入力端子に SCK0_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK0_0 を使用します。 

10 
MFS ch.0 SCK の入力端子に SCK0_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK0_1 を使用します。 

11 
MFS ch.0 SCK の入力端子に SCK0_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK0_2 を使用します。 
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[bit7:6] SOT0B : SOT0入出力選択ビット 

SOT0 の入出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.0 SOT の入力端子に SOT0_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.0 SOT の入力端子に SOT0_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT0_0 を使用します。 

10 
MFS ch.0 SOT の入力端子に SOT0_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT0_1 を使用します。 

11 
MFS ch.0 SOT の入力端子に SOT0_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT0_2 を使用します。 

 

[bit5:4] SIN0S : SIN0入力選択ビット 

SIN0 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.0 SIN の入力端子に SIN0_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.0 SIN の入力端子に SIN0_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.0 SIN の入力端子に SIN0_2 端子を使用します。 

 

[bit3:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 
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4.16 拡張機能端子設定レジスタ 08(EPFR08) 

EPFR08 レジスタは、マルチファンクションシリアルの ch.4～ch.7 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 SCK7B SOT7B 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field SIN7S SCK6B SOT6B SIN6S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field SCK5B SOT5B SIN5S SCK4B 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SOT4B SIN4S CTS4S RTS4E 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit27:26] SCK7B : SCK7入出力選択ビット 

SCK7 の入出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.7 SCK の入力端子に SCK7_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.7 SCK の入力端子に SCK7_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK7_0 を使用します。 

10 
MFS ch.7 SCK の入力端子に SCK7_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK7_1 を使用します。 

11 
MFS ch.7 SCK の入力端子に SCK7_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK7_2 を使用します。 
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[bit25:24] SOT7B : SOT7入出力選択ビット 

SOT7 の入出力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.7 SOT の入力端子に SOT7_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.7 SOT の入力端子に SOT7_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT7_0 を使用します。 

10 
MFS ch.7 SOT の入力端子に SOT7_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT7_1 を使用します。 

11 
MFS ch.7 SOT の入力端子に SOT7_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT7_2 を使用します。 

 

[bit23:22] SIN7S : SIN7入力選択ビット 

SIN7 の入力選択を行います。 

bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.7 SIN の入力端子に SIN7_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.7 SIN の入力端子に SIN7_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.7 SIN の入力端子に SIN7_2 端子を使用します。 

 

[bit21:20] SCK6B : SCK6入出力選択ビット 

SCK6 の入出力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.6 SCK の入力端子に SCK6_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.6 SCK の入力端子に SCK6_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK6_0 を使用します。 

10 
MFS ch.6 SCK の入力端子に SCK6_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK6_1 を使用します。 

11 
MFS ch.6 SCK の入力端子に SCK6_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK6_2 を使用します。 
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[bit19:18] SOT6B : SOT6入出力選択ビット 

SOT6 の入出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.6 SOT の入力端子に SOT6_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.6 SOT の入力端子に SOT6_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT6_0 を使用します。 

10 
MFS ch.6 SOT の入力端子に SOT6_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT6_1 を使用します。 

11 
MFS ch.6 SOT の入力端子に SOT6_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT6_2 を使用します。 

 

[bit17:16] SIN6S : SIN6入力選択ビット 

SIN6 の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.6 SIN の入力端子に SIN6_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.6 SIN の入力端子に SIN6_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.6 SIN の入力端子に SIN6_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] SCK5B : SCK5入出力選択ビット 

SCK5 の入出力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.5 SCK の入力端子に SCK5_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.5 SCK の入力端子に SCK5_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK5_0 を使用します。 

10 
MFS ch.5 SCK の入力端子に SCK5_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK5_1 を使用します。 

11 
MFS ch.5 SCK の入力端子に SCK5_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK5_2 を使用します。 
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[bit13:12] SOT5B : SOT5入出力選択ビット 

SOT5 の入出力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.5 SOT の入力端子に SOT5_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.5 SOT の入力端子に SOT5_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT5_0 を使用します。 

10 
MFS ch.5 SOT の入力端子に SOT5_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT5_1 を使用します。 

11 
MFS ch.5 SOT の入力端子に SOT5_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT5_2 を使用します。 

 

[bit11:10] SIN5S : SIN5入力選択ビット 

SIN5 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.5 SIN の入力端子に SIN5_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.5 SIN の入力端子に SIN5_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.5 SIN の入力端子に SIN5_2 端子を使用します。 

 

 [bit9:8] SCK4B : SCK4入出力選択ビット 

SCK4 の入出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.4 SCK の入力端子に SCK4_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.4 SCK の入力端子に SCK4_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK4_0 を使用します。 

10 
MFS ch.4 SCK の入力端子に SCK4_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK4_1 を使用します。 

11 
MFS ch.4 SCK の入力端子に SCK4_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK4_2 を使用します。 
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[bit7:6] SOT4B : SOT4入出力選択ビット 

SOT4 の入出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.4 SOT の入力端子に SOT4_0 を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.4 SOT の入力端子に SOT4_0 を使用します。 

出力端子に SOT4_0 を使用します。 

10 
MFS ch.4 SOT の入力端子に SOT4_1 を使用します。 

出力端子に SOT4_1 を使用します。 

11 
MFS ch.4 SOT の入力端子に SOT4_2 を使用します。 

出力端子に SOT4_2 を使用します。 

 

[bit5:4] SIN4S : SIN4入力選択ビット 

SIN4 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.4 SIN の入力端子に SIN4_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.4 SIN の入力端子に SIN4_1 を使用します。 

11 MFS ch.4 SIN の入力端子に SIN4_2 を使用します。 

 

[bit3:2] CTS4S : CTS4入力選択ビット 

CTS4 の入力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.4 CTS の入力端子に CTS4_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.4 CTS の入力端子に CTS4_1 を使用します。 

11 MFS ch.4 CTS の入力端子に CTS4_2 を使用します。 

 

[bit1:0] RTS4E : RTS4出力選択ビット 

RTS4 の出力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.4 RTS の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.4 RTS の出力端子に RTS4_0 を使用します。 

10 MFS ch.4 RTS の出力端子に RTS4_1 を使用します。 

11 MFS ch.4 RTS の出力端子に RTS4_2 を使用します。 
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4.17 拡張機能端子設定レジスタ 09(EPFR09) 

EPFR09 レジスタは、ADC トリガ, QPRC の周辺端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field ADTRG2S ADTRG1S 

属性 R/W R/W 

初期値 0000 0000 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field ADTRG0S QZIN1S QBIN1S 

属性 R/W R/W R/W 

初期値 0000 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field QAIN1S QZIN0S QBIN0S QAIN0S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:24] 予約: 予約ビット 

本ビットからは、"0b00000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00000000"を設定してください。 

[bit23:20] ADTRG2S : ADTRG2入力選択ビット 

ADTRG2 の入力選択を行います。 

bit23:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

0000 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_0 を使用します。[初期値] 

0001 0000 書込み時と同じ 

0010 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_1 を使用します。 

0011 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_2 を使用します。 

0100 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_3 を使用します。 

0101 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_4 を使用します。 

0110 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_5 を使用します。 

0111 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_6 を使用します。 
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1000 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_7 を使用します。 

1001 ADC ユニット 2 の起動トリガの入力端子に ADTG_8 を使用します。 

上記以外書込み時 設定禁止 
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[bit19:16] ADTRG1S : ADTRG1入力選択ビット 

ADTRG1 の入力選択を行います。 

bit19:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

0000 
ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_0 を使用します。 

[初期値] 

0001 0000 書込み時と同じ 

0010 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_1 を使用します。 

0011 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_2 を使用します。 

0100 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_3 を使用します。 

0101 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_4 を使用します。 

0110 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_5 を使用します。 

0111 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_6 を使用します。 

1000 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_7 を使用します。 

1001 ADC ユニット 1 の起動トリガの入力端子に ADTG_8 を使用します。 

上記以外書込み時 設定禁止 

 

[bit15:12] ADTRG0S : ADTRG0入力選択ビット 

ADTRG0 の入力選択を行います。 

bit15:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

0000 
ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_0 を使用します。 

[初期値] 

0001 0000 書込み時と同じ 

0010 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_1 を使用します。 

0011 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_2 を使用します。 

0100 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_3 を使用します。 

0101 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_4 を使用します。 

0110 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_5 を使用します。 

0111 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_6 を使用します。 

1000 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_7 を使用します。 

1001 ADC ユニット 0 の起動トリガの入力端子に ADTG_8 を使用します。 

上記以外書込み時 設定禁止 

 

[bit11:10] QZIN1S : QZIN1S入力選択ビット 

QPRC ZIN1 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 QPRC ch.1 の ZIN の入力端子に ZIN1_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 QPRC ch.1 の ZIN の入力端子に ZIN1_1 を使用します。 
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11 QPRC ch.1 の ZIN の入力端子に ZIN1_2 を使用します。 

 [bit9:8] QBIN1S : QBIN1S入力選択ビット 

QPRC BIN1 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 QPRC ch.1 の BIN の入力端子に BIN1_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 QPRC ch.1 の BIN の入力端子に BIN1_1 を使用します。 

11 QPRC ch.1 の BIN の入力端子に BIN1_2 を使用します。 

[bit7:6] QAIN1S : QAIN1S入力選択ビット 

QPRC AIN1 の入力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 QPRC ch.1 の AIN の入力端子に AIN1_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 QPRC ch.1 の AIN の入力端子に AIN1_1 を使用します。 

11 QPRC ch.1 の AIN の入力端子に AIN1_2 を使用します。 

 

[bit5:4] QZIN0S : QZIN0S入力選択ビット 

QPRC ZIN0 の入力選択を行います。ZIN0_3 を使用する場合は EPFR21 の QZIN0S[2]と合わせて設定を行って

ください。 

EPFR21[2], bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_0 を使用します。[初期値] 

001 00 書込み時と同じ 

010 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_1 を使用します。 

011 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_2 を使用します。 

100 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_3 を使用します。 

上記以外 設定禁止 

 

[bit3:2] QBIN0S : QBIN0S入力選択ビット 

QPRC BIN0 の入力選択を行います。BIN0_3 を使用する場合は EPFR21 の QBIN0S[2]と合わせて設定を行って

ください。 

 

EPFR21[1], bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_0 を使用します。[初期値] 

001 00 書込み時と同じ 

010 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_1 を使用します。 

011 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_2 を使用します。 
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100 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_3 を使用します。 

上記以外 設定禁止 

 

[bit1:0] QAIN0S : QAIN0S入力選択ビット 

QPRC AIN0 の入力選択を行います。AIN0_3 を使用する場合は EPFR21 の QAIN0S[2]と合わせて設定を行って

ください。 

EPFR21[0], bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_0 を使用します。[初期値] 

001 00 書込み時と同じ 

010 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_1 を使用します。 

011 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_2 を使用します。 

100 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_3 を使用します。 

上記以外 設定禁止 
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4.18 拡張機能端子設定レジスタ 12(EPFR12) 

EPFR12 レジスタは、ベースタイマ ch.8, ch.9, ch.10, ch.11 の端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 TIOB11S TIOA11E TIOA11S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 TIOB10S TIOA10E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 TIOB9S TIOA9E TIOA9S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TIOB8S TIOA8E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:30] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit29:28] TIOB11S : TIOB11入力選択ビット 

TIOB11 の入力選択を行います。 

bit29:28 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.11 TIOB の入力端子に TIOB11_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.11 TIOB の入力端子に TIOB11_1 を使用します。 

11 BT ch.11 TIOB の入力端子に TIOB11_2 を使用します。 

 

  



 CHAPTER 10-1: I/O ポート 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 685 

[bit27:26] TIOA11E : TIOA11E出力選択ビット 

TIOA11 の出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.11 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.11 TIOA の出力端子に TIOA11_0 を使用します。 

10 BT ch.11 TIOA の出力端子に TIOA11_1 を使用します。 

11 BT ch.11 TIOA の出力端子に TIOA11_2 を使用します。 

 

 

[bit25:24] TIOA11S : TIOA11入力選択ビット 

TIOA11 の入力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.11 TIOA の入力端子に TIOA11_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.11 TIOA の入力端子に TIOA11_1 を使用します。 

11 BT ch.11 TIOA の入力端子に TIOA11_2 を使用します。 

 

[bit23:22] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit21:20] TIOB10S : TIOB10入力選択ビット 

TIOB10 の入力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.10 TIOB の入力端子に TIOB10_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.10 TIOB の入力端子に TIOB10_1 を使用します。 

11 BT ch.10 TIOB の入力端子に TIOB10_2 を使用します。 

 

[bit19:18] TIOA10E : TIOA10出力選択ビット 

TIOA10 の出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.10 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.10 TIOA の出力端子に TIOA10_0 を使用します。 

10 BT ch.10 TIOA の出力端子に TIOA10_1 を使用します。 

11 BT ch.10 TIOA の出力端子に TIOA10_2 を使用します。 
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[bit17:14] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit13:12] TIOB9S : TIOB9入力選択ビット 

TIOB9 の入力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.9 TIOB の入力端子に TIOB9_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.9 TIOB の入力端子に TIOB9_1 を使用します。 

11 BT ch.9 TIOB の入力端子に TIOB9_2 を使用します。 

 

[bit11:10] TIOA9E : TIOA9E出力選択ビット 

TIOA9 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.9 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.9 TIOA の出力端子に TIOA9_0 を使用します。 

10 BT ch.9 TIOA の出力端子に TIOA9_1 を使用します。 

11 BT ch.9 TIOA の出力端子に TIOA9_2 を使用します。 

 

[bit9:8] TIOA9S : TIOA9入力選択ビット 

TIOA9 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.9 TIOA の入力端子に TIOA9_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.9 TIOA の入力端子に TIOA9_1 を使用します。 

11 BT ch.9 TIOA の入力端子に TIOA9_2 を使用します。 

 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 
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[bit5:4] TIOB8S : TIOB8入力選択ビット 

TIOB8 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.8 TIOB の入力端子に TIOB8_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.8 TIOB の入力端子に TIOB8_1 を使用します。 

11 BT ch.8 TIOB の入力端子に TIOB8_2 を使用します。 

 

[bit3:2] TIOA8E : TIOA8出力選択ビット 

TIOA8 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.8 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.8 TIOA の出力端子に TIOA8_0 を使用します。 

10 BT ch.8 TIOA の出力端子に TIOA8_1 を使用します。 

11 BT ch.8 TIOA の出力端子に TIOA8_2 を使用します。 

 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

＜注意事項＞ 

− TIOA 

偶数チャネルは出力のみです。 

奇数チャネルは出力と入力があります。 

− TIOB 

入力のみです。 

− TIOA9, TIOA11, TIOA13, TIOA15(Aの奇数番号)は、双方向端子ではなく、入力端子として使用するか、

出力端子として使用するかのどちらかを選択して使用します。 

TIOAの奇数チャネルで、出力を選択した場合、入力設定は無視されます。 

例 1 : TIOA11を出力端子として使用する場合 

TIOA11を TIOA11_0へ出力する場合、EPFR12.TIOA11E = 01を選択します。 

TIOA11を TIOA11_1へ出力する場合、EPFR12.TIOA11E = 10を選択します。 

TIOA11を TIOA11_2へ出力する場合、EPFR12.TIOA11E = 11を選択します。 

EPFR12.TIOA11Sの設定は、無視されます。 

選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

選択している端子は、兼用されている他の周辺機能端子の出力をすべてOFFにする必要があります。 

例 2 : TIOA11を入力端子として使用する場合 

EPFR12.TIOA11E = 00を選択します。 

TIOA11を TIOA11_0から入力する場合、EPFR12.TIOA11S = 00 or 01を選択します。 

TIOA11を TIOA11_1から入力する場合、EPFR12.TIOA11S = 10を選択します。 

TIOA11を TIOA11_2から入力する場合、EPFR12.TIOA11S = 11を選択します。 
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選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

選択している端子は、兼用されている他の周辺機能端子の出力をすべてOFFにする必要があります。 

* 入力端子の設定の場合、上記以外の設定で、兼用されている端子(GPIO, 他の周辺機能端子)の出力

をベースタイマ側へ Feedback入力することもできます。 
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4.19 拡張機能端子設定レジスタ 13(EPFR13) 

EPFR13 レジスタは、ベースタイマ ch.12, ch.13, ch.14, ch.15 の端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 TIOB15S TIOA15E TIOA15S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 TIOB14S TIOA14E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 TIOB13S TIOA13E TIOA13S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 TIOB12S TIOA12E 予約 

属性 - R/W R/W - 

初期値 - 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:30] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit29:28] TIOB15S : TIOB15入力選択ビット 

TIOB15 の入力選択を行います。 

bit29:28 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.15 TIOB の入力端子に TIOB15_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.15 TIOB の入力端子に TIOB15_1 を使用します。 

11 BT ch.15 TIOB の入力端子に TIOB15_2 を使用します。 
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[bit27:26] TIOA15E : TIOA15出力選択ビット 

TIOA15 の出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.15 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.15 TIOA の出力端子に TIOA15_0 を使用します。 

10 BT ch.15 TIOA の出力端子に TIOA15_1 を使用します。 

11 BT ch.15 TIOA の出力端子に TIOA15_2 を使用します。 

 

 

[bit25:24] TIOA15S : TIOA15入力選択ビット 

TIOA15 の入力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.15 TIOA の入力端子に TIOA15_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.15 TIOA の入力端子に TIOA15_1 を使用します。 

11 BT ch.15 TIOA の入力端子に TIOA15_2 を使用します。 

 

[bit23:22] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

[bit21:20] TIOB13S : TIOB14入力選択ビット 

TIOB14 の入力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.14 TIOB の入力端子に TIOB14_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.14 TIOB の入力端子に TIOB14_1 を使用します。 

11 BT ch.14 TIOB の入力端子に TIOB14_2 を使用します。 

 

[bit19:18] TIOA14E : TIOA14出力選択ビット 

TIOA14 の出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.14 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.14 TIOA の出力端子に TIOA14_0 を使用します。 

10 BT ch.14 TIOA の出力端子に TIOA14_1 を使用します。 

11 BT ch.14 TIOA の出力端子に TIOA14_2 を使用します。 
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[bit17:14] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit13:12] TIOB13S : TIOB13入力選択ビット 

TIOB13 の入力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.13 TIOB の入力端子に TIOB13_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.13 TIOB の入力端子に TIOB13_1 を使用します。 

11 BT ch.13 TIOB の入力端子に TIOB13_2 を使用します。 

 

 [bit11:10] TIOA13E : TIOA13E出力選択ビット 

TIOA13 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.13 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.13 TIOA の出力端子に TIOA13_0 を使用します。 

10 BT ch.13 TIOA の出力端子に TIOA13_1 を使用します。 

11 BT ch.13 TIOA の出力端子に TIOA13_2 を使用します。 

 

[bit9:8] TIOA13S : TIOA13入力選択ビット 

TIOA13 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

リード時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.13 TIOA の入力端子に TIOA13_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.13 TIOA の入力端子に TIOA13_1 を使用します。 

11 BT ch.13 TIOA の入力端子に TIOA13_2 を使用します。 

 

[bit7:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 
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[bit5:4] TIOB12S : TIOB12入力選択ビット 

TIOB12 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.12 TIOB の入力端子に TIOB12_0 を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 BT ch.12 TIOB の入力端子に TIOB12_1 を使用します。 

11 BT ch.12 TIOB の入力端子に TIOB12_2 を使用します。 

 

[bit3:2] TIOA12E : TIOA12出力選択ビット 

TIOA12 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 BT ch.12 TIOA の出力を行いません。[初期値] 

01 BT ch.12 TIOA の出力端子に TIOA12_0 を使用します。 

10 BT ch.12 TIOA の出力端子に TIOA12_1 を使用します。 

11 BT ch.12 TIOA の出力端子に TIOA12_2 を使用します。 

 

[bit1:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b00"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b00"を設定してください。 

 

＜注意事項＞ 

− TIOA 

偶数チャネルは出力のみです。 

奇数チャネルは出力と入力があります。 

− TIOB 

入力のみです。 

− TIOA9, TIOA11, TIOA13, TIOA15(Aの奇数番号)は、双方向端子ではなく、入力端子として使用するか、

出力端子として使用するかのどちらかを選択して使用します。 

TIOAの奇数チャネルで、出力を選択した場合、入力設定は無視されます。 

 

例 1 : TIOA11を出力端子として使用する場合 

 TIOA11を TIOA11_0へ出力する場合、EPFR12.TIOA11E = 01を選択します。 

 TIOA11を TIOA11_1へ出力する場合、EPFR12.TIOA11E = 10を選択します。 

 TIOA11を TIOA11_2へ出力する場合、EPFR12.TIOA11E = 11を選択します。 

 EPFR12.TIOA11Sの設定は、無視されます。 

 選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

 選択している端子は、兼用されているほかの周辺機能端子の出力をすべて OFFにする必要が 

 あります。 

 

例 2 : TIOA11を入力端子として使用する場合 

 EPFR12.TIOA11E = 00を選択します。 
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 TIOA11を TIOA11_0から入力する場合、EPFR12.TIOA11S = 00 or 01を選択します。 

 TIOA11を TIOA11_1から入力する場合、EPFR12.TIOA11S = 10を選択します。 

 TIOA11を TIOA11_2から入力する場合、EPFR12.TIOA11S = 11を選択します。 

 選択している端子は、ADE=0, PFR=1を選択します(DDRは無視されます)。 

 選択している端子は、兼用されているほかの周辺機能端子の出力をすべて OFFにする必要が 

 あります。 

* 入力端子の設定の場合、上記以外の設定で、兼用されている端子(GPIO, 他の周辺機能端子)の出 

  力をベースタイマ側へ Feedback入力することもできます。 
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4.20 拡張機能端子設定レジスタ 14(EPFR14) 

EPFR14 レジスタは、QPRC 端子への機能割当てを設定します。 

 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 QZIN2S QBIN2S QAIN2S 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:6] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit5:4] QZIN2S : QPRC ch.2の ZIN入力端子ビット 

QPRC ch.2 の ZIN 入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 QPRC ch.2 の ZIN 入力端子に ZIN2_0 端子を使用します。[初期値] 

01 QPRC ch.2 の ZIN 入力端子に ZIN2_0 端子を使用します。 

10 QPRC ch.2 の ZIN 入力端子に ZIN2_1 端子を使用します。 

11 QPRC ch.2 の ZIN 入力端子に ZIN2_2 端子を使用します。 
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[bit3:2] QBIN2S : QPRC ch.2の BIN入力端子ビット 

QPRC ch.2 の BIN 入力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 QPRC ch.2 の BIN 入力端子に BIN2_0 端子を使用します。[初期値] 

01 QPRC ch.2 の BIN 入力端子に BIN2_0 端子を使用します。 

10 QPRC ch.2 の BIN 入力端子に BIN2_1 端子を使用します。 

11 QPRC ch.2 の BIN 入力端子に BIN2_2 端子を使用します。 

 

[bit1:0] QAIN2S : QPRC ch.2の AIN入力端子ビット 

QPRC ch.2 の AIN 入力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 QPRC ch.2 の AIN 入力端子に AIN2_0 端子を使用します。[初期値] 

01 QPRC ch.2 の AIN 入力端子に AIN2_0 端子を使用します。 

10 QPRC ch.2 の AIN 入力端子に AIN2_1 端子を使用します。 

11 QPRC ch.2 の AIN 入力端子に AIN2_2 端子を使用します。 

 

 



CHAPTER 10-1: I/O ポート  

 

 

696 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

4.21 拡張機能端子設定レジスタ 15(EPFR15) 

EPFR15 レジスタは、外部割込みの端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field EINT31S EINT30S EINT29S EINT28S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field EINT27S EINT26S EINT25S EINT24S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field EINT23S EINT22S EINT21S EINT20S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field EINT19S EINT18S EINT17S EINT16S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:30] EINT31S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT31 の入力選択を行います。 

bit31:30 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.31 の入力端子に INT31_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.31 の入力端子に INT31_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.31 の入力端子に INT31_2 端子を使用します。 

 

[bit29:28] EINT30S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT30 の入力選択を行います。 

bit29:28 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.30 の入力端子に INT30_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.30 の入力端子に INT30_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.30 の入力端子に INT30_2 端子を使用します。 
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[bit27:26] EINT29S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT29 の入力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.29 の入力端子に INT29_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.29 の入力端子に INT29_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.29 の入力端子に INT29_2 端子を使用します。 

 

[bit25:24] EINT28S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT28 の入力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.28 の入力端子に INT28_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.28 の入力端子に INT28_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.28 の入力端子に INT28_2 端子を使用します。 

 

[bit23:22] EINT27S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT27 の入力選択を行います。 

bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.27 の入力端子に INT27_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.27 の入力端子に INT27_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.27 の入力端子に INT27_2 端子を使用します。 

 

[bit21:20] EINT26S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT26 の入力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.26 の入力端子に INT26_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.26 の入力端子に INT26_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.26 の入力端子に INT26_2 端子を使用します。 
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[bit19:18] EINT25S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT25 の入力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.25 の入力端子に INT25_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.25 の入力端子に INT25_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.25 の入力端子に INT25_2 端子を使用します。 

[bit17:16] EINT24S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT24 の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.24 の入力端子に INT24_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.24 の入力端子に INT24_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.24 の入力端子に INT24_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] EINT23S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT23 の入力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.23 の入力端子に INT23_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 ライト時と同じ 

10 EINT ch.23 の入力端子に INT23_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.23 の入力端子に INT23_2 端子を使用します。 

 

[bit13:12] EINT22S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT22 の入力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.22 の入力端子に INT22_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.22 の入力端子に INT22_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.22 の入力端子に INT22_2 端子を使用します。 
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[bit11:10] EINT21S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT21 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.21 の入力端子に INT21_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.21 の入力端子に INT21_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.21 の入力端子に INT21_2 端子を使用します。 

 

[bit9:8] EINT20S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT20 の入力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.20 の入力端子に INT20_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.20 の入力端子に INT20_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.20 の入力端子に INT20_2 端子を使用します。 

 

[bit7:6] EINT19S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT19 の入力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.19 の入力端子に INT19_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.19 の入力端子に INT19_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.19 の入力端子に INT19_2 端子を使用します。 

 

[bit5:4] EINT18S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT18 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.18 の入力端子に INT18_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.18 の入力端子に INT18_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.18 の入力端子に INT18_2 端子を使用します。 
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[bit3:2] EINT17S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT17 の入力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.17 の入力端子に INT17_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.17 の入力端子に INT17_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.17 の入力端子に INT17_2 端子を使用します。 

 

[bit1:0] EINT16S : 外部割込み入力選択ビット 

EINT16 の入力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 EINT ch.16 の入力端子に INT16_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 EINT ch.16 の入力端子に INT16_1 端子を使用します。 

11 EINT ch.16 の入力端子に INT16_2 端子を使用します。 
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4.22 拡張機能端子設定レジスタ 16(EPFR16) 

EPFR16 レジスタは、マルチファンクションシリアルの ch.8～ch.11 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 SCK11B SOT11B 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field SIN11S SCK10B SOT10B SIN10S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field SCK9B SOT9B SIN9S SCK8B 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SOT8B SIN8S 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit27:26] SCK11B : SCK11入出力選択ビット 

SCK11 の入出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.11 SCK の入力端子に SCK11_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.11 SCK の入力端子に SCK11_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK11_0 を使用します。 

10 
MFS ch.11 SCK の入力端子に SCK11_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK11_1 を使用します。 

11 
MFS ch.11 SCK の入力端子に SCK11_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK11_2 を使用します。 
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[bit25:24] SOT11B : SOT11入出力選択ビット 

SOT11 の入出力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.11 SOT の入力端子に SOT11_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.11 SOT の入力端子に SOT11_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT11_0 を使用します。 

10 
MFS ch.11 SOT の入力端子に SOT11_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT11_1 を使用します。 

11 
MFS ch.11 SOT の入力端子に SOT11_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT11_2 を使用します。 

 

[bit23:22] SIN11S : SIN11入力選択ビット 

SIN11 の入力選択を行います。 

bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.11 SIN の入力端子に SIN11_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.11 SIN の入力端子に SIN11_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.11 SIN の入力端子に SIN11_2 端子を使用します。 

 

[bit21:20] SCK10B : SCK10入出力選択ビット 

SCK10 の入出力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.10 SCK の入力端子に SCK10_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.10 SCK の入力端子に SCK10_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK10_0 を使用します。 

10 
MFS ch.10 SCK の入力端子に SCK10_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK10_1 を使用します。 

11 
MFS ch.10 SCK の入力端子に SCK10_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK10_2 を使用します。 
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[bit19:18] SOT10B : SOT10入出力選択ビット 

SOT10 の入出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.10 SOT の入力端子に SOT10_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.10 SOT の入力端子に SOT10_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT10_0 を使用します。 

10 
MFS ch.10 SOT の入力端子に SOT10_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT10_1 を使用します。 

11 
MFS ch.10 SOT の入力端子に SOT10_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT10_2 を使用します。 

 

[bit17:16] SIN10S : SIN10入力選択ビット 

SIN10 の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.10 SIN の入力端子に SIN10_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.10 SIN の入力端子に SIN10_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.10 SIN の入力端子に SIN10_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] SCK9B : SCK9入出力選択ビット 

SCK9 の入出力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.9 SCK の入力端子に SCK9_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.9 SCK の入力端子に SCK9_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK9_0 を使用します。 

10 
MFS ch.9 SCK の入力端子に SCK9_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK9_1 を使用します。 

11 
MFS ch.9 SCK の入力端子に SCK9_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK9_2 を使用します。 
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[bit13:12] SOT9B : SOT9入出力選択ビット 

SOT9 の入出力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.9 SOT の入力端子に SOT9_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.9 SOT の入力端子に SOT9_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT9_0 を使用します。 

10 
MFS ch.9 SOT の入力端子に SOT9_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT9_1 を使用します。 

11 
MFS ch.9 SOT の入力端子に SOT9_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT9_2 を使用します。 

 

[bit11:10] SIN9S : SIN9入力選択ビット 

SIN9 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.9 SIN の入力端子に SIN9_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.9 SIN の入力端子に SIN9_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.9 SIN の入力端子に SIN9_2 端子を使用します。 

 

 [bit9:8] SCK8B : SCK8入出力選択ビット 

SCK8 の入出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.8 SCK の入力端子に SCK8_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.8 SCK の入力端子に SCK8_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK8_0 を使用します。 

10 
MFS ch.8 SCK の入力端子に SCK8_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK8_1 を使用します。 

11 
MFS ch.8 SCK の入力端子に SCK8_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK8_2 を使用します。 
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[bit7:6] SOT8B : SOT8入出力選択ビット 

SOT8 の入出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.8 SOT の入力端子に SOT8_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.8 SOT の入力端子に SOT8_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT8_0 を使用します。 

10 
MFS ch.8 SOT の入力端子に SOT8_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT8_1 を使用します。 

11 
MFS ch.8 SOT の入力端子に SOT8_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT8_2 を使用します。 

 

[bit5:4] SIN8S : SIN8入力選択ビット 

SIN8 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.8 SIN の入力端子に SIN8_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.8 SIN の入力端子に SIN8_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.8 SIN の入力端子に SIN8_2 端子を使用します。 

 

[bit3:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 
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4.23 拡張機能端子設定レジスタ 17(EPFR17) 

EPFR17 レジスタは、マルチファンクションシリアルの ch.12～ch.15 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 SCK15B SOT15B 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field SIN15S SCK14B SOT14B SIN14S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field SCK13B SOT13B SIN13S SCK12B 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SOT12B SIN12S 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 

[bit27:26] SCK15B : SCK15入出力選択ビット 

SCK15 の入出力選択を行います。 

bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.15 SCK の入力端子に SCK15_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.15 SCK の入力端子に SCK15_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK15_0 を使用します。 

10 
MFS ch.15 SCK の入力端子に SCK15_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK15_1 を使用します。 

11 
MFS ch.15 SCK の入力端子に SCK15_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK15_2 を使用します。 
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[bit25:24] SOT15B : SOT15入出力選択ビット 

SOT15 の入出力選択を行います。 

bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.15 SOT の入力端子に SOT15_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.15 SOT の入力端子に SOT15_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT15_0 を使用します。 

10 
MFS ch.15 SOT の入力端子に SOT15_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT15_1 を使用します。 

11 
MFS ch.15 SOT の入力端子に SOT15_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT15_2 を使用します。 

 

[bit23:22] SIN15S : SIN15入力選択ビット 

SIN15 の入力選択を行います。 

bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.15 SIN の入力端子に SIN15_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.15 SIN の入力端子に SIN15_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.15 SIN の入力端子に SIN15_2 端子を使用します。 

 

[bit21:20] SCK14B : SCK14 入出力選択ビット 

SCK14 の入出力選択を行います。 

bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.14 SCK の入力端子に SCK14_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.14 SCK の入力端子に SCK14_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK14_0 を使用します。 

10 
MFS ch.14 SCK の入力端子に SCK14_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK14_1 を使用します。 

11 
MFS ch.14 SCK の入力端子に SCK14_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK14_2 を使用します。 
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[bit19:18] SOT14B : SOT14入出力選択ビット 

SOT14 の入出力選択を行います。 

bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.14 SOT の入力端子に SOT14_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.14 SOT の入力端子に SOT14_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT14_0 を使用します。 

10 
MFS ch.14 SOT の入力端子に SOT14_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT14_1 を使用します。 

11 
MFS ch.14 SOT の入力端子に SOT14_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT14_2 を使用します。 

 

[bit17:16] SIN14S : SIN14入力選択ビット 

SIN14 の入力選択を行います。 

bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.14 SIN の入力端子に SIN14_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.14 SIN の入力端子に SIN14_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.14 SIN の入力端子に SIN14_2 端子を使用します。 

 

[bit15:14] SCK13B : SCK13入出力選択ビット 

SCK13 の入出力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.13 SCK の入力端子に SCK13_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.13 SCK の入力端子に SCK13_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK13_0 を使用します。 

10 
MFS ch.13 SCK の入力端子に SCK13_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK13_1 を使用します。 

11 
MFS ch.13 SCK の入力端子に SCK13_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK13_2 を使用します。 
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[bit13:12] SOT13B : SOT13入出力選択ビット 

SOT13 の入出力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.13 SOT の入力端子に SOT13_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.13 SOT の入力端子に SOT13_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT13_0 を使用します。 

10 
MFS ch.13 SOT の入力端子に SOT13_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT13_1 を使用します。 

11 
MFS ch.13 SOT の入力端子に SOT13_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT13_2 を使用します。 

 

[bit11:10] SIN13S : SIN13入力選択ビット 

SIN13 の入力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.13 SIN の入力端子に SIN13_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.13 SIN の入力端子に SIN13_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.13 SIN の入力端子に SIN13_2 端子を使用します。 

 

[bit9:8] SCK12B : SCK12入出力選択ビット 

SCK12 の入出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.12 SCK の入力端子に SCK12_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.12 SCK の入力端子に SCK12_0 端子を使用します。 

出力端子に SCK12_0 を使用します。 

10 
MFS ch.12 SCK の入力端子に SCK12_1 端子を使用します。 

出力端子に SCK12_1 を使用します。 

11 
MFS ch.12 SCK の入力端子に SCK12_2 端子を使用します。 

出力端子に SCK12_2 を使用します。 
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[bit7:6] SOT12B : SOT12入出力選択ビット 

SOT12 の入出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.12 SOT の入力端子に SOT12_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.12 SOT の入力端子に SOT12_0 端子を使用します。 

出力端子に SOT12_0 を使用します。 

10 
MFS ch.12 SOT の入力端子に SOT12_1 端子を使用します。 

出力端子に SOT12_1 を使用します。 

11 
MFS ch.12 SOT の入力端子に SOT12_2 端子を使用します。 

出力端子に SOT12_2 を使用します。 

 

[bit5:4] SIN12S : SIN12入力選択ビット 

SIN12 の入力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.12 SIN の入力端子に SIN12_0 端子を使用します。[初期値] 

01 00 書込み時と同じ 

10 MFS ch.12 SIN の入力端子に SIN12_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.12 SIN の入力端子に SIN12_2 端子を使用します。 

 

[bit3:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0b0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0b0000"を設定してください。 
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4.24 拡張機能端子設定レジスタ 18(EPFR18) 

EPFR18 レジスタは、HDMI-CEC 端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 CECR1B CECR0B 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:4] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit3:2] CECR1B : CEC1入出力選択ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1 入出力端子 CEC1 の入出力選択を行います。 

 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1 の入出力を行いません[初期値] 

01 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1 の入出力端子に CEC1_0 を使用します。 

10 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.1 の入出力端子に CEC1_1 を使用します。 

11 設定禁止 

 

注意事項 

− TYPE3-M0+製品では、CECR1Bレジスタは機能しません。代わりに、 CEC_CTLレジスタを使用し

ます。低消費電力モードの章を参照してください。書込み時は必ず 00を書込んでください。 
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[bit1:0] CECR0B : CEC0入出力選択ビット 

HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0 入出力端子 CEC0 の入出力選択を行います。 

 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0 の入出力を行いません[初期値] 

01 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0 の入出力端子に CEC0_0 を使用します。 

10 HDMI-CEC/リモコン受信 ch.0 の入出力端子に CEC0_1 を使用します。 

11 設定禁止 

 

注意事項 

− TYPE3-M0+製品では、CECR0Bレジスタは機能しません。代わりに、 CEC_CTLレジスタを使用し

ます。低消費電力モードの章を参照してください。書込み時は必ず 00を書込んでください。 
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4.25 拡張機能端子設定レジスタ 21(EPFR21) 

EPFR21 レジスタは、QPRC の周辺端子への機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 -  

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 QZIN0S[2] QBIN0S[2] QAIN0S[2] 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 0 0 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:3] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

[bit2] QZIN0S[2] : QZIN0S入力選択ビット 

QPRC ZIN0 の入力選択を行います。ZIN0_3 を使用する場合は EPFR09 の QZIN0S[1:0]と合わせて本ビットの

設定が必要です。 

bit[2], EPFR09[5:4] 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_0 を使用します。[初期値] 

001 00 書込み時と同じ 

010 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_1 を使用します。 

011 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_2 を使用します。 

100 QPRC ch.0 の ZIN の入力端子に ZIN0_3 を使用します。 

上記以外 設定禁止 
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[bit1] QBIN0S[2] : QBIN0S入力選択ビット 

QPRC BIN0 の入力選択を行います。BIN0_3 を使用する場合は EPFR09 の QBIN0S[1:0]と合わせて本ビットの

設定が必要です。 

 

bit[1], EPFR09[3:2],  説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_0 を使用します。[初期値] 

001 00 書込み時と同じ 

010 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_1 を使用します。 

011 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_2 を使用します。 

100 QPRC ch.0 の BIN の入力端子に BIN0_3 を使用します。 

上記以外 設定禁止 

 

[bit0] QAIN0S[2] : QAIN0S入力選択ビット 

QPRC AIN0 の入力選択を行います。AIN0_3 を使用する場合は EPFR09 の QAIN0S[1:0]と合わせて本ビットの

設定が必要です。 

 

bit[0], EPFR09[1:0] 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

000 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_0 を使用します。[初期値] 

001 00 書込み時と同じ 

010 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_1 を使用します。 

011 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_2 を使用します。 

100 QPRC ch.0 の AIN の入力端子に AIN0_3 を使用します。 

上記以外 設定禁止 
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4.26 拡張機能端子設定レジスタ 22(EPFR22) 

EPFR22 レジスタは、マルチファンクションシリアルの ch.0～ch.3 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field SCS31E SCS30B 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 00 00 - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SCS11E SCS10B 予約 

属性 R/W R/W - 

初期値 00 00 - 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

[bit15:14] SCS31E : SCS31出力選択ビット 

SCS31 の出力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.3 SCS31 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.3 SCS31 の出力端子に SCS31_0 端子を使用します。 

10 MFS ch.3 SCS31 の出力端子に SCS31_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.3 SCS31 の出力端子に SCS31_2 端子を使用します。 
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[bit13:12] SCS30B : SCS30入出力選択ビット 

SCS30 の入出力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.3 SCS30 の入力端子に SCS30_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.3 SCS30 の入力端子に SCS30_0 端子を使用します。 

出力端子に SCS30_0 を使用します。 

10 
MFS ch.3 SCS30 の入力端子に SCS30_1 端子を使用します。 

出力端子に SCS30_1 を使用します。 

11 
MFS ch.3 SCS30 の入力端子に SCS30_2 端子を使用します。 

出力端子に SCS30_2 を使用します。 

 

[bit11:8] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit7:6] SCS11E : SCS11出力選択ビット 

SCS11 の出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.1 SCS11 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.1 SCS11 の出力端子に SCS31_0 端子を使用します。 

10 MFS ch.1 SCS11 の出力端子に SCS11_1 端子を使用します。 

11 MFS ch.1 SCS11 の出力端子に SCS11_2 端子を使用します。 

 

[bit5:4] SCS10B : SCS10入出力選択ビット 

SCS10 の入出力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.1 SCS10 の入力端子に SCS10_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.1 SCS10 の入力端子に SCS10_0 端子を使用します。 

出力端子に SCS10_0 を使用します。 

10 
MFS ch.1 SCS10 の入力端子に SCS10_1 端子を使用します。 

出力端子に SCS10_0 を使用します。 

11 
MFS ch.1 SCS10 の入力端子に SCS10_2 端子を使用します。 

出力端子に SCS10_2 を使用します。 
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[bit3:0] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 
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4.27 拡張機能端子設定レジスタ 23(EPFR23) 
EPFR23 レジスタは、マルチファンクションシリアルの ch.6～ch.7 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field SCS73E SCS72E SCS71E SCS70B 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field SCS63E SCS62E SCS61E SCS60B 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、0x0000 が読み出されます。 

書込みの場合には、0x0000 を設定してください。 

 

[bit15:14] SCS73E : SCS73 出力選択ビット 

SCS73 の出力選択を行います。 

bit15:14 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.7 SCS73 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.7 SCS73 の出力端子に SCS73_0 を使用します。 

10 MFS ch.7 SCS73 の出力端子に SCS73_1 を使用します。 

11 MFS ch.7 SCS73 の出力端子に SCS73_2 を使用します。 
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[bit13:12] SCS72E : SCS72出力選択ビット 

SCS72 の出力選択を行います。 

bit13:12 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.7 SCS72 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.7 SCS72 の出力端子に SCS72_0 を使用します。 

10 MFS ch.7 SCS72 の出力端子に SCS72_1 を使用します。 

11 MFS ch.7 SCS72 の出力端子に SCS72_2 を使用します。 

 

 [bit11:10] SCS71E : SCS71出力選択ビット 

SCS71 の出力選択を行います。 

bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.7 SCS71 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.7 SCS71 の出力端子に SCS71_0 を使用します。 

10 MFS ch.7 SCS71 の出力端子に SCS71_1 を使用します。 

11 MFS ch.7 SCS71 の出力端子に SCS71_2 を使用します。 

 

[bit9:8] SCS70B : SCS70入出力選択ビット 

SCS70 の入出力選択を行います。 

bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.7 SCS70 の入力端子に SCS70_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.7 SCS70 の入力端子に SCS70_0 端子を使用します。 

出力端子に SCS70_0 を使用します。 

10 
MFS ch.7 SCS70 の入力端子に SCS70_1 端子を使用します。 

出力端子に SCS70_1 を使用します。 

11 
MFS ch.7 SCS70 の入力端子に SCS70_2 端子を使用します。 

出力端子に SCS70_2 を使用します。 

 

[bit7:6] SCS63E : SCS63出力選択ビット 

SCS63 の出力選択を行います。 

bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.6 SCS63 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.6 SCS63 の出力端子に SCS63_0 を使用します。 

10 MFS ch.6 SCS63 の出力端子に SCS63_1 を使用します。 

11 MFS ch.6 SCS63 の出力端子に SCS63_2 を使用します。 
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[bit5:4] SCS62E : SCS62出力選択ビット 

SCS62 の出力選択を行います。 

bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.6 SCS62 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.6 SCS62 の出力端子に SCS62_0 を使用します。 

10 MFS ch.6 SCS62 の出力端子に SCS62_1 を使用します。 

11 MFS ch.6 SCS62 の出力端子に SCS62_2 を使用します。 

 

 [bit3:2] SCS61E : SCS61出力選択ビット 

SCS61 の出力選択を行います。 

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch. 6 SCS61 の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS ch.6 SCS61 の出力端子に SCS61_0 を使用します。 

10 MFS ch.6 SCS61 の出力端子に SCS61_1 を使用します。 

11 MFS ch.6 SCS61 の出力端子に SCS61_2 を使用します。 

 

[bit1:0] SCS60B : SCS60入出力選択ビット 

SCS60 の入出力選択を行います。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
MFS ch.6 SCS60 の入力端子に SCS60_0 端子を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
MFS ch.6 SCS60 の入力端子に SCS60_0 端子を使用します。 

出力端子に SCS60_0 を使用します。 

10 
MFS ch.6 SCS60 の入力端子に SCS60_1 端子を使用します。 

出力端子に SCS60_1 を使用します。 

11 
MFS ch.6 SCS60 の入力端子に SCS60_2 端子を使用します。 

出力端子に SCS60_2 を使用します。 
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4.28 拡張機能端子設定レジスタ 31(EPFR31) 

EPFR31 レジスタは、I2CSLAVE-Wakeup ch.6 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 SI2CSDA6B SI2CSCL6B 

属性 R/W R/W R/W 

初期値 0000 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 R/W 

初期値 00000000 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 R/W 

初期値 00000000 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 

属性 R/W 

初期値 00000000 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約：予約ビット 

これらのビットからは、0 が読み出されます。 

書込みの場合には、0 を設定してください。 

[bit27:26] SI2CSDA6B: I2C Slave ch.6 SDA pin 入出力選択ビット 

I2C Slave ch.6 SDA の入出力選択を行います。  

Bit Description 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
I2CSLAVE ch.6 SDA の入力端子に、SI2CSDA6_0 端子を使用します。 

出力を行いません。 [初期値] 

01 
I2CSLAVE ch.6 SDA の入力端子に、SI2CSDA6_0 端子を使用します。 

出力端子に SI2CSDA6_0 端子を使用します。 

10 
I2CSLAVE ch.6 SDA の入力端子に、SI2CSDA6_1 端子を使用します。 

出力端子に SI2CSDA6_1 端子を使用します。 

11 
I2CSLAVE ch.6 SDA の入力端子に、SI2CSDA6_2 端子を使用します。 

出力端子に SI2CSDA6_2 端子を使用します。 
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[bit25:24] SI2CSCL6B: I2C Slave ch.6 SCL pin 入出力選択ビット 

I2C Slave ch.6 SCL の入出力選択を行います。  

Bit Description 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
I2CSLAVE ch.6 SCL の入力端子に、SI2CSCL6_0 端子を使用します。 

出力を行いません。 [初期値] 

01 
I2CSLAVE ch.6 SCL の入力端子に、SI2CSCL6_0 端子を使用します。 

出力端子に SI2CSCL6_0 端子を使用します。 

10 
I2CSLAVE ch.6 SCL の入力端子に、SI2CSCL6_1 端子を使用します。 

出力端子に SI2CSCL6_1 端子を使用します。 

11 
I2CSLAVE ch.6 SCL の入力端子に、SI2CSCL6_2 端子を使用します。 

出力端子に SI2CSCL6_2 端子を使用します。 

 

[bit23:0] 予約：予約ビット 

これらのビットからは、0 が読み出されます。 

書込みの場合には、0 を設定してください。 
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4.29 拡張機能端子設定レジスタ 33(EPFR33) 
EPFR33 レジスタは、スマートカードインタフェースの機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 CLK1E VCC1E 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field VPEN1E RST1E DATA1B CIN1S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 CLK0E VCC0E 

属性 - R/W R/W 

初期値 - 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field VPEN0E RST0E DATA0B CIN0S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、0b0000 が読み出されます。 

書込みの場合には、0b0000 を設定してください。 

 

[bit27:26] CLK1E : IC1_CLK出力選択ビット 

IC1_CLK の出力選択を行います。 

Bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.1 CLK の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.1 CLK の出力端子に IC1_CLK_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.1 CLK の出力端子に IC1_CLK_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.1 CLK の出力端子に IC1_CLK_2 を使用します。 
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[bit25:24] VCC1E : IC1_VCC出力選択ビット 

IC1_VCC の出力選択を行います。 

Bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.1 VCC の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.1 VCC の出力端子に IC1_VCC_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.1 VCC の出力端子に IC1_VCC_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.1 VCC の出力端子に IC1_VCC_2 を使用します。 

 

 

[bit23:22] VPEN1E : IC1_VPEN出力選択ビット 

IC1_VPEN の出力選択を行います。 

Bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.1 VPEN の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.1 VPEN の出力端子に IC1_VPEN_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.1 VPEN の出力端子に IC1_VPEN_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.1 VPEN の出力端子に IC1_VPEN_2 を使用します。 

 

[bit21:20] RST1E : IC1_RST出力選択ビット 

IC1_RST の出力選択を行います。 

Bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.1 RST の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.1 RST の出力端子に IC1_RST_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.1 RST の出力端子に IC1_RST_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.1 RST の出力端子に IC1_RST_2 を使用します。 

 

[bit19:18] DATA1B : IC1_DATA入出力選択ビット 

IC1_DATA の入出力選択を行います。 

Bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
スマートカードインタフェース ch.1 DATA の入力端子に IC1_DATA_0 を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
スマートカードインタフェース ch.1 DATA の入力端子に IC1_DATA_0 を使用します。 

出力端子に IC1_DATA_0 を使用します。 

10 
スマートカードインタフェース ch.1 DATA の入力端子に IC1_DATA_1 を使用します。 

出力端子に IC1_DATA_1 を使用します。 

11 
スマートカードインタフェース ch.1 DATA の入力端子に IC1_DATA_2 を使用します。 

出力端子に IC1_DATA_2 を使用します。 
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[bit17:16] CIN1S : IC1_CIN入力選択ビット 

IC1_CIN の入力選択を行います。 

Bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.1 CINの入力端子に IC1_CIN_0を使用します。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.1 CIN の入力端子に IC1_CIN_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.1 CIN の入力端子に IC1_CIN_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.1 CIN の入力端子に IC1_CIN_2 を使用します。 

 

[bit15:12] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、0b0000 が読み出されます。 

書込みの場合には、0b0000 を設定してください。 

 

 [bit11:10] CLK0E : IC0_CLK出力選択ビット 

IC0_CLK の出力選択を行います。 

Bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.0 CLK の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.0 CLK の出力端子に IC0_CLK_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.0 CLK の出力端子に IC0_CLK_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.0 CLK の出力端子に IC0_CLK_2 を使用します。 

 

[bit9:8] VCC0E : IC0_VCC出力選択ビット 

IC0_VCC の出力選択を行います。 

Bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.0 VCC の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.0 VCC の出力端子に IC1_VCC_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.0 VCC の出力端子に IC1_VCC_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.0 VCC の出力端子に IC1_VCC_2 を使用します。 

 

[bit7:6] VPEN0E : IC0_VPEN出力選択ビット 

IC0_VPEN の出力選択を行います。 

Bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.0 VPEN の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.0 VPEN の出力端子に IC0_VPEN_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.0 VPEN の出力端子に IC0_VPEN_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.0 VPEN の出力端子に IC0_VPEN_2 を使用します。 
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[bit5:4] RST0E : IC0_RST出力選択ビット 

IC0_RST の出力選択を行います。 

Bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.0 RST の出力を行いません。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.0 RST の出力端子に IC0_RST_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.0 RST の出力端子に IC0_RST_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.0 RST の出力端子に IC0_RST_2 を使用します。 

 

 [bit3:2] DATA0B : IC10DATA入出力選択ビット 

IC0_DATA の入出力選択を行います。 

Bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
スマートカードインタフェース ch.0 DATA の入力端子に IC0_DATA_0 を使用します。 

出力を行いません。[初期値] 

01 
スマートカードインタフェース ch.0 DATA の入力端子に IC0_DATA_0 を使用します。 

出力端子に IC0_DATA_0 を使用します。 

10 
スマートカードインタフェース ch.0 DATA の入力端子に IC0_DATA_1 を使用します。 

出力端子に IC0_DATA_0 を使用します。 

11 
スマートカードインタフェース ch.0 DATA の入力端子に IC0_DATA_2 を使用します。 

出力端子に IC0_DATA_2 を使用します。 

 

[bit1:0] CIN0S : IC0_CIN入力選択ビット 

IC0_CIN の入力選択を行います。 

Bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 スマートカードインタフェース ch.1 CINの入力端子に IC0_CIN_0を使用します。[初期値] 

01 スマートカードインタフェース ch.1 CIN の入力端子に IC0_CIN_0 を使用します。 

10 スマートカードインタフェース ch.1 CIN の入力端子に IC0_CIN_1 を使用します。 

11 スマートカードインタフェース ch.1 CIN の入力端子に IC0_CIN_2 を使用します。 
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4.30 拡張機能端子設定レジスタ 34(EPFR34) 

EPFR34 レジスタは、マルチファンクションシリアル ch.1 のフロー制御端子を設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CTS1S RTS1E 予約 予約 

属性 R/W R/W - - 

初期値 00 00 - - 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約:予約ビット 

これらのビットからは、0 が読み出されます。 

書込みの場合には、0 を設定してください。 

 [bit7:6] CTS1S: CTS1 入力選択 

CTS1 の入力選択を行います。. 

Bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.1 CTS.の入力端子に、CTS1_0 を使用します。. [初期値] 

01 MFS ch.1 CTS.の入力端子に、CTS1_0 を使用します。 

10 MFS ch.1 CTS.の入力端子に、CTS1_1 を使用します。 

11 MFS ch.1 CTS.の入力端子に、CTS1_2 を使用します。 
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[bit5:4] RTS1E: RTS1出力選択 

RTS1 の出力選択を行います。. 

Bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS ch.1 RTS.の出力を行いません。 [初期値] 

01 MFS ch.1 RTS.の出力端子に、RTS1_0 を使用します。 

10 MFS ch.1 RTS.の出力端子に、RTS1_1 を使用します。 

11 MFS ch.1 RTS.の出力端子に、RTS1_2 を使用します。 

 

 [bit3:0] 予約:予約ビット 

これらのビットからは、0 が読み出されます。 

書込みの場合には、0 を設定してください。 
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4.31 拡張機能端子設定レジスタ 37(EPFR37) 

EPFR37 レジスタは、MFS-I2S ch.4,ch.5 の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 予約 SDO5E SDI5S 

属性 - - R/W R/W 

初期値 - - 00 00 

         

Bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field WS5B SCK5B MCK5E MCK5S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

     

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 予約 SDO4E SDI4S 

属性 - - R/W R/W 

初期値 - - 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field WS4B SCK4B MCK4E MCK4S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

レジスタ機能 

[bit31:28] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、0b0000 が読み出されます。 

書込みの場合には、0b0000 を設定してください。 

 

[bit27:26] SDO5E : MI2SDO5出力選択ビット 

MI2SDO5 の出力選択を行います。 

Bit27:26 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.5 SDO の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.5 SDO の出力端子に MI2SDO5_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.5 SDO の出力端子に MI2SDO5_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.5 SDO の出力端子に MI2SDO5_2 を使用します。 
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[bit25:24] SDI5S : MI2SDI5入力選択ビット 

MI2SDI5 の入力選択を行います。 

Bit25:24 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.5 SDI の入力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.5 SDI の入力端子に MI2SDI5_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.5 SDI の入力端子に MI2SDI5_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.5 SDI の入力端子に MI2SDI5_2 を使用します。 

 

[bit23:22] WS5B : MI2SWS5出力選択ビット 

MI2SWS5 の出力選択を行います。 

Bit23:22 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.5 WS の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.5 WS の出力端子に MI2SWS5_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.5 WS の出力端子に MI2SWS5_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.5 WS の出力端子に MI2SWS5_2 を使用します。 

 

[bit21:20] SCK5B : MI2SCK5出力選択ビット 

MI2SCK5 の出力選択を行います。 

Bit21:20 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.5 SCK の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.5 SCK の出力端子に MI2SCK5_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.5 SCK の出力端子に MI2SCK5_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.5 SCK の出力端子に MI2SCK5_2 を使用します。 

 

[bit19:18] MCK5E : MI2SMCK5出力選択ビット 

MI2SMCK5 の出力選択を行います。 

Bit19:18 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.5 MCK の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.5 MCK の出力端子に MI2SMCK5_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.5 MCK の出力端子に MI2SMCK5_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.5 MCK の出力端子に MI2SMCK5_2 を使用します。 
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[bit17:16] MCK5S : MI2SMCK5入力選択ビット 

MI2SMCK5 の入力選択を行います。 

Bit17:16 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.5 MCK の入力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.5 MCK の入力端子に MI2SMCK5_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.5 MCK の入力端子に MI2SMCK5_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.5 MCK の入力端子に MI2SMCK5_2 を使用します。 

 

[bit15:12] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、0b0000 が読み出されます。 

書込みの場合には、0b0000 を設定してください。 

 

[bit11:10] SDO4E : MI2SDO4出力選択ビット 

MI2SDO4 の出力選択を行います。 

Bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.4 SDO の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.4 SDO の出力端子に MI2SDO4_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.4 SDO の出力端子に MI2SDO4_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.4 SDO の出力端子に MI2SDO4_2 を使用します。 

 

[bit9:8] SDI4S : MI2SDI4入力選択ビット 

MI2SDI4 の入力選択を行います。 

Bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.4 SDI の入力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.4 SDI の入力端子に MI2SDI4_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.4 SDI の入力端子に MI2SDI4_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.4 SDI の入力端子に MI2SDI4_2 を使用します。 

 

[bit7:6] WS4B : MI2SWS4出力選択ビット 

MI2SWS4 の出力選択を行います。 

Bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.4 WS の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.4 WS の出力端子に MI2SWS4_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.4 WS の出力端子に MI2SWS4_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.4 WS の出力端子に MI2SWS4_2 を使用します。 
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[bit5:4] SCK4B : MI2SCK4出力選択ビット 

MI2SCK4 の出力選択を行います。 

Bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.4 SCK の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.4 SCK の出力端子に MI2SCK4_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.4 SCK の出力端子に MI2SCK4_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.4 SCK の出力端子に MI2SCK4_2 を使用します。 

 

[bit3:2] MCK4E : MI2SMCK4出力選択ビット 

MI2SMCK4 の出力選択を行います。 

Bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.4 MCK の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.4 MCK の出力端子に MI2SMCK4_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.4 MCK の出力端子に MI2SMCK4_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.4 MCK の出力端子に MI2SMCK4_2 を使用します。 

 

 

[bit1:0] MCK4S : MI2SMCK4入力選択ビット 

MI2SMCK4 の入力選択を行います。 

Bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.4 MCK の入力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.4 MCK の入力端子に MI2SMCK4_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.4 MCK の入力端子に MI2SMCK4_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.4 MCK の入力端子に MI2SMCK4_2 を使用します。 
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4.32 拡張機能端子設定レジスタ 38(EPFR38) 

EPFR38 レジスタは、MFS-I2S ch.6,の機能割当てを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

Bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 予約 SDO6E SDI6S 

属性 - - R/W R/W 

初期値 - - 00 00 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field WS6B SCK6B MCK6E MCK6S 

属性 R/W R/W R/W R/W 

初期値 00 00 00 00 

     

レジスタ機能 

[bit31:12] 予約 : 予約ビット 

これらのビットからは、0 が読み出されます。 

書込みの場合には、0 を設定してください。 

 

[bit11:10] SDO6E : MI2SDO6出力選択ビット 

MI2SDO6 の出力選択を行います。 

Bit11:10 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.6 SDO の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.6 SDO の出力端子に MI2SDO6_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.6 SDO の出力端子に MI2SDO6_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.6 SDO の出力端子に MI2SDO6_2 を使用します。 
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[bit9:8] SDI6S : MI2SDI6入力選択ビット 

MI2SDI6 の入力選択を行います。 

Bit9:8 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.6 SDI の入力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.6 SDI の入力端子に MI2SDI6_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.6 SDI の入力端子に MI2SDI6_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.6 SDI の入力端子に MI2SDI6_2 を使用します。 

 

[bit7:6] WS6B : MI2SWS6出力選択ビット 

MI2SWS6 の出力選択を行います。 

Bit7:6 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.6 WS の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.6 WS の出力端子に MI2SWS6_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.6 WS の出力端子に MI2SWS6_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.6 WS の出力端子に MI2SWS6_2 を使用します。 

 

[bit5:4] SCK6B : MI2SCK6出力選択ビット 

MI2SCK6 の出力選択を行います。 

Bit5:4 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.6 SCK の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.6 SCK の出力端子に MI2SCK6_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.6 SCK の出力端子に MI2SCK6_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.6 SCK の出力端子に MI2SCK6_2 を使用します。 

 

[bit3:2] MCK6E : MI2SMCK6出力選択ビット 

MI2SMCK6 の出力選択を行います。 

Bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.6 MCK の出力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.6 MCK の出力端子に MI2SMCK6_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.6 MCK の出力端子に MI2SMCK6_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.6 MCK の出力端子に MI2SMCK6_2 を使用します。 
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[bit1:0] MCK6S : MI2SMCK6入力選択ビット 

MI2SMCK6 の入力選択を行います。 

Bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 MFS-I2S ch.6 MCK の入力を行いません。[初期値] 

01 MFS-I2S ch.6 MCK の入力端子に MI2SMCK6_0 を使用します。 

10 MFS-I2S ch.6 MCK の入力端子に MI2SMCK6_1 を使用します。 

11 MFS-I2S ch.6 MCK の入力端子に MI2SMCK6_2 を使用します。 
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4.33 特殊ポート設定レジスタ(SPSR) 

SPSR レジスタは端子を特殊機能の信号端子として設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値  

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値  

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値  

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 USB0C MAINXC SUBXC 

属性 - R/W R/W R/W 

初期値 - 0 01 01 

レジスタ機能 

[bit31:5] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

[bit4] USB0C : USB(ch.0)端子設定レジスタ 

USB ch.0 端子の設定をします。 

bit 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

0 
UDM0, UDP0 の 2 端子を USB 端子として使用せず、デジタル入出力として使用します。

[初期値] 

1 
UDM0, UDP0 の 2 端子を USB 端子として使用します。 

(I/O セルは、入力方向, 入力遮断状態になります。) 
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 [bit3:2] MAINXC : メインクロック(発振)端子設定レジスタ 

X0,X1 のメインクロック(発振)端子の設定をします。  

bit3:2 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
X0, X1 の 2 端子をメインクロック(発振)端子として使用せず、デジタル入出力として使用

します。 

01 
X0, X1 の 2 端子をメインクロック(発振)端子として使用します。[初期値] 

(I/O セルは、入力方向, 入力遮断, 内蔵プルアップ抵抗が切断状態になります。) 

10 設定禁止 

11 
X0 端子を外部クロック入力端子として使用します。 

X1 端子をデジタル入出力として使用します。 

＜注意事項＞ 

− MAINXCビットに"01"を書き込むだけではメインクロックは発振を開始しません。 

発振を開始させるためには、MAINXCビットに"01"を書き込んだ後、『クロック』の章のシステムク

ロックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の MOSCEビットで発振を許可してください。 

また、外部クロックを使用する場合もMOSCEビットで発振を許可してください。 

− 外部クロックを使用する場合は、ご使用する製品のデータシート「デバイス使用上の注意」の「

外部クロック使用時の注意」を参照してください。 

− ディープスタンバイモードを使用する場合、電源投入後、MAINXCビットおよび SUBXCビットを希

望の設定に変更する前に、”00”を書き込んでください。”00”を書くと端子状態が一時的に不定になる

場合があります。 

 

[bit1:0] SUBXC : サブクロック(発振)端子設定レジスタ 

 

TYPE1-M0+製品の場合、X0A、X1A のサブクロック(発振)端子の設定をします。 

TYPE2-M0+製品の場合、Vbat domain の章を参照してください。 

TYPE3-M0+製品の場合、低消費電力モードの章を参照してください。 

bit1:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

書込み時 

00 
X0A, X1A の 2 端子をサブクロック(発振)端子として使用せず、デジタル入出力として使

用します。 

01 
X0A, X1A の 2 端子をサブクロック(発振)端子として使用します。[初期値] 

(I/O セルは、入力方向, 入力遮断, 内蔵プルアップ切断状態になります。) 

10 設定禁止 

11 
X0A 端子を外部クロック入力端子として使用します。 

X1A 端子をデジタル入出力として使用します。 

 

＜注意事項＞ 

− SUBXCビットに"01"を書き込むだけではサブクロックは発振を開始しません。 

発振を開始させるためには、SUBXCビットに"01"を書き込んだ後、『クロック』の章のシステムクロ



CHAPTER 10-1: I/O ポート  

 

 

738 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

ックモード制御レジスタ(SCM_CTL)の SOSCEビットで発振を許可してください。 

また、外部クロックを使用する場合も SOSCEビットで発振を許可してください。 

− 外部クロックを使用する場合は、ご使用する製品のデータシート「デバイス使用上の注意」の「

外部クロック使用時の注意」を参照してください。 

− ディープスタンバイモードを使用する場合、電源投入後、MAINXCビットおよび SUBXCビットを希

望の設定に変更する前に、”00”を書き込んでください。”00”を書くと端子状態が一時的に不定になる

場合があります。 
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4.34 ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ(PZRx) 

PZRx レジスタは、H レベル出力時、I/O ポートを Hi-Z にし、擬似的にオープンドレイン制御を設定するレジ

スタです。 

 

PZRのレジスタ構成一覧 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 

 予約 PZR0 0x0000 R/W 

 予約 PZR1 0x0000 R/W 

 予約 PZR2 0x0000 R/W 

 予約 PZR3 0x0000 R/W 

 予約 PZR4 0x0000 R/W 

 予約 PZR5 0x0000 R/W 

 予約 PZR6 0x0000 R/W 

 予約 PZR7 0x0000 R/W 

 予約 PZR8 0x0000 R/W 

 予約 PZR9 0x0000 R/W 

 予約 PZRA 0x0000 R/W 

 予約 PZRB 0x0000 R/W 

 予約 PZRC 0x0000 R/W 

 予約 PZRD 0x0000 R/W 

 予約 PZRE 0x0000 R/W 

 予約 PZRF 0x0000 R/W 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 PZRx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] PZRx : ポート擬似オープンドレイン設定レジスタ x 

端子の擬似オープンドレイン設定をします。 

bit15:0 説明 

読出し時 レジスタの設定値を読み出します。 

書込み時 

0 
GPIO または周辺マクロによるデジタル High レベル出力時、 

端子を High レベルにします。 

1 
GPIO または周辺マクロによるデジタル High レベル出力時、 

端子を Hi-Z にします。内蔵プルアップ抵抗を PCR の設定によらず、切断します。 
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＜注意事項＞ 

− PZRxの"x"記載はワイルドカードです。PZR0, PZR1, PZR2,・・・を示します。 

− PZRレジスタの機能はある特定の端子にのみ実装されています。 

ご使用する製品の『データシート』の「入出力回路形式」の備考欄に"PZRレジスタ制御可能"と記載

のある端子のみが制御可能です。 

− PZRレジスタはすべての端子には存在しません。ただし、PZRレジスタがない端子も、GPIOとして

使用する場合には DDRレジスタの設定により、擬似オープンドレイン制御が可能です。 

この場合、PFR=0(GPIO設定), PDOR=0とした後、 

L出力設定時：DDR=1 (出力方向) として使用する。 

Hi-Z出力設定時：DDR=0 (入力方向) として使用する。 

ただし、GPIOによるオープンドレイン設定では、Hi-Z時に VCCを超える電圧印加は禁止です。 

− レジスタ初期値は、TYPE1-M0+製品の例です。異なる製品は、APPENDIXを参照してください。 
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4.35 LVDI 入力設定レジスタ(LVDIE) 

LVDIE レジスタは、LVDI 端子がある製品にて、LVDI 入力の有効設定を行います。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

Bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 

属性 - 

初期値 - 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 LVDIE 

属性 - R/W 

初期値 - 0 

 

レジスタ機能 

[bit31:1] 予約:予約ビット 

本ビットからは、"0"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0"を設定してください。 

 

[bit0] LVDIE: LVD Input Enable Setting Register 

LVDIE レジスタは、LVDI 入力の有効設定を行います。 

bit15:0 Description 

読出し レジスタ値を読出します。 

書込み 

0 
GPIO または周辺マクロからディジタル High が出力されている時は、端子を High レベルに設

定します。. 

1 
GPIO または周辺マクロからディジタル High が出力されている時は、端子を Hi-Z 状態に設定

します。PCR レジスタの値によらず、プルアップ抵抗を切断します。 

 

 

注意事項 

− このレジスタは、TYPE1-M0+ TYPE3-M0+製品には存在しません。. 

− このレジスタは、ディープスタンバイ遷移リセットでは初期化されません。 
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− LVDIEの詳細については、5-3章を参照ください。 
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5. 使用上の注意 

I/O ポートの使用上の注意を説明します。 

 SPL=1 時の内蔵プルアップ抵抗の ON/OFF について 

SPL はスタンバイモード時に端子を Hi-Z 状態にする信号です。 

− SPL=0 時 通常動作 

− SPL=1 時 端子の Hi-Z, 入力遮断, 内蔵プルアップ抵抗の切断 

ただし、外部割込み, NMIX, シリアルワイヤデバッグの端子は、使用設定の場合 SPL ビッ

トで制御しません。 

SPL ビットの詳細は『低消費電力モード』の章を参照してください。 

 DTTIX 入力について 

DTTI 信号は、モータ制御用 PWM 出力(RTO)設定出力端子を兼用の GPIO 端子設定に切り換える入力信号で、

緊急時のモータ停止要求に対応します。 

この機能を使用する場合は、EPFR で切換え許可設定としてください。 

 端子機能切換え手順について 

EPFR レジスタにて、周辺機能の出力を切り換える場合、端子の不定出力(Hi-Z)を防ぐため、Figure 5-1 に示す

切換え例のような手順で設定を切り換えてください。 

Figure 5-1 端子機能切換え手順について 

 
 

DDRレジスタ値 

PDORレジスタ値 

EPFRレジスタ値 

PFRレジスタ値 

端子出力レベル 

端子出力内容 

Dontcare 

Dontcare 

周辺マクロ Aを選択 

2. GPIO出力値を PDORにて設定(周辺機能 Aのインアクティブ出力値) 

4. 端子機能を GPIOに切換え(PFR=0) 

周辺マクロ Aを選択 

5. 端子の機能選択を Aから Bへ変更 

3. 周辺機能 Aの出力を停止 

6. GPIO出力値を PDORにて設定 

(周辺機能 Bのインアクティブ出力値) 

7. 端子機能を周辺に切換え(PFR=1) 

8. 周辺機能 Bの出力を開始 

周辺機能 Aの出力 周辺機能 Bの出力 GPIO出力 

EPFRの設定切換え中に、端子の出力不定(HIz)を避けるためには、 

いったん GPIO設定(PFR=0)に変更後、EPFR端子設定を切り換えてください。 

1. GPIO出力方向(DDR=1)に設定 
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 予約ビットについて 

本ビットは ADE レジスタ以外の予約ビットは、読出し時"0"になります。書込み時は常に"0"を書き込んでく

ださい。ADE レジスタの予約ビットは、読出し時"1"になります。書込み時は常に"1"を書き込んでください。 

 マルチファンクションシリアルの端子グループについて 

マルチファンクションシリアルの入出力が複数ある場合、それぞれの入出力は同じグループのポートに設定し

てください。同じグループのポートとは"xxx_0"や"yyy_1"というように、端子名の後に付くリロケート機能番

号が同一のグループのことです。 

Table 5-1 に設定例を示します。 

Table 5-1 マルチファンクションシリアルインタフェース設定例 

シリアルデータ 

出力 

シリアルクロック 

入出力 

シリアルデータ 

入力 
有効ポート 

SOT1_0 端子 

(0 番ポート) 

SCK1_0 端子 

(0 番ポート) 

SIN1_0 端子 

(0 番ポート) 

0 番ポート 

 

SIN1_1 端子 

(1 番ポート) 

設定禁止 

SCK1_1 端子 

(1 番ポート) 

SIN1_0 端子 

(0 番ポート) 

SIN1_1 端子 

(1 番ポート) 

SOT1_1 端子 

(1 番ポート) 

SCK1_0 端子 

(0 番ポート) 

SIN1_0 端子 

(0 番ポート) 

SIN1_1 端子 

(1 番ポート) 

SCK1_1 端子 

(1 番ポート) 

SIN1 端子 

(0 番ポート) 

SIN1_1 端子 

(1 番ポート) 
1 番ポート 

 

 周辺機能の出力について 

周辺機能の出力端子は EPFR の設定により一意に決まるため、周辺機能の出力を別々の端子に割り振ることは

できません。 

(不可例) マルチファンクションシリアルの出力 SOT1_0 と SOT1_1 に同一出力を割り振る。 

 端子設定と動作モードについて 

シリアルワイヤデバッグ設定については『デバッグインタフェース』の章を参照してください。 

スタンバイモード時やリセット時の各端子状態はご使用する製品の『データシート』を参照してください。 

 製品仕様と周辺機能の端子割当てについて 

各端子に割り当てられている機能(GPIO, 周辺入出力, 特殊 I/O)は、製品ごとに異なります。各製品の端子機

能は、ご使用する製品の『データシート』の端子機能表で確認してください。製品に存在していない端子に対

し、EPFR のレジスタ設定にて、機能選択を行うことは禁止します。 
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 PE0 端子を GPIO として使用する場合について 

PE0 端子を使用する場合、以下の設定が必要です。 

入力：PDIR を読み出すことで値を読み出せます。 

出力：PE0 端子の I/O は Nch オープンドレイン端子のため、L 出力のみ可能です。 

   PFR=0（GPIO として使用） 

   DDR=1（出力として使用） 

   PDOR=0（出力データは”0”） 

   SPL=0(STOP モードで GPIO 状態保持) 

 

 スタンバイモード時の外部割込み端子の設定について 

SPL=1 設定でスタンバイモードに遷移する場合、復帰用の外部割込み割当て端子を有効にする際は、PFR=1

とし、周辺機能を選択してください。 

外部割込みに使用する端子の設定が PFR=0 の場合、意図しない動作をすることがあります。 

 

 

  



CHAPTER 10-1: I/O ポート  

 

 

746 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

  



FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 747 

CHAPTER 10-2: Fast GPIO 

 

Fast GPIOの機能と動作について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 構成 

3. 設定手順例 

4. レジスタ 

5. ビットマニピュレーションベースアドレス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AF_FastGPIO-J03.0 
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1. 概要 

Fast GPIOの概要について説明します。 

1サイクルアクセス可能 

− 1サイクルアクセス可能な GPIOを Fast GPIOと呼称します。 

− CPUアクセスから HCLKの 1サイクルで入力レベルの読出し/出力レベルの設定が可能です。 

− 初期状態では通常の GPIOが選択されています。Fast GPIO機能を使用するためには、レジスタ設定で

Fast GPIOを選択する必要があります。 

 

ピンアサイメント 

すべての I/Oポートは通常の GPIOと Fast GPIOの両対応です。 

 

ビットマニピュレーション対応 

Fast GPIOは専用のビットマニピュレーション機能を持ち、ビット単位でアクセス可能です。 

ビット操作時も 1サイクルでアクセス可能です。 

 

同時アクセス機能 

− 異なるグループのポートをまとめたミラーレジスタから、最大 8ポートを同時にアクセスすることがで

きます。各製品に適した効率的なアクセスが可能です。 
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2. 構成 

Fast GPIOの構成とダイヤグラムと動作を説明します。 

Fast GPIOの構成 

Figure 2-1は Fast GPIOのブロックダイヤグラムです。 

I/Oポートは、FPOERで通常の GPIOと Fast GPIOを切り替えることが可能です。 

PCRx、DDRx、ADEの設定は通常の GPIOと共有しています。 

 

Figure 2-1 Fast GPIOのブロックダイヤグラム 
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Table 2-1 レジスタ機能一覧 

レジスタ名 Function 

FPDIR 

I/Oポートのレベル状態を読み出すレジスタです。Single-cycle I/O portに接続され、1サイクルアク

セス可能です。 

− I/Oポートをデジタル入力端子として使用する場合、入力レベルを読み出します。 

− I/Oポートをデジタル出力端子として使用する場合、出力レベルを読み出します。 

− I/Oポートを特殊端子として使用する場合、常に"0"を読み出します。 

FPDOR 

I/Oポートを Fast GPIOの出力端子として使用する場合に出力レベルを設定するレジスタです。

Single-cycle I/O portに接続され、1サイクルアクセス可能です。 

− "0"設定時、Lowレベルを出力します。 

− "1"設定時、Highレベルを出力します。 

(注意事項) 

− 端子が GPIO入力、周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

− レジスタへの書き込みによってM_FPDORの対応するビットも同じ値になります。 

M_FPDIR 
FPDIRのミラーレジスタです。複数の Fast GPIOの入力値を一括して読み出すことが可能です。 

− レジスタ機能は FPDIRと同じです。 

M_FPDOR 

FPDORのミラーレジスタです。複数の Fast GPIOの出力レベルを一括して設定することが可能です。 

− レジスタ機能は FPDORと同じです。 

− レジスタへの書き込みによって FPDORの対応するビットも同じ値になります。 

FPOER 

通常の GPIO出力と Fast GPIO出力を選択するレジスタです。 

− "0"設定時、通常の GPIO出力になります。 

− "1"設定時、Fast GPIO出力になります。 

本レジスタの設定は FPDIR/M_FPDIRに影響しません。 

 

Fast GPIOアクセス 

− Fast GPIOに設定すると、入力レベルは FPDIR、出力レベルは FPDORで設定可能です。設定方法は PDIR

と PDORと同じです。 

− FPDIR/PDIRと FPDOR/PDORは一対一対応です。 

− 例えば P00を入力に設定し、FPDIR0の bit0を読み出しすれば P00の入力レベルが読み出せます。P15

を Fast GPIOの出力に設定し、FPDOR1の bit5に書き込みを行えば P15に出力可能です。 

 

Fast GPIOミラーアクセス(TYPE1- M0+, TYPE2-M0+) 

− 一部のポートはミラーレジスタに再割り当てされています。 

− ミラーレジスタ(M_FDIRx/M_FPODRx)に割り当てられたグループ毎に一括アクセスが可能です。 

− Table 2-2はM_FPDIR0/M_FPDOR0構成です。P10-15、P22-23に対して一括アクセスが可能です。FPDIR1

と FPDIR2を別々にリードする必要がなくなります。また、FPDOR1と FPDOR2を別々にライトする必

要がなくなります。 

− Table 2-3はM_FPDIR1/M_FPDOR1構成です。P3A-P3F、P46-P47に対して一括アクセスが可能です。

FPDIR3と FPDIR4を別々にリードする必要がなくなります。また、FPDOR3と FPDOR4を別々にライ

トする必要がなくなります。 
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Table 2-2 M_FPDIR0/M_FPDOR0構成(TYPE1-M0+, TYPE2-M0+製品) 

ミラーポート名 ポート 対応する FPDIR bit 対応する FPDOR bit 

M_FP00 P10 FPDIR1[0] FPDOR1[0] 

M_FP01 P11 FPDIR1[1] FPDOR1[1] 

M_FP02 P12 FPDIR1[2] FPDOR1[2] 

M_FP03 P13 FPDIR1[3] FPDOR1[3] 

M_FP04 P14 FPDIR1[4] FPDOR1[4] 

M_FP05 P15 FPDIR1[5] FPDOR1[5] 

M_FP06 P23 FPDIR2[3] FPDOR2[3] 

M_FP07 P22 FPDIR2[2] FPDOR2[2] 

 

Table 2-3 M_FPDIR1/M_FPDOR1構成(TYPE1-M0+, TYPE2-M0+製品) 

ミラーポート名 ポート 対応する FPDIR bit 対応する FPDOR bit 

M_FP10 P3A FPDIR3[10] FPDOR3[10] 

M_FP11 P3B FPDIR3[11] FPDOR3[11] 

M_FP12 P3C FPDIR3[12] FPDOR3[12] 

M_FP13 P3D FPDIR3[13] FPDOR3[13] 

M_FP14 P3E FPDIR3[14] FPDOR3[14] 

M_FP15 P3F FPDIR3[15] FPDOR3[15] 

M_FP16 P46 FPDIR4[6] FPDOR4[6] 

M_FP17 P47 FPDIR4[7] FPDOR4[7] 

 

＜注意事項＞ 

− M_FPDORxへの書込みにより、FPDORxの対応するビットに同じ値が書き込まれます。例えば

M_FPDOR1の bit5に"1"を書き込んだ場合、FPDOR3の bit15も"1"が書き込まれます。 

 

Fast GPIOミラーアクセス(TYPE3- M0+) 

− 一部のポートはミラーレジスタに再割り当てされています。 

− ミラーレジスタ(M_FDIRx/M_FPODRx)に割り当てられたグループ毎に一括アクセスが可能です。 

− Table 2-4はM_FPDIR0/M_FPDOR0構成です。P10-15、P22-23に対して一括アクセスが可能です。FPDIR1

と FPDIR2を別々にリードする必要がなくなります。また、FPDOR1と FPDOR2を別々にライトする必

要がなくなります。 

− Table 2-5はM_FPDIR1/M_FPDOR1構成です。P05、P0F、P21、P46-P47、P50-P52に対して一括アクセ

スが可能です。FPDIR0と FPDIR2と FPDIR4と FPDIR5を別々にリードする必要がなくなります。また、

FPDOR0と FPDOR2と FPDOR4と FPDOR5を別々にライトする必要がなくなります。 
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Table 2-4 M_FPDIR0/M_FPDOR0構成(TYPE3-M0+ 製品) 

ミラーポート名 ポート 対応する FPDIR bit 対応する FPDOR bit 

M_FP00 P10 FPDIR1[0] FPDOR1[0] 

M_FP01 P11 FPDIR1[1] FPDOR1[1] 

M_FP02 P12 FPDIR1[2] FPDOR1[2] 

M_FP03 P13 FPDIR1[3] FPDOR1[3] 

M_FP04 P14 FPDIR1[4] FPDOR1[4] 

M_FP05 P15 FPDIR1[5] FPDOR1[5] 

M_FP06 P23 FPDIR2[3] FPDOR2[3] 

M_FP07 P22 FPDIR2[2] FPDOR2[2] 

 

Table 2-5 M_FPDIR1/M_FPDOR1構成(TYPE3-M0+ 製品) 

ミラーポート名 ポート 対応する FPDIR bit 対応する FPDOR bit 

M_FP10 P21 FPDIR2[1] FPDOR2[1] 

M_FP11 P05 FPDIR0[5] FPDOR0[5] 

M_FP12 P0F FPDIR0[15] FPDOR0[15] 

M_FP13 P50 FPDIR5[0] FPDOR5[0] 

M_FP14 P51 FPDIR5[1] FPDOR5[1] 

M_FP15 P52 FPDIR5[2] FPDOR5[2] 

M_FP16 P46 FPDIR4[6] FPDOR4[6] 

M_FP17 P47 FPDIR4[7] FPDOR4[7] 

 

＜注意事項＞ 

− M_FPDORxへの書込みにより、FPDORxの対応するビットに同じ値が書き込まれます。例えば

M_FPDOR1の bit5に"1"を書き込んだ場合、FPDOR3の bit15も"1"が書き込まれます。 

 

ビットマニピュレーション 

 概要 

Fast GPIOは Single-cycle I/O portに接続されています。Single-cycle I/O portは 1cycleの高速アクセスが可能で

す。しかし、Single-cycle I/O portはビットバンド操作をサポートしていません。 

Fast GPIOは専用のビットマニピュレーション機能を持っています。レジスタのそれぞれのビットに対して独

立して書き込むことが可能です。ビットマニピュレーションはビットバンド操作と同じく、追加のエイリアス

領域を持ちます。 

ビットマニピュレーションは FPDIR、FPDOR、M_FPDIR、M_FPDORレジスタへのアクセスのみ対応してい

ます。 
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 使用方法 

ビットマニピュレーションを行うためのアドレスについての説明です。 

− エイリアスアドレス 

ビットマニピュレーションを行うためアクセスするアドレスです。下記の式で計算します。 

エイリアスアドレス = ベースアドレス + オフセットアドレス 

− ベースアドレス 

ベースアドレスは、各 FPDIR、FPDOR、M_FPDIR、M_FPDORレジスタ毎に決まっています。5.ビッ

トマニピュレーションベースアドレスを参照してください。 

− オフセットアドレス 

アクセスするビットを指定するアドレスです。 

Table 2-6 ビットマニピュレーションのオフセットアドレス 

アクセスビット オフセットアドレス  アクセスビット オフセットアドレス 

bit8 0x0004+1  bit0 0x0004 

bit9 0x0008+1  bit1 0x0008 

bit10 0x0010+1  bit2 0x0010 

bit11 0x0020+1  bit3 0x0020 

bit12 0x0040+1  bit4 0x0040 

bit13 0x0080+1  bit5 0x0080 

bit14 0x0100+1  bit6 0x0100 

bit15 0x0200+1  bit7 0x0200 

使用禁止 上記以外  使用禁止 上記以外 

 

FPDIRの読出しはアクセスビットのみ反映され、それ以外のビットは"0"です。例えば、FPDIR8が"0x07"の時、

"FPDIR8+ベースアドレス+0x0010"の読出し値は"0x04"です。 

FPDORへの書込みはアクセスビットのみ行われ、それ以外のビットは無視されます。例えば、FPDOR1が

"0x00"の時、"FPDOR1+ベースアドレス+0x0008"へ"0xFF"を書込むと、FPDOR1は"0x02"になります。 
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 エイリアスアドレス計算例 

 

− FPDOR0の bit3を設定する場合 

アクセス 

レジスタ 

アクセス 

ビット 

アクセス 

サイズ 

ベース 

アドレス 

オフセット 

アドレス 

エイリアス 

アドレス 

FPDOR0 bit3 バイト 0xF801_4000 0x0020 0xF801_4020 

 

− FPDOR0の bit13を設定する場合 

アクセス 

レジスタ 

アクセス 

ビット 

アクセス 

サイズ 

レジスタ 

アドレス 

オフセット 

アドレス 

エイリアス 

アドレス 

FPDOR0 bit13 バイト 0xF801_4000 0x0080+1 0xF801_4081 

 

ハーフワードアクセスの場合、上位バイトと下位バイトともにマスクされます。 

− FPDOR0の bit13と bit5を設定する場合 

アクセス 

レジスタ 

アクセス 

ビット 

アクセス 

サイズ 

レジスタ 

アドレス 

オフセット 

アドレス 

エイリアス 

アドレス 

FPDOR0 bit13, bit5 ハーフワード 0xF801_4000 0x0080 0xF801_4080 

 

ワードアクセスの場合はハーフワードアクセスと同様です。 



 CHAPTER 10-2: Fast GPIO 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 755 

3. 設定手順例 

Fast GPIOの設定手順例を示します。 

Fast GPIOの設定 

1. Fast GPIO出力として使用する場合、FPOERレジスタ設定で Fast GPIOを選択 

2. 通常の GPIOを使用する通りに I/Oポートのレジスタを設定 

 

Figure 3-1に出力設定手順例、Figure 3-2に入力設定手順を示します。 

Figure 3-1 Fast GPIOの出力設定手順例 
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Figure 3-2 Fast GPIOの入力設定手順例 
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4. レジスタ 

レジスタの構成と機能について説明します。 

レジスタ一覧 

Table 4-1 Fast GPIOレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

FPDIR0 Fast GPIO入力データレジスタ 0 

4.1 

FPDIR1 Fast GPIO入力データレジスタ 1 

FPDIR2 Fast GPIO入力データレジスタ 2 

FPDIR3 Fast GPIO入力データレジスタ 3 

FPDIR4 Fast GPIO入力データレジスタ 4 

FPDIR5 Fast GPIO入力データレジスタ 5 

FPDIR6 Fast GPIO入力データレジスタ 6 

FPDIR7 Fast GPIO入力データレジスタ 7 

FPDIR8 Fast GPIO入力データレジスタ 8 

FPDIR9 Fast GPIO入力データレジスタ 9 

FPDIRA Fast GPIO入力データレジスタ A 

FPDIRB Fast GPIO入力データレジスタ B 

FPDIRC Fast GPIO入力データレジスタ C 

FPDIRD Fast GPIO入力データレジスタ D 

FPDIRE Fast GPIO入力データレジスタ E 

FPDIRF Fast GPIO入力データレジスタ F 

FPDOR0 Fast GPIO出力データレジスタ 0 

4.2 

FPDOR1 Fast GPIO出力データレジスタ 1 

FPDOR2 Fast GPIO出力データレジスタ 2 

FPDOR3 Fast GPIO出力データレジスタ 3 

FPDOR4 Fast GPIO出力データレジスタ 4 

FPDOR5 Fast GPIO出力データレジスタ 5 

FPDOR6 Fast GPIO出力データレジスタ 6 

FPDOR7 Fast GPIO出力データレジスタ 7 

FPDOR8 Fast GPIO出力データレジスタ 8 

FPDOR9 Fast GPIO出力データレジスタ 9 

FPDORA Fast GPIO出力データレジスタ A 

FPDORB Fast GPIO出力データレジスタ B 

FPDORC Fast GPIO出力データレジスタ C 

FPDORD Fast GPIO出力データレジスタ D 

FPDORE Fast GPIO出力データレジスタ E 

FPDORF Fast GPIO出力データレジスタ F 
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レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

M_FPDIR0 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 0 

4.3 

M_FPDIR1 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 1 

M_FPDIR2 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 2 

M_FPDIR3 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 3 

M_FPDIR4 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 4 

M_FPDIR5 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 5 

M_FPDIR6 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 6 

M_FPDIR7 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 7 

M_FPDIR8 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 8 

M_FPDIR9 Fast GPIO 入力データミラーレジスタ 9 

M_FPDIRA Fast GPIO 入力データミラーレジスタ A 

M_FPDIRB Fast GPIO 入力データミラーレジスタ B 

M_FPDIRC Fast GPIO 入力データミラーレジスタ C 

M_FPDIRD Fast GPIO 入力データミラーレジスタ D 

M_FPDIRE Fast GPIO 入力データミラーレジスタ E 

M_FPDIRF Fast GPIO 入力データミラーレジスタ F 

M_FPDOR0 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 0 

4.4 

M_FPDOR1 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 1 

M_FPDOR2 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 2 

M_FPDOR3 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 3 

M_FPDOR4 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 4 

M_FPDOR5 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 5 

M_FPDOR6 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 6 

M_FPDOR7 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 7 

M_FPDOR8 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 8 

M_FPDOR9 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ 9 

M_FPDORA Fast GPIO 出力データミラーレジスタ A 

M_FPDORB Fast GPIO 出力データミラーレジスタ B 

M_FPDORC Fast GPIO 出力データミラーレジスタ C 

M_FPDORD Fast GPIO 出力データミラーレジスタ D 

M_FPDORE Fast GPIO 出力データミラーレジスタ E 

M_FPDORF Fast GPIO 出力データミラーレジスタ F 
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レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

FPOER0 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ0 

4.5 

FPOER1 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ1 

FPOER2 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ2 

FPOER3 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ3 

FPOER4 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ4 

FPOER5 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ5 

FPOER6 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ6 

FPOER7 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ7 

FPOER8 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ8 

FPOER9 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ9 

FPOERA Fast GPIO出力イネーブルレジスタA 

FPOERB Fast GPIO出力イネーブルレジスタB 

FPOERC Fast GPIO出力イネーブルレジスタC 

FPOERD Fast GPIO出力イネーブルレジスタD 

FPOERE Fast GPIO出力イネーブルレジスタE 

FPOERF Fast GPIO出力イネーブルレジスタF 
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4.1 Fast GPIO入力データレジスタ(FPDIRx) 

FPDIRxレジスタは Fast GPIOの入力データを示します。 

レジスタ構成 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 FPDIR0 0xXXXX R P0F～P00 

 予約 FPDIR1 0xXXXX R P1F～P10 

 予約 FPDIR2 0xXXXX R P2F～P20 

 予約 FPDIR3 0xXXXX R P3F～P30 

 予約 FPDIR4 0xXXXX R P4F～P40 

 予約 FPDIR5 0xXXXX R P5F～P50 

 予約 FPDIR6 0xXXXX R P6F～P60 

 予約 FPDIR7 0xXXXX R P7F～P70 

 予約 FPDIR8 0xXXXX R P8F～P80 

 予約 FPDIR9 0xXXXX R P9F～P90 

 予約 FPDIRA 0xXXXX R PAF～PA0 

 予約 FPDIRB 0xXXXX R PBF～PB0 

 予約 FPDIRC 0xXXXX R PCF～PC0 

 予約 FPDIRD 0xXXXX R PDF～PD0 

 予約 FPDIRE 0xXXXX R PEF～PE0 

 予約 FPDIRF 0xXXXX R PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 FPDIRx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] FPDIRx : Fast GPIO入力データレジスタ x 

Fast GPIOの入力データを読み出します。 

bit15:0 説明 

読出し時 

0 

端子機能の設定(PFR/EPFR/DDR/FPDOR/M_FPDOR)によらず、端子が"L"レベル入力状態ま

たは、"L"レベル出力状態であることを示します。ADE/SPSRにより、特殊端子が選択され

ている場合は、入力遮断されているので常に 0が読み出されます。 

1 
端子機能の設定(PFR/EPFR/DDR/FPDOR/M_FPDOR)によらず、端子が"H"レベル入力状態ま

たは、"H"レベル出力状態であることを示します。 

書込み時 書込みは動作に影響しません。 
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＜注意事項＞ 

− FPDIRxの"x"記載はワイルドカードです。FPDIR0,FPDIR1, FPDIR2,・・・を示します。 

− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 

− 1つのレジスタで PxF～Px0までの 16本のポート入力データの読出しが可能です。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子状態を示します。ビット配置と端子順番は 1対 1に対応します。

例えば、FPDIR0の bit15が P0Fを、FPDIR0の bit14が P0Eを、FPDIR0の bit0が P00を示します。 

− 製品に存在しない端子のビット値は常に"0"が読み出されます。 

TYPE2-M0+製品の場合 

− FPDIRxレジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

TYPE3-M0+製品の場合 

− FPDIRxレジスタは I/Oラッチ後、ディープスタンバイ遷移リセットで初期化されます。 
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4.2 Fast GPIO 出力データレジスタ(FPDORx) 

FPDORxレジスタは Fast GPIOへの出力データを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 FPDOR0 0x0000 R/W P0F～P00 

 予約 FPDOR1 0x0000 R/W P1F～P10 

 予約 FPDOR2 0x0000 R/W P2F～P20 

 予約 FPDOR3 0x0000 R/W P3F～P30 

 予約 FPDOR4 0x0000 R/W P4F～P40 

 予約 FPDOR5 0x0000 R/W P5F～P50 

 予約 FPDOR6 0x0000 R/W P6F～P60 

 予約 FPDOR7 0x0000 R/W P7F～P70 

 予約 FPDOR8 0x0000 R/W P8F～P80 

 予約 FPDOR9 0x0000 R/W P9F～P90 

 予約 FPDORA 0x0000 R/W PAF～PA0 

 予約 FPDORB 0x0000 R/W PBF～PB0 

 予約 FPDORC 0x0000 R/W PCF～PC0 

 予約 FPDORD 0x0000 R/W PDF～PD0 

 予約 FPDORE 0x0000 R/W PEF～PE0 

 予約 FPDORF 0x0000 R/W PFF～PF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 FPDORx 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] FPDORx : Fast GPIO出力データレジスタ x 

Fast GPIOの出力データを設定します。 

bit15:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

 書込み時 

0 
Fast GPIOに"L"レベルを出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

1 
Fast GPIOに"H"レベルを出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 
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＜注意事項＞ 

− FPDORxの"x"記載はワイルドカードです。FPDOR0, FPDOR1, FPDOR2,・・・を示します。 

− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 

− 1つのレジスタで PxF～Px0までの 16本のポート出力データの設定が可能です。 

− レジスタの各ビットが個別に各端子を設定します。ビット配置と端子順番は 1対 1に対応します。例

えば、FPDOR0の bit15が P0Fを、FPDOR0の bit14が P0Eを、FPDOR0の bit0が P00を設定しま

す。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 

TYPE2-M0+製品の場合 

− FPDORxレジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

TYPE3-M0+製品の場合 

− FPDORxレジスタは I/Oラッチ後、ディープスタンバイ遷移リセットで初期化されます。 
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4.3 Fast GPIO入力データミラーレジスタ(M_FPDIRx) 

M_FPDIRxレジスタは Fast GPIOの入力データを示します。 

レジスタ構成 

bit 31   8 7   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 M_FPDIR0 0xXX R M_FP07～M_FP00 

 予約 M_FPDIR1 0xXX R M_FP17～M_FP10 

 予約 M_FPDIR2 0xXX R M_FP27～M_FP20 

 予約 M_FPDIR3 0xXX R M_FP37～M_FP30 

 予約 M_FPDIR4 0xXX R M_FP47～M_FP40 

 予約 M_FPDIR5 0xXX R M_FP57～M_FP50 

 予約 M_FPDIR6 0xXX R M_FP67～M_FP60 

 予約 M_FPDIR7 0xXX R M_FP77～M_FP70 

 予約 M_FPDIR8 0xXX R M_FP87～M_FP80 

 予約 M_FPDIR9 0xXX R M_FP97～M_FP90 

 予約 M_FPDIRA 0xXX R M_FPA7～M_FPA0 

 予約 M_FPDIRB 0xXX R M_FPB7～M_FPB0 

 予約 M_FPDIRC 0xXX R M_FPC7～M_FPC0 

 予約 M_FPDIRD 0xXX R M_FPD7～M_FPD0 

 予約 M_FPDIRE 0xXX R M_FPE7～M_FPE0 

 予約 M_FPDIRF 0xXX R M_FPF7～M_FPF0 

レジスタ構成詳細 

bit 31   8 7   0 

Field 予約 M_FPDIRx 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit7:0] M_FPDIRx : Fast GPIO入力データミラーレジスタ x 

Fast GPIOの入力データを読み出します。 

bit7:0 説明 

読出し時 

0 

端子機能の設定(PFR/EPFR/DDR/FPDOR/M_FPDOR)によらず、端子が"L"レベル入力状態ま

たは、"L"レベル出力状態であることを示します。ADE/SPSRにより、特殊端子が選択され

ている場合は、入力遮断されているので常に 0が読み出されます。 

1 
端子機能の設定(PFR/EPFR/DDR/FPDOR/M_FPDOR)によらず、端子が"H"レベル入力状態ま

たは、"H"レベル出力状態であることを示します。 

書込み時 書込みは動作に影響しません。 

 

＜注意事項＞ 

− M_FPDIRxの"x"記載はワイルドカードです。M_FPDIR0, M_FPDIR1, M_FPDIR2,・・・を示します。 

− 製品に存在しない端子のビット値は常に"0"が読み出されます。 
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TYPE2-M0+製品の場合 

− M_FPDIRxレジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

TYPE3-M0+製品の場合 

− M_FPDIRxレジスタは I/Oラッチ後、ディープスタンバイ遷移リセットで初期化されます。 
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4.4 Fast GPIO 出力データミラーレジスタ(M_FPDORx) 

M_FPDORxレジスタは Fast GPIOへの出力データを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31   8 7   0 初期値 属性 対応ポート 

 予約 M_FPDOR0 0x00 R/W M_FP07～M_FP00 

 予約 M_FPDOR1 0x00 R/W M_FP17～M_FP10 

 予約 M_FPDOR2 0x00 R/W M_FP27～M_FP20 

 予約 M_FPDOR3 0x00 R/W M_FP37～M_FP30 

 予約 M_FPDOR4 0x00 R/W M_FP47～M_FP40 

 予約 M_FPDOR5 0x00 R/W M_FP57～M_FP50 

 予約 M_FPDOR6 0x00 R/W M_FP67～M_FP60 

 予約 M_FPDOR7 0x00 R/W M_FP77～M_FP70 

 予約 M_FPDOR8 0x00 R/W M_FP87～M_FP80 

 予約 M_FPDOR9 0x00 R/W M_FP97～M_FP90 

 予約 M_FPDORA 0x00 R/W M_FPA7～M_FPA0 

 予約 M_FPDORB 0x00 R/W M_FPB7～M_FPB0 

 予約 M_FPDORC 0x00 R/W M_FPC7～M_FPC0 

 予約 M_FPDORD 0x00 R/W M_FPD7～M_FPD0 

 予約 M_FPDORE 0x00 R/W M_FPE7～M_FPE0 

 予約 M_FPDORF 0x00 R/W M_FPF7～M_FPF0 

 

レジスタ構成詳細 

bit 31   8 7   0 

Field 予約 M_FPDORx 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x000000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x000000"を設定してください。 

[bit7:0] M_FPDORx : Fast GPIO出力データミラーレジスタ x 

Fast GPIOの出力データを設定します。 

bit7:0 説明 

読出し時 レジスタの値を読み出します。 

 書込み時 

0 
Fast GPIOに"L"レベルを出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

1 
Fast GPIOに"H"レベルを出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 
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＜注意事項＞ 

− M_FPDORxの"x"記載はワイルドカードです。M_FPDOR0, M_FPDOR1, M_FPDOR2,・・・を示し

ます。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 

TYPE2-M0+製品の場合 

− M_FPDORxレジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

TYPE3-M0+製品の場合 

− M_FPDORxレジスタは I/Oラッチ後、ディープスタンバイ遷移リセットで初期化されます。 
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4.5 Fast GPIO出力イネーブルレジスタ(FPOERx) 

FPOERxは通常の GPIO出力または Fast GPIO出力を選択します。 

レジスタ構成 

bit 31   16 15   0 初期値 属性 対応ポート 

 Reserved FPOER0 0x0000 (*1) P0F～P00 

 Reserved FPOER1 0x0000 (*1) P1F～P10 

 Reserved FPOER2 0x0000 (*1) P2F～P20 

 Reserved FPOER3 0x0000 (*1) P3F～P30 

 Reserved FPOER4 0x0000 (*1) P4F～P40 

 Reserved FPOER5 0x0000 (*1) P5F～P50 

 Reserved FPOER6 0x0000 (*1) P6F～P60 

 Reserved FPOER7 0x0000 (*1) P7F～P70 

 Reserved FPOER8 0x0000 (*1) P8F～P80 

 Reserved FPOER9 0x0000 (*1) P9F～P90 

 Reserved FPOERA 0x0000 (*1) PAF～PA0 

 Reserved FPOERB 0x0000 (*1) PBF～PB0 

 Reserved FPOERC 0x0000 (*1) PCF～PC0 

 Reserved FPOERD 0x0000 (*1) PDF～PD0 

 Reserved FPOERE 0x0000 (*1) PEF～PE0 

 Reserved FPOERF 0x0000 (*1) PFF～PF0 

*1  TYPE3-M0+製品では、属性は R/Wです。その他の製品では、属性はWです。 

レジスタ構成詳細 

bit 31   16 15   0 

Field 予約 FPOERx 

 

レジスタ機能 

[bit31:16] 予約 : 予約ビット 

本ビットからは、"0x0000"が読み出されます。 

書込みの場合には、"0x0000"を設定してください。 

[bit15:0] FPOERx : Fast GPIO出力イネーブルレジスタ x 

I/Oポートの出力を通常の GPIOか Fast GPIOに設定します。 

bit15:0 説明 

読出し時 読出し値は不定です。 

 書込み時 

0 
PDORの値を出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 

1 
FPDORの値を出力します。 

端子が I/O入力, 周辺機能の入出力端子として選択されている場合、設定値は無効です。 
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＜注意事項＞ 

− FPOERxは APBバスに接続されます。 

− FPOERxの"x"記載はワイルドカードです。FPOER0, FPOER1, FPOER2,・・・を示します。 

− Px0や PxFの"x"記載はワイルドカードです。Px0とは、P00や、P10, P20,・・・を、PxFとは、P0F, 

P1F, P2F,・・・を示します。 

− 製品に存在しない端子のビット値への書込みは無効で、読出し値は不定になります。 

− FPOERxレジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

− FPOERxの値に関わらず FPDIRxで入力レベルの読出しは可能です。 

 

TYPE1-M0+製品、TYPE2-M0+製品の場合 

− このレジスタは書込みのみ対応のため、ビットバンドアクセスはできません。 

− FPOERxレジスタはディープスタンバイ遷移リセットで初期化されません。 

 

TYPE3-M0+製品の場合 

− このレジスタは読出し書込みに対応しています。ビットバンドアクセスができます。 

− FPOERxレジスタは I/Oラッチ後、ディープスタンバイ遷移リセットで初期化されます。 
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5. ビットマニピュレーションベースアドレス 

FPDIRx, FPDORx, M_FPDIRx, M_FPDORxへのビットマニピュレーションのためのベースアドレスを示しま

す。 

ベースアドレス一覧 

ビットマニピュレーションのためのベースアドレスを Table 5-1に示します。 

Table 5-1 ベースアドレス一覧 

名称 アドレス  名称 アドレス 

FPDIR0ベースアドレス 0xF801_0000  FPDOR0ベースアドレス  0xF801_4000 

FPDIR1ベースアドレス 0xF801_0400  FPDOR1ベースアドレス 0xF801_4400 

FPDIR2ベースアドレス 0xF801_0800  FPDOR2ベースアドレス 0xF801_4800 

FPDIR3ベースアドレス 0xF801_0C00  FPDOR3ベースアドレス 0xF801_4C00 

FPDIR4ベースアドレス 0xF801_1000  FPDOR4ベースアドレス 0xF801_5000 

FPDIR5ベースアドレス 0xF801_1400  FPDOR5ベースアドレス 0xF801_5400 

FPDIR6ベースアドレス 0xF801_1800  FPDOR6ベースアドレス 0xF801_5800 

FPDIR7ベースアドレス 0xF801_1C00  FPDOR7ベースアドレス 0xF801_5C00 

FPDIR8ベースアドレス 0xF801_2000  FPDOR8ベースアドレス 0xF801_6000 

FPDIR9ベースアドレス 0xF801_2400  FPDOR9ベースアドレス 0xF801_6400 

FPDIRAベースアドレス 0xF801_2800  FPDORAベースアドレス 0xF801_6800 

FPDIRBベースアドレス 0xF801_2C00  FPDORBベースアドレス 0xF801_6C00 

FPDIRCベースアドレス 0xF801_3000  FPDORCベースアドレス 0xF801_7000 

FPDIRDベースアドレス 0xF801_3400  FPDORDベースアドレス 0xF801_7400 

FPDIREベースアドレス 0xF801_3800  FPDOREベースアドレス 0xF801_7800 

FPDIRFベースアドレス 0xF801_3C00  FPDORFベースアドレス 0xF801_7C00 

M_FPDIR0ベースアドレス 0xF801_8000  M_FPDOR0ベースアドレス 0xF801_C000 

M_FPDIR1ベースアドレス 0xF801_8400  M_FPDOR1ベースアドレス 0xF801_C400 

M_FPDIR2ベースアドレス 0xF801_8800  M_FPDOR2ベースアドレス 0xF801_C800 

M_FPDIR3ベースアドレス 0xF801_8C00  M_FPDOR3ベースアドレス 0xF801_CC00 

M_FPDIR4ベースアドレス 0xF801_9000  M_FPDOR4ベースアドレス 0xF801_D000 

M_FPDIR5ベースアドレス 0xF801_9400  M_FPDOR5ベースアドレス 0xF801_D400 

M_FPDIR6ベースアドレス 0xF801_9800  M_FPDOR6ベースアドレス 0xF801_D800 

M_FPDIR7ベースアドレス 0xF801_9C00  M_FPDOR7ベースアドレス 0xF801_DC00 

M_FPDIR8ベースアドレス 0xF801_A000  M_FPDOR8ベースアドレス 0xF801_E000 

M_FPDIR9ベースアドレス 0xF801_A400  M_FPDOR9ベースアドレス 0xF801_E400 

M_FPDIRAベースアドレス 0xF801_A800  M_FPDORAベースアドレス 0xF801_E800 

M_FPDIRBベースアドレス 0xF801_AC00  M_FPDORBベースアドレス 0xF801_EC00 

M_FPDIRCベースアドレス 0xF801_B000  M_FPDORCベースアドレス 0xF801_F000 

M_FPDIRDベースアドレス 0xF801_B400  M_FPDORDベースアドレス 0xF801_F400 

M_FPDIREベースアドレス 0xF801_B800  M_FPDOREベースアドレス 0xF801_F800 

M_FPDIRFベースアドレス 0xF801_BC00  M_FPDORFベースアドレス 0xF801_FC00 
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CHAPTER 11: CRC (Cyclic Redundancy 
Check) 

 

 

CRC 機能について説明します。 

 

1. CRCの概要 

2. CRCの動作説明 

3. CRCのレジスタ 
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1. CRC の概要 

CRC(Cyclic Redundancy Check)は誤り検出方式の一種です。入力データ列を高次の多項式とみなして、あらかじ

め定められた生成多項式(Generator Polynomial)で割ったときの余りが CRCコードです。通常は、データ列の後

ろに CRCコードを付けて送信し、受信データに対して同様に生成多項式で割り算を行い、余りがなければ受信

データが正常に受信できたと判断します。 

CRC の機能 

本モジュールでは、CCITT CRC16と IEEE-802.3 CRC32を計算できます。本モジュールでは生成多項式はこれら

2つの数値に固定されているため、ほかの生成多項式に基づく CRC値の計算はできません。 

− CCITT CRC16生成多項式:   0x1021 

− IEEE-802.3 CRC32生成多項式:  0x04C11DB7 

 

CRC の構成図 

Figure 1-1に CRCの構成図を示します。 

Figure 1-1 CRC の構成図 
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− CRCCR(CRC 制御レジスタ) 

CRC計算の制御を行います。 

− CRCINIT(CRC 初期値レジスタ) 

CRC計算の初期値を設定します。 

− CRCIN(Input Data レジスタ) 

CRC計算の入力データを設定します。 

− CRCR(CRCレジスタ) 

CRC計算の結果を出力します。 

− CRC Calculation 

CRC計算を行う回路です。 
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2. CRC の動作説明 

CRCの動作概要について説明します。 

CRC の定義 

[CCITT CRC16 Standard] 

 生成多項式 0x1021  (CRCCR:CRC32=0) 

 初期値  0xFFFF 

 Final XOR値 0x0000  (CRCCR:FXOR=0) 

 ビットオーダ MSB First  (CRCCR:LSBFST=0) 

 出力ビットオーダ MSB First  (CRCCR:CRCLSF=0) 

 (入出力のバイトオーダは任意に設定可能) 

[IEEE-802.3 CRC32 Ethernet Standard] 

 生成多項式 0x04C11DB7 (CRCCR:CRC32=1) 

 初期値  0xFFFFFFFF 

 Final XOR値 0xFFFFFFFF (CRCCR:FXOR=1) 

 ビットオーダ LSB First  (CRCCR:LSBFST=1) 

 出力ビットオーダ LSB First  (CRCCR:CRCLSF=1) 

 (入出力のバイトオーダは任意に設定可能) 

リセット動作 

リセット時は、初期値レジスタ(CRCINIT)と CRCレジスタ(CRCR)を、0xFFFFFFFFに設定します。そのほかは

"0"クリアです。 

初期化 

初期化ビット(CRCCR:INIT)による初期化では、初期値レジスタ(CRCINIT)の値を CRCレジスタ(CRCR)に 

ロードします。 

バイトオーダとビットオーダ 

バイトオーダとビットオーダの処理方法について、以下に例を用いて説明します。 

次の 1ワードを CRC演算器に入力します。 

133.82.171.1 = 10000101 01010010 10101011 00000001 

バイトオーダをビッグエンディアン(CRCCR:LTLEND=0)とすると、バイト単位の送信順序は以下のようになり

ます。 

10000101 01010010 10101011 00000001 

 (1番目)   (2 番目)   (3 番目)   (4 番目) 

ビットオーダをリトルエンディアン(CRCCR:LSBFST=1)とすると、ビット単位の送信順序は以下のようになりま

す。 

10100001 01001010 11010101 10000000 

(先頭)              (最後) 
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＜注意事項＞ 

− CRCCR:CRCLTE=1 のとき、CRC 結果は、CRC16, CRC32 ともに 32 ビット幅でのバイト並び替えと

なります。 

特に CRC16 のときは、bit31～bit16 の位置に出力されるため、注意してください。 
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2.1 CRC 計算シーケンス 
CRC計算のシーケンスを Figure 2-1に示します。初期値レジスタ(CRCINIT)の設定, CRC16/32 の選択

(CRCCR:CRC32), バイトオーダ・ビットオーダの設定(CRCCR:LTLEND, CRCCR:LSBFST)は、既にされていると

します。 

初期値が 0xFFFFFFFF の場合、初期値レジスタ(CRCINIT)の設定操作は省略可能です。 

 

Figure 2-1 CRC 計算シーケンス 

 

CRC DMA 

 

MCU 

 

 

初期化 

 

 

CRC 読出し 

 

 

データ書込み 

 

 
データ書込み 

 

 
データ書込み 

 

 

開始 

 

 

CRC 計算 

 

 

 

 

− 初期化は、初期値ビット(CRCCR:INIT)への"1"書込みで行ってください。CRCレジスタ(CRCR)に初期値レ

ジスタ(CRCINIT)の値がロードされます。 

 

− 入力データ書込みは、Input Dataレジスタ(CRCIN)への書込みで行ってください。書込み操作により、CRC

計算が開始されます。連続書込みに対応できます。また、異なるビット幅書込みをシーケンス中に混在さ

せることが可能です。 

 

− CRCコード取得は、CRCレジスタ(CRCR)の読込みで行ってください。 
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2.2 CRC 使用例 
Figure 2-2～Figure 2-5に、CRCの使用例を示します。 

使用例 1 CRC16, バイト入力固定 

 

Figure 2-2 使用例 1 (CRC16, バイト入力固定, コアのバイトオーダ : ビッグエンディアン) 

 
//********************************************* 
//  CRC16 (CRC ITU-T) 
//     polynomial:      0x1021 
//     initial value:   0xFFFF 
//     CRCCR.CRC32:     0 //CRC16 
//     CRCCR.LTLEND:    0 //big endian 
//     CRCCR.LSBFST:    0 //MSB First 
//     CRCCR.CRCLTE:    0 //CRC big endian 
//     CRCCR.CRCLSF:    0 //CRC MSB First 
//     CRCCR.FXOR:      0 //CRC Final XOR off 
//********************************************* 
 
// 
// 例1-1 byte単位書込みの場合 
// 
 
// 初期化 
B_WRITE (CRCCR, 0x01); 
 
// data write 0x313233343536373839 
B_WRITE (CRCIN, 0x31); 
B_WRITE (CRCIN, 0x32);  
B_WRITE (CRCIN, 0x33);  
B_WRITE (CRCIN, 0x34);  
B_WRITE (CRCIN, 0x35);  
B_WRITE (CRCIN, 0x36);  
B_WRITE (CRCIN, 0x37);  
B_WRITE (CRCIN, 0x38);  
B_WRITE (CRCIN, 0x39); 
 
// read result  
H_READ (CRCR+2, data);  
 
// check result  
assert (data == 0x29B1);  
 
//  
// 例1-2 CRCチェックの場合  
//  
 
// 初期化 
B_WRITE (CRCCR, 0x01);  
 
// data write 0x313233343536373839 + CRC  
B_WRITE (CRCIN, 0x31);  
B_WRITE (CRCIN, 0x32);  
B_WRITE (CRCIN, 0x33);  
B_WRITE (CRCIN, 0x34);  
B_WRITE (CRCIN, 0x35);  
B_WRITE (CRCIN, 0x36);  
B_WRITE (CRCIN, 0x37);  
B_WRITE (CRCIN, 0x38); 
B_WRITE (CRCIN, 0x39);  
B_WRITE (CRCIN, 0x29); // <-- CRC  
B_WRITE (CRCIN, 0xB1); // <-- CRC  
 
// read result  
H_READ (CRCR+2, data);  
 
// check result  
assert (data == 0x0000); 

 
(以下を想定) 
 
B_WRITE  -- バイト書込み 
H_WRITE  -- ハーフワード書込み 
W_WRITE  -- ワード書込み 
 
B_READ  -- バイト読出し 
H_READ  -- ハーフワード読出し 
W_READ  -- ワード読出し 
 
CRCCR  -- CRC制御レジスタアドレス 
CRCINIT  -- 初期値レジスタアドレス 
CRCIN  -- Input Dataレジスタアドレス 
CRCR  -- CRCレジスタアドレス 

CRC演算器への入力順イメージ 

3 1 

3 2 

3 3 

3 9 

MSB LSB 

 

 

− バイト・ハーフワードの書込み位置は任意です。本使用例では+0の位置に連続して書き込んでいます。 

− CRC16で、CPU, CRC結果のバイトオーダと、CRCR(CRCレジスタ)の出力位置, 読出しアドレスをTable 2-1

に示します。 

 



 CHAPTER 11: CRC (Cyclic Redundancy Check) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 777 

Table 2-1 CPU, CRC 結果のバイトオーダと CRCR の読出しアドレス 

コアのバイトオーダ CRC 結果のバイトオーダ CRCR への出力位置 CRCR H_READ アドレス 

ビッグエンディアン ビッグエンディアン bit15～bit0 CRCR +2 

ビッグエンディアン リトルエンディアン bit31～bit16 CRCR +0 

リトルエンディアン ビッグエンディアン bit15～bit0 CRCR +0 

リトルエンディアン リトルエンディアン bit31～bit16 CRCR +2 
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使用例 2 CRC16, 入力ビット幅異種混在 

 

Figure 2-3 使用例 2 (CRC16, 入力ビット幅異種混在, コアのバイトオーダ : ビッグエンディアン) 

 
//********************************************* 
//  CRC16 (CRC ITU-T) 
//     polynomial:      0x1021 
//     initial value:   0xFFFF 
//     CRCCR.CRC32:     0 //CRC16 
//     CRCCR.LTLEND:    0 //big endian 
//     CRCCR.LSBFST:    0 //MSB First 
//     CRCCR.CRCLTE:    0 //CRC big endian 
//     CRCCR.CRCLSF:    0 //CRC MSB First 
//     CRCCR.FXOR:      0 //CRC Final XOR off 
//********************************************* 
 
// 
// 例2-1 書込みサイズ混載 
// 
 
// 初期化 
B_WRITE (CRCCR, 0x01);  
 
// data write 0x313233343536373839 
W_WRITE (CRCIN, 0x31323334);  
H_WRITE (CRCIN, 0x3536);  
H_WRITE (CRCIN+2, 0x3738);  
B_WRITE (CRCIN+3, 0x39);  
 
// read result  
H_READ (CRCR+2, data);  
 
// check result  
assert (data == 0x29B1);  
 
//  
// 例2-2 CRCチェック 
//  
 
// 初期化 
B_WRITE (CRCCR, 0x01);  
 
// data write 0x313233343536373839 + CRC  
W_WRITE (CRCIN, 0x31313334);  
W_WRITE (CRCIN, 0x35363738);  
H_WRITE (CRCIN, 0x3929);   // <-- CRC(0x29)  
B_WRITE (CRCIN, 0xB1);    // <-- CRC(0xB1)  
 
// read result 
H_READ (CRCR+2, data);  
 
// check result  
assert (data == 0x0000); 

 
(以下を想定) 
 
B_WRITE  -- バイト書込み 
H_WRITE  -- ハーフワード書込み 
W_WRITE  -- ワード書込み 
 
B_READ  -- バイト読出し 
H_READ  -- ハーフワード読出し 
W_READ  -- ワード読出し 
 
CRCCR  -- CRC制御レジスタアドレス 
CRCINIT  -- 初期値レジスタアドレス 
CRCIN  -- Input Dataレジスタアドレス 
CRCR  -- CRCレジスタアドレス 

CRC演算器への入力順イメージ 

MSB LSB 

3 

3 

3 

3 

3 3 3 3 

3 

3 

1 

5 

7 

9 

2 

6 

8 

4 

 

 

− バイトオーダ, ビットオーダを正しく設定し、CRC演算器へのビット入力順が同じであれば、書込み幅は

任意に設定できます。 

例えば、基本をワード書込みとし、最後に 1, 2, 3 バイトの端数が出た場合に、バイト・ハーフワード書込

みが混在するケースに対応できます。 
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使用例 3 CRC32, バイトオーダ : ビッグエンディアン 

 

Figure 2-4 使用例 3 (CRC32, バイトオーダ : ビッグエンディアン) 

 
//**********************************************  
// CRC32 (IEEE-802.3)  
// polynomial:  0x04C11DB7  
// initial value:  0xFFFF_FFFF  
// CRCCR.CRC32  1 // CRC32  
// CRCCR.LTLEND:  0 // big endian  
// CRCCR.LSBFST:  1 // LSB First 
// CRCCR.CRCLTE:  0 // CRC big endian  
// CRCCR.CRCLSF:  1 // CRC LSB First  
// CRCCR.FXOR:  1 // CRC Final XOR on  
//**********************************************  
 
//  
// 例3-1 (CRC32) 
//  
 
// 初期化 
B_WRITE (CRCCR, 0x6B);  
 
// data write 0x313233343536373839  
W_WRITE (CRCIN, 0x31323334);  
W_WRITE (CRCIN, 0x35363738);  
B_WRITE (CRCIN, 0x39);  
 
// read result  
W_READ (CRCR, data);  
 
// check CRC result  
assert (data == 0x2639F4CB); // <- big endian & LSB First 

 
(以下を想定) 
 
B_WRITE  -- バイト書込み 
H_WRITE  -- ハーフワード書込み 
W_WRITE  -- ワード書込み 
 
B_READ  -- バイト読出し 
H_READ  -- ハーフワード読出し 
W_READ  -- ワード読出し 
 
CRCCR  -- CRC制御レジスタアドレス 
CRCINIT  -- 初期値レジスタアドレス 
CRCIN  -- Input Dataレジスタアドレス 
CRCR  -- CRCレジスタアドレス 

CRC演算器への入力順イメージ 

3 3 3 3 3 1 2 4 

3 3 3 7 3 5 6 8 

3 9 

9 6 D 0 2 B 3 C 

2 3 F 4 C 6 9 B 

先頭 

先頭 

CRC result(マクロ内部) 

CRC output(FXOR & 並び替え) 

 

 

− CRC32(IEEE-802.3)のときは、ビットオーダは LSB First です。本 CRC 演算器では、バイトオーダは 

ビックエンディアン, リトルエンディアンのどちらでも対応可能です。Figure 2-4はビッグエンディ 

アンの場合を示しています。 
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使用例 4 CRC32, バイトオーダ : リトルエンディアン 

 

Figure 2-5 使用例 4 (CRC32, バイトオーダ : リトルエンディアン) 

 
//**********************************************  
// CRC32 (IEEE-802.3)  
// polynomial:  0x04C11DB7  
// initial value:  0xFFFF_FFFF  
// CRCCR.CRC32  1 // CRC32  
// CRCCR.LTLEND:  1 // little endian  
// CRCCR.LSBFST:  1 // LSB First 
// CRCCR.CRCLTE:  1 // CRC little endian  
// CRCCR.CRCLSF:  1 // CRC LSB First  
// CRCCR.FXOR:  1 // CRC Final XOR on  
//**********************************************  
 
//  
// 例4-1 (CRC32) 
//  
 
// 初期化 
B_WRITE (CRCCR, 0x7F);  
 
// data write 0x313233343536373839  
W_WRITE (CRCIN, 0x34333231);  
W_WRITE (CRCIN, 0x38373635);  
B_WRITE (CRCIN, 0x39);  
 
// read result  
W_READ (CRCR, data);  
 
// check result  
assert (data == 0xCBF43926); // <- little endian & LSB First 

 
(以下を想定) 
 
B_WRITE  -- バイト書込み 
H_WRITE  -- ハーフワード書込み 
W_WRITE  -- ワード書込み 
 
B_READ  -- バイト読出し 
H_READ  -- ハーフワード読出し 
W_READ  -- ワード読出し 
 
CRCCR  -- CRC制御レジスタアドレス 
CRCINIT  -- 初期値レジスタアドレス 
CRCIN  -- Input Dataレジスタアドレス 
CRCR  -- CRCレジスタアドレス 

CRC演算器への入力順イメージ 

3 3 3 2 3 4 3 1 

3 3 3 6 3 8 7 5 

3 9 

9 6 D 0 2 B 3 C 

C F 3 9 2 B 4 6 

先頭 

先頭 

CRC result(マクロ内部) 

CRC output(FXOR & 並び替え) 

 

 

− CRC32(IEEE-802.3)のときは、ビットオーダは LSB First です。本 CRC 演算器では、バイトオーダは 

ビックエンディアン, リトルエンディアンのどちらでも対応可能です。Figure 2-5はリトルエンディ 

アンの場合を示しています。 
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− CRC結果のビット反転が不要な場合は、以下のどちらかの処理をすることで、現在の結果に対する 

ビット反転を解除できます。 

− 演算開始前に、CRCCR=0x3F (CRCCR:FXOR="0", CRCCR:INIT="1")で初期化を行う。 

− データ入力後に、CRCCR=0x3E (CRCCR:FXOR="0", CRCCR:INIT="0")の設定を行う。 

 

 

3. CRC のレジスタ 

CRCのレジスタ一覧を示します。 

CRC のレジスタ 

Table 3-1 CRC のレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

CRCCR CRC 制御レジスタ 3.1 

CRCINIT 初期値レジスタ 3.2 

CRCIN Input Dataレジスタ 3.3 

CRCR CRC レジスタ 3.4 
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3.1 CRC 制御レジスタ(CRCCR) 
CRC制御レジスタ(CRCCR)は、CRC計算を制御します。 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 FXOR CRCLSF CRCLTE LSBFST LTLEND CRC32 INIT 

属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

[bit7] 予約 : 予約ビット 

読出し値は"0"です。 

本ビットには必ず"0"を書き込んでください。 

 

[bit6] FXOR : Final XOR 制御ビット 

CRC結果を XOR値と XOR して出力します。 

XOR値は 0xFFFFFFFFで、FXOR=1時はビット反転となります。 

CRCレジスタ(CRCR)の後段で処理をするため、本ビット設定後すぐに CRCの結果の読出し値に反映されます。 

bit 説明 

0 なし 

1 あり 

 

[bit5] CRCLSF : CRC 結果ビットオーダ設定ビット 

CRC結果のビットオーダ設定ビットです。 

バイト内のビット並び替えを行います。"0"のときMSB First、"1"のとき LSB Firstになります。 

CRCレジスタ(CRCR)の後段で処理をするため、本ビット設定後すぐに CRCの結果の読出し値に反映されます。 

bit 説明 

0 MSB First 

1 LSB First 

 

[bit4] CRCLTE : CRC 結果バイトオーダ設定ビット 

CRC結果のバイトオーダ設定ビットです。 

ワード内のバイトオーダ並び替えを行います。"0"のときビッグエンディアン、"1"のときリトルエンディ 

アンになります。 

CRCレジスタ(CRCR)の後段で処理をするため、本ビット設定後すぐに CRCの結果の読出し値に反映されます。 

CRC16の場合に本ビットを"1"にすると、CRCレジスタ(CRCR)の D[31:16]に結果が出力されます。 

bit 説明 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 
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[bit3] LSBFST : ビットオーダ設定ビット 

ビットオーダ設定ビットです。 

バイト(8bit)の先頭ビットを指定します。"0"のときMSB First、"1"のとき LSB Firstになります。 

LTLENDビットの設定と組み合わせて、4通りの処理順を指定できます。 

bit 説明 

0 MSB First 

1 LSB First 

 

[bit2] LTLEND : バイトオーダ設定ビット 

バイトオーダ設定ビットです。 

書込み幅でのバイト配置順を指定します。"0"のときビッグエンディアン、"1"のときリトルエンディアンになり

ます。 

bit 説明 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 

 

[bit1] CRC32 : CRC モード選択ビット 

CRC16と CRC32のモード選択ビットです。 

bit 説明 

0 CRC16 

1 CRC32 

 

[bit0] INIT : 初期化ビット 

初期化ビットです。本ビットに"1"を書き込むと、初期化が行われます。本ビットは値を持たず、読出し時は常

に"0"を返します。 

初期化では初期値レジスタ(CRCINIT)の値が、CRCレジスタ(CRCR)にロードされます。 

初期化は、CRC計算の最初に必ず 1度実行してください。 

bit 
説明 

書込み時 読出し時 

0 何もしない 
常に"0"が読み出されます 

1 初期化 
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3.2 初期値レジスタ(CRCINIT) 
初期値レジスタ(CRCINIT)は、CRC計算の初期値を保存します。 

 

bit 31       0 

Field D[31:0] 

属性 R/W 

初期値 0xFFFFFFFF 

 

[bit31:0] D[31:0] : 初期値ビット 

CRC計算の初期値を保存します。 

CRC計算の初期値を本レジスタに書き込んでください。 

(初期値は 0xFFFFFFFF) 

CRC16のときは、D[15:0]を使用し、D[31:16]は無視します。 
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3.3 Input Data レジスタ(CRCIN) 
Input Data レジスタ(CRCIN)へ、CRC計算の入力データを設定してください。 

 

bit 31       0 

Field D[31:0] 

属性 R/W 

初期値 0x00000000 

 

[bit31:0] D[31:0] : Input Data ビット 

CRC計算の入力データを設定します。 

CRC計算の入力データを本レジスタに書き込んでください。ビット幅は 8ビット, 16ビット, 32ビット(バイト, 

ハーフワード, ワード)に対応できます。混在も可能です。 

バイト書込み、ハーフワード書込み時の書込み位置は任意です。取り得るアドレス位置は以下のとおりです。 

− バイト書込み:    +0, +1, +2, +3 

− ハーフワード書込み:   +0, +2 
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3.4 CRC レジスタ(CRCR) 
CRCレジスタ(CRCR)は、CRC計算の結果を出力します。計算開始前に必ず初期化してください。 

 

bit 31       0 

Field D[31:0] 

属性 R 

初期値 0xFFFFFFFF 

 

[bit31:0] D[31:0] : CRC ビット 

CRC計算の結果を読み出せます。初期化ビット(CRCCR:INIT)に"1"を書き込むと、初期値レジスタ(CRCINIT)の

値が本レジスタにロードされます。 

CRC計算の入力データを Input Data レジスタ(CRCIN)に書き込むと、1マシンクロックサイクル経過後に、CRC

計算結果が本レジスタに設定されます。すべての入力データ書込みが完了したとき、本レジスタは最終的な CRC

コードを保持しています。 

CRC16の場合は、バイトオーダがビッグエンディアン(CRCCR.CRCLTE="0")のときは D[15:0]、リトルエンディ

アン(CRCCR.CRCLTE="1")のときは D[31:16]の位置に結果が出力されます。 
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CHAPTER 12: デバッグインタフェース 

 

デバッグインタフェース機能と動作について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. 端子説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9AFDEBUG-J01.0 
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1. 概要 

本ファミリは、デバッグインタフェースとしてシリアルワイヤデバッグポート(SW-DP)を搭載しています。 

SW-DPへ ICE接続することにより、システムデバッグが可能となります。 

また、プログラムフローの変更を記録するマイクロトレースバッファ(MTB)を搭載しています。 

デバッグインタフェースについて説明します。 

SW-DPおよびシステムデバッグについての詳細は、『Cortex-M0+ テクニカルリファレンスマ

ニュアル』を参照してください。 

特長 

SW-DPには 2本の端子が割り当てられています。 

その 2本の端子の初期機能はシリアルワイヤデバッグです。 
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2. 端子説明 

端子について説明します。 

 

2.1 デバッグ端子について 

2.2 端子の初期機能について 

2.3 SW-DP端子の内部プルアップについて 
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2.1 デバッグ端子について 

シリアルワイヤは 2本(SWCLK, SWDIO)の端子が割り当てられます。 

Table 2-1に端子機能一覧表を示します。 

Table 2-1 デバッグモード時の SW-DP端子機能一覧表 

端子 機能 

SWCLK シリアルワイヤ クロック信号 

SWDIO シリアルワイヤ データ入出力信号 
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2.2 端子の初期機能について 

2本の SW-DP端子は、GPIOの機能と兼用しています。 

SW-DP端子の初期機能はデバッグ機能です。 

(注意事項) デバッグ機能の設定についての詳細は『I/Oポート』の章を参照してください。 

Table 2-2に、リセット解除後の初期状態と、PFRレジスタ(PORT機能設定レジスタ)設定によ

り変更できる機能を示します。 

(注意事項) PFRレジスタの詳細は『I/Oポート』の章を参照してください。 

Table 2-2 デバッグ端子の初期機能と機能変更一覧 

 端子 初期状態の端子機能 PFRレジスタの設定による機能変更 

SW-DP端子 
SWCLK SWCLK GPIO 

SWDIO SWDIO GPIO 
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2.3 SW-DP端子の内部プルアップについて 

本ファミリでは、Arm規格で規定されている SW-DP端子のプルアップを内部で行っています。 

また、GPIO内のレジスタの設定によりプルアップ機能の制御がユーザ側から行えます。 

Table 2-3 SW-DP端子の内部プルアップ有効/無効一覧表 

端子 SW-DP端子有効時のプルアップ* 

SWCLK 有効 

SWDIO 有効 

*: リセット時もプルアップは有効です。 
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CHAPTER 13: Micro Trace Buffer Data 
Watchpoint and Trace 

 

MTB_DWT(Micro Trace Buffer Data Watchpoint and Trace )の機能と動作について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. ブロックダイヤグラム 

3. 構成と設定手順例 

4. レジスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9BFRESET-J03.1 



CHAPTER 13: Micro Trace Buffer Data Watchpoint and Trace  

 

 

794 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

1. 概要 

MTB_DWTは Arm Core-sight MTBの TSTARTと TSTOP信号を生成します。MTB_DWTはデータアクセス時

のプロセッサアドレスとデータバスの監視を行い、MTBに記録する最適なアクセスをトリガにして、ウォッ

チポイントの検出をすることが可能です。 

MTB_DWTの特徴 

 アドレスとアドレス+データ設定による記録の開始/停止機能 

 監視データをビット毎にマスク可能 

 リード/ライト、リード、ライト操作の監視機能 

 バイト、ハーフワード、ワードアクセスの監視機能 

 データアクセス監視機能 
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2. ブロックダイヤグラム 

MTB_DWTのブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-1 MTB_DWTのブロックダイヤグラム 

 
 

MTB_DWT

Setting and control registers

CMP_ADDR_START

CMP_DATA_START

CMP_MASK_START

CMP_ADDR_STOP

CMP_DATA_STOP

CMP_MASK_STOP

FCT

Trace Control circuit
TSTART

TSTOP

APB Bus

Cortex M0+ core 

AHB lite
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3. 構成と設定手順例 

構成と設定手順例について説明します。 

3.1 MTB_DWTの構成 

3.2 設定手順例 
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3.1 MTB_DWTの構成 

MTB_DWTの構成について説明します。 

MTB_DWTの構成概要 

MTB_DWTのエンディアンはリトルエンディアンです。バイト/ハーフワードアクセスが有効の時、MTB_DWT

データ比較スタートトレースレジスタ(CMP_DATA_START)とMTB_DWTデータ比較ストップトレースレジ

スタ(CMP_DATA_STOP)の使用されないビットを Table 3-1に示します。 

表中では""はデータが有効、"-"はデータが無効であることを示します。 

CMP_MASK_START/CMP_MASK_STOPの設定により無効データに対応するビットをマスクしてください。 

Table 3-1 AHB-Lite バイトレーン定義 

Access Address phase Corresponding data phase 

 
CMP_ADDRx*1 [1:0] 

CMP_DATAx*2 

[31:24] 

CMP_DATAx*2 

[23:16] 

CMP_DATAx*2 

[15:8] 
CMP_DATAx*2 [7:0] 

Byte 

00 - - -  

01 - -  - 

10 -  - - 

11  - - - 

Half-word 
00 - -   

10   - - 

Word 00     

*1: CMP_ADDRx: CMP_ADDR_START register or CMP_ADDR_STOP register. 

*2: CMP_DATAx: CMP_DATA_START register or CMP_DATA_STOP register. 
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3.2 設定手順例 

MTB_DWTの設定手順例を Figure 3-1に示します。 

Figure 3-1 MTB_DWT設定手順例 

 

 

Determine address comparison or 

address + data comparison to 

generate TSTART

Start

Address + data Address

Write CMP_ADDR_START register

Write CMP_DATA_START register

Write part bits of 

CMP_MASK_START register to “1” 

or all bits set to “0”

Determine monitor data size(byte, 

half-word, word), set FCT:DSTA bit

Determine write(STAEN=0b10) or 

read (STAEN=0b01) operate 

monitor

Write CMP_ADDR_START register

Write all bits of 

CMP_MASK_START register to “1”

Determine write(STAEN=0b10) or 

read (STAEN=0b01) operate 

monitor

Determine address comparison or 

address + data comparison to 

generate TSTOP

Address + data Address

Write CMP_ADDR_STOP register

Write CMP_DATA_STOP register

Write part bits of 

CMP_MASK_STOP register to “1” 

or all bits set to “0”

Determine monitor data size(byte, 

half-word, word), set FCT:DSTP bit

Determine write(STPEN=0b10) or 

read (STPEN=0b01) operate 

monitor

Write CMP_ADDR_STOP register

Write all bits of CMP_MASK_STOP 

register to “1”

Determine write(STPEN=0b10) or 

read (STPEN=0b01) operate 

monitor

End
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4. レジスタ 

MTB_DWTレジスタの構成と機能について説明します。 

レジスタ一覧 

Table 4-1 MTB_DWTレジスタ一覧 

レジスタ略称 レジスタ名 参照先 

CMP_ADDR_START MTB_DWTアドレス比較スタートトレースレジスタ 4.1 

CMP_DATA_START MTB_DWTデータ比較スタートトレースレジスタ 4.2 

CMP_MASK_START MTB_DWTマスクデータ比較スタートトレースレジスタ 4.3 

CMP_ADDR_STOP MTB_DWTアドレス比較ストップトレースレジスタ 4.4 

CMP_DATA_STOP MTB_DWTデータ比較ストップトレースレジスタ 4.5 

CMP_MASK_STOP MTB_DWTマスクデータ比較ストップトレースレジスタ 4.6 

FCT MTB_DWT機能レジスタ 4.7 

PID4 ペリフェラル ID4 レジスタ 

4.8 

PID5 ペリフェラル ID5 レジスタ 

PID6 ペリフェラル ID6 レジスタ 

PID7 ペリフェラル ID7 レジスタ 

PID0 ペリフェラル ID0 レジスタ 

PID1 ペリフェラル ID1 レジスタ 

PID2 ペリフェラル ID2 レジスタ 

PID3 ペリフェラル ID3 レジスタ 

CID0 コンポーネント ID0 レジスタ 

4.9 
CID1 コンポーネント ID1 レジスタ 

CID2 コンポーネント ID2 レジスタ 

CID3 コンポーネント ID3 レジスタ 
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4.1 MTB_DWTアドレス比較スタートトレースレジスタ 

(CMP_ADDR_START) 

MTB_DWTアドレス比較スタートトレースレジスタ(CMP_ADDR_START)はスタートトリガ信号(TSTART)を

生成する参照アドレス値を設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field ADCMP_STA[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field ADCMP_STA[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:0] ADCMP_STA[31:0] : MTB_DWTアドレス比較スタートトレースビット 

MTBスタートトリガ信号を生成するための参照アドレス設定ビットです。 

 

＜注意事項＞ 

− ワードアクセス時には bit[3:0]を 0x0、0x4、0x8、0xCのいずれかに設定してください。 

− ハーフワードアクセス時には bit[1:0]を 0x0、0x2のいずれかに設定してください。 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 
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4.2 MTB_DWTデータ比較スタートトレースレジスタ 

(CMP_DATA_START) 

MTB_DWTデータ比較スタートトレースレジスタ(CMP_DATA_START)はスタートトリガ信号(TSTART)を生

成する参照データ値を設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field DTCMP_STA[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field DTCMP_STA[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:0] DTCMP_STA[31:0] : MTB_DWTデータ比較スタートトレースビット 

MTBスタートトリガ信号を生成するための参照データ設定ビットです。 

すべてのビットが CMP_MASK_STARTレジスタによりマスクされた場合、TSTARTはアドレス比較結果のみ

で決定されます。それ以外では TSTARTは CMP_DATA_STARTレジスタと CMP_ADDR_STARTレジスタの比

較結果で決定されます。 

 

＜注意事項＞ 

− バイト/ハーフワードアクセス時には、CMP_DATA_STARTレジスタの未使用ビットを無視する必要

があるため、Table 3-1に従って CMP_MASK_STARTレジスタを設定してください。 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 
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4.3 MTB_DWTマスクデータ比較スタートトレースレジスタ 

(CMP_MASK_START) 

CMP_MASK_STARTレジスタは CMP_DATA_STARTレジスタの無効ビットを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field MSK_STA[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field MSK_STA[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:0] MSK_STA[31:0] : MTB_DWTマスクデータ比較スタートトレースビット 

CMP_DATA_STARTレジスタのマスクするビットを設定します。 

bit Function 

0 対応するビットをマスクしません。[初期値] 

1 対応するビットをマスクします。 

 

＜注意事項＞ 

− すべてのビットを"1"に設定した場合、CMP_DATA_STARTレジスタ設定と FCTレジスタの DSTAビ

ット設定は無視されます。 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 
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4.4 MTB_DWTアドレス比較ストップトレースレジスタ 

(CMP_ADDR_STOP) 

MTB_DWTアドレス比較ストップトレースレジスタ(CMP_ADDR_STOP)はストップトリガ信号(TSTOP)を生

成する参照アドレス値を設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field ADCMP_STO[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field ADCMP_STO[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:0] ADCMP_STO[31:0] : MTB_DWTアドレス比較ストップトレースビット 

MTBストップトリガ信号を生成するための参照アドレス設定ビットです。 

 

＜注意事項＞ 

− ワードアクセス時には bit[3:0]を 0x0、0x4、0x8、0xCのいずれかに設定してください。 

− ハーフワードアクセス時には bit[1:0]を 0x0、0x2のいずれかに設定してください。 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 
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4.5 MTB_DWTデータ比較ストップトレースレジスタ 

(CMP_DATA_STOP) 

MTB_DWTデータ比較ストップトレースレジスタ(CMP_DATA_STOP)はスタートトリガ信号(TSTOP)を生成

する参照データ値を設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field DTCMP_STO[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field DTCMP_STO[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:0] DTCMP_STO[31:0] : MTB_DWTデータ比較ストップトレースビット 

MTBストップトリガ信号を生成するための参照データ設定ビットです。 

すべてのビットが CMP_MASK_STOPレジスタによりマスクされた場合、TSTOPはアドレス比較結果のみで

決定されます。それ以外では TSTOPは CMP_DATA_STOPレジスタと CMP_ADDR_STOPレジスタの比較結

果で決定されます。 

 

＜注意事項＞ 

− バイト/ハーフワードアクセス時には、CMP_DATA_STOPレジスタの未使用ビットを無視する必要が

あるため、Table 3-1に従って CMP_MASK_STOPレジスタを設定してください。 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 

 



 CHAPTER 13: Micro Trace Buffer Data Watchpoint and Trace 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 805 

4.6 MTB_DWTマスクデータ比較ストップトレースレジスタ 

(CMP_MASK_STOP) 

MTB_DWTマスクデータ比較ストップトレースレジスタ(CMP_MASK_STOP)はMTB_DWTデータ比較ストッ

プトレースレジスタ(CMP_DATA_STOP)の無効ビットを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field MSK_STO[31:16] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field MSK_STO[15:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 

レジスタ機能 

[bit31:0] MSK_STO[31:0] : MTB_DWTマスクデータ比較ストップトレースビット 

CMP_DATA_STOPレジスタのマスクするビットを設定します。 

bit Function 

0 対応するビットをマスクしません。[初期値] 

1 対応するビットをマスクします。 

 

＜注意事項＞ 

− すべてのビットを"1"に設定した場合、CMP_DATA_STOPレジスタ設定と FCTレジスタの DSTPビ

ット設定は無視されます。 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 
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4.7 MTB_DWT 機能レジスタ(FCT) 

MTB_DWT機能レジスタ(FCT)はリード/ライト操作とデータサイズを設定します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field Reserved 

属性 - 

初期値 0x0000 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field Reserved DSTP DSTA STPEN STAEN 

属性 - R/W R/W R/W R/W 

初期値 00000000 00 00 00 00 

 

レジスタ機能 

[bit31:8] 予約 : 予約ビット 

読出しは常に"0 "が読み出されます。 

書き込みは動作に影響しません・ 

 

[bit7:6] DSTP :データサイズストップビット 

MTB機能を停止するためのデータサイズを設定します。 

bit7 bit6 Function 

0 0 Byte [初期値] 

0 1 Half-word 

1 0 Word 

1 1 Reserved. 

 

[bit5:4] DSTA :データサイズスタートビット 

MTB機能を開始するためのデータサイズを設定します。 

bit5 bit4 Function 

0 0 Byte [初期値] 

0 1 Half-word 

1 0 Word 

1 1 Reserved. 
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[bit3:2] STPEN: MTB機能停止許可ビット 

MTB_DWTによるMTB機能停止を許可します。 

bit3 bit2 Function 

0 0 MTB_DWTによるMTB機能停止を無効にします。[初期値] 

0 1 データリード操作によりMTBを停止します 

1 0 データライト操作によりMTBを停止します 

1 1 データリード/ライト操作によりMTBを停止します。 

 

[bit1:0] STAEN: MTB機能開始許可ビット 

MTB_DWTによるMTB機能開始を許可します。 

bit1 bit0 Function 

0 0 MTB_DWTによるMTB機能開始を無効にします。[初期値] 

0 1 データリード操作によりMTBを開始します 

1 0 データライト操作によりMTBを開始します 

1 1 データリード/ライト操作によりMTBを開始します。 

 

＜注意事項＞ 

− 本レジスタは PRESET0でクリアされます。PRESET0が発生した場合、本レジスタを再設定してく

ださい。 
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4.8 ペリフェラル ID0-7レジスタ(PID0-7) 

ペリフェラル IDレジスタ(PID0-7)はペリフェラル IDを示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field PERID[31:16] 

属性 R 

初期値 0xXXXX 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field PERID[15:0] 

属性 R 

初期値 0xXXXX 

レジスタ機能 

[bit31:0] PERID[31:0] : ペリフェラル IDビット 

オートディスカバリープロセス中にデバッグエージェントにより、固定値が読出しされます。 

bit Function 

When Read 

固定値が読出しされます。 

PID0: 0x00000016 

PID1: 0x00000048 

PID2: 0x00000008 

PID3-7: 0x00000000 

When Write 動作に影響しません。 
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4.9 コンポーネント ID0-3レジスタ(CID0-3) 

コンポーネント IDレジスタ(CID0-3)はコンポーネント IDを示します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field CPNTID[31:16] 

属性 R 

初期値 0xXXXX 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CPNTID[15:0] 

属性 R 

初期値 0xXXXX 

レジスタ機能 

[bit31:0] CPNTID[31:0] : コンポーネント IDビット 

オートディスカバリープロセス中にデバッグエージェントにより、固定値が読出しされます。 

bit Function 

When Read 

固定値が読出しされます。 

CID0: 0x0000000D 

CID1: 0x00000090 

CID2: 0x00000005 

CID3: 0x000000B1 

When Write 動作に影響しません。 
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CHAPTER 14: フラッシュメモリ 

 

フラッシュメモリに関しては、ご使用する製品の「フラッシュプログ

ラミングマニュアル」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9xFLASHTOP-J01.0 
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CHAPTER 15: ユニーク ID レジスタ 

 

ユニーク ID レジスタ機能と動作について説明します。 

 

 

1. 概要 

2. レジスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9BFUNIQID-J01.1 
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1. 概要 

本機能の概要について説明します。 

 

ユニーク IDレジスタには 41ビットのデバイス固有の値があらかじめ設定されています。 

この値はすべてのデバイスで異なるため、これを利用してセキュリティ強化, 製品シリアルナンバーなどさま

ざまな用途に使用することが可能です。 

本レジスタはリードオンリーレジスタであり、ユーザが書き込むことはできません。またリセットや電源オ

ン・オフによっても値は変化しません。 

 

2. レジスタ 

レジスタの構成と機能について説明します。 

 

レジスタ一覧 

略称 レジスタ名 参照先 

UIDR0 ユニーク IDレジスタ 0 2.1 

UIDR1 ユニーク IDレジスタ 1 2.2 
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2.1 ユニーク ID レジスタ 0 (UIDR0) 

ユニーク IDレジスタ 0について説明します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field UID[27:20] 

属性 R 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field UID[19:12] 

属性 R 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field UID[11:4] 

属性 R 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field UID[3:0] 予約 

属性 R - 

 

レジスタ機能 

[bit31:4] UID[27:0] : Unique ID 27~0 

ユニーク IDのビット 27～0です。 

 

[bit3:0] 予約 : 予約ビット 

予約ビットです。読出し値は意味を持ちません。 
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2.2 ユニーク ID レジスタ 1 (UIDR1) 

ユニーク IDレジスタ 1について説明します。 

レジスタ構成 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 

属性 - 

 

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field 予約 

属性 - 

 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 UID[40:36] 

属性 - R 

 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field UID[35:28] 

属性 R 

 

レジスタ機能 

[bit31:13] 予約 : 予約ビット 

予約ビットです。読出し値は意味を持ちません。 

 

[bit12:0] UID[40:28] : Unique ID 40~28 

ユニーク IDのビット 40～28です。 
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CHAPTER 16: DSTC 

 

DSTC(Descriptor System data Transfer Controller)について説明します。 

 

1. DSTCの概要 

2. DSTCの動作概要とシステム構成 

3. DSTCの機能と動作 

4. DSTCの動作例と制御例 

5. DSTCのレジスタおよびディスクリプタ 
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1. DSTCの概要 

DSTC(Descriptor System data Transfer Controller)の概要について説明します。 

概要 

DSTC(Descriptor System data Transfer Controller)は、DMACと同様に CPUを介さずにデータを高速に転送するこ

とが可能な機能ブロックです。Descriptor(以降 DESと略します。) システム方式を採用しており、あらかじめメ

モリ上に構築された DESの指定内容に従って、メモリ・Peripheral デバイスに直接アクセスを行い、データ転送

動作を実行します。 

1個の転送制御内容(転送基本設定, 転送回数, 転送元アドレス, 転送先アドレス)を 1個の DESにより指定しま

す。複数の DESを独立に定義でき、最大 1024個の転送チャネルを構築できます。 

転送の起動は、CPUからの直接起動(ソフトウェア起動), Peripheral デバイスからの割込み信号による起動 

(ハードウェア起動), Chain起動機能をサポートしています。 

Chain起動機能は、現在実行している DES の転送を実施後、後続 DES の転送を起動する、または同じ DESの転

送を再起動する機能のことです。DESの指定により、Chain起動の実施有無を選択できます。この Chain起動機

能により、複数の DESに指定した別種類の転送を、先頭 DESへの 1 回の起動指示(ソフトウェア起動指示、ま

たはハードウェア起動指示）でまとめて一括実行すること、および 1つの DESに指定した転送を分割して実行

することが可能です。 

転送アドレス、転送回数カウンタにはリロード機能（転送中に転送開始時の値に戻す InnerReload 機能、転送終

了時に転送開始時の値に戻す OuterReload機能）があり、同じ転送動作を繰り返し実施する場合の制御が容易に

行えます。 

転送動作の正常終了、異常終了を割込みとして、CPU に通知することが可能です。 

スタンバイ・モード(低消費電力モード)時に内部クロックの停止制御が可能です。 

DSTCは、CPUと別の専用バスを持ち、CPUバスアクセス時に転送動作が可能な構成です。 

システムバス(AHB)に準拠した構成で、32ビットのアドレス空間(4Gバイト)に対応しています。 

 

DSTCのハードウェア転送の対応チャネル数について 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、256チャネル対応となっている場合、チャネル 0から 

チャネル 255 のすべてのハードウェア転送チャネルを使用することができます。DSTCが、128チャネル対応と

なっている場合、チャネル 128からチャネル 255を使用することはできません。また、64チャネル対応となっ

ている場合、チャネル 64からチャネル 255を使用することはできません。 
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2. DSTCの動作概要とシステム構成 

DSTCの動作概要とシステム構成について説明します。 

2.1 DSTCの動作概要 

DESシステム 

DSTCは、あらかじめメモリ上に CPUにより構築された DESの内容に従って、転送動作を実行します。 

1個の DESは、Table 2-1に示すように、DES0～DES6の 7種類から構成されています。それぞれの領域に、転

送基本設定, 転送回数, 送元アドレス, 転送先アドレスの指定を行います。(各 DESのビット配置などの詳細情

報は、「5 DSTCのレジスタおよびディスクリプタ」を参照してください。) これらを 1組にして、メモリ領域に

格納します。DES0～DES6のサイズはそれぞれ 32bit (1word)です。DES4～DES6はオプションであり、転送内容

により、指定が不要な場合があります。 

Table 2-1 DESの種類と指定内容 

格納アドレス 名称 内容 

DESP+0x00 (固定) DES0 転送の基本設定を行います。 

DESP+0x04 (固定) DES1 転送回数の設定を行います。 

DESP+0x08 (固定) DES2 転送開始する転送元アドレス(SA)設定を行います。 

DESP+0x0c (固定) DES3 転送開始する転送先アドレス(DA)の設定を行います。 

DESP+0x10~ (可変) 

DES4 DES1 を転送終了時 OuterReload する場合に設定します。 

DES5 DES2 を転送終了時 OuterReload する場合に設定します。 

DES6 DES3 を転送終了時 OuterReload する場合に設定します。 

 

Figure 2-1に DSTCの DESシステム方式の構成を示します。DSTCを使用する際は、メモリ上に DESを格納す

る領域を確保します。DSTC は DESの参照と更新を行うため、この領域はリード・ライトできるメモリ領域を

選択する必要があります。その領域の先頭アドレスを DSTC内部の DESTP (DES-Top-address)レジスタに設定

(Figure 2-1の 1.)します。DESTPから 4096word (16Kbyte)の領域に DESを複数個配置することができ、最大 1024

個設定することができます。DSTCは、各 DESを DESTP からそれぞれの DES0領域への相対アドレス値(DESP：

DES-pointer)によって識別します。 

転送起動 

DESに転送情報を格納(Figure 2-1の 2.)後、以下の 3種類の起動指示方法により DSTCの転送を開始することが

できます。 

− ソフトウェア起動 (SW起動) 

ソフトウェア起動は、CPU から直接 DSTCの転送を開始させる起動方法です。DSTC内部の

SWTR(Software Trigger)レジスタに、使用する DES の DESPの書込み、転送を起動します。(Figure 2-1

の 3.) 

以下、ソフトウェア起動を SW起動と記載します。また、SW起動により開始される転送動作を SW転

送と記載します。 

− ハードウェア起動 (HW起動) 

ハードウェア起動は、Peripheralからの割込み信号を転送要求信号として、DSTC の転送を開始させる起

動方法です。各 Peripheral からの転送要求がアサートされた時(Figure 2-1の 4.)に、CPUを介さずに転送

が起動します。この転送に使用する DES の DESPは、DSTC内部の HWDESP[n](Hardware DESP)レジス

タにあらかじめ書き込んでおきます。 

以下、ハードウェア起動を HW起動と記載します。また、HW起動により開始される転送動作を HW転

送と記載します。 
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− Chain起動 

Chain起動は、DESの中に起動指示を行う転送の起動方法です。DSTC は、DESの転送実施後、その DES

に Chain起動指示がある場合、後続 DES（または同じ DES）の転送を開始します。参照している DES

の DESPから Chain起動する DES の DESPを自動で算出します。 

以降の説明文章中、起動指示(Start Trigger)と記載がある場合、上記の SW起動, HW起動, Chain 起動の 3種類の

起動指示を指します。 

 

Figure 2-1 DESシステム方式構成 

Source address area

Destination address area

DES2

DES3

DES0

DES1

DES5 ( option )

DES6 ( option )

DES4 ( option )

DSTC

Memory 

DESTP 

DESP

Transfer engine

CPU

7.Write transfer data   

5.Read DES

8.Write back DES

9.DES close

6.Read transfer data

4. Assert DREQ[n] signal.

(HW[n] transfer start trigger  

Peripheral device

2. Initialize DES area

1. Write DESTP, HW-DESP[n]

3. Write DESP to SWTR reg.

   (SW transfer start trigger) 10.End Report

Read Skip Registers

Control Registers

 

 

転送動作 

DSTCは、上記の起動指示により、DESTP＋DESPに存在する DESを参照(Figure 2-1の 5.)します。DSTCは参照

したDESの内容チェック(DESオープンチェック)を行い、指定に問題がない場合に転送を実行(Figure 2-1の6., 7.)

します。また Chain起動指示がある場合はその転送を行います。 

1回の起動指示により実施される転送回数は、DES内の指定, Chain 起動指定により異なります。DESに指定さ

れた転送は、1回の起動指示ではすべてが終了しない場合があります。その場合、DSTC は、各 DESに、転送

残量数と更新した転送アドレスの情報をライトバック(Figure 2-1の 8.)します。DSTC は、次の起動指示を待機し、

再起動指示時に、転送の続きを継続実行します。 

 

転送終了 

所定回数の起動指示により、DESに指定したすべての転送が終了すると、DSTCは、DESのクローズ処理(Figure 

2-1の 9.)を行います。DES の指定により DESのクローズ処理を行わないようにすることもできます。DSTCが

起動指示待ちになった場合、転送正常終了した場合、また、転送が異常終了した状態を割込みにより CPUに通

知させることができます。(Figure 2-1の 10.) 
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2.2 DSTCシステム構成 
Figure 2-2に DSTCとシステム構成のブロックダイヤグラムを示します。 

Figure 2-2 DSTCとシステム構成のブロックダイヤグラム 
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システムとの接続 

Figure 2-2のシステム構成図は説明のために簡略化されています。詳細は『システム概要』の章を参照してくだ

さい。DSTCはシステムバスを経由して CPU, Flash, RAM, Peripheral と接続されています。CPUバスとは独立し

た専用バスを持っており、CPUバスアクセス時に転送動作が可能な構成になっています。各チャネルの転送先

アドレス, 転送元アドレスの指定により、システム上の任意のアドレス領域にアクセスし、メモリおよび

Peripheral 間のデータ転送を行います。一部 DSTCからはアクセスできない領域があります。メモリマップにて

確認してください。 

 

DREQENBレジスタ設定、DREQ[n]信号と HWINT[n]信号の接続 

DSTCは、最大 256個のハードウェア転送要求信号の入力に対応しています。DSTCのハードウェア転送に対応

している Peripheral からの割込み信号は、DSTC 接続されています。DSTC は、Peripheral からの割込み信号を、

DMA転送要求信号(DREQ[255:0])とし使用し、転送動作を開始することができます。ハードウェア転送に対応し

ていない Peripheral からの割込み信号では、DSTCの DMA転送を開始することはできません。複数のチャネル

および複数の割込み要因を持つ Peripheralの場合、DMA 転送に対応している割込み、対応していない割込みが

存在するため、注意してください。 

DSTCの内部レジスタ DREQENB[255:0]の設定により、Peripheral からのハードウェア転送要求が有効・無効に

なるかが決定されます。256ビットの内、どの番号ビットが、どの Peripheral の割込み信号に対応しているかは、

DSTCを搭載している製品の仕様により一意に決定されます。『割込み』の章を参照してください。 

DSTCの DMA 転送を使用する Peripheral には、割込み信号と DSTCへの転送要求信号が兼用されているタイプ

（以下 Combined型と表記）と、割込み信号と DSTCへの転送要求信号が分かれているタイプ（以下 Separated

型と表記）の 2つがあります。DREQENB[255:0]レジスタの設定値と図中のセレクタ（SEL2,SEL3）部分で、以

下のような切換えが行われます。 

 

 Combined型の Peripheral の場合： 

DREQENB[n]=0のとき： 

Peripheral からの割込み信号は、NVICに入力され、割込みの通知を行います。 

Peripheral からの割込み信号を、DSTC は無視します。 

DSTCからの HW転送終了割込み（HWINT[n]）信号は、NVICに入力されません。HWINT[n]信号は、

DREQ[n]によって起動されたHW転送が終了したことを、DSTCからCPUに通知する割り込み信号です。 

DREQENB[n]=1のとき：  

Peripheral からの割込み信号は、NVICに入力されません。 

Peripheral からの割込み信号を、DSTCは転送要求信号として使用します。DSTC はこの信号によって転

送動作を開始します。 

DSTCからの HWINT[n]信号が、Periperal からの割込み信号の代わりに、NVICに入力されます。 

このタイプの場合、図のように、Peripheral からの割込みと、DSTCの転送終了割込み（HWINT[n]）が、NVIC

の入力ポートを兼用しています。このため、NVICの割込み処理は、同じ割込みベクタに Jumpします。

DREQENB[n]の値により、どちらの割込み処理を行うかを選択する必要があります。 
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 Separated型の Peripheralの場合： 

DREQENB[n]=0のとき 

Peripheral からの割込み信号は、NVICに入力され、割込みの通知を行います。 

Peripheral からの割込み信号は、DSTC には入力されません。 

Peripheral からの転送要求信号は、NVICには入力されません。 

Peripheral からの転送要求信号を、DSTCは無視します。  

DSTCからの HWINT[n]信号は、NVICに入力されます。（HW転送終了割込みは発生しません。） 

DREQENB[n]=1のとき： 

Peripheral からの割込み信号は、NVICに入力され、割込みの通知を行います。 

Peripheral からの割込み信号は、DSTC には入力されません。 

Peripheral からの転送要求信号は、NVICには入力されません。 

Peripheral からの転送要求信号により、DSTCは、転送動作を起動します。 

DSTCからの HWINT[n]信号は、NVICに入力され、HW転送終了割込み通知を行います。 

このタイプの場合、図のように、Peripheral からの割込みと、DSTC の HW転送終了割込み（HWINT[n]）は、

NVICの別々の入力ポートに入力されます。Combined型のように、同じ割込みベクタには Jumpしません。 

 

Peripheral がどちらのタイプに属するかは、『割込み』の章の割込み一覧と DSTCに入力される割込み信号一覧を

参照してください。 

 

ハードウェア転送要求クリア信号の接続 

ハードウェア転送に対応している Peripheral の内、転送完了後、転送要求信号(割込み信号)のクリアが必要な

Peripheral があります。Figure 2-2に記載はありませんが、DREQENB[255:0]レジスタにて選択を行った場合、こ

れらの Peripheral に対して、DSTCから転送要求信号のクリア処理がなされます。 

 

ハードウェア転送停止要求信号の接続 

マルチファンクションシリアルユニット(以下MFSと略)は、DMA転送停止要求信号が出力されます。Figure 2-2

に記載がありませんが、これらのMFSの転送停止要求信号が、アサートされた場合、DSTC の該当する転送要

求信号はマスクされます。この場合、DSTCは転送要求待ちの状態で、転送処理を行わなくなります。 

MFSから転送停止要求信号がアサートされる条件は以下の通りです。 

− 受信割込み許可中(SCR:RIE=”1”)に受信エラーが発生(PEビット、FREビットまたは OREビットが"1") 

− チップセレクトエラー割込み許可中(SACSR:CSEIE="1")にチップセレクトエラー発生(CSEビットが"1") 

MFSからの DMA転送停止要求信号は、割込みとして NVICに通知されます。この割込みにより CPU から DSTC

の転送処理を終了させてください。『割込み』の章を参照してください。 

 

 

DSTCからの割込み信号 

ソフトウェア起動により開始された転送の転送終了割込みは、SWINT により NVIC に通知されます。また、転

送エラーが発生した場合のエラー割込みは、ERINTにより、NVICに通知されます。 
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3. DSTCの機能と動作 

DSTCの動作について説明します。 

 

3.1. DESの設定 

3.2. DSTCの制御機能 

3.3. DSTC動作フロー 
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3.1 DESの設定 
DESの設定内容と DSTC動作の説明を行います。 

 

3.1.1  転送データ量の設定 

TW, IRM, IIN, ORM 

DSTCは、1回の転送で DES0.TWに指定されたデータ幅の転送を行います。DSTC内部に転送回数のカウンタ

があります。このカウンタは、外ループカウンタと、内ループカウンタの 2重ループ構成になっています。

DES1.ORM (Outer loop Remain)は、外ループカウンタの転送残量回数、DES1.IRM (Inner loop Remain)は、内ルー

プカウンタの転送残量回数です。DES1.IIN (Inner loop initial)は、内ループカウンタの初期値を指定します。 

転送開始時、TW, IRM, IIN, ORMを指定して、転送データ幅と転送回数を指定します。1個の DES で、合計、

TW×IIN×ORMのデータ転送を実行します。 

Table 3-1に、転送モード, 転送データ幅, 転送回数の指定方法を示します。 

Table 3-1 転送モード, 転送データ幅, 転送回数の指定 

領域名 名称 内容 

DES0 

MODE 

転送モードを選択します。 

0：転送モード 0を選択します。 

1：転送モード 1を選択します。 

TW[1:0] 

1 回の転送のデータ幅を指定します。 

00：8bit(byte) 

01：16bit(Half word) 

10：32bit(Word) 

DES1 

IIN 転送回数カウンタの内ループカウンタの初期値を指定します。 

IRM 転送回数カウンタの内ループカウンタの残量値を指定します。 

ORM 転送回数カウンタの外ループカウンタの残量値を指定します。 

 

MODE 

MODE=0を指定すると、モード 0の転送を行います。このモードは、1回の起動指示で、TWで指定されたビッ

ト幅のデータ転送を、IIN回数連続して行います。IIN回の転送後、Chain起動を行うか、次の起動指示待ち状態

のいずれかになります。DSTCに対し、ORM回の起動指示が発生すると、DESに指定された IIN×ORM回の転

送を終了します。 

MODE=1を指定すると、モード 1の転送を行います。このモードは、1回の起動指示で、TWで指定されたビッ

ト幅のデータ転送を、1回行います。1回の転送後、Chain起動を行うか、次の起動指示待ち状態のいずれかに

なります。DSTCに対し、IIN×ORM回数の起動指示が発生すると、DESに指定された IIN×ORM 回の転送を

終了します。 

SW転送の場合、モード 0,1のいずれも使用できます。HW転送の場合、転送要求を発生させる Peripheral の種

別により、モード 0と 1を選択する必要があります。データ転送ごとに DSTCとのハンド 

シェイクが必要な Peripheralからの転送要求で HW起動する場合は、モード 1を使用します。MFS (マルチファ

ンクションシリアル), ADC, USBなどのデータ転送は、Peripheral 内の FIFOに対しデータ転送を行うため、モー

ド 1で使用する必要があります。タイマ, 外部割込みなど、転送起動タイミングを DSTC に通知する Peripheral

からの転送要求の場合は、モード 0,1いずれも使用できます。 

モード 0の場合、ORMと IINの指定を行います。ORM、IINは、いずれも 1～65536の範囲の値が指定できます。

IRMの指定は不要です。DSTC内部で、IINの値を IRM にコピーして使用します。 

モード 1の場合、ORM,IIN,IRMの指定を行います。ORMは、1～65536の範囲の値が指定できます。IINは、1

～256の範囲の値が指定できます。IRMは IINと同じ値を指定します。 
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3.1.2 転送アドレスの設定 

SA, DA, SAC[2:0], DAC[2:0] 

転送元領域の開始アドレス(SA)を DES2に、転送先領域の開始アドレス(DA)を DES3にそれぞれ設定します。各

転送アドレスは、指定したデータ幅(TW)にアラインされている必要があります。DSTCは、 

アンアラインド転送を行うことはできません。 

転送動作中の転送アドレス更新方法を、DES0.SAC[2:0]、DES0.DAC[2:0]に指定します。転送アドレスの更新方

法は、SA と DAを独立して指定することができます。Table 3-2に転送アドレス関連の指定方法を示します。 

Table 3-2 転送アドレスの指定 

領域名 bit 内容 

DES0 
SAC[2:0] 

DAC[2:0] 

転送中、転送アドレス(SAと DA)の更新方法をそれぞれ選択します。 

000：転送ごとに TW×1 インクリメントします。InnerReload 無。 

001：転送ごとに TW×1 インクリメントします。InnerReload 有。 

010：転送ごとに TW×2 インクリメントします。InnerReload 無。 

011：転送ごとに TW×2 インクリメントします。InnerReload 有。 

100：転送ごとに TW×4 インクリメントします。InnerReload 無。 

101：転送中、アドレスを固定します。 

110：転送ごとに TW×1 デクリメントします。InnerReload 無。 

111：転送ごとに TW×1 デクリメントします。InnerReload 有。 

DES2 SA[31:0] 転送元領域の開始アドレスを指定します。 

DES3 DA[31:0] 転送先領域の開始アドレスを指定します。 

 

転送回数カウンタと転送アドレスの更新動作 

Figure 3-1に、外ループ転送回数 3, 内ループ転送回数 4, 転送アドレスにインクリメントを指定した場合の転送

回数カウンタと転送アドレスの更新動作例を示します。Figure 3-1 の横軸は時間軸で、転送の進行を示します。 

Figure 3-1の上段は、転送回数カウンタの動作を示します。内ループカウンタの残量値(IRM)は、1回の転送ごと

にダウンカウントします。内ループカウンタの初期値(IIN)に指定された回数の転送を行うと、IRMは、IINの値

をリロードします。外ループカウンタ残量値(ORM)は、内ループカウンタのリロードのタイミングでダウンカ

ウントします。この 2重ループカウンタにて転送回数をカウントします。 

転送アドレス(SA/DA)は、転送中、IRMがリロードする際に、転送開始時の値に戻す動作(InnerReload)の有無を

選択することができます。 

Figure 3-1の中段は、インクリメント, InnerReloadあり指定の場合の転送アドレスの更新動作を示します。転送

開始後、転送アドレスがインクリメントし、IRMのリロードタイミングで、転送開始時の値に戻ります。 

Figure 3-1の下段は、インクリメント, InnerReloadなし指定の場合の転送アドレスの更新動作を示します。転送

アドレスは、IRMのリロードタイミングで、インクリメント更新を継続します。 

Figure 3-1には、OuterReloadの動作内容についても併せて記載しています。OtuterReload の節を参照してくださ

い。 

 

 

 

Figure 3-1 転送回数カウンタと転送アドレスの更新動作 
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Behavior of the transfer address count
( increment with InnerReload )

Outer loop counter remain value (ORM)

Inner loop counter remain value (IRM)

Behavior of the transfer address count
( increment without InnerReload )

4 4 4

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

Inner loop counter initial value (IIN)

3 2 1

Address OuterReload
(ORL[1]=1,
 ORL[2]=1)

Initial value in DES

3

4

4

Start of transfer
Updated value from DSTC

(3)

(4)

(4)

Counter OuterReload
  (ORL[0]=1)

End of transfer

 

 

 

ストライド転送動作 

SAC[2:0], DAC[2:0]に TW×2 インクリメント、TW×4インクリメントの設定を行った場合、それぞれ転送ごと

に、転送アドレスが TW×2, TW×4ずつインクリメントするストライド転送を実施します。Figure 3-2は、

SAC=000(TW×1インクリメント)、DAC=010(TW×2インクリメント)の転送を実施した例を示しています。Chain

転送と組み合わせることにより、メモリ・データの並べ替えなどが容易にできるように構成されています。「4.3. 

転送動作例 3」を参照してください。 

 

Figure 3-2 ストライド転送 
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3.1.3 OuterReloadの設定 

ORL[2:0] 

Table 3-3に、転送回数カウンタ, 転送アドレスの OuterReload 指定方法を示します。 

DES1の転送回数カウンタ(ORM/IRM/IIN)、DES2の転送元アドレス(SA)、DES3の転送先アドレス(DA)は、Figure 

3-1に示したように、それぞれ IIN×ORM 回の転送を終了後に、次回の転送のために、転送開始時の値に戻す動

作(OuterReload)を選択することができます。 

あらかじめ、転送開始前に DES4,5,6に DES1,2,3 と同じ値を設定しておきます。IIN×ORM 回の転送を終了後、

DES1,2,3に DES4,5,6の値がコピーされ、転送開始前の値に戻ります。同じ内容で次回の転送を繰り返す場合に、

CPUから DES の再構築を省略することができます。 

Table 3-3 OuterReloadの指定 

領域名 bit 内容 

DES0 

ORL[0] 

転送回数カウンタ(DES1)の OuterReload 有無を選択します。 

0：DES1 の OuterReload を行いません。DES4 領域不要 

1：DES1 の OuterReload を行います。DES4 領域必要 

ORL[1] 

転送元アドレス(DES2)の OuterReload 有無を選択します。 

0：DES2 の OuterReload を行いません。DES5 領域不要 

1：DES2 の OuterReload を行います。DES5 領域必要 

ORL[2] 

転送先アドレス(DES3)の OuterReload 有無を選択します。 

0：DES3 の OuterReload を行いません。DES6 領域不要 

1：DES3 の OuterReload を行います。DES6 領域必要 

 

OuterReload指定時の DESサイズ 

DES0～DES3 は、常に必要な領域です。DES4～DES6は、OuterReload あり指定の場合にのみ必要になる領域で

す。DESのサイズと DES4-6 のアドレスは、ORL[2:0]の値に従って、Table 3-4のように一意に決定されます。

ORL[2:0]の値により、DES4～DES6は DESPからの相対アドレスが異なります。不要な部分は存在しないと見な

されます。 

Table 3-4 OuterReload指定時の DESサイズと DES4～DES6の格納位置 

ORL[2:0] 
DES-SIZE 

(word) 
DES4-address DES5-address DES6-address 

000 4 DES4 無 DES5 無 DES6 無 

001 5 DESP+0x10 DES5 無 DES6 無 

010 5 DES4 無 DESP+0x10 DES6 無 

100 5 DES4 無 DES5 無 DESP+0x10 

011 6 DESP+0x10 DESP+0x14 DES6 無 

101 6 DESP+0x10 DES5 無 DESP+0x14 

110 6 DES4 無 DESP+0x10 DESP+0x14 

111 7 DESP+0x10 DESP+0x14 DESP+0x18 

 

転送終了後の DESの値 

OuterReload 機能を使用しない場合、DES 領域を節約することができます。転送アドレスに InnerReload あり指

定時は、転送アドレスは転送開始時の値が格納されるため、OuterReloadの指定は不要です。OuterReload/ 

InnerReload のいずれも指定しない場合、設定によっては、DESに転送開始時とは異なる値が格納されている場

合があります。この場合、DES の値をそのまま利用して再度転送を開始することはできないため、CPUから DES

の再構築を行う必要があります。以下に、転送終了後の DES領域の値がどのような値に更新されるかを記載し

ます。 
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DES0の転送終了後の値は、DV[1:0], ST[1:0]を除き、転送開始時の値と同じ値です。また、DES4, DES5, DES6

の転送終了後の値は、転送開始時の値と同じ値です。 

DES1(転送回数カウンタ)の転送終了後の値は、転送開始時のMODE, ORL[0]の値に従い、Table 3-5のように更

新されます。表中の Xはその値が影響しないことを示します。 

IINの値は、転送開始時と同じ値が保持されます。ORL[0]=0の場合、転送開始時、ORM, IRMがどのような値

であっても、転送終了時、ORMの値は、0x0001に、IRM の値は 0x01に更新されます。従って、転送開始時に、

ORM≠0x0001 または IRM≠0x01の場合、ORM, IRMの転送終了時の値は、転送開始時の値と異なる値です。こ

のため、再度転送開始時には、ORMと IRMを CPUから必要な値に書き換える DES の再構築が必要です。Table 

3-5では、DES1の再構築が必要になる条件を併せて示しています。 

Table 3-5 転送開始・終了時の DES1の値と DES1再構築の要否 

転送開始時の DES0/DES1の値 転送終了後の DES1の値 
DES1の再構築要否 

MODE ORL[0] ORM IIN IRM ORM IIN IRM 

0 0 
0x0001 X － 

0x0001 保持 

－ 
不要 

0x0001 以外 X － 必要 

1 0 

0x0001 0x01 IINと同値 

0x01 

不要 

X 0x01以外 IINと同値 必要 

0x0001 以外 X IINと同値 必要 

0 1 
X X 

－ 
DES4 の値がコピーされます。 

不要 

1 1 IINと同値 不要 

DES2(転送元アドレス)の転送終了後の値は、転送開始時の DES0 のMODE, SAC[2:0], ORL[1]に従い、Table 3-6

のように更新されます。表中の Xはその値が影響しないことを示します。DES2の転送終了後の値が転送開始時

の値と異なる場合、再度転送開始には、DES2の再構築が必要です。 

Table 3-6 転送終了時の DES2の値 

転送開始時の DES0の値 
転送終了後の DES2の値 DES2の再構築要否 

MODE SAC[2:0] ORL[1] 

0 xx0 0 最終 Outer loop開始時の転送元アドレス 必要 

0 xx1 0 転送開始時の値 不要 

1 xx0 0 最終転送の転送元アドレス 必要 

1 xx1 0 転送開始時の値 不要 

X X 1 DES5 の値がコピーされます。 不要 

DES3(転送先アドレス)の転送終了後の値は、転送開始時の DES0 のMODE, DAC[2:0], ORL[2]に従い、Table 3-7

のように更新されます。表中の Xはその値が影響しないことを示します。DES3の転送終了後の値が転送開始時

の値と異なる場合、再度転送開始には、DES3の再構築が必要です。 

Table 3-7 転送終了時の DES3の値 

転送開始時の DES0の値 
転送終了後の DES3の値 

DES3の再構築 

要否 MODE DAC[2:0] ORL[2] 

0 xx0 0 最終 Outer loop開始時の転送先アドレス 必要 

0 xx1 0 転送開始時の値 不要 

1 xx0 0 最終転送の転送先アドレス 必要 

1 xx1 0 転送開始時の値 不要 

X X 1 DES6 の値がコピーされます。 不要 

 

DES1,2,3の再構築が必要な設定(DES1,2,3が転送開始時の値に戻らない設定)で、DES0.DV[1]=1の設定を行うと、

DESオープンエラーを通知します。「3.2.8 MONERSレジスタ」を参照してください。 
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3.1.4 Chain起動と転送終了割込み通知設定 

CHRS[5:0], CHLK 

DSTCは、起動指示受け取り後、各 DESの所定回数(MODE=0時は IIN回、MODE=1時は 1回)の転送を行いま

す。その後、DES0.CHRS[5:0]の値により、次の処理判断をします。Table 3-8に、Chain起動と転送終了割込み通

知の指定方法を示します。 

Table 3-8 CHRS[5:0]の指定 

領域名 名称 内容 

DES0 

CHRS 

[5:4] 

転送回数カウンタ残量値が、(ORM==1)&& (IRM==1) の転送を行った後の DSTCの動作を

選択します。 

00：割込みフラグセット無、Chain 起動無、転送終了します。 

01：割込みフラグセット有、Chain 起動無、転送終了します。 

10：割込みフラグセット無、後続の DESに対し、Chain起動を行います。 

11：設定禁止（DESオープンエラーとなります。） 

CHRS 

[3:2] 

転送回数カウンタ残量値が、(ORM!=1)&& (IRM ==1)の転送を行った後の DSTCの動作を選

択します。 

00：割込みフラグセット無、Chain 起動無、起動指示待ちとなります。 

01：割込みフラグセット有、Chain 起動無、起動指示待ちとなります。 

10：割込みフラグセット無、後続の DESに対し、Chain起動を行います。 

11：割込みフラグセット無、現在の DESの再 Chain 起動を行います。 

CHRS 

[1:0] 

MODE=1 の時、転送回数カウンタ残量値が、(IRM !=1) の転送を行った後の DSTCの動作

を選択します。 

00：割込みフラグセット無、Chain 起動無、起動指示待ちとなります。 

01：割込みフラグセット有、Chain 起動無、起動指示待ちとなります。 

10：割込みフラグセット無、後続の DESに対し、Chain起動を行います。 

11：割込みフラグセット無、現在の DESの再 Chain 起動を行います。 

MODE=0 の時は、指定は意味を持ちません。MODE=0 の時は、00 を指定してください。

（MODE=0 で 00 以外は DESオープンエラーとなります。） 

CHLK 

Chain 起動する次の転送を、現在の転送後連続実施 (Chain ロック)するか、間に他の転送を

許可するかを選択します。 

0：現在の転送後、Chain起動転送前に、他の転送を可能とします。 

1：現在の転送後、Chain起動転送を必ず連続実施します。 

 

次の処理が、後続 DES の Chain起動の場合、DSTCは、後続の DESの転送を開始します。次の処理が、実行

DESの再 Chain起動の場合、その DESの転送を再度開始します。次の処理が、Chain起動を行わない場合は、

転送終了(または次の起動指示待ち状態)となります。CHRS[5:4]、CHRS[3:2]、CHRS[1:0]のどの値により処理分

岐するかは、その際の転送回数カウンタがどの状態にあるかで決定します。 

Chain起動を行わない場合は、割込みフラグをセットし、DSTCが、転送終了(または次の起動指示待ち状態)の

状態になったことを CPUに通知することができます。SW転送、および SW転送から Chain 起動された転送の

場合は、SWTR.SWST レジスタをセットします。HW転送、および HW転送から Chain起動された転送の場合は、

HWINT[n]レジスタをセットします。 
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Chain起動の動作 

Chain起動を利用すると、複数の DESに設定した異なる転送を一括して起動指示することができます。 

Figure 3-3に後続 DES の Chain起動を行う場合の DES参照と転送動作の説明図を示します。1st-DES が DESP0

の位置に存在しています。1st-DESのサイズは、1st-DESの ORL[2:0]の指定により一意に決定されます。1st-DES

にて後続 DES の Chain起動指示の場合、DSTCは、DESP0と 1st-DESのサイズから、後続の 2nd-DES の DESP1

を算出します。DSTCは、2nd-DESの参照後、2nd-DES に指定された転送を開始します。このため、Chain起動

される後続の 2nd-DESは、必ず起動する 1st-DESに隣接している必要があります。 

2nd-DESに Chain起動を指定し、3rd-DESの転送を開始することが可能です。DSTCは、Chain起動指定がなく

なるまで、DESの最大構築可能数の範囲で Chain起動転送を継続します。 

 

Figure 3-3 Chain起動転送時の DES参照 
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Chainロック機能 

DSTCは、Chain起動のタイミングで、別要因の転送の起動指示があると、転送優先順位の指定によっては、別

転送を先に処理する場合があります。この場合、DSTC は、別転送処理を実行した後に、指定された Chain起動

の転送の処理を行います。Chainロック機能は、このようなケースで、転送優先順位指定によらず、Chain起動

された転送を必ず連続して実行し、ほかの要求の転送を割り込ませないように制御する機能です。各 DESの

CHLK=1とすることにより指定ができます。 
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3.1.5 その他の DES設定 

DV[1:0] 

DSTCは、DES領域の参照と更新を行い、転送動作を実行します。DSTCが使用中の DES領域を CPUが更新す

ると、DSTCはプログラムの意図しない不正な転送を実施する場合があります。この問題を防ぐため、DES領

域は CPUと DSTC間で排他的なメモリ管理を行っています。DES0には、その DES の書込み更新権利(所有権)

が、CPUと DSTC のいずれに存在するかを示す DV[1:0] (Descriptor Valid)が存在します。DVの指定内容と DSTC

の動作を Table 3-9に示します。 

Table 3-9 DVの指定 

領域名 名称 内容 

DES0 DV[1:0] 

DES領域の所有権が CPU と DSTCのいずれにあるかを指定します。 

DESオープン後の転送実施有無、DESクローズ処理有無を指定します。 

00：DES所有権は CPU、転送実施無、DESクローズ処理無 

(DSTC がこの値を読み出すと、DESオープンエラーを通知します。) 

01：DES所有権は DSTC、転送実施有、DESクローズ処理有 

10：DES所有権は DSTC、転送実施無、DESクローズ処理有 

11：DES所有権は DSTC、転送実施有、DESクローズ処理無 

 

DV=00の場合、DES領域の所有権が CPU にあることを示します。DV≠00の場合、DES領域の所有権が DSTC

にあることを示します。CPUは、DESの初期値設定後、DV=01 or 10 or 11の値を設定し、その DESの所有権が

DSTCにあることを通知します。DSTCは、起動指示を受け取り後、DES0の DVの値に従い、以降の動作を決

定します。(起動指示後、DSTCが DESを読み出すことを DESオープン処理と記載します。) 

DSTCは、DV=01の場合、指定された回数(ORM×IIN回)の転送を行います。転送が終了しないうちは、DVの

値を 01のまま更新せず、DESの所有を継続します。指定された回数の転送がすべて終了すると、DVを 00に更

新して、DES の所有権を CPUに返却します。(DSTCが DV を 00に更新し、DESの所有権を CPU に返却する処

理を、DESクローズ処理と記載します。) 

DSTCは、DV=11の場合、指定された回数(ORM×IIN回)の転送を行います。転送が終了しないうちは、DVの

値を 11のまま更新せず、DESの所有を継続します。指定された回数の転送がすべて終了しても、DESクローズ

処理を行わず、DESの所有を継続します。 

DSTCは、DV=10の場合、転送処理を行わず、DESクローズ処理のみを行います。 

DSTCは、DV=00の場合、DES領域が CPU により更新途中であると認識します。転送処理、DES の更新を行い

ません。CPU に DESオープンエラーを通知します。 

プログラムは、その DESの利用形態に基づき、起動前の DVの値を以下の要領で決定します。 

DESに定義する転送処理が流動的な内容で、転送ごとに CPUが DESの設定内容を更新する必要がある場合、

DV=01の設定で DES所有権を DSTCに与えます。この場合、CPUは、DV=00の値を確認し、DES所有権が返

却された後に安全に DESを更新することができます。CPU は DESの初期化が完了してから、再度、DES所有

権を DSTCに渡します。 

DESに定義する転送処理が固定的な内容で、DESの設定内容を繰り返し使用する場合、DV=11 の設定で DES

所有権を DSTCに与えます。この場合、転送処理後 DESクローズしないため、CPUが再度 DESの所有権を DSTC

に与える手間を省くことができます。指定された回数(ORM×IIN回)の転送が終了した後、次の起動指示が発生

すると、再度同じ転送が開始されます。 

DV=11の設定の場合、DSTC は DESの所有を継続し、CPUに返却しないため、転送処理は無限ループ処理とな

ります。DV=10の設定は、上記の DV=11の設定により DSTCに渡した所有権を CPUに返却させて、転送処理

の無限ループから抜ける場合に使用します。 

CPUは、DV=00の場合、その DESの更新を行うことができます。DV≠00の場合は、DSTC がその DESの転送

動作を行っている状態では、DV以外の DES領域の更新を行うことはできません。 
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DV[1]=1 の設定の場合、DSTCは、(ORM×IIN)回の転送後、DES値を再度使用します。このため、転送カウン

タ, 転送アドレスのリロード指定制約が追加されます。DV[1]=1であって、DES1～DES3の値が転送開始時の値

に戻らない DES設定は、DESオープンエラーを通知します。「3.2.8 MONERS レジスタ」を参照してください。 

 

ST[1:0] 

DES0の ST(Status)[1:0]は、DSTC が転送終了ステータスを CPUに通知する領域です。DESクローズ処理時、ST

に DSTCにより書き込まれる内容を、Table 3-10に示します。 

Table 3-10 STの通知内容 

領域名 名称 内容 

DES0 ST[1:0] 

DES指定の転送が終了し、DESクローズ処理時に、DSTCが終了ステータス値を書き込み

ます。 

00：転送正常終了 

01：転送元アクセス時に発生したエラーにより転送異常終了 

10：転送先アクセス時に発生したエラーにより転送異常終了 

11：スタンバイ移行コマンドにより転送強制終了し転送異常終了 

 

DESアクセスエラー, DESオープンエラーにより、転送が異常終了した場合、DSTC は DES領域にアクセスで

きないため、DESクローズ処理は行われず、STは書き込まれません。これらのエラー通知は、DESの STでは

なく、DSTC本体のMONERS レジスタによって行われます。「3.2.8 MONERS レジスタ」を参照してください。 

 

PCHK[3:0] 

PCHK[3:0](Parity Check)は、DES0領域のパリティ値(以下演算式)を設定して使用します。 

PCHK[3:0] = DES0[27:24] ^ DES0[23:20] ^ DES0[19:16] ^ DES0[15:12] ^ DES0[11:8] ^ DES0[7:4] 

CPUの暴走などにより、DES領域のデータ破壊が発生すると、DSTCは意図しない転送動作を開始する可能性

があります。これを防ぐために DES0にパリティチェック機能が用意されています。CPUは、DES 初期構築時、

DES0のパリティ値を PCHK に設定します。DSTCは、DES オープン時 PCHK と DES0の値の整合性を確認しま

す。パリティエラーがある場合、DESオープンエラーを通知し、転送処理を行いません。「3.2.8 MONERSレジ

スタ」を参照してください。 

 

ACK[1:0] 

ACK[1:0](Acknowledge)は、HW転送を利用する場合、DSTCから Peripheral デバイスに出力する DMA転送要求

の承認信号の出力タイミングを調整する値を設定します。 

HW転送を利用する場合に、Peripheral デバイスから直接 HW起動される DESでは、ACK=01 を設定します。そ

の他の DES(HW転送から Chain起動される DES, SW転送で使用する DES, SW転送から Chain 起動される DES)

では、ACK=00の設定を行います。 

 

DMSET 

DMSET(DMA request Mask Set)は、HW転送を利用する場合に、DSTC が DESクローズ後、CPU が DESの再構

築が完了するまでの期間に、DQMSK[n]レジスタをセットし、Peripheral デバイスからの DMA転送要求信号を

マスクする機能を提供します。「3.2.4 HW 転送の制御」を参照してください。 

HW転送を利用する場合、Peripheral デバイスからの DMA転送要求信号(DREQ)は、DMA転送要求承認信号

(DACK)により、転送後ネゲートされます。しかし、Peripheral によっては、DSTCの状態と関わりなく、その次

の転送要求をアサートする場合があります。DSTCは、DESクローズ後、次の転送開始の準備(DESの再構築)
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ができるまでの期間に DMA転送要求信号がアサートされると、転送の準備ができていないため、DESオープ

ンエラー通知を行います。このようなケースでは、DMSET=1 を設定することで、DSTCから、DESオープンエ

ラーを通知させることを回避し、DESの再構築が完了するまで、HW転送の開始を抑止することができます。 

Figure 3-4に動作例を示します。Peripheralデバイスから直接 HW起動される DESおよびそこから Chain起動さ

れる DES において、DMSET=1の場合、その DESのクローズ処理が行われると、DQMSK[n]レジスタの該当す

るチャネルビットに 1がセットされます。(Figure 3-4の*1)DQMSK[n]レジスタに 1 がセットされると、DSTCは

DREQ信号を認識せず、DESオープンエラーを通知しません。CPUは、DESを再構築(Figure 3-4の*2)し、次の

転送の準備が完了した後、DQMSK[n]レジスタの該当するチャネルビットをクリアします。(Figure 3-4の

*3)DQMSK[n]レジスタクリア後、DSTC は DREQ信号を認識します。再構築された DESに 

従って、新規の転送が開始されます。 

 

Figure 3-4 DMSETによる転送開始の抑制動作 
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DQMSK[n]

Transfer operation

　　DES close, set DQMSK[n] (*1)　▲
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3.2 DSTCの制御機能 
DSTCの制御機能に関する説明を行います。 

 

3.2.1 DSTC内部ブロック図 
Figure 3-5に、CPUからアクセス可能な DSTC内部の制御レジスタ(網掛け)と、制御ブロックの接続関係図を示

します。制御レジスタへのアクセスにより、DSTCの転送起動、終了通知の制御を行います。以下に図の各部の

動作とレジスタ機能の概要説明を行います。各レジスタ機能の詳細は「5. DSTCのレジスタおよびディスクリプ

タ」を参照してください。 

Figure 3-5 DSTC内部ブロック図 
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3.2.2 DESTPレジスタ 
DESTP(DES top address)レジスタは、メモリ上の DES領域の先頭アドレスを指定するレジスタです。初期設定時

に指定を行います。DSTCは、DESTP＋DESPのアドレスに存在する DESを参照し、転送動作を行います。 

 

3.2.3 SW転送の制御 
SW転送の開始を指示する場合、SWTR.SWDESP(Software tigger. Softwafer DESP)レジスタに、起動する DESの

DESP値を書き込みます。SW転送動作中、Chain起動があると、SWDESPは Chain起動した DESP の値に DSTC

側から更新されます。SWDESPの値は、図の Arbiter2ブロックに転送要求として通知されます。 

SWTR.SWREQ(Software request)レジスタは、SW転送が、実行開始の待機状態であるか、Chain起動を含めた転

送実行中であることを示す読出し専用レジスタです。SWTRレジスタへの書込みアクセス(起動指示)により、1

がセットされます。SW転送が正常終了, 異常終了, 起動指示待ち状態になると、0にリ 

セットされます。 

SW転送の起動指示は、現在の SW転送が終了してからでないと発行できません。SWREQレジスタが 1の場合、

SWTRレジスタへの書込みアクセスは無視されます。 

SWTR.SWST(Software status)レジスタは、CPU に SW転送終了通知を行うための読出し専用レジスタです。SW

転送の DESまたはそこから Chain起動された DES の CHRSに、割込みフラグセットが指示されていて、転送が

正常終了すると、1がセットされます。CMDレジスタに対する SWCLRコマンドにより、0にクリアすること

ができます。 
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SWST がセットされた場合、CFG.SWINTE レジスタの設定により、SWINT割込みを許可できます。(SWINTE==1) 

&(SWST==1)の場合、NVIC対する SWINT 割込み信号がアサートされます。 

3.2.4 HW転送の制御 
Peripheral からの転送要求(DREQ[n]のアサート)が発生すると、DSTCは、HW転送動作を開始します。HW起動

とHW転送の制御を行うため、DSTC内部には、以下のレジスタが、転送チャネル数分あります。CPUは、Peripheral

からの転送要求発生前に、これらのレジスタの初期設定を行っておきます。また、転送進行状況に合わせてレ

ジスタクリア処理を行います。 

DREQENB[n]レジスタ 

DREQENB[n] (DMA Request Enable)レジスタは、初期設定時、HWチャネル nの使用有無をそれぞれ設定します。

HWチャネル nを使用する場合、DREQENB[n]=1 を設定します。HWチャネル nを使用しない場合、

DREQENB[n]=0を設定します。このレジスタが 0の場合、DSTCに接続されている Peripheral の割込み信号や転

送要求信号(DREQ[n])は無視されます。このレジスタの値は、DSTC側から書換えられることはありません。 

割込みを DSTCへの転送要求として使用する Peripheralタイプの Peripheral において、NVICに接続される割込

み信号に Peripheral からの割込み信号と DSTCからの HWINT[n]のいずれが選択されるかは、DREQENB[n]の値

により決定されます。「2. DSTCの動作概要とシステム構成」を参照してください。 

DQMSK[n]レジスタおよび DQMSKCLR[n]レジスタ 

DQMSK[n] (DMA Request Mask)レジスタは、読出し専用のレジスタです。このレジスタが 1の場合、DSTCに対

する Peripheralからの転送要求信号(DREQ[n])が抑止されている状態を示します。以下の条件発生時は、

DQMSK[n]に 1 がセットされ、その HWチャネルの転送要求を抑止します。 

− HWチャネル nの転送で、転送エラーが発生した場合。 

− CPUから、CMDレジスタに対し、スタンバイ移行コマンドを発行した場合。 

− HWチャネル nの転送の DESにて、DMSET=1であり、かつ DESクローズ処理した場合。 

CPU が DESの再構築を行い、HW転送の開始が可能な状況になった後、CPUから抑止を解除します。

DQMSKCLR[n] (DMA Request Mask Clear)レジスタに、1書込みを行うと、DQMSK[n]レジスタが 0 クリアされ、

以降の HW転送要求(DREQ[n])が認識されます。 

HWDESP[n]レジスタ 

HWDESP[n] (Hardware DES pointer)レジスタは、HWチャネル nの転送要求時に DSTC が参照・実行する DESの

DESPを設定します。HW転送要求発生前に設定しておく必要があります。 

DSTCは、HW起動指示が発生すると、HWDESP[n]に設定された DESP の DESを参照し転送を開始します。

HWDESP[n]レジスタの DESP値は、Figure 3-5の HWDESPBUFにいったん格納してから使用します。Chain起動

時は、HWDESPBUFに格納されている値が Chain起動後の DESP値に更新されます。HWDESP[n]レジスタの値

が、DSTC側から書え換えられることはありません。 

チャネル nの HW起動指示が連続した場合、DSTCは、HWDESP[n]レジスタの DESP値ではなく、HWDESPBUF 

に格納されている DESP値を使用します。このため、CPUから HWDESP[n]レジスタの値を変更した場合、

HWDESPBUF に格納されている値を無効化する必要があります。CFG.RBDISの値の変更により、HWDESPBUF

の DESP値を無効化できます。「5.5. CFG レジスタ」を参照してください。 

HWINT[n]レジスタおよび HWINTCLR[n]レジスタ 

HWINT[n] (Hardware transfer interrupt)レジスタは、CPU に HW転送終了通知を行うための読出し専用レジスタで

す。HW起動された DESまたはそこから Chain起動された DESの CHRS にて割込みフラグセットが指示されて

いて、転送が正常終了すると、1がセットされます。HWINT[n]レジスタは、HWINTCLR[n]レジスタへの 1書込

みにより、0にクリアすることができます。HWINT[n]==1の場合、NVIC対する DSTCの HW転送終了割込み

信号（HWINT[n]）がアサートされます。 
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3.2.5 起動要求の調停動作 
DSTCは、SW起動指示と、複数の HW起動指示が、競合した場合、起動要求の調停処理を行い、順次転送処理

を実行します。起動要求の調停は、Figure 3-5の Arbiter1ブロックと Arbiter2 ブロックの 2段の構成で処理され

ます。以下に動作を説明します。 

 

Arbiter1 

HW転送要求は、Arbiter1ブロックで調停処理が行われます。複数の要求が競合している場合、次のようなRotation

方式で転送開始するチャネルを選択します。バスリセット後の選択優先順位は、チャネル番号の小さい順に優

先順位が高い状態です。 

優先順位高 0,1,2,3,4,5,6,7,,,,,,254,255 優先順位低 

この状態で、例えばチャネル 5とチャネル 6から同時に転送要求があると、チャネル 5が選択されます。転送

チャネルが選択されると、そのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順位が Rotation されます。チャ

ネル 5が選択されたので、優先順位は以下のように更新されます。 

優先順位高 6,7,8,9,10,11,,,,,,254,255, 0,1,2,3,4,5 優先順位低 

この状態で、次にチャネル 5 とチャネル 6 から転送要求があると、チャネル 6が選択されます。Rotation により、

複数の HW転送要求が、均等に転送処理が行えるように構成されています。 

Arbiter1ブロックは、選択したチャネル n から HWDESP[n]を参照し、使用する DES の DESPを Arbiter2 ブロッ

クに通知します。また、HW転送に Chain 起動がある場合、更新した DESP を Arbiter2 ブロックに通知します。

選択したチャネル nの転送が、すべての Chain転送終了し、起動指示待ちになるまで、そのチャネルの転送要求

を Arbiter2ブロックに通知します。 

 

Arbiter2 

Arbiter2ブロックは、Arbiter1により選択された HW転送要求と、SW転送要求のどちらの転送要求を実行する

かを選択します。転送要求が競合している場合、CFG レジスタの SWPR(Software Priority)レジスタに設定された

確率値に従い、転送要求を選択して転送エンジンを起動します。Table 3-11に CFG.SWPR レジスタの設定値と、

SW転送が転送権を得る確率を示します。 

 

Table 3-11 CFG.SWPRの指定 

領域名 名称 内容 

CFG 
SWPR 

[2:0] 

Arbiter2 の調停動作において、HW転送要求と、SW転送要求が競合している場合に、SW転送が

転送権を得る確率を指定します。 

000：SW転送の優先度を最高にします。(SW起動指示時、HW 転送が実行中の場合、HW転送終

了後、SW転送を開始します。) 

001：SW転送の転送権獲得確率を 1/2 にします。 

010：SW転送の転送権獲得確率を 1/3 にします。 

011：SW転送の転送権獲得確率を 1/7 にします。 

100：SW転送の転送権獲得確率を 1/15にします。（初期値） 

101：SW転送の転送権獲得確率を 1/31にします。 

110：SW転送の転送権獲得確率を 1/63にします。 

111：SW転送の優先度を最低にします。(HW転送要求がない状態でのみ、SW転送を開始します。) 
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Arbiterの動作例 

Figure 3-6に、Arbiter1と Arbiter2の動作例を示します。図は右軸が時間軸です。DSTCの転送要求の調停処理で、

どの転送要求がどの順番で転送権を与えられるのかを説明します。HWチャネル A 転送、HWチャネル B転送、

SW転送の 3個の転送要因が存在しています。HW[A]転送、HW[B]転送は、2個の DESにより Chain接続、SW

転送は 3個のDESによりChain接続されています。CFG.SWPRは、001(SW転送確率 1/2)の設定を行っています。

各 DES の Chainロック指定は無です。 

(1)のタイミングで、HW[A]転送、HW[B]転送、SW転送の 3 つの転送要求が同時に発生しています。Arbiter1は、

HW[A]と HW[B]の調停を行います。どちらを選択するかは、それ以前の Rotationの状態で決定します。HW[A]

が選択される前提で説明を進めます。Arbiter2 は、HW[A]と SW要求の調停を行います。どちらを選択するかは、

それ以前の状態で決定します。HW[A]が選択される前提で説明をします。DSTCの転送エンジンは、HW[A]の

1stDESの転送を開始します。 

 

Figure 3-6 Arbiterの動作例 

HW[A]
1st DES

HW[A]
2nd DES

HW[B]
1st DES

SW
1st DES

SW
2nd DES

The start trigger of HW[A], HW[B], SW transfer are issued at the same  timing.

HW[B]
2nd DES

SW
3rd DES

(2)(1) (4)(3) (6)(5) (7) (8)

 

 

(2)のタイミングで、HW[A]-1stDESの転送が終了します。HW[A]-2ndDESの Chain起動指示が発生します。(HW[B]

の要求は、HW[A]の Chain起動がなくなるまで、保留されます。) Arbiter1は、HW[A]の 2nd- DESPを Arbiter2

に要求します。Arbiter2は、HW[A]と SW の調停を行います。SW転送の確率設定が 1/2であり、(1)のタイミン

グで HW[A]を選択したので、Arbiter2は、SW-1stDESを選択します。 

(3)のタイミングで、SW-1stDESの転送が終了し、SW-2ndDESの Chain 起動指示が発生します。Arbiter2は、

SW-2ndDESと、HW[A]-2ndDESの調停を行います。確率設定が 1/2であり、(2)のタイミングで SW転送を選択

したので、次は、HW[A]-2ndDESを選択します。 

(4)のタイミングで、HW[A]-2ndDES の転送が終了します。Arbiter1は、HW[B]-1st DESを Arbiter2に転送要求し

ます。Arbiter2は、HW[B]-1stDESと SW-2ndDESとの転送調停を行い、SW-2ndDESを選択します。 

(5)、(6)、(7)のタイミングで、同様の調停動作が行われ、HW[B]2nd-DESと SW 3rdDESの転送選択が行われます。 

上述のように、HW転送の Chain間に、SW転送を実行すること、SW転送の Chain間に、HW転送を実行する

ことがあります。HW転送の Chain間に、別チャネルの HW転送を実行することはありません。また、DES に

Chainロックが指定されている場合、CFG.SWPR レジスタの設定値に関係なく、その DESが転送動作実行後、

Chain起動の DESの転送が、必ず連続実行されます。 

上記例では、CFG.SWPRの設定値が、確率 1/2の設定であるため、SW転送が、2回に 1 回の割合で行われてい

ます。CFG.SWPRの設定値は、DSTCで同時に使用する HW転送チャネル数, DESの Chain 数, 各転送の転送デ

ータ量などを考慮して適宜選択してください。CFG.SWPRの設定値は、DSTCの転送動作中であっても書き換

えることが可能です。書換えを行った場合、次の SW起動指示から設定値が適用されます。 
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3.2.6 リードスキップバッファ機能 
DSTCの転送エンジンは、メモリ上の DES の転送情報を参照し、転送動作を行います。1回の起動指示ですべ

ての転送が終了しない場合、DESの転送実施回数, 転送アドレス値の情報を各 DES にライトバックします。転

送アドレスが固定値の場合など、更新不要な場合はライトバック処理をスキップします。次回の起動指示時、

更新した DES 情報に基づき転送動作を継続します。 

起動指示ごとに、DES参照を行うと、処理時間が必要になるため、DSTCには、Figure 3-5に示すような 

リードスキップバッファ機能があります。DSTCは、読み出した DES の転送情報を、内部のリードス 

キップバッファに格納します。次の起動指示が同じ DESPを参照する場合、メモリ上の DES参照を行わず、リ

ードスキップバッファの値を利用することで、処理の高速化を行っています。 

CFG.RBDISレジスタの設定により、上記のリードスキップバッファ機能の有効無効を指定することができます。

通常は、転送動作の高速化のため、リードスキップバッファ機能は有効状態で使用してください。CFG.RBDIS

レジスタに 1 を書き込み、リードスキップバッファ機能を無効化すると、DES参照は、必ずメモリ上から直接

行われます。 

CPUから DES0.DVの値を 10に書換えを行って、DSTC の転送動作を停止(無限ループアウト)させたい場合は、

DES0.DVの書換え後、CFG.RBDISの値の変更により、リードスキップバッファに格納されている DES情報の

無効化を行ってください。リードスキップバッファ機能が有効のままの状態では、DSTC は DES参照をスキッ

プし、CPUからの DVの値の変更を認識できない場合があります。「5.5. CFGレジスタ」を参照してください。 

 

 

3.2.7 転送終了処理 
DSTCは、転送処理を正常終了した場合、DES指定に応じて、Chain起動、割込みフラグ(SWTR.SWST or HWINT[n])

のセット、DESのクローズ処理を行います。 

転送エラーが発生した場合、転送処理はその時点で中断され、エラー終了します。Chain 起動は行いま 

せん。また、割込みフラグ(SWTR.SWST or HWINT[n])のセットは行わず、代わりにMONERSレジスタに、エラ

ー発生内容を記録します。エラー内容により DESクローズ処理する場合としない場合があります。 

HW転送で、転送エラーが発生した場合、該当するチャネルの DQMSK[n]レジスタをセットし、以降のそのチ

ャネルの HW転送要求を抑止します。 

エラーを発生させた DESの内容は、転送途中の状態のままであるため、新規に転送を開始する場合、CPUから

DES領域を再構築する必要があります。 
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3.2.8 MONERSレジスタ 
転送エラー発生時、MONERSレジスタに、発生したエラー内容が記録されます。Table 3-12にMONERSレジス

タの表示内容を示します。 

Table 3-12 MONERSの内容 

領域名 名称 内容 

MONERS 

EST[2:0] 

発生したエラー内容を表示します。 

000：エラー発生無 

001：Sourceアクセスエラー 

010：Destinationアクセスエラー 

011：転送強制停止 

100：DESアクセスエラー 

101：DESオープンエラー 

その他：未定義 

DER 

転送エラーの二重発生有無を示します。 

0：転送エラーの二重発生がないことを示します。 

1：転送エラーの二重発生があることを示します。 

ESTOP 

エラーストップ状態であるかどうかを示します。 

0：エラーストップ状態でないことを示します。 

1：エラーストップ状態であることを示します。 

EHS 

エラーを発生させた DESが HW 起動であるか SW起動であるかを示します。 

0：SW起動もしくはそこからの Chain 起動による転送にてエラー発生 

1：HW起動もしくはそこからの Chain 起動による転送にてエラー発生 

ECH エラーを発生させた DESが HW 起動の場合、HWチャネル番号を示します。 

EDESP エラーを発生させた DESの DESPを示します。 

 

MONERSレジスタを参照することにより、発生した転送エラー内容を確認することができます。MONERS.EST

にエラー発生 がセットされた時に、CFG.ERINTE レジスタの設定により、ERINT割込みを許可できます。

ERINTE=1 の場合、NVIC対する ERINT割込み信号がアサートされます。MONERS レジスタの値と ERINT割込

みは、CMDレジスタに対する ERCLRコマンドによりクリアすることができます。以下に発生するエラー内容

について説明します。 

DESアクセスエラー 

DSTCが、DESTP＋DESPの DES領域を参照する際、以下のどちらかが発生すると、転送処理をエラー終了(DES

アクセスエラー)します。MONERS.ESTに 100をセットします。この場合 DESクローズ処理は行いません。 

− 演算した DES 領域アドレス値がオーバフロー (0x0000 0000-0xFFFF FFFFの範囲外)した場合 

− DES領域アクセス時に、システムよりバスエラー応答を受け取った場合 

 

DESオープンエラー 

DSTCが、DESTP＋DESPの領域を参照後、DES0,DES1 の値が以下のいずれかの条件に該当した場合、DES指

定値異常と判断し、転送処理をエラー終了(DESオープンエラー)します。MONERS.ESTに 101をセットします。

この場合 DES クローズ処理は行いません。 

−  DV[1:0]==00 (DES所有権なし) 

−  PCHK[3:0] != (DES0[27:24] ^ DES0[23:20] ^ DES0[19:16] ^ DES0[15:12] ^ DES0[11:8] ^ DES0[7:4])  

 (DES0パリティエラー) 

−  DES0の予約領域 2bit のいずれかの bit が 1(指定値異常) 
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−  TW[1:0]==11  (指定値異常) 

−  CHRS[5:4]==11 (指定値異常) 

−  (CHRS[5]==0) &&(CHRS[3]==0)&&(CHRS[1]==0) &&(CHLK ==1) (Chain指定異常) 

−  (MODE==0) && (CHRS[1:0] != 00) （指定値異常） 

−  (MODE==0)&&(ORM==0x0000) && (IIN≧0x2000) (モード 0時カウント値許容範囲外) 

−  (MODE==0)&&(ORM≧0x8000) && (IIN≧0x4000) (モード 0時カウント値許容範囲外) 

−  (MODE==0)&&(ORM≧0x4000) && (IIN≧0x8000) (モード 0時カウント値許容範囲外) 

−  (MODE==0)&&(ORM≧0x2000) &&(IIN ==0x0000) (モード 0時カウント値許容範囲外) 

−  (MODE==1)&&(IIN!=0x00)&&(IRM==0x00)       (モード 1時カウント値許容範囲外) 

−  (MODE==1)&&(IIN!=0x00)&&(IRM>IIN)         (モード 1時カウント値許容範囲外) 

−  (MODE==0)&&(DV[1]==1)&&(ORL[0]==0)&& (ORM != 0x0001) (カウンタリロード指定異常) 

−  (MODE==1)&&(DV[1]==1)&&(ORL[0]==0)&& (ORM != 0x0001) (カウンタリロード指定異常) 

−  (MODE==1)&&(DV[1]==1)&&(ORL[0]==0) && (IRM != 0x01)   (カウンタリロード指定異常) 

−  (MODE==1)&&(DV[1]==1)&&(ORL[0]==0)&& (IIN != 0x01)     (カウンタリロード指定異常) 

−  (DV[1]==1)&&(SAC[0]==0)&&(ORL[1]==0)        (転送元アドレス・リロード指定異常) 

−  (DV[1]==1)&&(DAC[0]==0)&&(ORL[2]==0)        (転送先アドレス・リロード指定異常) 

 

Sourceアクセスエラー 

DSTCが、転送元アドレス領域にアクセスする際、以下のいずれかが発生すると、転送処理をエラー終了(Source

アクセスエラー)します。MONERS.ESTに 001をセットします。同時に、DES0.STに 01を書き込み、DESクロ

ーズ処理を行います。 

− 指定されている転送元開始アドレス値(SA)が、TWに対し Unaligned値である場合 

− インクリメント、デクリメント演算した転送元アドレス値がオーバフローした場合 

− システムよりバスエラー応答を受け取った場合 

 

Destinationアクセスエラー 

DSTCが、転送先アドレス領域にアクセスする際、以下のいずれかが発生すると、転送処理をエラー終了

(Destination アクセスエラー)します。MONERS.EST に 010 をセットします。同時に、DES0.STに 10を書き込み、

DESクローズ処理を行います。 

− 指定されている転送先開始アドレス値(DA)が、TWに対し Unaligned値である場合 

− インクリメント、デクリメント演算した転送先アドレス値がオーバフローした場合 

− システムよりバスエラー応答を受け取った場合 

 

転送強制停止エラー 

DSTCが転送動作中、CPUからスタンバイ移行コマンドを受け取ると、現在の転送処理をエラー終了(転送強制

停止エラー)します。MONERS.ESTに 011をセットします。同時に、DES0.STに 11を書き込み、DESクローズ

処理を行います。 

 

DERと ESTOPの機能 

転送エラーが発生した場合、エラーを発生させた DES の転送は中断し終了します。この後、ほかの DESに対す

る起動指示がある場合、その転送動作の開始有無は、CFG.ESTE(Error Stop Enable)レジスタの設定により選択す

ることができます。 

CFG.ESTE=0の場合、転送エラーが発生した後、ほかの転送要求があれば、その転送動作を開始します。MONERS

レジスタは、エラー情報を記録し、CPUからクリアされるまでは、そのエラー情報を保持しています。MONERS



CHAPTER 16: DSTC  

 

 

842 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

レジスタがエラー情報を保持(EST≠000)しており、CPUからクリアされるまでの間に、別の起動指示による転

送がエラー終了した場合、DER(Double Error)レジスタに 1 をセットします。DERは、2重エラーが発生したこ

とを通知するレジスタです。2回目のエラーについては、発生したことのみが通知されます。MONERSレジス

タは、最初のエラー情報を保持しており 2回目のエラー詳細内容については保持しません。また、3回目以降の

エラー発生については、MONERSレジスタには記録が保持されません。 

CFG.ESTE=1の場合、転送エラーが発生すると、エラーストップ状態に移行します。以降、ほかの転送要求を保

留し、転送動作を開始しなくなります。MONERS.ESTOP(Error Stop)レジスタに 1 をセットし、エラーストップ

状態であることを通知します。CPUから、CMDレジスタに対する ERCLRコマンドを発行すると、エラースト

ップ状態が解除され、保留していたほかの転送を再開します。 

 

3.2.9 スタンバイ機能 
 

低消費電力化のため、DSTC を動作させない場合に、DSTC の内部クロックを停止する機能(スタンバイ機能)を

サポートしています。CMDレジスタに対するスタンバイ移行コマンド, スタンバイ解除コマンドにより、DSTC

の状態を切り換えることができます。Figure 3-7に、DSTCの状態遷移とスタンバイ関連コマンド発行時の動作

内容の説明図を示します。 

 

Figure 3-7 DSTCスタンバイ状態遷移図 
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DSTCには、スタンバイ状態, 遷移状態 1, 通常状態, 遷移状態 2の 4つの状態があります。CPUから、CMDレ

ジスタの値を読み出すことで、DSTCがどの状態にあるかを確認できます。 

バスリセット後、最初の状態は、スタンバイ状態です。CMDレジスタに対し、スタンバイ解除コマンド(0x04

の書込み)を発行すると、DSTCは遷移状態 1を経て通常状態に移行します。 

通常状態で、CMDレジスタに対し、スタンバイ移行コマンド(0x08の書込み)を発行すると、DSTC は転送終了

を待機するための遷移状態 2に移行します。 
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遷移状態 2で、DSTCの転送動作が行われていない場合は、直ちにスタンバイ状態に移行します。転送動作が行

われている場合は、その転送を強制終了した後にスタンバイ状態に移行します。 

スタンバイ移行コマンドの発行により、強制終了された転送がある場合、その転送の DES の STに 11(強制終了

コード)の書込みを行いクローズ処理します。また、MONERS.ESTレジスタに 011 をセットします。HW転送と

SW転送の両方の転送動作を受け付けている場合、両方の DESをクローズ処理します。 

また、スタンバイ移行コマンドを発行した場合、以下の処理を同時に行います。 

− SWINT割込み信号をネゲートし、SWTR.SWSTレジスタをクリアします。 

− すべての HWINT[n]レジスタをクリアし、すべての HWINT[n]割込み信号をネゲートします。 

− ERINT割込み信号をネゲートします。 

− すべての DQMSK[n]レジスタをセットし、HW転送要求を抑止します。 

 

スタンバイ移行コマンドの発行で、ERINT 割込み信号をネゲートしますが、MONERSレジスタの値は保持され

ます。スタンバイ移行コマンドにより強制停止された転送がある場合、MONERS レジスタの値を読出し、その

転送を確認することができます。なお、MONERSレジスタのエラー履歴のクリアは、通常状態でないと行えま

せん。スタンバイ解除コマンドにより、通常状態に復帰した後に、MONERSレジスタを ERCLRコマンドによ

り、クリアしてください。 

DQMSK[n]は、バスリセット後の初期値はすべて 0です。スタンバイ移行コマンド発行により、すべてに 1がセ

ットされます。その後、通常状態への復帰後に HW転送を開始する場合、Peripheralのセットアップと DESの再

構築が完了後、使用する DQMSK[n]をクリアしてください。 

DSTCの各状態における制御レジスタへのアクセス可否を Table 3-13に示します。表中"○"印は、そのレジスタ

アクセスが機能することを示します。"－"印は、そのレジスタアクセスが DSTC側から無視されて機能しないこ

とを示します。"×"印は、DSTC自体の状態変化により、処理結果が不定となります。"×"印のアクセスを行う

ことは禁止です。 

スタンバイ状態, 遷移状態 1, 遷移状態 2で、SWTRレジスタに書込みを行い、新規の SW転送を開始すること

はできない(書込みアクセスが無視されます)ため、注意してください。 

 

Table 3-13 DSTC各状態における制御レジスタのアクセス可否 

レジスタ名 レジスタアクセス内容 
Stand-by 

State 

Normal 

State 

Transition 

State 1,2 

CMD 

レジスタ 

CMDレジスタリード ○ ○ ○ 

スタンバイ解除コマンド(ライト) ○ － － 

スタンバイ移行コマンド(ライト) － ○ － 

SWCLR・ERCLR・MKCLR コマンド(ライト) － ○ × 

HWDESP[n] 

レジスタ 

リードアクセス － ○ × 

ライトアクセス － ○ × 

その他制御レジ

スタ 

リードアクセス ○ ○ ○ 

ライトアクセス － ○ × 
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3.3 DSTC動作フロー 
DSTCの動作をフローチャートに沿って説明を行います。 

3.3.1 SW転送フロー 
CPUから SW起動指示後の DSTCの動作を以下に説明します。Figure 3-8に DSTCの動作フローチャートを示し

ます。図中の番号は、以下の説明文章の番号に対応します。 

Figure 3-8 DSTC動作フロー (SW転送) 
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#1 CPUからの SWTRレジスタへの書込みアクセスから開始します。 

#2 (SWTR.SWREQ==0)&&(MONERS.ESTOP==0)&&( CMD==00)のレジスタ状態の場合、#3へ、それ以外の場

合#26に進みます。 

#3 SWTR.SWREQに 1をセットし、SWTR.SWST を 0クリアします。SWTR.SWDESP に指定された値を格納

します。 

#4~#15の処理は、Arbiter2の動作処理内容と別 HW転送の処理です。 

#4 既に別の HW転送を実行中の場合、#8へ、それ以外の場合、#5へ進みます。 

#5 CFG.SWPRレジスタの設定に従い、SW転送と HW転送の優先判定を行います。SW転送の優先順位が高い

場合、#16へ、それ以外の場合、#6へ進みます。 

#6 別の HW転送の要求がある場合#7へ、それ以外の場合、#16へ進みます。 

#7 別の HW転送の転送を開始します。 

#8 別の HW転送が、DES の転送を終了するまで、#1で起動した SW転送の実行開始を待機します。 

#9  別の HW転送がエラー終了した場合、#12へ、それ以外の場合、#10へ進みます。 

#10 別の HW転送に Chain起動転送が有る場合、#11へ、それ以外の場合#5へ進みます。 

#11 別の HW転送の Chain起動転送がロックの場合、#7へ、それ以外の場合#5へ進みます。 

#12 CFG.ESTE==0 の場合、#13へ、それ以外の場合、#14へ進みます。 

#13 MONERSレジスタに、それまでにエラー履歴がない場合(EST[2:0]=000)は、エラーを発生させた別の HW

転送の DESのエラー情報を記録します。エラー履歴がある場合(EST[2:0]≠000)は、DERに 1をセットし

ます。#5へ進みます。 

#14 #13と同じ処理を行います。同時にMONERS.ESTOPレジスタに 1をセットし、#15へ進みます。 

#15 ESTOPレジスタが 1の間は、#1で起動した SW転送の転送開始を保留します。CPUから CMDレジスタ

に対する ERCLRコマンドが発行され、ESTOPレジスタが 0クリアされると、#5へ進みます。 

#16 太枠の部分は、指定された DESPの DESによる DSTCの転送動作を示します。この部分の詳細は、「3.3.3 

DESP指定後の動作フロー」を参照して下さい。 SW転送の場合、SWDESPにより指定された DES によ

り、転送動作を実行します。転送処理後、DSTCは図のような 5種類の分岐を行います。 

#17 Chain起動の場合、SWTR.SWDESPの値を DSTCが更新します。 

#18 CHLK=1の場合、#16へ進み Chain 起動された転送を連続実行します。それ以外の場合、#5へ進みます。 

#19 転送が正常終了し、割込みフラグセット指示有の場合、#19の処理を行います。SWTR.SWREQを 0 

にクリアし、SWTR.SWST に 1をセットします。 

#20 転送が正常終了し、割込みフラグセット指示無の場合、#20の処理を行います。SWTR.SWREQを 0 

にクリアします。 

#21 #1の SW起動指示による SW転送を終了します。DSTCは、新規または継続の起動指示の待機状態になり

ます。SWTR.SWDESPには、転送を終了させた DES の DESPが保持されています。 

#22 転送がエラー終了した場合、CFG.ESTE=0 の場合、#23へ、それ以外の場合#24へ進みます。 

#23 MONERSレジスタに、それまでにエラー履歴がない場合は、エラーを発生させた SW転送の DESのエラ

ー情報を記録します。エラー履歴がある場合は、DER に 1をセットします。SWTR.SWREQ を 0 にクリア

します。 

#24 #23と同じ処理を行います。同時にMONERS.ESTOPレジスタに 1をセットし、他の HW転送の転送開始

を保留します。 

#25 #1の SW起動指示による SW転送をエラー終了します。CHRSの値によらず、SWTR.SWST はセットしま

せん。DSTCは、新規の起動指示の待機状態になります。 
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#26 #1の CPUからの SWTRレジスタへの書込みアクセス時、#2の条件を満たさない場合、DSTCは、SWTR

レジスタへの書込みアクセスを無視します。SW起動指示は受け付けられません。 

 

SW転送時の DSTC制御に関する補足事項 

#2の条件を満たさない場合、すなわち、それ以前に、SW起動指示が行われており、その SW転送が終了して

いない場合(SWREQ≠0)、通常状態以外の場合(CMD≠00)、エラーストップ状態の場合(ESTOP≠0)は、DSTCは、

CPUから新規の SW起動指示を無視し、受け付けないので、注意してください。 

特に、CFG.ESTE=1で使用する場合は注意が必要です。別の HW転送により、DSTCがエラーストップした場合、

新規の SW起動指示(レジスタ書込み)は無視され、SWREQに 1がセットされません。このため、SWTRレジス

タに書込み後、SWTR.SWREQから 0を読出した場合に、SW起動指示が無視されたのか、既に SW転送が終了

しているのかの判別ができないことがあります。上記理由により、CFG.ESTE=1で使用する場合、SW転送の

DES0.CHRSは、Chain起動を行わない場合は、常に SWTR.SWSTをセットする指定で使用してください。この

指定の場合、SWTRレジスタの書込み後、SWREQ と SWST の両方の読出し値が 0の場合、転送要求が受け付

けられなかったことを示します。転送要求が受け付けられていれば、SWREQ と SWST のいずれかが 1であるた

め、判別をすることが可能です。 

SWST を利用し SWINT割込み信号をアサートしている場合、割込み処理の中で SWCLRコマンドにより、SWST

を 0クリアしてください。SWST の 0クリアを行わなくても、SWTR レジスタへの書込みによる新規の SW起

動指示は可能です。但し、#3 の処理で、SWST は必ず 0 クリアされ、SWINT 割込み信号がネゲートされます。 

#4 で、既に他の HW転送を実施している場合、また、その HW転送の Chain 起動がロックされている場合は、

SW起動の優先順位設定が高くても、SW転送を開始するまでに時間を要する場合があるため、注意してくださ

い。 
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3.3.2 HW転送フロー 
Peripheral から HW起動指示後の DSTCの動作を以下に説明します。Figure 3-9に DSTCの動作フロー 

チャートを示します。図中の番号は、以下の説明文章の番号に対応します。 

Figure 3-9 DSTC動作フロー(HW転送) 
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#1 Peripheralからの DREQ[n]信号のアサートから開始します。 

#2 (DREQENB[n]==1)&& (DQMSK[n]==0) &&(MONERS.ESTOP==0)のレジスタ状態の場合、#3へ進みます。 

DQMSK[n]レジスタ、ESTOPレジスタがセットされている場合、DSTC は、Peripheralからの DREQ[n]信号

を無視し、転送開始を保留します。 

#3 #3の動作は、Arbiter1の動作です。複数の HWチャネルから転送要求がある場合、転送を実行する HWチ

ャネル番号(n)を選択します。他のチャネルの HW転送要求は、選択した HW[n]転送が、正常終了、エラー

終了、起動指示待ち状態になるまで、保留します。 

#4 選択したチャネル番号(n)に基づき、HWDESP[n]レジスタの DESP 値を HWDESPBUFに格納します。 

チャネル番号が前回参照と同じで、HWDESPBUF の値が有効の場合、HWDESP[n]レジスタの参照は省略し

ます。 

#5~#16の処理は、Arbiter2の動作処理内容と別 SW転送の処理です。「3.3.1 SW転送フロー」の#4~#15と同様の

処理を行います。別途、SW起動の要求があり、SW起動の優先順位が高い、もしくは SW転送の Chain

起動がロックされている場合、SW転送を先に処理します。また、SW転送がエラー終了すれば、MONERS

レジスタに、SW転送のエラー情報を記録します。SW転送のエラー終了により、ESTOPとなった場合、

HW[n]の HW転送開始を保留します。 

#17 太枠の部分は、指定された DESPの DESによる DSTCの転送動作を示します。この部分の詳細は、「3.3.3 

DESP指定後の動作フロー」を参照して下さい。HW転送の場合、HWDESPにより指定された DESにより、

転送動作を実行します。転送処理後、DSTCは図のような 5種類の分岐を行います。 

#18 Chain起動の場合、HWDESPBUFを更新します。 

#19 CHLK=1の場合、#17へ進み Chain 起動された転送を連続実行します。それ以外の場合、#6へ進みます。 

#20 転送が正常終了し、割込みフラグセット指示有の場合、HWINT[n]に 1をセットします。 

#21 #1のHW起動指示による転送を終了します。DSTCは、新規または継続の起動指示の待機状態になります。

#3で他のチャネルの HW起動指示を保留している場合、Arbiter1が転送を実行するチャネルを選択し、そ

の処理が#4に進みます。 

#22 転送がエラー終了した場合、CFG.ESTE=0 の場合、#23へ、それ以外の場合、#24へ進みます。 

#23 MONRESレジスタに、それまでにエラー履歴がない場合、実行している HW転送のエラー情報を記録し

ます。エラー履歴がある場合、DERに 1 をセットします。また、DQMSK[n]レジスタに 1をセットし、以

降の HWチャネル nの転送要求を抑止します。 

#24 #23と同じ処理を行います。同時に、MONERS.ESTOPレジスタに 1をセットし、他の起動転送の開始を

保留します。 

#25 #1の HW起動指示による転送をエラー終了します。CHRSの値によらず、HWINT[n]レジスタは 

セットしません。DSTCは、新規の起動指示の待機状態になります。#3で他のチャネルの HW起動指示が

保留されている場合、Arbiter1が転送を実行するチャネルを選択します。その処理は、#4に進みます。 
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3.3.3 DESP指定後の動作フロー 
DESP指定後の DSTCの動作を以下に説明します。Figure 3-10に DESP指定後の DSTCの動作フロー 

チャートを示します。図中の番号は、以下の説明文章の番号に対応します。 

Figure 3-10 DESP決定後の DSTC動作フロー 
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#1 Arbiter2により、指定された DESPの参照から開始します。 

#2 リードスキップバッファの機能が有効（CFG.RBDIS=0）であり、かつ前回参照している DESPと同じ DESP

の場合、メモリ領域の DES 参照をスキップします。#7へ進みます。そうでない場合、#3へ進みます。 

#3~4 指定された DESTP+DESPの領域の DESを読出します。DES領域の参照時アクセスエラーが発生した場

合、#36へ、それ以外の場合、#5へ進みます。 

#5 DES内容の確認を行います。DESオープンエラーが発生した場合、#37へ、それ以外の場合、#6へ進みま

す。 

#6 DES0.DV=10の場合、#42へ、それ以外の場合、#7へ進みます。 

#7 DES0.MODE=0の場合、#8へ、それ以外の場合、#13へ進みます。 

#8~12 モード 0の転送が指定されている場合、DES1.IIN に指定されている回数の転送を連続して行います。 

転送元アクセス時アクセスエラーが発生した場合、#38 へ、転送先アクセス時アクセスエラーが発生した場

合、#39へ、それ以外の場合、#17へ進みます。 

#13~16 モード 1の転送が指定されている場合、1回の転送を行います。転送元アクセス時アクセスエ 

ラーが発生した場合、#38へ、転送先アクセス時アクセスエラーが発生した場合、#39へ、それ以外の場合、

#17へ進みます。 

#17 IIN×ORM回の転送を終了している場合、（内部転送回数カウンタの値が、ORM=1,IRM=1 の場合）#18へ、

それ以外の場合、#27へ進みます。 

#18~19 リードスキップバッファのクリアを行い、DES0.ORLの指定に従い、必要な値を DES4-6 領域から読出

し、DES1-3領域へライトバックします。DES領域の参照更新時アクセスエラーが発生した場合、#36 へ、

それ以外の場合、#20へ進みます。 

#20 DES0.DV=11の場合、#22へ、DES0.DV=01 の場合、#21へ進みます。（DES0.DV=00 の場合は、#5で#37

に分岐済みです。DES0.DV=10の場合、#6 で#42に分岐済みです。） 

#21 DESのクローズ処理を行います。DES0.DV=00、DES0.ST=00の更新を行います。HW起動指示の転送（も

しくは HW起動指示からの Chain転送）であって、DES0.DMSET=1の場合は、DQMSK[n]に 1をセットし、

それ以降のチャネル nの HW転送要求を抑止します。 

#22~23 DES0.CHRS[5:4]=10 の場合、#24へ、DES0.CHRS[5:4]=01の場合、#25へ、DES0.CHRS[5:4]=00 の場合、

#26へ進みます。（DES0.CHRS[5:4]=11の場合は、#5で#37 に分岐済みです。） 

#24 Chain起動転送を行います。#1で指定された DESPの転送は正常終了です。以降の動作は前節を参照くだ

さい。 

#25 割込みフラグをセットする条件で、#1で指定された DESPの転送は正常終了です。以降の動作は前節を参

照ください。 

#26 割込みフラグをセットしない条件で、#1で指定された DESPの転送は正常終了です。以降の動作は前節を

参照ください。 

#27~28 次回起動指示時の転送に必要な値を DES1-3領域へライトバックします。DES領域の更新時アクセスエ

ラーが発生した場合、#36へ、それ以外の場合、#29へ進みます。 

#29 MODE=0 の場合は、必ず#30に分岐します。MODE=1 の場合で、内ループ回数の転送を終了している場合、

（内部転送回数カウンタの値が、ORM≠1,IRM=1の場合）#30へ、それ以外の場合、#32へ進みます。 

#30~31  DES0.CHRS[3:2]=10もしくは 11 の場合、#24へ、DES0.CHRS[3:2]=01の場合、#25へ、 

DES0.CHRS[3:2]=00の場合、#26へ進みます。 

#32~33  DES0.CHRS[1:0]=10もしくは 11 の場合、#24へ、DES0.CHRS[1:0]=01の場合、#25へ、 

DES0.CHRS[1:0]=00の場合、#26へ進みます。 
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#34 転送動作中、CPUよりスタンバイ移行コマンドが発行された場合、転送処理を中断します。#35へ進みま

す。 

#35 転送強制停止の場合、DESのエラークローズ処理を行います。DES0.DV=00、DES0.ST=11 の更新を行いま

す。#40 へ進みます。MONERS レジスタにエラー履歴がない場合、MONERS.EST に 011 をセットします。 

#36 DESアクセスエラーの場合、DESのエラークローズ処理は行いません。#40へ進みます。MONERSレジ

スタにエラー履歴がない場合、MONERS.EST に 100をセットします。 

#37 DESオープンエラーの場合、DESのエラークローズ処理は行いません。#40へ進みます。MONERSレジ

スタにエラー履歴がない場合、MONERS.EST に 101をセットします。 

#38 転送元アクセスエラーの場合、DES のエラークローズ処理を行います。DES0.DV=00、DES0.ST=01の更新

を行います。#40へ進みます。MONERSレジスタにエラー履歴がない場合、MONERS.ESTに 001 をセット

します。 

#39 転送先アクセスエラーの場合、DES のエラークローズ処理を行います。DES0.DV=00、DES0.ST=10の更新

を行います。#40へ進みます。MONERSレジスタにエラー履歴がない場合、MONERS.ESTに 010 をセット

します。 

#40～#41 リードスキップバッファのクリアを行います。#1で指定された DESP の転送はエラー終了です。 

以降の動作は前節を参照ください。 

#42～#43 リードスキップバッファのクリアを行います。DESのクローズ処理を行います。DES0.DV=00、 

DES0.ST=00の更新を行います。HW起動指示の転送（または HW起動指示からの Chain 転送）で 

あって、DES0.DMSET=1の場合は、DQMSK[n]に 1をセットし、それ以降の HW転送要求を抑止します。

#1で指定された DESPの転送は無限ループアウト終了です。以降の動作は前節を参照ください。 
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4. DSTCの動作例と制御例 

DSTCの動作例と制御例を説明します。 

 

4.1. 転送動作例 1 

4.2. 転送動作例 2 

4.3. 転送動作例 3 

4.4. 転送動作例 4 

4.5. 転送動作例 5 

4.6. DSTC制御例 
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4.1 転送動作例 1 
転送動作例 1 の説明を行います。この例は、モード 0 の SW転送です。 

転送開始時の DES設定値 

Table 4-1に、転送動作例 1 の DESの指定内容を示します。ORL[2:0]=101を指定しているので、DES5の領域は

存在しません。DESは、DES0～DES4, DES6の 6wordの構成です。(DES6のアドレスが DESP+0x0014 であるこ

とに注意してください。) 

Table 4-1 転送動作例 1の転送開始時 DES値 

Address DES No. 値 

DESP+0x0000 DES0 

DES0＝0x901406A1 

DV=01：転送終了時に DESクローズ 

MODE=0, TW=10：モード 0、32bit（Word）転送 

ORL=101：DES1<=DES4,DES3<=DES6 の OuterReload 

SAC=001：TW×1 のインクリメント InnerReload有 

DAC=000：TW×1 のインクリメント InnerReload 無 

CHRS=010100：Chain 起動無、割込みフラグセット有 

DMSET=0：SW 転送なので 0指定 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=00：SW転送なので 00 指定 

PCHK=1001：Parity 

DESP+0x0004 DES1 ORM = 0x0002, IIN = 0x0003 

DESP+0x0008 DES2 SA=0x0000 0000 

DESP+0x000C DES3 DA=0x0000 1000 

DESP+0x0010 DES4 ORM = 0x0002, IIN = 0x0003（DES1 と同じ値） 

DESP+0x0014 DES6 DA=0x0000 1000（DES3 と同じ値） 

 

転送動作フロー 

Figure 4-1に転送動作例 1の転送動作フローを示します。図の(A),(B)の起動指示は、CPUからの SWTRレジスタ

への DESPの書込みアクセスを示します。 

Figure 4-1 転送動作例 1の動作フロー 

(A) Start Trigger 

Write DESP

from CPU
0x0000 0x1000

Counter of 1st DES:(2,2)0x0004 0x1004

Counter of 1st DES:(2,3)

Source area Destination area

0x0000 0x1000

0x0000 0x1000

(B) Start Trigger 

Write DESP

from CPU
0x0000 0x100c Counter of 1st-DES:(1,3)

0x0004 0x1010 Counter of 1st DES:(1,2)

End report

0x0008 0x1008 Counter of 1st DES:(2,1)

0x0008 0x1014 Counter of 1st DES:(1,1)

End report
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DSTCは、(A)の起動指示により、DESの転送を開始します。図の四角枠の中の値は転送元アドレスと転送先ア

ドレスを示します。0x0000 番地から 0x1000番地への 32bit転送から開始します。IIN=3 回の 32bit 転送を連続し

て行います。DESの転送回数カウンタは、転送開始時は、外ループカウンタ残量(ORM)=2, 内ループカウンタ残

量(IRM)=3 です。図ではこの転送回数カウンタの残量値を(2,3)と表記しています。3回の転送後、転送回数カウ

ンタは(2,1)となります。ORM≠1, IRM=1 ですので、次の処理判断に CHRS[3:2]の値を使用します。CHRS[3:2]=01

の指定により、SWTR.SWST をセットし、次の起動指示を待機します。 

DSTCは、(B)の起動指示により、DESの転送を再開します。SAにはアドレスの InnerReload が適用されます。

DAは継続インクリメントです。0x0000番地から 0x100C 番地への 32bit 転送から再開します。IIN=3 回の転送を

連続して行います。転送回数カウンタは、(1,3)よりカウント開始し、3回の転送後、(1,1)です。ORM=1, IRM=1

のため、DES の DV=01の設定により、DESのクローズ処理を行います。次の処理判断に CHRS[5:4]の値を使用

します。CHRS[5:4]=01の指定により、SWTR.SWST をセットします。 

 

転送終了後の DES格納値 

転送動作例 1 の転送が正常に終了すると、DESの値は、Table 4-2のように更新されます。表中太字の個所の値

は、転送開始前とは異なる値です。ORLの指定により、DES1, DES3には、DES4, DES6の値がコピーされ、転

送開始前と同じ値が復帰します。DES2 は OR[1]=0ですが、InnerReloadの指定により、転送開始前と同じ値に

なります。DV の値を 00に更新し、DESの所有権を CPU に返却します。STの値を 00に更新し、転送の正常終

了を通知します。 

次回、この DESを利用して転送をする場合は、CPUから DVの値を更新する必要があります。 

Table 4-2 転送動作例 1の転送終了後 DES値 

DES No. 値 

DES0 DV=00、ST=00 その他の値は転送開始前と同じ値 

DES1 転送開始前と同じ値 

DES2 転送開始前と同じ値 

DES3 転送開始前と同じ値 

DES4 転送開始前と同じ値 

DES6 転送開始前と同じ値 

 

DSTCからの DESの処理 

転送動作例 1 における DSTCからの DES 処理内容を以下に記載します。 

(A)の起動指示後: 

DES0から転送指示内容を読出します。 

DES1から(2,3)を読出します。 

DES2から 0x0000を読出します。. 

DES3から 0x1000を読出します。 

1回目の転送終了後：: 

DES1に (1,3)を書き戻します。 

DES2は、同じ値なので、書き戻しを行いません。 

DES3に、0x100Cを書き戻します。, 

(B)の起動指示後: 

* DES0から転送指示内容を読出します。. 

* DES1から(1,3)を読出します。 

* DES2から 0x0000を読出します。 
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* DES3から 0x100Cを読出します。 

2回目の転送終了後：: 

OuterReload のため、DES4から、DES1に (2,3) をコピーします。 

DES2は、同じ値なので、書き戻しを行いません。 

OuterReload のため、DES6から、DES3に 0x1000 をコピーします。 

DESクローズのために、DES0に書込みを行います。 

(A)の起動指示と(B)の起動指示の間に、他の転送要求が無い場合、DSTCは、2回目の転送の際、リードスキッ

プバッファに格納されている DES0.1,2,3 の値を使用します。このため、上記で*印の付いている DES処理は、

スキップされます。詳細は、「3.3.3 DESP 指定後の動作フロー」を参照してください。 

 

補足 

(B)の起動指示は、(A)の起動指示による転送が終了し、起動指示待ち状態になってからでないと発行できません。

SWTR.SWREQ=1 の状態では、SWTRレジスタへの書込み(SW起動指示)は、無視されます。 

(A)の起動指示による転送が終了し、起動指示待ち状態になれば、他の DESに対して、(B)以外の SW起動指示

を発行することができます。他の DES の SW転送処理が終了後、SWTRレジスタへ同じ DESPを書き込むと、

(B)の起動指示となり、(A)から継続した転送を再開します。 

(A)の起動指示による転送終了後、(B)の起動指示が、絶対に必要な訳ではありません。 (B)の起動指示を行わず、

転送を継続実施しないのであれば、(A)の転送処理が終了後（DESがクローズされていない状態であっても）、

CPUがその DES領域の書換えを行うことは問題ありません。 
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4.2 転送動作例 2 
転送動作例 2 の説明を行います。この例は、モード 1 の HW転送です。 

 

転送開始時の DES設定値 

Table 4-3に、転送動作例 2 の DESの指定内容を示します。ORL[2:0]=000を指定しているため、DES4～DES6の

領域は存在しません。DES は、DES0～DES3の 4wordの構成です。 

Table 4-3 転送動作例 2の転送開始時 DES値 

Address DES No. 値 

DESP+0x0000 DES0 

DES0＝0x01140511 

DV=01：転送終了時に DESクローズ 

MODE=1,TW=01：モード 1、16bit（Half word）転送 

ORL=000：OuterReload 無 

SAC=001：TW×1 のインクリメント InnerReload有 

DAC=000：TW×1 のインクリメント InnerReload 無 

CHRS=010100：Chain 起動無、割込みフラグセット有 

DMSET=0：DES クローズ時に DQMSK[n]をセットしない 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=01：DREQ 信号から直接起動される DESなので 01 

PCHK=0000：Parity 

DESP+0x0004 DES1 ORM = 0x0002、IIN = 0x02、IRM=0x02 

DESP+0x0008 DES2 SA=0x0000 0000 

DESP+0x000C DES3 DA=0x0000 1000 
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転送動作フロー 

Figure 4-2に転送動作例 2の転送動作フローを示します。図の(A)の起動指示は、Peripheral からの DREQ[n]信号

のアサートが該当します。起動前に DREQ[n]に対する DREQENB[n]、DQMSK[n]、HW-DESP[n]レジスタの値を

DSTCに設定しておく必要があります。 

Figure 4-2 転送動作例 2の動作フロー 

(A) Start Trigger 

from Peripheral
0x0000 0x1000 Counter of 1st DES:(2,2)

Source area Destination area

0x0000 0x1000

0x0000 0x1000

Wait next trigger

Counter of 1st DES:(2,1)0x0002 0x1002

0x0000 0x1000

Counter of 1st DES:(1,2)0x0000 0x1004

Wait next trigger

0x0000 0x1000

Counter of 1st DES:(1,1)0x0002 0x1006

End report

(B) Start Trigger 

from Peripheral

(C) Start Trigger 

from Peripheral

(D) Start Trigger 

from Peripheral

End report

 

DSTCは、(A)の起動指示により、DESの転送を開始します。0x0000番地から 0x1000番地への 16bit転送を 1回

行います。転送回数カウンタは、（2,2）です。IRM≠1のため、DESの CHRS[1:0]=00 に従い、HWINT[n]をセッ

トしません。次の起動指示を待機します。 

DSTCは、 (B)の起動指示により、DESの転送を再開します。0x0002番地から 0x1002番地への 16bit転送を 1

回行います。転送回数カウンタは、(2,1)です。ORM≠1、IRM=1 のため、DESの CHRS[3:2] =01に従い、HWINT[n]

をセットします。次の起動指示を待機します。 

DSTCは、(C)の起動指示により、DESの転送を再開します。SAにはアドレスの InerReload が適用されます。

DAは継続インクリメントです。0x0000番地から 0x1004 番地への 16bit 転送を 1回行います。転送回数カウン

タは、(1,2)です。IRM≠1のため、DESの CHRS[1:0]=00 に従い、HWINT[n]をセットしま 

せん。次の起動指示を待機します。 

DSTCは、(D)の起動指示により、DESの転送を再開します。0x0002番地から 0x1006番地への 16bit転送を 1回

行います。転送回数カウンタは、(1,1)です。ORM=1、IRM=1のため、DESの DV=01の設定により、DESのク

ローズ処理を行います。DESの CHRS[5:4] =01に従い、HWINT[n]をセットします。 
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転送終了後の DES格納値 

転送動作例 2 の転送が正常終了すると、DESの値は、Table 4-4のように更新されます。表中太字の個所の値は、

転送開始前とは異なる値です。ORL=000 が指定されているため、この値のままでは、上記の転送と同じ転送を

行うことはできません。CPUから DESの再構築を行う必要があります。 

 

Table 4-4 転送動作例 2の転送終了後 DES値 

DES No. 値 

DES0 DV=00、ST=00 その他の値は転送開始前と同じ値 

DES1 ORM = 0x0001, IRM = 0x01, IIN は転送開始前と同じ値 

DES2 転送開始前と同じ値 

DES3 DA=0x0000 1006 
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4.3 転送動作例 3 
転送動作例 3 の説明を行います。この例は、後続 DES の Chain起動を用いる例を示します。 

転送開始時の DES設定値 

転送動作例 3 は、Chain起動を用いて、0x0000~0x00ffに存在するデータに対し、並べ替えを行い、0x0100~0x01FF

の領域に転送する動作を示します。4個の DESを使用します。それぞれを先頭から、1st-DES、2nd-DES、3rd-DES、

4th-DESと呼称します。Table 4-5にそれぞれの指定内容を示します。各 DESに、DES4 は存在しません。表では

DESのアドレスを省略していますが、4個の DESはメモリ上に順に隣接して配置されている必要があります。 

Table 4-5 転送動作例 3の転送開始時 DES値 

領域 DES No. 値 

1st-DES 

DES0 

DES0=0x702090C3 

DV=11：転送終了時に DESクローズしない 

MODE=0,TW=00：モード 0、8bit（Byte）転送 

ORL=110：DES2<=DES5,DES3<=DES6 の OuterReload 

SAC=100：TW×4 のインクリメント InnerReload無 

DAC=100：TW×4 のインクリメント InnerReload 無 

CHRS=100000：後続 DESの Chain 起動有、割込みフラグセット無 

DMSET=0：SW 転送なので 0指定 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=00：SW転送なので 00 指定 

PCHK=0111：Parity 

DES1 ORM = 0x0001, IIN = 0x0040 

DES2 SA=0x0000 0000 

DES3 DA=0x0000 1003 

DES5,6 それぞれ、1st-DESの DES2,3 と同じ値 

2nd-DES 

DES0 1st-DESの DES0 と同じ値 

DES1 1st-DESの DES1 と同じ値 

DES2 SA=0x0000 0001 

DES3 DA=0x0000 1002 

DES5,6 それぞれ、2nd-DESの DES2,3 と同じ値 

3rd-DES 

DES0 1st-DESの DES0 と同じ値 

DES1 1st-DESの DES1 と同じ値 

DES2 SA=0x0000 0002 

DES3 DA=0x0000 1001 

DES5,6 それぞれ、3rd-DESの DES1,DES2,DES3 と同じ値 

4th-DES 

DES0 

DES0=0x401090C3 

CHRS=010000：Chain 起動無、割込みフラグセット有 

PCHK=0100：Partiy 

他の設定は、1st-DESの DES0 と同じ値 

DES1 1st-DESの DES1 と同じ値 

DES2 SA=0x0000 0003 

DES3 DA=0x0000 1000 

DES5,6 それぞれ、4th-DESの DES2,3 と同じ値 

 

転送動作フロー 
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Figure 4-3に転送動作例 3の転送動作フローを示します。図の(A)の起動指示は、CPUからの SWTRレジスタへ

の 1st-DES の DESP書込みアクセスを示します。図の(B),(C),(D)の起動指示は、Chain起動指示です。 

Figure 4-3 転送動作例 3の動作フロー 

0x0001 0x1002 Counter of 2nd-DES:(1,64)

(A) Start Trigger 

Write DESP (1st-DES)

from CPU

0x00fd 0x10fe Counter of 2nd DES:(1,1)

(C) Chain start trigger 

to 3rd-DES

from 2nd-DES

- - - - - - - - - -

0x0000 0x1003

Counter of 1st DES:(1,63)0x0004 0x1007

Counter of 1st DES:(1,1)

(B) Chain start trigger 

to 2nd-DES

from 1st-DES

0x00fc 0x10ff

Counter of 1st DES:(1,64)

- - - - -

0x0002 0x1001 Counter of 3rd-DES:(1,64)

0x00fe 0x10fc Counter of 3rd DES:(1,1)

- - - - - - - - - -

(D) Chain start trigger 

to 3rd-DES

from 4th-DES 0x0003 0x1000 Counter of 4th-DES:(1,64)

0x00ff 0x10fc Counter of 4th-DES:(1,1)

- - - - - - - - - -

End Report

Source area Destination area

0x0000

0x00fc

0x1000

0x10fc

0x0000

0x00fc

0x1000

0x10fc

0x0000

0x00fc

0x1000

0x10fc

0x0000

0x00fc

0x1000

0x10fc

 

 

DSTCは、(A)の起動指示により、1st-DES の転送を開始します。0x0000番地から 0x1003番地への 8bit 転送を行

い、次に、0x0004番地から 0x1007番地への 8bit 転送を行います。この順で IIN=64 回の転送を連続して行いま

す。1st-DESの転送回数カウンタは、（1,64）からカウント開始し、64 回の転送後、(1,1)となります。1st-DES の

DV=11に従い、1st-DESのクローズ処理は行いません。1st-DESの CHRS[5:4]=10に従い、後続の 2nd-DESの転

送に Chain起動指示が発生します。 

DSTCは、(B)の Chain起動指示により、2nd-DESの転送を開始します。64回の 8bit 転送後、カウンタ値は(1,1)

となります。2nd-DESの DV=11に従い、2nd-DESのクローズ処理は行いません。2nd-DESの CHRS[5:4]=10 に

従い、後続の 3rd-DESの転送に Chain起動指示が発生します。 

DSTCは、(C)の Chain起動指示により、3rd-DESの転送を開始します。64回の 8bit 転送後、カウンタ値は(1,1)

となります。3rd-DESの DV=11に従い、3rd-DESのクローズ処理は行いません。3rd-DESの CHRS[5:4]=10 に従

い、後続の 4th-DESの転送に Chain起動指示が発生します。 

DSTCは、(D)の Chain起動指示により、4th-DESの転送を開始します。64回の 8bit 転送後、カウンタ値は(1,1)

となります。4th-DESの DV=11に従い、4th-DESのクローズ処理は行いません。4th-DESの CHRS[5:4]=01 に従

い、SWTR.SWSTをセットし、転送終了します。 

転送動作例 3 のように、Chain起動機能を使用すると複数の DESに定義された転送を、先頭の DESへの起動指

示のみで、一括して実行することができます。 



 CHAPTER 16: DSTC 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 861 

転送終了後の DES格納値 

転送動作例 3 の転送が正常終了すると、DESの値は、ORL と DV=11の指定により、すべての DES 領域が転送

開始時と同じ値になります。DESのクローズ処理を行わないため、DV,STの更新を行いません。次回転送時は、

起動指示のみで、同じ転送を実行することができます。 
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4.4 転送動作例 4 
転送動作例 4 の説明を行います。 

転送開始時の DES設定値 

転送動作例 4 を以下に説明します。この例では、CHRS=11を指定した際の現在の DESの再 Chain起動について

説明します。Table 4-6に DESの指定内容をしめします。 

Table 4-6 転送動作例 4の転送開始時 DES値 

DES No. 値 

DES0 

DES0=0xF01C0201 

DV=01：転送終了時に DESクローズ 

MODE=0, TW=10：モード 0、32bit（Word）転送 

ORL=000：OuterReload 無 

SAC=000：TW×1 のインクリメント InnerReload無 

DAC=000：TW×1 のインクリメント InnerReload 無 

CHRS=011100：現在の DESの Chain 起動有、割込みフラグセット有 

DMSET=0：SW 転送なので 0指定 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=00：SW転送なので 00 指定 

PCHK=1111：Partity 

DES1 ORM = 0x0003, IIN = 0x8000 

DES2 SA = 0x0000 0000 

DES3 DA = 0x0010 0000 

 

転送動作フロー 

Figure 4-4に転送動作例 4の転送動作フローを示します。図の(A)の起動指示は、CPUからの SWTRレジスタへ

の DESP書込みアクセスを示します。図の(B),(C)の起動指示は、Chain起動指示です。 

Figure 4-4 転送動作例 4の動作フロー 

Counter of 1st-DES:(2,32768)

(A) Start Trigger 

Write DESP

from CPU

Counter of 1st DES:(2,1)

(C) Chain start trigger 

to 1st-DES

from 1st-DES

- - - - - - - - - -

0x00 0000 0x10 0000

Counter of 1st DES:(3,32767)

Counter of 1st DES:(3,1)

(B) Chain start trigger 

to 1st-DES

from 1st-DES

0x01 FFFC

Counter of 1st DES:(3,32768)

- - - - - - - - - -

Counter of 1st-DES:(2,32767)

Source area Destination area

0x10 0000

0x10 00040x00 0004

0x11 FFFC

0x02 0000 0x12 0000

0x02 0004 0x12 0004

- - - - -

0x03 FFFC 0x13 FFFC

- - - - -

0x04 0000 0x14 0000

0x04 0004 0x14 0004

0x05 FFFC 0x15 FFFC

0x00 0000

0x02 0000 0x12 0000

0x04 0000 0x14 0000

Counter of 1st-DES:(1,32768)

Counter of 1st-DES:(1,32767)

Counter of 1st DES:(1,1)

End Report
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DSTCは、(A)の起動指示により、DESの転送を開始します。IIN=32768回の 32bit 転送をアドレス・インクリメ

ントして連続して行います。DESの転送回数カウンタは、(3,32768)からカウントし、32768回の転送後、(3,1)

です。DESの CHRS[3:2] =11 に従い、同じ DESの転送に再度 Chain起動指示が発生します。 

DSTCは、(B)の Chain再起動指示により、DESの転送を再開します。同様に 32768回の転送を行います。転送

後、転送回数カウンタは、(2,1)です。DESの CHRS[3:2] =11に従い、同じ DESの転送に再度 Chain起動指示が

発生します。 

DSTCは、(C)の Chain再起動指示により、DESの転送を再開します。同様に 32768回の転送を行います。転送

後、転送回数カウンタは、(1,1)です。DESの DV=01に従い、この DES のクローズ処理を行います。DESの

CHRS[5:4]=01 に従い、SWTR.SWSTをセットし、転送終了します。 

転送終了後の DES格納値 

転送動作例 4 では、転送終了後、DESの値は、Table 4-7のように更新されます。表中太字の個所の値は、転送

開始前とは異なる値です。DES2, DES3の値は 3回目の外ループの転送開始アドレスが格納されています。 

Table 4-7 転送動作例 4の転送終了後 DES値 

DES No. 値 

DES0 DV=00、ST=00 その他の値は転送開始時と同じ値 

DES1 ORM = 0x0001, IINの値は転送開始時と同じ値 

DES2 SA = 0x0004 0000 

DES3 DA = 0x0014 0000 

 

 

 

補足 

上記のように、CHRS[3:2]=11の設定により、現在の DES から現在の DESに対し再度 Chain 起動を発生させる

ことができます。通常、MODE=0の転送は、1回の起動指示で、IIN回の転送を行いますが、CHRS[3:2]=11の

設定により、1回の起動指示で、ORM×IIN回の転送をすべて実行することができます。 

転送動作例 4 では、全部で 98304回の転送を 3分割して、3(=ORM)×32768(=IIN)の転送に分割して実行してい

ますが、ORMと IINの積が同じ値になる設定であれば、転送結果は同じになります。DSTC は一度転送を開始

すると、起動指示待ち状態になるか、Chain起動のタイミングでなければ、その他の転送要求の処理を開始でき

ません。このため、動作例 4のように、大量のデータ転送を行う場合、他の HW転送要求の転送処理開始が遅

れてしまうことが懸念されます。これを防ぐ必要がある場合、ORMの値を調節し、ORM と IIN の積が同じ値

になるように転送処理を細分割化すると、別の HW転送要求を遅滞なく DSTCに処理させることが可能になり

ます。 

逆に、Chain起動のタイミングで、別の HW転送要求を処理させたくない場合、CHLK=1 による Chainロック設

定を使用し、転送を連続実行することができます。 

 

＜注意事項＞ 

− HW転送で、データ転送ごとに DSTCとのハンドシェイクが必要な Peripheralからの転送要求で実行さ

れる DES(MODE=1で使用する必要のある DES)では、CHRS=11とすることはできま 

せん。 
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4.5 転送動作例 5 
転送動作例 5 の説明を行います。 

転送開始時の DES設定値 

転送動作例 5 を以下に説明します。この例では、より複雑な Chain起動設定を行う場合の動作例を示します。3

個の DESを使用します。Table 4-8に 1st-DES, 2nd-DES, 3rd-DESの指定内容を示します。 

Table 4-8 転送動作例 5の転送開始時 DES値 

領域 DES No. 値 

1st-DES 

DES0 

DES0=0x612806B1 

DV=01：転送終了時に DESクローズ 

MODE=1,TW=10：モード 1、32bit（Word）転送 

ORL=101：DES1<=DES4,DES3<=DES6 の OuterReload 

SAC=001 TW×1 のインクリメント InnerReload 有 

DAC=000：TW×1 のインクリメント InnerReload 無 

CHRS=101000：後続 DESの Chain 起動有、割込みフラグセット無 

DMSET=0：DES クローズ時に DQMSK[n]をセットしない 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=01：HWで直接起動される DESなので 01 

PCHK=0110：Partiy 

DES1 ORM = 0x0002, IIN = 0x02、IRM = 0x02 

DES2 SA=0x0000 0000 

DES3 DA=0x0000 1000 

DES4,6 それぞれ、1st-DESの DES1,DES3 と同じ値 

2nd-DES 

DES0 

DES0=0x60202063 

DV=11：転送終了時に DESクローズしない 

MODE=0,TW=00：モード 0、8bit（Byte）転送 

ORL=011：DES1<=DES4,DES2<=DES5 の OuterReload 

SAC=000：TW×1 のインクリメント InnerReload無 

DAC=001：TW×1 のインクリメント InnerReload 有 

CHRS=100000：後続 DESの Chain 起動有、割込みフラグセット無 

DMSET=0：DES クローズ時に DQMSK[n]をセットしない 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=00：Chain起動される DESなので 00 

PCHK=0110：Partiy 

DES1 ORM = 0x0002, IIN = 0x0003 

DES2 SA=0x0000 2000 

DES3 DA=0x0000 3000 

DES4,5 それぞれ、2nd-DESの DES1,DES2 と同じ値 

3rd-DES 

DES0 

DES0=0xB010F503 

DV=11：転送終了時に DESクローズしない 

MODE=0,TW=01：モード 0、16bit（Half word）転送 

ORL=000：OuterReload 無 

SAC=101：アドレス固定 

DAC=111：TW×1 のデクリメント InnerReload 有 

CHRS=010000：Chain 起動無、割込みフラグセット有 

DMSET=0：DES クローズ時に DQMSK[n]をセットしない 

CHLK=0：Chain ロック無 

ACK=00：Chain起動される DESなので 00 

PCHK=1011：Parity 

DES1 ORM = 0x0001, IIN = 0x0002 

DES2 SA=0x0000 4000 

DES3 DA=0x0000 5002 
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転送動作フロー 

Figure 4-5に転送動作例 5の転送動作フローを示します。図の(A),(B),(D),(E)の起動指示は、HW起動指示を示し、

Peripheral からの転送要求信号のアサートが該当します。図の(C),(F),(G)の起動指示は、Chain 起動指示です。 

Figure 4-5 転送動作例 5の動作フロー 

0x0000 0x1000 Counter of 1st-DES: (2,2)
(A) Start Trigger to 1st-DES 

     from Peripheral
Wait next trigger

0x0004 0x1004 Counter of 1st-DES:(2,1)

0x2000 0x3000

(B) Start Trigger to 1st-DES

    from Peripheral

Counter of 2nd DES:(2,3)

0x2001 0x3001 Counter of 2nd DES:(2,2)

0x2002 0x3002 Counter of 2nd DES:(2,1)

0x0000 0x1008 Counter of 1st DES:(1,2)

(F) Chain start trigger 

to 2nd-DES from 1st-DES

0x0004 0x100C Counter of 1st DES:(1,1)  

0x2003 0x3000

(E) Start Trigger to 1st-DES

    from Peripheral

Counter of 2nd DES:(1,3)

0x2004 0x3001 Counter of 2nd DES:(1,2)

0x2005 0x3002 Counter of 2nd DES:(1,1)  

(G) Chain start trigger 

to 3rd-DES from 2nd-DES
0x4000 0x5002 Counter of 3rd DES(1,2)

End report

Wait next trigger

(D) Start Trigger to 1st-DES

     from Peripheral
Wait next trigger

0x4000 0x5000 Counter of 3rd DES(1,1)　

(C) Chain start trigger 

to 2nd-DES from 1st-DES

　※1stDES close

 

 

 

DSTCは、(A)の起動指示により、1st-DES の転送を開始します。0x0000番地から 0x1000番地への 32bit 転送を 1

回実行します。1st-DESの転送回数カウンタは、(2,2)です。1st-DES の CHRS[1:0]=00に従い、HWINT[n]をセッ

トしません。次の起動指示を待機します。 

DSTCは、(B)の起動指示により、1st-DES の転送を再開します。0x0004番地から 0x1004番地への 32bit 転送を 1

回実行します。1st-DESの転送回数カウンタは、(2,1)です。1st-DES の CHRS[3:2]=10に従い、後続の 2nd-DES

の転送に Chain起動指示が発生します。 

DSTCは、(C)の Chain起動指示により、2nd-DESの転送を開始します。0x2000番地から 0x3000番地への 8bit

転送から開始します。IIN=3 回の 8bit 転送を連続して行います。2nd-DESの転送回数カウンタは、(2,3)よりカウ

ント開始し、転送後、(2,1)です。2nd-DESの CHRS[3:2]=00 に従い、HWINT[n]をセットしま 

せん。次の起動指示を待機します。 

DSTCは、(D)の起動指示により、1st-DES の転送を再開します。SAにはアドレスの InerReload が適用されます。

DAは継続インクリメントです。0x0000から 0x1008番地への 32bit 転送を 1回実行します。転送回数カウンタ

は、(1,2)です。1st-DES の CHRS[1:0]=00 に従い、HWINT[n]をセットしません。次の起動指示を待機します。 

DSTCは、(E)の起動指示により、1st-DES の転送を再開します。0x0004番地から 0x100C番地への 32bit 転送を

1回実行します 1st-DESの転送回数カウンタは、(1,1)です。1st-DES の DV=01に従い、1st-DESのクローズ処理
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が行われます。1st-DESの CHRS[5:4]=10に従い、後続の 2nd-DESの転送に Chain起動指示が発生します。(1st-DES

は、CHRS[5:0]=101000が指定されている点に注意してください。) 

DSTCは、(F)の chain起動指示により、2nd-DESの転送を再開します。SAは継続インクリメントです。DAには

アドレスの InnerReload が適用されます。IIN=3回の 8bit 転送を連続実行します。2nd-DESの転送回数カウンタ

は、(1,3)よりカウント開始し、転送後、(1,1)です。2nd-DESの DV=11 に従い、2nd-DESのクローズ処理は行い

ません。2nd-DESの CHRS[5:4]=10 に従い、後続の 3rd-DESの転送に Chain起動指示が発生します。 

DSTCは、(G)の chain起動指示により、3rd-DESの転送を開始します。IIN=2回の 16bit 転送を連続実行します。

3rd-DESの転送回数カウンタは(1,2)よりカウント開始し、転送後(1,1)です。3rd-DES の DV=11に従い、3rd-DES

のクローズ処理は行いません。3rd-DES の CHRS[5:4]= 01に従い、HWINT[n]をセットします。 

転送動作例 5 は、上記のような転送動作となり転送終了します。例では、1st-DES から 2nd-DES への Chain起動

指示を、(B)と(E)の起動指示の転送後にのみ行うように指定しています。また、3rd-DESの転送終了時に、

HWINT[n]をセットするように指定し、すべての転送終了時に、CPU に通知するように設定しています。 

 

転送終了後の DES格納値 

動作例 5では、転送終了後、DESの値は、Table 4-9のように更新されます。表中太字の個所の値は、転送開始

前とは異なる値です。1st-DESは、CPU と DSTCの処理ハンドシェイクのため、転送処理終了時に DESがクロ

ーズされるように設定しています。2nd-DES, 3rd-DESは、DESがクローズされないように設定しています。 

Table 4-9 動作例 5の転送終了後 DES値 

領域 DES No. 値 

1st-DES 
DES0 DV=00、ST=00、その他の値は転送開始時と同じ値 

DES1-4,6 転送開始時と同じ値 

2nd-DES DES0-5 転送開始時と同じ値 

3rd-DES DES0-3 転送開始時と同じ値 
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4.6 DSTC制御例 
DSTCの制御手順例を説明します。 

スタンバイ状態と通常状態の制御手順例 

DSTCは、バスリセットにより、スタンバイ状態に遷移します。DSTC に転送を実行させる場合は、最初に、ス

タンバイ状態から、通常状態へ移行する必要があります。また、DSTCに転送動作を実行させない場合は、スタ

ンバイ状態としておくことにより、システムの低消費電力化を行うことができます。 

Figure 4-6にスタンバイ状態から通常状態へ移行する手順例と、通常状態からスタンバイ状態へ移行する手順例

を示します。図中の番号は、以下の説明文章の番号に対応します。 

Figure 4-6 スタンバイ状態と通常状態の移行制御例 

#1 Start

 ( DSTC standby state )

#2 Write 0x04 to CMD register.

#3 Read CMD register. #8 Read CMD register.

#7 Write 0x08 to CMD register.

#6 Start 

( DSTC normal state )

#10 End

#9 CMD == 0x01#4 CMD == 0x00
N

Y Y

N

#5 End

 

 

#1～#5は、DSTCをスタンバイ状態から通常状態へ移行する手順を示します。スタンバイ解除コマンドの発行

(CMDレジスタへの 0x04書込み)を行います。DSTCが通常状態に遷移すると、CMDレジスタより 0x00が読み

出せます。0x00の読出し確認を行います。 

#6～#10は、DSTCを通常状態からスタンバイ状態へ移行する手順を示します。スタンバイ移行コマンドの発行

(CMDレジスタへの 0x08書込み)を行います。DSTCがスタンバイ状態に遷移すると、CMDレジスタより 0x01

が読み出せます。0x01の読出し確認を行います。 

DSTCが転送動作を行っている場合、スタンバイ移行コマンドを発行すると、現在実行されている転送が強制終

了し、その転送の DESのクローズ処理が行われます。DESのクローズ処理後に、DSTCはスタンバイ状態に移

行します。 
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転送動作の制御手順例 

Figure 4-7 に DSTC の転送動作制御の手順例を示します。図中の番号は、以下の説明文章の番号に対応します。 

Figure 4-7 DSTC転送動作制御例 

#2 Setup DSTC registers.

( after Peripheral setup )

#3 Setup DES. 

#5  Start trigger.

#6 Transfer operation

#7 Check status register.

#8 Clear status register.

#11 Need DES update ?

Y

#9 Transfer error?

#4 Clear DQMSK[n] 

#10 Recover error.

#12 New transfer?

#13 End 

N

N

Y

Y

N

#1 Start

 ( DSTC normal state )

 

 

#1 DSTCが通常状態にある場合から説明を開始します。通常状態でない場合、以降の処理を行うことはできま

せん。 

#2 DSTCの制御レジスタの初期化を行います。DESTP レジスタ, CFGレジスタ、HWDESP[n]レジスタ, 

DREQENB[n]レジスタに初期値を設定します。DREQENB[n]レジスタ設定は、Peripheral のセット 

アップ完了後に行います。MONERSレジスタは、バスリセット後はクリアされていますが、再ス 

タンバイ解除後は、その前のスタンバイ移行による転送強制終了のエラー履歴が保存されていることがあ

ります。ERCLRコマンド(CMDレジスタへの 0x20書込み)により、MONERSレジスタをクリアします。 

#3 CPUから DSTCが使用する DES領域の構築を行います。 

#4 DQMSK[n]レジスタは、バスリセット直後はクリアされていますが、HW転送のエラー,スタンバイ移行コ

マンド、DES の DMSET 指定の要因により、セットされていることがあります。DQMSKCLR[n]レジスタへ
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の 1書込みを行い、クリアします。なお、Periperal からの転送要求信号(DREQ[n])が既にアサートされてい

る場合、CPU からの DQMSK[n]レジスタのクリアが、#5の転送起動指示になります。 

#5 起動指示を行います。SW起動指示の場合、CPUから SWTRレジスタへ DESP を書き込みます。既に SW

転送を実行中は、SWTRレジスタへの書込みアクセスはできないため、注意してください。HW起動指示

の場合、Peripheral からの転送要求（DREQ[n]信号のアサート）が起動指示です。 

#6 DSTCは DESに従い転送動作を行います。DSTCは DESの更新を行い、転送ステータスを返却します。 

#7 CPUから DSTCの転送ステータスを確認します。SW転送の場合、SWTR.SWREQ レジスタ、SWTR.SWST

レジスタを読み出します。HW転送の場合、HWINT[n]レジスタを読み出します。MONERSレジスタを読み

出し、転送のエラー有無を確認します。 

#8 CPUから DSTCの転送終了ステータスをクリアします。SW転送の場合、CPUから SWCLRコマンド発行

(CMDレジスタへの 0x10書込み)し、SWTR.SWSTレジスタをクリアします。HW転送の場合、HWINTCLR[n]

レジスタへの 1書込みにより、HWINT[n]レジスタをクリアします。 

#9～#10 転送エラーが発生している場合、ERCLRコマンド発行(CMDレジスタへの 0x20書込み)し、 

MONERSレジスタをクリアします。転送処理がエラー中断している場合、DESの再構築が必要です。HW

転送の場合、Periperal のセットアップが必要な場合があります。 

#11～#13 DESの再構築が不要な場合、次の起動指示を行い、転送を開始します。DESの再構築が必要な場合

は、CPUから DESの再構築を行ってから、次の起動指示を行い、転送を開始します。 
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DSTCの HW起動転送を途中で止める方法について 

DSTCの HW起動転送を途中で止める方法について ADCからの起動による HW転送を例に説明します。 

ADCから DSTCの HW起動転送を行う場合、起動する前の最初の DES構築の際に、DES0.DMSET=1を設定し

ておいてください。転送途中で転送停止し、DESクローズさせる場合、以下の手順で処理を行います。 

 

#1a CPUから DES0.DV=10をライトします。 

#2a CPUから CFG.RBDIS=1 をライトし、リードスキップバッファを無効化します。 

#3a  DSTCは、ADCから転送要求発生を待ちます。転送要求発生時に、DESクローズ (DES0.DV=00 のライト) 

と、DQMSK[n]へ 1をセットします。 

これにより、以降の DESオープンエラーは発生しなくなります。 

#4a  CPUは、DES0.DV=00 が読み出せるまで待ちます。 

以下の手順で転送を再開させることができます。 

#5a  CPUから DESの再構築、CFG.RBDIS=0をライトします。 

#6a  CPUから DQMSKCLR=1 をライトします。 

上記の #3a の手順 (ADCからの転送要求が発生するのを待つ) を行わず、DESクローズ処理を実施してしまい

たい場合は、以下の手順で処理を行います。 

#1b  CPUから ADCの転送要求発生の禁止を行います。 

ADCスキャン変換・転送の場合：ADCR.SCIE=0 のライト 

ADC優先変換・転送の場合：ADCR.PCIE=0のライト 

#2b  CPUから DES0.DV=10をライトします。 

#3b  CPUから CFG.RBDIS=1 をライトし、リードスキップバッファを無効化します。 

#4b  CPUから HW転送を実施している DESPに対して、SW起動指示を行います。 

(SWTRレジスタへの DESP ライト) 

#5b  DSTCによって、DES クローズ (DES0.DV=00のライト) が行われます。 

この場合は、DQMSK[n]=1はセットされません。 

#6b  CPUは、DES.DV=00が読み出せるまで待ちます。 

以下の手順で転送を再開させることができます。 

#7b  CPUから DESの再構築、CFG.RBDIS=0をライトします。 

#8b  CPUから DQMSKCLR[n]=1 をライトします。 

#9b  CPUから ADCR.SCIE もしくは ADCR.PCIE=1 をライトします。 

 

注意事項 

− 上記の#1b-#6bの処理を行った場合、#4bの CPUからの SW転送起動指示より前に、#3aの ADCの

HW起動＋DESクローズ処理が先に行われる可能性があります。 

この場合、#4bの SW起動指示は、DESオープンエラーとして通知されます。このエラーは問題あり

ませんので、無視してください。 

また、#3aで DQMSK[n]=1がセットされていますので、再起動に#8bの処理が必要です。 
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5. DSTCのレジスタおよびディスクリプタ 

DSTCの各レジスタ、ディスクリプタ機能について説明します。 

 

5.1. 制御レジスタ、DES一覧 

5.2. DESTPレジスタ 

5.3. HWDESP[n]レジスタ 

5.4. CMDレジスタ 

5.5. CFGレジスタ 

5.6. SWTRレジスタ 

5.7. MONERS レジスタ 

5.8. DREQENB[n]レジスタ 

5.9. HWINT[n]レジスタ 

5.10. HWINTCLR[n]レジスタ 

5.11. DQMSK[n]レジスタ 

5.12. DQMSKCLR[n]レジスタ 

5.13. ディスクリプタ 0 (DES0 

5.14. ディスクリプタ 1 (DES1） 

5.15. ディスクリプタ 2 (DES2） 

5.16. ディスクリプタ 3 (DES3） 

5.17. ディスクリプタ 4 (DES4） 

5.18. ディスクリプタ 5 (DES5） 

5.19. ディスクリプタ 6 (DES6） 
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5.1 制御レジスタ、DES一覧 
DSTCの制御レジスタ、DES の一覧を示します。 

Table 5-1に、DSTCの制御レジスタ、Table 5-2に DESの一覧を示します。 

Table 5-1 DSTCの制御レジスタレジスタ一覧 

アドレス レジスタ名 参照先 

+0x00 DESTP 5.2 

+0x04 HWDESP 5.3 

+0x08 CMD 5.4 

+0x09 CFG 5.5 

+0x0a SWTR 5.6 

+0x0c MONERS 5.7 

+0x10 ~ +0x2f DREQENB 5.8 

+0x30 ~ +0x4f HWINT 5.9 

+0x50 ~ +0x6f HWINTCLR 5.10 

+0x70 ~ +0x8f DQMSK 5.11 

+0x90 ~ +0xaf DQMSKCLR 5.12 

 

Table 5-2 DES一覧 

アドレス ディスクリプタ名 参照先 

DESTP+DESP+0x00 DES0 5.13 

DESTP+DESP+0x04 DES1 5.14 

DESTP+DESP+0x08 DES2 5.15 

DESTP+DESP+0x0C DES3 5.16 

DESTP+DESP+0x10~ DES4 5.17 

DESTP+DESP+0x10~ DES5 5.18 

DESTP+DESP+0x10~ DES6 5.19 
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5.2 DESTPレジスタ 
DESTP(Descirpor top address)レジスタは、DES領域の先頭アドレスを設定します。 

レジスタ構成 

アドレス：+0x00 

bit 31               0 

Field DESTP[31:0] 

属性 R/W 

初期値 0x0000 0000 

レジスタ機能 

DSTCは、DESTP＋DESPのアドレスに存在する DESの参照と更新を行います。DES領域はリード・ライトで

きるメモリ領域に設定する必要があります。DES領域は wordアラインされている必要があります。DESTPの

下位 2bit は常に 00を指定します。DES領域は、DESTP から 4096word（16Kbyte）の範囲内である必要がありま

す。DESTPに 0xFFFF FFF0 より大きな値を設定することはできません。 

DESTPは、DSTCが通常状態で、初期設定時に指定を行います。DSTC の転送動作中に本レジスタの値を書え換

えることはできません。書換えを行った場合、正常な転送動作を行いません。 

[bit31:0] DESTP (Descriptor top address) 

アクセス 適用 

書込み DES領域の先頭アドレスを設定します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 
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5.3 HWDESP[n]レジスタ 
HWDESP[n] (Hardware DES pointer)レジスタは、HWチャネル nの転送要求時に DSTCが参照する DESの DESP

を設定します。 

レジスタ構成 

アドレス：+0x04 

bit 31 30 29     16 15   8 7   0 

Field 予約 HWDESP[13:0] 予約 CHANNEL[7:0] 

属性 R R R/W R R/W 

初期値 0 0 XXXXXX XXXXXX00 0000 0000 0000 0000 

レジスタ機能 

HWDESP[n]レジスタは、HW転送要求発生前に設定しておく必要があります。本レジスタは、DSTCが通常状

態の場合のみアクセスが可能です。使用しない HWチャネル nの設定は不要です。 

HWDESP[n]レジスタは、対応 HWチャネル数分のレジスタが存在しますが、CPU から見えるレジスタ 

ウィンドウは 1つです。以下のようにレジスタアクセスを行います。 

− HWDESP[n]の値をCPUから読み出す場合、先に読み出すHWチャネル番号 nをCHANNEL[7:0]に 8bit（Byte）

アクセスで書き込みます。その後、HWDESP[13:0]から値を 16bit(Half word）アクセスで読み出します。 

− HWDESP[n]の値をCPUから書き込む場合、先に書き込むHWチャネル番号 nをCHANNEL[7:0]に 8bit（Byte）

アクセスで書き込みます。その後、HWDESP[13:0]に値を 16bit(Half word）アクセスで書き込みます。

32bit(Word)アクセスにより、両方を同時に書き込むことも可能です。 

 

HWDESP[n]レジスタの DESP値は、Figure 3-5の HWDESPBUFに一旦格納してから使用します。チャネル nの

HW起動指示が連続した場合、DSTCは、HWDESP[n]レジスタの DESP値ではなく、HWDESPBUF に格納され

ている DESP 値を使用します。このため、CPUから HWDESP[n]レジスタの値を変更した場合、HWDESPBUF

に格納されている値を無効化する必要があります。CFG.RBDISの値の変更により、HWDESPBUFの DESP値を

無効化できます。「5.5 CFGレジスタ」を参照してください。 

[bit7:0] CHANNEL[7:0] 

アクセス 適用 

書込み 読出し・書込みを行う HWDESP[n]のチャネル番号(n)を設定します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-128チャネル対応となっている場合、CHANNEL[7]は常に

0を指定してください。 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-64チャネル対応となっている場合、CHANNEL[7:6]は常に

00を指定してください。 

 

[bit29:16] HWDESP[13:0] 

アクセス 適用 

書込み CHANNEL[7:0]に指定されたチャネル番号の HWDESP[n]を書き込みます。 

読出し CHANNEL[7:0]に指定されたチャネル番号の HWDESP[n]を読み出します。 

 

DESは wordアラインされている必要があります。HWDESPの下位 2bitは常に 00を指定します。HWDESPに

0x3FF0より大きな値を設定することはできません。 
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5.4 CMDレジスタ 
CMD（Command）レジスタは、DSTCに対するコマンド発行と状態読出しを行います。 

レジスタ構成 

アドレス：+0x08 

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field CMD[7:0] 

属性 W W W W W W R R 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 1 

レジスタ機能 

CMD（Command）レジスタに書込みアクセスを行うと、DSTCに対しコマンドを発行することができます。こ

のレジスタに対する書込みアクセスは、8bit（byte）アクセスで行ってください。16bit/32bit の書込みアクセスは

無視されます。また、本レジスタを読出すことにより、DSTCの状態（通常状態、スタンバイ状態、遷移状態

1,2）が読出せます。 

DSTCの状態により、発行できるコマンドに制限があります。Table 3-13を参照してください。 

[bit7:0] CMD[7:0] 

書込み値 発行コマンド 処理内容 

0x04 
スタンバイ解除 

コマンド 
スタンバイ状態から通常状態への復帰を指示します。 

0x08 
スタンバイ移行 

コマンド 

通常状態からスタンバイ状態への移行を指示します。 

SWTR.SWST レジスタを 0クリアします。 

SWINT 割込み信号をネゲートします。 

すべての HWINT[n]レジスタをクリアします。 

すべての HWINT[n]割込み信号をネゲートします。 

ERINT割込み信号をネゲートします。 

すべての DQMSK[n]レジスタに 1 をセットします。 

0x10 SWCLR コマンド 
SWTR.SWST レジスタを 0クリアします。 

SWINT 割込み信号をネゲートします。 

0x20 ERCLR コマンド 

MONERS.EST レジスタを 0クリアします。 

ERINT割込み信号をネゲートします。 

MONERS.DER レジスタを 0クリアします。 

MONERS.ESTOP レジスタを 0クリアします。 

0x80 MKCLRコマンド 
すべての DQMSK[n]レジスタを 0 にクリアします。 

（遷移状態 2では無視されます。） 

上記外値 
書込み禁止（RMWアクセス等により、上記の値と異なる値を書き込んだ場合、 

書込みアクセスが無視される場合があります。注意してください。） 

 

読出し値 DSTCの状態 

0x00 通常状態であることを示します。 

0x01 スタンバイ状態であることを示します。（初期値） 

0x02 遷移状態 1（スタンバイ状態から、通常状態への遷移中）であることを示します。 

0x03 遷移状態 2（通常状態から、スタンバイ状態への遷移中）であることを示します。 

上記外値 上記以外の値が読出されることはありません。 
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5.5 CFGレジスタ 
CFG（Configuration）レジスタは、DSTC の動作機能設定を行います。 

レジスタ構成 

アドレス：+0x09 

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field 予約 SWPR[2:0] ESTE RBDIS ERINTE SWINTE 

属性 R R/W R/W R/W R/W R/W 

初期値 0 100 0 0 0 0 

レジスタ機能 

CFG（Configuration）レジスタは、DSTC の動作機能設定を行うレジスタです。このレジスタに対する書込みア

クセスは、8bit（byte）アクセスで行ってください。16bit/32bit の書込みアクセスは無視されます。DSTCが通常

状態でない時は、本レジスタに書込みアクセスを行うことはできません。 

[bit8] SWINTE (Software interrupt enable) 

アクセス 適用 

書込み 0 
SWINT割込みを禁止します。（初期値） 

SWTR.SWSTに 1 がセットされた場合、SWINT 割込みを発生しません。 

書込み 1 
SWINT割込みを許可します。 

SWTR.SWSTに 1 がセットされた場合、SWINT 割込みを発生します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

 

[bit9] ERINTE (Error interrupt enable) 

アクセス 適用 

書込み 0 
ERINT割込みを禁止します。（初期値） 

MONERS.ESTに、001、010、100、101がセットされた場合に、ERINT割込みを発生しません。 

書込み 1 
ERINT割込みを許可します。 

MONERS.ESTに、001、010、100、101がセットされた場合に、ERINT割込みを発生します。 

読出し レジスタ設定値を読み出します。 

スタンバイ遷移コマンドにより、MONERS.ESTレジスタに 011がセットされた場合、ERINT 割込みは発生しま

せん。 

 

[bit10] RBDIS (Read skip buffer disable) 

アクセス 適用 

書込み 0 
DESのリードスキップバッファ機能を有効にします。（初期値） 

HWDESPBUF の HWDESP[n]参照スキップ機能を有効にします。 

書込み 1 
DESのリードスキップバッファ機能を無効にします。 

HWDESPBUF の HWDESP[n]参照スキップ機能を無効にします。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

 

RBDIS=0の設定の場合、Figure 3-5に示したリードスキップバッファ機能、HWDESPBUF機能が有効となりま

す。この場合、DSTCは一度参照したメモリ上の DES参照、HWDESP[n]レジスタの参照をスキップし、処理の

高速化を行います。ただしこの場合、CPUからの DES0.DVの値の変更や、HWDESP[n]の書換えを認識できな

いことがあります。このため、DES0.DV の値の変更や、HWDESP[n]の書換えを行った場合は、その後、RBDIS

レジスタに 1 を書き込んでください。RBDIS=1 の設定の場合、DSTC は、 

リードスキップバッファ機能、HWDESPBUF機能を使用しません。メモリ上の DES 値、HWDESP[n]レジスタ

値を参照して動作します。DSTCが更新された値で処理を実施後、RBDISレジスタに 0を書込み、再度バッフ

ァ機能を有効化することができます。  
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[bit11] ESTE (Error stop enable) 

アクセス 適用 

書込み 0 
転送エラー発生時、エラー停止状態となりません。（初期値） 

他の転送要求がある場合、他の転送処理を開始します。 

書込み 1 
転送エラー発生時、エラー停止状態となります。 

他の転送要求がある場合、転送開始を保留します。 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

 

[bit12:14] SWPR[2:0] (Software transfer priority) 

Arbiter2の調停動作において、HW転送要求と、SW転送要求が競合している場合に、SW転送が転送権を得る

確率を指定します。SWPR の設定値は、DSTC の転送動作中であっても書き換えることが可能です。書換えを行

った場合、次の SW起動指示から設定値が適用されます。 

アクセス 適用 

書込み 000 
SW転送の優先度を最高にします。 

（SW転送起動指示時、HW転送が実行中の場合、HW転送終了後、SW転送を開始します。） 

書込み 001 SW転送の転送権獲得確率を 1/2 にします。 

書込み 010 SW転送の転送権獲得確率を 1/3 にします。 

書込み 011 SW転送の転送権獲得確率を 1/7 にします。 

書込み 100 SW転送の転送権獲得確率を 1/15 にします。（初期値） 

書込み 101 SW転送の転送権獲得確率を 1/31 にします。 

書込み 110 SW転送の転送権獲得確率を 1/63 にします。 

書込み 111 
SW転送の優先度を最低にします。 

（HW転送要求がない状態でのみ、SW転送を開始します。） 

読出し レジスタ設定値を読出します。 

 

[bit15] 予約 : 予約ビット 

書込み時は 0 を書き込んでください。読出し時は 0が読み出されます。 
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5.6 SWTRレジスタ 
SWTR(Software trigger)レジスタは、SW起動指示を行うレジスタです。 

レジスタ構成 

アドレス：+0x0A 

bit 31 30 29  16 

Field SWST SWREQ SWDESP[13:0] 

属性 R R R/W 

初期値 0 0 00 0000 0000 0000 

レジスタ機能 

SWTR(Software trigger)レジスタは、書込みアクセスにより、SW転送の開始を指示するレジスタです。このレジ

スタに対する書込みアクセスは、16bit(Half word)アクセスで行ってください。32bit(Word)の書込みアクセスは無

視されます。また、それ以前に、SW起動指示が行われており、その SW転送が終了していない場合(SWREQ≠

0)、通常状態以外の場合(CMD≠00)、エラーストップ状態である場合(ESTOP≠0)は、DSTC は、CPUからの書

込みアクセスを無視し、新規の SW起動指示を無視するため、注意してください。 

 [bit29:16] SWDESP[13:0] (Software DES pointer) 

SW起動する DES の DESP の値を書き込みます。DSTC は、DESTP＋SWDESP の DES 領域の転送を行います。

SW転送動作中、Chain起動指示があると、SWDESPの値は、DSTC側から Chain起動した DES の DESPの値に

更新されます。DESは word アラインされている必要があります。SWDESPの下位 2bit は常に 00を指定してく

ださい。SWDESPに 0x3FF0 より大きな値を設定することはできません。 

アクセス 適用 

書込み SW起動する DESの DESP を指定します。 

読出し 転送実行中または転送を終了させた SW転送の DESPを表示します。 

 

[bit30] SWREQ (Software request) 

SWREQレジスタは、SW転送が、実行開始の待機状態であるか、もしくは Chain起動を含めた転送実行中であ

ることを示す読出し専用レジスタです。書込み値は無視されます。SWTRレジスタへの書込みアクセス(起動指

示)により、1がセットされます。SW転送が正常終了、異常終了、起動指示待ち状態になると、0にリセットさ

れます。 

アクセス 適用 

書込み 書込み値は意味を持ちません。 

読出し 0 SW転送が、起動指示のない状態、または転送終了していることを示します。 

読出し 1 SW転送が、実行開始の待機状態、または転送実行中であることを示します。 

 

 [bit31] SWST (Software status) 

SWSTレジスタは、CPUにSW転送終了通知を行うための読出し専用レジスタです。SW起動されたDESのCHRS

にて割込みフラグセットが指示されていて、転送が正常終了すると、1がセットされます。SWCLR コマンド, ス

タンバイ移行コマンド, SWTR レジスタへの書込みにより、0クリアされます。

(CFG.SWINTE=1)&&(SWTR.SWST==1)の場合、SWINT割込み信号がアサートされます。 

アクセス 適用 

書込み 書込み値は意味を持ちません。 

読出し 0 SW転送が正常終了していないことを示します。 

読出し 1 SW転送が正常終了したことを示します。 
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5.7 MONERSレジスタ 
MONERSレジスタは、転送エラー発生時、発生したエラー内容を表示します。 

レジスタ構成 

アドレス：+0x0C  

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field 予約 EDESP[13:8] 

属性 R R R R R R R 

初期値 00 X X X X X X 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field EDESP[7:0] 

属性 R R R R R R R R 

初期値 X X X X X X 0 0 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field ECH[7:0] 

属性 R R R R R R R R 

初期値 X X X X X X X X 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field 予約 EHS 予約 ESTOP DER EST[2:0] 

属性 R R R R R R 

初期値 X X X 0 0 000 

レジスタ機能 

MONERSレジスタは読出し専用のレジスタです。書込みは無視されます。転送エラー発生時、発生したエラー

内容が記録されます。MONERSレジスタを参照することにより、エラー内容を確認することができます。

MONERS.EST にエラー発生 がセットされた時に、ERINT割込みを発生させることができます。ERINTE=1 の

場合、NVIC対する ERINT割込み信号がアサートされます。MONERS レジスタの値と ERINT 割込みは、CMD

レジスタに対する ERCLRコマンドによりクリアすることができます。 

MONERSレジスタの内容詳細は、「3.2.8 MONERSレジスタ」を参照してください。 

[bit2:0] EST[2:0] (Error status) 

EST[2:0]は、発生した転送エラー内容を表示します。EST≠000の場合に再度転送エラーが発生しても、前の転

送エラー内容を保持しています。ERCLRコマンドにより 000にクリアされます。 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません。 

読出し 000 エラー発生なし（初期値） 

読出し 001 Sourceアクセスエラー 

読出し 010 Destination アクセスエラー 

読出し 011 転送強制停止 

読出し 100 DESアクセスエラー 

読出し 101 DESオープンエラー 

読出しその他 未定義 
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[bit3] DER (Double Error) 

DERは、転送エラーの 2重発生有無を示します。EST≠000かつ DER=0の場合に、転送エラーが発生すると、1

がセットされます。ERCLRコマンドにより 0にクリアされます。 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません。 

読出し 0 転送エラーの二重発生が無いことを示します。（初期値） 

読出し 1 転送エラーの二重発生が有ることを示します。 

 

[bit4] ESTOP (Error Stop) 

ESTOPは、エラーストップ状態であることを示します。CFG.ESTE=1の場合に、転送エラーが発生すると、1

がセットされます。エラーストップ状態の間は、DSTC の転送開始が、保留されます。ERCLRコマンドにより

0にクリアされます。このレジスタが 0にクリアされると、保留されていた転送が開始されます。このレジスタ

が 1の場合、SWTRレジスタへの書込みは無視されます。 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません。 

読出し 0 エラーストップ状態でないことを示します。（初期値） 

読出し 1 エラーストップ状態であることを示します。 

 

[bit5] 予約 : 予約ビット 

読出し値は不定値です。書込み値は無視されます。 

 

[bit6] EHS (Error Hardware Software) 

転送エラーを発生させた DES転送が HW 起動であるか、SW起動であるかを示します。EST≠000の場合に再度

転送エラーが発生しても、前の転送エラー内容を保持しています。EST=000の場合、このレジスタ値は不定値

です。 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません 

読出し 0 SW起動もしくはそこからの Chain 起動による転送にてエラー発生 

読出し 1 HW起動もしくはそこからの Chain 起動による転送にてエラー発生 

 

[bit7] 予約 : 予約ビット 

読出し値は不定値です。書込み値は無視されます。 

 

[bit15:8] ECH[7:0] (Error hardware CHannel) 

EST≠000かつ EHS=1の場合、転送エラーを発生させた HW起動のチャネル番号を表示します。EST≠000の場

合に再度転送エラーが発生しても、前の転送エラー内容を保持しています。EST=000または EHS=0 の場合、こ

のレジスタ値は不定値です。 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません 

読出し 転送エラーを発生させた DESが HW起動の場合、HWチャネル番号を示します。 
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[bit29:16] EDESP [13:0] (Error DES pointer) 

転送エラーを発生させた DESの DESPを表示します。EST≠000の場合に再度転送エラーが発生しても、前の転

送エラー内容を保持しています。EST=000の場合、このレジスタ値は不定値です。EDESP[1:0]は常に 0が読み

出されます。 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません 

読出し 転送エラーを発生させた DESの DESPを示します。 

 

[bit31:30] 予約 : 予約ビット 

読出し値は 00 です。書込み値は無視されます。 
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5.8 DREQENB[n]レジスタ 
DREQENB[n]レジスタは、HWチャネル n の使用有無を設定します。 

レジスタ構成 

アドレス   

+0x10 Field DREQENB[31:0] 

+0x14 Field DREQENB[63:32] 

+0x18 Field DREQENB[95:64] 

+0x1C Field DREQENB[127:96] 

+0x20 Field DREQENB[159:128] 

+0x24 Field DREQENB[191:160] 

+0x28 Field DREQENB[223:192] 

+0x2C Field DREQENB[255:224] 

属性(全領域同じ) R/W 

初期値(全領域同じ) 0x0000 0000 

レジスタ機能 

DREQENB[n] (DMA Request Enable)レジスタは、初期設定時、HWチャネル nの使用有無をそれぞれ設定します。

DSTCが通常状態の場合、本レジスタに書込みアクセスを行うことができます。 

HWチャネル nを使用する場合、DREQENB[n]=1 を設定します。HWチャネル nを使用しない場合、

DREQENB[n]=0を設定します。このレジスタが 0の場合、DSTCに接続されている Peripheral の割込み信号や転

送要求信号(DREQ[n])は無視されます。このレジスタの値は、DSTC側から書き換えられることはありません。 

割込みを DSTCへの転送要求として使用する Peripheralにおいて、NVICに接続される割込み信号に Peripheral

からの割込み信号とDSTCからのHWINT[n]のいずれが選択されるかは、DREQENB[n]の値により決定されます。

「2. DSTCの動作概要とシステム構成」を参照してください。 

[bit255:0] DREQENB[255:0] (DMA request enable) 

アクセス 適用 

書込み 0 Peripheral からの DREQ信号を無効とします。（初期値） 

書込み 1 Peripheral からの DREQ信号を有効とします。 

読出し レジスタ設定値を読み出します。 

 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-128チャネル対応となっている場合、DREQENB[255:128]

は常に 0固定の予約領域です。 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-64チャネル対応となっている場合、DREQENB[255:64]は

常に 0固定の予約領域です。 
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5.9 HWINT[n]レジスタ 
HWINT[n]レジスタは、HW転送の終了通知を行います。 

レジスタ構成 

アドレス   

+0x30 Field HWINT[31:0] 

+0x34 Field HWINT[63:32] 

+0x38 Field HWINT[95:64] 

+0x3C Field HWINT[127:96] 

+0x40 Field HWINT[159:128] 

+0x44 Field HWINT[191:160] 

+0x48 Field HWINT[223:192] 

+0x4C Field HWINT[255:224] 

属性(全領域同じ) R 

初期値(全領域同じ) 0x0000 0000 0000 0000 

レジスタ機能 

HWINT[n] (Hardware transfer interrupt)レジスタは、CPU に HW転送終了通知を行うための読出し専用レジスタで

す。このレジスタへの書込みアクセスは無視されます。 

HW起動された DESまたはそこから Chain起動された DESの CHRSにて割込みフラグセットが指示されている

と、1がセットされます。HWINT[n]レジスタは、HWINTCLR[n]レジスタへの 1書込み、スタンバイ移行コマン

ドにより、0にクリアすることができます。HWINT[n]=1 の場合、NVIC 対する DSTC の HW転送終了割込み信

号（HWINT[n]）がアサートされます。 

[bit255:0] HWINT[255:0] (Hardware transfer interrupt) 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません。 

読出し 0 起動した HW転送が正常終了していないことを示します。 

読出し 1 起動した HW転送が正常終了したことを示します。 

 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-128チャネル対応となっている場合、HWINT[255:128]は常

に 0固定の予約領域です。 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-64チャネル対応となっている場合、HWINT[255:64]は常に

0固定の予約領域です。 
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5.10 HWINTCLR[n]レジスタ 
HWINTCLR[n]レジスタは、HWINT[n]レジスタをクリアするためのレジスタです。 

レジスタ構成 

アドレス   

+0x50 Field HWINTCLR[31:0] 

+0x54 Field HWINTCLR[63:32] 

+0x58 Field HWINTCLR[95:64] 

+0x5C Field HWINTCLR[127:96] 

+0x60 Field HWINTCLR[159:128] 

+0x64 Field HWINTCLR[191:160] 

+0x68 Field HWINTCLR[223:192] 

+0x6C Field HWINTCLR[255:224] 

属性(全領域同じ) W 

初期値(全領域同じ) 0x0000 0000 0000 0000 

レジスタ機能 

HWINTCLR[n]レジスタは、CPUから、HWINT[n]レジスタをクリアするための書込み専用レジスタです。DSTC

が通常状態以外の時は、本レジスタに書込みアクセスを行うことはできません。 

このレジスタへの 1書込みアクセスにより、HWINT[n]レジスタをクリアすることができます。 

0書込みは無視されます。読出し値は常に 0です。 

[bit255:0] HWINTCLR[255:0] (Hardware transfer interrupt Clear) 

アクセス 適用 

書込み 0 何も行われません。 

書込み 1 HWINT[n]レジスタを 0クリアします。 

読出し 常に 0が読み出されます。 

 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-128チャネル対応となっている場合、HWINTCLR[255:128]

は予約領域です。 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-64チャネル対応となっている場合、HWINTCLR[255:64]は

予約領域です。 
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5.11 DQMSK[n]レジスタ 
DQMSK[n]レジスタは、HW転送要求が抑止されている状態を表示します。 

レジスタ構成 

アドレス   

+0x70 Field DQMSK[31:0] 

+0x74 Field DQMSK[63:32] 

+0x78 Field DQMSK[95:64] 

+0x7C Field DQMSK[127:96] 

+0x80 Field DQMSK[159:128] 

+0x84 Field DQMSK[191:160] 

+0x88 Field DQMSK[223:192] 

+0x8C Field DQMSK[255:224] 

属性(全領域同じ) R 

初期値(全領域同じ) 0x0000 0000 

レジスタ機能 

DQMSK[n]レジスタは、読出し専用のレジスタです。書込みは無視されます。このレジスタが 1 の場合、DSTC

に対する Peripheral からの転送要求信号(DREQ[n])が抑止されている状態を示します。以下の条件発生時、DSTC

は、DQMSK[n]に 1をセットし転送要求を抑止します。 

− HWチャネル nの転送で、転送エラーが発生した場合。 

− CPUから、CMDレジスタに対し、スタンバイ移行コマンドを発行した場合。 

− HWチャネル nの転送の DESにて、DMSET=1であり、かつ DESクローズ処理した場合。 

 

以下の条件発生時、DSTCは、DQMSK[n]を 0クリアし、転送要求の抑止を解除します。 

− DQMSKCLR[n]レジスタに、1書込みを行った場合 

− CPUから、CMDレジスタに対し、MKCLR コマンドを発行した場合。 

 

[bit255:0] DQMSK[255:0] (DMA request Mask) 

アクセス 適用 

書込み 何も行われません。 

読出し 0 Peripheral からの DREQ[n]信号が抑止されていないことを示します。 

読出し 1 Peripheral からの DREQ[n]信号が抑止されていることを示します。 

 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-128チャネル対応となっている場合、DQMSK[255:128]は予

約領域です。 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-64チャネル対応となっている場合、DQMSK[255:64]は予約

領域です。 
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5.12 DQMSKCLR[n]レジスタ 
DQMSKCLR[n]レジスタは、DQMSK[n]レジスタをクリアするためのレジスタです。 

レジスタ構成 

アドレス   

+0x90 Field DQMSKCLR[31:0] 

+0x94 Field DQMSKCLR[63:32] 

+0x98 Field DQMSKCLR[95:64] 

+0x9C Field DQMSKCLR[127:96] 

+0xA0 Field DQMSKCLR[159:128] 

+0xA4 Field DQMSKCLR[191:160] 

+0xA8 Field DQMSKCLR[223:192] 

+0xAC Field DQMSKCLR[255:224] 

属性(全領域同じ) W 

初期値(全領域同じ) 0x0000 0000 

レジスタ機能 

DQMSKCLR[n]レジスタは、書込み専用のレジスタです。DSTCがスタンバイ状態にある時は、本レジスタに書

込みアクセスを行うことはできません。 

このレジスタに 1を書き込むと DQMSK[n]レジスタが 0 クリアされます。DQMSK[n]レジスタのクリアにより、

抑止されている HW転送が直ちに開始されます。このため、該当転送の Peripheralのセットアップおよび DES

のセットアップが完了してからクリアを行ってください。 

[bit255:0] DQMSKCLR[255:0] (DMA request Mask Clear) 

アクセス 適用 

書込み 0 何も行いません。 

書込み 1 DQMSK[n]レジスタを 0 クリアします。 

読出し 常に 0が読み出されます。 

 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-128チャネル対応となっている場合、DQMSKCLR[255:128]

は予約領域です。 

DSTCを搭載している製品において、DSTC が、HW-64チャネル対応となっている場合、DQMSKCLR[255:64]

は予約領域です。 
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5.13 ディスクリプタ 0 (DES0) 
ディスクリプタ 0 (DES0)について説明します。DES0は、転送の基本設定を行います。 

ディスクリプタ構成 

アドレス：DESTP+DESP+0x00 

bit 31 30 29 28 27 26 25 24 

Field PCHK[3:0] 予約 ACK[1:0] 

C 属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

D属性 R R R R R R R R 

         

bit 23 22 21 20 19 18 17 16 

Field CHLK DMSET CHRS[5:0] 

C 属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

D属性 R R R R R R R R 

         

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 

Field DAC[1:0] SAC[2:0] TW 

C 属性 R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

D属性 R R R R R R R R 

         

bit 7 6 5 4 3 2 1 0 

Field ORL[2:0] MODE ST[1:0] DV[1:0] 

C 属性 R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W 

D属性 R R R R W W R/W R/W 

 

※DES領域の表記について 

表中 C属性の欄は、CPUからのリード・ライト属性を示します。 

表中 D属性の欄は、DSTCからのリード・ライト属性を示します。 

DES領域はメモリ上に構築します。初期値はすべて不定値のため省略しています。 

 

ディスクリプタ機能 

[bit1:0] DV[1:0] (Descriptor Valid) 

DES領域の所有権が CPUと DSTCのいずれにあるかを指定します。DESオープン後の転送実施有無, DESクロ

ーズ処理有無を指定します。DESクローズ時、DSTCから 00に更新されます。 

DV[1]=1指定の場合、転送カウンタ, 転送アドレスのリロード指定制約が追加されます。DV[1]=1であって、DES1

～DES3の値が転送開始時の値に戻らない DES設定は、DESオープンエラーを通知します。 

値 適用 

00 DES所有権は CPU、転送実施無、DESクローズ処理無 

01 DES所有権は DSTC、転送実施有、DESクローズ処理有 

10 DES所有権は DSTC、転送実施無、DESクローズ処理有 

11 DES所有権は DSTC、転送実施有、DESクローズ処理無 
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[bit3:2] ST[1:0] (Transfer Status) 

DES指定の転送が終了し、DESクローズ処理時に、DSTC が終了ステータス値を書き込みます。DSTCが DES

クローズ処理を行わない場合、CPUが初期設定した値が残ります。転送開始時この領域がどのような値であっ

ても、DSTCの動作に影響はありません。 

DESアクセスエラー、DES オープンエラーにより、転送が異常終了した場合、DSTCが DES領域にアクセスで

きないため、DESクローズ処理は行われず、STは書き込まれません。これらのエラー通知は、DESの STでは

なく、DSTC本体のMONERS レジスタによって行われます。 

値 適用 

00 転送正常終了 

01 転送元アクセス時に発生したエラーにより転送異常終了 

10 転送先アクセス時に発生したエラーにより転送異常終了 

11 スタンバイ移行コマンドにより転送強制終了し転送異常終了 

 

[bit4] MODE (Transfer mode) 

転送モードを選択します。モード 0の場合、1回の起動指示で IIN回のデータ転送を連続して行います。 

モード 1の場合、1回の起動指示で 1回のデータ転送を行います。データ転送ごとに DSTC とのハンド 

シェイクが必要な Peripheralからの転送要求で HW転送を実行する場合は、モード 1を使用します。DSTCはこ

の領域の値を書き換えません。 

値 適用 

0 モード 0 転送を行います。 

1 モード 1 転送を行います。 

 

[bit7:5] ORL[2:0] (Outer Reload) 

ORM×IIN回の転送終了後、DES1の転送回数カウンタ(ORM/IRM/IIN), DES2の転送元アドレス(SA), DES3の転

送先アドレス(DA)の OuterReload 有無を選択します。また、この値により DESサイズが決定されます。ORL[2:0]

の値により、DES4～DES6はDESPからの相対アドレスが異なります。DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

bit 値 適用 

ORL[0] 
0 DES1 の OuterReload を行いません。DES4 領域不要 

1 DES1 の OuterReload を行います。DES4 領域必要 

ORL[1] 
0 DES2 の OuterReload を行いません。DES5 領域不要 

1 DES2 の OuterReload を行います。DES5 領域必要 

ORL[2] 
0 DES3 の OuterReload を行いません。DES6 領域不要 

1 DES3 の OuterReload を行います。DES6 領域必要 

 

[bit9:8] TW[1:0] (Transfer Width) 

1回の転送のデータ幅を指定します。DSTC はこの領域の値を書き換えません。 

値 適用 

00 8bit (byte) 

01 16bit (Half word) 

10 32bit (Word) 

11 指定禁止(DSTC がこの値を読み出すと DESオープンエラーになります。) 

[bit12:10] SAC[2:0] (Source Address Control) 
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転送中の転送元アドレスの更新方法を指定します。DSTCはこの領域の値を書き換えません。DV[1]=1 であって、

転送終了時の DES2が、転送開始時の値に戻らない設定は、DESオープンエラーを通知します。 

値 適用 

000 転送ごとに TW×1 インクリメントします。InnerReload なし 

001 転送ごとに TW×1 インクリメントします。InnerReload あり 

010 転送ごとに TW×2 インクリメントします。InnerReload なし 

011 転送ごとに TW×2 インクリメントします。InnerReload あり 

100 転送ごとに TW×4 インクリメントします。InnerReload なし 

101 転送中、アドレスを固定します。 

110 転送ごとに TW×1 デクリメントします。InnerReload なし 

111 転送ごとに TW×1 デクリメントします。InnerReload あり 

 

[bit15:13] DAC[2:0] (Destination Address Control) 

転送中の転送先アドレスの更新方法を指定します。DSTCはこの領域の値を書き換えません。DV[1]=1 であって、

転送終了時の DES3が、転送開始時の値に戻らない設定は、DESオープンエラーを通知します。 

値 適用 

000 転送ごとに TW×1 インクリメントします。InnerReload なし 

001 転送ごとに TW×1 インクリメントします。InnerReload あり 

010 転送ごとに TW×2 インクリメントします。InnerReload なし 

011 転送ごとに TW×2 インクリメントします。InnerReload あり 

100 転送ごとに TW×4 インクリメントします。InnerReload なし 

101 転送中、アドレスを固定します。 

110 転送ごとに TW×1 デクリメントします。InnerReload なし 

111 転送ごとに TW×1 デクリメントします。InnerReload あり 

 

[bit21:16] CHRS[5:0] (Chain & Return status) 

DSTCが所定回数の転送を実施後の次の処理を指定します。 

bit 選択条件 値 適用 

CHRS[1:0] 
IRM≠1 

ORM: ignore 

00 割込みフラグセットなし、Chain起動なし 

01 割込みフラグセットあり、Chain起動なし 

10 割込みフラグセットなし、後続の DESの Chain 起動あり 

11 割込みフラグセットなし、現在の DESの Chain 起動あり 

CHRS[3:2] 
IRM=1 

ORM≠1 

00 割込みフラグセットなり、Chain起動なし 

01 割込みフラグセットあり、Chain起動なし 

10 割込みフラグセットなし、後続の DESの Chain 起動あり 

11 割込みフラグセットなし、現在の DESの Chain 起動あり 

CHRS[5:4] 
IRM=1 

ORM=1 

00 割込みフラグセットなし、Chain起動なし 

01 割込みフラグセットあり、Chain起動なし 

10 割込みフラグセットなし、後続の DESの Chain 起動あり 

11 指定禁止(DESオープンエラーとなります。) 

CHRS[5:4], CHRS[3:2], CHRS[1:0]のどの値により処理分岐するかは、その際の転送回数カウンタがどの状態にあ

るかで決定します。割込みフラグセットの指示の場合、SW起動指示およびそこからのChain起動指示の場合は、

SWTR.SWST レジスタをセットします。HW起動指示およびそこからの Chain起動指示の場合は、HWINT[n]レ

ジスタをセットします。CHRS[1:0]は、MODE=0 の時は意味を持たないため、00を指定してください。MODE=0

かつ CHRS[1:0]≠00の場合、DESオープンエラーとなります。DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

[bit22] DMSET (DREQ mask Set) 
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チャネルnのPeripheralデバイスから直接HW起動されるDESおよびそこからChain起動されるDES において、

DMSET=1の設定の場合、その DESのクローズ処理が行われると、DQMSK[n]レジスタの該当ビットに 1がセッ

トされます。DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

値 適用 

0 HW転送の DES クローズ時に DQMSK[n]をセットしません。 

1 HW転送の DES クローズ時に DQMSK[n]をセットします。 

 

[bit23] CHLK (Chain Lock) 

CHLKは、Chain起動する次の転送を、現在の転送後連続実施(Chainロック)するか、間にほかの転送を許可する

かを指定します。CHLK=1の場合、CHRS[5], CHRS[3], CHRS[1]のいずれかが 1 (Chain起動指定)でなければ、DES

オープンエラーとなります。DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

値 適用 

0 現在の転送後、Chain 起動転送前に、ほかの転送を可能とします。 

1 現在の転送後、Chain 起動転送を必ず連続実施します。 

 

[bit25:24] ACK[1:0] (Acknowledge) 

ACKは、HW転送を利用する場合、DSTC から Peripheralデバイスに出力する DMA 転送要求承認信号の出力タ

イミングを調整する値を設定します。HW転送を利用する場合、Peripheralデバイスから直接 HW起動される DES

では、ACK=01を設定します。HW転送から Chain起動される DES、および SW転送で使用する DES、SW転送

から Chain起動される DES では、ACK=00 の設定を行います。DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

値 適用 

00 接続する Peripheralデバイスに対し DMA転送承認信号を出力しません。 

01 接続する Peripheralデバイスに対し DMA転送承認信号を出力します。 

10,11 予約 

 

[bit27:26] 予約 : 予約ビット 

この領域は 00 を指定してください。00でない場合、DESオープンエラーを通知します。DSTCはこの領域の値

を書き換えません。 

 

[bit31:28] PCHK[3:0] (Parity Check) 

PCHK[3:0]は、DES0領域のパリティ値(以下演算式)を設定します。 

PCHK[3:0] = DES0[27:24] ^ DES0[23:20] ^ DES0[19:16] ^ DES0[15:12] ^ DES0[11:8] ^ DES0[7:4] 

CPU が DES構築時に演算設定します。DSTCは DES0領域の値と PCHK[3:0]の整合性を確認します。パリティ

エラーの場合、DESオープンエラーを通知します。DSTCはこの領域の値を書換えません。PCHK[3:0]は、DSTC

が書き換えない DES0[27:4]の領域が演算対象です。DES0[3:0]の値の変更は、PCHK[3:0]の値に影響しません。 
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5.14 ディスクリプタ 1 (DES1） 
ディスクリプタ 1(DES1)について説明します。DES1は、転送回数設定を行います。DES1領域は、モード 0と

モード 1で配置・構成が異なります。 

ディスクリプタ構成 (モード 0の場合) 

アドレス：DESTP+DESP+0x04 

bit 31       16 15       0 

Field ORM[15:0] IIN[15:0] 

C 属性 R/W R/W 

D属性 R/W R/W 

ディスクリプタ機能 (モード 0の場合) 

[bit15:0] IIN[15:0] (Inner loop Initial) 

DSTCの転送回数カウンタの内ループカウンタの初期値を指定します。1～65536の設定が可能です。0x0000を

指定した場合、65536の指定になります。DSTCはこの値を取り込み、内ループカウンタ残量値(IRM)にロード

して使用します。このため、モード 0の場合 IRMの指定は不要です。 

DSTCは、転送動作中この領域の値を書き換えません。DES1の OuterReload 指定(ORL[0]=1)がある場合、最終

転送後、DES4[15:0]の値をコピーします。 

 

[bit31:16] ORM[15:0] (Outer loop remain) 

DSTCの転送回数カウンタの外ループカウンタの残量値を指定します。1～65536の設定が可能です。0x0000を

指定した場合、65536の指定になります。 

DSTCは DES のライトバック時にこの値をデクリメント更新します。転送終了時、0x0001を格納します。DES1

の OuterReload指定がある場合、最終転送後、DES4[31:16]の値をコピーします。転送がエラー終了した場合、

転送途中の値を格納しています。CPUから初期化が必要です。 

モード 0の場合、転送回数は、以下の範囲の設定値としてください。この範囲外の設定値の場合、DES 

オープンエラーを通知します。 

ORM=65536の場合、IIN＜0x2000 

ORM≧0x8000 の場合、IIN＜0x4000 

ORM≧0x4000 の場合、IIN＜0x8000 

ORM≧0x2000 の場合、IIN＜65536 

(ORM＜0x2000の場合、IIN に制限はありません。) 

 

DV[1]=1 であって、転送終了時の DES1 が、転送開始時の値に戻らない設定は、DESオープンエラーを通知し

ます。 
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ディスクリプタ構成 (モード 1の場合) 

アドレス：DESTP+DESP+0x04 

bit 31       16 15   8 7   0 

Field ORM[15:0] IRM[7:0] IIN[7:0] 

C 属性 R/W R/W R/W 

D属性 R/W R/W R/W 

ディスクリプタ機能 (モード 1の場合) 

[bit7:0] IIN[7:0]  (Inner loop Initial) 

DSTCの転送回数カウンタの内ループカウンタの初期値を指定します。1～256の設定が可能です。0x00を指定

した場合、256の指定になります。 

DSTCは、転送動作中この領域の値を書き換えません。DES1の OuterReload 指定がある場合、最終転送後、

DES4[7:0]の値がコピーされます。 

 

[bit15:8] IRM[7:0] (Inner loop Remain) 

DSTCの転送回数カウンタの内ループカウンタの残量値を指定します。IINと同じ値を設定します。 

DSTCは DES のライトバック時にこの値をデクリメント更新します。転送終了時、0x01を格納します。DES1

の OuterReload指定がある場合、最終転送後、DES4[15:8]の値をコピーします。転送がエラー終了した場合、転

送途中の値を格納しています。CPUから初期化が必要です。DSTCが IRM>IINである値を読み出した場合、DES

オープンエラーを通知します。 

 

[bit31:16] ORM[15:0] (Outer loop remain) 

DSTCの転送回数カウンタの外ループカウンタの残量値を指定します。1～65536の設定が可能です。0x0000を

指定した場合、65536の指定になります。 

DSTCは DES のライトバック時にこの値をデクリメント更新します。転送終了時、0x0001を格納します。DES1

の OuterReload指定がある場合、最終転送後、DES4[31:16]の値をコピーします。転送がエラー終了した場合、

転送途中の値を格納しています。CPUから初期化が必要です。 

 

DV[1]=1 であって、転送終了時の DES1 が、転送開始時の値に戻らない設定は、DESオープンエラーを通知し

ます。 
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5.15 ディスクリプタ 2 (DES2） 
ディスクリプタ 2 (DES2)について説明します。 

DES2ディスクリプタ構成 

アドレス：DESTP+DESP+0x08 

bit 31               0 

Field SA[31:0] 

C 属性 R/W 

D属性 R/W 

DES2ディスクリプタ機能 

[bit31:0] SA[31:0] (Source Address) 

転送元開始アドレス設定を行います。DES0.TWに指定したデータサイズに Unalignedな値を指定することはで

きません。DSTCは、DESのライトバック時にこの領域の値を更新します。DES2 の OuterReload 指定(ORL[1]=1)

がある場合、最終転送後、DES5の値をコピーします。転送元アドレスの InnerReload/OuterReload を指定してい

ない時、転送終了時の値に注意してください。転送がエラー終了した場合、転送途中の値を格納しています。

CPUから初期化が必要です。 

 

5.16 ディスクリプタ 3 (DES3） 
ディスクリプタ 3 (DES3)について説明します。 

DES3ディスクリプタ構成 

アドレス：DESTP+DESP+0x0C 

bit 31               0 

Field DA[31:0] 

C 属性 R/W 

D属性 R/W 

DES3ディスクリプタ機能 

[bit31:0] DA[31:0] (Destination Address) 

転送先開始アドレス設定を行います。DES0.TWに指定したデータサイズに Unalignedな値を指定することはで

きません。DSTCは、DESのライトバック時にこの領域の値を更新します。DES3 の OuterReload 指定(ORL[2]=1)

がある場合、最終転送後、DES6の値をコピーします。転送先アドレスの InnerReload/OuterReload を指定してい

ない時、転送終了時の値に注意してください。転送がエラー終了した場合、転送途中の値を格納しています。

CPUから初期化が必要です。 
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5.17 ディスクリプタ 4 (DES4） 
ディスクリプタ 4 (DES4)について説明します。 

DES4ディスクリプタ構成 

アドレス：DESTP+DESP+0x10  (ORL[2:0]=xx1 の場合) 

bit 31               0 

Field DES4[31:0] 

C 属性 R/W 

D属性 R 

DES4ディスクリプタ機能 

[bit31:0] DES4[31:0] (Descriptor4) 

DES4は、DES1(転送回数設定)に、OuterReloadする値の設定を行います。DES1と同じ配置構造で同じ値を指定

します。DSTC はこの領域の値を書き換えません。 

DES0.ORL[0]=0の場合、DSTCは、DES4領域が存在しないと判断します。 

 

5.18 ディスクリプタ 5 (DES5） 
ディスクリプタ 5 (DES5)について説明します。 

DES5ディスクリプタ構成 

アドレス：DESTP+DESP+0x10  (ORL[2:0]=x10 の場合) 

アドレス：DESTP+DESP+0x14  (ORL[2:0]=x11 の場合) 

bit 31               0 

Field DES5[31:0] 

C 属性 R/W 

D属性 R 

DES5ディスクリプタ機能 

[bit31:0] DES5[31:0] (Descriptor5) 

DES5は、DES2(転送元開始アドレス)に OuterReloadする値の設定を行います。DES2 と同じ値を指定します。

DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

DES0.ORL[1]=0の場合、DSTCは、DES5領域が存在しないと判断します。 

 

5.19 ディスクリプタ 6 (DES6） 
ディスクリプタ 6 (DES6)について説明します。 

DES6ディスクリプタ構成 

アドレス：DESTP+DESP+0x10  (ORL[2:0]=100 の場合) 

アドレス：DESTP+DESP+0x14  (ORL[2:0]=110, 101 の場合) 

アドレス：DESTP+DESP+0x18  (ORL[2:0]=111 の場合) 

bit 31               0 

Field DES6[31:0] 

C 属性 R/W 

D属性 R 

DES6ディスクリプタ機能 

[bit31:0] DES6[31:0] (Descriptor6) 

DES6は、DES3(転送先開始アドレス)に OuterReloadする値の設定を行います。DES3 と同じ値を指定します。

DSTCはこの領域の値を書き換えません。 

DES0.ORL[2]=0の場合、DSTCは、DES6領域が存在しないと判断します。 
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APPENDIXES 

 

レジスタマップ、注意事項について説明します。 

 

 

A. 製品型格一覧 

B. レジスタマップ (TYPE1-M0+) 

C. レジスタマップ (TYPE2-M0+) 

D. レジスタマップ (TYPE3-M0+) 

E. 注意事項一覧 
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A. 製品型格一覧 

 

製品型格について説明します。 

 

 

 

1. 製品型格一覧 
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1. 製品型格一覧 

本書では、各製品を以下の分類に分け、それぞれの分類ごとに以下のように表記しています。 

本書内の"TYPE1-M0+","TYPE2-M0+","TYPE3-M0+"などの表記は、以下の一覧の FM0+ファミリ製品に置き換

えてお読みください。 

Table 1-1 FM0+ファミリの TYPE1型格一覧 

TYPE フラッシュメモリサイズ 

56K bytes 88K bytes 

TYPE1-M0+ S6E1A11B 

S6E1A11C 

S6E1A12B 

S6E1A12C 

 

Table 1-2 FM0+ファミリの TYPE2型格一覧 

TYPE フラッシュメモリサイズ 

304K bytes 560K bytes 

TYPE2-M0+ S6E1B84E 

S6E1B84F 

S6E1B84G 

S6E1B34E 

S6E1B34F 

S6E1B34G 

S6E1B86E 

S6E1B86F 

S6E1B86G 

S6E1B36E 

S6E1B36F 

S6E1B36G 

 

Table 1-3 FM0+ファミリの TYPE3型格一覧 

TYPE フラッシュメモリサイズ 

64K bytes 128K bytes 

TYPE3-M0+ S6E1C31B 

S6E1C31C 

S6E1C31D 

S6E1C11B 

S6E1C11C 

S6E1C11D 

S6E1C32B 

S6E1C32C 

S6E1C32D 

S6E1C12B 

S6E1C12C 

S6E1C12D 
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B. レジスタマップ (TYPE1-M0+) 

 

 

レジスタマップについて説明します。 

 

 

 

1. レジスタマップ 
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1. レジスタマップ 

モジュール/機能ごとにレジスタマップを表に示します。 

[各表の見方] 
 

 

 

Clock/Reset Base_Address : 0x4001_0000 

 

Base_Address Register 
+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
SCM_CTL[B,H,W] 

00000-01 

0x004 - - - 
SCM_STR[B,H,W] 

00000-01 

0x008 
STB_CTL[W] 

00000000 00000000 -------- ---0--00 

0x00C - - 
RST_STR[H,W] 

-------0 00000-01 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− レジスタテーブルはリトルエンディアンで表されています。 

− データアクセスを行う際、アクセスサイズにより以下のとおりのアドレスとしてください。 

− ワードアクセス :  アドレスは 4の倍数(最下位 2ビットは"0x00") 

− ハーフワードアクセス : アドレスは 2の倍数(最下位ビットは"0x0") 

− バイトアクセス :  - 

モジュール/機能名およびベースアドレス 

リセット後のレジスタ初期値 

"1" : 初期値は "1" 

"0" : 初期値は "0" 

"X" : 初期値は 不定 

" - " : 予約ビット 

 

レジスタ名 

 

アクセス単位 

(B : バイト, H : ハーフワード, W : ワード) 

 

最右のレジスタ番地(ワードアクセスした場合は、"+0"の列の

レジスタがデータの LSB 側になる) 

- : 予約領域 

* : Test レジスタ領域 
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− Testレジスタ領域にはアクセスしないでください。 

− レジスタテーブルに記載していない領域にはアクセスしないでください。 

− レジスタサイズより大きい単位でアクセスする時に同時にアクセスされる予約領域については、読出

し値不定、書込み無効です。 
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1.1 Flash I/F 

Flash I/F Base_Address : 0x4000_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - - 

0x004 FRWTR[B,H,W] 

0x008 FSTR[B,H,W] 

0x00C     

0x010 FSYNDN[B,H,W] 

0x014 - 0x01C - - - - 

0x020 FICR[B,H,W] 

0x024 FISR[B,H,W] 

0x028 FICLR[B,H,W] 

0x02C - 0x0FC - - - - 

0x100 CRTRMM[B,H,W] 

0x104 - 0x1FC - - - - 

 

<注意事項> 

− Flash I/F部のレジスタの詳細は、ご使用する製品の『フラッシュプログラミングマニュアル』を参照

してください。 
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1.2 Unique ID 

Unique ID Base_Address : 0x4000_0200 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
UIDR0[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXX---- 

0x004 
UIDR1[W] 

-------- -------- ---XXXXX XXXXXXXX 

0x008 – 0xDFC - - - - 
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1.3 Clock/Reset 

Clock/Reset Base_Address : 0x4001_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
SCM_CTL[W] 

00000-01 

0x004 - - - 
SCM_STR[W] 

00000-01 

0x008 
STB_CTL[W] 

00000000 00000000 -------- ---0-000 

0x00C - - 
RST_STR[W] 

-------0 0000--01 

0x010 - - - 
BSC_PSR[W] 

-----000 

0x014 - - - 
APBC0_PSR[W] 

------00 

0x018 - - - 
APBC1_PSR[W] 

1--0--00 

0x01C - - - - 

0x020 - - - 
SWC_PSR[W] 

X-----00 

0x024 - 0x02C - - - - 

0x030 - - - 
CSW_TMR[W] 

00000000 

0x034 - - - 
PSW_TMR[W] 

---0-000 

0x038 - - - 
PLL_CTL1[W] 

00000000 

0x03C - - - 
PLL_CTL2[W] 

--000000 

0x040 - - 
CSV_CTL[W] 

-111--00 ------11 

0x044 - - - 
CSV_STR[W] 

------00 

0x048 - - 
FCSWH_CTL[W] 

11111111 11111111 

0x04C - - 
FCSWL_CTL[W] 

00000000 00000000 

0x050 - - 
FCSWD_STR[W] 

00000000 00000000 

0x054 - - - 
DBWDT_CTL[W] 

0-0----- 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x058 - - - * 

0x05C - - - - 

0x060 - - - 
INT_ENR[W] 

--0--000 

0x064 - - - 
INT_STR[W] 

--0--000 

0x068 - - - 
INT_CLR[W] 

--0--000 

0x06C - 0xFFC - - - - 
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1.4 HW WDT 

HW WDT Base_Address : 0x4001_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WDG_LDR[W] 

00000000 00000000 11111111 11111111 

0x004 
WDG_VLR[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - - 
WDG_CTL[W] 

------11 

0x00C - - - 
WDG_ICL[W] 

XXXXXXXX 

0x010 - - - 
WDG_RIS[W] 

-------0 

0x014 - 0xBFC - - - - 

0xC00 
WDG_LCK[W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0xC04 - 0xFFC - - - - 
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1.5 SW WDT 

SW WDT Base_Address : 0x4001_2000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WdogLoad[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x004 
WdogValue[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 - - - 
WdogControl[W] 

---00000 

0x00C 
WdogIntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 - - - 
WdogRIS[W] 

-------0 

0x014 * 

0x018 - - - 
WdogSPMC[W] 

-------0 

0x01C - 0xBFC - - - - 

0xC00 
WdogLock[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0xC04 - 0xDFC - - - - 

0xF00 * 

0xF08 - 0xFDF - - - - 

0xFE0 - 0xFFC * 
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1.6 Dual Timer 

Dual Timer Base_Address : 0x4001_5000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
Timer1Load[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
Timer1Value[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 
Timer1Control[W] 

-------- -------- -------- 00100000 

0x00C 
Timer1IntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 
Timer1RIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x014 
Timer1MIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x018 
Timer1BGLoad[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x020 
Timer2Load[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x024 
Timer2Value[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x028 
Timer2Control[W] 

-------- -------- -------- 00100000 

0x02C 
Timer2IntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x030 
Timer2RIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x034 
Timer2MIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x038 
Timer2BGLoad[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x040 - 0xFFC - - - - 
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1.7 MFT 

MFT unit0 Base_Address : 0x4002_0000 

MFT unit1 Base_Address : 0x4002_1000 

MFT unit2 Base_Address : 0x4002_2000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x100 
OCCP0[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x104 
OCCP1[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x108 
OCCP2[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x10C 
OCCP3[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x110 
OCCP4[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x114 
OCCP5[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x118 - 
OCSD10[B,H,W] OCSB10[B,H,W] OCSA10[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 

0x11C - 
OCSD32[B,H,W] OCSB32[B,H,W] OCSA32[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 

0x120 - 
OCSD54[B,H,W] OCSB54[B,H,W] OCSA54[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 

0x124 - - 
OCSC[B,H,W] 

- 
--000000 

0x128 - - 
OCSE0[H,W] 

00000000 00000000 

0x12C 
OCSE1[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x130 - - 
OCSE2[H,W] 

00000000 00000000 

0x134 
OCSE3[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x138 - - 
OCSE4[H,W] 

00000000 00000000 

0x13C 
OCSE5[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x140 
TCCP0[H,W] 

- - 
11111111 11111111 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x144 
TCDT0[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x148 
TCSC0[B,H,W] TCSA0[B,H,W] 

00000000 00000000 000---00 01000000 

0x14C 
TCCP1[H,W] 

- - 
11111111 11111111 

0x150 
TCDT1[H,W] 

  
00000000 00000000 

0x154 
TCSC1[B,H,W] TCSA1[B,H,W] 

00000000 00000000 000---00 01000000 

0x158 
TCCP2[H,W] 

- - 
11111111 11111111 

0x15C 
TCDT2[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x160 
TCSC2[B,H,W] TCSA2[B,H,W] 

00000000 00000000 000---00 01000000 

0x164 
TCAL[B,H,W] (only in unit 0) 

00000000 00000000 11111111 11111111 

0x168 - 
OCFS54[B,H,W] OCFS32[B,H,W] OCFS10[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 

0x16C - - 
ICFS32[B,H,W] ICFS10[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x170 - 
ACFS54[B,H,W] ACFS32[B,H,W] ACFS10[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 

0x174 
ICCP0[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x178 
ICCP1[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x17C 
ICCP2[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x180 
ICCP3[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x184 - - 
ICSB10[B,H,W] ICSA10[B,H,W] 

------00 00000000 

0x188 - - 
ICSB32[B,H,W] ICSA32[B,H,W] 

------00 00000000 

0x18C 
WFTF10[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x190 
WFTB10[H,W] WFTA10[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x194 
WFTF32[H,W] 

- - 
00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x198 
WFTB32[H,W] WFTA32[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x19C 
WFTF54[H,W] 

- - 
00000000 00000000 

0x1A0 
WFTB54[H,W] WFTA54[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x1A4 - - 
WFSA10[H,W] 

---00000 000000 

0x1A8 - - 
WFSA32[H,W] 

---00000 000000 

0x1AC - - 

WFSA54[H,W] 

---00000 000000 

0x1B0 - - 
WFIR[H,W] 

00000000 00000000 

0x1B4 - - 
NZCL[H,W] 

-000--00 ---00000 

0x1B8 
ACMP0 

- - 
00000000 00000000 

0x1BC 
ACMP1 

- - 
00000000 00000000 

0x1C0 
ACMP2 

- - 
00000000 00000000 

0x1C4 
ACMP3 

- - 
00000000 00000000 

0x1C8 
ACMP4 

- - 
00000000 00000000 

0x1CC 
ACMP5 

- - 
00000000 00000000 

0x1D0 - - 
ACSA[B,H,W] 

--000000 --000000 

0x1D4 - - 
ACSD0[B,H,W] ACSC0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x1D8 - - 
ACSD1[B,H,W] ACSC1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x1DC - - 
ACSD2[B,H,W] ACSC2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x1E0 - - 
ACSD3[B,H,W] ACSC3[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x1E4 - - 
ACSD4[B,H,W] ACSC4[B,H,W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x1E8 - - 
ACSD5[B,H,W] ACSC5[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x1EC - 0xFFC - - - - 
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1.8 PPG 

PPG Base_Address : 0x4002_4000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
TTCR0[B,H,W] 

- 
11110000 

0x004 - - - * 

0x008 - - 
COMP0[B,H,W] 

- 
00000000 

0x00C - - - 
COMP2[B,H,W] 

00000000 

0x010 - - 
COMP4[B,H,W] 

- 
00000000 

0x014 - - - 
COMP6[B,H,W] 

00000000 

0x018 - 0x01C - - - - 

0x020 - - 
TTCR1[B,H,W] 

- 
11110000 

0x024 - - - * 

0x028 - - 
COMP1[B,H,W] 

- 
00000000 

0x02C - - - 
COMP3[B,H,W] 

00000000 

0x030 - - 
COMP5[B,H,W] 

- 
00000000 

0x034 - - - 
COMP7[B,H,W] 

00000000 

0x038 - 0x03C - - - - 

0x040 - - 
TTCR2[B,H,W] 

- 
11110000 

0x044 - - - * 

0x048 - - 
COMP8[B,H,W] 

- 
00000000 

0x04C - - - 
COMP10[B,H,W] 

00000000 

0x050 - - 
COMP12[B,H,W] 

- 
00000000 

0x054 - - - 
COMP14[B,H,W] 

00000000 

0x058 - 0x0FC - - - - 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x100 - - 
TRG0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x104 - - 
REVC0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x108 - 0x13C - - - - 

0x140 - - 
TRG1[B,H,W] 

-------- 00000000 

0x144 - - 
REVC1[B,H,W] 

-------- 00000000 

0x148 - 0x1FC - - - - 

0x200 - - 
PPGC0[B,H,W] PPGC1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x204 - - 
PPGC2[B,H,W] PPGC3[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x208 - - 
PRLH0[B,H,W] PRLL0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x20C - - 
PRLH1[B,H,W] PRLL1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x210 - - 
PRLH2[B,H,W] PRLL2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x214 - - 
PRLH3[B,H,W] PRLL3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x218 - - - 
GATEC0[B,H,W] 

--00---00 

0x21C - 0x23C - - - - 

0x240 - - 
PPGC4[B,H,W] PPGC5[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x244 - - 
PPGC6[B,H,W] PPGC7[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x248 - - 
PRLH4[B,H,W] PRLL4[B.H.W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x24C - - 
PRLH5[B,H,W] PRLL5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x250 - - 
PRLH6[B,H,W] PRLL6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x254 - - 
PRLH7[B,H,W] PRLL7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x258 - - - 
GATEC4[B,H,W] 

--00--00 

0x25C - 0x27C - - - - 

0x280 - - 
PPGC8[B,H,W] PPGC9[B,H,W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x284 - - 
PPGC10[B,H,W] PPGC11[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x288 - - 
PRLH8[B,H,W] PRLL8[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x28C - - 
PRLH9[B,H,W] PRLL9[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x290 - - 
PRLH10[B,H,W] PRLL10[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x294 - - 
PRLH11[B,H,W] PRLL11[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x298 - - - 
GATEC8[B,H,W] 

--00--00 

0x29C - 0x2BC - - - - 

0x2C0 - - 
PPGC12[B,H,W] PPGC13[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x2C4 - - 
PPGC14[B,H,W] PPGC15[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x2C8 - - 
PRLH12[B,H,W] PRLL12[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2CC - - 
PRLH13[B,H,W] PRLL13[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2D0 - - 
PRLH14[B,H,W] PRLL14[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2D4 - - 
PRLH15[B,H,W] PRLL15[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2D8 - - - 
GATEC12[B,H,W] 

--00--00 

0x2DC - 0x2FC - - - - 

0x300 - - 
PPGC16[B,H,W] PPGC17[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x304 - - 
PPGC18[B,H,W] PPGC19[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x308 - - 
PRLH16[B,H,W] PRLL16[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x30C - - 
PRLH17[B,H,W] PRLL17[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x310 - - 
PRLH18[B,H,W] PRLL18[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x314 - - 
PRLH19[B,H,W] PRLL19[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x318 - - - 
GATEC16[B,H,W] 

--00---00 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x31C - 0x33C - - - - 

0x340   
PPGC20[B,H,W] PPGC21[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x344 - - 
PPGC22[B,H,W] PPGC23[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x348 - - 
PRLH20[B,H,W] PRLL20[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x34C - - 
PRLH21[B,H,W] PRLL21[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x350 - - 
PRLH22[B,H,W] PRLL22[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x354 - - 
PRLH23[B,H,W] PRLL23[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x358 - - - 
GATEC20[B,H,W] 

--00--00 

0x35C - 0x37C - - - - 

0x380 - - - 
IGBTC[B,H,W] 

00000000 

0x384 - 0xFFC - - - - 
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1.9 Base Timer 

Base Timer ch.0 Base Address : 0x4002_5000 

Base Timer ch.1 Base Address : 0x4002_5040 

Base Timer ch.2 Base Address : 0x4002_5080 

Base Timer ch.3 Base Address : 0x4002_50C0 

Base Timer ch.4 Base Address : 0x4002_5200 

Base Timer ch.5 Base Address : 0x4002_5240 

Base Timer ch.6 Base Address : 0x4002_5280 

Base Timer ch.7 Base Address : 0x4002_52C0 

Base Timer ch.8 Base Address : 0x4002_5400 

Base Timer ch.9 Base Address : 0x4002_5440 

Base Timer ch.10 Base Address : 0x4002_5480 

Base Timer ch.11 Base Address : 0x4002_54C0 

Base Timer ch.12 Base Address : 0x4002_5600 

Base Timer ch.13 Base Address : 0x4002_5640 

Base Timer ch.14 Base Address : 0x4002_5680 

Base Timer ch.15 Base Address : 0x4002_56C0 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
PCSR/PRLL[H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 - - 
PDUT/PRLH/DTBF[H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - 
TMR[H,W] 

00000000 00000000 

0x00C - - 
TMCR[B,H,W] 

-0000000 00000000 

0x010 - - 
TMCR2[B,H,W] STC[B,H,W] 

-------0 0000-000 

0x014 - 0x03C - - - - 
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1.10 IO Selector for Base Timer 

IO Selector for ch.0-ch.3 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL0123[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.4-ch.7 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5300 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL4567[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.8-ch.11 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5500 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL89AB[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.12-ch.15 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5700 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSELCDEF[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

Software-based Simultaneous Startup (Base Timer) Base Address : 0x4002_5F00 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - 0x0FB - - - - 

0x0FC - - 
BTSSSR[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 
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1.11 QPRC 

QPRC ch.0 Base Address : 0x4002_6000 

QPRC ch.1 Base Address : 0x4002_6040 

QPRC ch.2 Base Address : 0x4002_6080 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0000 - - 
QPCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x0004 - - 
QRCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x0008 - - 
QPCCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x000C - - 
QPRCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x0010 - - 
QMPR[H,W] 

11111111 11111111 

0x0014 - - 
QICRH[B,H,W] QICRL[B,H,W] 

--000000 00000000 

0x0018 - - 
QCRH[B,H,W] QCRL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x001C - - 
QECR[B,H,W] 

-------- -----000 

0x0020 - 

0x0038 
- - - - 

0x003C 
QPCRR[B,H,W] QRCRR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 
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1.12 QPRC NF 

QPRC ch.0 NF Base Address : 0x4002_6100 

QPRC ch.1 NF Base Address : 0x4002_6110 

QPRC ch.2 NF Base Address : 0x4002_6120 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0000 
NFCTLA[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x0004 
NFCTLB[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x0008 
NFCTLC[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x000C - - - - 
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1.13 A/DC 

12-bit A/DC unit0 Base_Address : 0x4002_7000 

12-bit A/DC unit1 Base_Address : 0x4002_7100 

12-bit A/DC unit2 Base_Address : 0x4002_7200 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
ADCR[B,H,W] ADSR[B,H,W] 

000-0000 00---000 

0x004 - - - * 

0x008 - - 
SCCR[B,H,W] SFNS[B,H,W] 

1000-000 ----0000 

0x00C 
SCFD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXX---- ---X--XX ---XXXXX 

0x010 - - 
SCIS3[B,H,W] SCIS2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x014 - - 
SCIS1[B,H,W] SCIS0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x018 - - 
PCCR[B,H,W] PFNS[B,H,W] 

1000-000 --XX--00 

0x01C 
PCFD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXX---- ---X-XXX ---XXXXX 

0x020 - - - 
PCIS[B,H,W] 

00000000 

0x024 
CMPD[B,H,W] 

- 
CMPCR[B,H,W] 

00000000 00------ 00000000 

0x028 - - 
ADSS3[B,H,W] ADSS2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x02C - - 
ADSS1[B,H,W] ADSS0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x030 - - 
ADST0[B,H,W] ADST1[B,H,W] 

00010000 00010000 

0x034 - - - 
ADCT[B,H,W] 

00000111 

0x038 - - 
SCTSL[B,H,W] PRTSL[B,H,W] 

----0000 ----0000 

0x03C - - 
ADCEN[B,H,W] 

11111111 ------00 

0x040 * 

0x044 
WCMRCIF[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x048 
WCMRCOT[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x04C - - 
WCMPSR[B,H,W] WCMPCR[B,H,W] 

--000000 001000-- 

0x050 
WCMPDH[B,H,W] WCMPDL[B,H,W] 

00000000 00------ 00000000 00------ 

0x054 - 0x0FC - - - - 
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1.14 D/AC 

10-bit D/AC Base_Address : 0x4002_8000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - 
DACR0[B,H,W] DADR0[B,H,W] 

-------0 ------XX XXXXXXXX 

0x04 - 
DACR1[B,H,W] DADR1[B,H,W] 

-------0 ------XX XXXXXXXX 

0x08 - 0xFC - - - - 
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1.15 CR Trim 

CR Trim Base_Address : 0x4002_E000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
MCR_PSR[B,H,W] 

------001 

0x004 - - 
MCR_FTRM[B,H,W] 

------01 11101111 

0x008 - - - 
MCR_TTRM[B,H,W] 

---10000 

0x00C 
MCR_RLR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x010 - 0x0FC - - - - 
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1.16 EXTI 

EXTI Base_Address : 0x4003_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
ENIR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
EIRR[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 
EICL[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x00C 
ELVR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x010 
ELVR1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 - - 
NMIRR[B,H,W] 

-------- -------0 

0x018 - - 
NMICL[B,H,W] 

-------- -------1 

0x01C - 0x0FC - - - - 
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1.17 INT-Req. READ 

INT-Req. READ Base_Address : 0x4003_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
DRQSEL[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 * 

0x008 - 0x00B - - - - 

0x00C - - - 
IRQCMODE[B,H,W] 

-------0 

0x010 
EXC02MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x014 
IRQ00MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x018 
IRQ01MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x01C 
IRQ02MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x020 
IRQ03MON[B,H,W] 

-------- -------- ----0000 00000000 

0x024 
IRQ04MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- 00000000 

0x028 
IRQ05MON[B,H,W] 

-------- 00000000 00000000 00000000 

0x02C 
IRQ06MON[B,H,W] 

-------- ----0000 00000000 00000000 

0x030 
IRQ07MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x034 
IRQ08MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 

0x038 
IRQ09MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x03C 
IRQ10MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 

0x040 
IRQ11MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x044 
IRQ12MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x048 

IRQ13MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x04C 
IRQ14MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 

0x050 
IRQ15MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x054 
IRQ16MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 

0x058 
IRQ17MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x05C 
IRQ18MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 

0x060 
IRQ19MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---0--00 

0x064 
IRQ20MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---00000 

0x068 
IRQ21MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---0--00 

0x06C 
IRQ22MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---00000 

0x070 
IRQ23MON[B,H,W] 

-------- -------- -------0 00000000 

0x074 
IRQ24MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x078 
IRQ25MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---00000 

0x07C 
IRQ26MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---00000 

0x080 
IRQ27MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- --000000 

0x084 
IRQ28MON[B,H,W] 

-------- ------00 00000000 00000000 

0x088 
IRQ29MON[B,H,W] 

-------- -------- ----0000 00000000 

0x08C 
IRQ30MON[B,H,W] 

-------- ------00 00000000 00000000 

0x090 
IRQ31MON[B,H,W] 

----0--- -------- 00000000 00000000 

0x094 - 0x20C - - - - 

0x210 
RCINTSEL0[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x214 
RCINTSEL1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x218 - 0xFFC - - - - 
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1.18 GPIO 

GPIO Base_Address : 0x4003_3000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
PFR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 1010 

0x004 
PFR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x008 
PFR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x00C 
PFR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x010 
PFR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x014 
PFR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x018 
PFR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x01C 
PFR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x020 
PFR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x024 
PFR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x028 
PFRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x02C 
PFRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x030 
PFRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x034 
PFRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x038 
PFRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x03C 
PFRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x040 - 0x0FC - - - - 

0x100 
PCR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 1010 

0x104 
PCR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x108 PCR2[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x10C 
PCR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x110 
PCR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x114 
PCR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x118 
PCR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x11C 
PCR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x120 - - - - 

0x124 
PCR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x128 
PCRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x12C 
PCRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x130 
PCRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x134 
PCRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x138 
PCRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x13C 
PCRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x140 - 0x1FC - - - - 

0x200 
DDR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x204 
DDR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x208 
DDR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x20C 
DDR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x210 
DDR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x214 
DDR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x218 
DDR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x21C DDR7[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x220 
DDR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x224 
DDR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x228 
DDRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x22C 
DDRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x230 
DDRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x234 
DDRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x238 
DDRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x23C 
DDRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x240 - 0x2FC - - - - 

0x300 
PDIR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x304 
PDIR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x308 
PDIR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x30C 
PDIR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x310 
PDIR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x314 
PDIR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x318 
PDIR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x31C 
PDIR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x320 
PDIR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x324 
PDIR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x328 
PDIRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x32C 
PDIRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x330 
PDIRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x334 
PDIRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x338 
PDIRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x33C 
PDIRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x340 - 0x3FC - - - - 

0x400 
PDOR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x404 
PDOR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x408 
PDOR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x40C 
PDOR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x410 
PDOR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x414 
PDOR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x418 
PDOR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x41C 
PDOR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x420 
PDOR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x424 
PDOR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x428 
PDORA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x42C 
PDORB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x430 
PDORC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x434 
PDORD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x438 
PDORE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x43C 
PDORF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x440 - 0x4FC - - - - 

0x500 
ADE[B,H,W] 

1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 

0x504 - 0x57C - - - - 

0x580 
SPSR[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- 0101 

0x584 - 0x5FC - - - - 

0x600 
EPFR00[B,H,W] 

---- ---- ---- ---1 ---- ---- 0000 -000 

0x604 
EPFR01[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 --00 0000 0000 0000 

0x608 
EPFR02[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 ---0 0000 0000 0000 

0x60C 
EPFR03[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 ---0 0000 0000 0000 

0x610 
EPFR04[B,H,W] 

--00 0000 --00 00-- --00 0000 -000 00-- 

0x614 
EPFR05[B,H,W] 

--00 0000 --00 00-- --00 0000 --00 00-- 

0x618 
EPFR06[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x61C 
EPFR07[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 ---- 

0x620 
EPFR08[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x624 
EPFR09[B,H,W] 

---- ---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x628 - 0x62C - - - - 

0x630 
EPFR12[B,H,W] 

--00 0000 --00 00-- --00 0000 --00 00-- 

0x634 
EPFR13[B,H,W] 

--00 0000 --00 00-- --00 0000 --00 00-- 

0x638 
EPFR14[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- --00 0000 

0x63C 
EPFR15[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x640 
EPFR16[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 ---- 

0x644 
EPFR17[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 ---- 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x648 
EPFR18[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- 0000 

0x64C - 0x650 - - - - 

0x654 
EPFR21[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- -000 

0x658 
EPFR22[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 ---- 0000 ---- 

0x65C - 0x6FC - - - - 

0x700 
PZR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x704 
PZR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x708 
PZR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x70C 
PZR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x710 
PZR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x714 
PZR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x718 
PZR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x71C 
PZR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x720 
PZR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x724 
PZR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x728 
PZRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x72C 
PZRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x730 
PZRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x734 
PZRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x738 
PZRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x73C 
PZRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x740 - 0x7FC - - - - 

0x800 * 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x804 * 

0x808 - 0x8FC - - - - 

0x900 
FPOER0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x904 
FPOER1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x908 
FPOER2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x90C 
FPOER3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x910 
FPOER4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x914 
FPOER5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x918 
FPOER6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x91C 
FPOER7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x920 
FPOER8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x924 
FPOER9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x928 
FPOERA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x92C 
FPOERB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x930 
FPOERC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x934 
FPOERD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x938 
FPOERE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x93C 
FPOERF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x940 - 0xFFC - - - - 
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1.19 HDMI-CEC 

HDMI-CEC/Remote Control Receiver ch.0 Base_Address : 0x4003_4000 

HDMI-CEC/Remote Control Receiver ch.1 Base_Address : 0x4003_4100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - - - 
TXCTRL[B,H,W] 

--0000-0 

0x04 - - - 
TXDATA[B,H,W] 

00000000 

0x08 - - - 
TXSTS[B,H,W] 

--00---0 

0x0C - - - 
SFREE[B,H,W] 

----0000 

0x10 - 0x3F - - - - 

0x40 - - 
RCCR[B,H,W] RCST[B,H,W] 

0---0000 00000000 

0x44 - - 
RCSHW[B,H,W] RCDAHW[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x48 - - 
RCDBHW[B,H,W] 

- 
00000000 

0x4C - - 
RCADR1[B,H,W] RCADR2[B,H,W] 

---00000 ---00000 

0x50 - - 
RCDTHH[B,H,W] RCDTHL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x54 - - 
RCDTLH[B,H,W] RCDTLL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x58 - - 
RCCKD[H,W] 

---00000 00000000 

0x5C - - 
RCRC[B,H,W] RCRHW[B,H,W] 

---0---0 00000000 

0x60 - - 
RCLE[B,H,W] 

- 
00000-00 

0x64 - - 
RCLELW[B,H,W] RCLESW[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x68 - 0xFC - - - - 
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1.20 LVD 

LVD Base_Address : 0x4003_5000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
LVD_CTL[B,H,W] 

100000-- 000011-- 

0x004 - - - 
LVD_STR[B,H,W] 

0------- 

0x008 - - - 
LVD_CLR[B,H,W] 

1------- 

0x00C 
LVD_RLR[W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x010 - - - 
LVD_STR2 

01------ 

0x014 - 0x0FC - - - - 
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1.21 DS Mode 

DS Mode Base_Address : 0x4003_5100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
REG_CTL[B,H,W] 

-------0 

0x004 - - - 
RCK_CTL[B,H,W] 

------01 

0x008 - 0x6FC - - - - 

0x700 - - - 
PMD_CTL[B,H,W] 

-------0 

0x704 - - - 
WRFSR[B,H,W] 

------00 

0x708 - - 
WIFSR[B,H,W] 

------00 00000000 

0x70C - - 
WIER[B,H,W] 

------00 00000-00 

0x710 - - - 
WILVR[B,H,W] 

-----000 

0x714 - - - 
DSRAMR[B,H,W] 

------00 

0x718 - 0x7FC - - - - 

0x800 
BUR04[B,H,W] BUR03[B,H,W] BUR02[B,H,W] BUR01[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x804 
BUR08[B,H,W] BUR07[B,H,W] BUR06[B,H,W] BUR05[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x808 
BUR012[B,H,W] BUR11[B,H,W] BUR10[B,H,W] BUR09[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x80C 
BUR16[B,H,W] BUR15[B,H,W] BUR14[B,H,W] BUR13[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x810 - 0xEFC - - - - 
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1.22 MFS 

MFS ch.0 Base_Address : 0x4003_8000 

MFS ch.1 Base_Address : 0x4003_8100 

MFS ch.2 Base_Address : 0x4003_8200 

MFS ch.3 Base_Address : 0x4003_8300 

MFS ch.4 Base_Address : 0x4003_8400 

MFS ch.5 Base_Address : 0x4003_8500 

MFS ch.6 Base_Address : 0x4003_8600 

MFS ch.7 Base_Address : 0x4003_8700 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
SCR/IBCR[B,H,W] SMR[B,H,W] 

0--00000 000-00-0 

0x004 - - 
SSR[B,H,W] ESCR/IBSR[B,H,W] 

0-000011 00000000 

0x008 - - 
RDR/TDR[H,W] 

00000000 00000000 

0x00C - - 
BGR1[B,H,W] BGR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x010 - - 
ISMK[B,H,W] ISBA[B,H,W] 

-------- -------- 

0x014 - - 
FCR1[B,H,W] FCR0[B,H,W] 

---00100 -0000000 

0x018 - - 
FBYTE2[B,H,W] FBYTE1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x01C - - 

SCSTR1/ 

EIBCR[B,H,W] 
SCSTR0 [B,H,W] 

00000000 00000000 

0x020 - - 
SCSTR3[B,H,W] SCSTR2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x024 - - 
SACSR[B,H,W] 

--000--0 00-00000 

0x028 - - 
STMR[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x02C - - 
STMCR[B,H,W] 

00000000 00000000 



レジスタマップ (TYPE1-M0+)  

 

 

940 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x030 - - 
SCSCR[B,H,W] 

00000000 00100000 

0x034 - - 
SCSFR1[B,H,W] 

10000000 

SCSFR0[B,H,W] 

10000000 

0x038 - - - 
SCSFR2[B,H,W] 

10000000 

0x03C - - 
TBYTE1[B,H,W] TBYTE0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x040 - - 
TBYTE3[B,H,W] 

00000000 

TBYTE2[B,H,W] 

00000000 

0x044 - 0x0FC - - - - 
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1.23 CRC 

CRC Base_Address : 0x4003_9000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
CRCCR[B,H,W] 

-0000000 

0x004 
CRCINIT[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 
CRCIN[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C 
CRCR[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 
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1.24 Watch Counter 

Watch Counter Base_Address : 0x4003_A000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - 
WCCR[B,H,W] WCRL[B,H,W] WCRD[B,H,W] 

00--0000 --000000 --000000 

0x004 - 0x00C - - - - 

0x010 - - 
CLK_SEL[B,H,W] 

-----000 ------00 

0x014 - - - 
CLK_EN[B,H,W] 

------00 

0x018 - 0xFFC - - - - 
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1.25 RTC 

RTC Base_Address : 0x4003_B000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WTCR1[B,H,W] 

00000000 00000000 ---00000 -00000-0 

0x004 
WTCR2[B,H,W] 

-------- -------- -----000 -------0 

0x008 
WTBR[B,H,W] 

-------- 00000000 00000000 00000000 

0x00C 
WTDR[B,H,W] WTHR[B,H,W] WTMIR[B,H,W] WTSR[B,H,W] 

--000000 --000000 -0000000 -0000000 

0x010 - 
WTYR[B,H,W] WTMOR[B,H,W] WTDW[B,H,W] 

00000000 ---00000 -----000 

0x014 
ALDR[B,H,W] ALHR[B,H,W] ALMIR[B,H,W] 

- 
--000000 --000000 -0000000 

0x018 - 
ALYR[B,H,W] ALMOR[B,H,W] 

- 
00000000 ---00000 

0x01C 
WTTR[B,H,W] 

-------- ------00 00000000 00000000 

0x020 - - 
WTCLKM[B,H,W] WTCLKS[B,H,W] 

------00 -------0 

0x024 - 
WTCALEN[B,H,W] WTCAL[B,H,W] 

-------0 ------00 00000000 

0x028 - - 
WTDIVEN[B,H,W] WTDIV[B,H,W] 

------00 ----0000 

0x02C - - - 
WTCALPRD[B,H,W] 

--010011 

0x030 - - - 
WTCOSEL[B,H,W] 

-------0 

0x034 - 0xFFC - - - - 
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1.26 Low-speed CR Prescaler 

Low-speed CR Prescaler  Base_Address : 0x4003_C000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
LCR_PRSLD[B,H,W] 

--000000 

0x000 - 0x0FC - - - - 
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1.27 Peripheral Clock Gating 

Peripheral Clock Gating Base_Address : 0x4003_C100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
CKEN0[B,H,W] 

---1---1 ----1111 11111111 11111111 

0x004 
MRST0[B,H,W] 

-------0 ----0000 00000000 00000000 

0x008 - 0x00C - - - - 

0x010 
CKEN1[B,H,W] 

-------- ----1111 ----1111 ----1111 

0x014 
MRST1[B,H,W] 

-------- ----0000 ----0000 ----0000 

0x018 - 0x01C - - - - 

0x020 
CKEN2[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00---- 

0x024 
MRST2[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00---- 

0x028 - 0x0FC - - - - 
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1.28 DMAC 

DMAC Base_Address : 0x4006_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0000 - 

0x00FC 
- - - - 
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1.29 MTB_DWT 

MTB_DWT Base_Address : 0xF000_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
CMP_ADDR_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
CMP_DATA_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x008 
CMP_MASK_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C - - - - 

0x010 
CMP_ADDR_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 
CMP_DATA_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x018 
CMP_MASK_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x01C - - - - 

0x020 - - - 
FCT[B,H,W] 

00000000 

0x024 - 0xFCC - - - - 

0xFD0 
PID4[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFD4 
PID5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFD8 
PID6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFDC 
PID7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE0 
PID0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE4 
PID1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE8 
PID2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFEC 
PID3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFF0 
CID0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFF4 
CID1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0xFF8 
CID2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFFC 
CID3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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1.30 Fast GPIO 

Fast GPIO  Base_Address : 0xF800_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
FPDIR0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 - - 
FPDIR1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - 
FPDIR2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x00C - - 
FPDIR3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 - - 
FPDIR4[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x014 - - 
FPDIR5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x018 - - 
FPDIR6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x01C - - 
FPDIR7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x020 - - 
FPDIR8[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x024 - - 
FPDIR9[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x028 - - 
FPDIRA[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x02C - - 
FPDIRB[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x030 - - 
FPDIRC[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x034 - - 
FPDIRD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x038 - - 
FPDIRE[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x03C - - 
FPDIRF[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x040 - - 
FPDOR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x044 - - 

FPDOR1[B,H,W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x048 - - 
FPDOR2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x04C - - 
FPDOR3[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x050 - - 

FPDOR4[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x054 - - 
FPDOR5[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x058 - - 
FPDOR6[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x05C - - 
FPDOR7[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x060 - - 
FPDOR8[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x064 - - 
FPDOR9[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x068 - - 
FPDORA[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x06C - - 
FPDORB[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x070 - - 
FPDORC[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x074 - - 
FPDORD[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x078 - - 
FPDORE[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x07C - - 
FPDORF[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x080 - - - 
M_FPDIR0[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x084 - - - 
M_FPDIR1[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x088 - - - 
M_FPDIR2[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x08C - - - 
M_FPDIR3[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x090 - - - 
M_FPDIR4[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x094 - - - 
M_FPDIR5[B,H,W] 

XXXXXXXX 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x098 - - - 
M_FPDIR6[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x09C - - - 
M_FPDIR7[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0A0 - - - 
M_FPDIR8[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0A4 - - - 
M_FPDIR9[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0A8 - - - 
M_FPDIRA[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0AC - - - 
M_FPDIRB[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0B0 - - - 
M_FPDIRC[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0B4 - - - 
M_FPDIRD[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0B8 - - - 
M_FPDIRE[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0BC - - - 
M_FPDIRF[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0C0 - - - 
M_FPDOR0[B,H,W] 

00000000 

0x0C4 - - - 
M_FPDOR1[B,H,W] 

00000000 

0x0C8 - - - 
M_FPDOR2[B,H,W] 

00000000 

0x0CC - - - 
M_FPDOR3[B,H,W] 

00000000 

0x0D0 - - - 
M_FPDOR4[B,H,W] 

00000000 

0x0D4 - - - 
M_FPDOR5[B,H,W] 

00000000 

0x0D8 - - - 
M_FPDOR6[B,H,W] 

00000000 

0x0DC - - - 
M_FPDOR7[B,H,W] 

00000000 

0x0E0 - - - 
M_FPDOR8[B,H,W] 

00000000 

0x0E4 - - - 
M_FPDOR9[B,H,W] 

00000000 

0x0E8 - - - 
M_FPDORA[B,H,W] 

00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0EC - - - 
M_FPDORB[B,H,W] 

00000000 

0x0F0 - - - 
M_FPDORC[B,H,W] 

00000000 

0x0F4 - - - 
M_FPDORD[B,H,W] 

00000000 

0x0F8 - - - 
M_FPDORE[B,H,W] 

00000000 

0x0FC - - - 
M_FPDORF[B,H,W] 

00000000 

0x100 - 0xFFC - - - - 
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C. レジスタマップ (TYPE2-M0+) 

 

レジスタマップについて説明します。 

 

 

 

1. レジスタマップ 
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1. レジスタマップ 

モジュール/機能ごとにレジスタマップを表に示します。 

[各表の見方] 
 

 

 

 

Clock/Reset Base_Address : 0x4001_0000 

 

Base_Address Register 
+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
SCM_CTL[B,H,W] 

00000-01 

0x004 - - - 
SCM_STR[B,H,W] 

00000-01 

0x008 
STB_CTL[W] 

00000000 00000000 -------- ---0--00 

0x00C - - 
RST_STR[H,W] 

-------0 00000-01 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− レジスタテーブルはリトルエンディアンで表されています。 

− データアクセスを行う際、アクセスサイズにより以下のとおりのアドレスとしてください。 

− ワードアクセス :  アドレスは 4の倍数(最下位 2ビットは"0x00") 

− ハーフワードアクセス : アドレスは 2の倍数(最下位ビットは"0x0") 

− バイトアクセス :  - 

リセット後のレジスタ初期値 

"1" : 初期値は"1" 

"0" : 初期値は"0" 

"X" : 初期値は不定 

" - " : 予約ビット 

 

レジスタ名 

 

アクセス単位 

(B : バイト, H : ハーフワード, W : ワード) 

 

最右のレジスタ番地(ワードアクセスした場合は、"+0"の列のレジス

タがデータのLSB 側になる) 

- : 予約領域 

* : Testレジスタ領域 

モジュール/機能名およびベースアドレス 
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− Testレジスタ領域にはアクセスしないでください。 

− レジスタテーブルに記載していない領域にはアクセスしないでください。 

− レジスタサイズより大きい単位でアクセスする時に同時にアクセスされる予約領域については、読出

し値不定、書込み無効です。 
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1.1 Flash I/F 

Flash I/F Base_Address : 0x4000_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - - 

0x004 FRWTR[B,H,W] 

0x008 FSTR[B,H,W] 

0x00C FRVRC[B,H,W] 

0x010 FSYNDN[B,H,W] 

0x014 - 0x01C - - - - 

0x020 FICR[B,H,W] 

0x024 FISR[B,H,W] 

0x028 FICLR[B,H,W] 

0x02C - 0x0FC - - - - 

0x100 CRTRMM[B,H,W] 

0x104 - 0x1FC - - - - 

 

<注意事項> 

− Flash I/F部のレジスタの詳細は、ご使用する製品の『フラッシュプログラミングマニュアル』を参照

してください。 
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1.2 Unique ID 

Unique ID Base_Address : 0x4000_0200 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
UIDR0[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXX---- 

0x004 
UIDR1[W] 

-------- -------- ---XXXXX XXXXXXXX 

0x008 – 0xDFC - - - - 
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1.3 Clock/Reset 

Clock/Reset Base_Address : 0x4001_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
SCM_CTL[W] 

00000-01 

0x004 - - - 
SCM_STR[W] 

00000-01 

0x008 
STB_CTL[W] 

00000000 00000000 -------- ---0-000 

0x00C - - 
RST_STR[W] 

-------0 0000--01 

0x010 - - - 
BSC_PSR[W] 

-----000 

0x014 - - - 
APBC0_PSR[W] 

------00 

0x018 - - - 
APBC1_PSR[W] 

1--0--00 

0x01C - - - - 

0x020 - - - 
SWC_PSR[W] 

X-----00 

0x024 - 0x02C - - - - 

0x030 - - - 
CSW_TMR[W] 

00000000 

0x034 - - - 
PSW_TMR[W] 

---0-000 

0x038 - - - 
PLL_CTL1[W] 

00000000 

0x03C - - - 
PLL_CTL2[W] 

--000000 

0x040 - - 
CSV_CTL[W] 

-111--00 ------11 

0x044 - - - 
CSV_STR[W] 

------00 

0x048 - - 
FCSWH_CTL[W] 

11111111 11111111 

0x04C - - 
FCSWL_CTL[W] 

00000000 00000000 

0x050 - - 

FCSWD_STR[W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x054 - - - 
DBWDT_CTL[W] 

0-0----- 

0x058 - - - * 

0x05C - - - - 

0x060 - - - 
INT_ENR[W] 

--0--000 

0x064 - - - 
INT_STR[W] 

--0--000 

0x068 - - - 
INT_CLR[W] 

--0--000 

0x06C - 0xFFC - - - - 
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1.4 HW WDT 

HW WDT Base_Address : 0x4001_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WDG_LDR[W] 

00000000 00000000 11111111 11111111 

0x004 
WDG_VLR[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - - 
WDG_CTL[W] 

------11 

0x00C - - - 
WDG_ICL[W] 

XXXXXXXX 

0x010 - - - 
WDG_RIS[R] 

-------0 

0x014 - 0xBFC - - - - 

0xC00 
WDG_LCK[W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0xC04 - 0xFFC - - - - 
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1.5 SW_WDT 

SW WDT Base_Address : 0x4001_2000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WdogLoad[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x004 
WdogValue[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 - - - 
WdogControl[W] 

---00000 

0x00C 
WdogIntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 - - - 
WdogRIS[R] 

-------0 

0x014 * 

0x018 - - - 
WdogSPMC[W] 

-------0 

0x01C - 0xBFC - - - - 

0xC00 
WdogLock[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0xC04 - 0xDFC - - - - 

0xF00 * 

0xF08 - 0xFDF - - - - 

0xFE0 - 0xFFC * 
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1.6 Dual Timer 

Dual Timer Base_Address : 0x4001_5000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
Timer1Load[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
Timer1Value[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 
Timer1Control[W] 

-------- -------- -------- 00100000 

0x00C 
Timer1IntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 
Timer1RIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x014 
Timer1MIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x018 
Timer1BGLoad[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x020 
Timer2Load[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x024 
Timer2Value[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x028 
Timer2Control[W] 

-------- -------- -------- 00100000 

0x02C 
Timer2IntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x030 
Timer2RIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x034 
Timer2MIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x038 
Timer2BGLoad[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x040 - 0xFFC - - - - 
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1.7 MFT 

MFT unit0 Base_Address : 0x4002_0000 

MFT unit1 Base_Address : 0x4002_1000 

MFT unit2 Base_Address : 0x4002_2000 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x100 
OCCP0[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x104 
OCCP1[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x108 
OCCP2[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x10C 
OCCP3[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x110 
OCCP4[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x114 
OCCP5[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x118 
OCSD10[B,H,W] 

--000000 00000000 

OCSB10[B,H,W] 

00000000 

OCSA10[B,H,W] 

00000000 

0x11C 
OCSD32[B,H,W] 

--000000 00000000 

OCSB32[B,H,W] 

00000000 

OCSA32[B,H,W] 

00000000 

0x120 
OCSD54[B,H,W] 

--000000 00000000 

OCSB54[B,H,W] 

00000000 

OCSA54[B,H,W] 

00000000 

0x124 - - 
OCSC[B,H,W] 

--000000 
- 

0x128 - - 
OCSE0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x12C 
OCSE1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x130 - - 
OCSE2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x134 
OCSE3[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x138 - - 
OCSE4[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x13C 
OCSE5[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x140 
TCCP0[H,W] 

11111111 11111111 
- - 

0x144 
TCDT0[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x148 
TCSC0[H,W] 

00000000 00000000 

TCSA0[B,H,W] 

00000000 01000000 

0x14C 
TCCP1[H,W] 

11111111 11111111 
- - 

0x150 
TCDT1[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x154 
TCSC1[H,W] 

00000000 00000000 

TCSA1[B,H,W] 

00000000 01000000 

0x158 
TCCP2[H,W] 

11111111 11111111 
- - 

0x15C 
TCDT2[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x160 
TCSC2[H,W] 

00000000 00000000 

TCSA2[B,H,W] 

00000000 01000000 

0x164 

TCAL[W] 

00000000 00000000 11111111 11111111 *1 

- - - - *2 

*1 MFT unit0  

*2 MFT unit1,unit2 

0x168 - 
OCFS54[B,H,W] 

00000000 

OCFS32[B,H,W] 

00000000 

OCFS10[B,H,W] 

00000000 

0x16C - - 
ICFS32[B,H,W] 

00000000 

ICFS10[B,H,W] 

00000000 

0x170 - 
ACFS54[B,H,W] 

00000000 

ACFS32[B,H,W] 

00000000 

ACFS10[B,H,W] 

00000000 

0x174 
ICCP0[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x178 
ICCP1[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x17C 
ICCP2[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x180 
ICCP3[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x184 - - 
ICSB10[B,H,W] 

------00 

ICSA10[B,H,W] 

00000000 

0x188   
ICSB32[B,H,W] 

------00 

ICSA32[B,H,W] 

00000000 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x18C 
WFTF10[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x190 
WFTB10[H,W] 

00000000 00000000 

WFTA10[H,W] 

00000000 00000000 

0x194 
WFTF32[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x198 
WFTB32[H,W] 

00000000 00000000 

WFTA32[H,W] 

00000000 00000000 

0x19C 
WFTF54[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1A0 
WFTB54[H,W] 

00000000 00000000 

WFTA54[H,W] 

00000000 00000000 

0x1A4 - - 
WFSA10[B,H,W] 

--000000 000000 

0x1A8 - - 
WFSA32[B,H,W] 

--000000 000000 

0x1AC - - 
WFSA54[B,H,W] 

--000000 000000 

0x1B0 - - 
WFIR[H,W] 

00000000 00000000 

0x1B4 - - 
NZCL[H,W] 

00000000 00000000 

0x1B8 
ACMP0[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1BC 
ACMP1[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1C0 
ACMP2[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1C4 
ACMP3[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1C8 
ACMP4[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1CC 
ACMP5[H,W] 

00000000 00000000 
- - 

0x1D0 - - 
ACSA[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x1D4 - 
ACMC0[B,H,W] 

00--0000 

ACSD0[B,H,W] 

00000000 

ACSC0[B,H,W] 

00000000 

0x1D8 - 
ACMC1[B,H,W] 

00--0000 

ACSD1[B,H,W] 

00000000 

ACSC1[B,H,W] 

00000000 

0x1DC - 
ACMC2[B,H,W] 

00--0000 

ACSD2[B,H,W] 

00000000 

ACSC2[B,H,W] 

00000000 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x1E0 - 
ACMC3[B,H,W] 

00--0000 

ACSD3[B,H,W] 

00000000 

ACSC3[B,H,W] 

00000000 

0x1E4 - 
ACMC4[B,H,W] 

00--0000 

ACSD4[B,H,W] 

00000000 

ACSC4[B,H,W] 

00000000 

0x1E8 - 
ACMC5[B,H,W] 

00--0000 

ACSD5[B,H,W] 

00000000 

ACSC5[B,H,W] 

00000000 

0x1EC - - - 
TCSD[B,H,W] 

------00 

0x1F0-0xFFC - - - - 
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1.8 PPG 

PPG Base_Address : 0x4002_4000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
TTCR0[B,H,W] 

- 
11110000 

0x004 - - - * 

0x008 - - 
COMP0[B,H,W] 

- 
00000000 

0x00C - - - 
COMP2[B,H,W] 

00000000 

0x010 - - 
COMP4[B,H,W] 

- 
00000000 

0x014 - - - 
COMP6[B,H,W] 

00000000 

0x018 - 0x01C - - - - 

0x020 - - 
TTCR1[B,H,W] 

- 
11110000 

0x024 - - - * 

0x028 - - 
COMP1[B,H,W] 

- 
00000000 

0x02C - - - 
COMP3[B,H,W] 

00000000 

0x030 - - 
COMP5[B,H,W] 

- 
00000000 

0x034 - - - 
COMP7[B,H,W] 

00000000 

0x038 - 0x03C - - - - 

0x040 - - 
TTCR2[B,H,W] 

- 
11110000 

0x044 - - - * 

0x048 - - 
COMP8[B,H,W] 

- 
00000000 

0x04C - - - 
COMP10[B,H,W] 

00000000 

0x050 - - 
COMP12[B,H,W] 

- 
00000000 

0x054 - - - 
COMP14[B,H,W] 

00000000 

0x058 - 0x0FC - - - - 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x100 - - 
TRG0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x104 - - 
REVC0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x108 - 0x13C - - - - 

0x140 - - 
TRG1[B,H,W] 

-------- 00000000 

0x144 - - 
REVC1[B,H,W] 

-------- 00000000 
 

0x148 - 0x1FC - - - - 

0x200 - - 
PPGC0[B,H,W] PPGC1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x204 - - 
PPGC2[B,H,W] PPGC3[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x208 - - 
PRLH0[B,H,W] PRLL0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x20C - - 
PRLH1[B,H,W] PRLL1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x210 - - 
PRLH2[B,H,W] PRLL2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x214 - - 
PRLH3[B,H,W] PRLL3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x218 - - - 
GATEC0[B,H,W] 

--00---00 

0x21C - 0x23C - - - - 

0x240 - - 
PPGC4[B,H,W] PPGC5[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x244 - - 
PPGC6[B,H,W] PPGC7[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x248 - - 
PRLH4[B,H,W] PRLL4[B.H.W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x24C - - 
PRLH5[B,H,W] PRLL5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x250 - - 
PRLH6[B,H,W] PRLL6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x254 - - 
PRLH7[B,H,W] PRLL7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x258 - - - 
GATEC4[B,H,W] 

--00--00 

0x25C - 0x27C - - - - 

0x280 - - 
PPGC8[B,H,W] PPGC9[B,H,W] 

00000000 00000000 



 C. レジスタマップ (TYPE2-M0+) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 969 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x284 - - 
PPGC10[B,H,W] PPGC11[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x288 - - 
PRLH8[B,H,W] PRLL8[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x28C - - 
PRLH9[B,H,W] PRLL9[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x290 - - 
PRLH10[B,H,W] PRLL10[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x294 - - 
PRLH11[B,H,W] PRLL11[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x298 - - - 
GATEC8[B,H,W] 

--00--00 

0x29C - 0x2BC - - - - 

0x2C0 - - 
PPGC12[B,H,W] PPGC13[B,H,W] 

00000000 00000000 

 

0x2C4 - - 
PPGC14[B,H,W] PPGC15[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x2C8 - - 
PRLH12[B,H,W] PRLL12[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2CC - - 
PRLH13[B,H,W] PRLL13[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2D0 - - 
PRLH14[B,H,W] PRLL14[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2D4 - - 
PRLH15[B,H,W] PRLL15[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x2D8 - - - 
GATEC12[B,H,W] 

--00--00 

0x2DC - 0x2FC - - - - 

0x300 - - 
PPGC16[B,H,W] PPGC17[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x304 - - 
PPGC18[B,H,W] PPGC19[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x308 - - 
PRLH16[B,H,W] PRLL16[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x30C - - 
PRLH17[B,H,W] PRLL17[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x310 - - 
PRLH18[B,H,W] PRLL18[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x314 - - 
PRLH19[B,H,W] PRLL19[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x318 - - - 
GATEC16[B,H,W] 

--00---00 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x31C - 0x33C - - - - 

0x340 - - 
PPGC20[B,H,W] PPGC21[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x344 - - 
PPGC22[B,H,W] PPGC23[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x348 - - 
PRLH20[B,H,W] PRLL20[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x34C - - 
PRLH21[B,H,W] PRLL21[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x350 - - 
PRLH22[B,H,W] PRLL22[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x354 - - 
PRLH23[B,H,W] PRLL23[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x358 - - - 
GATEC20[B,H,W] 

--00--00 

0x35C - 0x37C - - - - 

0x380 - - - 
IGBTC[B,H,W] 

00000000 

0x384 - 0xFFC - - - - 
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1.9 Base Timer 

Base Timer ch.0 Base Address : 0x4002_5000 

Base Timer ch.1 Base Address : 0x4002_5040 

Base Timer ch.2 Base Address : 0x4002_5080 

Base Timer ch.3 Base Address : 0x4002_50C0 

Base Timer ch.4 Base Address : 0x4002_5200 

Base Timer ch.5 Base Address : 0x4002_5240 

Base Timer ch.6 Base Address : 0x4002_5280 

Base Timer ch.7 Base Address : 0x4002_52C0 

Base Timer ch.8 Base Address : 0x4002_5400 

Base Timer ch.9 Base Address : 0x4002_5440 

Base Timer ch.10 Base Address : 0x4002_5480 

Base Timer ch.11 Base Address : 0x4002_54C0 

Base Timer ch.12 Base Address : 0x4002_5600 

Base Timer ch.13 Base Address : 0x4002_5640 

Base Timer ch.14 Base Address : 0x4002_5680 

Base Timer ch.15 Base Address : 0x4002_56C0 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
PCSR/PRLL[H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 - - 
PDUT/PRLH/DTBF[H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - 
TMR[H,W] 

00000000 00000000 

0x00C - - 
TMCR[B,H,W] 

-0000000 00000000 

0x010 - - 
TMCR2[B,H,W] STC[B,H,W] 

-------0 0000-000 

0x014 - 0x03C - - - - 
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1.10 IO Selector for Base Timer 

IO Selector for ch.0-ch.3 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL0123[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.4-ch.7 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5300 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL4567[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.8-ch.11 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5500 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL89AB[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.12-ch.15 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5700 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSELCDEF[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

Software-based Simultaneous Startup (Base Timer) Base Address : 0x4002_5F00 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - 0x0FB - - - - 

0x0FC - - 
BTSSSR[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 
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1.11 QPRC 

QPRC ch.0 Base Address : 0x4002_6000 

QPRC ch.1 Base Address : 0x4002_6040 

QPRC ch.2 Base Address : 0x4002_6080 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0000 - - 
QPCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x0004 - - 
QRCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x0008 - - 
QPCCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x000C - - 
QPRCR[H,W] 

00000000 00000000 

0x0010 - - 
QMPR[H,W] 

11111111 11111111 

0x0014 - - 
QICRH[B,H,W] QICRL[B,H,W] 

--000000 00000000 

0x0018 - - 
QCRH[B,H,W] QCRL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x001C - - 
QECR[B,H,W] 

-------- -----000 

0x0020 - 

0x0038 
- - - - 

0x003C 
QPCRR[B,H,W] QRCRR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 
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1.12 QPRC NF 

QPRC ch.0 NF Base Address : 0x4002_6100 

QPRC ch.1 NF Base Address : 0x4002_6110 

QPRC ch.2 NF Base Address : 0x4002_6120 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0000 
NFCTLA[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x0004 
NFCTLB[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x0008 
NFCTLC[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00-000 

0x000C - - - - 

 

  



 C. レジスタマップ (TYPE2-M0+) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 975 

1.13 A/DC 

12-bit A/DC unit0 Base_Address : 0x4002_7000 

12-bit A/DC unit1 Base_Address : 0x4002_7100 

12-bit A/DC unit2 Base_Address : 0x4002_7200 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
ADCR[B,H,W] ADSR[B,H,W] 

000-0000 00---000 

0x004 - - - * 

0x008 - - 
SCCR[B,H,W] SFNS[B,H,W] 

1000-000 ----0000 

0x00C 
SCFD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXX---- ---X--XX ---XXXXX 

0x010 - - 
SCIS3[B,H,W] SCIS2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x014 - - 
SCIS1[B,H,W] SCIS0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x018 - - 
PCCR[B,H,W] PFNS[B,H,W] 

1000-000 --XX--00 

0x01C 
PCFD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXX---- ---X-XXX ---XXXXX 

0x020 - - - 
PCIS[B,H,W] 

00000000 

0x024 
CMPD[B,H,W] 

- 
CMPCR[B,H,W] 

00000000 00------ 00000000 

0x028 - - 
ADSS3[B,H,W] ADSS2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x02C - - 
ADSS1[B,H,W] ADSS0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x030 - - 
ADST0[B,H,W] ADST1[B,H,W] 

00010000 00010000 

0x034 - - - 
ADCT[B,H,W] 

00000111 

0x038 - - 
SCTSL[B,H,W] PRTSL[B,H,W] 

----0000 ----0000 

0x03C - - 
ADCEN[B,H,W] 

11111111 ------00 

0x040 * 

0x044 
WCMRCIF[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x048 
WCMRCOT[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x04C - - 
WCMPSR[B,H,W] WCMPCR[B,H,W] 

--000000 001000-- 

0x050 
WCMPDH[B,H,W] WCMPDL[B,H,W] 

00000000 00------ 00000000 00------ 

0x054 - 0x0FC - - - - 
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1.14 D/AC 

10-bit D/AC Base_Address : 0x4002_8000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - 
DACR0[B,H,W] DADR0[B,H,W] 

-------0 ------XX XXXXXXXX 

0x04 - 
DACR1[B,H,W] DADR1[B,H,W] 

-------0 ------XX XXXXXXXX 

0x08 - 0xFC - - - - 
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1.15 CR Trim 

CR Trim Base_Address : 0x4002_E000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
MCR_PSR[B,H,W] 

------001 

0x004 - - 
MCR_FTRM[B,H,W] 

------01 11101111 

0x008 - - - 
MCR_TTRM[B,H,W] 

-0111111 

0x00C 
MCR_RLR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x010 - 0x0FC - - - - 
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1.16 EXTI 

EXTI Base_Address : 0x4003_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
ENIR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
EIRR[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 
EICL[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x00C 
ELVR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x010 
ELVR1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 - - 
NMIRR[B,H,W] 

-------- -------0 

0x018 - - 
NMICL[B,H,W] 

-------- -------1 

0x01C – 0x0FC - - - - 
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1.17 INT-Req. READ 

INT-Req. READ Base_Address : 0x4003_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - - 

0x004 * 

0x008 – 0x00B - - - - 

0x00C - - - 
IRQCMODE[B,H,W] 

-------0 

0x010 
EXC02MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x014 
IRQ00MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x018 
IRQ01MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x01C 
IRQ02MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x020 
IRQ03MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0000 

0x024 
IRQ04MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- 00000000 

0x028 
IRQ05MON[B,H,W] 

-------- -------- 00000000 00000000 

0x02C 
IRQ06MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x030 
IRQ07MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x034 
IRQ08MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x038 
IRQ09MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x03C 
IRQ10MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x040 
IRQ11MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x044 
IRQ12MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x048 
IRQ13MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x04C 
IRQ14MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x050 IRQ15MON[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

-------- -------- -------- -------0 

0x054 
IRQ16MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x058 
IRQ17MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x05C 
IRQ18MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x060 
IRQ19MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x064 
IRQ20MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x068 
IRQ21MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x06C 
IRQ22MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x070 
IRQ23MON[B,H,W] 

-------- -------- ---0000- -----000 

0x074 
IRQ24MON[B,H,W] 

-------- -------- -----00- --000000 

0x078 
IRQ25MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- ---00000 

0x07C 
IRQ26MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- --000000 

0x080 
IRQ27MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- --0----- 

0x084 
IRQ28MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- --000000 

0x088 
IRQ29MON[B,H,W] 

-------- -------- -------0 00000000 

0x08C 
IRQ30MON[B,H,W] 

-------- -------- -------- --000000 

0x090 
IRQ31MON[B,H,W] 

----0--- -------- 00000000 00000000 

0x094 – 0x20C - - - - 

0x210 
RCINTSEL0[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x214 
RCINTSEL1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x218 – 0xFFC - - - - 
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1.18 LCDC 

LCDC Base_Address : 0x4003_2000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - 
LCDCC3[B,H,W] LCDCC2[B,H,W] LCDCC1[B,H,W] 

0011111- --010100 -00000-- 

0x04 
LCDC_PSR[B,H,W] 

-------- -0000000 00000000 00000000 

0x08 
LCDC_COMEN[B,H,W] 

-------- -------- -------- 00000000 

0x0C 
LCDC_SEGEN1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x10 
LCDC_SEGEN2[B,H,W] 

-------- -------- -------- 00000000 

0x14 - - 
LCDC_BLINK[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x18 - - 
LCDC_BOOSTER[B,H,W] 

--001110 ----0011 

0x1C 
LCDRAM03[B,H,W] LCDRAM02[B,H,W] LCDRAM01[B,H,W] LCDRAM00[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x20 
LCDRAM07[B,H,W] LCDRAM06[B,H,W] LCDRAM05[B,H,W] LCDRAM04[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x24 
LCDRAM11[B,H,W] LCDRAM10[B,H,W] LCDRAM09[B,H,W] LCDRAM08[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x28 
LCDRAM15[B,H,W] LCDRAM14[B,H,W] LCDRAM13[B,H,W] LCDRAM12[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x2C 
LCDRAM19[B,H,W] LCDRAM18[B,H,W] LCDRAM17[B,H,W] LCDRAM16[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x30 
LCDRAM23[B,H,W] LCDRAM22[B,H,W] LCDRAM21[B,H,W] LCDRAM20[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x34 
LCDRAM27[B,H,W] LCDRAM26[B,H,W] LCDRAM25[B,H,W] LCDRAM24[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x38 
LCDRAM31[B,H,W] LCDRAM30[B,H,W] LCDRAM29[B,H,W] LCDRAM28[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x3C 
LCDRAM35[B,H,W] LCDRAM34[B,H,W] LCDRAM33[B,H,W] LCDRAM32[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x40 
LCDRAM39[B,H,W] LCDRAM38[B,H,W] LCDRAM37[B,H,W] LCDRAM36[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x44 – 0xFC - - - - 
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1.19 GPIO 

GPIO Base_Address : 0x4003_3000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
PFR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0001 1111 

0x004 
PFR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x008 
PFR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x00C 
PFR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x010 
PFR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x014 
PFR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x018 
PFR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x01C 
PFR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x020 
PFR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x024 
PFR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x028 
PFRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x02C 
PFRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x030 
PFRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x034 
PFRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x038 
PFRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x03C 
PFRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x040 – 0x0FC - - - - 

0x100 
PCR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 1010 

0x104 
PCR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x108 PCR2[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x10C 
PCR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x110 
PCR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x114 
PCR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

 

0x118 
PCR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x11C 
PCR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x120 - - - - 

0x124 
PCR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x128 
PCRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x12C 
PCRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x130 
PCRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x134 
PCRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x138 
PCRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x13C 
PCRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x140 – 0x1FC - - - - 

0x200 
DDR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x204 
DDR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x208 
DDR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x20C 
DDR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x210 
DDR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x214 
DDR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x218 
DDR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x21C DDR7[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x220 
DDR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x224 
DDR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x228 
DDRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x22C 
DDRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x230 
DDRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x234 
DDRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

 

0x238 
DDRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x23C 
DDRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x240 – 0x2FC - - - - 

0x300 
PDIR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x304 
PDIR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x308 
PDIR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x30C 
PDIR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x310 
PDIR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x314 
PDIR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x318 
PDIR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x31C 
PDIR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x320 
PDIR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x324 
PDIR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x328 

PDIRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x32C PDIRB[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x330 
PDIRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x334 
PDIRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x338 
PDIRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x33C 
PDIRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x340 – 0x3FC - - - - 

0x400 
PDOR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x404 
PDOR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x408 
PDOR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x40C 
PDOR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x410 
PDOR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

 

0x414 
PDOR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x418 
PDOR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x41C 
PDOR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x420 
PDOR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x424 
PDOR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x428 
PDORA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x42C 
PDORB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x430 
PDORC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x434 
PDORD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x438 

PDORE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x43C PDORF[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x440 – 0x4FC - - - - 

0x500 
ADE[B,H,W] 

---- ---- 1111 1111 1111 1111 1111 1111 

0x504 – 0x57C - - - - 

0x580 
SPSR[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- 0101 

0x584 – 0x5FC - - - - 

0x600 
EPFR00[B,H,W] 

---- ---- ---- ---1 ---- ---- 0000 -000 

0x604 
EPFR01[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 –00 0000 0000 0000 

0x608 
EPFR02[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 ---0 0000 0000 0000 

0x60C 
EPFR03[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 ---0 0000 0000 0000 

0x610 
EPFR04[B,H,W] 

--00 0000 –00 00-- --00 0000 -000 00-- 

0x614 
EPFR05[B,H,W] 

--00 0000 –00 00-- --00 0000 –00 00-- 

0x618 
EPFR06[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x61C 
EPFR07[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 ---- 

0x620 
EPFR08[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x624 
EPFR09[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 ---- ---- ---- 

0x628 – 0x638 - - - - 

0x63C 
EPFR15[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x640 
EPFR16[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x644 
- 

- - - - 

0x648 
EPFR18[B,H,W] 

--00 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x64C – 0x658 - - - - 

0x65C 
EPFR23[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x660 – 0x680 - - - - 

0x684 EPFR33[B,H,W] 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- 0000 0000 0000 ---- 0000 0000 0000 

0x688 
EPFR34[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- 0000 ---- 

0x68C – 0x690 - - - - 

0x694 
EPFR37[B,H,W] 

---- 0000 0000 0000 ---- ---- ---- ---- 

0x698 
EPFR38[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 

0x69C – 0x6FC - - - - 

0x700 
PZR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x704 
PZR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x708 
PZR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x70C 
PZR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x710 
PZR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x714 
PZR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x718 
PZR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x71C 
PZR7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x720 
PZR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x724 
PZR9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x728 
PZRA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x72C 
PZRB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x730 
PZRC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x734 
PZRD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x738 
PZRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x73C 
PZRF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x740 LVDIE[B,H,W] 



 C. レジスタマップ (TYPE2-M0+) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 989 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---- ---0 

0x744 – 0x7FC - - - - 

0x800 * 

0x804 * 

0x808 – 0x8FC - - - - 

0x900 
FPOER0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x904 
FPOER1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x908 
FPOER2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x90C 
FPOER3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x910 
FPOER4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x914 
FPOER5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x918 
FPOER6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x91C 
FPOER7[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x920 
FPOER8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x924 
FPOER9[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x928 
FPOERA[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x92C 
FPOERB[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x930 
FPOERC[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x934 
FPOERD[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x938 
FPOERE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x93C 
FPOERF[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x940 – 0xFFC - - - - 
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1.20 HDMI-CEC 

HDMI-CEC/Remote Control Receiver ch.0 Base_Address : 0x4003_4000 

HDMI-CEC/Remote Control Receiver ch.1 Base_Address : 0x4003_4100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - - - 
TXCTRL[B,H,W] 

000000-0 

0x04 - - - 
TXDATA[B,H,W] 

00000000 

0x08 - - - 
TXSTS[B,H,W] 

0-00---0 

0x0C - - - 
SFREE[B,H,W] 

----0000 

0x10 – 0x3F - - - - 

0x40 - - 
RCCR[B,H,W] RCST[B,H,W] 

0---0000 00000000 

0x44 - - 
RCSHW[B,H,W] RCDAHW[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x48 - - 
RCDBHW[B,H,W] 

- 
00000000 

0x4C - - 
RCADR1[B,H,W] RCADR2[B,H,W] 

---00000 ---00000 

0x50 - - 
RCDTHH[B,H,W] RCDTHL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x54 - - 
RCDTLH[B,H,W] RCDTLL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x58 - - 
RCCKD[H,W] 

---00000 00000000 

0x5C - - 
RCRC[B,H,W] RCRHW[B,H,W] 

---0---0 00000000 

0x60 - - 
RCLE[B,H,W] 

- 
00000-00 

0x64 - - 
RCLELW[B,H,W] RCLESW[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x68 – 0xFC - - - - 
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1.21 LVD 

LVD Base_Address : 0x4003_5000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
LVD_CTL [B,H,W] 

100000–000011-- 

0x004 - - 
LVD_STR [B,H,W] 

0------1 0------1 

0x008 - - 
LVD_CLR [B,H,W] 

1------- 1------- 

0x00C 
LVD_RLR [W] 

---------------- 00000000 00000001 

0x010 - - 
LVD_STR2 [B,H,W] 

0------- 01------ 

0x014 - - 
LVD_CTL2 [B,H,W] 

-------0 000011-- 

0x018 - - - 
LVD2_CTL [B,H,W] 

000011-- 

0x01C - - 
LVD2_CTL2 [B,H,W] 

0------0 000011-- 

0x020 – 0x0FC - - - - 
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1.22 DS Mode 

DS Mode Base_Address : 0x4003_5100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
REG_CTL [B,H,W] 

---- -10- 

0x004 - - - 
RCK_CTL [B,H,W] 

---- --01 

0x008 - - - 
REG_CTL2 [B,H,W] 

---- -011 

0x00C - - - - 

0x010 - - - 
MOSC_CTL [B,H,W] 

---- -10- 

0x014 – 0x0FC - - - - 

0x100 - - - 
CAL_CTL [B,H,W] 

---- 0000 

0x104 - - - 
CAL_SET [B,H,W] 

---1 0001 

0x108 
CAL_KEY [W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x10C – 0x1FC - - - - 

0x200 – 0x6FC - - - - 

0x700 - - - 
PMD_CTL [B,H,W] 

---- ---0 

0x704 - - - 
WRFSR [B,H,W] 

---- --00 

0x708 - - 
WIFSR [B,H,W] 

00000000 00000000 

0x70C - - 
WIER [B,H,W] 

00000000 00000-00 

0x710 - - 
WILVR [B,H,W] 

-----000 00000000 

0x714 - - - 
DSRAMR [B,H,W] 

---- --00 

0x718 – 0x71C - - - - 

0x720 - - - 

STBFLASHPDX 

[B,H,W] 

---- ---0 

0x724 
RST_MSK [W] 

00000000 00000000  -------- -------0 

0x728 – 0x7FC - - - - 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x800 
BUR04 [B,H,W] BUR03 [B,H,W] BUR02 [B,H,W] BUR01 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x804 
BUR08 [B,H,W] BUR07 [B,H,W] BUR06 [B,H,W] BUR05 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x808 
BUR012 [B,H,W] BUR11 [B,H,W] BUR10 [B,H,W] BUR09 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x80C 
BUR16 [B,H,W] BUR15 [B,H,W] BUR14 [B,H,W] BUR13 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x810 – 0xEFC - - - - 
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1.23 USB Clock 

USB Clock Base_Address : 0x4003_6000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
UCCR [B,H,W] 

-000 0000 

0x004 - - - 
UPCR [B,H,W] 

---- --00 

0x008 - - - 
UPCR2 [B,H,W] 

---- -000 

0x00C - - - 
UPCR3 [B,H,W] 

---0 0000 

0x010 - - - 
UPCR4 [B,H,W] 

-011 1011 

0x014 - - - 
UP_STR [B,H,W] 

---- ---0 

0x018 - - - 
UPINT_ENR [B,H,W] 

---- ---0 

0x01C - - - 
UPINT_CLR [B,H,W] 

---- ---0 

0x020 - - - 
UPINT_STR [B,H,W] 

---- ---0 

0x024 - - - 
UPCR5 [B,H,W] 

---- 0001 

0x028 - - - 
UPCR6 [B,H,W] 

---- 0010 

0x02C - - - 
UP_CR7 [B,H,W] 

---- ---0 

0x030 - - - 
USBEN0 [B,H,W] 

---- -100 

0x034 - - - 
USBEN1 [B,H,W] 

---- -100 

0x038 – 0xFFC - - - - 
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1.24 MFS 

MFS ch.0 Base_Address : 0x4003_8000 

MFS ch.1 Base_Address : 0x4003_8100 

MFS ch.2 Base_Address : 0x4003_8200 

MFS ch.3 Base_Address : 0x4003_8300 

MFS ch.4 Base_Address : 0x4003_8400 

MFS ch.5 Base_Address : 0x4003_8500 

MFS ch.6 Base_Address : 0x4003_8600 

MFS ch.7 Base_Address : 0x4003_8700 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
SCR/IBCR[B,H,W] SMR[B,H,W] 

0–00000 000-00-0 

0x004 - - 
SSR[B,H,W] ESCR/IBSR[B,H,W] 

0-000011 00000000 

0x008 
RDR/TDR[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C - - 
BGR1[B,H,W] BGR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x010 - - 
ISMK[B,H,W] ISBA[B,H,W] 

-------- -------- 

0x014 - - 
FCR1[B,H,W] FCR0[B,H,W] 

---00100 -0000000 

0x018 - - 
FBYTE2[B,H,W] FBYTE1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x01C - - 

SCSTR1/ 

EIBCR[B,H,W] 
SCSTR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x020 - - 
SCSTR3[B,H,W] SCSTR2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x024 - - 
SACSR[B,H,W] 

--000–0 00-00000 

0x028 - - 
STMR[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x02C - - 
STMCR[B,H,W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x030 - - 
SCSCR[B,H,W] 

00000000 00100000 

0x034 - - 
SCSFR1[B,H,W] 

10000000 

SCSFR0[B,H,W] 

10000000 

0x038 - - - 
SCSFR2[B,H,W] 

10000000 

 

0x03C - - 
TBYTE1[B,H,W] TBYTE0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x040 - - 
TBYTE3[B,H,W] 

00000000 

TBYTE2[B,H,W] 

00000000 

0x044 - - 
FTICR2[B,H,W] 

00000000 

FTICR1[B,H,W] 

00000000 

0x048 – 0x0FC - - - - 

 

<注意事項> 

− RDR/TDRレジスタの上位 16bitは、MFS-I2SモードでWordアクセスを使用するときのみ有効です。 
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1.25 CRC 

CRC Base_Address : 0x4003_9000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - CRCCR[B,H,W] 

-0000000 

0x004 CRCINIT[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 CRCIN[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C CRCR[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 
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1.26 Watch Counter  

Watch Counter Base_Address : 0x4003_A000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - 
WCCR[B,H,W] WCRL[B,H,W] WCRD[B,H,W] 

00–0000 --000000 --000000 

0x004 – 0x00C - - - - 

0x010 - - 
CLK_SEL[B,H,W] 

-----000 ------00 

0x014 - - - 
CLK_EN[B,H,W] 

------00 

0x018 – 0xFFC - - - - 
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1.27 RTC 

RTC Base_Address : 0x4003_B000 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x100 - - - 
WTCR10[B,H,W] 

00000000 

0x104 - - - 
WTCR11[B,H,W] 

---00000 

0x108 - - - 
WTCR12[B,H,W] 

00000000 

0x10C - - - 
WTCR13[B,H,W] 

00000000 

0x110 - - - 
WTCR20[B,H,W] 

--000000 

0x114 - - - 
WTCR21[B,H,W] 

-----000 

0x118 - - - * 

0x11C - - - 
WTSR[B,H,W] 

-0000000 

0x120 - - - 
WTMIR[B,H,W] 

-0000000 

0x124 - - - 
WTHR[B,H,W] 

--000000 

0x128 - - - 
WTDR[B,H,W] 

--000000 

0x12C - - - 
WTDW[B,H,W] 

-----000 

0x130 - - - 
WTMOR[B,H,W] 

---00000 

0x134 - - - 
WTYR[B,H,W] 

00000000 

0x138 - - - 
ALMIR[B,H,W] 

-0000000 

0x13C - - - 
ALHR[B,H,W] 

--000000 

0x140 - - - 
ALDR[B,H,W] 

--000000 

0x144 - - - 
ALMOR[B,H,W] 

---00000 

0x148 - - - 
ALYR[B,H,W] 

00000000 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x14C - - - 
WTTR0[B,H,W] 

00000000 

0x150 - - - 
WTTR1[B,H,W] 

00000000 

0x154 - - - 
WTTR2[B,H,W] 

------00 

0x158 - - - 
WTCAL0[B,H,W] 

00000000 

0x15C - - - 
WTCAL1[B,H,W] 

------00 

0x160 - - - 
WTCALEN[B,H,W] 

-------0 

0x164 - - - 
WTDIV[B,H,W] 

----0000 

0x168 - - - 
WTDIVEN[B,H,W] 

------00 

0x16C - - - 
WTCALPRD[B,H,W] 

--010011 

0x170 - - - 
WTCOSEL[B,H,W] 

-------0 

0x174 - - - 
VB_CLKDIV[B,H,W] 

00000111 

0x178 - - - 
WTOSCCNT[B,H,W] 

------01 

0x17C - - - 
CCS[B,H,W] 

11001110 

0x180 - - - 
CCB[B,H,W] 

11001110 

0x184 - - - * 

0x188 - - - 
BOOST[B,H,W] 

------11 

0x18C - - - 
EWKUP[B,H,W] 

-------0 

0x190 - - - 
VDET[B,H,W] 

00------ 

0x194 - - - * 

0x198 - - - 
HIBRST[B,H,W] 

-------0 

0x19C - - - 
VBPFR[B,H,W] 

--011100 

0x1A0 - - - 
VBPCR[B,H,W] 

----0000 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x1A4 - - - 
VBDDR[B,H,W] 

----XXXX 

0x1A8 - - - 
VBDIR[B,H,W] 

----0000 

0x1AC - - - 
VBDOR[B,H,W] 

----1111 

0x0B0 - - - 
VBPZR[B,H,W] 

------11 

0x1B4-1FF - - - - 

0x200 
BREG03[B,H,W] 

00000000 

BREG02[B,H,W] 

00000000 

BREG01[B,H,W] 

00000000 

BREG00[B,H,W] 

00000000 

0x204 
BREG07[B,H,W] 

00000000 

BREG06[B,H,W] 

00000000 

BREG05[B,H,W] 

00000000 

BREG04[B,H,W] 

00000000 

0x208 
BREG0B[B,H,W] 

00000000 

BREG0A[B,H,W] 

00000000 

BREG09[B,H,W] 

00000000 

BREG08[B,H,W] 

00000000 

0x20C 
BREG0F[B,H,W] 

00000000 

BREG0E[B,H,W] 

00000000 

BREG0D[B,H,W] 

00000000 

BREG0C[B,H,W] 

00000000 

0x210 
BREG13[B,H,W] 

00000000 

BREG12[B,H,W] 

00000000 

BREG11[B,H,W] 

00000000 

BREG10[B,H,W] 

00000000 

0x214 
BREG17[B,H,W] 

00000000 

BREG16[B,H,W] 

00000000 

BREG15[B,H,W] 

00000000 

BREG14[B,H,W] 

00000000 

0x218 
BREG1B[B,H,W] 

00000000 

BREG1A[B,H,W] 

00000000 

BREG19[B,H,W] 

00000000 

BREG18[B,H,W] 

00000000 

0x21C 
BREG1F[B,H,W] 

00000000 

BREG1E[B,H,W] 

00000000 

BREG1D[B,H,W] 

00000000 

BREG1C[B,H,W] 

00000000 

0x220 
BREG23[B,H,W] 

00000000 

BREG22[B,H,W] 

00000000 

BREG21[B,H,W] 

00000000 

BREG20[B,H,W] 

00000000 

0x224 
BREG27[B,H,W] 

00000000 

BREG26[B,H,W] 

00000000 

BREG25[B,H,W] 

00000000 

BREG24[B,H,W] 

00000000 

0x228 
BREG2B[B,H,W] 

00000000 

BREG2A[B,H,W] 

00000000 

BREG29[B,H,W] 

00000000 

BREG28[B,H,W] 

00000000 

0x22C 
BREG2F[B,H,W] 

00000000 

BREG2E[B,H,W] 

00000000 

BREG2D[B,H,W] 

00000000 

BREG2C[B,H,W] 

00000000 

0x230 
BREG33[B,H,W] 

00000000 

BREG32[B,H,W] 

00000000 

BREG31[B,H,W] 

00000000 

BREG30[B,H,W] 

00000000 

0x234 
BREG37[B,H,W] 

00000000 

BREG36[B,H,W] 

00000000 

BREG35[B,H,W] 

00000000 

BREG34[B,H,W] 

00000000 

0x238 
BREG3B[B,H,W] 

00000000 

BREG3A[B,H,W] 

00000000 

BREG39[B,H,W] 

00000000 

BREG38[B,H,W] 

00000000 

0x23C 
BREG3F[B,H,W] 

00000000 

BREG3E[B,H,W] 

00000000 

BREG3D[B,H,W] 

00000000 

BREG3C[B,H,W] 

00000000 

0x240 
BREG43[B,H,W] 

00000000 

BREG42[B,H,W] 

00000000 

BREG41[B,H,W] 

00000000 

BREG40[B,H,W] 

00000000 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x244 
BREG47[B,H,W] 

00000000 

BREG46[B,H,W] 

00000000 

BREG45[B,H,W] 

00000000 

BREG44[B,H,W] 

00000000 

0x248 
BREG4B[B,H,W] 

00000000 

BREG4A[B,H,W] 

00000000 

BREG49[B,H,W] 

00000000 

BREG48[B,H,W] 

00000000 

0x24C 
BREG4F[B,H,W] 

00000000 

BREG4E[B,H,W] 

00000000 

BREG4D[B,H,W] 

00000000 

BREG4C[B,H,W] 

00000000 

0x250 
BREG53[B,H,W] 

00000000 

BREG52[B,H,W] 

00000000 

BREG51[B,H,W] 

00000000 

BREG50[B,H,W] 

00000000 

0x254 
BREG57[B,H,W] 

00000000 

BREG56[B,H,W] 

00000000 

BREG55[B,H,W] 

00000000 

BREG54[B,H,W] 

00000000 

0x258 
BREG5B[B,H,W] 

00000000 

BREG5A[B,H,W] 

00000000 

BREG59[B,H,W] 

00000000 

BREG58[B,H,W] 

00000000 

0x25C 
BREG5F[B,H,W] 

00000000 

BREG5E[B,H,W] 

00000000 

BREG5D[B,H,W] 

00000000 

BREG5C[B,H,W] 

00000000 

0x260 
BREG63[B,H,W] 

00000000 

BREG62[B,H,W] 

00000000 

BREG61[B,H,W] 

00000000 

BREG60[B,H,W] 

00000000 

0x264 
BREG67[B,H,W] 

00000000 

BREG66[B,H,W] 

00000000 

BREG65[B,H,W] 

00000000 

BREG64[B,H,W] 

00000000 

0x268 
BREG6B[B,H,W] 

00000000 

BREG6A[B,H,W] 

00000000 

BREG69[B,H,W] 

00000000 

BREG68[B,H,W] 

00000000 

0x26C 
BREG6F[B,H,W] 

00000000 

BREG6E[B,H,W] 

00000000 

BREG6D[B,H,W] 

00000000 

BREG6C[B,H,W] 

00000000 

0x270 
BREG73[B,H,W] 

00000000 

BREG72[B,H,W] 

00000000 

BREG71[B,H,W] 

00000000 

BREG70[B,H,W] 

00000000 

0x274 
BREG77[B,H,W] 

00000000 

BREG76[B,H,W] 

00000000 

BREG75[B,H,W] 

00000000 

BREG74[B,H,W] 

00000000 

0x278 
BREG7B[B,H,W] 

00000000 

BREG7A[B,H,W] 

00000000 

BREG79[B,H,W] 

00000000 

BREG78[B,H,W] 

00000000 

0x27C 
BREG7F[B,H,W] 

00000000 

BREG7E[B,H,W] 

00000000 

BREG7D[B,H,W] 

00000000 

BREG7C[B,H,W] 

00000000 

0x280-0xFFC - - - - 
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1.28 Low-speed CR Prescaler 

Low-speed CR Prescaler  Base_Address : 0x4003_C000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
LCR_PRSLD[B,H,W] 

--000000 

0x000 – 0x0FC - - - - 
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1.29 Peripheral Clock Gating 

Peripheral Clock Gating Base_Address : 0x4003_C100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
CKEN0[B,H,W] 

---1–11 ----1111 11111111 11111111 

0x004 
MRST0[B,H,W] 

------00 ----0000 00000000 00000000 

0x008 – 0x00C - - - - 

0x010 
CKEN1[B,H,W] 

-------- ----1111 ----1111 ----1111 

0x014 
MRST1[B,H,W] 

-------- ----0000 ----0000 ----0000 

0x018 – 0x01C - - - - 

0x020 
CKEN2[B,H,W] 

-------- ---1-1-1 1111-1-- --00--00 

0x024 
MRST2[B,H,W] 

-------- ---0-0-0 0000-0-- --00–00 

0x028 – 0x0FC - - - - 
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1.30 Smart Card I/F 

Smart Card I/F ch.0 Base_Address : 0x4003_C900 

Smart Card I/F ch.1 Base_Address : 0x4003_C980 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x00 - - 
GLOBALCONTROL1[H,W] 

-0001000 00000000 

0x04 - - 
STATUS[H,W] 

--000000 00000001 

0x08 - - 
PORTCONTROL[H,W] 

0000–00 00-0-0-0 

0x0C - - 
DATA[H,W] 

-------0 00000000 

0x10 - - 
CARDCLOCK [H,W] 

00000000 00101000 

0x14 - - 
BAUDRATE[H,W] 

0000001 01110100 

0x18 - - 
GUARDTIMER[H,W] 

-------- 00000000 

0x1C - - 
IDLETIMER[H,W] 

00000000 00000000 

0x20 - - 
GLOBALCONTROL2[H,W] 

-------- ----1-00 

0x24 - - 
DATA_FIFO[H,W] 

-------0 00000000 

0x28 - - 
FIFO_LEVEL_READ[H,W] 

00000000 00000000 

0x2C - - 
FIFO_LEVEL_WRITE[H,W] 

00000000 00000000 

0x30 - - 
FIFO_MODE[H,W] 

00000000 ----0000 

0x34 - - 
FIFO_CLEAR_MSB_WRITE[H,W] 

-------- -------0 

0x38 - - 
FIFO_CLEAR_MSB_ READ[H,W] 

-------- -------0 

0x3C - - - - 

0x40 - - 
IRQ_STATUS[H,W] 

-------- 00000000 

0x44- 0x7C - - - - 
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1.31 MFSI2S 

MFSI2S ch.5 Base_Address : 0x4003_CA00 

MFSI2S ch.6 Base_Address : 0x4003_CA80 

 

Base_Address Register 

  +Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - 
CNTLREG [H,W] 

-------- -------- -----000 00000001 

0x04 - 
I2SCLK [H,W] 

-------- -------- 000----- 00000000 

0x08 - 
I2SST [B] 

------00 

I2SRST[B] 

00000000 
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1.32 High Resilience 

High Resilience Base_Address : 0x4003_E000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
RTR_CTL3 [B,H,W] RTR_CTL2 [B,H,W] RTR_CTL1 [B,H,W] RTR_CTL0 [B,H,W] 

000- 000- 000- ---- ---- ---- 1111 1111 

0x004 
RTR_RTS3 [B,H,W] RTR_RTS2 [B,H,W] RTR_RTS1 [B,H,W] RTR_RTS0 [B,H,W] 

1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 

0x008 
RTR_TGS3 [B,H,W] RTR_TGS2 [B,H,W] RTR_TGS1 [B,H,W] RTR_TGS0 [B,H,W] 

1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 

0x00C 
RTR_STR3 [B,H,W] RTR_STR2 [B,H,W] RTR_STR1 [B,H,W] RTR_STR0 [B,H,W] 

00-- ---- ---- ---- 00-- ---- ---- ---- 

0x010 
RTR_RLR [W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 
RTR_CT23 [B,H,W] RTR_CT22 [B,H,W] RTR_CT21 [B,H,W] RTR_CT20 [B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 ---0 ---0 

0x018 
RTR_REV [B,H,W] 

00000000 00010101 00000001 00000000 

0x01C – 0xFFC - - - - 
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1.33 USB 

USB ch.0 Base_Address : 0x4004_0000 

USB ch.1 Base_Address : 0x4005_0000 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x2100 - - 
HCNT1[B,H,W] 

-----001 

HCNT0[B,H,W] 

00000000 

0x2104 - - 
HERR[B,H,W] 

00000011 

HIRQ[B,H,W] 

0-000000 

0x2108 - - 
HFCOMP[B,H,W] 

00000000 

HSTATE[B,H,W] 

--010010 

0x210C - - 
HRTIMER(1/0)[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x2110 - - 
HADR[B,H,W] 

-0000000 

HRTIMER(2)[B,H,W] 

------00 

0x2114 - - 
HEOF(1/0)[B,H,W] 

--000000 00000000 

0x2118 - - 
HFRAME(1/0)[B,H,W] 

-----000 00000000 

0x211C - - - 
HTOKEN[B,H,W] 

00000000 

0x2120 - - 
UDCC[B,H,W] 

-------- 10100-00 

0x2124 - - 
EP0C[H,W] 

------0- -1000000 

0x2128 - - 
EP1C[H,W] 

01100001 00000000 

0x212C - - 
EP2C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x2130 - - 
EP3C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x2134 - - 
EP4C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x2138 - - 
EP5C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x213C - - 
TMSP[H,W] 

-----000 00000000 

0x2140 - - 
UDCIE[B,H,W] 

--000000 

UDCS[B,H,W] 

--000000 

0x2144 - - 
EP0IS[H,W] 

10---1-- -------- 
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Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x2148 - - 
EP0OS[H,W] 

100–00- -XXXXXXX 

0x214C - - 
EP1S[H,W] 

100-000X XXXXXXXX 

0x2150 - - 
EP2S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x2154 - - 
EP3S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x2158 - - 
EP4S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x215C - - 
EP5S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x2160 - - 
EP0DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP0DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2164 - - 
EP1DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP1DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2168 - - 
EP2DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP2DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x216C - - 
EP3DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP3DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2170 - - 
EP4DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP4DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2174 - - 
EP5DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP5DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2178 – 

0x217C 
- - - - 
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1.34 DSTC 

DSTC Base_Address : 0x4006_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
DESTP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
HWDESP[B,H,W] 

00XXXXXX XXXXXX00 00000000 00000000 

0x008 
SWTR[H] 

00000000 00000000 

CFG[B] 

01000000 

CMD[B] 

00000001 

0x00C 
MONERS[B,H,W] 

00XXXXXX XXXXXX00 XXXXXXXX XXX00000 

0x010 
DREQENB[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 
 DREQENB[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x018-0x02C - 

0x030 
HWINT[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x034 
HWINT[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x038-0x04C - 

0x050 
HWINTCLR[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x054 
HWINTCLR[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x058-0x06C - 

0x070 
DQMSK[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x074 
DQMSK[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x078-0x08C - 

0x090 
DQMSKCLR[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x094 
DQMSKCLR[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x098-0xFFC - 
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1.35 MTB_DWT 

MTB_DWT Base_Address : 0xF000_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
CMP_ADDR_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
CMP_DATA_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x008 
CMP_MASK_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C - - - - 

0x010 
CMP_ADDR_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 
CMP_DATA_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x018 
CMP_MASK_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x01C - - - - 

0x020 - - - 
FCT[B,H,W] 

00000000 

0x024 – 0xFCC - - - - 

0xFD0 
PID4[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFD4 
PID5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFD8 
PID6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFDC 
PID7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE0 
PID0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE4 
PID1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE8 
PID2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFEC 
PID3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFF0 
CID0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFF4 
CID1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0xFF8 
CID2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFFC 
CID3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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1.36 Fast GPIO 

Fast GPIO Base_Address : 0xF800_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
FPDIR0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 - - 
FPDIR1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - 
FPDIR2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x00C - - 
FPDIR3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 - - 
FPDIR4[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x014 - - 
FPDIR5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x018 - - 
FPDIR6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x01C - - 
FPDIR7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x020 - - 
FPDIR8[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x024 - - 
FPDIR9[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x028 - - 
FPDIRA[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x02C - - 
FPDIRB[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x030 - - 
FPDIRC[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x034 - - 
FPDIRD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x038 - - 
FPDIRE[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x03C - - 
FPDIRF[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x040 - - 
FPDOR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x044 - - 

FPDOR1[B,H,W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x048 - - 
FPDOR2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x04C - - 
FPDOR3[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x050 - - 

FPDOR4[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x054 - - 
FPDOR5[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x058 - - 
FPDOR6[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x05C - - 
FPDOR7[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x060 - - 
FPDOR8[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x064 - - 
FPDOR9[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x068 - - 
FPDORA[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x06C - - 
FPDORB[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x070 - - 
FPDORC[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x074 - - 
FPDORD[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x078 - - 
FPDORE[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x07C - - 
FPDORF[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x080 - - - 
M_FPDIR0[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x084 - - - 
M_FPDIR1[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x088 - - - 
M_FPDIR2[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x08C - - - 
M_FPDIR3[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x090 - - - 
M_FPDIR4[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x094 - - - 
M_FPDIR5[B,H,W] 

XXXXXXXX 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x098 - - - 
M_FPDIR6[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x09C - - - 
M_FPDIR7[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0A0 - - - 
M_FPDIR8[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0A4 - - - 
M_FPDIR9[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0A8 - - - 
M_FPDIRA[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0AC - - - 
M_FPDIRB[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0B0 - - - 
M_FPDIRC[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0B4 - - - 
M_FPDIRD[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0B8 - - - 
M_FPDIRE[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0BC - - - 
M_FPDIRF[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x0C0 - - - 
M_FPDOR0[B,H,W] 

00000000 

0x0C4 - - - 
M_FPDOR1[B,H,W] 

00000000 

0x0C8 - - - 
M_FPDOR2[B,H,W] 

00000000 

0x0CC - - - 
M_FPDOR3[B,H,W] 

00000000 

0x0D0 - - - 
M_FPDOR4[B,H,W] 

00000000 

0x0D4 - - - 
M_FPDOR5[B,H,W] 

00000000 

0x0D8 - - - 
M_FPDOR6[B,H,W] 

00000000 

0x0DC - - - 
M_FPDOR7[B,H,W] 

00000000 

0x0E0 - - - 
M_FPDOR8[B,H,W] 

00000000 

0x0E4 - - - 
M_FPDOR9[B,H,W] 

00000000 

0x0E8 - - - 
M_FPDORA[B,H,W] 

00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x0EC - - - 
M_FPDORB[B,H,W] 

00000000 

0x0F0 - - - 
M_FPDORC[B,H,W] 

00000000 

0x0F4 - - - 
M_FPDORD[B,H,W] 

00000000 

0x0F8 - - - 
M_FPDORE[B,H,W] 

00000000 

0x0FC - - - 
M_FPDORF[B,H,W] 

00000000 

0x100 – 0xFFC - - - - 
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D. レジスタマップ (TYPE3-M0+) 

 

レジスタマップについて説明します。 

 

 

 

1. レジスタマップ 
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1. レジスタマップ 

モジュール/機能ごとにレジスタマップを表に示します。 

[各表の見方] 
 

 

 

 

Clock/Reset Base_Address : 0x4001_0000 

 

Base_Address Register 
+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
SCM_CTL[B,H,W] 

00000-01 

0x004 - - - 
SCM_STR[B,H,W] 

00000-01 

0x008 
STB_CTL[W] 

00000000 00000000 -------- ---0--00 

0x00C - - 
RST_STR[H,W] 

-------0 00000-01 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意事項＞ 

− レジスタテーブルはリトルエンディアンで表されています。 

− データアクセスを行う際、アクセスサイズにより以下のとおりのアドレスとしてください。 

− ワードアクセス :  アドレスは 4の倍数(最下位 2ビットは"0x00") 

− ハーフワードアクセス : アドレスは 2の倍数(最下位ビットは"0x0") 

− バイトアクセス :  - 

リセット後のレジスタ初期値 

"1" : 初期値は"1" 

"0" : 初期値は"0" 

"X" : 初期値は不定 

" - " : 予約ビット 

 

レジスタ名 

 

アクセス単位 

(B : バイト, H : ハーフワード, W : ワード) 

 

最右のレジスタ番地(ワードアクセスした場合は、"+0"の列のレジス

タがデータのLSB 側になる) 

- : 予約領域 

* : Testレジスタ領域 

モジュール/機能名およびベースアドレス 
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− Testレジスタ領域にはアクセスしないでください。 

− レジスタテーブルに記載していない領域にはアクセスしないでください。 

− レジスタサイズより大きい単位でアクセスする時に同時にアクセスされる予約領域については、読出

し値不定、書込み無効です。 
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1.1 Flash I/F 

Flash I/F Base_Address : 0x4000_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - - 

0x004 
FRWTR[B,H,W] 

-------- -------- -------- -----011 

0x008 
FSTR[B,H,W] 

-------- -------- -------- --00000X 

0x00C - - - - 

0x010 
FSYNDN[B,H,W] 

-------- -------- -------- ----0001 

0x014 - 0x01C - - - - 

0x020 
FICR[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x024 
FISR[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x028 
FICLR[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x02C - 0x0FC - - - - 

0x100 
CRTRMM[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x104 - 0x1FC - - - - 

 

<注意事項> 

− Flash I/F部のレジスタの詳細は、ご使用する製品の『フラッシュプログラミングマニュアル』を参照

してください。 
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1.2 Unique ID 

Unique ID Base_Address : 0x4000_0200 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
UIDR0[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXX---- 

0x004 
UIDR1[W] 

-------- -------- ---XXXXX XXXXXXXX 

0x008 – 0xDFC - - - - 
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1.3 Clock/Reset 

Clock/Reset Base_Address : 0x4001_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
SCM_CTL[W] 

00000-01 

0x004 - - - 
SCM_STR[W] 

00000-01 

0x008 
STB_CTL[W] 

00000000 00000000 -------- ---0-000 

0x00C - - 
RST_STR[W] 

-------0 00000-01 

0x010 - - - 
BSC_PSR[W] 

-----000 

0x014 - - - 
APBC0_PSR[W] 

------00 

0x018 - - - 
APBC1_PSR[W] 

1--0--00 

0x01C - - - - 

0x020 - - - 
SWC_PSR[W] 

X-----00 

0x024 - 0x02C - - - - 

0x030 - - - 
CSW_TMR[W] 

00000000 

0x034 - - - 
PSW_TMR[W] 

---0-000 

0x038 - - - 
PLL_CTL1[W] 

00000000 

0x03C - - - 
PLL_CTL2[W] 

--000000 

0x040 - - 
CSV_CTL[W] 

-111--00 ------11 

0x044 - - - 
CSV_STR[W] 

------00 

0x048 - - 
FCSWH_CTL[W] 

11111111 11111111 

0x04C - - 
FCSWL_CTL[W] 

00000000 00000000 

0x050 - - 

FCSWD_STR[W] 

00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x054 - - - 
DBWDT_CTL[W] 

0-0----- 

0x058 - - - * 

0x05C - - - - 

0x060 - - - 
INT_ENR[W] 

--0--000 

0x064 - - - 
INT_STR[W] 

--0--000 

0x068 - - - 
INT_CLR[W] 

--0--000 

0x06C - 0xFFC - - - - 
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1.4 HW WDT 

HW WDT Base_Address : 0x4001_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WDG_LDR[W] 

00000000 00000000 11111111 11111111 

0x004 
WDG_VLR[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - - 
WDG_CTL[W] 

------11 

0x00C - - - 
WDG_ICL[W] 

XXXXXXXX 

0x010 - - - 
WDG_RIS[W] 

-------0 

0x014 - 0xBFC - - - - 

0xC00 
WDG_LCK[W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0xC04 - 0xFFC - - - - 
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1.5 SW WDT 

SW WDT Base_Address : 0x4001_2000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WdogLoad[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x004 
WdogValue[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 - - - 
WdogControl[W] 

---00000 

0x00C 
WdogIntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 - - - 
WdogRIS[W] 

-------0 

0x014 * 

0x018 - - - 
WdogSPMC[W] 

-------0 

0x01C - 0xBFC - - - - 

0xC00 
WdogLock[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0xC04 - 0xDFC - - - - 

0xF00 * 

0xF08 - 0xFDF - - - - 

0xFE0 - 0xFFC * 
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1.6 Dual Timer 

Dual Timer Base_Address : 0x4001_5000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
Timer1Load[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
Timer1Value[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 
Timer1Control[W] 

-------- -------- -------- 00100000 

0x00C 
Timer1IntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 
Timer1RIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x014 
Timer1MIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x018 
Timer1BGLoad[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x020 
Timer2Load[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x024 
Timer2Value[W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x028 
Timer2Control[W] 

-------- -------- -------- 00100000 

0x02C 
Timer2IntClr[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x030 
Timer2RIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x034 
Timer2MIS[W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x038 
Timer2BGLoad[W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x040 - 0xFFC - - - - 
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1.7 Base Timer 

Base Timer ch.0 Base Address : 0x4002_5000 

Base Timer ch.1 Base Address : 0x4002_5040 

Base Timer ch.2 Base Address : 0x4002_5080 

Base Timer ch.3 Base Address : 0x4002_50C0 

Base Timer ch.4 Base Address : 0x4002_5200 

Base Timer ch.5 Base Address : 0x4002_5240 

Base Timer ch.6 Base Address : 0x4002_5280 

Base Timer ch.7 Base Address : 0x4002_52C0 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
PCSR/PRLL[H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 - - 
PDUT/PRLH/DTBF[H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - 
TMR[H,W] 

00000000 00000000 

0x00C - - 
TMCR[B,H,W] 

-0000000 00000000 

0x010 - - 
TMCR2[B,H,W] STC[B,H,W] 

0-------0 0000-000 

0x014 - 0x03C - - - - 
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1.8 IO Selector for Base Timer 

IO Selector for ch.0-ch.3 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL0123[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

IO Selector for ch.4-ch.7 (Base Timer) Base Address : 0x4002_5300 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
BTSEL4567[B,H,W] 

- 
00000000 

0x004 - 0x0FC - - - - 

Software-based Simultaneous Startup (Base Timer) Base Address : 0x4002_5F00 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x000 - 0x0FB  - - - - 

0x0FC - - 
BTSSSR [B,H,W] 

-------- XXXXXXXX 
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1.9 A/DC 

12-bit A/DC unit0 Base_Address : 0x4002_7000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
ADCR[B,H,W] ADSR[B,H,W] 

000-0000 00---000 

0x004 - - - * 

0x008 - - 
SCCR[B,H,W] SFNS[B,H,W] 

1000-000 ----0000 

0x00C 
SCFD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXX---- ---X--XX ---XXXXX 

0x010 - - 
SCIS3[B,H,W] SCIS2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x014 - - 
SCIS1[B,H,W] SCIS0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x018 - - 
PCCR[B,H,W] PFNS[B,H,W] 

10000000 --XX--00 

0x01C 
PCFD[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXX---- ---X-XXX ---XXXXX 

0x020 - - - 
PCIS[B,H,W] 

00000000 

0x024 
CMPD[B,H,W] 

- 
CMPCR[B,H,W] 

00000000 00------ 00000000 

0x028 - - 
ADSS3[B,H,W] ADSS2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x02C - - 
ADSS1[B,H,W] ADSS0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x030 - - 
ADST0[B,H,W] ADST1[B,H,W] 

00010000 00010000 

0x034 - - - 
ADCT[B,H,W] 

00000111 

0x038 - - 
SCTSL[B,H,W] PRTSL[B,H,W] 

----0000 ----0000 

0x03C - - 
ADCEN[B,H,W] 

11111111 ------00 

0x040 * 

0x044 
WCMRCIF[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 

0x048 

WCMRCOT[B,H,W] 

-------- -------- -------- -------0 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x04C - - 
WCMPSR[B,H,W] WCMPCR[B,H,W] 

00000000 001000-- 

0x050 
WCMPDH[B,H,W] WCMPDL[B,H,W] 

00000000 00------ 00000000 00------ 

0x054 - 0x0FC - - - - 
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1.10 CR Trim 

CR Trim Base_Address : 0x4002_E000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
MCR_PSR[B,H,W] 

-----001 

0x004 - - 
MCR_FTRM[B,H,W] 

------10 00000110 

0x008 - - - 
MCR_TTRM[B,H,W] 

-1111111 

0x00C 
MCR_RLR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x010 - 0x0FC - - - - 
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1.11 EXTI 

EXTI Base_Address : 0x4003_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
ENIR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
EIRR[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 
EICL[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x00C 
ELVR[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x010 
ELVR1[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 - - 
NMIRR[B,H,W] 

-------- -------0 

0x018 - - 
NMICL[B,H,W] 

-------- -------1 

0x01C 
ELVR2[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x020 
- - - NMIENR[B,H,W] 

- - - -------0 

0x024–- 0x0FC - - - - 
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1.12 INT-Req. READ 

INT-Req. READ Base_Address : 0x4003_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 – 0x004 - - - - 

0x008 
VIR_OFFSET[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x010 - - - 
ODDPKS[B,H,W] 

---00000 

0x014 – 0x1FC - - - - 

0x200 
EXC02MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x204 
IRQ00MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x208 
IRQ01MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x20C 
IRQ02MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x210 
IRQ03MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x214 
IRQ04MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x218 
IRQ05MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x21C 
IRQ06MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x220 
IRQ07MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x224 
IRQ08MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x228 
IRQ09MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x22C 
IRQ10MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x230 
IRQ11MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x234 
IRQ12MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x238 
IRQ13MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x23C 
IRQ14MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x240 
IRQ15MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x244 

IRQ16MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x248 
IRQ17MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x24C 
IRQ18MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x250 
IRQ19MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x254 
IRQ20MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x258 
IRQ21MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x25C 
IRQ22MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x260 
IRQ23MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x264 
IRQ24MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x268 
IRQ25MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x26C 
IRQ26MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x270 
IRQ27MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x274 
IRQ28MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x278 
IRQ29MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x27C 
IRQ30MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x280 
IRQ31MON[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x284–- 0xFFC - - - - 
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1.13 GPIO 

GPIO Base_Address : 0x4003_3000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
PFR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 1010 

0x004 
PFR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x008 
PFR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x00C 
PFR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x010 
PFR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x014 
PFR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x018 
PFR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x01C - - - - 

0x020 
PFR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x024 – 0x034 - - - - 

0x038 
PFRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x03C–- 0x0FC - - - - 

0x100 
PCR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 1010 

0x104 
PCR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x108 
PCR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x10C 
PCR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x110 
PCR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x114 
PCR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x118 
PCR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x11C – 0x134 - - - - 



D. レジスタマップ (TYPE3-M0+)  

 

 

1036 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x138 
PCRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x13C – 0x1FC - - - - 

 

0x200 
DDR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x204 
DDR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x208 
DDR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x20C 
DDR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x210 
DDR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x214 
DDR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x218 
DDR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x21C - - - - 

0x220 
DDR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x224 – 0x234 - - - - 

0x238 
DDRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x23C–- 0x2FC - - - - 

0x300 
PDIR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x304 
PDIR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x308 
PDIR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x30C 
PDIR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x310 
PDIR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x314 
PDIR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x318 
PDIR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x31C - - - - 

0x320 
PDIR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x324 – 0x334 - - - - 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x338 
PDIRE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x33C–- 0x3FC - - - - 

 

0x400 
PDOR0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x404 
PDOR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x408 
PDOR2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x40C 
PDOR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x410 
PDOR4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x414 
PDOR5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x418 
PDOR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x41C - - - - 

0x420 
PDOR8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x424 – 0x434 - - - - 

0x438 
PDORE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x43C–- 0x4FC - - - - 

0x500 
ADE[B,H,W] 

1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 

0x504–- 0x57C - - - - 

0x580 
SPSR[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- ---- ---- ---0 0101 

0x584–- 0x5FC - - - - 

0x600 
EPFR00[B,H,W] 

---- --00 ---- --01 ---- --0- ---- --00 

0x604–- 0x60C - - - - 

0x610 
EPFR04[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x614 
EPFR05[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x618 
EPFR06[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x61C 
EPFR07[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x620 
EPFR08[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x624 
EPFR09[B,H,W] 

---- ---- 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x628–- 0x654 - - - - 

0x658 
EPFR22[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x65C 
EPFR23[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x660–- 0x678 - - - - 

0x67C 
EPFR31[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x680 - - - - 

0x684 
EPFR33[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x688–- 0x690 - - - - 

0x694 
EPFR37[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x698 
EPFR38[B,H,W] 

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 

0x69C–- 0x6FC - - - - 

0x700 - - - - 

0x704 
PZR1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x708 - - - - 

0x70C 
PZR3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x710 – 0x714 - - - - 

0x718 
PZR6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x71C – 0x7FC - - - - 

0x800 – 0x8FC - - - - 

0x900 
FPOER0[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x904 
FPOER1[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x908 
FPOER2[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x90C 
FPOER3[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x910 
FPOER4[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x914 
FPOER5[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x918 
FPOER6[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x91C - - - - 

0x920 
FPOER8[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x924 – 0x934 - - - - 

0x938 
FPOERE[B,H,W] 

---- ---- ---- ---- 0000 0000 0000 0000 

0x93C–- 0xFFC - - - - 
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1.14 HDMI-CEC 

HDMI-CEC/Remote Control Receiver ch.0 Base_Address : 0x4003_4000 

HDMI-CEC/Remote Control Receiver ch.1 Base_Address : 0x4003_4100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 - - - 
TXCTRL[B,H,W] 

000000-0 

0x04 - - - 
TXDATA[B,H,W] 

00000000 

0x08 - - - 
TXSTS[B,H,W] 

0-00---0 

0x0C - - - 
SFREE[B,H,W] 

----0000 

0x10–- 0x3F - - - - 

0x40 - - 
RCCR[B,H,W] RCST[B,H,W] 

0---0000 00000000 

0x44 - - 
RCSHW[B,H,W] RCDAHW[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x48 - - 
RCDBHW[B,H,W] 

- 
00000000 

0x4C - - 
RCADR1[B,H,W] RCADR2[B,H,W] 

---00000 ---00000 

0x50 - - 
RCDTHH[B,H,W] RCDTHL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x54 - - 
RCDTLH[B,H,W] RCDTLL[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x58 - - 
RCCKD[H,W] 

---00000 00000000 

0x5C - - 
RCRC[B,H,W] RCRHW[B,H,W] 

---0---0 00000000 

0x60 - - 
RCLE[B,H,W] 

- 
00000-00 

0x64 - - 
RCLELW[B,H,W] RCLESW[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x68–- 0xFC - - - - 
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1.15 LVD 

LVD Base_Address : 0x4003_5000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
LVD_CTL [B,H,W] 

10000000 00001100 

0x004 - - 
LVD_STR [B,H,W] 

00000000 0000000- 

0x008 - - 
LVD_CLR [B,H,W] 

00000000 10000000 

0x00C 
LVD_RLR [W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x010 - - 
LVD_STR2 [B,H,W] 

00000000 01000000 

0x014–- 0x0FC - - - - 
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1.16 DS Mode 

DS Mode Base_Address : 0x4003_5100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
REG_CTL [B,H,W] 

---- -10- 

0x004 - - - 
RCK_CTL [B,H,W] 

---- --01 

0x008–- 0x00C - - - - 

0x010 - - - 
MOSC_CTL [B,H,W] 

---- -10- 

0x014–- 0x0FC - - - - 

0x100 - - - 
CAL_CTL [B,H,W] 

---- 0000 

0x104 - - - - 

0x108 
CAL_KEY [W] 

00000000 00000000 00000000 00000001 

0x10C–- 0x6FC - - - - 

0x700 - - - 
PMD_CTL [B,H,W] 

---- ---0 

0x704 - - - 
WRFSR [B,H,W] 

---- --00 

0x708 - - 
WIFSR [B,H,W] 

00000000 00000000 

0x70C - - 
WIER [B,H,W] 

00000000 00000-00 

0x710 - - 
WILVR [B,H,W] 

-----000 00000000 

0x714 - - - 
DSRAMR [B,H,W] 

---- --00 

0x718–- 0x7FC - - - - 

0x800 
BUR04 [B,H,W] BUR03 [B,H,W] BUR02 [B,H,W] BUR01 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x804 
BUR08 [B,H,W] BUR07 [B,H,W] BUR06 [B,H,W] BUR05 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x808 
BUR012 [B,H,W] BUR11 [B,H,W] BUR10 [B,H,W] BUR09 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x80C 
BUR16 [B,H,W] BUR15 [B,H,W] BUR14 [B,H,W] BUR13 [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x810 – 0x8FC - - - - 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x900 
WIOLC_CTL [B,H,W] 

-------0 -------1 -------0 -------0   

0x904 - - - 
SUBOSC_CTL[B,H,W] 

------01 

0x908 - - - 
CEC_CTL [B,H,W] 

----0000 

0x90C - - - 
DEBUG_SW_CTL[B,H,W] 

-------1 

0x910–- 0xEFC - - - - 
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1.17 USB Clock 

USB Clock Base_Address : 0x4003_6000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
UCCR [B,H,W] 

-----000 

0x004 – 0x024 - - - - 

0x028 - - - 
UPCR6[B,H,W] 

----0010 

0x02C - - - - 

0x030 - - - 
USBEN0[B,H,W] 

-------0 

0x038 – 0x0FC - - - - 
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1.18 I2CSLAVE 

I2CSLAVE ch.6 Base_Address : 0x4003_7980 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x00 
IBSCR[B,H,W] IBSSR[B,H,W] 

------00 0-000000 -----001 00000000 

0x04 
- IBSDSTUPR[B,H,W] IBSMSKR[B,H,W] IBSADR[B,H,W] 

- 11111111 01111111 00000000 

0x08 
- - - IBSTDR[B,H,W] 

- - - 11111111 

0x0C 
- - - IBSRDR[B,H,W] 

- - - 11111111 

0x10 
- - IBSSCR[B,H,W] 

- - -----0-- -----00- 

0x14 
- - IBSSSR[B,H,W] 

- - -------0 -------- 

0x18–- 0x3F - - - - 
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1.19 MFS 

MFS ch.0 Base_Address : 0x4003_8000 

MFS ch.1 Base_Address : 0x4003_8100 

MFS ch.3 Base_Address : 0x4003_8300 

MFS ch.4 Base_Address : 0x4003_8400 

MFS ch.6 Base_Address : 0x4003_8600 

MFS ch.7 Base_Address : 0x4003_8700 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
SCR/IBCR[B,H,W] SMR[B,H,W] 

–-00000 000-00-0 

0x004 - - 
SSR[B,H,W] ESCR/IBSR[B,H,W] 

0-000011 00000000 

0x008 
RDR/TDR[H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C - - 
BGR1[B,H,W] BGR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x010 - - 
ISMK[B,H,W] ISBA[B,H,W] 

-------- -------- 

0x014 - - 
FCR1[B,H,W] FCR0[B,H,W] 

---00100 -0000000 

0x018 - - 
FBYTE2[B,H,W] FBYTE1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x01C - - 

SCSTR1/ 

EIBCR[B,H,W] 
SCSTR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x020 - - 
SCSTR3[B,H,W] SCSTR2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x024 - - 
SACSR[B,H,W] 

--00–-0 00-00000 

0x028 - - 
STMR[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x02C - - 
STMCR[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x030 - - 
SCSCR[B,H,W] 

00000000 00100000 

0x034 - - 
SCSFR1[B,H,W] 

10000000 

SCSFR0[B,H,W] 

10000000 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x038 - - - 
SCSFR2[B,H,W] 

10000000 

 

0x03C - - 
TBYTE1[B,H,W] TBYTE0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x040 - - 
TBYTE3[B,H,W] 

00000000 

TBYTE2[B,H,W] 

00000000 

0x044–- 0x0FC - - - - 

 

<注意事項> 

− RDR/TDRレジスタの上位 16bitは、MFS-I2SモードでWordアクセスを使用するときのみ有効です。 
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1.20 CRC 

CRC Base_Address : 0x4003_9000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - CRCCR[B,H,W] 

-0000000 

0x004 CRCINIT[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 

0x008 CRCIN[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C CRCR[B,H,W] 

11111111 11111111 11111111 11111111 
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1.21 Watch Counter 

Watch Counter Base_Address : 0x4003_A000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - 
WCCR[B,H,W] WCRL[B,H,W] WCRD[B,H,W] 

0–-0000 --000000 --000000 

0x004–- 0x00C - - - - 

0x010 - - 
CLK_SEL[B,H,W] 

-----000 ------00 

0x014 - - - 
CLK_EN[B,H,W] 

------00 

0x018–- 0xFFC - - - - 
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1.22 RTC 

RTC Base_Address : 0x4003_B000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
WTCR1[B,H,W] 

00000000 00000000 ---00000 -00000-0 

0x004 
WTCR2[B,H,W] 

-------- -------- -----000 -------0 

0x008 
WTBR[B,H,W] 

-------- 00000000 00000000 00000000 

0x00C 
WTDR[B,H,W] WTHR[B,H,W] WTMIR[B,H,W] WTSR[B,H,W] 

--000000 --000000 -0000000 -0000000 

0x010 - 
WTYR[B,H,W] WTMOR[B,H,W] WTDW[B,H,W] 

00000000 ---00000 -----000 

0x014 
ALDR[B,H,W] ALHR[B,H,W] ALMIR[B,H,W] 

- 
--000000 --000000 -0000000 

0x018 - 
ALYR[B,H,W] ALMOR[B,H,W] 

- 
00000000 ---00000 

0x01C 
WTTR[B,H,W] 

-------- ------00 00000000 00000000 

0x020 - - 
WTCLKM[B,H,W] WTCLKS[B,H,W] 

------00 -------0 

0x024 - 
WTCALEN[B,H,W] WTCAL[B,H,W] 

-------0 ------00 00000000 

0x028 - - 
WTDIVEN[B,H,W] WTDIV[B,H,W] 

------00 ----0000 

0x02C - - - 
WTCALPRD[B,H,W] 

--010011 

0x030 - - - 
WTCOSEL[B,H,W] 

-------0 

0x034–- 0xFFC - - - - 
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1.23 Low-speed CR Prescaler 

Low-speed CR Prescaler  Base_Address : 0x4003_C000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - - 
LCR_PRSLD[B,H,W] 

--000000 

0x000–- 0x0FC - - - - 
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1.24 Peripheral Clock Gating 

Peripheral Clock Gating Base_Address : 0x4003_C100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
CKEN0[B,H,W] 

---1---- -------1 -------- 11-11-11 

0x004 
MRST0[B,H,W] 

-------- -------0 -------- 00-00-00 

0x008–- 0x00C - - - - 

0x010 
CKEN1[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------11 

0x014 
MRST1[B,H,W] 

-------- -------- -------- ------00 

0x018–- 0x01C - - - - 

0x020 
CKEN2[B,H,W] 

-------- -----– 111----- -------0  

0x024 
MRST2[B,H,W] 

-------- -----– 000----- -------0 

0x028–- 0x0FC - - - - 
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1.25 Smart Card I/F 

Smart Card I/F ch.1  Base_Address : 0x4003_C980 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x00 - - 
GLOBALCONTROL1[H,W] 

-0001000 00000000 

0x04 - - 
STATUS[H,W] 

--000000 00000001 

0x08 - - 
PORTCONTROL[H,W] 

000–-00 00-0-0-0 

0x0C - - 
DATA[H,W] 

-------0 00000000 

0x10 - - 
CARDCLOCK [H,W] 

00000000 00101000 

0x14 - - 
BAUDRATE[H,W] 

0000001 01110100 

0x18 - - 
GUARDTIMER[H,W] 

-------- 00000000 

0x1C - - 
IDLETIMER[H,W] 

00000000 00000000 

0x20 - - 
GLOBALCONTROL2[H,W] 

-------- ----1-00 

0x24 - - 
DATA_FIFO[H,W] 

-------0 00000000 

0x28 - - 
FIFO_LEVEL_READ[H,W] 

00000000 00000000 

0x2C - - 
FIFO_LEVEL_WRITE[H,W] 

00000000 00000000 

0x30 - - 
FIFO_MODE[H,W] 

00000000 ----0000 

0x34 - - 
FIFO_CLEAR_MSB_WRITE[H,W] 

-------- -------0 

0x38 - - 
FIFO_CLEAR_MSB_ READ[H,W] 

-------- -------0 

0x3C - - - - 

0x40 - - 
IRQ_STATUS[H,W] 

-------- 00000000 

0x44- 0x7C - - - - 
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1.26 MFSI2S 

MFSI2S ch.4 Base_Address : 0x4003_CA00 

MFSI2S ch.6 Base_Address : 0x4003_CA80 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x00 - - 
CNTLREG[B, H,W] 

-----0-0 -0000-01 

0x04 - - 
I2SCLK[B, H,W] 

00------ 00000000 

0x08 - - 
I2SST[B,H,W] 

------00 

I2SRST[B,H,W] 

00000000 

0x0C- 0x3C - - - - 
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1.27 USB 

USB ch.0 Base_Address : 0x4004_0000 

 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x2100 - - 
HCNT1[B,H,W] 

-----001 

HCNT0[B,H,W] 

00000000 

0x2104 - - 
HERR[B,H,W] 

00000011 

HIRQ[B,H,W] 

0-000000 

0x2108 - - 
HFCOMP[B,H,W] 

00000000 

HSTATE[B,H,W] 

--010010 

0x210C - - 
HRTIMER(1/0)[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x2110 - - 
HADR[B,H,W] 

-0000000 

HRTIMER(2)[B,H,W] 

------00 

0x2114 - - 
HEOF(1/0)[B,H,W] 

--000000 00000000 

0x2118 - - 
HFRAME(1/0)[B,H,W] 

-----000 00000000 

0x211C - - - 
HTOKEN[B,H,W] 

00000000 

0x2120 - - 
UDCC[B,H,W] 

-------- 10100-00 

0x2124 - - 
EP0C[H,W] 

------0- -1000000 

0x2128 - - 
EP1C[H,W] 

01100001 00000000 

0x212C - - 
EP2C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x2130 - - 
EP3C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x2134 - - 
EP4C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x2138 - - 
EP5C[H,W] 

0110000- -1000000 

0x213C - - 
TMSP[H,W] 

-----000 00000000 

0x2140 - - 
UDCIE[B,H,W] 

--000000 

UDCS[B,H,W] 

--000000 

0x2144 - - 
EP0IS[H,W] 

10---1-- -------- 

0x2148 - - 
EP0OS[H,W] 

10–-00- -XXXXXXX 



D. レジスタマップ (TYPE3-M0+)  

 

 

1056 FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 

Base_Address 

+ Address 

Register 

+3 +2 +1 +0 

0x214C - - 
EP1S[H,W] 

100-000X XXXXXXXX 

0x2150 - - 
EP2S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x2154 - - 
EP3S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x2158 - - 
EP4S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x215C - - 
EP5S[H,W] 

100-000- -XXXXXXX 

0x2160 - - 
EP0DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP0DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2164 - - 
EP1DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP1DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2168 - - 
EP2DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP2DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x216C - - 
EP3DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP3DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2170 - - 
EP4DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP4DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2174 - - 
EP5DTH[B,H,W] 

XXXXXXXX 

EP5DTL[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x2178–- 

0x217C 
- - - - 

 

  



 D. レジスタマップ (TYPE3-M0+) 

 

 

FM0+ PERIPHERAL MANUAL, Doc. No. 002-04971 Rev. *D 1057 

1.28 DSTC 

DSTC Base_Address : 0x4006_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
DESTP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
HWDESP[B,H,W] 

00XXXXXX XXXXXX00 00000000 00000000 

0x008 
SWTR[H] 

00000000 00000000 

CFG[B] 

01000000 

CMD[B] 

00000001 

0x00C 
MONERS[B,H,W] 

00XXXXXX XXXXXX00 XXXXXXXX XXX00000 

0x010 
DREQENB[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 
 DREQENB[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x018-0x02C  

0x030 
HWINT[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x034 
HWINT[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x038-0x04C  

0x050 
HWINTCLR[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x054 
HWINTCLR[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x058-0x06C  

0x070 
DQMSK[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x074 
DQMSK[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x078-0x08C  

0x090 
DQMSKCLR[31:0] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x094 
DQMSKCLR[63:32] [B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x098–- 0xFFC - - - - 
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1.29 MTB_DWT 

MTB_DWT Base_Address : 0xF000_1000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
CMP_ADDR_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x004 
CMP_DATA_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x008 
CMP_MASK_START[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x00C - - - - 

0x010 
CMP_ADDR_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x014 
CMP_DATA_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x018 
CMP_MASK_STOP[B,H,W] 

00000000 00000000 00000000 00000000 

0x01C - - - - 

0x020 - - - 
FCT[B,H,W] 

00000000 

0x024–- 0xFCC - - - - 

0xFD0 
PID4[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFD4 
PID5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFD8 
PID6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFDC 
PID7[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE0 
PID0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE4 
PID1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFE8 
PID2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFEC 
PID3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFF0 
CID0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFF4 
CID1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0xFF8 
CID2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0xFFC 
CID3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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1.30 Fast GPIO 

Fast GPIO Base_Address : 0xF800_0000 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 - - 
FPDIR0[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 - - 
FPDIR1[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 - - 
FPDIR2[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x00C - - 
FPDIR3[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 - - 
FPDIR4[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x014 - - 
FPDIR5[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x018 - - 
FPDIR6[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x01C - - - - 

0x020 - - 
FPDIR8[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x024–- 0x034 - - - - 

0x038 - - 
FPDIRE[B,H,W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x03C - - - - 

0x040 - - 
FPDOR0[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x044 - - 
FPDOR1[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x048 - - 
FPDOR2[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x04C - - 
FPDOR3[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x050 - - 
FPDOR4[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x054 - - 
FPDOR5[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x058 - - 
FPDOR6[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x05C - - - - 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x060 - - 
FPDOR8[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x064–- 0x074 - - - - 

0x078 - - 
FPDORE[B,H,W] 

00000000 00000000 

0x07C - - - - 

 

0x080    
M_FPDIR0[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x084 - - - 
M_FPDIR1[B,H,W] 

XXXXXXXX 

0x088 – 0x0BF - 

0x0C0 - - - 
M_FPDOR0[B,H,W] 

00000000 

0x0C4 - - - 
M_FPDOR1[B,H,W] 

00000000 

0x0C8–- 0x0FC - - - - 
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1.31 VIR 

VIR Base_Address : 0xF800_0100 

 

Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x000 
VIR00[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x004 
VIR01[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x008 
VIR02[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x00C 
VIR03[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x010 
VIR04[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x014 
VIR05[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x018 
VIR06[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x01C 
VIR07[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x020 
VIR08[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x024 
VIR09[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x028 
VIR10[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x02C 
VIR11[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x030 
VIR12[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x034 
VIR13[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x038 
VIR14[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x03C 
VIR15[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x040 
VIR16[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x044 
VIR17[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
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Base_Address Register 

+ Address +3 +2 +1 +0 

0x048 
VIR18[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x04C 
VIR19[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x050 

VIR20[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x054 
VIR21[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x058 
VIR22[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x05C 
VIR23[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x060 
VIR24[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x064 
VIR25[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x068 
VIR26[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x06C 
VIR27[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x070 
VIR28[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x074 
VIR29[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x078 
VIR30[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

0x07C 
VIR31[W] 

XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 

 

  



D. レジスタマップ (TYPE3-M0+)  
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E. 注意事項一覧 

 

 

各機能仕様の注意事項について示します。 

 

1. 高速 CRクロックをマスタクロックに使用する場合の注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理コード: 9APRECAUTION_FM0-J03.0 
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1. 高速 CRクロックをマスタクロックに使用する場合の注意事項 

高速 CRクロックをマスタクロックに使用する場合の注意点を示します。 

高速 CRクロック(周波数)は温度/電圧により変動します。 

高速 CRクロックをマスタクロックとした場合の各機能マクロへの影響を以下に示します。 

また高速 CRクロックを PLLの入力クロックとし、マスタクロックを PLLに選択した場合も同様の注意事項が

あります。 

機能マクロへの影響 

項目 機能/モード 影響 

内部バスクロック 
HCLK/FCLK/ 

PCLK0/PCLK1 

高速 CRクロックの最大周波数において、ご使用する製品

の『データシート』に記載されている内部動作クロック周

波数の上限を超えてはいけません。 

各種タイマ 

多機能タイマ 

ベースタイマ 

時計カウンタ 

デュアルタイマ 

ウォッチドッグタイマ 

クアッドカウンタ 

各マクロのタイマカウント値は高速 CRクロックの周波数

変動の影響を考慮してください。 

A/Dコンバータ 
サンプリング時間 

コンペア時間 

A/Dコンバータのサンプリング時間/コンペア時間は、高速

CRクロックの周波数変動を考慮して、ご使用する製品の

『データシート』の規格を満たしてください。 

USB 

 
－ 

各規格で規定されている周波数精度を満たせないため、使

用できません。 

マルチファンクション

シリアル 

インタフェース 

UART 

高速 CRクロックの最大/最小周波数において、設定したボ

ーレートから更に誤差が生じるため、ボーレート誤差範囲

を超える場合は使用できません。 

CSIO, I2C, MFS-I2S 
各マクロの通信時、高速 CRクロックの周波数変動の影響

を考慮してください。 

LIN 

マスタとしては規格の周波数精度を満たせないため、使用

できません。 

スレーブとしては高速 CRクロックの最大/最小周波数にお

いて、設定したボーレートから更に誤差が生じるため、 

ボーレート誤差範囲を超える場合は使用できません。 

Smart Card インターフ

ェース 
－ 

高速 CRクロックの最大/最小周波数において、設定したボ

ーレートから更に誤差が生じるため、ボーレート誤差範囲

を超える場合は使用できません。 
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F. 主な変更内容 

 

 

ページ 場所 変更箇所 

7 本マニュアルにおける対象製品 TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品を追加 

26 
CHAPTER1: システム概要 

1.1 バス構成図 
Figure 1-1 を修正 

28 
CHAPTER1: システム概要 

1.3 メモリマップ 
Figure 1-2 を修正 

30,31,32 
CHAPTER1: システム概要 

1.4 ペリフェラル・アドレスマップ 
Table 1-1 を修正 

44 
CHAPTER2-1:クロック 

2. 構成 
Figure 2-1 を修正 

85 CHAPTER2-2：周辺クロック停止機能 TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品の機能説明を追加 

167 CHAPTER4:リセット 
ソフトウェアウォッチドックリセット (SWDGR)を訂正 

異常周波数検出リセット (FCSR)を訂正 

187 

207 

237 

CHAPTER5-1: 低電圧検出概要 

CHAPTER5-3: 低電圧検出（TYPE2) 

CHAPTER5-4: 低電圧検出（TYPE3) 

TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品の機能説明のため、章を追加 

257 CHAPTER6-1:低消費電力モード TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品の機能説明を追加 

327 CHAPTER6-2:Vbat ドメイン TYPE2-M0+製品の機能説明のため、章を追加 

381 

467 

473 

485 

503 

CHAPTER7-1:割込みの概要 

CHAPTER7-5:割込み構成(TYPE2) 

CHAPTER7-6:割込み(TYPE2-A) 

CHAPTER7-7:割込み(TYPE2-B) 

CHAPTER7-8:割込み(TYPE3) 

TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品の機能説明のため、章を追加 

525 CHAPTER8：外部割込み・NMI 制御部 TYPE3-M0+製品の機能説明を追加 

603 CHAPTER10-1:I/O ポート TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品の機能説明を追加 

751 CHAPTER10-2:Fast GPIO TYPE3-M0+製品の機能説明を追加 

821 CHAPTER16:DSTC TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品の機能説明のため、章を追加 

959 
APPENDIX 

C.レジスタマップ(TYPE2-M0+) 
TYPE2-M0+製品のレジスタマップを追加 

1023 
APPENDIX 

D.レジスタマップ(TYPE3-M0+) 
TYPE3-M0+製品のレジスタマップを追加 



F. 主な変更内容  
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改訂履歴 

 

改訂履歴 

文書名: 32ビット・マイクロコントローラ FM0+ファミリ PERIPHERAL MANUAL 

文書番号: 002-04971 

版 ECN番号 変更者 変更内容 

** - TOYO Initial release 

New Spec 

*A 5037026 KEMU TYPE2-M0+製品、TYPE3-M0+製品を追加。 

詳細は、“F. 主な変更内容”を参照してください。 

*B 5361193 HIFU これは英語版の 002-04969 Rev. *A を翻訳した日本語版です。 

7ページ: 表紙(本マニュアルにおける対象商品)の Table 2 を修正 

39ページ: CHAPTER2-1: クロックの Figure 2-1の誤記を修正 

85ページ: CHAPTER2-2: 周辺クロック定義機能の 5.使用時の注意に記述を追加 

167ページ: CHAPTER4: リセットの 3.1リセット要因の誤記を修正 

237ページ: CHAPTER5-4: 低電圧検出(TYPE3)の誤記を修正 

383, 389, 427ページ: CHAPTER7-2/7-3/7-4: の誤記を修正 

503ページ: CHAPTER7-8: 割込み(TYPE3)の Table 3-1を修正 

797ページ: CHAPTER13: MTB_DWTの 4.レジスタの誤記を修正 

821ページ: CHAPTER16: DSTC の 2.2 DSTCシステム構成及び Table 3-3の誤記を修正 

901ページ: A.製品型格一覧の Table 1-2を修正 

903ページ: B.レジスタマップ(TYPE1-M0+)の誤記を修正 

959ページ: C.レジスタマップ(TYPE2-M0+)の誤記を修正 

1023ページ: D.レジスタマップ(TYPE3-M0+)の誤記を修正 

*C 5817115 YOST Updated Cypress logo. 

Updated Copyright. 
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*D 6053593 NOSU これは英語版の 002-04969 Rev. *C を翻訳した日本語版です。 

はじめに 

マイコンサポート情報を追加 

本書の使い方 

本マニュアルにおける対象製品 

  Table 1, 2, 3の型格を 10桁から 8桁表記に修正 

CHAPTER1: システム概要 

Figure 1-2から「CAN Prescaler」「CAN ch.0」「CAN ch.1」を削除 

Table 1-1から「CAN」「CANプリスケーラ」を削除 

語句「DMAC転送」を「DMA転送」に修正 

CHAPTER2-1: クロック 

1. 概要 

  「CANプリスケーラクロック」を削除 

2. 構成 

  「CANプリスケーラクロック」に関する記述を削除 

6. 仕様上の注意点 

  「CANプリスケーラクロック」に関する記述を削除 

CHAPTER2-2: 周辺クロック停止機能 

1. 周辺クロック停止機能の概要 

  Table 1-1から「CANコントローラ」の行を削除 

4.5 周辺クロック制御レジスタ 2 (CKEN2) 

  LCDコントローラ非搭載製品での LCDCCKビットの取り扱いを追記 

  CANCK[1:0]に関する記述を削除 

4.6 周辺リセット制御レジスタ 2 (MRST2) 

  CANRST[1:0]に関する記述を削除 

CHAPTER6-1: 低消費電力モード 

4. スタンバイモードの設定手順例 

  Figure 4-1, 4-2, 4-3から CANに関する記述を削除 

CHAPTER7-2: 割込み構成(TYPE1) 

DMAに関する記述を削除 

CHAPTER7-3: 割込み(TYPE1-A) 

DMAに関する記述を削除 

CHAPTER7-4: 割込み(TYPE1-B) 

DMAに関する記述を削除 

CHAPTER7-8: 割込み(TYPE3) 

4.5 Vector Indicate Register xx (VIRxx) 

  MFS使用時の VIRレジスタの使い方に関する注意事項を追加 

CHAPTER10-1: I/Oポート 

2.6 ディープスタンバイモード時の動作(TYPE3-M0+) 

  電源投入後のクロック発振端子の設定方法に関する注意書きを追加 

4.7 EPFRx 

  EPFRxのレジスタ構成一覧から「CAN」を削除 
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4.17 拡張機能端子設定レジスタ 09 (EPFR09) 

  CANに関する記述を削除 

4.33 特殊ポート設定レジスタ(SPSR) 

  電源投入後のクロック発振端子の設定方法に関する注意書きを追加 

CHAPTER 11: CRC 

2.1 CRC計算シーケンス 

  Figure 2-1の語句を DMACから DMAへ変更 

CHAPTER 16: DSTC 

誤記を修正: Relaod → Reload 

4.6 DSTC制御例 

  「DSTCの HW起動転送を途中でとめる方法について」を追加 

Appendix A: 製品型格一覧 

1. 製品型格一覧 

  Table 1, 2, 3の型格を 10桁から 8桁表記に修正 

Appendix B: レジスタマップ (TYPE1-M0+) 

1.18 GPIO 

  EPFR09の初期値上位 8ビットを”0000 0000”から”---- ----“に修正 

1.28 DMAC 

  レジスタを削除 

Appendix C: レジスタマップ (TYPE2-M0+) 

1.29 Peripheral Clock Gating 

  CKEN2レジスタの Bit[5:4]の初期値を”**”から”00“に修正 

Appendix D: レジスタマップ (TYPE3-M0+) 

1.13 GPIO 

  EPFR09の初期値上位 8ビットを”0000 0000”から”---- ----“に修正 

Appendix E: 注意事項一覧 

1. 高速 CRクロックをマスタクロックに使用する場合の注意事項 

  機能マクロへの影響の表から CANを削除 
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